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1 953 年、 群馬県 冨岡市 生まれ、 72 年に 上京。 牛乳 配達 員、 
私大 夜間部 学生、 ホテル 掃除 夫、 零細 出版社 アル バイ ト、 
各種 業界紙 記者 兼 集金人を 経て、 77 年に、 エ □劇画 誌 下請 
け プロダクション、 （有) 遠山 企画に 入社。 93 年に 漫画 屋を 
設立。 同時 期に 富 岡 市に 帰郷。 超 遠距離 通勤を 続けて いる。 
現在、 『Mate』 『レモン クラブ』 『キャン デ V クラブ』 [5曼 画 バンプ』 『ジ 
ャ ニー』 『秘 、密 少年』 『コラージュ』 編集長。 かつて 手がけた 漫画 
誌に 『漫画 モン □一』 『漫画 ダンディ』 『コミックブック J 『漫画 シ 
ョ ック & ショック』 『漫画 娯楽 館』 『漫画 □リー タ』 『□リタッチ』 『漫 
画 スマック』 『漫画 スト レー ト』 『漫画 エキサイト 号』 『ヤ ケッパ チ J 
等が ある。 地域では、 95 年初 頭、 自宅から 50m の 所に 突然 建て 
られた 富 岡 市 (市長 • 今 井清 二郎） の 防災 無線が、 気違い じみた 
暴 音で 無意味な 説教 放送を 連日連夜 繰り返す ために 激怒、 自 
ら 「富 岡 市の 暴 音 防災 無線から 市民の 健康を 守る 会」 を 設立、 官 
尊 民卑を 絵に 描いた が 如き、 同市 企画課の 尊大な 態度に 抗 
議し 続けて し、 る。 著書に 『嫌われ 者の 記』 （一水 社， 1 63 1 円) が ある。 
連絡先。 〒 102 東京都 千代 田 区 飯 田 橋 2 七 -  5 

栄昇 ビル 503 号 漫画 屋。 mi  03-3238-985 1 〇 
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❹ 装丁 - ノ 瀬和彦 
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序章 +H □漫闺 クラ フイ ティ 


阿宮 美 亜/佐 伯 達 也/葉月 つや子/成 田那 佳/ 汰 峨倭圭 
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◎ェ □漫画 史概略 
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第 1 章 + 亜流 誌の 0¢/ 新 •亜流 誌の at 


(『ロリタッチ』 86 *9 〜 90 . 12 ) 


新参 若です。 おた の 屮 します。 …… . . . . . . 

亜流 誌 編集部 f 聴 作戦 決行〃：…： . . . . 

ロリコン M 画 誌の 編集 ほど、 素敵な 商売は ない〃： . . 

順：^ 神 あ ふるる 道徳的え ろ ほん 屋 •沖 田 翔 二 ^ 万歳"： 

(： ス レス レ 野郎) . . . . . . . 

. だから 『ロリ タッチ』 は 一時 も 0 が 離せない ね。… . . 

もう 知っ てるとは 思う けど、 僕は 道徳 3£ 義者だ 。 . . 

人 問 素直が 一番。 . . …… * . . . . . . . 

虚実 皮膜 論は、 芸術 だけで 充分… 私は ゥソ つきが 嫌いだ。 …… 

ゥソ つきで 愛される より… TE S 者で 嫌われたい〃：：： . 

ファミコン も惡 くないけ ど …… 他人の 與心は 最高の 玩見だ 。… 

…… どうで もい いけど、 僕は SEX が 弱 いんだ // . . 

馬鹿の 相手より 孤独の 方が 索敵… 友達なん かいらない。 …… : 
他の 下請け 編集者は 礼儀 知らず の ゴミば かり… 俺 だけが 正しい 
H なた にはい 出る から 殺される の だ… ゴキブリは n 陰で ^ きろ。 
武者 小路 実 m でい いの…、 よく m む 人は よく 愛する 人 だ。 …… 
小学 免で も 知つ てること だが… 銭に ならぬ 友情は ウソだ 。…… 
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太っ 腹なん て も、？ い… 今ケ チが オシ ャレ だ"：…… …… 

確かに 生き てることは 恥ずかしい が… ぶっ 飛ばされん なよ // …… 
恩 妻と 豚 兇と 『ホット ミルク』 と、 香港 映画に ゃ 勝てない つ。 …… 

ゴキブリ どもへの ヘッセ ー ジ… すぐ ^ 訴 しまし よぅ。 . . . 

# より 女より 名 ^ より… # こそす ベて // ……： . . . . 

下請け エロ 漫画 編集者の 涙の 記録… ああ / 新 橘 人生 修行。 . 

『ホット ミルク』 は M 近 全くつ まらん が… 『ハ ー フリ ー タ j が而 白い。 

神は やはり 見守って おられた… 遂に 天罰が 下る !? . . . 

しまらない M 終：！！ で ラリ ルレ ロ… 当然 読 # が 神様です。. . 

昔、 小 林 旭の 映画に あったけ ど… 俺に 触る と 危ない ぜ。 …： ‘ ：… ：… 

どんなに 強く 抱かれても… 偽りの 愛は さみしい。： . . . 

知っての 通り 私の 趣味は… 子供と 貯金と パチンコ。 . . . 

吉野 家の 湯飲みで 我 発見せ り… ヶ チは 美徳の 最高峰" . 

他人の ヒボ ー チユ— ショ ー に 耐えて… 一生懸命に きる 僕 // …：： 

色々 女流 漫画家は いるけ ど… 愛するなら 中 森 ばぎ な。 . . 

オナニ ー と 子供と 貯金を 除く 人生は… 悪口と ワィ 談 に ^ きる。：…： 
栄枯盛衰 はこの 世の 定め… どうせ 一度は 死 ぬんだ" . . . . 
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ゲスな 奴 も所訟 は 色 どり… 人生は やはり 美しい〃： …… …： . . 67 

愛さずに はいられない この 姿… これが 本当の 貧乏人 だ。… . . . 69 

ねんど 遊びを する よぅに… お 口の 中を いじつ て // . . . …… _ …： 70 

〔ネ タミ〕 〔ソネ ミ】 〔シット ー こそが… 忍 想の 核心で ある。：： . …… 71 


第 2 章 + 凡人 回想録 一  レモン クラブ J B9 8 〜 97 5 


愛すべき 若 ハゲ野 郎 、タコ 多 m との 遭遇。 . * . . . . . 8〇 

ブスで 陰気で センスない 女 共の ハレの =:々 !? . * . . . . 81 

大公 開/  エロ M 画 編纸 # 界の ケン カ 相 蟲地 図。 . . . . . S 

三条友 美が 編集の 辤りで 、吉龄 家の 牛丼の 大盛りを お代わりして た顷 。… 85 

持ち込み 無名 新人 漫画家の あきれ 果てた 誇り 高き 粘 神に ついて。 . 87 

成金 エロ 劇画 家、 あるいは 、ロリコン 1 11 家の、 

つかの 問の 満たされた 日々。 . •…. . . . . . 88 

「君が代」 を齊唱 しつつ、 「 大 m 焚 社 帝国」 に 金て を 捧げる、 

少国民の 萬 惝をば 見よ や。 …： * . . . . . . . S 

塩 III は 本当に 新 宿の 「三 平 酒 ® J での 裳 会で、 財 テクを している のか !? …… 91 

俺達が 生き てられる の も、 小学館と 集英社の おかげです。 . . . 93 

忘年会に 滿 # に出るエロ漫画家の株価、いや商品価値の変動。_::: …… S 
30 a で 半 193 にボ ー ナスが 2  Oo /J l1] 出る m ^i 社の エリ I 卜和 U 編 m -^- と、 

三流 下 謂け エロ 没. 兩編 の 遠くて 近い 問 係。： . . . . 96 

俺の 思想の 根本は、" ネ タミ，〃 ソネ ミ"" シット，。……* . . 97 

ガリを ガリ ガリ 食べつつ、 ーツ橋 グル ー プに ゴロを 巻く。 . . . 99 

池 袋の 「シネマ •セレサ」 さん、 M 終 L 映は 1 時 問ず つ遲ら せて よ。： …… 100 
"塩 111 芳明 クン 下請け エロ 1 幽 編集 # 也 活 15 周年 パ ー ティ ー" って 何 さ [? 102 
吉田 婆ち やん の 頭が、 なぜ ここまで ハゲ てきた かを 詳しく 説明し よぅ。… 1 03 

例の 女、 菜 摘 ひかるが まだ ^ なる' 个 M 女子离 也だった 頃。 …… . . 105 

売れて た 頃の 阿哲 美亚 と、 先れ てない 頃の かたせ 湘の横 顔。： . …… 106 

まだ バブルの 二日醉 いが 醒めない、 広 苦 代理店 周辺の 

速 中の 白痴 度を 笑、 っ。： . . . . …… 108 

小銭に 細かい はずの 下請け エロ 漫画 編集者の マヌケ さを ギャ ハ ハ〃：： 「：l g 
殺意 さえ 抱かせる 高 田 馬場の 落花生の 臭気。…： - - - - - - - :一一一 


例の 『M  at  e』 が おずおずと' lit 問 様に あいさつを させて もらつ た 


各 編集部 並びに 読者の 方々… 電話 待って ます。 . . . . . . 72 

今のぅ ちに でけ えツラ さらしと け。 いつかは… ケリを つける ぜ // ……… 74 

気分を 害しつつ 本櫊 なん ぞ…読 まなく ってい いの。.… . . . 75 

これ だけの 手抜きべ ー ジ でも… ® たちの lf[l は 許しなさい。…. . . . :77 


弾圧の 旧々。 . . . * . . . . . 一一 2 

"肉 じ やが" は 前座では なく、 本格的な つまみで ある。 . . . . 一一 4 

H 漫画 誌を 年頃の 女が 読み 絲 ける ことの 楽しみと 苦痛。 . . . 一一 5 

場末の 十 U 本 M に 山に なって た、 自ら 編集した、 いがらしみ きおの 

增刊疔 への 複雑な 思い。 . . . . . . 一一 7 

大手 出 版 社の エリ I 卜編 狼 # 達の ^ 言を ノ ー メン クラ ツ I ラの 

それと 理解しつつ、 ぺッと ツバを 吐く。 . . 一一 8 

大企業に 横行す るクビ I3J りを莴 びつつ、 郷鍈治 の 死に 涙す る。 . 120 

オマ ンコ狙 いの 台詞を 傍で 閲くこ との ア ホら しさ。 . . . 121 

過去の 栄光が 銭に 転化す る ほど、 げくない のが エロ 漫画 業界 だよ。 . 1 23 

石 井 輝 男と ナイスガイ 杉 作 i 郎 (元 興 性 包茎)。 . . …… • …： 124 

編染 M の チンボの 立ちが M いのは、 「大王」 の 

ぬるい みそ ラ ー メン のせい なのか？ . . * . . . . . . ♦.一 26 

今や ゲ ー センと 化した 「酔の 助」 での わびしい 宴会の 思い出。 . 1 27 

ロ ー ンの 紐める企業人問の$はあぐらも組めない俺の幸せ。 . 129 

既にない 「フ アミリ の ナポリタンと、 ミニ カレ ー セット (560EI) 

を 今でも 夢に 見る。…： . . 130 

ふぁんと む、 谷 内 和 生、 DONKEY の 井 通 項。 . . . 1 32 

関西 人の ダン デ イズムに" トレン チコ I 卜は驳 ら ない。 - - - - - 134 

これが〜 n 本 だ 一 僕ら〜 の 国 だ〜 / 1 . . . . 135 

ぅちの 娘に 一指たり とも 触れさせる もんか〃：…： . . . . . 137 

テメ ー の 原稿の 遅 さを 棚上げに して、 S 己 虫 張す る 谷 内 和 ^ のけ なげさ。… 1 38 

エロ 写真 売りみ てえ な 「丸 # J の 店 0 :の 下品 さに ついて。 . ..140 

管理 過剌な 仙 台と いぅ 都市の 退屈 さは、 日本の 象徴な のか リ . . . 141 

ああ あ〜 高 崎は〜 今 H も〜 雨〜 だった〜 n . . . . . . 143 


仕亊場で崧るのは、十 1:1 女房をォヵズにォナニーにふける以上にむなしい。144 


消えて いいよ。 何よりも 恥ずかしい 言葉、 名闸座 。 . . . 

海猫よ〜 さみし〜 か〜 なっ〜 い〜 か〜, . . . . . 

素人の 臭い ケッの 穴の まわりの 毛を 舐めて、 ^ き 長ら えてる 

邦画 界の 悲し さ。 . . …… . . 

何のた めに、 あれ だけの 血税を m 族に つぎ 込んで いるの か ？  . . 

ゲスな 速 中 だから こそ、 受難の 盹は 打つな // . . . 

マスコミに 絶対に £贷 場し よぅとし ない、 美樹克 彦に 「バ ヵヤ ロ 1 // J 
一度で いいから 夜 姉ち ゃん の 脚に 触りたかった". . . 

辑こ JM 山 孝。 . . . . . . . 

毛虫と 遠山 孝と 谷 崎 潤 一郎に ついて。 . . . . . 

コ ミケ シ ーズン における、 避けられない！ 4*^。 . . . 

1972 年、 「熊 沢 中 乳 ^ 」 バィト 時代の 配達 区域！ ^訪。 . . . 

あの 女子高 也の 菜 摘 ひかるが、 ここまで 出 111: 致しました。…… . 
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1 52 

S 

155 
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158 
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咕 なる 馬鹿、 よ、^^ るに〃 ^- 馬鹿" は テレビに 登場す る權 利がない のか !? … 一 £ 

やっぱり 『赤旗』 は Mf 由い。… …… . . . . . . 166 

別に カラオケ マニアを 嫌つ てる わけでは ない が…。 . . . … .一 67 


まずは 富 岡 IIJ に 軽く ジャブ。 . . . . . . 

おろかなる 富 岡 m とその 糞 役人。 . . . . . . . . 

おろかなる リク ル ー ト とその 社員。.* . . . . . _ 

おろかなる 企業 沖 電気と 富 岡 市の 资 役人。…. . . . 

各界の 税金 泥榨 諸哲へ 寄す。 . 

わかった ぜ / ■処女 喪失の 気持ち。…： . . . . . 

蔽の 「丸 奸」 で 出版 記念 パ— ティ ー をす るとは、 

やっぱり (S) は 渋い ねえ !? :  •■… . …… . . . . . 

上 信 ® 鉄 発 •札幌 行き 北斗星 3 号の ガタビ シ 振り。 . 

"土 述逼 市 M の鑑 "今 井淸二 郎富岡 市長への ラブレ タ ー ①。 ……… 

"親馬鹿 史観， に 群れる 馬鹿 共を 笑ぅ。 . . . . . . 
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らを 追い やつた 感が ある Q エロ 劇画 界の 漫画家で、 池上遼 一に 足を 向けて 寝られる 人 
は 少ない （『漫画 バンプ』 96 年 12 月 号、 阿宮 美 亜 「 愛国 H0 丁 ラーゲ」 より） 
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【ロリコン 漫画】 80 年代 初頭より、 エロ 劇画の 衰退に 反比例して 市場を 拡大、 現代の エロ 漫画の 最大の 流れ 
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いを 失ない つつ ある。 宮崎 事件 以降、 業界 人は “ 美少女 漫画” という 言い方を 好んで 使うよう になる 犯罪 
的 臭 ヌ\ を 嫌った ためであろう （『Mate』 97 年 号、 佐 泊 達 也 『BIG  or  small』 より）。 
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【レ デイー ス コミック】 ロリコン 漫画に 少し 遅れ'  80 年代 中半 頃から 誌 数が 増え 始める。 絵柄は リアリ 
ズム 主体で、 エロ 劇画の 雰囲気を 最も 濃密に 残す エロ 漫画 分野。 実際に 漫画家 も、 元 エロ 劇画 家が 大量 
に 流入して いる。 90 年代 中半に 失速す るが、 依然、 30 誌 前後が ある Q 巨額の 広告収入が 当てに 出来る 
唯一 の エロ 漫画 分野で も ある （『アクアマリン』 97 年 4 月 号、 葉月 つや子 「アル ゴラ グニァ 1 より L 
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t やおい 漫画】 要するに、 女性 向けの ホモ 漫画。 元々 同人 誌 市場は 活況を 呈 していた が、 80 年代 中半 以降に 商業 誌 も 急増。 
しかし m: w/ は エロ 劇画、 ロリコン 漫画、 レ ディ ース コミックに 比べる と、 はるかに 小さい。 90 年代 後半に なると、 後述す 
る ショ タ漫画 に 追撃され るよぅ になる (『コラ— ジユ』 97 年 VOL  *2、 成 H1 那佳 「俺は ANIMAL":」 より) 


【シ ョタ 漫画】 やおい 漫画の 一分 野だった が、 商業 誌の 間では 本家を しのぎ、 今や 一番 勢いが ある。 
キャラが やおい 漫画より、 低 年齢 化して いるの が 特徴。 “ やおい 漫画 界の ロリコン 漫画” とも 言えよ 
う。 PTA 幹部 や、 外人が 見たら ビック リす るに 違いない。 良く も惡 くも、 日本の 10 代の 女の子 達の 嗜 
好が一 番ス トレートに 出て いる （『秘密 少牢』 97 平 No  • 1 、 汰 峨倭圭 「キミの 瞳が 好き」 より）。 
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転身 出来た ェ □劇画 家は 皆無。 
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『コミック VAN』 『 漫画 ルツ 2 『ヤング コミック』 ヲ レイコ ミツ 2 


隔週 青年 劇画 


▼月刊 ェ □劇 麗 K 取って かわられる。 


▼エロ 漫画の 一番の 新興 勢力。 

※読者層は 先行 三分 野に 比べる と 
まだまだ 薄い。 月刊は なく、 ほ とん 
どが 隔月 誌 だ。 


H □劇画 誌の 代名詞 『漫画 エロ ト ピア』 


□リ n ン誌 化。 『EROTOPIA』 に 


▼コンビニの 恩恵を 
11® けて 1 叩。 


PGP ぢ ねん 
oy 針 衆 W, 


次り あ 


亜流 誌の 内幕 
新 •亜流 誌の 内幕 

I  □リタ ツチ』 «6.9-^〇-12 


IvM' 


t どうせ やるなら ここまで やらな/ 
アイ ドル キヤ ラ も‘ pop ちゃん n に 
“TOUCH ちゃん"。 


一新 參 者です ◦おた の 申します。 

亜流 誌の 恥な き 編集者の、 私が 塩 山です。 私に トモミ、 太 郎の卜 
リオは、 『漫画 バンプ』、 『漫画 スマック』、 『漫画 エキサイト 号』 と 
いう 一般 エロ 劇画 誌 も デ ッチ 上げて ます。 ご 想像の 通り 他の 3 誌 も 
全く オリジナリティを 欠いた'  SUKEBE ならい 一、 売れり やい 
丨、 どうで もい 一 という、〃 3 い 一 思想" で 貫かれた 雑誌です ので、 
気が 向いたら 立ち読みして ド さい。 

私達 トリオは、 まだ この 業界では 新参者。 それゆえに、 ロリコン 
漫画 業界の、 誌面とは 裏腹な 陰湿 振りには あきれました (最近は、 
その 陰湿 さを エンジョイ する 余裕 も 生まれた が)。 漫画家さん に喑 
い 人が 多い のは、 一般 エロ 劇画 誌 も 同じで 慣れて ますが、 驚いた の 
は 編集者の セコ さ。 

2 力 月 ほど 前の 『朝日 新聞』 の 求人広告 Mj (男女) に、〃 同人 誌漫 
画家 募集〃 という、 キッ ヵイな 広告が 赖 ったの、 皆さん 润 存知？ 
出した のは 桜桃 書房。 『アプリコット』 の 発行 元 だ。 さすがに、〃 口 
リ コン 漫画家" との 文字はありませんで したが (天下の 朝日 じ や 載 
せて くれないな)、 版元が 漫画家 集めに 苦労し てるのが よく 分かる 
広告だった。 

考えて みたまえ。〃 青年 エロ 劇画 家 募集 // 原稿料 1 万円 以上。 た 
だし 三 条友美 並の 画 力と、 早見 純 以上の 感性 要， なんて 広告が、 た 
とえ 朝日 じ やなくても 載る と 思う？ あり 得ない。 だって 九 割 方の 
雑誌の 編集者が、 漫画家の 速 絡 先なん て 教えて くれる から。 

ロリコン 漫画 誌の 場合、 完全に 逆転。 ほとんどの 編集部が 教えな 
い。 僕なん かに すれば、 自分の 所で 描いて いる 売れつ コが他 誌で も 
売れり や、 編集者 冥利に 尽きる と 思 うんだ けど。 噂 じ や 『漫画 プリ 
ッコ』 の 河と かいう ガキ が'  その セン ベンを つけたの だと か。 彼ら 


が セ コィ 真似を する迅 由を 考えて みた。 

①  元々 描く のが遲 いのに、 他 誌で 仕事を 増やされて、 これ 以上 残業 
すん のは かなわない。 デ ー ト もしたい。 

②  自分の 所の 原稿料は メ チャ 安。 他 誌で 世間 水準の 稿料を もらい、 
アップ 要求され ては 上役に 叱られる。 

③ 俺 (達) は 同人 誌 も 長く やって、 ようやく ブーム となり 下請け 編 
集 仕事に ありつい たの だ。 ゥ マィ 所は 全部 俺達が いただく // 以上 
が ほとんど。 語る に 落ちる の 一言 だが、 この 3 要素が ミッ クスされ 
た 編集者が 余りに 多い。 

唯一 間く 所が あると 思つ たのは、" 『漫画 ブ リッコ』 の 何とかい う 
ガキ ，こと 大塚英 志が、 『新 文化』 という 業界紙に 書いて たこと。 
つまり、 漫画家との 関係は、 フリ ー 編集者の 財産 だとい うこと。 も 
つと も だ。 ところが 一部 出版社の 中には、 フリー を 一時的に 起用、 
財産を 吐き出させた 後、 首を切る 所が あるの だと か。 確かに これは 
許せない。 

怒りは その 通り だが、 漫画家を 囲い 込む 理由に する には 飛躍が あ 
る。 この 問題は、 フリ ー 編集者と 版元の 次元の 問題 だから だ。 漫画 
家を 盾に とる 権利は、 誰に もない。 彼らを 盾に とる 編集者は、 大塚 
が 批判した 出版社と 同 次元に 堕する ことになるの だ。 漫画家は、 い 
やどん な 物 書きに も、 執筆 誌を 選ぶ 自由が ある。 各社の 競争が ある 
からこ そ、 彼らの 稿料 も アップ、 生活 も 向上す るの だ。 

仕事量 オ ー バ ー による 「つぶれる つぶれない」 を 判断す るの も、 
漫画家 自身 だ。 何の 契約 もして ない のに、 マネ ー ジャ ー 気取りで 恩 
着せが ましい 態度と つて、 漫画家を 喰い 物にして る 編集者が 多すぎ 
る。 エロ 劇画 誌が バタ バタ 廃刊になる 模様な ので、 今後 も ロリコン 
漫画 誌は 増える はず。 過当 競走の 中で、 漫画家の 仕事量、 原稿料、 
そして フリ ー 編集者の 仕事 も 増える のは 間違いない。 結構 じ ゃない 
の。 
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けれど、 従来は 2 〜 3 人の N 人 誌 通と 言われる 速 中が、 本当は 仲 
が 悪い くせに 暗黙のぅ ちに ギルドを つくり、 漫画家に 安い エサを く 
れてィ ケスに 飼って たのが 実情。 こんな 連中を ぶっ 飛ばす ために も 
以下に 挙げる のが、 本誌 編集部の 経験に 基づく、 各 誌の 「漫画家 さ 

」 に対する 対応で ある。 後発 誌を 企画して 
中の 漫画家の 皆さん、 参考に して 下さい。 


んの速 絡 先 教えて 下さ 
る 編集者の 皆さん、 執 

レモン ピ ー プル』 (久保 書^ 5)  i いつ 電話しても 「拇 当が いません」。 
よっぽど デケ ー 会社なん だろ" 

出版社) i ほとんど 教えて くれる が、 


ぺ 


0 ヽ 


ミン ト n ミック ー 


本 


y 

1 


キリして て 


一番 知りたい 人は なぜか 不 可。 

『ハ ーフリ ー タ』 (松 文 館) i 「教ぇられません」 

いい。 向ら に ^ の 穴の 小 ささをよ く 知つ てる。 

『プチ パンドラ J  (一水 社) 丨全て 教ぇる。 さすが 本誌 執筆 編集長 
(蛭 n 祌建) 。 

I ッ トミル ク 


(白夜 II 房) i ほとんど 教える。 女 だね え" 
『パンプキン』 (甶 夜 書房) i 教えぬ のに カツコつ け、 マネ ー ジヤ 
まがいの 態度を とる。 な あ、 鳥 if 某 若よ、 今度 会つ たら…。 


ロリ ポ 


0 』 


(笠 倉 出版) 1 さすがに 尋ねる 度胸がなかった。 


む 5 ん 本誌 も 教えます。 間く 側 も-切 教える ので あれば。 漫 画 家 


の 皆さん、 イ ケスの やせた 鯉 だけ 


はならぬ よぅ、 注意して ね 

86 - 
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亜流 誌 編集部 ⑱ 盗聴 作戦 決行 


- • 


' « 


p m, 

4 


モミ" 太郎 の" ヒンシ ュク亚 流 誌 トリオ" といえ ど、 


立 早 枚 岩の 恥知らず さを 誇る わけでは ない。 筆者は 某日 編集部に 盗聴器 
3 を 設置、 赤裸々 な 内幕を キヤ ツチす る ことに 成功した。 

复 「馬 M 野郎、 太郎 / 樽 本 一の 『漫画 エキサイト 号』 (毎月 5=:! 


発売 •樽 本 セン セの 他、 阿 宫美亜 セン セ も 執筆 中) の 原稿、 『ロリ 
タッチ』 の 製版 屋に 投げて どない すん のよ。 回ぇ 開いて 仕事 せんか 
い。 飯 nt ってく っから、 マジ メに パクれ、 いや、 やれよ」 (数 分の 
沈黙。 口を 開いた のは 女の コ 。どぅやら トモミ 嬢ら しい) トモミ 
「何が マジ メ にやれ よ、 あの 短足 アバ タ デブが。 あいつは ね、 食事 
だなん つって るけ ど 違ぅ のよ。 高 岡と か ブック マ ー トの 3 階、 西澤 
書 ^ なんか 回って、 『ロリ ポ 


ソ 


の 上に、 『ロリ タッチ』 を 重ねて 
回つ てんの ヨ」 太郎 「ええつ、 トモミさん、 それ どっかで 見たん で 
すか？」 トモミ 「高 岡で モロよ。 あんな 恥ずかしかった ことない わ。 
親父 さえ 失業して なけり や、 即 退職した わね」 太郎 「あの 野郎は 読 


者 欄で、" 何よ 『ロリ ポッ 


0 


つて？" なんつつ てるけ ど、 結構 計算 


高い すから ね」 ト モミ 「私なん か 2 年 もつ きあって るから 百 も 承知 
よ。 蛇 年生 まれの 乙女座よ'  並 じ ゃない 陰湿 さよ。 この 前 このべ 一 
ジで 業界が 陰湿 だなん つって たけ ど、 白 分の ことよ"  2 〜 3 日 前に 
電話で 印刷屋さん にこうなん だから。 "まア 、俺の 目算と しちや、 
う〜 んと スケ ベな 読者 1万、 『プチ パンドラ』 の 読者 1 万、 某 『口 


リポ 


ソ 


と 間遠ぇ て 貢ぅ 読者 1 万で、 返本は 3 割つ すよ、 グハ 
表 歩け やしない わョ」 太郎 「よかつた、 俺 今月で 退職で」 


F  .1 


モミ 「いいね、 商売して る 家って」 太郎 「それよ つか 俺、 蛭 , R 神 さ 


んの フアン だから、 こんな 亜流 誌に 書いて て、 あの人の 将来が 傷つ 
くんじ やない かと 心配。 あの ブタ 野郎に 利用す る だけ 利用され て…」 


卜 


モミ 「蛭 見 祌 さん も 傷つく ほど ヤヮじ やない けど、" 蛭 児 神 建 口 
記， の おかげで、 また 敵 ふやした みたい」 太郎 「内容よ か、 ぅちみ 
てえ な 本に 書いて るから…」 トモミ 「それだけで もない みたい。 あ 
の 人 も 相当な ヒネク レ 者 だから、 塩の 野郎と ヒネク レ 競争して るみ 
たいよ」 太郎 「なるほど。 けど あの ブタ 野郎に や" 商業主義" つて 
貞操 帯が あるから」 ト モミ 「そのく らい、 赔児祌 さんは 承知して る 


わよ。 けど あの人 も、 西 川口の 安 飲み屋で 


3 度 奢られた から 
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って 何も…」 (以降し ばらく 聴き 取り 不能。 その後に 飛び込んで 来 
たのは ^J の 声」 もう 一人、 来客 も あるら しい) 

塩 「赔 児さん、 2P 目の 日記 バッチ リ 。これで 『プチ パンドラ』 
の 読者は、 ゥ チに 民族 大 移動…」 蛭 児 「ゥ チの 読者 も ひねくれた 人 
が 多い から、 そうは 簡単に ゃ。 それより、 内容証明 書は どっから も 
来なかったです か？」 塩 「それ、 それ、 それな のよ 才。 せめて ほら、 
"内容証明 書の オー ソリ テイ" と言われる" 例の" 何とかい う ガキ" 
は、 一通く らいした ためて くれる と 思っ たのに。 あいつ ほら、 前 か 
ら エロ 本屋さん 馬鹿にする 傾向 あるし。 昔、 EU オフ イスの 小谷哲 
と 『プリ ッコ』 で ケン ヵした 時 も、 その 点に 盛んに 触れて た」 蛭 児 
「差別です ね。 新体操 会社が 好みそう だ…」 塩 「でも あのガ キ 、い 
や 大塚英 志は、 文章は なかなか ◊『シティ ロー ド』 の コラム も 非常 
に 而 白い。 人格 的に ほめる 奴は いないけ ど、 文字薔 きと しちゃ 買っ 
てる ぜ」 蛭 児 「その 辺は 僕 も 異論ありません。 高取英 なんかに 七べ 
て も ダン チです」 塩 「おっ、 懐かしい お 名前。 新進 劇作家に なって、 
もうこんな 世界と も 縁 JJ ったと 思っ たら、 この 前う ちの 事務所に 顔 
出しました よ」 蛭 児 「おやまた 高 取の 旦那が、 何し にこん な 所に？」 
塩 「千 之 ナイフ セン セの 再録 原稿を 借りに よ」 蛭 児 「よく 原稿 出し 
ましたね」 塩 「あの人に ゃ、 以前 何度か 漫画家の 連絡先 教えて もら 
ったり して、 義理 あるし。 それに、 原稿は 漫画家の もんす よ。 著作 
権が 編集者に 移って るみたい な、 最近の 惡 しき 風潮に 瞥告を 発する 
ために…」 輕児 「減らない 口です な。 それよ か 旦那、 元気して まし 
た？」 塩 「ピン ピン。 それにしても、 高 取 セン セっ て 善人ら しいな。 
奴の 悪口っ て 聞いた ことない。 あえて 探しても、 奄と 一水 社の 多 田 
正 良 (通 B タコ多 田。 後に 多 田 j; 良と 自主 改名。 一 時は 松 本 博と も 
名乗る。 全て 同 I 人物)、 『元気 マガジン』 やつて た 山 崎邦紀 くらい 
だ」 蛭 児 「ほとんど 影響力の ない 人 ばつ か」 塩 「そういう こと。 あ 
ん たも 高 取 セン セの 爪の アカ でも钦 んだ ら？」 輕児 「や… やめて 下 


さい。 僕ァ 人の良い 凡人になる 気はありません」 塩 「聞き捨て なり 
ません けど 納得。 文章 書かせり や、 川 本 三郎の 出来損な いって 所 だ 
もんね 工」 輕児 「ィヤ な 奴で も、 書く 物 良け り や 一流 人」 塩 「いい 
人で も、 書く 物つ まんな けり や 二流 人」 輕児 「でも 並 E 段は、 二流 人 
としかつ きあいた くな いわいな」 (以降、 またし ばらく 聴き 取り 不 

能) 

塩 「… という わけで、 来月の 3 号：：！： に 勝負が かかっ てる。 座して 
死を 待つ か、 立ち上がって 活路を 切り開く か、 全てが トモミと 太 郎、 
そして 不肖 私め の 頑張り 一つな わけ だ。 では、 今月の モット—。 ま 
ず太郎 /」 太郎 「 | に 個性、 二に 個性」 塩 「トモミ / 」 トモミ 「三 
四がなくて、 五に 独創性」 塩 「よ 一 し、 頑張ろう / 」 

〈文 貴/盗聴器 >  ( 邠 . 0 

I ロリコン 漫画 誌の 編集 ほど、 素敵 
I な 商売は ない // 

深夜 ス ー パ ーで ヵップ ヌー ドルを 万引きす るの も、 お湯を 注いで 
作る の も、 さましてから 粗 チンを 入れて オナ るの も、 まあ 確かに 簡 
単 ◊しかし、 ロリコン 漫画 誌を 編集す る 容易 さに 比べれば、 太平洋 
を おわんの 船に ハシの ヵィで 渡る ほど、 偉大な 作業と 言わねば なら 
ない" そのく らい、 ロリコン 漫画 誌の 編集は 簡単 だ。 小学生 程度の 
学力、 中学： 一：H 程度の 性欲、 高校生 程度の 体格、 大学生 程度の 商売っ 
気 さえ あれば、 君は 明日から ロリコン 漫画 誌の 編集長に なれる。 そ 
の 作業の お茶の 子 さいさい 振りに ついて' 具体的に 説明して みよう。 

① ロリコン 漫画家は 掃いて 捨てる ほどい る。 木 当で ある。 ここ ま 
で 簡単に 台 割り (雑誌の 設計図) が 埋まる 世界 も 珍しい。 エロ 劇画 
誌 も 確かに 簡単 だが、 ロリコン 漫画 誌に 比べれば、 殿山泰 司を 夢想 
して オナ るく らい 困難な 作業を 伴う。 彼らは 数が 多いだ けで なく、 
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若い 割に 日本人 的で お 沖 間 意識が 強いので、 一人 コンタクトを とれ 
ば 後は イモブ ル 式。 同じ アパ ー トに 住んで る 連中 も 多い。 僕が 知っ 
てる 範囲での、 彼らの 生態に ついて 紹介して みよう。 

【同棲 タイプ】 島 崎れ む & 影 次 ヶィ。 阿乱 霊 & 緑 沢み ゆき。 つくし 
の 真 琴 & XX な XXX み。 【仲良し タイプ】 ゆき あやの & 松原 香 織。 
篠 原尚秀 & 伊 魔 崎 斎。 【隣接 駅 タイプ】 千 之 ナィフ & ね ぐら ☆なお" 
【肉親 タイプ】 中 森 愛 & 五藤 加 純 (双子)。 【下 総 中 山 沿線 在住 超 遅 
筆 タイプ】 番外 地貢& 中 山たろう & なぞ くん、 その お 友達の 雨宫じ 
ゆん 等。 【同人 誌 仲間 タイプ】 上 総 志 摩 & 中 総 もも 他、 腐る ほど" 
【エロ 劇画からの 転向 タイプ】 音 切 プッコ & さとう 栄 治。 【新聞 屋住 
み 込み タイプ】 相 沢 真理。 【ビデオ屋 タイプ ー 樽 本 一。 【現役 編集者 
タイプ】 若 堂 まりあ。 

一部で 脱線し ましたが'  彼らの 生態の 一端は 理解して いただけた 
と 思う。 まだ 3 号し か 亜流 誌を 編集して ない 僕で も、 こんだ け 分か 
るので す。 各 集団の 横の 交流 もあります。 つまりは、 ロリコン 漫画 
誌を 編集し ようとした 君は、 この 中の 一人の 速 絡 先 さえ 分かれば、 
あとは 2 il- でも 3 册 でも 4册 でも、 楽々 線 № 1  [ 来る の だ" 

②ロリ コン 漫画家の 原稿料は 異常に 安い。 エロ 劇画 誌の埸 合、 ほと 
ん どの 所が どんな 新人で も 4000円 は 払う。 当然で ある。 でな け 

♦れ ば、 スクリ ー ント 1 ン代 、交通費 等が 赤字 分に なり かねない。 と 

幕 ころが ロリコン 漫画 業界は、 3000 11 クラスが いも 虫 ゴロ ゴロ 稲 

M 光り ピヵ ピヵ。 5000 nl も 払おう なら、 穷 女を 問わず 体を 投げ出 

111 g し、 浣腸まで させ かねない。 どんな 売れっ コ でも 8000円 止まり。 

B エロ 劇画 界 では、 富 m 茂、 三 条友 美、 和気 一作ら が 一万 m 以上の 稿 

章を 聞かない。 

^ ③ 漫画 誌の 編集 作業は、 簡単と いうより 何もし なくて いい。 つまり 

令 "無" なの だ。 漫画家は 簡単に 大量に、 しかも 安く 集まる となれば、 


どの 出版社 も 蛙の ように 飛びつ く。 残る は 編集 作業 だけ。 これが 実 
に 楽。 入 稿した 原稿は、 写植 屋 さんに 出せば ネーム を 打って 貼って 
くれる。 次に 製版 屋 さんに 回せば、 縮 少して くれる。 後は 順番を 間 
違わぬ ように 校了 紙に 青 焼きを 貼り、 印刷屋 さんに 渡せば いい 。 0 
日 もす ると 本屋に 並んで いる。 いかが かな？ 

簡単と いうより" 無" であるとの 發言 も、 才！ バ ー ではない の だ'... 
しかも、 しかもで ある.」 これで 出版社から お金まで もらえる の だ。 

美人 女流 漫画家 も 多い ので、 その 方面での 苦労 もしない。 これを 洒 
池 肉 林と 言わず して 何と 言おう？ 

なのに あには からん や、 ロリコン 漫画 誌を 出して る どの 出版社 も、 
社員の ドに ブレ ー ン的存 在を 置いて いる。 『ベ パー ミント コミック』 
(□本 出版社)、 『ペリヵン ハゥス』 (司書 房) は、 金子 某。 『パン プ 
キン』 (白夜 書房) は スタジオ •バトルと いう 糞ガキ 集団。 『ロリ ポ 
ップ』 (笠 倉 出版) は 川瀬 某。 『ペンギン クラブ』 {辰 巳 出版) もメ 
ンバー を 見れば、 誰が ゼ ゲンを やっと るか 明白。 『チ ユ！ リップ』 
(大陸 書房) など、 他 誌 も ほとんど 同様。 

要は、 ロリコン 漫画 誌 編集者の ポロい 生活を 仙人に 奪われん と、 
姑息な ブレ ーン連 中が、 「ロリコン 誌の 作業く らい 大変な ものは な 
い。 素人が 編集 すん のは、 針の 穴に ボ ッキした チンボを 突っ込む く 
らい 困難です ョ」 と、 もつ ともらし く 触れ回つ た 結果ら しい。 信じ 
た 奴 もア ホ。 

ブ レーン 連中が、 漫画家の 生活 向上に も 努力した のなら いい。 何 
も 言うまい。 しかし、 そんな 良心的な 連中は、 皆無 だつ たらしい。 
ここへ 来て、 「約束の 原稿料を 払って もらえな かつた」 「いつまでた 
っても 稿料が 出ない」 「2000 円 も ピン ハネ された」 「原稿を 落と 
したら、 約束の 稿料の 倍額を 払うよう 言われた」 等の、 とんでもな 
い 根 も 葉 も ある 噂 話が 横行し 始めた。 

これ も 結局は 競争がない ため。 酒池肉林で 太った 豚 どもが'  今度 7 


はいい 車が、 広い マンション がと 欲を 出した ためだろう。 こんな 連 
中を ぶっ 飛ばす のは 簡単。 君が、 あなたが、 明日から ロリコン 漫画 
誌を つくっ ち やえばい いの だ。  { g . 1 

| 順法 精神 あ ふるる 道徳的え ろ ほん 
屋 •沖 田 翔 二君 万歳 / 

|  (法律 ス レス レ 野郎) 

『ロリ タッチ』 編集部の〃 創刊 準備 号" における 閉鎖 的 ロリコン 業界 
の 告発は、 自らの 編集者と しての 無能、 および 厚顔無恥 振りを 覆い 
隠そうと する、 腹黒い 打算に すぎない ガ (以上 リ ー ド。 その上に 横 組 
みで メィンの たたきが バーン と)〃 本番 スト リツ パ— が キスを 拒否 
する に 等しい 児戯/ サル真似雑誌編集部が漫画家の味方ゾラ 9 " 
(以降い ょいょ 本文) 

今日は、 『ロリ ポップ』 の 沖 田 翔 燁 です。 今回は 巷で ゥヮサ の、 
惡質 類似 誌 『ロリ タッチ』 の話题 です。 あの 本を 初めて 見た 時に ま 
ず 感じた のは、 とうとう 僕の賴 集した 本 も、 人に 真似られる ように 
なった かとい う、 一種の 感慨であります。 最近では 余り 触れない よ 
うにして ますが、 ^ も かつては 『マル ガリ ー タ j という、 『レモン 
.ヒー プル』 の 真似っ 子 雑誌を 編集して ました。 アッと いう 間に 廃刊 
になった ので、 『 ロリ ポップ』 は 僕に とっても 1; 念 場。 血のに じむ 
ような 苦労を しました。 

だから、 真似す る こと 自沐 を、 僕は 他人に あ 一 だ こ一 だ 言える 資 
格はありません。 けど、 物事には おのず と 限度が あります。 ロゴぐ 
らい どこでも 真似ます。 けど 糞 『ロリ タッチ』 は、 全ての 写植の 級 
数から、 背の 色 指定、 何と" ポップち やん， に 似せて、" タッチち や 
ん "なる ニ セ キャラクタ ー まででつ ち 上げた のです。 奥时 けに㈱ 東 
京 三世 社と なければ、 これは 僕の 雑誌です。 僕に 編集 費 下さい 


… 冗談で なくそう 思いました。 

これは 完全に 限度を 超えて ます。 シャレ も 人を 傷つけたら シャレ 
になり ません。 笑止な のは この 糞 本が 記事 ぺージ で、 閉鎖 的 ロ リコ 
ン 業界の 告発まで してる こと。 盗っ 人に も 三分の 理と一 js いますが、 
両手で 女の コの股 ぐらを 撫で回しつつ、 口先 だけで" 姦淫す る こと 
なかれ" と 言っても、 I 体 誰が 信じる でしょう。 

さらに、 下請けと しての 節操の なさです。 御世話にな ってる スポ 
ンサー に、 よく あんな 後ろ足で 砂を かける ような 真似が 出来る もの。 
確かに 塩 山 某は、 直接は 笠 倉 出版の： B 事を してる わけでは ないよう 
です。 けれど 同じ 組織の 人間は、 笠 倉の エロ 劇画 誌の 下請け 編集を 
している のです。 恥ずかしくな いのです か / こういう 文章 も、 相 
手の 本の 宣伝に I 部 加担して いる ことにな り、 悔しい けれど、 読者 
のみな さんに 真実を 伝える ために、 あえて 今回は 『ロリ タッチ』 を 
話題に しました。 読者に とっては 出来た 本 だけが 問題で しょうが、 
法律 ス レス レ 行為を してる 連中の 真実の 姿を、 是非 分かっ て 欲し か 
ったので す。 悪は 必ず 滅びます / 

…と まあ、 僕が 沖 田 (川瀬) 君の 立場なら、 このく らい 冷静に な 
って 塩 山 某を 批判す るつ もり だけど、 読者の 皆さんは どう お思いで 
しょう か？ (もっとも 今月の 本欄は、 腐れ 業界 雑誌 『COMIC 
BOXJ 1 月 号の 昍ぺ ージを 立ち読み してない と、 あんまし オ モロ 
— ありません)  0 

それが よりによって、" 人道 外れた、 法律 ス レス レの 行為を して 本 
を 売り、 それを 自慢す るとは どういう 祌経 をして いるの だろう。 あ 
やまつ たという 行為 もポ ー ズだ けで、 言っ ている ことと してる こと 

がまる で 違う の だ， と 来た。 確かに、 独創的 個性 派 編集者 川瀬 君の、 
"言っ ている ことと してる こと〃 はまる で 違う。 まず 最初に 聞きて 
んだ けど'  お前さんは いつから、 教科書の 出版社、 あるいは 岩波 書 
店の 編集者に なったん だい？ いつから〃 法律 頃 守/守れ 人権 / " 
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の 本を 編集す るよう な 器に なったん だい。 ええ 

糞 才カ マ 野郎 / : (でも 本当の ホモ & 才カ マの 人を、 僕 差別す る 気 
ありません)〃 人道に 外れながら も 法律に 違反し ない 程度の エロ 本" 
をつ くるの が、 東京 一 •一世 社、 そして 笠 倉 1.1 版の 本業だろう が。 どこ 
で 血迷っ てんじ や ボケ ナス ビ / こういうのを 世間では、" 目爽が 鼻 
糞を 笑う" と言うの だ。 

正義 漢ゾ ラした 愛しの 沖 田 (川瀬) 君が惡 質な のは、 一方で" こ 
んな 本では'  明日の 生活の ために 仕事を 引き受けざる をえない 作家 
達の 方が、 かわいそう だ" などと ほざきつつ、 すぐ" 何しろ あそこ 
に 描く ことで、 惡人 のように 思われて しまう ので あるから， と 続け 
る あたり だ。 ちゆう ことは、 ね ぐら ☆なお セン セな ど、 とんでも ね 
え惡 人と いう ことか？  お前 個人が 思っ てるに すぎぬ ことを、 勝手 
に 普遍 化するな。 それに 本欄の 第一 回 自 に 書いた 通り、 どこで ±1 事 
をす る しないは、 漫画家 個人の 決める こと。 僕 や 本誌に、 いくら 赤 
ち ゃん 言葉で 泣き言を 連ねようと 勝 P だが (面白い ので)、 逆上し 
て 限度を 超えるな。 後で 後悔す るのは 沖 田 君、 君 だよ (それとも 翔 
ち やん、 あんたい つも 酒 飲んで 文章 嘗く の才？ )。 

さらに 沖 田 君が 恥ずかし いのは、 一 下請けの 僕との ケン カに、 県 
会議 員を やっ てるお 父 様 や、 親類の ii 会議 員にまで 御足労を 願っ ち 
やっ てること。 お前 も 下請けだろう。 僕 も 下請け だ。 ケン カ やん な 
ら 『ロリ ポップ』 対 『ロリ タッチ』 だ。 加勢なん か 頼むな // お前 
みて えなの が 子供の 間で、 一番 嫌われる の だ。 だから、 お前の 言う 
正々 堂々 は、" 正々 觉 々ハイド^  — ド ー "にす ぎぬ と言うの だ。 

乳離れし ない 沖 m 君'  もう 一度 言う。 ケン カす る 時は 逆上す るな。 
逆上す るなら ケン カす るな。 ケン カす る 時に や 相手を 選べ。 

(邠. 2 


…… だから 『ロリ タッ チ』 は I 時 も 
| 目が 離せない ね。 

木枯らしが 吹き始めた ばかりな のに、 ⑱の 心め は、 4 月 中旬の 
縁側の 猫の ように'  ポカポ カと 暖まつ ております。 それ もこれ も、 

慈愛 あふれる 読者 諸兄の、 励ましの 手紙の おかげ。 郵便料金 も 馬鹿 
にならない 咋今 'つくづく 頭が 下がり、 編集者を していて 心底 良 か 
ったと、 ふと 涙を ポロ リと 落とす 始末。 ああもう 年は とりたくない 
と 嘆いて は、 再び ポ ロリ。 

中でも 2 月号に対しては、文字通りの絶賛のハガキが殺到、うれ 
しさで 仕事 も 手に つかぬ 日々 を 送りました。 普段より ハ ガキが 多 か 
った 原因は、 3 つの 点に 関して。 第一は 裏表紙に 突如 登場した、 芸 
術 的 写真集の PR への'  圧倒的な 讃辞の 嵐でした。 

「腐る ぼ ど ある ロリコン 誌の 中で、 これほどの 英断を 私は かつて 見 
たこと がない。 普通は 毒に も 薬に もなら ぬ PR や ィラストで お茶を 
にごす が、 貴誌は その 常識を、 萬 度な 芸術 写貞 でぶ ち 破った。 アヴ 
ァン ギャ ルドで ある。 思わず 3册 買った」 ( Q 歳 ■学生) とか、 「普 
段 私は、 レジに 表紙を 表に して 差し出す のです が、 今回は 余りに 裏 
表紙が 素敵 だっ たので、 裏表紙を 表に して 出しました。 すると 本屋 
の おじさんが、〃 君 もよう やく スヶべ ロリコン 誌を 捨て、 写真 芸術に 
目覚めた か〃 と、 ほめて くれました」 ( 0 歳. 某 女子高 1 年) とか、 
「レジで 定価を 見ようと 裏返しに した 書店の 姉ち ゃん に、 "いい 御 
趣味です ね。 今晩、 写真 芸術に ついて 語り合い ましょう， と ナンパ 
された。 どうやら ィンテリに 見られた らしい」 ( o 歳 •高校生) だ 
のの ハガキ が、 ミ カン 箱に 2 個く らい 届いて います。 

編集長の 英断との 声 も ありまし たが、 それは 買い被り。 何を 隠 そ 
う 私 も 本に なった 時、 実は 初めて 知った のです。 私には こんな 前衛 0 


的な'  商売 も 考えぬ ような 真似は 出来ません。 ミ ヵン 箱 2 個の 激励 
ハガキ が ® き、 見事 大勝 利を 収めた 八/だから a える ことです が、 広 
告 担当の 方、 本当に ありがとう ございました。 通常 号より 返品は 2 
割 確実に 減っ たなと、 感謝の 涙に くれながら 仕事に 励む 今日 この頃 
で^ 

2 番目は、 作品の 一部に プレン ディな 味が したと いう 指摘で ござ 
います。 「？」 私め も しばらくは 理解に 苦しみました。 コーヒ ー、 
あるいは みそ 汁の 合わせみ そ、 納豆と ネギ 、ウィ スキ ー とコ ーク、 
等々 におき ましては、 私 も ブレンド 感覚を 大事に します が、 およそ 
漫画 誌に おいては… と 思案して いた 所、 裏表紙 センスに 限らず、 万 
事に 保守的な 私め になり かわり、 印刷所の 方々 が 空前絶後の プレン 
ド 感覚を、 「あいつに 相談す ると 反対す るから 無視。 保守 反動の ゴ 
ロ ツキが/.」 と 申しつつ、 率先して 実践な さつて 下されたら しいの 
です。 ありがたい / 

これ も 大成功でした。 実に ミヵ ン 箱に 3 個 もの 感謝の ハ ガキが 殺 
到し ました。 「ぶっ 飛んで る。 この ヮ ー プ 感覚には、 サザンの 歌詞 
だって 逃げ出す」 だの、 「同人 誌 だって こんな ことは しない。 本来 
は 彼ら こそが、 こういった 新機軸に 挑むべきな のに…。 商業主義 化 
した 同人 誌を、 貴誌の パ ヮーで 押しつ ぶせ」 とか、 田舎で 百姓 仕事 
をして いる、 老母に 見せた くなる ような 讃 辞の 嵐で ございました。 
これまた私めの知恵と、 0 %の方が誤解なさってました。これでは 
印刷所の 方々 の 努力が 報 われません。 たった 2 通の ハガキ のみが 
(八 部貞 一郎、 菅野正 人)、 真の 功労者を 見抜いて くれてた のは、 不 
肖 私め にも 唯一の 救いでした。 両 君の ハ ガキを 持参、 XX 印刷の 〇 
佐 〇藤 工場長に 一 升 ビンを 差し入れ、 「また お 知恵を 拝借 させて 下 
さい j と 飲み明かした 夜の ことは、 一生 忘れないで しよう。 

ミ カン 箱 2 個で 2 割 返品が 減る のです から、  3 個 分の この 快挙で 
3 割 減る わけです。 いつもは 返品が X 割 だから、 2 月 号は 増刷せ に 


や あかんと うれしい 悩みに 悶えて たと ころ、 第 3 の グル— プ のハガ 如 
キが g につきました。 これは 少量。 ほんの Q 通く らい。 しかし これ 
は 感謝では なく、 抗議す る 内容です.。 

「樽 本 一の漫 両は グロす ぎる から j-- めろ」 というの です。 その 通り r 
私は 業界 一の ヒユー マニ ストを 自認して おります。 人間の 尊厳を 損 
なったり、 人の 悪 n を 言ったり、 セックスを 面白半分に 扱うよう な 
漫画は、 断固 体を 張って 阻止す るの が、 唯一の 編集 方針。 つい 忙し 
さに かまけ て、 M 木が 如き 不良 漫画家を 起用した ことを、 その 日は 
3  6  9 冋後海 しました。 

その後の 調査で、 2 月 号は 完売に 落ち着きそう だと 利 明。 増刷 必 
至だった のを、 私め の 安易な 作家 起用が ぶち 壊した のです。 無能な 
亚流誌 編集者に 出来る ことは、 他人 様の 足を 引っ 張る くらい。 関係 
各方而 の 皆様、 そして 私が 一番 愛して る 全 岡の 読者の 皆様、 いつも 
迷惑 ばかり かけて すみません。 みんな 私が 惡い のです。 

永  氺氺 

予定では 今 n 号は、 『パンプキン』 の 麓 ガキ大 久保某 に、 「われ 人 
に ケン カ 売る とき や、 マジ メに ゴロ 巻かん かい。 テ メーの ガンは、 
ウィンクと 区別が つかん ゾ」 てな 調子で からむ 予定だった のに、 出 
来ずに グッ スン。  <ジエィソン塩 1 >( ,7 .1) 

* 『ロリ タッチ』 2 月 号は 三栄 印刷 (数年 前に 倒産) の ミスで、 2 
本の 漫画に 股が り、 4 力 所 もの 乱丁が 全部 数で 起きた。 

I もう 知っ てるとは 思う けど" 

僕は 道徳 主義者 だ。 

一咋日 ( 2 月 9 口)、 大地 主の 蛭 H 神 建の 旦那が、 bul 締め切り 
の 『漫画 スマック』 (毎月 8 日 発売.  300円 ■上 総 志 摩 & なぞく 
んの両 セン セ 執筆 中) の 原稿を 屈け に 来る。 隣の セクションの 『ス 
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1 パー コミック』 {毎 E 2 H 発売 *300 円) の 原稿まで も 持参。- 
先月" 番外 地 建" 呼ばわりされ たのが、 よほど 応えたら しい。 厶フ 
フ… 。と… ところが、 僕の 担^ 一して る 『漫画 スマック』 の 方は、 力 
ットだ けで 原稿を 忘れて 来 やが った… いえ、 お忘れに なられて いた 
の だ。 脳 軟化が 進行して るとは 聞いて たが…。 

それにしても 蛭 児の 旦那は 偉い。 本誌 以外に もこんだ け g 遠山 企 
画から 仕事を 依頼され ながら、 今月の 日記を 読めば 分かる ように、 
コビ はおろ か、 妙に 突っ張る 所 もない し、 大 新聞の ように 答 観 的ぶ 
る 風 もない。 素直な の だ。 こういう 人に 僕 もな りたい と、 常々 心が 
けて いるの だが (奥歯 ガ クガク 、眉毛べ 卜べ 卜、 腹ん 中は 真っ 赤)、 
やはり 彼 も 人間。〃 うさん 臭い 塩 山と いう アバ タ 野郎， に対する、 
若干の 配慮が 感じられる。 小作人を 馬鹿にした 態度な ので、 僕が 注 
釈を加 えます。 白夜 書！ S 主催で 行なわれた エロ 劇画 誌 編集者 座談会 
です が、 記事に なった 時の 題名が、" さらば ロリコン / ハ ー ドエ ロ 
劇画の 時代 だ / ，。 いや あ、 人間 生きて くって、 つくづく 大変 だと 
思います よ.、 

もう 一 つ -1 那が 指摘して いた、 o ndr の 本 漏の 一部に 寧 実と 遠う 
所が あるとの 件、 確かに 僕の 書き方に 閊 題が あった ので、 沖 田 翔 二 
さん、 そして 読者の 皆様に 謝ります。 その 部分と いうのは、 「順法 
精神 あ ふるる 道徳的え ろ ほん 屋 •沖 田 翔 二君 万歳 / 」 という アミ 文 
字で も、 「"人道に 外れながら も 法律に 違反し ない 程度の エロ 本， を 
つくる のが、 東京 三 j- 社、 そして 笠 倉 出版の 本業だろう が、 どこで 
血迷ってんじゃボヶナスビ / : こういうのを 世間では〃 目糞が 鼻糞 
を 笑う" と言うの だ」 でも、 「どこで 仕事を する しないは、 漫画家 
個人の 決める こと。 僕 や 本誌に、 いくら 赤ち やん 言葉で 泣き言を 連 
ねようと 勝手 だが (面，： n いので)、 逆上して 限度を 超えるな」 でも 
なくて、 「さらに 沖 田 君が 恥ずかし いのは、 一 下請けとの 僕との ケ 
ン カに、 県会 議員を やつて るか 父 様 や、 親類の 国会議員にまで 御 足 


労を 願つ ち やつ てること」 という 下りの みに 関してです。 

蛭 児の 口 I 那の 日記を 読めば 分かる ように、 沖 田 クンの 実家は ただ 
の 洋服屋 さんで、 親類に そんな 政治家は いないと か。 すいません 沖 
田さん。 僕は 次の ような 象徴的な 意味で 書いた のです が、 確かに あ 
なたはともかく(内心で分かつててトボけんじやねえョ // )、一般の 
読者には 誤解を 与える 内容でした。 釈明し ます。 下請け！ スポンサ 
1 の 出版社— 大手 取次 丨読者 という、 ある 種の 力関係の 一部を、 県 
会議 員と 国会議員 という ヒユで 表現した のです が、 自らの 非才から 
一般 読者に 分かりにくい 内容に なつて しまいました すいません 沖 
田さん'  そして 読者の 皆様。 僕が 惡い のです (余計に 分かり づ らく 
なつた かな… でも、 あ る 極 の审惯 を. 祭して 1 解 して 卜さい よ) f. む 
ろん その他の 部分に 関しては、 一切 謝る 気 も 道理 もない ので、 読ん 
でない 方、 パック ナンパー 買つ てね (それから 沖 田 クン、 僕は 別に 
■扁桃腺は 悪くない ので、 以上の 部分を 何度でも 朗読して 差し上げ ま 
す。？ 朝で も、 深夜で もい いから 電話して 下さいね。 ウッ フン/)。 

氺氺氺 

謝り 疲れたので、 いきなり お 半玉 クイズ。 A 欄と B 機に 挙げた も 
のは、 それぞれ 関迪 があります。 例えば ① と©、 ②と 0 というよ 
うに 書いて、" お年玉 クィズ" 宛に お送り 下さい。 全 問 1; 解 者の 中 か 
ら抽 選で 1 名に'" 秘密 プレゼント" を 進呈。 B 欄には 余分な もの も 
混じつ てるので'  まどわされないで 下さい。 

A 「①㈤遠山企画③スタジオ-バトル③日本国憲法④マルクス⑤日 
U オフ イス ⑥ コミック ハウス ⑦ 阿宮 美亜⑧ 中核 派⑨ マル 優⑩ 番外 地 
貢⑪ I 水 社 g レ ー ガン ⑬田中 康夫⑭ 上 総 志摩⑮ 総理府 世論調査」 

B 「④ 新 宿まん がの 森の 売り上げ ランキングの 数字® 『ロリ タッチ』 
という 亜流 誌の 編集 元 0 『マイ ド— ル』 という 3 冊 目の 単行本が 出 

たり、 生 原稿の 紛失は 日常茶飯事 0 最近、 永 井 荷 風 的 風格が 出て 
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きた® 右翼に 毛嫌いされ ている® 人は 人の 上に 人を 乗せて つくる 
⑨ 三流 役者®… の 二 丁 拳銃® 多 田 正 良と いう 本番 編集者を 未だ 雇 

ってい る® オ カマ 系 ロリコン 誌 『漫画 カルメン』 の 編集 元® 乳 も 
ふくれた 毛 も 生えた 5 男の 味 も 知りました ("青い 山脈， のメ 
ロディで)® 各社に 落とした 原稿の ネ—ム が 2S3 本 眠っ ている 
® 『ぺ ン ギン クラブ』 の 編集 元® 廃止の 予定 Q 塩 山 氏の 愛人との 
噂®  ロケット弾® 「西ロ パレス 座」 が なくなっ て'  寂しがっ てる ホ 
モ③ 一で いっち やん 嫁 もらい〜 二で 二階へ 連れ込んで 5 三で サル 
マタ ひっこぬ いて〜 f  ©ねんねんころりよ〜おころりよ〜0 0 人 
格 者 沖 田 翔 ニ クンに、 最近 謝った」 

皆様'  それでは よい お 年を。 来 p こそは、 私 も 謙虚に 参ります，'. 

〈うさん 臭い 男. ダ ーテ ィー塩 山 >  ( y .  2) 

I 人間 素直が 一番。 

蛭兕の 旦那の 足元に も 及ばない のは 分かっ てます が、 そこは 亜流 
誌 編集長の 図々 しさ。" 亚流誌 編集長 日記， で、 今 n は 本欄を つれ づ 
れ なる ままに 埋めて みる ことに ものぐ る ほし けれ。 

2 月 X 日… 忘年会を 数日後に 控えて るのに、 『漫画 スマック』 の 下 
版が 終わらない。 エロ 劇画 家の 小 森 達 セン セ、 それに 上 総 志 摩 セン 
セの おかげ。 「上 総 セン セ、 3 月に 東京 三世 社から 出る 単行本、 原 
稿を 早く 上げない と 圧力 かけて 遅らせます ョ」 と 脅して はみ るが、 
進まない。 それに セン セの 場合、 急がせる と 線が 流れる。 流れる と 
いえば、 成 瀨巳喜 男に そんな 映画 も あったは ず。 今年は とうとう、 
年間の 映画の 見物 本数が 150 本に 届きそう もない。 A 年 振りの い 
けない 記録 だ。 

2 月 X 日… 出社したら 阿宮 美 亜 セン セが、 アシストの 西 川 潤 セン セ 
と共に、 会社で 原稿の スク リーン ト— ンを 削つ ている。 業界では 有 


名な 諏訪 発の、〃 人間 宅急便， と 化した ので ある。 今日 昼に、 本来は 
宅急便で 原稿が 届く はずだった が、 咋日 送れな かった ため、 わざ わ 
ざ 長 野から 特急に 乘 って 来たの だ。 経済的に はどう 見ても、 都内に 
ァバ ー トを 借りた 方が 得な の だが、 「私、 最近 人に 会いた くないん 
です。 だから…」 と 本人。 先月 も'  先々 月 もこう だっ た。 先々 月は' 
偶然 阿宮 セン セの ファンを 自称す る、 ね ぐら ☆なお セン セと 遭遇 0 
ね ぐら セン セは その 数日後、 バイクで 事故って 長期 入院の 身に。 原 
因は、 阿宮 セン セの 余りの 美貌 振り 以外には 考えられない。 夜、 阿 
宫 セン セの 原稿が 入 稿した ため、 『漫画 エキサイト 号』 の C 版 終了。 
この 本の 印刷を ffl 当して いる 暁 印刷の 中 内さん は、 『ロリ ポップ』 
の 担当 も。 光栄です。 

2 月 X 日… 咋 □、『漫画 スマック』 の 下 版を 終え、 今： I： は 楽しい 忘 
年会… のはず だが ユ ー ゥツ 。というの も、 昨日 出席した㈱ 旦 々舎の 
忘年会は、 C 万 もの 赤字を 出した の だと か。 ここは、 ポルノ 映画 や 
ビデオ'  単行本の 制作を してる の だが、 5000円 集めて この 赤字。 
うちは 4500円 だ もんね。 幹事 役な ので 心配。 関係者に 寄付を 仰 

ぐ 手 も あるけ ど、 ミジメ つたら しいから 今年から 中止した の だ。 力 
ッ n つけす ぎた か… 

ただ 昨日の 忘年会は、 なかなか 楽しかった。 日 野 日出 志、 堀内満 
里子、 篠原尚 秀の各 セン セら も 出席して た。 しかし 篠原 嬢に、 | 水 
社の 出 腹 薄 毛 野郎、 多 田 正 良 {『なすび クラブ』 編集長) が 寄り添 
ってた のは 不愉快だった。 

会場に 行く と、 樽 本 ー セン セ、 読者 招待 当選者の テ デイ. キータ 
ン 氏、 中 総 もも セン セ (ストッキングの 模様が 挑発的) らが 既に 席 
に 着いて る。 遅れて すん ま へん。 早速 集金 開始。 新 宿の 「三 平 酒 寮」 
で 会費 4500 円… 良心的な 忘年会 だと 思う けど、 「高い」 との 声 
も 多い。 集めて ると、 まいな あぼ ぉい、 やまぐ ちみ ゆき、 法 田 恵、 
三条友 美、 ひで* かず、 青山 一海ら の 各 セン セ 方が ドド ッと 入場。 
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会費を 値切ろう とする 者、 逃げよう とする 者、 「体で 払いたい」 と 
せがむ 者、 股間を いきなり 掘る 者… 忘年会は 人種の るつぼ だとつ く 
づく 思う。 やまぐ ちみ ゆき 嬢 (男) が、 1 月下 旬に 東京 三世 社から 
出る 初の 単行本の 宣伝 かたがた、 カラオケ マィクを 握る。 スカ ー ト 
の 乱れ もまる で 気にせず 挑発。 まいな あ セン セが 下からの ぞく。 そ 
れを 注意す る 若 堂 まりあ 女史の スカ ー ト に、 サ サッと 手を 伸ばす ゴ 
ブリン 森 ロ セン セ…。 結局、 1000円 くらいの 黒字に。 幹事は 大 
変 だ。 

2 月 X 日… 蛭 児の 旦那の 個人的 忘年会の 見物に。 松原 香 織、 ゆき あ 
やの の 各 セン セら の 他は、 未知の 少年少女 ばかり。 熱 も あったので、 
見物に 徹す。 地味に 盛り上がって たが、 蛭 W の 旦那 も 無理して つき 
あってる 様子が ありあり。 高校生で サングラスを かけた うさん 臭 そ 
うな ガキ が'  僕の 手 みやげの ロバ ート ブラウンを ガバ 飲みして る。 
余程 育ちが 惡 いのだろう。 

月 X 日… 出社 □なのに オズが 来ない。 夕方に なって 電話が あり、 
「明日から かと 思って…」。 長生きし ろよ。 痔が 痛む。 

1 月 X 日… 原稿を 持って来た 樽 本 ー セン セが'  沖 田 翔 ニ クンが また 
腐れ 業界 誌 『COMIC  Box』 2 月 号に、 何やら 書いて いると 

教えて くれる。 「あいつは、 俺 Q jl くらい 殺して るから もう 興味な 
いの」 とはいう ものの 気になり 、ィサムに 買わせる。 フフ フフ フフ。 

何 力 月 振り かの 反論が これ かよ。 ププッ 。一つ。 国会議員 & 県 会議 
員の 件。 あれは 僕の 書き方が 悪かった のね。 ゴメン 。二つ。 乱丁。 
俺は 下請け 編集者。 それ 以降の 工程は どうに もなら ない。 編集部の 
責任なら、 もうこの 本 出て ない よ。 言っ て おくけ ど、 君は Q 発 くら 
い タマ 喰らつ てんの。 一〜 二 発が 不発で も、 既に 死んで いる / j 
番 本質的な 問題、 例えばね ぐら セン セを 例に 論じた、 編集者と 漫画 
家の 関係 等から 反論 始めぬ 限り、 君は 甦れない。 

もう、 頭は 悪い けど 善良な、 沖 田 君 あたりを 相手に すん のは 飽き 


ち ゃった。 この 業界、 印税を 組織的に かすめとる 奴 や、 マネ ー ジャ 
— 気取りで 漫画家の 稿料 ピン ハネ する 糞 ガキが ゴロ ゴロ。 こいつら 
相手の 方が、 余程 面白そう。  (阶* 3 

| 虚実 皮膜 論は、 芸術 だけで 充分… 

| 私は ゥソ つきが 嫌いだ。 

知らなかった 。いくら 悪事を 働いても、 それを 辞めた 人の せいに 
したり、" 会社 組織に なって なかった 時代の こと" と言う だけで、 一 
切が 帳消しになる なんて…。 さすが 資本主義 国 ニ ッボン。 なら 僕 も、 
有限会社 でもつ くろう かな。 で、 設立 前に 悪事の し 放題、 漫画 原稿 
で 猫の 爪と がせ 放題。 そして ある 人間に 事前に 言い含めて 超 高給を 
支払い、 有限会社 設立 直後に、 全責任を かぶせて 酋切 り。 へへ へ。 
世の中 チョ ロイ チョ ロイ。 「素人 同然の 子 達が 何分 やって ますんで 
…」 と、 スポンサ ー 筋まで 弁護して くれます し (以上の ことは、 特 
定の団 体に ついて 述べられ たの かも、 そうでな いの かも、 ネギ なの 
かも、 糸 コンな のか も、 シイ タケな のか も 不明 かも ネギ) 。 

1 月 X 日… 『漫画 エキサイト 号』 の 下 版が 遅れて る。 阿宮 美 亜、 樽 
本 一の 両 セン セの おかげ。 樽 本 セン セが 電話で、 「ス クリ ー ント I 
ン 貼り だけ だから、 そちらで やらせて くれ」。 拒否す る 理由 もない 
ので 隣の 机で 仕事を させる が、 漫画家に 電話 しづら い。 というの も 
僕は、" 七色の 声の 男， と言われる くらい、 漫画家に よって 声 や 態度 
がガ ラリ 変わる。 むろん 売れっ コ には 卑屈で、 新人には ゴー マンな 
の だが、 童貞の 眼、 いや 樽 本 セン セの 眼の 手前'  自分で も しばしば 
あきれる くらいの 豹変 振りが、 かなり 湿りが ち。 

1 月 X 日… また 人間 宅急便 こと 阿宮 美 亜 セン セが、 調 訪 より 原稿を 
j 人で 持参。 いつもは アシスタント 同伴で、 卜— ン 貼り 等を 事務所 
で おっ 始める の だが、 今日は 既に アップし ている。 本人の 顔 もさ わ ^ 


やか。 「P:」 と 僕。 「何 かいい こと あったの かよ。 男が 出来た とか、 
妊娠した とか？」 「相変わらずの 発想ね。 フフ、 ゥフ 、フハ ハ ハ」 
1 とうとう 頭 来た か。 男の 味 も 知らね えう ちに」 「まあ、 『漫画 スキ 
ヤン ティ』 3 月 号を 見てから にして 下さいよ。 フハハ ハ ハ ハ……」 
何 考え てんだ よ、 この 高齢 処女 // しかし、 少し 不安…。 

1 月 X 日… 娘 (2 歳 8 力 月。 誕生日は 5 月 2 日。 人づ てに 聞いた と 
ころでは、 かの 『ホット ミルク』 の 名 女 編集長、 斎 藤 〇 子 女史と 同 
じと か。 娘の 誕生日まで 亜流とは ね) と 団地 近くを 散歩 中、 「應文 
堂 書店」 の スタンドに 『漫画 スキ ヤン ティ』 3 月 号を 発見。 早速 阿 
宫の 「女子高生 凌辱 日記」 を 読む。 塩 山なる 編集 ゴロが、 徹底的に 
コケに されて る。 しかし あの 糞 女、 ここまで 深く 観察して るとは… 
と 涙を 流して 笑いつつ 感心す る。 「トー チヤン、 何が湎 白い の才」 
娘が、 チ ー ズカマ ボコを かじりながら けげんな 顔。 立ち読み も 見 苦 
しいので 買う。 ついでに 娘に も、 ドラえもんを 一冊。 しかし 変な 本。 
阿宮の 他に も、 中 森 ばぎ 菜 (デビ ュ— 直後は〃 中 森 ばぎ 菜， だった 
が、 しばらくして" 中 森 ばぎ^ U と 改名。 後には 国 北 瑠璃、 塚本那 
美 由と も 名乗る。 全て 同一人物)、 中 総 もも、 まいな ぁぼ おいらの 
各 セン セまで 描いて いる 上に、 僕が 「亜流で 悪かった な あ」 なんて 
コラムまで 担当。 B5 判の 300円 雑誌で この 路線。 松 本 博 こと 多 
田 正 良 もよ くやる よ (ちなみに、 肖像権 問題に、、 ソ ー ヶイ 於い、 蛭 児 
の 旦那 も コラムを 書いて る)。 

2 月 X 日… 上旬は 比較的 暇な ので、 神 保 町の 本屋を 散策。 どこも 口 
リコ ン 誌と 単行本の 山。 今年の しつこい カゼに せきこみ、 タンが か 
ら む。 ティッシュを 持っ てな かった ので、 手近に あった 『パン プキ 
ン』 を 開いて 中に 「ケ ッ」 と 吐く、 かなと 思つ たが、 出版に たず さ 
わる 人間と して 恥ずかし いので、 道路に 吐く。 みんな'  カゼには 注 
意して ね。 

2 月 X 日… 胎 芽流縷 セン セ 来社。 「前号の 人気 どうでした か？」 ハ 


ガキの 束を 渡す。 見る見る うちに 肩が 落ち、 顔が 蒼 ざめ る。 見 終え 
ると、 「あ^: り… が^: とう.： ご... ご^： ざい^: ました」 と | 言残し、 

亡霊の ように 立ち去っ た。 ちなみに 編集部 近くには、 深そう な 運河 
も 国電の 駅 も あるし、 少し 歩けば 枝振りの いい 木が いっぱい 繁る後 
楽園 も ある。 胎芽 セン セに 教えて やれば よかった。 少 々人気が なく 
て も、 胎芽 セン セな ど 良心的。 音 切 プッコ (やまだ のら) セン セな 
ど、 「わ〜 い / 俺って みんな 2番人気だ 7 」とはしゃいでおった 
もの。 ペヶの ②の 方に 書かれて るのを、 2 番人 気と 誤解して たわけ。 
2 月 X 日… 若 堂 まりあ 女史が 原稿を 持参。 「大岡 家の. 族」 は、 な 
かな か 評判 良 かった よと 言っても、 うれしそうで はない。 昔から、 
感情を 表に 出さない 人な の だ。 しかし、 酒を 飲む と 一変す る。 また 
飲みに 行こう ね、 2 人 だけで。 

2 月 X 日… 中 総 もも 女史、 下 描き 持って来 社。 『ひとみ』 に 描いて 
ると かいう'  友達の 少女 漫画家 も 同行。 ふと 一咋 年の 夏' 『漫画 バ 
ンプ』 に 連載 中だった 番外 地 貢 セン セが、 阿乱 霊と 一緒に 編集部に 
遊びに 来たのを 思い出す。 いつ 出世な さる か 分かん ない ので、 つい 
名刺を 出して 友人に コビ る。 姑息な" 下請け 編集 根性" と 我ながら 
思う。 

2 月 X 日… プレゼント コ ー ナーに 載せる ため、 L 総 志 摩 セン セの 単 
行 本、 『パラダィス ド ー ル』 の 刷り出しを、 担当の 東京 三世 社の 飯 
田さん から もらう。 アヴ ァン ギャ ルドな 表紙 だ。 

2 月 X 日… 蛭 児の 旦那が、 大幅に 遅れて 原稿 持参。 弁明す る スキを 
与えず、 「阿乱 建 セン セ、 御苦労様 / J。 先手 必勝 M ( y . 4 

ゥソ つきで 愛される より… 

| 正直者で 嫌われたい // 

小心 ゆえ 大胆、 繊細 ゆえ ヶン ヵ 好き、 敏感 ゆえ 早漏の 僕です が、 
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近く  2 人目の ガキも 出来る こと だし' もう 大人に なろう かなと 決意。 

"避けて 通る か 信者になる か" (多 田 正 良 作の コピ ー) などと おだて 
られて (e::)、 粋がっ てた 昨日までの 自分が 恥ずかしい。 要するに 
業界の 嫌われ 者 じ ゃねぇ か。 やっぱり 人間、 最後は 愛 だ。 人に 嫌わ 
れ るよう な 言動は 今後 一切 致しません / 小学校の 時の 田 鳥 校長 先 
生 だって'  每週 月曜日の 朝礼の 時に、 「人に 迷惑を かける ような こ 
とは やめ ましよう」 と、 あれほど おつし やつて いたでは ないか。 

2 月 X 日… 『ホテル* ニユ ー ハン プシヤ ~』 を 観に 中 野へ 出る ため、 
新 宿から 中央線に 乗ったら 各駅停車だった。 チヱ ッ /  おまけに 同 
じ 車両に、 不細工な 母親と、 親 以上に へ チヤな 糞 ガキが 乗り合わせ 
うるさい。 吐き気が する ような アホヅ ラは、 まるで ヵボ チヤ、 いや 
パンプキン。 「大久 保〜 大久 保〜」 次の 駅で 降りた ので ホッ とした 
の もつ かの 間、 今度は 2 人 連れの 酔っ ぱ らいが 火 バトル ロィヤルを 
始める。 スタジオ 撮影 以外の シーン が、 極めて 美しい という 一本の 
映画を 観る のに、 何で こんなに 苦労を する のかと、 心は 白夜の よう 
に 蒼 ざめ、 書房 ン 、いや、 ショ ボン。 これ も 皆 あの 不細工な 糞ガキ 

のせい。 

2 月 X 日… 『漫画 エキサィト 号 j の 原稿は 何とか 人った ものの、 阿 
宫美 亜の 『漫画 スマック』 分の 原稿が 落ちそう。 「われ、 いつから 
原稿 落とす ほどの 身分に なった。 雨の 降る 日に 野良犬の ように、 残 
飯を 漁つ とったん は どこの どいつ じ やい。 それを ここまで 育てて や 
ったん は、 誰 やと 思っ てんねん / 野良犬 だって 一度 飯 もらぇば、 
お 手 くらいする ぞ」 と 電話で 脅す。 これは 業界では 通称" 雨の 日の 
野良犬 理論， と 言って、 急に 売れっ コ になって 態度が でかく なった 
漫画家に、 よく 用いられる 兵法の 一種 だ。 「黙っ てても わからん じ 
やろ // 遅筆 漫画家に や 黙秘権 なんて ねんだ よ才」 阿宮く らいの 玉 
になる と'" 雨の 日…" くらいの 責めでは 一向に たじろがない。 こち 
らの 会話が 途切れた 一瞬の スキを 狙い、 「許して 下さ i … 1 。敵が _ 


訪 住まいで なければ 絞め殺 してやる 所 だ。 業界には もう 一つ、" 恋愛 
理論" という 兵法 も ある。 漫画家が 言を 左右に して 自分の 所の 仕事 
を 敬遠し だしたら、 「要するに あんた は 俺って 編集者'  いや、 俺っ 
て 人間が 嫌いなん だ」 とズ バリ 言う の だ。 ナイ ー ブな 相手 ほど 傷つ 
く。 4 〜 5 年 前、 『漫画 バンプ』 に 「アコ ギ まんが」 を 連載 中 だっ 
たいがら しみき おに 用いた ことがあ るが、 最近の 漫画家、 特に 女流 
には 効果が 薄い。 2 〜 3 力 月 前に 阿宮に 使っ たら、 明るく 「ええ」 
と 答えた (結局 落ちる。 必ず 復警 してやる)。 

3 月 X 日… 中 森 ばぎ 菜が 下 描きを 持って来る。 前 作 「赤い ブルマー 
の 女」 に比べれば 乗り も 良く、 アホ らしい 話で 好感が 持てる。 ほめ 
た 後で 一言。 「もちっ と 背景 も 描けよ。 前号み てえ にト ー ンをコ ー 
ヤク みて えに ベタ ベタ 貼る だけ じ や ダメだ 。でな くつても、〃 スクリ 
—ント 1 ンの メカ タだ けは 業界 一番の 『ロリ タッチ』， なんて、 斎 藤 
〇 子 女史に この 前 も コケに されたん だから」 「分かって ますよ 才。 
だから 塩 山さん も 分かっ て 下さい / 私、 塩 山さん とこに、 一番 力 
入れ てんです。 分かって 下さい/.」 その 瞳は かすかに 濡れて さえい 
る。 「また 惚れられ たか…。 けど 商品には 手を 出さね えの が 俺の ポ 
リシ ー よ」 と、 彼女の 台詞を 初めて 聞いた 時には 考えた が、 どの 編 
集 部に 行 っても 同じ ことを 言っ てるら しいのを 知っ た 今は、 俺の 心 
も 網 走の 流氷の ように ク ー ル。 一応は、 「分かって る。 分かって る 
よ才」 と 答える。 あの 女、 事務所に 入る 前に 目薬つ け てんじ ゃねえ 
だろ な。 

3 月 X 日… 樽 本 一の 2W  口の 単行本 (『漫画 エキサイト 号』 連載 分) 
が、 5 月半ばに 辰 巳 出版から 出る ことに。 編集 も 僕。 樽 本に 題名を 
考えても らう。 『ロリ タッチ 少女』 か 『エキサイト レ デイ』 と 来 ま 
した。 案の定、 辰 巳 出版 営業部の 正木さん に 拒否され る。 樽 本 セン 
セの サー ビス 精神は 買う けどね。 結局は 『ブルー レ デイ』 に。 定価 
700円 。東京 三世 社の 『DATE  OF  THE  DEAD』 


(発売中.  700 円} 共々、 絶対に 買おう。 本欄では 時々 他社の 本 
を 宣伝して いるが'  不道徳では ないかとの 声が 読者の 一部、 いや 僕 
の 心の 一部に ある。 が、 『漫画 エキサイト 号』 では 『ロリ タッチ』 
や 三世 社の 単行本の 宣伝を 大 々的に しちやっ てるので、 その 非 雛は 
当たらな いので あった。 

3 月 X 日… 今月 も 蛭 nl^ の 大日 一 那の入 稿が 大幅に 遅れて いる。 電話に 
も 出ない。 居留守 かは たまた、 エロ ビデオを 借りに レンタル 屋 にで 
も 行っ ている のか。 

3 月 X 日… イサムが 絵画の 道に 復帰す るに 伴い、 後任に 隣の セ クシ 
ョンから つかさが 着任。 もう ベテラン だが、 しばらくは 雑誌 も 大幅 
に 変わる し 火 変だろう。 ガンバ / (いつから 僕の セクションは、 ハ 
1 ド ゲイ 化しち やったん だろ。 トモミち や〜 ん /) 

3 月 X 日… 『ロリ ポップ』 (毎月 2 日 発売. 笠 倉 出版-  500 円) 
を 買う。 素晴らしい"：  (阶- 5 

ー ファミコン も 悪くない けど . 

一 他人の 真心は 最高の 玩具 だ。 

3 月 X 日… 近頃、 完全に 僕は 狙われて いる。 読者が 想像す るよう な、 
連載が 打ち切り になった 漫画家 や、 沖 田の 翔 チャン、 あるいは" 無 
能 編集者， の 名前を 欲しい ままに する、 一水 社の 多 田 正 良な どに で 
はない。 何を 隠そう、" 絶対に 手を 出して はならない"、 女流 エロ 漫 
画家 や 女性 編集者に である。 女に 持てた 話な ど、 第三者に したら 子 
供 自慢 同様に 鼻持ちならぬだろう が、 これほどの 重大 事を 取り上げ 
ぬの もまた わざとら しいので、 事実の みを 羅列す る。 

3 月 X 日… 中 森 ばぎ 菜が 絵コンテを 持参。 こんな 物を 見た つて どう 
にもなる 絵では ない が、 彼女は 人格の 方が 面白い ので、 顔を 見る 機 
会を 一度 余分に つくつ たの だが、 それが 誤解の 元だった。 近頃は 用 


もね えのに 電話は よこす し、 濡れ場の 描いて ぁる コンテの 脇に、 「〃何％ 
が 3 回ォナ っち ゃつた〃 よ。 私つ て ど ~ かしてる、 こんなの 描いて」 
とか' 「塩 山さん との 出会いは 運命的で すね」 だの、 危ねヱ 寄せ 書 
きを 腐る ほど 書いて 来る。 今日は 上着 も 胸元が 異常に 開いて る。 

1 この オメ コシ ー ン 、もつ としつ こく 描かん かい / 」 と言うと、 「ど一 
こど一 こ」 と 近寄っ て、 わざとら しく 胸の 隆起を 見せつ ける。 前 か 
ら 1 度 飲もうと いう 約束に なって いるが、 これでは いつ レイプされ 
るか 分からない。 妻子に 示し もつ かない。 「ヤッ ピ ー、 ばぎ 菜ち ゃ 
ん / また 今度ね ェ」 と、 冷た〜 く 追い返す。 油断 も スキ もない。 

3 月 X 日… また 人間 宅急便 こと 阿宫美 亜が、 調 訪 から 『漫 画エ キサ 
イト 号』 の 原稿を 持参。 黒澤 明の 『生きる』 を パロり、 エロ 劇画 誌 
編集 歴 Q 年の ガン 老人が、 公園の ブランコで 腹上死 するとい う、 何 
とも ァホ らしい 傑作。 コ ー ヒ ー を ごちそう する。 徹夜 明けの 女流漫 
画家は、 ほ つれ 毛の 乱れ ぁたりが 色っぽくな くもない と 見て ると、 
意味 もな く 首を 傾む け、 襟足を 見せる。 この 前電 話で、 女の セ クシ 
I ポイントは 襟足 だと 言つ たのを 覚えて て、 さかんに モ ー ショ ンを 
かけて いるの だ。 遂には タバコの 火を 灰皿に 押しつけ ると、 「塩 山 
さん、 今夜 一緒に 飲み ましょう / 」。 一 瞬、 襟足 付近に キス マーク 
をつ ける の もオツ かと 思つ たが、 後々 のこと を 考え、 「いや〜、 今 
娘が 水ボ • ~ ゾ • で 早く婦 ん なきゃ」 と、 本当の ことを 言って 逃け る。 
油断 も スキ もない。 

3 月 X 日… 隣の セ クシ ョンで、 『ス ーパー コミック』 と 『漫画 セク 
シャル』 を 編集して いる 美少女 (？) 編集長、 ヵ ー マス ー トラ 吉田 
の 態度が 近頃 妙 だ。 SEX の 奥義を 極めた 人で、 僕の ような 早漏 イ 
ンポ には、 かつて 鼻水 も ひっかけて くれな かった のに、 柄に もな く 
厚化粧して 来たり、 意味 深な ことを。 「塩 山さん て、 読書と 映画 鑑 
賞と、 人の 真心を 弄ぶ のが 趣味 だってよ く 言う けど、 私そう いう 人 
ってい いなって 思うよう になった の、 最近」。 で、 深い スリットの 


♦第 1 章 • 亜流 誌の 内幕 ♦ 


入っ たスカ ー トで 足 組みを。 f あ… あの 僕、 性格は しつこい けど、 
ベッドの 中では タン パクで…」 と 逃け る。 油断 も スキ もない。 

4 月 X 日… 樽 本 一が ゲン コを 持って来る。 早く 帰れば いいのに ゥロ 
ゥロ 。空いて る 机に 座って ため息を つき 一言。 「あ〜 あ、 今日で Q 
歳 か…」 要するに、 まだ 自分は 童貞 だと 言いたい の だ。 古 女房を 貸 
せとで も 言う のか？ しかし 奴の 視線は、 何と 僕の デンプに 注がれ 
てる。 何て こと だ / 遂には 男にまで…。 そうか'  うちの 女房が 妊 
娠中 なので、 僕が 性的に 飢えて いると いう 噂を、 オズ かつ かさが 誰 
かにし やべ つたに 違いない。 殺して やる / 

4 月 x 日… 『プチ パンドラ』 Q 月 号で 雨宫じ ゅん に、〃 バンプ キン 帝 

国の 謎"# スタジオ バトルの 社長の 月収は なんと 260 万？ •いま 
だかつて 誰も 見た ことがない という、 わたな ベ わたる テレホン カ ー 
ドの 謎 •創刊号の カラ— 生 原稿は ネコの ツメと ぎ 用と して 使った？ 
修お かかえ 作家の 原稿料は ぺ f ジ 10000 円？ 等々… ホン ト か 
ウソか ？ その 全貌が 今、 明かされる / 刮目して 待て…" と 書か 
れた 『パンプキン』 M 号 (編集 人 ■大久 保 光志， 発行 人. 福 田 Ml 

わたな ベ わたるは 元より、 ライ麦 戰培 委員会、 L •ライムな どは 良 
い。 エロ 劇画 じ や プロ だと 向 認 している が、 この 世界 じ や トー シロ 
だと 実感 (今 挙げた 人で、 本誌で 描いても いいって 人、 読んで たら 
連絡して ネ / ここは 『イチゴみ るく』 なんかと 同様、 連絡先 教え 
て くんない)。 やはり 文化的 エロ 本屋、 白夜 書房で ある。 全ての 出 
版 物が 一流で あり、 誠実で あり.、 堂々 としてい る： まだ 修行が 足り 
ない と 反省。 

4 月 X 日… 友人が 電話で、 「先月 貸した 4000円 を 返せ」 と 言つ 
て 来たので 、「パ ーロ ー。 お前の 知って る〇 X には、 4 万 も 貸して 
んだ 。あいつが 一番 悪い。 何 だ 4000円 くらいで」 と 逆襲す ると、 
納得して 電話を切 つた。 ア ホな 奴。 


4 月 X 日… ばぎ 菜、 ゲン コ 持参。 ヤべ一 、今日は ミ ニスカ ー トだ。 

た… 立っ てし まう。  ( y .  6) 

| . どうで もい いけど、 

| 僕は SEX が 弱 いんだ // 

百姓 出身の 僕は、 雨の 口が 嫌いだ。 先祖の 血が 体の 内部で'" これ 
では 農作業が 出来ない， とかす かに 騒ぐ ためで ある (とはいえ、 今 
でも 連休には 実家に 帰って、 農作業に いそしむ こと も しばしば。 業 
界で ただ 一人の、〃 兼業 編集者， である)。 雨の 日の 団地住まいの ユ 
— ウツを 晴らす には、 「イト I ヨ^ ~ 力 堂」 で 買った ステレオで レコ 
丨 ドを 聴く のが 一番。 聴く 曲 も顺番 もい つも 決まって る。. 最初に シ 
ヤ ネル ズの 「フ^ ~ ル •フォ ー リン. ラブ 次いで プレス リ ー の 
「テ ディ ー ベア」、 最後が、 マイ ト ガイ 小 林 旭の 「自動車 ショー 歌」。 
聴き 終える と 頭を 3 度、 ガッシ ャガッ シャガ ッシャ と 振る。 気分が 
晴れる… てな ことは、 『漫画 バンプ』 7 月 号の 編集 後記で も 書いた 
気がする が、 稿料が タ ダの ぺ ー ジで は、 この 程度の ことは 許される 

i ず 0 

3 曲 囡 も 終わっ たので ヘッドフォンを 取る と、 娘の 観て いた NH 
K の 『みんなの 歌』 が ブワッ と 耳に 飛び込む。 「カボ チャの おじさ 
ん」 なる 曲。 例によって アニメ。 八百屋の 店頭。 キャベツ や ピーマ 
ンは 次々 に 買われて いくのに、 いつも 威張り腐 ってる カボ チャが 売 
れ 残り、 やせ 我慢して いると いう 歌詞。 歌詞は 切ない が 曲は 「軍艦 
マ f チ」 調で、 その 落差が え もい われぬ ム^ ~ ドを 釀し 出す。 身に つ 
まされる 曲では ないか。 「カッ ボ ッチ ヤッの 〜 オ ッジ サ 〜 .ンタ 
カッ ボ ッチ ャッの〜 月 オ ッジ サ〜ン fj  (自らが 編集す る 雑誌を 
"カボ チヤ， に 託して るので あり、 糞 雑誌 『パンプキン』 等とは 無 
縁な 話題で ある ことを お断わりして おく) 


ね ぐら ☆なお セン セと 電話。 やばい 噂が 一部に 出回つ てるとの こ 
と。 前々 号の 「ヤ ケクソ ジョッキー」 で 触れた 『コミック キッド』 
(笠 倉 出版 •  480 円) に、 僕が 一枚 ll わっ てるん じ ゃない かとの 
ハガキ が' 『ホット ミルク』 (毎月 3 日 発売* 白夜 書房.  480 円) 
に 殺到して るの だと か。 まずい… / 僕 個人と 遠山 企画の 名誉の た 
めに、 事実を ここで 確認し ときます。 あの 糞 4 の 編集長 加 藤 健 次 氏 
は、 確かに 遠山 企画から 『漫画 エク スタ』 と 『漫画 ラブ & ラブ』 を 
請け負っ てる 嘱託 編集者です。 けれど、 『コミック キッド』 は 彼が 
直に 笠 倉 出版から 請け負っ た 1- 事で、 遠山 企画は 場所を 提供して い 
るの み (当然 家貫タ ダじゃないだろう けど、 一社 員の 僕に ゃ 不明)。 
売れる 売れぬ は ともかく、 あんな 百姓 っぽい イト 雑誌、 僕が 一枚 嚙 
んだら 絶対に 出させん もんね (傍点 部分'  兼業 編集者が 言う と 説得 
力が あります)。 

僕が 一枚嚙 んで るのは、 隣の セクションの カー マス ー トラ吉 田が 
編集長を する、 『キャン デイ コミック』 (6 月 上旬 発売 予定.^: 本 出 
版 社 .350 円) の 方。 これ こそ'  本物の (P) 『ホット ミルク』 
(毎月 3 日 発売. 白夜 書房 •  480円) の〃 亜流 誌〃 と言える だろ 
う。 形態 も 『ホット ミルク』 そっくり。 メンバー も、 阿 宫美亜 、樽 
本 一、 中 森 ばぎ 菜、 杏 咲 もらる、 ね ぐら ☆なお、 鶴 l 聖 、ゴブリン 
森 口と、 お 里の 知れる セン セ 方が ゾロゾ ロ。 売れる 売れぬ は 出て み 
なきや 分からな いけど、 f コミック キッド』 のように〃 才カ マ ロリ 
コン 誌， になっ てない の だけは 確か。 けど f  ロ リッコ 倶楽部』、 『ぺ 
ン ギン クラブ』、 『ココ ナツ パイ』、 そして 『ロリ タッチ』 といい、 
エロ 劇画 出身の 編集が やって る ロリコン 誌っ て、" アヴ ァン ギャ ル 
ド" なのが 多い。 顔が 真つ 赤に。 

オズが 今月で 辞める ことに。 正業に 就く の だと か。 よく  8 力 月 も 
持つ たもの。 誰 一人 彼を 引き止めない。 これは 彼が 嫌われて るた め 
ではなく、 つかさと 僕の 間に 「次は 女の コを 入れよう ネ」 という、 


喑 黙の 了解が あるた め。 5 月下 旬に 『フロム A』 に 広告を 出す こと ^ 
に。 男の 去り 際は 寂しい もの だ。 悲慘な 下請け プロダクション にと 
っては、 ありふれた 光景 だが。 

雨の せいか、 何かとせ わしい： II だ。 食事の ついでに 神 保 町を 散歩。 
先月の 本欄で、… 『プチ パンドラ J Q 号で、 雨宫 じゅんに "バンプ 
キン 帝国の 謎" 參 スタジオ バトルの 社長の 月収は なんと 2  6  0 万？ 
•いまだ かつて 誰も 見た ことがない という、 わたな ベ わたる テ レ ホ 
ン カー ドの 謎 •創刊号の カラ— 生 原稿は ネコの ツメと ぎ 用と して 使 
った？ •おかかえ 作家の 原稿料は ぺ ー ジ 10000 円？ 等々… ホ 
ント かゥソ か？ その 全貌が 今、 明かされる / 刮目して 待て…" 

と 書かれた 『パンプキン』 M 号 (編集 人， 大久保 光志-発 行人 •福 
田 博 人. 発行所. l 夜書塄 ) … と 紹介され た、 『パンプキン』 C 号 
(編集， 制作㈤ 才— エス ビー 出版. 旧 スタジオ •バトル) が 本屋に 並 
ん でいた。 八百屋に 並んで たなら ともかく、 あえて ここで 触れる ま 
でもな かろう (ここで 言う 『パンプキン』 と、 冒頭の 「カボ チャの 
おじさん」は、無縁な話題であることを1:びお断わりしておく)。 
『「まんが」 の 構造』 (大 塚英 志. 弓 立 社* 1600円 ) を 買う。 詳 
しくは 来月 触れる が、 〃本書に 収録した 文章の 多くは、 ぼくの 事務 
所の ただ 一人の 所属まん が 家 白 倉 由 美との おしやべ りが もとにな つ 
ている >  という 後記が 笑わせた。 みんなで 買って あげよう。 


| 馬鹿の 相手ょり 孤独の 方が 素敵… 
友達なん かいらない。 

前 田 俊 夫と いえば、 今や 『ぅろつき 童子』 の ヒットで 有名 だが、 
数年 前までは 技術の 割には 売れない 劇画 家と して 知られて いた。 S 
年 前に 僕が この 業界に 入り、 初めて 担当した の も 彼。 すぐ 廃刊な っ 
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たが、 『漫画 モン ロ ー』 という エロ 劇画 誌で 原稿 依頼した の だ。 当 
時 彼は 梶原 一騎と 組み' 『少年 キング』 で 「明日へ キックオフ」 と 
いう アメラグ 漫画を 連戰 していた ため、" 前 田と しお， との 名で 掲載 
した。 「僕は どうで も いんです が、 少年 画報 社が…」 と 照れ 笑いし 
た。 

絵 だけでなく、 頭 も 切れる男だった。 ただ 殺人的に 原稿が 遅 かっ 
た。 『増刊 ヤング コミック』 の 戸田 利吉郎 氏が、 「平 田さん だって ほ 
ら 、もう P 来たんで す」 と'  生 原稿を 若し 出した こと も あつた。 む 
ろん フアンの 前 田は 事を 放り出し、 平 田弘史 の 生 原稿を 喰い 入る 
ように 見つめて いた。 僕は といえば'  今年の 阪神 フアンの ように 喑 
たんた る 心境。 なぜなら 自 誌の 原稿は、 まだ ペン いれが 終わっ たの 
みの、 『増刊 ヤン コミ』 が アップした 後でなければ、 取り掛か って 
もらえな かつた からだ。 

その 前 田の 代表作、 『血の 罠』 が 単行本に なった (『漫画 エロ トビ 
ア』 という 雑誌は、 これと ふくし ま 政 美の 「女 犯坊」 を 掲載した こ 
とのみ で、 劇画 史に 名を 残す だろう)。 以前 サン 出版から I たこと 
も あるが、 同社の 単行本は 印刷 も 最低、 ぺージ は 適当に ヵットす る 
はで 惡 名高く、 買わなかった。 今回は 版元が、〃 文化的 エロ 本屋， で 
知られる 白夜 書房な ので、 早速 一冊 「文苑 堂」 で 手に 取った。 で' 
ぺージ を 開くな り'  眼球と 脳 ミソが グシャ グシャ に。 「な… 何 だ こ 
の 糞 本は P:」 誰の 眼に も、 この 単行本が 生 原稿からで はなく、 雑誌 
発表 時の スクラップ、 ないし 他の 弔 段、 例えば サン 出版の 単行本 か 
ら でも 起こした であろう ことが 歴然として いたから だ。 全ぺ ー ジ、 
トーン の 飛び 放題、 絵の つぶれ 放題。 もし これが 本当に 生 原稿から 
製版した ので あれば、 その 職人は 座頭 市 か 何 かであろう。 「これで 
金と るの？」 と カバー を 見れば、 定価 500円 。奥 付には、 企画 編 
集、 オ ー エス ビー 出版、 発行 人、 福 田 博 人と ある。 一転して 納得。 

4 ぺージ ばかり 乱丁 印刷 されん のとは わけが 違う と あきれつつ、 


彼らに も 次の ような 弁明は 可能 だと 思う。 「いくら 糞の ような 印刷 
でも、 名作は 出される に 超した ことは ない。 エイゼンシュテインの 
『メキシコ 万歳』 が、 断片で しか 観られな くと も 貴重な ように…」 
その 通り だ。 が、 これを 見て 一番 驚く のは 前 田 本人だろう 。もっと 
も 彼の こと、 「いいんで すよ、 銭 さえ 入り ゃ」 と ケラケ ラと 笑う か。 
笑わない のは 読者 だけ。 

てな 憎まれ口を 叩きつつ、 家で 『朝日 新聞』 の 夕刊を 読んで たら、 
かの 大塚英 志 セン セが コラムを 書いて て ビック リ 。もはや〃 内容 証 
明 書の オ ー ソリ ティ" も、 朝日 文化人で あらせられ るの だ。 僕の 如 
き〃 亜流 誌 編集 ャク ザ， が、 御高 著 『「まんが」 の 構造』 (弓 立 社* 
1600 円) を、 「図解 入りの 評論 文に 面白い のが あったた めしが 
ない。 まァ 、梶原 一騎への 言及は オモロ イが… 」 などと 論評す るの 
は 恐れ多い ことと、 即 中断。 けど この 人っ て、 時々 とんでもない 所 
に 顔 出す ね。 昨年だった かな、 『社会 新報』 (社会党の 機関紙) を 親 
戚の 家で 読んで たら、 年の 割にむ くんだ ツ ラした 写真が 載って て、 
のけぞった ことがある (筆者の 写真が 見たい 人は、 古本屋で ロ リコ 
ン誌 になる 前の 『漫画 ブ リッコ』 を 探して 下さい。" 漫両家 インタ ビ 
ュ ー "という コ I ナ^ ~ が あり、 いがらし みきおが 登場して いる 号で' 
オイ ラが 彼と 醜い ツラ さらしと ります。 当時の エロ 劇画 再録 本 時代 
の 編集長は' 『ゴ ミック キッド J、 もとい、 現 『コミック キッド』 編 
集 長の 加 藤 健 次 氏。 いや〜、 世間て 狭い もんです)。 

回想に ふけりつつ 人材 募集 コ ー ナ ー に □を 移せば、 どっかで 聞い 
たような 社が。 経理、 広告の 募集 だ。 「書籍、 娯楽 雑誌の 総合 出版 
社。 (自社 ビル 社員 1 名)㈱ 白夜 書房」 傍点 部分の 鋭い n ピ— に' 
ナイ ーブな 心が' スタ ズタ に。 夏 セン セを 採用した 有 遠山 企画の、 
『フロム A』 での 広告 文は こうだった 6 「青年 劇 JJ に 興味の ある 方 / 」 
で、 夏 セン セ、 「ファミリ ー マ 彳卜」 (今や エロ 劇画 誌の 品揃え じ ゃ 
日本一) に 出向き、 立ち読みして 応募し たんだっ て。 
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そこへ 凸版印刷から 催促の 電話。 6 月 2K 日 発売の 阿宮 美 亜 セン セ 
の 増刊号、 『恋 色 マドンナ』 (B5 判* 170 P.  300 円) の 表紙 

の 入 稿は まだ か だつ て さ。 まいつ たな。 こんな こと 書く と、 本の 宣 
伝して るみたい だ。 おまけに フ アミリ ー マ ー ト 系で 売っ てる 『漫画 
エキサイト 号』 には、 阿宮 セン セの 「生徒会 発情 族」 が 連載され て 
るとまで 書いたら、 一  ' 重に 宣伝の 強制 だょ。 彼女の 5 册 目の ■単行本 
は、 秋に 東京 三世 社から 出る だろぅと まで 書いたら、 人間と して 最 

低 だ…。 でも サイ テイって ヵッコい い〃：  (S3. 8) 

I 他の 下請け 編集者は 礼儀 知らず の 

1 ゴミ ばかり： •俺 だけが 正しい"： 

n 陰 者に 甘んじて る〃 夏" でっ す。 今回は 次号から 始まる、 "ぱ 
ぎ 菜と 美 亜の 交換 日記， の 前祝いで、 中 森 ばぎ 菜さん と 阿宮 美 ■亜 さ 
ん に、 電話铿 談会 をして いただきました。 本番 漫画家、 中卒、 膝 小 
僧が 小 汚い (以上 ばぎ 菜さん)、 骨太、 アル中、 アシスト 手 ごめ に 
しての 給料 不払い (以上 美 亜さん)、 陰気な ブス (2 人と も) 等々、 
種々 の 真実 まじりの デマ 攻勢の 中、 けなげに 生きる 2 頭、 いや お 二 
方です が、 さて どんな 話が 飛び出す こと やら…。 

ばぎ 菜 「ど一 も。 次号から ょろしく お願いし まっす。 この 前は 『恋 色 
マドンナ』 につまん ない の 描 いちゃっ て…」 美 亜 「あれ、 すっ ごく 
而 白かった。 4 冊の 単行本の 濡れ場の パ ターン 表なん て 最高。 あの 
馬鹿の 編集した 本に ゃ もったいなかった ね。 あの〃 漫画 ★阿宮 美# 
論，、 今度 単行本 出る 時に 入れさせて くんない？」 ばぎ 菜 「ぇっ/ 
ホン トで すか。 すつ ごく 光栄。 そ… それと、 あの 馬鹿つ て 誰の こと 
です か？」 美 亜 「そり や 決まつ てるじ やん。 短足 アバ タ デブ、 別名 
群 馬の 短 パン コン ニヤ ク 百姓よ 才」 ばぎ 菜 「いいです ね、 美 亜さん 
て 巻頭 2 色 原稿の 常連 だから、 編集の 人の こと、 そんだ け 好き勝手 


言え るんだ…。 あたし なんて： と 一せ寄 席で 言えば〃 色物" だから」 
美 亜 「何 言っ てんの よ。 そんな 弱気 じ ゃ、 この 業界 生きて けない よ。 
編集と 漫画家っ てのは ね、 ィンドの シーク 教徒と ヒンズ ー 教徒み た 
いなもん なの」 ばぎ 菜 「は あ？」 美 亜 「喰う か 喰われる か、 殺す か 
殺される かよ」 ばぎ 菜 「 …… J 美 亜 「つい 最近 も あいつに、 銭 儲け 
の 話つ ぶされ たんだよ な。 フランス 書院て いう さ、 三 笠 書房の 子 会 
社が、 エロ 漫画の 文庫本 出し 始めた の 知っ てんでし ょ。 その 下請け 

を、 コミック ハウスつ ていう、 『ペンギン クラブ』 や 『ココ ナツ パ 

ィ』 編集して る 編 プロが 始めたら しいの。 私ん 所に も爾話 あったか 
ら 、塩 山の ヵス 野郎に さ、〃 壶番 館の 『危険 フレンド』 は 増刷 もし そ 
うにない し、 文庫に 回して いいです か？， って、 猫撫で声で お願い 
したの。 そしたら こうよ.」" 手前、 真 っ 昼間から シ ョ^ ^ チユ _ の ビ^ — 
ル 割り 飲ん でんじ ゃね ヱ、 ボヶ ッ / 何で 俺ん ちの 畑に 実った 跸 菜 
を、 何の p. 入れ もして ねえ 宫本 (コミック ハウス 社長) ん所の ガキ 
共に、 タ ダで くれに ゃならん のよ。 テ メーの 所 じ ゃ l ml しか エロ 劇 
画 誌 持って ねえから、 他人の 家の 畑 当てに してんだ ろけ ど、 よその 家 
の 座敷に 上足で 踏み込む ような チン ピラは、 俺が 一人残らず 殺して 
やる， これよ」 ばぎ 菜 「こわ〜 い」 美 亜 「そんだ けなら なよ く ある 
こと。 一息つ くと いきなり 猫撫で声。〃… なんて 言う のは 大人気ない。 
知っての 通り、 著作権は 君の もん。 文庫本で も 何に でもしなさい。 
辰 巳の 『感じる としごろ』 も 三世 社の 『恋 色 マドンナ』 も 一冊 残ら 
ず。 遠山 企画を 信頼して 単行本の 仕事を くれた、 辰 巳の 正木さん、 
三世 社の 仙 田さん、 它番館 の 松 田さん'  司書 房の 岡 野さん、 皆大喜 
びす るよ。 君の 幸せは 僕らの 幸せ。 けどよ、 その 前に 俺の ア バタ' ヅ 
ラ、 テ メーの 骨太の 足で 踏ん づけて くんだ な あ"… これよ」 ばぎ 菜 
「こわ〜 い」 美 亜 「結局 塩 山の 野郎、 外部に 対しては 漫画家の 著作 
権を 強硬に 主張して て、 それは それで 私 買っ てるけ ど、 内部の 漫画 
家 操作 方法は、 一番 自分で 馬鹿にし てる、〃 ナニヮ 節"。 矛盾 だらけ 
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のアハ タ野郎 よ r- だから天敵の|00》10  Box』、 『パン プキ 
ン』 、『ロリ ポップ』 は 団結して 対抗すべき なのよ。 『COMIC 
Box』 の 権威 (？) 、『パンプキン』 の 金力、 『ロリ ポップ』 の 厚 
顔 無恥が 3 本の 矢に なり ゃ、 あいつ なんて 問題に なんない わ。 軽く 
抹殺よ。 それにしても コミック ハゥスの 文庫の 件、 印税が 8% なん 
てのじゃなく、せめて 0 %なら話に乘ったのに」ばぎ菜「はあ」美 
亜 「ともかく 交換 日記、 来月から 頑張ろう ね」 ばぎ 菜 「はい/」 

(文責. 夏/検閲 •塩 山) 
【お詫びと 訂正 I  8 月 号の 「ヤ ケクソ ジョッキ ー」 での 渡 辺 かほる 
さんの 投書、 「… また こりずに 『美少女 症候群』 なんて、 金もうけ 
本を 出して る" ゴミ Box" です が、 以前 知り合いが、 この 本に の 
った 時、 原稿料が 出る というので 侍って いたら、 図書券を 送って 来 
ました。 ま、 それは それでい^ ~ のです が、 ゴネ たら お金を もらえた 
C>  というう わさを 聞き、 ど 一 いう ことなんだ ろうと、 しやく ぜん 
としない ものを 感じて しまいました」 の" ゴネ たら， の 部分を" 当 
然の 権利を 主張したら， に 訂正 させて いただきます。 また オハ ヤシ 
中の、 「ケン カが あったら、 両方の 意見を 聞いて ことの 判断を する 
なんてのは 常識。 まして や 雑誌 編集者と なれば な。 それが 勝手に 沖 
田に 文章の 場を まず 提供、 加えて あの ガキ に、 "反論の スぺ ー スを 
用意す る" ってな ことを 書かして る。 何 思い上がっ てんだ、 漫画家 
と 出版社への コジキ 集団が」 の 中の、" コジキ 集団， の 部分を、 〃ゴ 
キブリ 集団， に 訂正 させて いただきます。 

前者の 基本的 文章 ミスは、 投書した 方に もや や 貴 任が あります。 
が、 後者に おき、 全国の 誠実な コジキ 産業 従事 者に、 多大な 迷惑を 
おかけし たことは 弁明の 余地が ありません。 慈善家 気取りの 商人 ど 
もとは、 今後 二度と 混合 しないと、 ここに 誓約いた します。 

( y .  9) 


日な たには い 出る から 殺される の 
1 だ… ゴキブリは 日陰で 生きろ。 

公団住宅の 8 階に 住んで いるの だが、 この 夏は やったら に ハエが 
多い / 愚妻が ハエ 叩きに 興じて いるのを 見た 豚児が (3 歳。 女。 
斎 藤 〇 子 女史と 誕生 H が 同じ)、 それを 真似て あちこちを ビシ バシ。 
さすがに 8 月 も 0 日を 過ぎる と ハエ も 減る。 それが 許せぬ 我が 娘。 
近頃は 台所 やネズ ミの 額の よぅな 風呂場にまで、 ハェ Ij きを 持って 
出撃。 ゴキブリを 待ち伏せ、 殺して は ニ タニ タ 。顔つきは まった く 
似て ない が、 根性の 惡い 所は 僕に ソ ックリ 。しかし、 "三つ子の 魂 
百まで も〃 と言ぅく らいな ので、 近頃は しばしば 説教。 「ゴキブリ 
さん もね、 やっは り 1- きてん だよ。 お父さん も、 お母さん もい るの。 
お前 だって'  お父さん やお 母さんが、 死んで 帰って来 なくなっ たら 
困る だろ、.. 誰も ロッテリアで、 スト ロ ベリ T シェイク なんて 買っ て 
くんない よ。 だからね、 こんな 日陰にまで わざわざ 来て 殺しち ゃ ダ 
メ なの。 あっちの ね、 御飯 食べる 所 や、 テレビの ある 部屋、 ネンコ 
する 8 m にまで 出て きた 時は、 その ハエ jj きで ぶっても いいんだ よ'。 
ゴキブリ さんが、 法律を 破った ことになん だからね。 でもね、 □陰 
で n ソコソ 生きて る、® しい ゴキブリ さんまで 殺しち ゃ ダ〜 メ」 そ 
れに 答えて 娘い わく。 「わかった よ お父さん / でも スト ロ ベリ ー 
シェイク、 今度は もっと 大きい サイズの にして ネ」 (以上の 話題は、 
前号 本欄に おける I お詫びと 訂正】 での、" ゴキブリ 集団， 云々 の 話 
題とは  一 m 関係が ありません。 勝手に" ゴキブリ， を 象徴的に 解釈 
して、" いつも 楽しい 稿料の 図書券 払い， や、" 貧乏 漫画家は 図書券 
を 喰え， 等で 知られる、 良心的ぶ った 糞ゲロ 漫画 情報誌への 怒りを 
エス ヵレ ー トさせても、 本誌 編集部は 一切 責任を 負いません) 

その 娘 も 女房 出産の ため、 愚妻 共々 実家に 帰省。 これから 213 
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力 月、 独身に 戻れる わけ。 洗濯 等は メンド だが、 オナニ ー が ゆっ く 
りと 出来る と 思いつつ、 『シ ティ ロ ー ド』 を 見る と、 『リトル. ショ 
ップ •オブ .ホラ^ ~ ズ』 と 『サボ テン* ブラ ザ ー ス』 を 「文芸 坐」 で 上 
映 中。. r サボ テン〜』 は 未見 だが、 『リトル〜』 は 既に 観て る。 けど、 
あと 2 〜 3 度は 観た いよなと 参上したら、 いつもは 邦 ij を 上映して 
いる 文芸 地下で やって る。 画面が 小さい ので ガッ クリ 。けどい いよ 
な、 冒頭 シ^ ~ ン 。サイコ^ ^ / あと、 スティ^ ~ ブ •マ^ ~ チンの 派 ^ 
者と マゾ 趣味の 男性 患者との 下り、 何で みんな 笑わない のだろう。 
あんな おっかしい シーン なのに。 僕なん か 涙 だけ じ ゃなく、 ザ ー メ 
ンだ って まき 散らしたい くらいだ ったのに、 場内は シーン 。最初 観 
た 大宫の 映画館で もそう だった。 不思議 だ (『サボ テン〜』 は 退屈 
でした)。 

観 終ぇるな り 新 宿へ。 5 時に、 高 松の 生んだ〃 工員 エロ 漫画家の 
星"、 くらむ ぼん セン セと 降ち 合わせて いるの だ。 せっ かくの 土曜 
n の プライべ ート タイムを、 ンな 汗く さい 野郎との 八： K 見で 汚した く 
はない の だが、 ゴ ミケなる 発情 ガキ 共の 全国大会が あると かで 上京。 
「めったに こんな 機会は ない ので、 是非 会って くれ」 と、 電話で せ 
がまれ たので 仕方ない 。東口 改札の 外で、 ノース リーブ 姿の 可愛 コ 
ちゃんの 腋の T に 見とれて ると (僕の 腋の 下の フヱ チは、 業界では 
有名)、 「シオ ヤ マさん です か？」 との 声。 『転校 並』 の 頃の 尾 美と 
しのり の IQ を、 Q ほど マイナスし たような 野郎が ヘラへ ラ。 「や 
っばり 昭和 館で、 高 倉 健の 『いれずみ 突撃 隊』 観 るんだ ったな」 と 
深く 反省す るが、 もう 遅い。 「いや〜、 塩 山さん て、 案外 若 いんだ 
もん 驚 いちゃっ た。 そんな デブで もない し、 アバ タブ ラっ て ほど じ 
ゃないで すよ。 結構 2 枚 目です ね。 どうも 阿宮 美 亜さん の、 『気分 
は 少女 色』 (一水 社 •  500 円) での イメ ー ジが 強くて…」 

よくし やべ る 男。 M ^ そうでは あるが こう ケー ハクでは、 しかも 
工員 じ や 女に 持てぬ であろう。 例によって アルタ 裏の 「三 平 酒 寮」 


へ。 「いや〜 僕 飲めな いんす よ…」 との 口とは 裏腹に、 カエ ルの 塩 
焼きを ツマ ミに ビー ルを グ ビグ ビ。 Q 歳 だとい うが、 飲み 方が 中学 
虫の ようにぎ こちない。 「危ない…」 彼に とって 上京とは、 ハレの 
体験な の だ。 泥酔した 野郎の ゲロ 掃除な ど マッ ピラ 御免。 今の所は、 
僕の 持参した 読者の アン ケ ー トハ ガキを 喜々 として 読んで いるが' 
いつ E うか 分かった ものでは ない。 

その 時で ある。 こんな こと も あろうと 事前に 呼ん どいた、 本番 女 
流 漫画家の 中 森 ばぎ 菜が 登場。 「び… び… 美人 じ ゃないで すか ァ J 
肉体労働者 らしい 臭い オセジ を 言う 方 も 言う 方なら、 聞く 方 も 聞く 
方。 「オホ ホ、 いやん / 」 だって。 「これが 小 汚ない ので 有名な ばぎ 
菜の 膝 小 憎です」 と、 サッと スカ^  — 卜を 酒ぐ せの よい 僕が めくる と、 
何と 黒い モモヒ キで カバー してる。 「オホ ホ… その 手は 喰わない わ」 
今度は サッと 二の 腕を 取り、 腋の 下を ジロ リ 。すると、 真っ 白な 赤 
チヤン パ ウダ ー が 塗っ て ある。 「オ ホホッ / 」 とんだ 酒ぐ せの 女。 
その 時で ある。 くらむ 氏が、 いきなり 逆 宙返りを 2 度 繰り返し たの 
だ。 どよめく 店内、 僕、 そしてば ぎ 菜…。  (阶 . 0 

一武 者 小路 実 篤で いいの…、 

よく 憎む 人は よく 愛する 人 だ。 

夏 カゼが まだ 抜けない。 一文に もなら ぬ 文字を 連ねる のが、 切れ 
痔が 痛む 日の 朝の 脱糞の ようにつ らく、 豚児の 発熱を 見る ように 苦 
しい。 2 〜 3 力 月 前の 『漫画 スキ ヤン テイ』 の 自分の コラムを そつ 
くり 流用し、 楽しよう とも 考えた が、 『漫画 スキ ヤン テイ』 i 一水 
社 i 多 田 正 良 i 阿 宫美 亜と いう 連想 ゲ ー ムを する うちに、 今月の 行 
数 埋めの アイデアが ポン と 14^ る。 よし 行け / 手抜き 箇条 ^ きコシ 

ップ 情報 / 

① 40 近い 妻子持ちの 一水 社の 多 田 正 良が、 骨太 女流 漫画家の 阿宮 美 
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亜の イジ メに 会い、 号泣した という 話は 「ばぎ 菜と 美 亜の 交換 LI； 記」 
で 有名に なった が、 その 余波を 受けて 中断に 追い込まれ たのが'  N 
誌の 阿宮の 「女子高生 凌辱 日記」。 続行を 望む 声は、 多 田 正 良の 引 
退を 求める 声 同様に 強かった が、 遂に 勇気の ある 雑誌が 出現した。 
f 漫画 エキサイト 号』 (毎月 5 日 発売.  300円 •ファミリ ー マート 
に 完備) である。 同誌の 1 月' 2 月 号が 連載を 引き受け、 完結の 暁 
には、 一水 社 以外の 某 社より 単行本 化する 予定と か。 同誌の 編集長 

はこう 語っ ている。 「一水 社 分 だと 120P しかない というので、 
阿宮を 哀れに 思い、 連載を 引き継ぐ ことにしました。 今まで 苦労な 
された 多 m さんには 気の毒な 気 もします が、 人生、 谷 あれば 山 あり 
です」 (同 シリー ズの第 1 部は 『気分は 少女 色』 と 題され、 既に 5 
00円 なりで 一水 社より 発売中) 多 田の 涙が 枯れる のはい つの 日の 
ことか…。 

② ファンだった 深 沢 七 郎が死 んで しまった。 こんな 時 だけは、 なぜ 
か 書評 紙を 買う 習慣が ある。 まず 『図書 新聞』。 立 松 和平の 追悼 文 
は まあまあ。 笑って しまったのは 一面の その 横。 真 崎 守の 『風 漂 花』 
の 書評を、 矢 野 敬 子なる オナゴ がし てんの だが、 注目した のは 名前 
の 横。 (COMIC  Box 編集部) と 明記し てんの だ。 どういう 
神経した 女な のかな と 思いつつ 『週刊 読書人』 を 開く と、 日に ド〜 
〜ン と" 大塚英 志， なる、 朝日 文化人の 名前が 飛び込む。 深 沢七郎 
とどう いう 関係が あるの かと 日时 を 見れば、 追悼は 一週間 前の 号 だ 
った 様子。 しかし、 やりました ね。 落ち目の 三度 笠とは いえ、 『読 
書 人』 の 一面です。 さすがは" 白 倉 由 美との おしゃべ り， の 中で 思 
考を 磨いて いる'  筑波大 出の インテリ だけは ある。 マジな 話、 四方 
田犬彦 なんかよりは 大 塚の 方が よっぽど 面白い。 人間的には いくら 
ゲスだ ろうが、 物 書きは 作品が 面白ければ いい。 ただ 『読書人』 の 
文は、 やや 肩に 力が 入りす ぎ。 結びの 文な ど 最悪。 けれど 御高 著 
f 「まんが」 の 構造』 (弓 立 社 .1600 円) の 価 瞳が 減ずる わけで 


はない。 それは ともかく、 なぜ大 塚の 本は あれほど 無視され たの だ 
ろう。 いくら イヤな 馬鹿 ヤロ でも、 いい ものは いいの だ。 特に 白夜 
書房 関係の 雑誌なん か、 僕の 見た 限りでは まるで 無視して たけ ど、 
大 塚で 一時は たんと 銭 儲けした くせに、 冷たい という か、 尻の 穴が 
小さい 編集者 ばっ かの 社 だと つくづく 思う。 ビニ 本屋 上がりの〃 文 
化 的 エロ 本屋" r フ プッ) の 限界と 言って しまえば それまで だが、 
敬愛す る 斎 藤 ◦子さん にしろ、 川 崎 ぶら なんてい う 善良な ゴ ミに 2 
ぺ . ~ ジも 每月獎 文 y: かせる スベ^ ~ スが あんなら、" ド^ ~ ン "と n 八 I ■ し 
て やれば いいのに。 蛭 B 祌 セン セ じ ゃない が、" 大 塚の 遺産， 喰って 
る 面が あるのは 事実なん だから。 人間、 都合の 惡い 過去は よく 忘れ 
る。 敗戦 i 終戦。 

③ 中森 ばぎ 菜が 「まんがの 森」 で、 自分の 『エンドレス チャイルド/』 
(辰 巳 出版 .700 円) を 買い占め てるとの 噂。 膝小僧を モモ ヒキ 
で 隠して ゲン コ 持って来た 本人に 尋ねる。 「ホン トだ よ。 いつも 同 
じ 格好 じ ゃ バレる から、 上着 や ヘアスタイル 変えて 大変。 そり ゃさ、 
アソコ は 所詮は 白夜 書房の 経営す る 本屋で、 発表す る ランキング も 
客観的 だなん て 全然 思って ない けど、 童貞 漫画家の 樽 本さん の才、 
ほら 『ブル ーレ デイ』 (辰 巳 出版.  700円 ) が q 位で しょ。 当然 
さ、 処女 漫画家 だって 気にする よ才」 一週間 かけて 買い占めた 部数 
が、 針 6 部 だそう です" 

④ ね ぐら ☆なお セン セが ネーム を 持って来る (翌 ゲン コも 持参 
して くれた。 よく 読ん どきなさい。 駆け出し なのに、 「ゲン コ 取りに 
来て」 なんつ 一 漫画家 諸君 / 下請けは な、 交通費 工面す るの も大 
変なん だよ。 貧乏 漫画家は もっと 大変 だ P 元請け— 下請け i 孫 請 
けと いう、 肚界に 誇る 日本の 資本主義 メカニズムを 知らん の 君 P:)。 
ね ぐら セン セとの 会話。 「時 坂 夢戯が この 前 ばぎ 菜さん と 会っ たら 
しいけ ど、 ブス じ ゃない って 言っ てました よ。 塩 山さん もゴ ー ル デ 
ン ブス ダイヤモンド ラインと か、 言い過ぎ じ ゃないで すか。 呵宮さ 


ん とは 僕 も 会って るけ ど、 M 通っ ていう か'  特に ブスで も才… 」 ね 
ぐら 氏ら しからぬ 煮ぇ 切らぬ 会話に、 思わず 問い返す。 「それ じ ゃ 
聞きます けど、 ね ぐらさん には、 いやね ぐらさん の 眼には、 阿宫が 
美人に写るんですか0::」「う！う：いや：そ一そ！の一の一」「ィエ 
スかノ I か？」 山 下 奉 文 並の 筆者の 態度に、 ね ぐら セン セ も 脂汗を 
i 筋、 二 筋、 また 一筋。 「う… う… 何だかんだ 言っても、 塩 山さん 
て 面白いで すね、 ハ ハ ハ」 漫談 編集者とは 俺の こと。  ( y . n 

小学生で も 知っ てること だが… 
銭に ならぬ 友情は ゥソ だ。 

近頃 本誌の 人気べ スト 3 は、 盗作 漫画家の かおる、 r 員 エロ 漫画 
家の くらむ ぼん、 童卣 (漫画家の 樽 本 一の 各 セン セと、 だいたい メン 
ッは決 まって いるの だが、 今日 4 色 原稿を 持って来た、 まいな あ セ 
ンセも かつては 常連で あった。 東京 生まれ 特有の シャィな 性格が 災 
いして か、 やや 最近は 人気が 凋落 気味 だが、 人間的に はいい 奴 だし、 
頭の IJ 転 も 早く、 肥満 気味とは いぇ 美少年で、 割と 僕は 好き (彼の 
ことを" 善良な ゴミ 〃などと、 .度 も 思っ たことは ない)。 

たまには お茶で も 飲もうと 、一階の 喫茶店へ。 本誌 1 n 号を 手渡 
すと、 既に 回を 通して いる梂 子。 「いんです か？」 「何が？」 「今月 
の" 亜流 誌の 内幕" です よ。 あんな こと 書いて ち ゃ、 多 田 (一水 社 
の 多 田 正 良。 阿 宫美亚 の ィジ メで 、号泣した のは 全国的に 有名) さ 
んに 続いて、 斎 藤さん にも 絶交 されん じ ゃないです か？」 「斎 藤 さ 
ん て、 斎 藤 〇 子さん？」 「またと ぼけて。 いくら 夏 カゼが ひど かっ 
たからっ て、 あの人と か、 川 崎さん にまで 八つ当たり しちゃ 悪いで 
すよ」 「川 崎って 誰よ？」 「 …… 。惡口 言った 方は すぐ 忘れても、 言 
われた 方は 忘れない もんです よ」 「へえ〜」 

確かに まいな あ セン セは いい 人 だ。 今時 僕に 説教して くれん のは、 


うちの 長女と 彼く らい。 「まいな ぁさん、 僕は 今でも 友達が 多すぎ^: 
ると 思っ てんです よ。 なるべく 友情を 商売の 種に して、 身軽に なり 
たいんで すな。 Q 月 7 日に、 増刊号が 出 るんで す。 これは 笑えます 
よ。 『漫画 ホットパンツ』 (B  5 判. 1 7  2  P  •  3  〇  〇 円) 言います 
ねん。 タィトル ロゴが 『ホット ミルク』 (毎月 3 日 発売.  480 円) 

ソ ックリ 。これで 高 m 馬場 方而 とも 縁が 完璧に 切れ、 サッ パリし ま 
すワ」 と 付け加えようと 思っ たが、 どうせ 分かる ことなので 平 山 三 
紀に 話を 移す。 まいな ぁ 氏も大 ファン だそう だが、 彼女の 最盛期は 
僕の 中学 時代。 あらゆる 面で レトロな 奴。 早死にす る タィプ だ。 

夜 7 時。 仕事 も 終了。 皆 帰って 事務所に 一人。 普段なら 映画を 観 
に 行く の だが、 今日は どこも ペケ 番組。 こういう 日は 京浜 東北 線は 
西 川口 近辺の、〃 日本の ブロンクス， と言われる 凄絶 地带 で、 映画 雑 
誌を 片手に 安酒を かっく らうの が 常な の だが、 たまには 都会に 出て 
みる かと 新 宿に。 やはり 東京 ^- は 違う。 皆 美人 だ。 

気がつく と、 「昭和 館」 の 前に 立っ ていた。 しばし ヤクザ 映画の 
ポスタ ーに見 とれる。 たたきが 決まっ てる。" 浅 草が 俺を 呼んだ か 
ら 、ドスを 抱えて 来たんだ ぜ"： "(『□ 本 俠客伝 •雷 門の 決 斗』)。 く 
〜っ 、しびれる / 健さん になっ たつ もりで 「まんがの 森」 へ 移動 
する や、 気分が ジト ~ ッ 。一挙に 高 倉 健から'  沖雅 也に なった よう 
な 心境。 客筋の せい。 店員は 非常に 感じが いい。 何も 買わずに 出て 
も、 「ありがとう ございます」。# 段の 教育の せいだろう。 

品揃え も、 白夜 書房の 経営す る 書店で ありながら フェア。 レジ 付 
近に、 わざとら しく 『パンプキン』 や 『コミック ウヱ ーブ』 、白夜 
系の 単行本が 山に なって いる こと もない。 先月の 本欄で 中 森 ばぎ 菜 
嬢が、 ここの 売り上げ ランキングが 客観的で ない みたい な 意味の 発 
言を していた が、 とんでもない ブス デマ 女で ある。 地方の 書店の コ 
ミック 部門 担当者は、 ここの ランキング 通りの 品揃えを すべき。 返 
本 半減で、 社長から ほめられる こと 必至。 出版社、 書店 等で 漫画に 
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関わる 者は、 太っ 腹な， 口 夜 書房に 感謝すべき である。 

翌日は 二日酔い。 いつもは 遅い、 カ ー マス ー トラ 吉田 (『キャン 
ディ コミック』 編集長) が、 鬼瓦の ような 顔を して 電話に 吠えて い 
る。 相手は 阿宮 美 亜ら しい。 聞けば ギリ チョンで、 今夜颢 訪 から ア 
シストと 2 人で 上京 させ、 新 宿の ラブホテルに カン ブメ にして 描か 
せる の だと か。 アシストの 西 川 クンは、 フヌケ とはいえ 一応 男 だし、 
3P に 突き進まぬ ように 陰ながら 祈る。 カ ー マス ー トラの 自重を 期 
待し よう。 

三世 社の 仙 田さん から 電話が あり、 1 月 分の 単行本の 題名を 決め 
て くれとの 話。 最初の 中 森 ばぎ 菜の 分は、 『極東 ジャンク ガ ー ル』 
(A5 判 . l 月 7B 頃 発売 予定 •  700 円) と スン ナリ 決まる もの 
の、 2 IJ- 目の 阿 宫美亜 のが 出て 来ない。 「〃美少女 グルメ， はどうで 
しょ？」 いきなり つかさ。 東 デ 中退 東京 芸大 受験 経験 ありの 削には 
ま ァまァ なので 採用。 『美少女 グルメ』 (A5 判*  n 月 C 日頃 発売 予 
定 .700 円) の 内容は、 いつかの 増刊の 『恋 色 マドンナ』 とは 大 
幅な 変更が あるら しい (ヒ ヒヒ) 。 

夜 7 時。 カー マス ー トラと 2 人。 「暇そう です ね。 たまには 飲み 
に 行き ましょ か？」 「ちょっ と 今夜は ダ チと…」 と ミエを 張り、 隈 
しい カ ー マス ー トラの 心情を 踏みつけ にし、 西 川口で 一人 寂しく 楽 
しく 酒を 飲む。 最後に 飲んだ ショ ーチユ ーの梅 割りに 悪酔い。 自宅 
近くの レンタルビデオで、 『若 妻の 匂い』 なる ィタリア 社会 派 ポル 
ノを借 りる。 2 発 抜く。 妻子が 来週 実家から 帰る。 こんな 極楽の 
QI 々も あと 数日。  (W. 2 

I 太っ腹なん てもう 古い… 今ケ チが 

ー オシ ヤレ だ / 

A 月 日、 新 宿の 「三 平 酒 寮」 で、 まいな あぼ おい セン セの、 


『黒の 薔薇 奴』 出版 記念 宴会が 開かれる。 出席者は、 まいな あ セン 
セの 他、 樽 本 一、 中 森 ばぎ 菜、 DONKEY、 かおる、 るり あ 0 牝、 

白 井薰範 、露骨 助 一郎、 秋 山道 夫、 井野場 ひろみ、 号泣 編集の 多 田 
正 良ら の 各 セン セ 方で、 計 B 名。 若手 漫画家が ほとんど 酒を 飲まず、 
おにぎりを つまみに コー ラで 酔つ ている のに ア然 。樽 本 セン セの 

『DATE  OF  THE  DEAD』、 『ブル ー レディ j の 刊行 祝い 以 

来 2 回！ S のこの 宴会の 実態は、 実は とんでもな いもの。 

要するに こうだ。 「遠山 企画 経由の 原稿で 単行本 出した 漫画家は 
身内 関係を 中心に、 必ず 出版 記念の 宴会を 開く 義務を 負う。 その 際 
本を 出した 漫画家は、 必ず 一 万円 寄付す る。 残りは 寄付 者 以外の メ 
ンハ . ~ で 割り カンと する」 海月 三世 社から 1 〜 2册 単行本が 出て る 
ので、 しばらくは タダ 酒に ありつける わけ。 1 月は 中 森 ばぎ 菜と 阿 
宮美亜 でしょ (『極東 ジャンク ガール j と 『美少女 グルメ』'  もう 買 
つた かな？)。 2 月は、 かおる 御大の 『ラブ カウンセリング』 と、 
搏本 セン セの 『遊戯 室』 です ので、 たまりません な。 ワイ ロ 役人の 
気持ちが よく 分かる ゆうもんで っせ。 誰が 考えた って P: 決まって 
まんがな、〃 永遠に 本の 出る 予定の ない〃 男、 つまり ワシ だす。 今夜 
はつか さが カゼで ダウン。 悔しが る こと 悔しが る こと (タダ 酒への 
人間の、 奥深い 業を 目の あたりに する 思いでした)。 

しかし 人間、 悪事を 繰り返し てると 天罰が 下ります。〃 遠山 企画の 
永久 幹事， と 呼ばれ、 年末の 忘年会、 単なる 宴会 等を ことごとく 取 
り 仕切って 来た ワイ こと 塩 山が、 この 口 とんでもない ドジを 踏んだ。 
会計の 際、 寄付の あった 一 万円を 差し引いた 額を C 人で 割った とこ 
ろ、 1300円 になっ たんで 全員から 集めたら、 2000円 ほど 足 

りない。 幹事 参与の かおる セン セ も、 「おっかしいです ね」。 しかし 
これは 幹事の 不手際。 身銭を 切る。 でも 納得が いかない。 翌日、 会 
社で ボツ にした 井野場 ひろみの カットを 破り 捨てて ると、 ハッと 理 
由が 判明。 「そうだ / まいな あ セン セからは 集金して ないから" ^ 


M で 割らに ゃなら なかっ たの だ」 同時に この 前 田舎に 帰った 時、 親 
父から 聞いた 話を 思い出す。 よく その 村の 衆 も、 山陰の ホルモン 焼 
き 屋で宴 をす るの だが、 村 一番の リン ショ ク 家の オッ サンが、 必 
ず 自分で 金を 払いた がるの だとい う。 皆 も 妙に 思って いたが、 割り 
カン だし、 面倒で ない ので 放っ といた。 そしたら ある 日、 ホルモン 
焼き 屋の ママが 俺の 親父に ポツリ 。「あの人 払いたがる はずよ。 だ 
って、 いっつ も | 人 分 少なく して、 あんた たちだけ で 割り カンに し 
ち ゃうんだ もん。 最初は 身銭 切っても、 あんた たちから 割り カン 分 
回収す り ゃ、 自分は ロハで しょ」 年末を 迎えて 種々 の 宴会が ありま 
すが、 読者の 皆さん、 こんな セ コイ 真似しち ゃ ダメ よ。 

てな 調子の 『ビッグ トゥ モロゥ』 的駄 話で 行数 埋めして 来たら' 
もう 少し。 恒例の 惡 口を 2 〜 3 書いて (例えば 成金 出版社 ほど、 シ 
ョー もね え 雑誌の 中吊り 広告を 国電に 出す とか、 最寄りの 駅に 看板 
出す とか、 白亜の ビルを 建てる とか、 人材 募集の 際に 自社 ビルと 社 
員の 数を 百姓 っぽく 自慢す ると か、 文化的 振る とか、 作家の 振り込み 
手数料を 図々 しく も 差っ 引く とか、 その 銭で タ ダで 社員 旅行を、 し 
かも 海外です ると か)、 皆さんの 筋肉を ほぐそう とも 思っ たけ ど、 
僕 も 子供 じ ゃない のでそう いう ことは やめて、 1 月末に 発売になる 
もりを 舞 セン セの、 『幸せの 青い鳥』 (辰 巳 出版.  700 円) の 校正 
をして ると、 噂の まいな あ セン セが 2 色 原稿を 持って来る。 

「いや あ、 疲れました よ。 この 前は 朝の 5 時まで るり あ セン セと 舞 
い 上がっ ち ゃって。 カー マス ート ラ吉田 は、 珍しく  3 時 頃に ゃ 帰り 
ましたね」 さすが 太っ 腹。 1 万円 も 強奪され た 上に、 C 名のう ち 誰 
一人と して 『黒の 薔薇 奴』 を 持参して サインを 求めよう ともしな か 
ったのに'  この 余裕。 東京 者の 良い 面で あるな。 「宴会の 時、 テー 
フ レコ ー ダ^ ~~ 回 したでし ょ。 聴 かせて 下さいよ」 うかつで あった。 
すっ かり 忘れて いた。 早速 カバンから 取り出して、 スイッチ オン。 

「 . くち. くち ゆの かおるに や 盗作と いう 5! り 礼が ある ぜ 、くち 


ゆく ちゆ」 「ばぎ 菜、 テメ ー 樽 本と 結婚し ろ。 原稿の 回収に 甲 間 か 
かんなく ていい」 「樽 本、 い一 かげんに 童貞 捨てろ」 「泣け、 泣かん 
かい。 ハンヵチは 俺のを 使え、 な ア多田 正 良よ 才」 下品な 僕の 声が 
部屋 中に 満ちる。 「ショ ー がね えな ア」 が 口癖の まいな あ セン セの 
声 も。 「塩 山さん、 これ 今度 コ ミヶで 売りません か。 天狗 堂に 1 割 
か 2 割出せば、 売ります よ。 これから 中 森 ばぎ 菜 編と か、 かおる 編 
とか、 続々 作っ ち ゃうんで すよ。 地方の 電波と か 電気に 縁の ない 所 
の マニアに、 絶対 売れます よ」 東京 者 だと 思って 甘く 児て たら、 と 
ん でもない 商才。 ゥ*  — 厶。  ( Q .1) 

| 確かに 生き てることは 恥ずかしい 
| が… ぶっ 飛ばされん なよ / 

ギャンブルと 酒には、 よく その 人の 本性が 出る と言われる。 残念 
ながら 筆者は、 酒豪を 装っ てはいる が 下戸。 しかし、 酒席での 厶— 
ドは 大好き。 各人の" 酒癖， を 観察す るの が、 何よりも 楽しみ だか 
ら である。 2 月 2 日、 例によって 新 宿の 「三 平 酒 寮」 にて 催された、 
"中 森 ばぎ 菜 セン セの 『極東 ジャンク ガー ル』 出版 記念 宴会， にお 
ける 各 漫画家 さんの 痴態を、 一切の 主観を 交えず クー ルに 報告して 
みたい。 

〔芳賀 露天〕 中 森 嬢 公認の 「中 森 ばぎ 菜 フアン クラブ」 の 会長と い 
うか、 代表。 そのせ いか、 原稿は メ チャ 遅の くせに (その 反動 ゆえ 
にか)、 太々 しい 態度を 示して 宴会を 盛り上げた。 筆者を〃 オ ッサ 
ン ，呼ばわり する 頃から エンジンが かかり 始め、 僕は 出な かった の 
だが (妻子に 心配を かけられぬ ので)、 二次会 会場に おいては、 何 
と 中 森 ばぎ 菜 嬢の 膝枕で 終始 高 ィビ キを かいてい たの だとい う。 Hb 、 
キャン ディ ー ズの 何とかい う 小娘が、 フアン クラブの 会長と 出来た 
ことがあ ったが、 エロ 漫画 界に おいても" まんざら あり 得ん 話" で 
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なくなる 可能性 も。 中 森 ファンの 皆様、 会長の 公私 混同を 許して い 
いの？ 

【樽 本 こその 2 人の 痴態を、 ムッと して 見つめて たのが 樽 本 セン 
セ。〃 処女 漫画家〃 の 身を 案ずる〃 童貞 漫画家〃 というの も、 どこか 
昭和 肋 年代の 日活 映画 的で ある 反面、 不潔な 感じ も。 本人 も それを 
自覚して か、 「最近 じ ゃ、 ソ ー プで 捨てても いいと 思つ てるんだ…」 
と'  弱々 しく 友人に 漏らして ると いう。 そろそろ C の 壁を 突破す る 
セン セ だが、 本人の こうした〃 不遇， が、 読者 人気に つながっ てる 
面 も 確かに あるので、 担当 編集者と しちゃ 複雑な 心境 (実は •面白が 
ってる 他人の 不幸/)。 

〔まいな あぼ おい】 そんな 下町 ナンパ 派と、 地方 ポク トツ 派の 間に 
割って入り、 「まあまあ」 と 細心の 気配りを 発揮、 「エロ 漫画 界の竹 
下 登/」 と、 思わず 筆者に 叫ばせた のがまい な ぁ セン セ。 1 月 号で 
の 手抜きへの 攻聲を 寮して か' 「手抜き 漫画の ホー ムラン 王です」 
とか、 「一晩で Q ぺ ー ジ軽く アップ。 稿料に 応じて 描き 分けます。 
160 ぺ ー ジの A5 判 単行本 も、 8 日間で 描き 下ろし 0 K/」 など 
とハシ ャギ まくり、 煙に 巻こうと の 魂胆が ありあり。 この 程度の こ 
とで、 僕の 追求を 逃れよう なんて 甘い。 早速 日本酒を 口に 含み、 本 
人が 一番 盛り上が つてる 所で、 「ブワ ーッ」 とクジ ラの 潮吹きを モ 
口に 顔面に かまして やる。 しかし 下戸とは 恐ろしい。 一滴 も 飲まぬ 
のに、 その 夜は 顔が 真っ赤に なって ました。 

〔DONKEY】 一見は 温厚 だが、 かなりの 毒舌 家。 それ も 自ら 率 
先して 言う のでは なく、 誰かが、 例えば 芳賀 セン セが、 ジグ ソー漫 
画で 知られる、 某 女流 漫画家の 悪口を 言い出す と、 「その 通り / 」 
とか、 「優し 過ぎる 見方 だね/」 とかの 合い 手を 入れ、 軽犯罪法 違 
反 程度の 罪状し か 犯す はずの なかった 彼を、 死刑 台にまで 導く の だ。 
本人は 辩助 程度の 罪し か 問われない。 真正の 悪人で ある。 「ヒゲ ブ 
ラの 悪魔/.」 ジュ —スを 飲みながら、 僕は 思わず つぶやい ていた。 


【中 森 ばぎ 菜〕 僕と 同じく 下戸。 会場に 到着す るな り、 いきなり ひ 
どい 目に。 「はい 1 万円/」 と 幹事の 僕に 恒例の 寄付を 強奪され た 
のは 仕方ない として'  問題は その後。 注文を おばさんが 取りに 来た 
時、 テー ブルの 上に 『ロリ タッチ』 が一 冊。 「何 イ これ？」 裏表紙 
の 『極東 ジャンク ガー ル』 の 広告を 見た おばさんが、 両眼を 寄せて 
手を 伸ばす。 その 脇に いたのが つかさ。 「あっこれ です か。 この 中 
森さん て 方の 単行本の 宣伝です よ。 それに ぼら 中の これ。〃 ネオ* ブ 
リ テイ ー ズ /" ってんで すけ ど'  ほら ほら スヶ ベな 漫画で しょ。 み 
^ん な、 この 中 森さん が 描い たんです よ」 「お… 女の人が、 こ… こ 
… こんな もんを〜？」 本を 手に したお ばさん、 漫画と 中 森 セン セを 
交互に ジロ ジロ 。よせば いいのに つかさは この 後、 「この、" 絶対 麗 
奴" はこの 人、" 春は もぅす ぐ…？" はこっ ちの ヒゲの 人…」 と、 
ぶち 上げ 始めた。 

中 森 セン セ、 その 間 顔を テ ー ブルに 伏せた まま。 ただ 一人、 「あ 
!M かった / 」 と 胸を 撫で 降ろして たのが、 1 月 号は 休みだった 樽 
本 ー セン セ。 妙な ところで 運がいい。 おばさんが 去っ た 後'  つかさ 
が 全員の リンチを 受けた のは 言ぅまでもない。 僕 も 上役と して、 穴 
にで も 入りたい 心境でした。 

一次 会では 殊勝だった 中 森 セン セが 舞い上がった のが'  二 次会 会 
場。 『キャン デイ コミック』 編集長の ヵー マスー トラ 吉 田が、 その 
スナックの マイクを 取り、 「ひとつ 出た ホイの よさ ホイの ホイ〜 f 
一人息子 とやる 時に ゃ〜 親の 許しを 得に ゃならぬ〜 {」 と、 とても 
女とは 思えぬ 春 歌を 唄い 始める や、 いきなり 芳賀の 膝枕を 崩し、 中 
森 明 菜の 「少女 A」 を 歌い 始めた ので ある。 火が ついたら 止まり ま 
せん。 ヵ ー マス ー ト ラと マイクの 奪い合い。 高 イビ キの 芳賀 。ふて 
腐れた樽本。毒舌の \ ONKEY。仲を取り持つまいなぁ。時計は 
午前 3 時を 回っ ていた。  (§8. 2) 
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愚妻と 豚児と 『ホット ミルク』 と、 
一香 港 映画に ゃ 勝てない っ。 

正月 映画で 一番 当たった 邦画が、 『ビー .パップ •ハィス クール 
高校 与太郎 狂騒 曲』 と 『はいから さんが 通る』、 それに 『あぶない 
刑事』 だと 聞いて、 つくづく 世の中、 良い 物に のみ 客が 集まる ので 
はない と 改めて 思った (これは 咋秋頃 から 部数が 逆転した と言われ 
る、 『ロリ タッチ』 と 『ロリ ポップ』 の 関係とは 全く 無縁な 話題。 
部数が 上な のは、 かの亚 流 誌の 方 だと か。〃 石が 流れて 木の葉が 沈 
む" とは、 ぃ _! 人は 立派な ことを 申しました)。 

"ビ— .パップ シリ ー ズ ，など、 正視し 得た のは 一 本 目 だけ。 下手 
な" 特撮" 使い 始めた fj から 糞 もい いとこ。 おまけに 中 山 美 穂まで 
出ない っつん じゃあね。 あの 白痴 的 淫乱 振りと、 音痴で ピュアな 主 
題 歌が いんじ ゃねえ か。 何なん だよ、 柏 原 芳 恵と かゆう ブス 女は/ 
宮 崎ます みの セ ーラ ー 服 姿 も 見苦しい (占 女房の セ— ラ— 服 姿より 
は マシだろう が)。 この シリ ー ズ の監将 、那須 博 之っての は、 昔 か 
ら コッコ ッ よく 努力す る だけの 無能 人 だからね 0 刖 にも 書いた 通り、 
"善良な 低能， は 大嫌い / 『はいから さんが〜』 に 至っ ち ゃ、 フィ 
ルムの 垂れ流し。 つまり 問題外 組。 水 原 一城 (日立 市) 程度の 字し 
か 書けない、 八部貞 一 郎 (中 野 区) クラスの 頭脳の 持ち主と いった 

VT 、  〇 

所 力 

『あぶない 刑事』 も ひどい。 前売券が 売れよう が 客が 入ろう が、 ホ 
ントに ひどい。 山根貞 男と いう オッ サンが、 『キネ マ 旬報』 で 重箱 
の 隅を つつく ようにして ほめて たが (？) 、無理して うちの 豚児の 
顔を 称賛す るよう な 真似は、 中 森 ばぎ 菜さん や、 カー マス ー トラ 吉 
田の スカ ートを まくつて 股を 舐め まくる のと 同様、 公序良俗に 反す 
る 行為な ので、 絶対に やめて 欲しい。 


アメ 玉し ゃぶりの 館 ひろし (そういう しゃべ り 方で しょ) や、 マ ザ 
コン ぼく 振る舞う のが 演技 だと 思っ てる 柴 m 恭丘 ハに、 今 以上の 演技 

の)。 ただ、 アクション 映画なん だから もっと 体を 動かせっつ 一 の。 

その 点、 『あぶない〜』 と 併 映された 『七 福 星』 は 素晴らし かっ 
た。 賢明な 読者は 二百 も 三百 も 承知と 思う が、 香港 映画は 凄い / 
カッコつ けずに'  主役 級の 役者まで が 受けようと 死に物狂い。 その 
ため か、 ディ テー ルは いいかげんな 所 も 多い けど (『七 福 星』 も最 
初の C 分 間は、 一体 どうな るん じ ゃろ と 思いました)、 彼らの 体技 
の 躍動を 眺めて る だけで、 お金 出した 価値が あると 思っ ち ゃう。 

さて 『あぶない 刑事』。 日本人 やっ てんの が やん なっち ゃい まし 
た" 御 I なった 方は 御存知と 思います が、 最後に 2 人が ヘリ コプタ 
1 に 吊り •卜が る シーン 、お 人形さん 使っ てんです よ。 重要な 山場な 
ん です。 ヘリの 風圧に 悶えて るは ずの 2 人が、 硬直して ピクリ とも 
動かない。 「ゥ ッソ 1/  マジ ィ P :」 近頃の 糞 ガキの 台詞を、 思わ 
ずつ ぶ やきました。 ジ A ッキ ー  •チェンさん、 サモ‘ ハン •キン ポ 

1 さん。 僕は 成 瀬 巳 喜 男 や 石 井 輝 男、 ヴ TV ンダ ース を 敬す るのと 
同じ 気持ちで、 あなた 方に いつも 跪いて います。 

漫画に まるで 関係ない ことを 書いて、 ロハの ぺ ー ジを うまく 埋め 
ようとした 所に' ぶら り コンテを 持って来た のが、 読者 人気は ある も 
のの、 女には 持てない ので 有名な 樽 本 ー セン セ。 「何 か 面白い 映画 
観ました か？」 「俺は 一応 漫画 誌の 編集なん だから、〃 面白い 漫画 読 
みました， とか 聞けね えの かよ」 「だって どうせ 読んで な いんで し 
ょ、 漫画」 「そり ゃそうよ。 編集して ると ネ ー ムの J. がりと かが 気 
になって 、ゆっくり 読む 気になれ ねんだ。 な… 何を 言わす。 こんな 
ことが 読者に 知れて みろ。〃 亜流 誌の 編集 だけに、 漫画への 愛情が な 
いんだ。 そんな 奴の 編集して る 雑誌、 いくら エロ 本 だからって 買っ 
て やる か， なんて 言われて'  また 返品の 山 だ ぜ」 「 . 。よくし 
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ゃべ ります ねえ、 一人で。 漫画なん て、 僕 も 喫茶店で しか 読まない 
すよ。 それより 面白い 映画は…」 「ズ バリ 『七 福 星』 と 言いたい け 
ど'  樽 本 セン セの 趣味に 合わせて、 『007/ リビング _ ディ ラィ 
ツ』" ：」 「え 一 っ、 観たん です か。 僕 もなん です。 かなりい いです 
ね」 シリ ー ズ 最高の 出来との 噂は 本当でした。 高所恐怖症の 僕は、 

ハッ キリ 言つ て ラリつ ち やい ました。 

ようやくもう 16 行に なった けど、 それなりの 落ち も 着けに やい か 
ん 。忘年会の 話題に 一行 も 触れぬ の も、 ゴシップ マニアに 対して サ 
I ビス 不足 かな (非 香港 映画 的)、 と 思っ ている うちに あと Q 行、 
と 思つ ている うちに あと 9 行、 と 思っ ている うちに あと 8 行、 と 思 
つてい るう ちに あと 7 行、 と 思つ ている うちに あと 6 行、 と 思つ て 
いるう ちに、 もう 手 も 疲れて 来たし、 寛容な 読者の 方 ほど 一度 怒っ 
たら 怖い し、 そうなら ぬう ち 本題に 入ろうと したけ ど、 やっぱり S 
港 映画の 前に ゃ、 邦画なん てゴ ミで しかない と 思わざる を 得ない の 
だっ た。  (別 .3) 

ー ゴキブリ どもへの メッセ ー ジ… 

すぐ 告訴し ましょう。 

♦  今頃、 もっ ともらし く トニ I 谷を 語る 奴と、 白夜 書房の 商 営 書店 
幕 「まんがの 森」 で サィン 会す る ロリコン 漫画家は、 一体 どっちが 恥 
_ ず かしい 存在 か 暇つ ぶしに 考えて いると、 事務所の ドアが コン コン。 
誌 また お茶の セー ルスだろう と 無視し、 先日 「大井 武蔵野 館」 で 観た 
M 大映 映画、 『悲しき g 歳』 {監督/寺 島久 .S 年) のソ ー ニュ ー 歌で 

. ある、 森 山 加 代 子の 「ジン ジ ロゲの 唄」 を 口ずさむ (この 題名は 違 
章 ってい るか も。 だとしたら、 『ホット ミルク』— 毎月 3 日 発売.  4 
H  80 円— の 編集長、 斎 藤 〇 子さん の 上役'  西 尾さん の 責任。 小学校 

♦  2 年生だった 僕に 罪はありません)。" ジン ジロ ゲヤ ジン ジロ ゲ〜月 


ソ レツ ラッパ ノツ^ — レツ マ〜ジ ヨリ J1 ソレ ミヤ パ〜 ミ 〜 ヤ 〜 チヨ 

イナ ラジ 〜 ヤ，" 

人が いい 気分に なって るのに、 またもや ノック。 「すいませ〜 ん。 
『ロリ タッチ』 編集部で しよう か。 漫画を 見て 欲しい のです が…」 
仕方ない ので 「ど 一 ぞ才 /.J。 本当は 今月の 本欄は、 「とはいえ、 森 
山 加 代 子 や ダニ ー 飯 田と パラダイス キングを 語る 筆者 こそが、 奥は 
一番 恥知らず なのでは ないか。 むろん 佐 川 ミッ オや飯 田久彦 におけ 
る…」 というよ うに、 自省 的 内容を 展開す るは ず だっ たのです が、 
以降 正体が 明らかになる 持ち込み 野郎の おかげで、 構想が ズ タズ タ。 

僕は 普段'  壁に 向かっ て汁 事を している。 だから、 振り返らない 
と 相手の 正体は 分からない。 しかし、 その 日の 相手の 職業は、 壁を 
=1 たま ま 知る ことが 出 来た。〃 プ 〜 ン "と 機械油が 臭 ったから である。 
「エ 員だろう。 それ も 1 年 や 2 年の 職歴 じ ゃない。 機械油で 産湯に 
つかっ たような、 超 経済的 下層階級 出身者 だ」 と ピンと 来る。 本誌 
の 執筆者の 中に も、 一人 m 国は 高 松 住まいの 職エ エロ 漫画家が おる 
がと 振り返れば、 本人。 くらむ ぼんの ャロ ー が、 油 まみれの ナッ パ 
服に 安全と 書いた ヘルメットを かぶって… いたわけ ではない が、 イ 
モな ファッションに 身を 包んで 立っ ている。 片手に 茶 封筒。 「すい 
ません、 初めて 描いた もんで ■ と 臭い 芝居。 j 目で ピンと 来たが、 
くらむ の 奴は 昨年の 夏に 一 度し か 会って ない ので、 僕が もう 忘れて 
ると 思い 一 芝居 打って る わけ。 「工場の 用事で 東京に 出張 か？」 「あ 

れ え、 もう バレて たんです か、 アハ ハ…」 とか 言いつつ、 エレべ 一 

ター 脇に 山と 積んで あった、 バッグ 類を ドサ ドサと 運び込む。 休暇 
を 取り、 北海道 旅行す る 途中で 寄っ たの だと か。 「よく 分かり まし 
たね。 へへ へ…」 頭を かく 手の 爪に も、 機械油の 汚れが ビッ シリ。 
「イト 1 ヨ ー カ 堂」 あたりで 買っ た 吊るしを 着て、 ホワイトカラ^ ~ 
に 化けた つもりな の だから 笑止。 南アフリカで 日本人が、 "名誉 白 
人" 扱いされ て 粋がって る 以上に コッ ケイ。 が、 考えて みり ゃ 僕 も 
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業界で 唯一 人の'  百姓 も 時た まやる 兼業 編集者。 偉そう な ことは 言 
わずに、 次号の 打ち合わせを。 

「えっと、 今月は 同人 誌 漫画家が、 ただ 姦るだ けの 話だった なァ」 
I え… まあ。 けど、 そう 面と向かって 言われる と 才…」 「うっせえ / 

さあ やろう、 すぐ やろう；； (2 月 号 掲載の 「ノン •スト'  — リ ー」 
の 中の 名 台詞) の 路線で いんだっつ一 の。 それよ かよ、 次号で 例の 
奴 やろうよ。 この 前電 話で 話した ろうが」 「はあはあ。 でも あん 時 
は 夜勤 明けで 眠くて、 よく 憶えて な いんです」 「夜勤？  一体 何 だ 
そり ゃ？」 「… …」 「工員 界の 専門用語 か。 そり ゃい いとして だ、 時 
期 も 次号 あたりが 一番 いい ぜ 。春の 就職 シ ー ズンだ ろが。 簡単に 言 
うとこう だよ。 地方で さ'  昼間は カッコつ けて マガジン ハウスの 雑 
誌 類 読んで る くせによ、 夜は 白夜 書房の 文化的 エロ グラフ 誌 読んで 
マスこい てんの が 主人公。 こいつが よ、" 白亜の 自社 ビル 社眞 g 名， 
なんつ う 『朝日 新聞』 の 募集広告 n て、 白夜の 『ホット ミルク』 編集 
部に 人る わけよ」 「 …… 」 「入っ たら ィメ ー ジ とは 全然 違う の。 薄給 
で 毎晚遲 くまで こき使われて' しまいに ゃ 斎 藤 〇 子 女史なる 上役の' 
夜の 相手まで させられる っつう 話。 どう だよ、 小粋な スト ーリ ー じ 

ゃねえ か」 「 . 。でも やっ ぱ まずいです よそり ゃ** 社員が Q 人 も 

いる 会社の 惡口描 いちゃ、 将来 色々 と…」 「この 意気地なしが"：」 
「かんべんして 下さいよ 才…」 

てな 罪のない 世間話に 興じて いると、 カ ー マス— トラ吉 田が 現わ 
れ る。 7J 介 するとい きなり  一一 一 一一 Q。 「あ… よ…吉 田さん です か〜 美人 
です ねェ 凄いです ね工」 どっか で 似た ような 抑揚の 台詞を 間 いたと 
思ったら 、昨年 夏、 中 森 ばぎ 菜を 新 宿の 「三 平 酒 寮」 で 紹介した 時 
と、 全く 同じな の だ。 笑わせた のは、 言われた カー マスー トラが 結 
構 気を 良くし、 「連絡船の ィカ ソー メンは 結構い けて ね…」 と、 観 
光 案内を おっ 始めた こと。 いや あ、 オセジ と ワィ ロと 愛液は、 この 
世の 三大 潤滑油で すね。  ( 0 *4) 


I 金より 女より 名誉より… 

愛 こそす ベて // 

昨日 殺された 女性 作詞家が、 かつての 西 野 バレエ 団の江 見 早苗と 
知り ゥ〜 ム。 g 歳だった という。 僕が 中学生の 頃は かなりの 人気者 
で、 レ •ガ ー ルズ というのを 由 美 かおる や 奈美悦 子ら と 結成。 『ミ 
ニ ミニ 突撃 隊』 という わけの 分からん 映画に も 出演、 「ミニと 題名 
にある からに や、 すげ えスヶ ベな 映画に 違えね え」 と、 クラスの 好 
き 者が ワン サヵと、 今は 駐車場に なって る 映画館に つめかけた 記憶 
が ある。 けど 『ミニ ミニ 突 擊隊』 に 出た のは、 江 見で も 由 美で も奈 
M でも、 むろん 金井克 子で もな く、 原 田 何とかと いう ヤエ 陳の娘 だ 
った 気 もす る {調べたら 全員 出て いた)。 

人間の 記憶なん て 実にい いか げん だけど、 だからと いって 絶対に 
つける 気の しないの が □記。 今、 『古川 ロッパ 昭和 日記』 (全 3 巻‘ 
晶文 社) の 戦 中篇を 読ん でんの だが、 こういう 人 も 世の中に や 結構 
いるら しい。 会った 人、 食べた 物、 [j 相 等、 実に 念入りに 書き残し 
てる。 当時の インテリ 人気 コメディアン だし、 一般人の 日記とは 異 
なる でしよう が、 絶対に 刊行され るって 感じで 書いて る ナルシス ト 
振りが 面白い (ここらの 調子は 高取英 が、 『漫画 エロ ジヱニ ヵ』 に 
関して 語る 口調と、 やや 似て いる。 むろん 高 取が、 ロッパ ほどの 器 
だ と言うの では、 当然ない)。 

この 日記の 面白さの 要因は、 第一に 古川 ロッ パの インテリ イメー 
ジ とは 裏腹な、 す っげえ 俗物 振りに ある (インテリ だから と言うべ 
きか)。 本当に イ ヤなヤ ロ。 自分が 由緒 ある 家系 だからと、 地方 出 
身 者 や 肉体労働者を やたらに 馬鹿にする。 工員 エロ 漫画家の くらむ 
ぼん セン セを 馬鹿にする、 某誌の アバ タヤ ロ  ー も 困っ たもんだ が、 
奴は 所詮は 水呑み百姓 出の 夜間 大学卒。 職業 も 電話帳に さえ 乗って 
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♦第 1 章 • 亜流 誌の 内幕 ♦ 


ない' 下請け エロ 漫画 編集者， で、 いわば 仲間内の ケン カ。 

けど 金 も 名誉 も 家柄 も ある 奴に、 こう 言いたい こと 言われち やア 
ッタマ 来る。 jlf えてえ らい 美食家。 大つ 嫌い / ところが この 戦中 
篇は 、次第に 食料 事情が 惡 化して、 空襲 も 始まり、 ロッ パに して イ 
モ飯並 の 物を 食べざる を 得ぬ 所が 山場。 つまり 読んで る 方は、 「ヒ 
ヒヒ： •」 てな 感じで、 サディスティックに 楽しめる。 共感し 得ない 
内容で、 近頃 こんなに 面白い 本は ない (定価は l m. 1 万 2 千円。 薄 
汚い 貧乏 学生 や、 機械油 まみれの エ 員 エロ 漫画家に 買える 値段では 
ありません)。 

戦 中篇を 読み終え、 娘に 「バイ バイ」 して 団地の 外に 出れば、 秋 
晴れ まがいの 舂の H。 雲 一つない 青空に、 読了 後 何も 残らない ので 
有名な、 米沢嘉 博の" まんが ひょう ろん" もどき を 思い浮かべ るが、 
そんな ことは どうで もい い。 呉 智英も 『COMIC  Box』 で、 
手前の 本が 2 万 部 売れた からどう のこう のと 書いて たが、 ア ホな 奴。 
売れ行きで 本 や 雑誌の 質が 定まるなら、 誰も 苦労は しない。 今 苦労 
してる のは、 ここ 3R ほど 中 森 ばぎ 菜が、 いくら 電話しても 出ない 
こと。 一水 社の 多 田 在 良 も 知らぬ らしい。 ああい うプ ッツン タイプ 
は、 時々 こういう ことがある。 

翌日 出社す ると、 ばぎ 菜が ニヤ ニヤ。 『漫画 スマック j の 「中 森 
ばぎ 菜 自伝」 の 原稿 も アップ させて る。 電話が 故障して たの だと か。 
なら 自分から 電話し ろと 怒鳴りつ けて やる が、 本人は 相 も 変わらず 
ヘラへ ラ。 他人から 心配され る ことの 快感に 酔っ ている ので ある。 
思春期を 処女の まま 通り過ぎた、 Q 歳 前後の 陰気な ブス 特有の 症状 
だが、 この 手合いに オセジ を 言いつつ、 うまく つきあう の も 下請け 
エロ 漫画 編集者の 仕事。 「この 1 〜 2 号'  人気が イマ イチ だね。 で 
も 僕 あ 評価して るよ」 と 媚びる 自分が 恥ずかしい。 これ も 娘 達の た 

め。 ガマ ンガ マン。 

ばぎ 菜が 去る と、 妙に 電話が 陰気 かつ 太々 しく 鳴る。 3 月 中旬に 


『危険 マドンナ j  (B  5 判. 平和 出版.  300 円) という 増刊が 出た 

ばかりの 阿宮 美 亜 だと 直感。 ズ バリ。 「塩 山さん です か ァ…シ クシ 
ク …げ… 原稿が、 今 ロ アップす るは ずの 原稿が… シク シク エン エン 
… ど… どうしても 出来な いんです… エン エン… こんな 自分が 情けな 
くて… シク シク…」 

スタニスラフ スキー も、 大竹 しのぶ も 真っ 青な、 新劇 タッチの 臭 
い 芝居に ゲ ッソリ ◦「この 骨太 ド ブスの 泣き虫 陰気 女。 泣く のは 切 
れ痔が 悪化した 下痢の 日の 朝 だけにし ろっ / 」 とドヤ してやろうと 
も 思った が、 『漫画 スマック』 の 連載で 一部に 人気の ある、 山 口 花 
子 女史と も 最近 ケン カ 別れした ばかりで、 メンバー も 不足 気味 だと 
いう 事情から、 「誰 だって そんな 時 あるよ。 気にすん な。. 明日で い 
い」 と 言っ てし まう。 これ も 娘 達の ためだが、 森 田 健 作 だよ これ じ 
ゃ。 てな ことを 「犬 井 武蔵野 館」 で、 マキノ 雅裕 監督の 『織 田 信 長』 
(1940 年) を 観 終えた 後の、 充実した 休憩時間に 思う。 やはり 
生きる って、 耐える こと だとよう やく 悟る。  ( Q *  5) 

11 下請け エロ 漫画 編集者の 涙の 

一 記録… ああ/  新橋 人生 修行。 

酒飲みっ て、 どうして ああしつ こくな るんだろう。 Q 余 年生き て 
来たが、 下戸の 僕には サッ パリ 分からない。 その 日 も 夕方の 5 時 頃、 
電話が リ ー ン。 昨日 『アット ー テキ』 の、 「下請け エロ 漫画 編集 
者/塩 山芳 明の 嫌われ 者の 記」 の 原稿を 取りに 来た ばかりの、 一水 
社の 泣き虫 編集者、 多 田 在 良から。 「久しぶりで すね。 どうです 今 
夜 芝 公園に、 花見に 行きません か？」 「テメ ー の ハゲ頭 越しに 桜 見 
て 喜ぶ ほど、 俺は 酔狂 じ ゃねえ」 「まあまあ、 僕 だって 何も、 2 人 
で 行こう なんて 言いません よ。 中 森 ばぎ 菜 チャンと、 大山 ミミず ク 
ンも 一緒です よ、 ヒ ヒヒ」 「ミミず は ともかく、 ばぎ 菜は 『ロ リタ 7' 


ッチ』 の 締め切り 控え てんだ よ。 男に 縁の ねえ、 本番 女流 漫画家 か 
ど わか すんじ ゃねえ よ。 女房に 言いつける ぞ」 「まあまあ。 2 人 共 
もう 来ち ゃって るんで すよ、 社に。 例の" 酒菜屋 ，で 待っ てます か 
ら 、じ や あねえ/」 

酒飲み もよ 一 く 観 寮す ると、 全ての 人が しつこくなる わけで もな 
い。 陽気、 陰気は 余り 関係な く、 普段 割と 遠慮深い タイプ ほど 気 違 
い 水が 入る と、 納豆に とろろいもを ブレンドした 状態になる。 編集 
部の 酒乱 野郎の かもは ともかく、 身の回りで その タイプを 代表す る 
のが、 多 田と 『キャン デイ コミック』 編集長の カ ー マス ー トラ 吉田 
女史。 この 手合い、 カラオケ 狂な の も 共通。 多 田と カ ー マス— トラ 
に関しては、 ハゲ 同士で も ある。 

この 2 人、 酔いが 回って 来る と、 薄汚い 額が 一種の 脂 味を 帯び、 
テ カ テ カと 輝き 始める。 僕は これを、〃 ミラ ー ボ ー ル 現象" と 呼んで 
るが、 こうなる ともう 危険信号。 「塩 山さん も、 一曲 lrl つて ■卜さい 
よ」 「音痴 じ ゃねえ けど 死んでも 唄わん。 そんな 真似す る くれえ な 
ら 、良心的 振った 腐れ ゴロ ツキ 業界 誌、 『COMIC  Box』 の 

社員に なつた 方が まだ マシ だ / 」 すると あっさり あきらめて こうだ。 
「じ ゃ、 私もう 一曲 唄う わ。 今度は 『骨まで 愛して』 よ / 」 この パ 
ターン 、何 か に似てる と 思いません？。 

そうです。 彼らは 僕ら 下戸に も 断 わると 知っ てて 酒を 勧め、 拒否 
する やい なや、 「そう。 じ ゃ 私が…」 と 言って 自分で 飲み 腐る。 あれ 
です。 酒飲みって 白夜の 『ホット ミルク』 (毎月 3 日 発売.  480 
円) の 自分の ぺージ で、 他社で やった 仕事まで 自慢して (メジャ ー 
系 中心な のが 笑わせる)、 営業活動 やっち ゃって る〃 善良な 低能"、 
川 崎 ぶら 以上に 卑しい (ところで、 村 上知彦 、鴻 上尚史 、呉 智英、 
勝川克 志、 米沢嘉 博なん つう、 『COMIC  Box』 に 登場す る 

セン セ 方は、 心が 広い という か、 欲がない。 いくらでも 他で 仕事が 
ありそうな のに、 よりによ つて" いつも ニコニコ 図書券 払い" の 社 


で 仕事す るなん てね。 無名な 同人 誌 漫画家が、 稿料 代わりに 図書券 
しかもら えない のは、 当然な のか も)。 

地 部分の 文と カッコ 内の それの、 どっちが 主な のか 分からない 書 
きかけ の 記事を 投げ出し、 いやいや 新橋の 安 飲み屋まで 出かける と、 
もう 完全に 多 田は 出来上が って、 額が 電燈と 反射し 合って る。 一見 
右翼 風の 太り 気味の 青年が いる。 「大山です」 僕より 先に 自己紹介。 
礼儀正しい 男。 体型から すると'  空手で もして たか も。 殴られる と 
怖い から、 今夜は 余り 偉そう な ことは 言わない ようにし よう。 

近頃の ロリコン 漫画家の ほとんどが そうで あるよう に、 中 森、 大 
山と もに 下戸。 あ〜 よかった。 敵は 多 田 一人 だ。 カ ー マス ー トラが 
いたら、 カンペ キに叩 きつぶ されて た。 と 安心して ると、 不二 家ピ 
— チネ クタ I を チビ チビ 飲んで いた、 中 森 セン セの 眼が 座り 始めた。 
しまった / この 人が ジユ ー ス性 酒乱で あるのを、 阿宮 美 亚が無 名 
時代に 僕に 受けた 数々 の 恩を、 サッ パリ 忘れて いるのと 同様 忘れて 
いた。 

「何 だよ アレは」 「アレって 何 だよ？」 「塩 山さん の" 嫌われ 者の 記" 
よ。 カット 描 くんで 多 田さん に 見せて もらっ たけ ど、 全然 面白くな 
いじ ゃない。 手 ヱ 抜い てんでし よ。 阿宮さん の 漫画の 登場人物の フ 
アッ シ ョンみ たいに ィモ よ」 「そうだよ。 ひどい よ。 おれの 本 だか 
ら って 手 ヱ 抜いて るで しよ。 原稿料 稼ぎの 味を 覚えち ゃって ますね 
え。 いけませんよ。 『ロリ タッチ』 の 時みたい に、 メ チャ クチャ や 
って くん なきゃ」 泣き虫 ハゲ まで 図に 乗って ペラ ペラ。 

「馬鹿野郎/  忉 万 や Q 万の 原稿料の ために、 他人の 雑誌に 面白い 
ネタが 振れる か / 」 と、 ィッ カツして やろうと も 思っ たが'  今は ハ 
ゲ多田 も スポンサ ー 筋の 一人。 スポンサ ー の 命令なら ば、 たとえ 実 
父への フェラチオで あろうと、 即 やっち まう のが 下請け 編集者の 心 
意気。 「次号からは 改心し ます / 」 と、 つい お铫 子を 持っ て 酌を し 
てし まった。 もっ と 悲しくな ったの が 5 分 後。 「よ〜 し / これ か 


52 


♦第 1 章 • 亜流 誌の 内幕 ♦ 


らタ クシー 拾つ て 芝 公園に 花見 だ // J との 声が、 多 田 泣き虫 ドハ ゲ 
スポンサ ー より 発せられた。 「合点 だ / 」 と 応じた 僕は 誰よりも 先 
に 駆け出し、 烏 森 口 交番の 前で タク シ ー 拾いに 精を 出した の だ。 下 
請け エロ 漫画 編集者に いつ 春は 来る の？  (， 6) 

一 『ホット ミルク』 は 最近 全くつ ま 
11 らんが… 『V フリ 1 夕』 が 面白い。 

実は 僕、 テフに 恨んで ます... 身長 1 7  4 センチで 2 〜 q キロ だか 
ら、 DONKEY セン セ 程の 肥満で はないけ ど、 ホ ホ や アゴの あた 
りが、 年々 丸味を 带 びて 来て ます。 おまけに 近頃 じ ゃ 両足を 閉じる 
と、 内腿が ピッ タシく つついて 気色 惡 い。 も つと 悲しい のは、 その 
内腿の 間に 手の平を 差し込む と、 妙に 汗ばんで てい やらし く、 つい 
ボ ッキして しまう なんて ことは、 決してありません が…。 2 年 前に 
この 業界と いうか 苦界に 身を 沈めた 時は、 A キロし かな かったん だ 
けどね。 もう 5 〜 6 年生 息して たら、 カンペ キに DONKEY セン 
セに なつて しまう、 と 悩んで たら 電話が 「リ 〜ン」 。 

ビジネスラィクな 響き だな あと 思つ てたら、 やつ ぱ辰巳 出版の 営 
業 部の 人。 「え 〜 と、 今度 7 月に 遠山 企 兩 さんで やっても らう、 あ 
だち けんさんの 『ド キドキ D カップ』 (A5 判*  i68p.700 
円 •  7 月末 発売) なんです が、 Q 字 前後で 宣伝 文を 考えて もらえ ま 

せんか？」 「どうも どうもい つも お世話になります (こういつた 場 
合の 卑屈 さたる や、 筆舌に 尽くしが たい)。 宣伝と 申します と？」 
「うちでは 海月、 『COMIC  Box』 に 宣伝 載せて るんで すよ」 
「そ… そうです か。 すぐ フ ァクスで 送ります」 

三 案 ばかり 考える。 ① 「遠山 企画の 塩 山 だ/  この 単行本の 担当 
は 俺 だが、 印税の 図書券 払いなん て 真似は 絶対 せんぞ / 」 ② 「漫画 
を 金儲けの 手段に すん のが 大嫌いな、 良心的 図書券 性 編集部の 皆様 


今日は / 当然 この 宣伝 料 も、 タダ なんでし ようね。 けど 貴誌の 方 
針で いくと、 漫画家 も 原稿料 もらえなくなります ね。 あっそう か、 
だから 図書券 払いな のか」 ③ 「わたな ベ わたる、 かおる、 くらむ ぼ 
んに 次ぐ、 第 4 の D ヵップ 漫画家 登場/  買う しかない」… で、 結 
局は ③に したんです、 当初の 予定通り。 

再び 電話が 「リ 〜ン」 。 lf 間 全体に 媚び 切っ たこの 音は、 奴し か 
考えられぬ。 「へへ へ、 多 田です、 へへ へ。 今度 『アット ー テキ』 
でパー ティ ー や るんで すよ。 執筆者の 一人と して 参加して 下さいよ、 

へへ へ」 「もう 廃刊 パ ー ティ ー か」 「 …… へへ… へへ。 冗談 言わない 
で 下さいよ。 創刊 パ ー ティ ー です よ」 「廃刊 パ ー ティー も 兼ねた 方 
が、 手間が はぶける ぞ」 「へへ… へへ… 今日はい つも 以上に 毒舌が 
冴えて ますね、 へへ… へへ…。 新 宿の 三 平は 遠山 企画の 臭気が 強す 
ぎるから、 0 旧に新橋でやります。へへ一へへ」 

相変わらずの タコ。 一 水 社の 恥部 多 m 在 良 ( 0 歲 。子供 2 人。 同 
志 社 大学卒) について は、 今 発売中の 阿宮 美亚の 増刊号' 『休 験 マ 
ドンナ』 (B5 判. 東京 三世 社.  300 円) の、 「裸の 履歴書 j と 題 
された 阿宮 自身の 描き T ろし エッセイに 詳しい ので、 是非 読んで よ 
ねと、 下請け エロ 漫画 編集者ら しい 宣伝を してる と、 まいな あぽ お 
い セン セが、 ネ^  — ムを 持って来る。 

「ひひ ひ… 塩 山さん、 ITO  YOKO セン セの 『L  e  たつみ』 

(A  5 判 •辰 巳 出版， 7  oo m ) が、 増刷に なった とか」 「そうよ。 
しかも 5000 部 だ ぜ 、一力 月 も 初版から たって ねえのに」 「ひひ ひ 
… それじゃ、 1 日の" 出版 記念 宴会" の 寄：！：： 金は、 1 万円て わけに 
も、 普通の 神経した 人間なら 行かな いんじ や？」 「そうよ、 俺 も そ 
れ 考えて たのよ。 ただよ、 1 日の 宴会は 従来 通り 1 万円です ませて 
だ、" 増刷 記念 宴会， ってのを、 別口です るのは どう だ？」 「ひひ ひ 
…も うお 見通しで すよ。 今後は 增 刷の 度に 皆で たかり まく ろって 魂 
胆で すね。 ひひ ひ」 「お前 も 悪い 奴 だね。 それと よ、 1 日に ゃ、 あ ^ 


だち けんに も 声 かけと いた ぞ」 「ひひ ひ… さすが 素早いで すね。 I 
TOY 〇 K  〇 セン セの 宴会に アリバィ 的に 呼ん どいて、 セン セの 
『ド キドキ D カップ』 が 出たら、 みんなで ハ ゲタ カの よぅにつ て わ 
けです ね、 ひひ ひ」 「たかる なんて 人聞きの 悪い…。 日本の 伝統 文 
化の存続のため、日夜努力してるつて言えよ。それとよ、 | 円の宴 
会 7 時から だけど、 あだちの ヤ ロには 8 時から つて 言つ といた ぜ。 
あの 手の 下戸の 貧乏人は、 やたら 酒の 代わりに ツマ ミを 喰い まくつ 

て、 幹事を 悩ませる からな あ」 「… ひひ… ひひ… ひひ： - 」 

急に まいな ぁ セン セが 元気を なくした ので、 その 視線の 先を迪 れ 
ば、 空いて る 机の 上に シッ カリ 据えられ てる。 ただ そこには 小さな 
カポックの 鉢植えが 一つ ある だけ。 「 3 0 だが'  その 鉢の 下を 見た 
時には 「アッ / 」。 何と 発売され たばかりの、 セン セの 『絶対 麗奴 
(れいど仄)』(<5判.190 0 .東京三世社.800円)が'哀 

れ にも 水に 濡れて 横たわつ ての だ。 よりによ つて セン セの 単行本を、 
鉢植えの 下敷きに するとは ◦アル中の かも 以外に 考えられない。 

「何 ィ さら すんじ やい、 この ド 腐れ アル中 早漏 中年が〜 つ // 」 「す 
す… すいません 僕 近眼で、 あの、 その… すいません、 まいな ぁさ 
ん」 「じ やつ か あしい / テメ ー 誰に 謝つ てる。 本 こんなに 濡らし 
ちや、後で古本_に売れねえだろぅがボケッ // 」暑くてィヤですね。 


一 神は やはり 見守って おられた… 遂 
| に 天罰が 下る 9 

自分の 本名、 住所は 書く 勇気がない のに、 いつも チョコ ザ ィな意 
見を 連ねて は 笑わせて くれる、 人権擁護 委員会 (浦 和 市) クン。 君 
は 思った よりも かなりの トロィの木馬 だね。 おっと、 その 前に 君の 
問題の 投書を。〃 『L  e  t， S  たつみ』 {ITOYOKO  . 辰 巳 出 


版 .700 円) が、 同人 誌 再録 本だった とは なかなか 興味深い。 日 M 
頃、 再録 本で 銭もう けして いる 『COMIC  Box』 を 攻撃す る 一 
方で、 堂々 と 『Let,  S  たつみ』 (ITOYOKO  •辰 巳 出版 • 
700 円) を 売り出す ところは、 まさに ダ ー ティ ー 塩 山 云々 . " 

(注 •カッコ 内は 塩 山 記)。 アホ かお 前は。 いつ 僕が 再録 それ 自体を 
非難した 0 : (そんな ことす り や 天に ツバす る ことに。 三世 社の A5 
判 だって ほとんど 本誌の 再録 じ やん)。 そうでは なく、 そういう 同 
人 誌 再録 本で 大儲 けしながら、 漫画家へ 原稿料を 支払わずに 図書券 
で ごまかし、 一 方で" 良心的， 振り やが って、 反 原発 だ、 反戦 だと 
御託 並べて る、 腐れ 『COMIC  Box』 の 体質を 批判して るの 
だ。 ゴキブリ にも ダニに も、 反 原発だろう が 推進だろう が 政治を 語 
る 権利は あるし、 語られる ことで その 大義は、 正統な もので あれば 
傷つ けられぬ であろう。 けれど、 これ だけは ハッ キリと 頭に 叩き込 
んで おこう。 いかに 厚化粧して、 ワキ ガに バンを 噴きつ けよう が、 
ゴキブリは ゴキブリ であり、 ダニは ダニ だとい うこと だ。 人権 クン 
よ、 くらむ ぼんの 『マニアック j  (東京 三世 社 .700 円) と、 本 
誌の 咋 年の 9H 号を、 顔を 洗って 読み直して よね。 

てな〃 人間 『ビッグ トゥ モロゥ』 的 体質" を 日々 深めて く 僕です 
が、 遂に ボケ も 相当 進行した。 いくら 酔っ ばらおう が、 他人の サイ 
フを 拾って くる ことは あっても (本当に 一緒に 飲んで た 奴の サイフ 
が、 翌朝 気づいたら 自分の ポケットに 入っ てた ことがある。 泣く 泣 
く 返した が)、 絶対に A 円の 金 も 落とした 経験の ない 僕が、 何と 2 
万円 もの 大金を、 飲み屋に 忘れて 来ち やった の だ。 しかも これは、 
ただの 銭っ コじや ない。 単行本を 出した 漫画家 さんに、 1 万円ず つ 
寄付 させ 宴会 開いて たのは 皆さん 御存知で しょ ◦その 金の 残りなん 
です。 あ〜 ッ 、弁償し なくち や。 いくら 天罰で もむ ごすぎ る。 落と 
すなら、 『COMIC  Box』 の ダニ どもの 頭上に…"： 

それは 6 月 1 口の こと。 『Let’s たつみ』 (辰 巳 出版.  70 
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〇 円)、 一 絶対 麗奴 (れいど K)』 (東京 三 m- 社 •  800 円) の 出版 祝い 
という ことで'  ITO セン セと まいな あ セン セに 計 2 万の 御 寄付を 
いただき、 かの 新 宿 アルタ 裏の 「三 平 酒 寮」 で、 豪華な 中'  どこか セ 
コイ 宴会が 開かれた のです。 両 セン セの 他、 DONKEY、 戸山 優、 
月 星 明、 その他 デブな 2 〜 3 の オタク 共で、 計 Q 人く らいでした。 
遅筆 ライター の 雄、 戸山 セン セ 教育勅語の 喑唱 に、 宴会は 愛国 的な 
高揚を 示し、 ケン カに もへ ドに も 無縁で 無事 鈴 了。 ところが 翌日、 
2 日 酔い 気味の 僕が カバンを 開ける と (変 だな。 僕って 確か 下戸の 
はずな のに。 いい か。 途中で キャ ラが 無節操に 変化 すん の も、 サイ 
ケじ やん か)、" 資金， (『ロリ タッチ』 資金の 略) と 赤 マジックで 
書いた、 週刊誌 大の茶 封筒が なくなって いたの だ。 「ヒ —— ッ / 」 
事務所に 早出して、 あちこちに 電話。 「本当です か？」 とまい な 
あ セン セ。 「確か、 塩 山さん バッグに 入れた と 思っ たけ ど…」 と 月 
星 明。 次第に 蒼 ざめ る 僕の 顔。 たった 2 万と 言う ことな かれ。 金 も 
金 だが 中年に なると、 「こう も ボケた か…」 という 思いが、 余計に 
焦らせる の だ。 方々 に 電話す るが、 誰 一人と して、 「僕が その くら 
いの 金 カンパし ます ョ」 程度の こと も 言って くれない。 冷たい とい 
うか、 銭に 汚ない 連中 だ。 中で も" ヒゲゾ ラの 悪魔" こと、 DON 
KEY の 次の ような 言葉は、 一生 忘れないで あろう。 「漫画家の 生 
き 血を 吸っ てきた 天罰です よ、 ヒ ッヒッ ヒ…」 

最後の 期待を かけて、 午後 4 時 頃に、 問題の 「三 平 酒 寮」 に 電話。 
この頃に なると、 もう ほとんど あきらめ ている、 息 も 絶え絶えな 可 
哀 想な 僕。 ところが 電話に 出た おばち やん は、 あっさり 答えた の だ。 
「ええ、 ありまし たよ。 店長が 保管して るそう です」 ありがとう 人 
類、 ありがとう 地球、 ありが とうこの 世の 全ての 生き物 達 / 僕は 
この 時 ほど、 人を 信じる ことの 大切 さを 痛感した ことは ない。 新 宿 
で 飲むなら、 アルタ 裏の 「三 平 酒 寮」 の、 しかも 3 階が 道徳的に 正 
しいと、 幾度 も 主張す る ゆえんであります。 


てな 調子で、〃 『ビッグ トゥ モロゥ』 ごっ こ" してんの だが、 今月 
はちっ とも 行数が 埋まん ない。 銭に ならぬ 原稿 書きは、 サィフを な 
くした 朝の ようにつ らいな あと 思つ てると、 中 森 ばぎ 菜が ゲン コを 
持って来た。 たまに ゃという わけで'  近くの 安 飲み屋へ。 すると ジ 
ユース で ポテト サラダを つまみながら、 いきなり こうだ。 「普通の 
女の子で もフヱ ラ チオん 時、 玉の 袋まで 紙 めんです か あ？」 この ア 
マ、 ジユ ースで 悪酔いし てんじ ゃねえ と 説教し ようと 思っ たが、 幸 
いもう 終わり。 とにかく 諸君、 人を 信じよう ね。  (別， 9) 

しまらない 最終回で ラリ ルレ ロ… 

一 当然 読者が 神様です。 

白夜 書房の 直営 書店で ありながら'  実に 客観的で 公平な コミック 
売り上げ ランキングを 毎月 発表、 全国の 書店の コミック 担当者を 喜 
ばせ ている、 新 宿の 「まんがの 森」 の 前の ガー ドレ ー ルに 腰かけ、 
こっぱずかしい 漫画 論戦 わせて る 発情 ツーレ ロガキ と、 毎 m 短 パン 
で 通勤 中、 電車 内で 異常に セ クシ ー な腋の 下を した ノース リーブ 姿 
の OL に 発情、 股間を 半 立ちに させて る だけなら まだし も、 やや そ 
の 近辺に シミを 浮かべて しまって いる 早漏 気味な 俺は、 j 体 どっち 
が 恥ずかしい 存在な のかと 考えて ると、 早い話が、 どこまでが 主語 
で どこまでが 述語な のか 分から なくなり'  いいや、"。， を 打った 
所が 述語の 終わり さと ゥソ 吹きつつ も、 やっぱり 夏は 暑い 方が、 パ 
ンツ がブリ ー フ より ガラパンが いいよう にいい'  なんて 考えて る 君 

達が いて 僕が いた。 1988 年の 夏休み ももう 終わりで すね。 

で、 上野 駅 構内には、 何で パンダの 置き物が 2 個 も あんだ バヵ ャロ 
丨 / あれは 7 月 y 日の 日曜日の こと。 ホン トは 娘と 豊島 園に でも 遊 
びに 行こうと 思って たの だが、" 高 松の 生んだ 工員 エロ 漫画の 星， 
くらむ ぼん セン セが、 静 岡への 旅の 途中で 東京に も 立ち寄る という 
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ので、 「たまに ゃ 一杯 やっ か？」 と、 上野 駅 構内の パンダの 前で 待 
ち 合わせた の だ。 野郎、 しかも 肉体労働者との デー トは 、ホヮイト 
ヵラ ーの 雄の 下請け エロ 漫画 編集者と しては、 何とも 気の 進まぬ も 
のであった が、 セン セの 連載は 人気べ スト 3 からめっ たに 脱落せ ぬ 
し、 単行本 もよ く 売れる ので、 太 切な 私 虫 活を淨 っての 待ち合わせ 
と 相 成っ たの だ。 

ところが くらむ のヤロ ー、 いやくら む大 セン セ、 ワシが 上野 駅 新 
幹線 ホ . ~ ム 近くの、 ガラス ^ 入り パンダの 前で Q 分 も 待っ てるに 
ちっと も 機械油に まみれた 姿を 現わさない/  ひよ っと して、 工場 
の ガス 爆発 事故 か 何 かで 死んだ のかな。 いや、 南の 方は 台風が 多い 
というし、 水害で くたばっ たかな。 もしそうなら： id 方がない が、 今 
月の ゲン コ、 つまり 「常 速 投稿者 悲話」 だけは、 アップした 後 だろ 
うな、 と 考えて いるう ちに 9 分 経過。 ちっく しよう あの O 舎 者め、 
まさか 上野 公園の パンダの 檻の 前で、 ボケ— ッと诗 ってん じ やね 一 
だろ な？ が、 ふと 脇の 構内 地図を 見る と、 金く 逆 方向の 構内に、 

"ジャイアントパンダ" とクッ キリ。 そうい やあんに やろ、 確か ジ 
ャイア ント パンダが どうの こうの 言って たと 思い出し 、焦って 現場 
に 駆け 着けた の だ (B 舎 者は ヮシの 方でした)。 

「や ー ヮ リヮ リ。 JR の 黛ガキ 共の 陰謀に 引っ掛か かってよ 才 。ガ 
ハ ハ ハ ハ ハ…」 例によっての 責任転嫁 性 ホラ 話。 少しは 威張れば い 
いものを、 そこは 社会人の 常識を 心得た くらむ セン セ。 「そいつは 
いけませんね。 同じ 駅に 2 頭 も パンダを 置い とくなん て。 地方の 人 
は 迷っ ち ゃい ます ョ」 と、 田舎から 青雲の志で 上京 後 0 年。 現在 2 
DK 在 注、 妻と 女の コ 2 人 ありで、 埼玉県 n; まいの オイ ラを 田舎者 
扱い。 手 みやげに 持って来た 十 勝の 甘納豆の 包みを、 黙って 持ち帰 
ろうと 思つ たが、 いつか 高級 讃岐 うどん セットを もらつ ち やつて る 
ので、 「これつ まらない もんだ けど」 と、 イ ヤイ ヤ 差し出す。 

すると 工員、 いや 敵 もさる 者。 「はあはあ、 こつち こそつ まらな 


いもので」 と、 静岡 みやげの 菓子折りを 取り出す。 「甘い 物は 嫌い cic 
だ。 持ち帰って ブス 女房を 喜ばせん の も 胸糞 惡 い」 とも 言えず、 

「ワ リワ リ」 といただ いちやう。 クッソ ー、 せつ かく 貸し借り なし 
の 五分の 関係に 持ち込んだ のに、 あっと いう 間の 負债 生活。 こうい 
う 義理が あると'  漫画家が 落ち目に なった 時'  連載の 打ち切り 通告 
しづら くなる。 絶頂 期の 時点に おいて その漫 両家の ツ ラに、 ドン 底 
状態の 姿を 重ねて 見られて こそ、 真の ド 請け エロ 漫画 編集者。 漫画 
の 明日 や あさっ ては どうな ろうが 知った ことじ ゃない が、 大切な の 
は 俺の 今日の 生活 だと、 相 も 変わらぬ 妄想 癖に 拙 われつつ、 駅前の 
「丸 井」 近くの 安 飲み屋に。 2 人で 130 通 余り 来た 8 月 号の 読者 

ハ ガキを ツマに、 昼間から ビ ー ルを かつ. くらつ たの だ。 

むろん 野郎 同士の 宴会が 盛り L がろうは ず もな く、 「いくら ブス 
でも、 ばぎ 菜で も 呼ん どき ゃ 良 かった な」 「はあはあ。 でも、 ばぎ 
菜さん スタィル も ファッション センス もい いし、 結構 美人です よ」 
「俺は よ、 お前の そういう、 本人 もい ねえのに オセジ 言う蚀 格が 嫌 
いなんだ よ。 今日 あたり ばぎ 菜 呼んで みろ。" 塩 山さん は あたしに 気 
が あんので、 くらむ さんを ネタに 呼びつ けた" なんて、 『アット ー 

テキ』 (毎月 7 日 発売 •一水 社 .480 円) あたりに デマ 書く に 決 

まっ てんだ」 「はあはあ、 そんな もんです か」 てな 駄話の 交換のう 
ちに お開きに。 

お開きと いえば、 本 コラム も 今月で 終わりに して、 次号より 新 企 
画を スタ ー ト させる 予定。 例の ア ホの 秋 山道 夫 あたりに、 何 かデッ 
チ 上げさせようと 思つ とります。 じ や あまた/  ( Q . Q ) 
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マニア ッ ク』 （けがさ れた セーラー服） より 


< らむ ぼん 


參 ある 日の‘ 1  L 資金 宴会” （三 平 酒 寮） にて、 まいな あぼ おい セン セ （左） と。 
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弟 


V:.: 讎 


1 昔、 小 林 旭の 映画に あった けど… 
俺に 触る と 危ない ぜ。 

白夜 書房の 直営 書店で ありながら、 実に 客観的で 公平な コミック 
売り上げ ランキングを 毎月 発表、 全国の 書店の コミック 担当者を 感 
動 させて いる、 新 宿 「まんがの 森」 の 支店の ある 高 田 馬場の 駅 構内 
の、 「ポニ ー」 という 立ち 喰いの 店の ソ ー ス焼 きそばは、 用いる 油 
も 上質で なく、 食後に 下品な ゲップ が 出ます が'  その ドギ ツイ 味つ 
けが 僕 大好き。 あそこの 焼きそばを パンには さんで 食べたら、 真夏 
の二门 酔いの 日の 朝 5 時 頃 トイレに 起き、 冷蔵庫の 冷えた スイ ヵを 
ガブ リ とやる のと、 どつ ちが おいしいだ ろうと 考えて ると、 くらむ 
ぼんの ヤロ とか、 まいな あぼ ぉいと か、 中 森 ばぎ 菜と か、 くち ゅり 
の かおると かの、 本欄の 常連 出演甫 の 誰かが、 事務所の ドアを 開け 
たの だろうと 思った、 あちこちの モーコ ハン ルックの 少年少女 達よ、 
君達の 頭は なぜ そのよう に ワン パな の？® 流 誌の 編集に コケに さ 
れ 、頭に来な いの？ ンな ことで 神国 ニ ッボンは どうなる の？ と 
怒って みても、 夏から 秋に かけての エロ 劇画 各 誌の 売り上げは、 水 
原 一城 (□立 市) の 字 や、 八 部 貞 一郎 (杉 並 区) の 脳ミソ 以上に 壊 
滅 的な わけで、 これから バタ バタ 『漫画 エキサイト 号』 (毎月 5 日 

発売.  300 円) や、 『漫画 スマック』 (毎月 8 H 発売*  300 円) 
が 廃刊に なったら、 一家 4 人 どう 暮らして 行けば よいの だろう。 娘 
にも、 今 ある 2 色の 色鉛筆が 終わっ たら、 新しい のを 買って やれな 
くなる。 でも、 世界に 飢えた コ はたく さんいる の だし、 2 色の 色 鉛 
筆と か 俺の ガラパン、 しかも チンボ 出し 用の 窓まで ついた 高級品を 
用いて いるのは、 身分 不相応。 ともかく 早く エロ 劇画 誌の 売り上げ 
が 好転して くれね え かと 考えて ると、 「トン トン」。 来客 かと 振り返 
ると、 単に カ ー マス ー トラ 吉 田が、 椅子の 脚を 鳴らした だけ。 また 


トン トン」。 うるせ えぞと 怒鳴って やろうと 振り返る と、 猫背で ガ CP 
ラガ ラに やせ、 ただ 生きて る だけと いった 風情の、 流通 経済 大学 
(注* 近頃 急激に 売り出し てる 名門 私大) 卒の あだち けん セン セが、 
『漫画 エキサィト 号』 の ゲン コを 持って来 たのであった。 「『ド キド 
キ D カップ』 (辰 巳 出版.  700 円)、 4000 部 ばっ か 増刷した っ 
て 連絡 あった ぞ」 「ほ… 本当です か。 うれしい な。 わ〜」 「わ〜 じ ゃ 
ねえ だろ。 何 か 忘れて ねえ か？」 「えっと 『ロリ タッチ j の 絵 コン 

テは 来週 だし、 塩 山さん に、 時 坂夢戯 さんと 違って 借金 (注* 3 万 
円) してる わけで もない し。 え〜 と…」 「とぼけん じ やねえ よ、 こ 
の 守銭奴 / 〃 『ド キドキ D カップ』 出版 記念 宴会， だよ〃：」 「あ… あ 
の、 僕 お 酒 全然 飲めない し、 胃 かいようが また惡 くな って…」 「こ 
れ見ん かい」 「現金書留の 封 简で すね。 中に 手紙が…」 「読んで みい」 
「え〜 と、〃 前略。 例の 宴会の 寄付金と して、 | 万円 送らせて いただ 
きます。 皆様で お使い 下さい。 僕 も、 函 館の 地で 宴会を 想像、 心の 
中で カラオケを 唄います。 ただ その 宴会に、 あだち けんの 奴 だけは 
呼ばないで 下さい。 現役 国立 大生 エロ 漫画家、 江 本 明 宏，… 」 「こ 
れよ 。これが 真の ニ ッボン 男児よ。 目頭が 熱くなる 名文 じ ゃん か。 
だから 奴の 『聖戯 の 放課後』 (東京 三世 社.  700 円) も、 あの シ 
ョ ー もね 一 内容で も 3 刷りに なった のよ。 寄付す る 高潔な 心が、 意 
せず して 銭を 呼んだ んだ な」 「でも 僕の だって、 4000 部 増刷に 

なった でしょ。 まだ 寄付は…」 「おいおい、 こいつは ヤ バィこと に 
なる ぞ 。早く 寄 1- しないと…」 「な… なぜです か、 急に 深刻な 顔に 
なって」 「つまり だ、 寄付 もせずに 増刷に なった って ことは、 古来 
より 定められた 法則、 つまりよ'" 寄 N1 宴会 1 増刷" というべ クト 
ルの 公然たる 破壊者に、 早い話が 騒乱罪に お前が 問われる わけ。 悪 
人と いうか 犯罪者 だよ、 お前 今後。 バカ だけなら、 沖 m 翔 二、 川 崎 

りなく おる し (雑誌 界では 言わず と 知れた、 左翼 っぽい ポ—ズ の 裏 
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で ド 汚ない 銭 漁りに 狂奔して いる、 『COMIC  Box』 が 有名。 
詳しくは、 くらむ ぼんの ヤ ロの、 『マニアック』 〔東京 ; 世 社 _  7  〇 
〇 円〕 か、 本誌の 咋年 9 月 号 参照)'  そんな 連中は、 犬の 糞 やゲロ 
にた かる 銀 バエ や ゥジ 虫 同様 珍しくな いけど、 お前は 今後 江戸時代 
の大塩 平八郎 のよう な 存在に…」 と、 自分の 言葉に 恍惚の ブル^ ^ ス 
になっ てると、 既に あだち けん セン セは 逃亡した 後。 その代わりと 
いっては なんだ が、 見かけない 顔の、 やや 知的では あるが 線の 細 そ 
うな 青少年が、 キョ ロ キョ ロしながら 立っ ている。 「何 か 用 かい 兄 
ち ゃん？」 「あの、 も… もりやね ことい いますが、 マィ レポ ー トの 
ゲン コ ー を…」 「それは どうも 御苦労様。 遠路 はるばる 憧れの ハヮ 
ィ 航路を…」 「は あ？」 「かも 何 ボケ ッと しとる。 お茶 入れん かい"：」 
その後 サ 店で、 もりや セン セの 年収を 聞いて 異様に 腹が立ちました。 
くらむ のヤロ 同様、 ロ クな死 に 方し ない ことを 祈りつつ、 皆さん さ 
ようなら。  (糊. 2 

どんなに 強く 抱かれても… 

偽りの 愛は さみしい。 

白夜 書房の 直営 書店で ありながら、 実に 客観的で 公平な コミック 
売り上げ ランキングを 毎月 発表、 全国の 書店の コミック 担当者を 感 
動 させて いる、 新 宿 「まんがの 森」 の… おっと 違った。 毎月 似た よ 
うな ことばっ か 書い てんので、 手が 自動的に 動いて しまった。 不思 
議 だな あ。 「まんがの 森」 の ある 新 宿の もう 一つの 名物と いえば、 
本誌 恒例の〃 たかり 宴会， がいつ も 開かれる 「三 平 酒 寮」 です が、 
その サン パー ク 1 階の 電気製品 売場の 一角の、 CD 大バ ー ゲンは ホ 
ンマ 安くて めつ け もん。 輪 入 CD なら 「キム ラヤ」 も 扱つ とります 
が、 ここは 国内 盤を ジヤ カスカ 叩き売り してて 渋い。 バナナの 叩き 
売りみ たいな 口上が、 実に 好感が 持てる。 先週 行った 時 もこう だ。 


I ハイ ハイ ハイ/  今日は 花の 金曜日/. いつも 御 震いた だいて 
る お客様の ために、 今夜 8 時から A 分 間 だけ、 特別 大サ ー ビス / 
1000円 以上の CD は、 全て 今つ いてる 特価の 200円 引きに て 
販売 させても らいます。 あと 3 分 あと 2 分、 もうす ぐ 8 時です / 」 
文化的 商品 も、 所詮は 大根と 同じ。 見上げた 販売 スタイル。 早速 筆 
者が ガキの 人波を かき 分けて 買った のが、 『レトロ  CD 〔196X〕』 
シリ ーズの 第 Q 巻。 定価は 3000円 だけど 1380円 。この シリ 
— ズ 、まだ 半分し か撤 えてない けど、 1 〜 5 卷も 早く 入荷して 下さ 
い、 「サンペ イカ メラ」 さん/  帰宅して、 ガキ 共を 寝つ かせた 後 
ヘッドフォンで 聴いたら、 Q 巻には 偉大な 2 曲が 入って いて 涙に む 
せんだ。 あなたの いない 渚は 〜 とっても 〜 淋しくて〜 仑 "橋 本 
淳作詞 、筒 美 京 平作 曲の この 曲 こそ、 かの 天才 歌手、 弘田三 枝 子の 
代表 曲、 「渚のう わさ」 でありん す。 後に 「人形の 家」 とかいう、 
大 友克洋 、かわぐち かいじ、 能條 純ー レベルの ナルシズム 漬け バカ 
歌 唄い 出して 女を 下げた けど、 この頃は 良 かった。 中 尾 ミエなん て 
目 じ やない よ。 次いで、 "力 可愛い〜 あなた だから〜 知りたくない 
話さ〜 {"で 始まる 曲は、 阿久悠 作詞'  田 辺 信 一作 曲の、 ズーニ ー 
ブーの 「可愛い あなた だから」。 あ一 あ、 この頃は 俺 も 夢が あった 
よ。 まさか こんな ドエ ロ 漫画の 苦界に、 Q 余 年 も 身を 沈めた まま、 
醜い 出 腹中 年に なっち まう とはな。 ト ホ ホ。 それだけ じ やねえ。 上 
に" エロ" の 2 文字が つかな くと も、 『COMIC  Box』 の 如 

き、 ゴロ ツキべ テン 腐れ ゲロ サギ 猫の 糞 ゴキブリと ハイエナの 小便 
毛ジラ ミの 目ヤニ ダニの 鼻糞 雑誌の 頭目、 才 谷なん つう ガキ がえ っ 
ら そうに、 原発 推進 キャン ぺーン に 一役買っ てる、 松 本 零 土に テメ 
I らの 悪業 棚に 上げ、 説教ぶ ってんだ から 聞いて あきれて 屁がねば 
る。 最初の 質問が まず 笑わせる。〃 あの 広告の 原稿料は いくらです 
か？， だと。 バカ ヤ ロー、 同人 誌 漫画家に 図書券で しか 原稿料 払っ 
てね え、 盗っ人 もどき の 吐く 台詞 じ やね えぞ (図書券、 ショ ーユ券 
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等は'  デ イス カウント ショップで、 「サンペ イカ メラ」 の CD 同様 
に 叩き 売られて います)。 おまけに 著作権 浸 害 本を、 『アッ ト I テキ』 
(毎月 7 日 発売* 光彩 書房 •  500 円) の 返品の 山 以上に バ カスカ 
出しと いて、 平気で 表紙に 勝 川 某の 絵を 寅 ハ 似され たなんて、 図々 し 
く キャ ンぺ ー ン 張る 奴の シン ケ ー は、 中 森 ばぎ 菜 や 阿 V , 美 亚 のヌ ー 
ドを 見て マスをかく 以上に、 想像を 絶す る こと だ わな。 答えて 松 本 
いわく。 "私は、 いまだ かつて、 自分の 原稿料を 公衷 した ことは あり 
ません，。 さすが 原発の チョ ー チン 持ちす る、 ノー タリン 漫画家 だ 
けは ある。 以降、 両 厚顔無恥 人 間 の 低次元 漫画 談義は 延 々と 続く が、 
最初の 応酬 以上の 展開は なし。 けど、 良心ぶ りっこの ゴロ ツキ 編集 
者と、 あり 余っ てる 銭に まだ 目の くらんどる ゲス メジャ ー 漫画家の 
この ヨタ 漫談、 ある 意味では 也貝虛 。中 川信夬 監督の 新 東宝 時代の 傑 
作、 『地獄』 の ー コマを 観る つもりで 眺める と、 なかなか 興味深い 
ものが… あれっ？ 変 だな。 確か 俺、 弘 :J 三 枝 子 や、 ズ ー ニ ー ブ ー 
の 話して たのに。 どうも だめ だ。 最近、 人間嫌いと 分裂 症が、 だん 
だん ひどくな って 来た。 こういう 時は、 また ミコち やん の 「渚のう 
わさ」 でも 聴いて、 気分を 晴らそう… と 思った 時 だ。 隣室で 寝て い 
た 下の 娘が、 猫を 八つ裂きに したよう な 馬鹿 声で 泣き 始めた。 「あ 
〜 、ヨ イヨ イ」 不糾. ~ 女房のあやす声.._ヨイヨイなのはテメ^ ~~ だろ。 
ミコち ゃん の 美声 も 台無し。 上の 娘まで 釣られて 泣き だす。 まさに、 
中 川 信 夫 監督の 新 東宝 時代の 傑作、 『地獄』。 「あんた も 一人 あやし 

てよ、 ったく もう 〜 / 」 . . '，あなたの いない 渚は 〜 とっても 

〜 淋しくて〜 力〃 も" 可愛い〜 あなた だから 一 知りたくない 話さ〜 
乃， も、 みんな 夢、 いや ガキの 泣き声の 中。 少年 老い 易く、 学 成り 
難しとは よく 言っ たものと 思いつつ、 ガキに 小便 させて ると、 どこ 
かで 犬が ワン ワワ 〜ン 。ユン ユア〜 ンと 、ブランコが 揺れて る 公園 
でだろう か。 

{8 . 1} 


| 知っての 通り 私の 趣味は… 

1 子供と 貯金と パチンコ。 

チン ポに ようやく 2 〜 3 本 毛が 生え 始め、 御飯 もこ ぼさずに 食べ 
られ るよう になった 中学生ぐ らいの ガキ が、  2 〜 3 人 学生服 姿で 群 
れ 、これ 見よ がしに タバコを 吹かして る 姿は'  幼稚園 B が" ぞうさ 
ん〜 ぞうさん f お 鼻が 長いの ね〜 f5 〃とお 遊戯す る 光景 同様、 微笑 
ましく 心 休まる ものが あるが、 まった く 体 まらない のが 年末 進行 下 
の 下請け エロ 漫画 編集者。 エリ ー ト 社員 編集者 様の ような、 社会的 
地位 や 名声の ない 彼らは、 桑を はむ 蚕 同様にた だ 黙々 と 仕事を して 
は、 樊 まみれの ガキや シワ だらけの 不細工 女房が、 綿の はみ出た フ 
トンを 引っ 張り合って る 長屋に 帰り、 一昨日の ゲロ のように ひから 
びて 眠る しかない。 そんな 彼らに も'  全く 喜びがない わけでは ない。 
漫画家が、 立派な 原稿を 描いて くれる ことで ある。 今月の 勝 生 真 菜 
美、 真 弓大介 は その 筆頭。 むろん！： 名の 作品は 下手 だし、 あちこち 
ゆがんで て、 叩けば ホコリ も 盗作の 気 も 舞い 出す かもしれ ない が、 
とりあえず 大した もの。 下手な り 無名 者な りの、 懸命 さが 感じられ 
る。 努力、 一 生 懸命、 謙虚。 この 3 本を 人 n: 哲学に している 筆者と 

ド 汚ない 銭 漁りに 狂奔す る ゴロ ツキべ テン 師 集団、 『COMIC 
Box』 一派 同様、 絶対に 許せん の だ (DONKEY が 手抜き 漫画 
家の 代表 だとは、 僕は 一言 も 言って ない。 僕が 言いたい のは、 いく 
ら 『朝日 ジャ ー ナル j に 広告を 出そう が、 ゴロ ツキ 雑誌は ゴロ ツキ 
雑誌 だとい うこと。 それと、 うち 宛に 見本 誌 送って 来る 郵送 代と 暇 
が あんなら、 内容証明 書の 束で も 送って こんかい。 裁判は お好きの 
ようです し。 オホホ ホ…。 見本 誌 も 1 回 だけでなく、 1  母 月 お願い。 
「まんだらけ I に 持っ てく と 結構 お金に なんので、 貧乏 下請けと し 
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ては 大いに 助かる)。 あれ？  何の こと 書いて たんだっ け？ とこ 
ろが、 人間は 自分勝手な 生き物なん だよ。 そんだ け 許せない 自誌漫 
画家の 手抜き だけど、 同じ 漫画家が 他 誌で 手抜き 原稿を 発表す ると、 
異様な 快感が 全身に 満ちる のよ ね、 僕の バ ヤィ。 僕が 2 人の 娘の 次 
に 愛し てるお 金が、 ビタ ー文 入る わけ じ やな いんだけ ど、 オナニ ー 
と s  EX を 同時にいた したよう な充 実感が あるのは、 議員 証言 法に 
誓っ て ホン ト (童貞 諸君は、 オナニ ー と 夢精を 同時に 味わった とで 
も 思って 下さい)。 まあ、 こんな ことは どこの 編集者 も 考え てんだ 
ろうから どうで もい いけど (？) 'どうで もよ かねえ のが、 今月の 
時 坂夢戯 みて えに ピントの 外れた 努力を して 来る 奴。 早速 電話して、 
「バカ ヤロ ー /.  エロ シ ■ — ン たったの 4 ぺ 丨 ジ で、 一水 社の 多 田 在 
良みたい な 早漏なら ともかく' どこの 誰が 抜ける と 思っ てんだ よ P 
絵コンテん 時、 あんだけ エロ シーン 増やせっつ ったろう が、 ボケ ッガ 

うちの 読者は エロ 漫画 読みたくて、 500円 払って 買って くれてん 

だよ。 田 力の ファッション ショ I みて えな シ^ ~ ンが 5 ぺ ー ジも 6 ぺ > — 

ジも 続いたら、 発狂す んぞ 。これ じ ゃ 読者への 裏切り、 礼儀を 欠く 
ことになん だよ。 礼儀を 欠く 奴は、 恥を 忘れた 奴の 次に 許せね え。 
みんな エロ シーン を 半分 義務づけられた 中で、 どんだ け 面白さを 出 
そうかって 努力し てんだ。 それを お前 だけが、 浮世 離れした の 描か 
れちや 困る し、 そもそも 人間が 平等で あるよう に、 エロ 漫画家 も 平 
等な わけで、 リンカ ー ンが 言った ように 人は 人の 上に 人を 乗せて つ 
くる… あっ、 これは 福 沢論吉 か。 でも、 バックで だって 人間は つく 
れる 。つくれる といえば…」 と、 時 坂 セン セを 説教して るう ちに、 
冽に よって 頭ン 中が こん がらが って、 気がつく と 本屋に いた。 本屋 
といえば、 『古川 ロ ッパ昭 和 日記』 の 戦 後篇は いつにな ったら 出る 
の だ。 4 月 発売 予定だった のに。 张存者 の プラィバシ ーの 関係で も 
め てんだろう か？ 戦 中篇に だって、 今 『キネ マ 旬報』 の 社長して 
る 総会屋と か、 也 存 者の ビック リ話 がいつ ぱい 出て 来たし。 それよ 


り 今日、 僕、 俺、 いや ヮシが 古本屋に 立ち寄っ たのは 谷 岡 ヤスジ 
が 昔、 清水の 次郎 長を 扱かった シリ ー ズ 描いて たが、 あれが ねえ か 
なと 思っ てね。 やっぱりない。 面白 かった のに。 面白 かった といえ 

ば、 やっぱり 子母澤 寛の 『駿河 遊侠 伝』 (全 3 巻. 徳間 文庫) にと 
どめ を 刺す が、 俺って 全然 漫画 読まない な、 ますます 最近。 漫画へ 
の 愛はなくて もという か、 ない 方が 商売に する には 都合が いいのは 
確か。 不思議な のが、 それなりに 愛を 抱いて る 線 集 者 ほど、 つまん 
ね 本つ くんだ よ。 多 田 在 良なん かその 筆頭だろう が、 『ザ ゥル サ f 
ガ』 (一水 社.  860 円) の 増刷 おめでとう ございます。 最近'  僕 
との 酒席を お避け あそばし てるよう だけど、 冷たく しないで ン 。僕 
ってと っても 寂しがり 屋 なの。 オホホ ホ ホ ホ ホ / { Q *  2) 

1 吉野 家の 湯飲みで 我 発見せ り… 

I ヶ チは 美徳の 最高峰。 

『座頭 布』 は 面白かった。 勝 新 太郎の 映画 センスは 、しばらく 前の 
日本 TV の ドラマで 証明済みだった けど、 スクリ ーンだ と 余計に そ 
れが ハッ キリ 出る。 一番 印象的だった のは、 市っつ ぁんと 樋 口 可 南 
子の、 露天風呂での ラブ シーン 。樋 口の 背の 刺青を 照らす 月明りが 
幾通りに も 変化、 その 色っぽ さっつっ たらな かった。 むろん この シ 
1 ン の功努 者は ヵメラマンだろう けど'  総指揮は 勝 監督。 当然、 本 
物の 月明りでは なく、 照明の テクニックで 生まれた 名 シーン だろう 
けど、〃 ゥソ "の 魔術 こそが 映画な りと 身にしみて 知っ てるは ずの 勝 
新が、 なぜ ンな 大根な 息子に 真剣なん か 使わせたん だろう。 例えば 
雨の シーン が、 人工雨で なければ 雨ら しく 映らぬ なんて、 映画の 初 
歩を 知っ てる 人なら 百 も 承知して る。〃 木 物 主義" なんて、 映画 的 
効果と いう 観点から 見れば、 g 歳で 失った 自らの 童貞を 惜しんで る 
ニキ ビブ ラ 野郎の 感傷 同様、 無意味で、 無価値で、 不潔 かつ 不愉快 s 


な 笑い話に すぎない。 なぜ 勝 新と も ぁろう 者が？ これは 僕の 想像 
にす ぎぬ が、 デクな 息子への 精神 論じ やな かった のか。 奥 野 ナント 
力と いう 馬鹿 息子が、 どうに もなら ぬ 役者で しかない ことは、 いく 
ら勝 新で も 分かる はず。 同時に 彼に だけ 甘く したら、 そうでなくて 
も 追い込まれ てる 勝の 最後の 賭け 『座頭 市』 は、 とても 客を 呼べる 
ような 映画には ならない。 デ クな 息子の 精神に カツを 入れる 意味で、 
勝 自身が 真剣を 渡したん じ やねえ のかと、 大入りの 封切り 日に 「上 
野 松 竹」 で 本 作を 見物した 僕は 思った。 僕 も 子を 持つ 親の 気持ちは' 
世間 並に や 分かっ とる つもり。 泣き 切れないのは 仙人の 精祌論 とい 
うか、 いびつな 親子の 情の おかげで 死ん じ やった 人。 遺族が 何 億円 
もらおう が、 死 宥は カムバック 出来ん もん。 いきなり 重い 話に なっ 
たのは、 咋 口の (2 月 7口) ニ ユース のせい。 むご か ぁ…。 誘拐し 
た 子供の 骨を 親の 家へ… こんな 心の * くなる ニ ユース 、初めて じ や 
ないです か？ まずい。 いや'  まずい という か、 今月は 本欄 向けの 
話題がない ので、 ついこう いう 方向に。 やばい、 エロ 本に こういう 
話は。… と、 何度も 自分に 言い聞かせて いるのに'  死を 中心とした 
話題に 脚を ズルズ ルと… そうだ、 もっ と 明るい 話を しなく ち や。 そ 
うそう / 先月の 末、 わざわざ 蒲 田の 「ロ ッポニ カ 蒲 田」 まで 行っ 
て 観た、 8 半 代 末の 大蔵 ポルノ 映画 3 本立ては、 濡れ場の シーン だ 

け パッと カラ} になる、 懐かしの パ ー トカラー だつ た。 題名は 『怪 
談 バラ バラ 幽霊』、 『沖 綱* 支那 怪談』、 『生首 情痴 事件』… うっ、 ま 
た 死の 影が…。 これ も 時代の せいな のか。 で、 全 観客 数が Q 人に も 
満たぬ のが 当たり前だった ロ ッポニ カ 時代に 比べる と、 Q 年 も 前の 
エロ 映画な のに 客が 入つ とりました。 暇な オィ ラが 数えたら 約 Q 人。 
劇場 側から すれば、 心境は 複雑で しよう。 俺は 複雑と いうより 空腹 
だつ たから、 観 終える と 近くの 吉野 家で 牛丼の 並を 食べました。 
むせながら 食べた 味は いつも 通りだった けど、 西武 系に なつた とた 
ん 、湯飲み 茶碗が 小さくな つたのは 許せない。 牛丼ての は 誰でもむ 


せる もんなん だ。 お茶 もしょ っち ゅう 飲まな あかん。 だから、 湯 飲ぬ 
みがで かくなる のは ともかく、 小さくな るた あどう いう わけ だ？ 
結局、 抨金 主義の なせる ヮ ザ。 糞 まじい ミソ 汁の 売り上げ 伸ばそう 
って 魂胆だろう が、 どこまで 貧乏人 いじめり や 気がす むんだ、 バカ 
ャロ ーッ" " その 蒲 田の 吉野 家で 茶碗 見つめて たら、 怒りが 十倍 
にも 百倍に も 膨らんで 来て、 倍 員を 殴り倒し たくな った。 彼に 何ら 
貴 任がない のにで ある。 その 店眞の 態度は 特に 悪い わけで もなかっ 
たし、 一水 社のタ コ多田 の バカ ゾラの ように、 つい 泣かした くなる 
ような フグブ ラで もない。 なのに その 直後、 彼の 顔面は ただの 紅 シ 
y  — ガを 投げつ けられた ように 朱に 染まつ た… と 思つ たら、 「ごち 
そうさ ま」 と 僕は 金を 払い、 路上の 人と なつて いた。 危うい 所で 離 
を 逃れた グッドラックな 店員が、 「ありがとう ございました/」。 
「これでい い。 これでい いんだ。 彼に どんな 罪が あるんだ、 彼に。 
近くの 専門学校の 生徒 かもし れん。 新聞 奨学生っ つう 可能性 も ある。 

その 彼に 全吉野 家を 代表して、 湯飲み 茶碗の 責任を 問う なんて…」 

との 思い も 確かに 心の 一部に あつた。 しかし 草の根民主主義の 観点 
からすれば、 彼に こそ 湯飲み 茶碗の 責任を、 一 牛丼 客と しては 心を 
鬼に して、 全国 底辺 国民の ために 問うべき だつ たの かもしれ ない。 


一 他人の ヒボ ー チユ ー ショ ー に 耐え 

一て… I 生 懸命に 生きる 僕 // 

人間味 溢れる 作家 だと、 いつも 思ぅ のが 小 林信彦 。新刊 『小説 世 
界の ロビンソン』 も 面白く 読んだ が、 ホン ト この 人つ て 俗物。 そこ 
がいんだけどさ。だいたい ^ |1: ^ の『素人のど自慢大会』レべルの 
お 国自慢、 いい 年 こいた 流行作家が マジに や るん じ ゃ あねえ っつぅ 
の 0 


♦第 1 章 •新 亜流 誌の 内幕 ♦ 


彼の 生家の 下町の 菓子屋が どうの こうのっ つう 話 だけど、 誰も 生 
まれる 場所なん ざ 選べる わけ ねんだ し、 水 戸 黄 門の イン ロゥみ てえ 
に 安易に 持ち出 すんじ ゃねえ よ。 友達に、 「福 岡は 夢野久 作、 花 田 
清 輝、 E 木 寛 之 (？) と、 特異な 思想家が たくさん 出た。 これは 朝 
鮮が 近い、 福 岡と いう 特殊な 地域 性が…」 と マジに 主張して た、 
『アッ ト 1 テキ』 6 月 号で 本体 価格を 間違え 発売を Q 日 も 遅らせた、 
タ コ 多 田 並の 低能 ヤ ロー がいた が、 小 林 セン セ も 同 レベルな のかと、 
情けなく なりました。 ハッタ リ かませなくても、 エッセイは 少なく と 
も ライバルの 井上ひさし に比べり ゃ、 よっぽど 面白 いんだから (小 
説は 所詮、 井 h の 敵では ない わな)。 一流の エッセイスト 兼 通俗 作 
家 じ ゃ、 満足 出来ね えの かしら。 東西の 物語 作家の 復権を 主張 すれ 
ばす る ほど、 弁明め かしくな っち ゃうの ね、 この 人の バ ヤイ。 人間 
性 だろ ね。 また その 辺の 人間的 未熟 さが、 小 林の セー ルス ポイント 
だから'  世の中は 面白い… という 風な 話は、 いかにも やや 売れ行き 
が 安定して きた エロ 本 編集者が、 文化人ぶ ってる みたいで ゲ ロ ゲロ 
だから、 もう 止めよう 。それじゃ 'サギべ テン師 集団の 手になる、 
『COMIC  Box』 ぁたりが、 『朝 □新聞』 や 『朝日 ジャ ー ナル』 

に 広 S 出して、 テメ I らの興 だらけの 尻の 穴の 臭気を 消そうと もく 
ろむ に 等しい。 

そこへ、 まいな ぁ セン セが 原稿 持って来た。 エロ シーン が 少ない 
ので 叱る。 本人は、 「今回は 『ARMOR—ZONEJ の スト ー リ 
—展開 上； id 方な く…」 と 弁解して いたが、 エロ マン ガ 誌は ストー リ 
1 展開より、 エロ シ^  — ンの 量が 重要な ことは 言うまでもない。 もっ 
と 許せない のが、 糞 DON の 奴。 ネー厶 もま だ 人れ てない (注*" ク 
ソ DON" とは、 糞つ たれ DONKEY の 略語。 僕に 対する© 三条 
友 美の、" 塩 豚" みた いなもの)。 とんでもない ムレ 肉ヤ ロー。 先月、 
原稿 落ち 寸前の 勝 生 真 菜 美 セン セを カン' ツメに する 際に、 糞 D O N 
のアパ ー トを借 りたので ちよつ と チヤ ホヤしたら、 この ざま。 一日 


最低 3 回は 脱糞 するとい う痔 でた だれた 肛門、 ホチキスで とめた ろ 
か P 電話を したら、 こし やくに も 留守番電話に 切り替えて ある。 
「のう 糞 DON。 おのれは、 いつから そげん 命知らずに なったん じ 
やい？ わし や あ、 お前み たいな 童顔 ヤロー の ツラだ けには、 赤い 
化粧した くな かったん じ やけどのう」 と、 自己 陶酔 気味に 語り 始め 
ると、 途中で 録音 時間が 切れた ので、 余計に むかつく。 

近頃 ロ クな ことが ねえ。 明るい 話題と いや 先週、 日に 2 回と いう、 
パチンコの 打ち止め 記録を つくっ たこと くらい。 今でも 信じられん。 
と 思つ てたら、 翌 闩も翌 々日 もバ カスカ 出ち やつて、 5 月は S 日 目 
にて 一力 月の パチンコ 投資 額を 全部 回収す る怪 記録。 後半 よっぽど 
惡 いこと が あんに 遠え ねえと 思つ てると、 カー マス— トラ 吉田 がギ 
ックリ 腰 矯正に 通っ てる 病院から 帰って来た。 その 病院、 パン テイ 
一枚に して 治療 すんだ と。 若い 姉ち やん 達なん ぞ 、すん ごく 恥ず か 
しがつと ると か。 「そこの 医者、 単なる 色気違い じ やねえ の？」 と 
尋ねようと したが、 カー マス ー トラ も パンテ イー 枚に したと こみる 
と、 必然性が あつて としか 思えない ので、 止める (忍耐力の ある 医 

者/)。 

あ ^ あ。 

もう 疲れた。 

やん なった。 

フン / 

毎月 

毎月、 
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ロイ 

ノ 

ナ 


シ 

な 

ん 

て 
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わき やね一 よと、 実に 効果的な 行数 埋めを 考えついた けど、 あんま 
し 露骨に やる と、 いかにも 怠慢な 下請けと、 これから 仕事を やろぅ 
と 思って るか もしれ ぬ、 ど こぞ かの スポンサ ー に 嫌われる 恐れ も あ 
るし、 それより 何より 俺の、〃 魂を 捨てた 職人 派 下請け エロ 漫画 編集 
者" としての 良心が、 ズッ キン ズッ キン ズッ キンと 痛む ので、 家に 
帰って H 活青舂 映画の ビデオで も 観て 眠っ ちゃおぅ。  ( gq . 7 

| 色々 女流 漫画家は いるけ ど… 
愛するなら 中 森 ばぎ な。 

ああ 気持ち ヮリ ー。 飲みす ぎた な 夕べは" 飲んだ 相手が 惡 かった。 

丨ボ ー ッ」 としてる つき や 能の ねえ ま〜、 それに タコ多 田と くりや 
あ、 この くれえ で すんで まだ マシ だつ たと 思つ てたら、 また、 ゥゲ 
〜ッ 。あ… あ…、 吐き そ。 何 かねえ かと 探したら、 資料に 買った 
『ペンギン クラブ』 が 何 冊 か 本棚の 上に ある。 が、 屆 かない。 その 
間に も、 ゥ ゲゥゲ ゥゲ… な… 何かと 思ったら、 くらむ ぼんの 『トラ 
ブル デ ー ト』 (東京 三世 社.  750 円) が数断 あったので、 踏み台 

にして 『ペンギン クラブ』 を 取り'  ビ リッと ひつち やぶいて ゲ ロろ 
うとしたら、 急に 吐き気が 収まつ たので、 再び ゴッ クンと ク ツサ〜 
イ 息と 一緒に、 ノド チン コの 辺りまで 逆流して た 汚物を 飲み込んで 
しまつた。 さすがは 転んでも タ ダでは 起きない、 根 セコ兼 根ケ チな 
塩 山家の 長男 だよ と 我ながら あきれて ると、 急に 小便が したくなる。 


ゲ ロと 小便は、 何 か 関 速が あるの だろうかと 一人 悩む。 おっと、 こ 
んな ことは どうで もい いの だ。 

問題は 知る 人ぞ 知る、 タコ多 田の 『アット ー テキ』 に激讃 連載 中 
の、 「嫌われ 者の 記」 の カットの 担当を 探さねば ならぬ こと。 今 ま 
では 現 レイ アウ ターの 中 森 ばぎ なが、 イ ヤイ ヤ 手抜き カット 描いて 
たんだけ ど、 噂では 引退 後 も、 僕が 何かと 彼女を 話の ネタ にす る も 
の だから (しかも ブスの 代表と して、 犬猿の仲の 阿宫美 亜と セット 
で)遂に激怒、タコ多田に「辞めさせてもらうヨ // 」と、三行半を 
叩きつ けたの だと か。 コ ワーッ // 

バカ ヤロ ー め、 引退 後 も 種々 の エロ 本に サイケな 名前が 犬の 糞み 
てえ に登埸 する なんて、 ブス 女流 漫画家 冥利に 尽きん じ ゃねえ のか。 
ケッ /  分かっ てん ぞ 。ホン トの理 由は ンなこ とじ ゃなく、 セール 
ス 面で 阿宮 美 亜に 完煦 なきまでに 水を あけられち ゃった のが、 大シ 
ョック だっ たくせに と、 言いたくなかった ことまで、 7 刷りを g ね 
た 阿宮の 『感じる としごろ』 (辰 巳 出版 .520 円) を 叩きつ け 言 
って やろうと 思った けど、 その 場に 本人が いなかった ので± め、 
「誰に すっ かな。 糞 DON だけは 死んでも イヤだ な」 と 語り合って 
ると、 ボーツ としてい たま〜 が ポツリ 。「おが ともよし さんじ やど 
うです か。 多 田さん の 所から 『セ ーラ ー 服 ゲル メ』 (■水 社 .72 
〇 円) が 出た ばっ か だし…」 「その 手が あった/.」 タコ多 田 も 僕 も 
珍しく 意見が 一致、 次号から 彼に 依頼す る ことに。 

この 件は 一件 落着。 けど 今後は、 本人が 嫌がっ てるら しいので、 
中 森 ばぎ なと いう 名前を 意味 もな く 使用で きなくなる の だ。 人の 嫌 
がる ことなら、 父 や 弟への フヱ ラチオ でも 実践す るの が この 僕。 そ 
の 僕の 男が すたる と 色々 と 考えた けど、 実を言えば 近頃は 御 本人に 
も、 長い ことお 会いして ない。 かつて 水道 橋の そば 屋へ 行って、 も 
り そばを 食べて たら (珍しく 僕が 奢っ たの だ)、 カゼ 気味だった 中 
森 セン セが、 そばを ズズッ とすす る 度に、 鼻水を ズ ルッと 逆 方向に 
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垂れ流し てて 粋だった なんて 話は、 余りに 古い ネタだ しな。 

また 吐き気が。 ゥゲ ゥゲ… そんなに 夕べい っ ぱい 飲んだ かな？ 
思い出した。 酒 ばっ かの せいじや ねんだ。 飲み 腐って 家に 帰り、 色 
黒 女房の ィビ キ間 きながら 読んで た 夕刊、 そう、 『朝 R 新聞』 に、 
岩波 文化人で も あらせられる 懐かしの 大塚英 志が、 変な 文章 書いて 
たんだよ。 最近、 サッ パリ 面白くない 内容の 方は どうで もい いの 
(この 人は、 無名 時代に ミニコミに 書いて た 頃が、 ただ 一時の 旬 だ 
ったみたい)。 問題は 写真。 何 だよ、 タワ シ 吹き出し たような 出っ 
歯 ゾラに、 宇 野 ピンク 総理 並の 眼鏡 センスは。 ゥゲ ゲッ" ： 思い出 
した だけで もまた…。 友人に、 「お前 この 写真 じ や、 まるで 男 林 直 ハ 
理子だ ぜ」 と、 一人 くれえ 言って くれる 奴は いねえ の。 打ち止めは 
略歴。 いつもそう だから 本人の 要望が あんだろう けど、" 筑波 大学卒 
(民俗学 専攻)" てのは、 どうにかなん ねえの。 ヒヒヒ 、確かに 大塚 
に筑波 大 は、 富 土に 月見草 以上に よく 似合っ てます が。 

でも 不思議。 こうして 他人の 悪口を 言っ てると、 自然に ゲロ 気、 
いや 吐き気が 収まる。 しかも、 自分と 直接 利害関係 のない、 遠い 世 
界へ 行っ てし まった 人の 悪口 ほど 良い みたい。 間違 つても スポンサ 

1 とか、 本誌の 重 嬰 執筆者、 例えば 真 弓大介 は 多分 ヵンペ キな 包茎 
だろうと かのことは、 この ゲ ロ気に 効果が あるとは 思えない、 絶対 
に (真 弓 セン セ、 ホン トだ つたら ゴメン 。ホン トは 書きた くな かつ 
たんだけ ど、 ま〜 の 奴が どうしても つて もんだ から。 ホン トに ホン 
卜だ つたら ホン トにゴ メン) 。  ( Q . 0 

オナニ ー と 子供と 貯金を 除く 人生 
は… 悪口と ワイ 談に 尽きる。 

石橋 前 社会党 委員長の、 突然の 引退 表明を 例に 出す まで もな く、 
古来より 男の シットは、 女より 数十 倍 タチが 悪い と言われて いるが 


(特に 今回は、 相手が 土 井 委員長と 女性で ある 点が、 石橋の セコさ 
を 際立たせて います。 ネ喑 男の人 気 女性 委員長への シットは'  想像 
を 絶す る ものが あるので しょう)、 エロ 漫画 界 でも'  数々 の シット 
が、 バリアの ように 行き交っ てます。 御存知の 通り、 編集者 側では 
不肖 私め が" シット 王" の 栄誉を 冠せられ てます が、 それに つきあ 
う エロ 漫画家 さんは、 種々 の 苦労が 絶えぬ とか。 

先日、 事務所の ドアを | 一くな り オイ ラに 土下座して、 水呑み百姓 
のように ペコ ペコ 頭を 下げた のが、 真弓大 介に 唯一 肉薄す る 人気を 
得ながら'  " マ ヌケフ オトジ ヱ ニック 野郎 ナン バー ワン" と 物笑いの 
種に なって いる、 ITOYOKO セン セ。 「どっ たのよ セン セ。 今 
回の〃 特訓/ ソフト ボール 部 物語， は'  人気 抜群。 真 弓 セン セの 
"月よりの 使者， は 題名 負けした 凡作だった だけに、 セン セが 人気 
ナン バー ワン だよ / 」 「い… いや あ、 あんな 手抜き 作品を…」 「？ 

キャ ラの 髪の毛の 線 数が 少ない のは 気になった けど、 ンな 手抜き だ 
った？」 「じ… 実は、 今回 コミック ハウスの 『キ ャン ディ^ ~ タイム』 

で 描いた 作品、 3 人が かりで 徹夜で 手を 入れまして…。 そしたら、 
自分で も 予想外の 力作が 出来ち ゃって。 タッチと 比べる と 月と スッ 
ボン…。 これを 塩 山さん が 知っ たら、 シットの 余り どんな イジ メに 
あう か 怖くて 怖くて…」 「で、 先手を打って ゲ ロった って わけ だ。 

この ヤ ロ、 グリコ 森 永、 朝日 襲 ^ も テ メーだ ろう？」 「は… はい、 
やっぱり アニメ マニア… な… 何を 言わせんで すか。 次号の タッチは 
必ず 今度 出る キャン ディ ー 並の 描きます から、 怒らないで F さい」 

「何 か 馬鹿にされ てるような 気 も すん な…。 ところで 真弓大 介の ヤ 
口、 お前の フアンで 『L  e  t， S  たつみ』 (辰 巳 出版.  720 円) 

も 持っ てるそう だぜ J 「うれしい な あ、 ああ ゆう 人に フアン だなん 
て 言われっ と」 「あの ヤロ あだち けん も 好きで よ、 『ド キドキ 白 川 先 

生』 (東京 三世 社.  720 円) も、 『ド キドキ D ヵップ』 (辰 巳 出 
版 •  720 円) も 持っ てるって 言って たな」 「 …… 。後半 聞かな き 65 


や 良 かった」 「目糞が 鼻糞 笑 うんじ やねえ/」 「シク シク」 

その マヌヶ フォトジェニック 野郎が 帰っ て、 Q 分 もしないで 登埸 
したの が、 最近の 若手の 台頭に 逆襲を かけんと している、 十 U 老 のまい 
なあぼぉいセンセ。「八ス1丁0のタコが帰ったことだよ」「あんな 
色白で ムチ厶 チした タコ がいたら、 刺身に すり やおい しいで しよう 
ね」 「ヒ ヒヒヒ 。ふぐで もね えのに しびれた りして」 「く ふ ふ。 とこ 
ろで I  To セン セ、 この 前 コミック ハウスに 行っ たらち ようどいて、 
ホラを 吹いて ましたよ。 手の 入っ た 『キャン ディー タィム』 の 原稿 
□の 前にして、" いざと なれば 原稿料です よね'  やっぱり。 明け方の 
眠気が、 万 札の 影で 吹き飛びます からね。 こんだ けの もんは 遠山 企 
画 じ や、 描く 気 も 価値 もないです t 宮 本さん、 今後 も 不肖 I T O を、 

よろしく お願いします， なんつっ て、 米つ きバ ッタ みたい に ペコべ 
コ してました よ」 「… ったく あの フグチ ョウ チンめ。 そんな こと だ 
と 思っ てたん だよ。 そうい や あの ヤロ 、お前の 絵は もう 4 {1い、 0 0 
NKEY とかまい な あ、 WING ^ B IRD は'  長く 持っ て あと 1 
年と 3 力 月 くれえ だろ って'  先々 週 来た 時に 言って たな。 同業者の 
悪 □言う なんて、 何て 下劣な ヤ ロ ー と 思った もんだ。 ただお 前ら に 
言う と、 トラブルが 起き るん じ やねえ かと…」 「やっぱりな あ。 ち 
つくしよう / DONKE  YセンセとW1NGセンセはそんなもん 
だろう けど、 よりによ って 俺まで…」 「まいな あ セン セは 乱作し す 
ぎる とか、 目つ きが 惡い とか、 真 弓大介 と 同じで、 包茎なん じ やね 
え かと も 言って たな あ。 同じ ^ 画家 同士 で、 よく アソコ まで 言える 

よ ◦人間て、 どこまで 獣に なり や 気がす むんだろう？」 「 . ◦とこ 

ろで 最近 コミック ハウスが、 また 大幅に 原稿料 アップして くれたん 
で、 タッチで も お願いします」 「…： …： ： "お前 さ、 そういっ た 低 
次元な 問題に 頭 使っ てる ば やい？ ことは 人間の 本質に 関わる、 よ 
り 高度な…」 「でも お金が なけり や 生活 出来ない し。 僕 も 今度 引っ 
越して、 色々 と 物入りで…」 「： . 」 


微笑ましい 人々 の 行き交う 中、 その 日 もトッ プリと 暮れて 行った。 
仕事 も 7 時 頃に 終わっ たので、 水道 橋 駅前の パチンコ 屋 「オリン ピ 
ア」 へ。 久 々に 「ビッグ シュ^ ~ 夕‘ ~ 」 を やる。 V に 人 つても なかな 
か 8冏 まで 行かぬ のに、 何となく 打ち Ih め。 ここは 3000 発が リ 
ミットで、 2円 Q 銭く らいの 換金 率 だから、 7500円 M 後に しか 
ならない。 つまん ねえの。 だから 本で も 読もうと'  近くの 書店に 入 
って 『キネ マ 旬報』 を 買う と、 雑誌 コー ドが スミで つぶして 訂正し 
て あった。  (別. 1 

1 栄枯盛衰 はこの 世の 定め… 

一 どうせ 一度は 死 ぬんだ。 

昔は かなり 人気の あった、 エロ 劇画 家の やまだ のら 夫婦、 それに 
ま〜 との 4 人で、 咋 夜、 中 野の 「赤 ひようたん」 で 宴会を した。 彼 
と 飲む の も 3 年ぶり。 「最近は ロリコン 漫画家と しか 飲まな いんで 
しよう？ J と、 ほぼ 真実の 皮肉を 言われた ので、 「たりめ えよ。 嫁 
さん ももら えね え Q 前後の ビン ボエロ 劇画 家と、 陰気な 酒 飲んでも 
気が めいるし」 と m り 返す。 

エロ 劇画 誌 & エロ 劇画 家は、 滅亡 寸前の シー ラヵン ス並の 扱いを 
财間 から 受けて ますが、 まだ 犯 誌く らい 月 叫 誌が 生き残つ ており、 
ザッと 数えて Q 〜 Q 人が エロ 劇画 家と して 生計を 立てて いる" ほと 
ん どが Q 代 後半から 如 代 だけど、 その 一人で ある やまだの らも 含め 
て'  この 世代は まだいい。 Q 年 チョィ 前の エロ 劇画 誌 全盛時代に、 
いい 思いを してる から (家持ち も 結構い る)。 

悲惨な のは それ 以降に デビ ュ ー した、 今 Q 歳 前後の 連中。 よう や 
く 食べられる 原稿料に なつたら、 エロ 劇画 誌は バタ バタ 廃刊す るし、 
若い 連中は エロ 劇画に 目 も くれず、 ロリコン 漫画家に なっち ゃうし、 
しかも その 連中の 方が 余程 収入 もい いし (単行本の 売れ行きが ヶタ 
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違い)。 急に ロリコン 漫画 風の 絵に 変身 出来る わけで もない しで、 
悶 々としてい る 独身 男が 多い (好きで 独身なら 結構 だが、 異性と 接 
する 機会の 少ない エロ 劇画 家は、 したく も 出来ない)。 中には 田舎 
に 帰ったり、 行方不明に なったり、 死ん じ ゃったり する 例 も。 

「時々 は 飲んで るの？」 「全然。 同 世代の 漫画家、 みんな 子供が 出 
来ち ゃった でしょ。 出て 来な いんだ もん。 たまに 門 井 文 雄さん、 片 
桐 七郎 さん、 みやまさ だみ さんなん かと 飲む くらい」 「でも おめ え 
なんて、 結構 仕事 抱えて っから 幸せな 方。 段. 玲児 や宮本 ひかるな 
んて 行方不明 だって 評判 だし、 昔、 エロ 劇画と ギャグ 漫画の！： 方 描い 
てた、 嶋けん じって いたでし ょ。 奴なん か 沖縄に 帰っ てから、 病気 
で 死ん じ ゃった って 噂だぜ 。ショック だよ。 あいつには 俺 も 結構 让 
事して もらつ たし。 今 何 本 抱え てんの？」 「えっと' 『漫画 ゥ ィンキ 』 
でしょ、 辰 巳で しょ、 『漫画 エロス』 でしょ、 それと 塩 山さん とこ 
の 『漫画 スマック』 と、 『エロ ト ピア デラックス』 が 隔月で、 あと 
サン 出版と か… 月に 5 本く らい-よくやつ てるよね' k 婦 とアシ 
ストー 人の 3 人で'  每月 Q 枚く らいし てんだ もん。 完全な 肉体労働 
だよ」 「枚数 絞っ たら？」 「喰えない もん。 ロリコン 系と 違って 単行 
本め つたに 出ない し、 出ても 部数は 少ない し、 まず 増刷ない し」 
「若い 連中が、 エロ 劇画 家に なりたがら ねえ わけ だ」 「劇画 系の 持ち 
込み. なんて 来る の？」 「たま〜 にな。 ほとんどが A 近くて、 昔 少し 
描いて たの ばっ か。 全くの 新人と なると、 まずい ねえな あ」 「でも 
塩 山さん とこ、 結構 新しい 人出て るで しょ。 えっと (持つ てった エ 
口 劇画 誌を パラパラめ くりながら)、 『漫画 エキサィト 号』 の おがと 
もよ しさん、 『漫画 スマック』 の 小 田こぅ へいさん、 杏眹 モラル さ 
ん 、こ一 ゆ一 人達 若 いんで しよ？」 

いきなり ビー ルビンが 1 本 倒れる..」 ミ ニスカ ート 姿の 奥方の マリ 
ヤ さんが、 トイレに 立とうと して 太腿が むき 出しに なつた のを、 ま 
〜が スケべ 心を 出して のぞこうと したから、 頭に ぶつけた の だ。 i 


ぬケな 奴。 オチ ャメな マリヤが、 わざと スヵ ー トを一 瞬め くった が、 
赤面した ま〜 に、 もう 出歯亀る 輿 気は ない ので あった。 

「ったく 恥を 知れよ 恥を」 「わっ はっは っは っ」 (のら 氏は 廳揚に 笑 
っていた が 白 宅に 棉る とその シット 深さを モロ 出しにして、 暴 j 
振る うこと も あると いう) 「でも おが セン セは、；^ 『特集 漫画』 で 
描いてたんだよ。小田こうへい君は、沖圭一郎や間宫青妃、靑山一 
海なん かの アシス ト 上がり だし。 杏 V は その 点 業界 外からの デビ ユ 
1 だけど、 新人と いうより 中堅」 「幾つく らいな の、 みんな？」 「 Q 
年代 前半。 けど この 3 人なん か、 例外 中の 例外。 元 民青で、 今や 反 
共 エロ 劇画 家で 有名な 阿宫美 亜 だって、 如になる はず だしな」 「い 
いよ。 俺なん かもう 0 だ もん。 この Q 何年 間 か、 何 やって たんだろ。 
ただ喷 うため に 馬車 馬みたい に 働いて、 マンションの 一つ も贾え な 
いなんて」 「けど お前、 結構し っかりして っから、 貯金 4 〜 5 千万 
持っ てんだ ろ？」 「な… な… な… 何 言っ てんの 才 P ン なの あった 
ら 、この 年で 月に loo 枚 近く 描かない って…」 

たそがれ ゆく 分野の 従事 者ら しく、 グチ ばかりの 宴会に なった が' 
次の 彼の 一言が 私を うれしがらせた。 「けど 塩 山さん て、 漫画家に 
評判 惡 いよ。 俺が 塩 山さん と 古いつ きあい だって 知らない 人が よく 
話題に する けど、 Q 人のう ち 9 人は惡 く 言う ね。 ンな惡 人 じ ゃない 
のにね え。 ハ ハ ハ」 ふ ふ ふ'  惡口の 素材に される うちが 花。 

( 89 2 

| ゲスな 奴 も 所詮は 色 どり… 

| やはり 人生は 美しい // 

金に も 名誉に も 女に も 縁の ない まま、 ズルズ ルと オ ジンに なって 
しまった せいか、 近頃 口を つくのは グチ ばかり。 特に 酒席での それ 
が ひどい。 当然 ガキ 共からは 敬遠され、 ますます 孤立を 深めて 酒量 
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も 増えが ち。 体に 良かろう はず もな く、 このまま 老後を 迎える のか 
と 思う と アン タンた る 思い。" エロ 漫画家と エロ 漫画 編集者の 老後 
の 生活設計は P " ンな ことば かりが 咋今 頭を かすめる。 チック ショ 
ウ / 

西武の 堤義 明なん てヤロ ー は、 大金 持ちの くせに 税金を ほとんど 
払っ てね えって 話 じ ゃねえ か。 そのく せ、 ピチピ チ 美女 や 銭に 埋ま 
って 死を 迎える のだろう。 クッソ 1/ 俺 や エロ 漫画家は、 死にた 
くなる ほど 税金を 払っ てるのに、 何で バヵな 孫 共が 泣き わめく 長屋 
の 片隅で、 コン コンと ゼン ソクに 苦しみ、 タンを 喉にから ませて 死 
なに ゃならん のョ P: 橋 本 大蔵大臣、 バ バア 共に 愛想笑い ばっかり 
浮かべて ねえで、 俺に 説明し ろい"： 

例によっての 二日酔い 性の 妄想の 虜 になっ てる 所に、 ノシ ノシと 
姿を 現わした のが、 糞 DON こと 日に 3 度 脱糞を する ので 有名な' 
DONKEY セン セ。 「シク シク シク」 「どした？  陰毛 性 アゴ ヒゲ 
を 涙で 濡らして」 「僕、 嫌われち ゃったら しいんです」 「何 だよ 今頃。 
俺が お前 嫌っ てんのは、 何年 も 前から だ ぜ」 「そ… それは 分かって 
ますよ。 そうじ ゃなく、 多 田さん に 嫌われち ゃったん です。 最近 僕 
が 塩 山さん とユ チャ クし てるから って、 すっ ごく 冷た いんです」 
「いい じ ゃねえ か。 あんな ハ ゲタ コに 嫌われた って。 稿料の いい 
『ヤング ジャンボ』 の 編集に 嫌われっ と、 不利な こと あんだろ けど」 
「そり ゃそうです けど。 けど 出来ん なら、 誰から も 嫌われないで 業 
界を 生き延びたい ような…」 「セン セの キャラクタ ー からすり ゃ、 
そう ありたい とこ だよ な。 でも ダメ だよ アィツは。 奴の シットっ て 
な あ、 実は 俺 以上。 やたら 思い込み も 激しい し。 阿宮 美 亜、 まいな 
あぼ おい、 中 総 もも、 未将崎 雄なん て 連中が 離れて つたのは、 みん 
な あの 性格の せいなん だから」 「シク シク。 隔月の 仕事 だけど、 出 
来たら 単行本が 出る まで 続けたい な あ」 「ウ 〜ム… 。分かつ た あ/ 
俺 も 一肌脱いで みる ぜ〃： 」 


翌日の 夜、 新 宿 アルタ 裏の 「三 平 酒 寮」 で、 編集 仲間の 宴会。 3 
階の 座敷に 約束の 7 時に 着いた が、 誰 一人 来て ない。 ル ー ズな 連中。 
戸山 優 並の 性格の 奴ら。 全員が 顔を 揃えた のは 8 時 近く。 出席者は、 
『アット ー テキ』 の タコ多 田。 『マンモス クラブ』 の 空気 デブ こと 加 
藤 健 次。 『ホットパンツ』 や 『キャン デイ コミック』 の カ ー マス ー 
トラ 吉田 おばさん。 風俗 ライタ！ の 山 崎邦紀 。それに オイ ラ。 

近頃 機嫌の いい タコ多 田が、 まずは 一発 得意の おせじ カゥンタ ー 
パンチ。 「加 藤さん、 『マンモス クラブ』 って ホン トに而 白い な。 信 
じらん ない くらい 愉快な 本 だよ。 売れて るで しょ？」 「ま… まあね。 
夏場ち ょっ と 悪 かった けど」 「それは 一時的。 すぐ 盛り返し ますっ 
て。 ああい う 内容で 月刊で、 全国の 書店で 販売され てるなん て、 僕 
には 信じられません。 完全に アヴ アン ギャ ルドです よ」 おかしい の 
は、 最初は 分かり m った オセジ にもつい ニヤ ニヤして いた、 プライ 
ド だけは Q 人前の 加 藤 セン セが、 次第に ユー ゥツな 顔に なり、 終い 
にゃ 腕を 組んで 考え込んで しまった こと。 タコ多 田に ほめられて 長 
続きした 雑誌は、 一誌 もない って ことによ うやく 気づいた らしい。 
分かり切 ったこと だが、 つい プライド 健ち ゃん、 タコ多 田の おせじ 
に 一時的に 乗せられ、 オイ ラ 達に マ ヌヶヅ ラ 見せち ゃった のです。 

お気の毒 様。 

一人 舞い上が ってる タコ多 田め に、 ヮシ が一 言。 「糞 DON の 奴 
がブ ツブツ 言っ とった ぞ 。お前が 松原 香 織 (男) や 緒 図 乃真朋 ばっ 
か 可愛がる とか、 原稿料 もちっ とも 上げて くんね えと かよ。 奴なん 
て お前に、 ンな 口き ける 身分 じ ゃなかろう が。 何 かあったん か？」 
「.：。 う、 うん、 いや 別に。 ンな こと 言って たか ア…」 「人間っての 

は、 因業な 動物よ」 「 …… 」 

出席者の ほとんどが 白髪 まじり (加 藤、 山 崎、 塩 山)、 白髪 & ハ 
ゲ まじり (多 田、 吉 田) の 連中 ばかり。 世代 的には、" エロ 本 編集の 
中で 一番 カン タン" と言われる、 エロ 劇画 誌 編集 上がり。 楽して 青 
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春を すごした 名残りは、 今でも 彼らの 編集す る 漫画 誌の 程度の 低 さ 
に、 スト レ ー トに 反映され てます (筆者の 分 も 含む)。 こういった 
脂ぎった 中年 ァ ー パ ー 編集 共は、 コミック ハゥス 等の 若手 編集者の 
台頭で 滅ぼされつつ あるが、 その スピ ー ドは いかにも 遅い。 老境に 
至る 前に 彼らを 廃業に 追い込む のが、 実は 連中の 幸福な 老後を 保証 
するとい うこと に、 まだ 読者 も 漫画家 も、 各 出版社 も 同業者 も 気づ 

いていない。  ( nn * 1) 

一 愛さずに はいられな いこの 姿… 

一 これが 本当の 貧乏人 だ。 

昨日は いい 日だった。 パチンコが 出た わけで も、 痴 女に 出会った 
わけで もない けれど。 本屋に 行っ たら 面白い 本が 色々 出て いたの だ。 
小 林 信彦の 『コラムは 歌う』 (ちく ま 文庫)、 r 坂 _l 安语 全集 1』 (ち 
くま 文庫)、 東海 林 さだおの 『トン ヵツの 丸 かじり』 ( *|: 日 新聞^?) 
『キネ マ 旬報』 も 出て たので ゾロッ と 買った。 

そしたら、 残金が 2000 円。 マズィ /  これらの 本を バラ パラ 
めくりながら、 京浜 東北 線 沿線の 場末の 飲み屋の ヵゥンター で 安酒 
を あおる のが、" 金に も 名誉に も 女に も 縁の ない まま、 ズルズ ルと 才 
ジンに なって しまった，、 筆者の 唯一の 楽しみな の だが、 いくら 場 
末で も 2000円 じゃあね。 

ヵー マス^ ~ トラ 吉田 おばさんに、 5  〇  〇  〇 円 ばっ か It りる か。 と 

ころが おばさん、 「5000 円 貸す と、 私 1000円 しか なくなっ 
ち ゃう J だと。 初 近い 女が 外に 出ん のに'  万 札 1 枚 持たずに どうす 
ん だと ガミガ ミ 説教した 後、 おばさんの 部下の ゆ〜 ま 君に 3000 
円 借りる。 情けない 下請け エロ 漫画 編集 屋道玢 年の 僕 チャン。 

「コン ニ チ ハ / 」 そこへ ヨロ ヨロ 現われた のが 内臓の 弱さは 業界 
一番の あだち けん セン セ (胃弱の ため 一膳の 御飯 も 一度に 食べられ 


ない とかで、 ここ 3 年は ハン スウが 日常 化して ると いう)。 「締め切 
りは 明日 じ やな かった か？」 「いえ、 もう 出来 ましたんで…」 糞 D 
ON や 忍 野し のぶに 聞かせて やりたい 名 台詞。 「さすが ベス ト セラ 
1 漫画家 だね え。 『ド キドキ D ヵップ』 は 6 刷り 3 万 部 突破 だし、 
『ドキドキ白河先生』も『ときめき¥0ヵップ』も増刷したらしい 
が、 心がけが 違う ねえ」 「いや あ'  それほど でも。 それと これ…」 

見れば ビニー ル 袋の 中に、 击ビ ー ルが 7 〜 8 本。 「何よ？」 「この 
前 増刷の こと 知らせて くれた 時、〃 増刷した からって 間違 っても ビ ー 
ルなん かお 歳暮に 持って くんな ョ "って 言って たじ やない すか。 あ 
そこまで 言われち ゃ あ」 「あれは 冗談よ、 冗談。 真に 受けて 本当に 
持って来て もらっ ち や あ…」 そこへ しやし やり 出て 来たの がま 〜 の 
ボケ。 「よかった です ねえ。 今日は これで 2 件 EI です ね、 ビー ル" 
あの 手は 効果あります ねえ」 「バヵ / そういう ことは、 持って来 
た ガキが 帰っ てから 言わん かい」 「あ… あの、 ガキ って 僕の ことで 
すか？」 と あだち セン セ。 ったく ま 一 の 奴め、 これ じ や オイ ラが お 
いはぎと 誤解され かねません。 

その 夜は あだち セン セ 御 寄贈の ビ ー ルで、 オイ ラ、 ま 〜 、ゆ 〜 ま 
の 3 人で 宴会。 「いや あ、 まいっ ち やい ました この ジャン パ ー。 買 
って 一力 月ち ょいな のに、 もう 背中の 文字が かすれて」 ゆ〜 まの 旦 
那 が、 小 錦の ような 肥満 体を 揺すりつつ グ チる。 確かに 背中の BR 
EAK の 白い 文字の、 B がか すれて る。 「安いの 買う からです ョ」 
とま〜。 「4 〜 5000円 はした のか？」 オイ ラ。 「冗談 やめて 下さ 

いよ。 この 冬 だけ 間に あえばい いと 思っ たから、 近所で 買っ たんす。 
1800円 です」 「 . 」 「 . 」 

沈黙の 後、 また ま〜 が 言わんでも いいこと を。 「丁 シャツ ー枚の 
値段 だし、 仕方ないで すね」 ゆ〜 まの 奴 も 傷ついた に違いないので、 
僕が 優しく、 「大丈夫。 そこの 修整 用の ホワイト でも 塗りた くっと 
けよ」 と フオロ ー。 
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3 人で 2 本ず つ 缶を カラに したと こで、 「なんか 口 さみしい ね」 
「そ一 だね」 と、 コジキ コンビが 暗につ まみを 要求。 仕方ない ので、 
ま〜 にさっ き ゆ〜 まから 借りた 100  0円 札を 渡す。 「えび せんで 
いいから な。 ィカの 足なん て 買って くんな よ、 高え から。 少年 画報 
社 近くの 酒屋は 高い から、 飯 田 橋の カエ デスー パ ー で 買って くんだ 
ぞ」 

コジキ の 一方が 買物へ 行った 所に、 『レモン クラブ』 の 色 原稿を 
持っ て 来たの か、〃 くち ゅく ちゅ 一筋〃 のか おる セン セ。 あだちと い 
いかおる といい、 今日は 白痴 っぽい 漫画家 R 和 だと 思いつつ も、 
「1 月 号の" ディ スト ラ クシ ョン" は、 ずいぶん スト ーリ j に 凝っ 
てました ね」 と、 臭い おせじ。 「たまに 踏ん張らない と…」 すぐ そ 
の 気になる 方 も 問題では あるが…。 

東西の 冷戦 構造に 劇的 変化が 生じた 今、 阻 界の 中の 日本、 そして 
ロリコン 漫画 界は どんな 変貌を 遂げる のか、 などとの 駄話 をしつつ 
3 人で ビ ー ルを 飲んで るの だが、 まだえ びせんが 来ない。 ま〜 の 奴、 
一体 どこまで 買いに 行っ たの だ？  「買っ て 一力 月で これです よ」 
よせば いいのに ゆ〜 まの 奴、 かおる セン セにまで 1800円 ジャン 
パー 自慢。 その 値段を 発表す る 際に、 ゴルバチョフみ たいに 胸を 張 
るんだ から、 近頃の 肥満 型 オタクの 神経は 分からない。 しかし、 か 
おる セン セ も 負けて ない。 「T シャツが 2 枚 買えます ね。」 「… …… 」。 

( Q . 2 

| ねんど 遊びを する よぅに… 

一 お 口の 中を いじつ て // 

なぜか 分からな いが、 漫画家 や 他社の 編集者が やたら 近頃、 甘〜 
〜い お菓子 関係の 手 みやげを 持って来 るので'  事務所の 空気が ト ロ 
〜リ 甘くて 気色 悪い。 ハツ キリ 言つ ときます が、 ㈤ 遠山 企画に 甘党 


は 一人 も おりません // 今後 手 みやげを とお 考えの 方は'  缶 ビール 
かお かき (つまみになる) のど ちらかに と、 本欄に 大 々的に 記そう 
と 思っ てたら、 咋夜 かおる セン セが また 洋菓子を。 気の 効かね え 奴 
と 今日 開けたら、 ブラン デ ー ケーキ 。普通の ケ ー キ より はまし だけ 
ど、 こり やつ まみに やなら ねえよ な。 せっかく 持って来て くれた、 
本人の 前 じ や 言えね えけ どね (いつかの 温泉まん じゅうと いい ブラ 
ンデ ー ケ ー キと いい、 どこか 本人の キヤ ラ や 漫画の ィメ^  — ジ にピッ 
タシ。 これは いつも 手 ぶら なくせに、 他の 人の 手 みやげは パク パク 
食べて 帰る DON 助 チヤンが、 n 頃" ぶらぶら" してる だけで 仕事 
をち つと もしない という ことに'  果たして 通じる ものが あるの かど 
うか。 言" DON 助" とは、 冀 DON の ニユー キヤ ッチ フレ ー ズ。 
ちなみに セン セ、 最近は 『アット— テキ』 の タコ多 田が コビを 売る 
ので 気色 悪い と、 一 一本柳 俊馬の 北海道み やげ、〃 すずの 音， という 菓 
子を、 一度に 3 個ず つ 食べながら 言っ てた)。 

M 医者で 若い 女性 助手に、 口の 中を グ チヤ グ チヤい じられ るの っ 
て、 とっても 快 です ね。 男の 医者が わけの 分からん ことす る 時は 
吐き気が する けど、 女性に、 「ちょっ と 痛い けど ガ マンして 下さい 
ね M 」 なんて 言われる と、 「大丈夫 / もっ ともっ と 痛く して ン /」 
と、 しやべ るに しや ベれ ぬ 状態の 中で 思っ ちまう。 ンな 美人 じ やな 
くった って いんです 。もっとも 彼女ら は、 大きな 白 マスク かけ てん 
ので、 実態は 不明 だけど。" 僕の 口の 中を グチユ グチユ して くれる 
方" も、 マスク ルックな のでよ く 分かりません が、 眼は 割と キ レィ。 
ちっと 腕の 毛が 濃い。 今日 レントゲン 室の 明るい 所で 見て、 少し ガ 
ッ カリ。 余り 男性 体験がない のか しら。 と 思っ ていたら、 口の 中に 
妙な モノを 突っ 込まれて 撮影され たせい か、 よだれが タラ 
情けない 僕。 ンな ことは 気にせず テキ パキと 仕事を 片 づけ、 「お大 
事に / J と、 優しく のた まう マスク ガ ー ル (次号 あたりの 『漫画 バ 
ンプ』 で、 エロ 劇画 家の 小 森 達に、 マスクを した 女 じ やない と 興奮 
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しない、 変態 野郎の 漫画で も 描かせる かな)。 

『ゴジラ VS ビ オラン テ j は なかなか。 邦画に しては 頑張っ てる/ 

新聞広告での 怪獣、 人物な どの アングルが、 1 9 5 〇 年代から 1 9 

60 年代に かけての 臭 〜 い タッチで まとめられて いたので、 ピンと 
来る ものが あったが。 監督の 大森 一樹は、 昔から 可 も 不可 もない 人 
だけど、 これを きっかけに" Q 年代の ゴジラ 映画の 花形 監督〃 と 言 
われる よぅ'  燃え まくって 欲しい が、 1 月 6 日の 「上野 東宝」 の最 
終 回は、 客が Q 人し かいなかった。 

翌 R は 「王子 loo 人 劇場」 で、 『男は つらい よ •ぼくの 伯父 さ 
ん』 と 『釣り バカ 日誌 2』 を。 満員で 立ち見。 僕は ゴダ ー ル や トリ 
ュフォ ー は 嫌いだけ ど、 ブニュエル や テリ ー  •ギリアム、 成 瀬 巳 喜 
男 や 石 井 輝 男、 そして 山田洋 次は 大好きな ので、 本 シリ ー ズは 欠か 
さずに 観て ます。 近頃 落ち目の 後藤 久美 子が、 非常に 美人に 撮れて 
いた。 この コは険 の ある 所が 魅力な の だから、 TV より 映画 一筋に 
行くべき じ やない のか {彼女に 白い マスクを して、 口の 中を グ チャ 
グ チャ 治療して もらっ たら 最高だろぅ)。 

『釣り バカ〜』 の 釣りの シ ー ンは 、何とかなら ねえの かよ。 一応 釣り 
映画なん だから、 ヒ モノみ てえ に 硬直した 石鯛が、 はね もせずに 釣 
られ るっ てのは ねえ だろ。 TV の 釣り 番組 だって、 もちっ と 生きの 
いい シ^ ンを カメラに 収めて る。 

何となく 不満が 残る ので、 帰路 レンタル ビデオ屋で 『ブル ー •ベ 
ル ベット』 を 借りる。 デビッド* リンチの 映画は、 2 力 月に 一度は 
見物、 眼を 清めたい もの。 飲み屋での オ カマの カラオケ 合戦 シーン 
がた まんない。 ー マッドマックス 2 』 も 借りる。 ジョ ■ — ジ •ミラ' — 
も 好きな のさ。 男っぽい 女 戦士の、 眼 線が 非常に 色っぽい (しかし 
この シリ ー ズ 、どうして 1 と 3 は あんなつ まんねん だろ)。 

帰宅して VHS の 方に、 『ブル ー •ベルベット』 を 突っ込もうと 
する が 入らん。 「壊れた みたい よ」 と 馬鹿 女房。 「XXX が 『アン パ 


ン マン』 観て たら、 テー プ からまつ てね。 ウンと も スンと も 言わな 
いの。 小さい 方 (ベ ータ) で 観たら？」 バカ/  あの レンタル 屋 は、 
VHS 専門な の だ。 情けない 夜。 こうして 人は 老いて 行く の だ。 


一 L ネ タミ」 〔ソネ ミ U 〔シット〕 

| こそが… 思想の 核心で ある。 

どうで も 良 かねえ けど、 ン とに 眠い。 なのに こんな もの デ ッチ 上 
げ にゃなら ない 俺って、 下請け エロ 漫画 編集 界の こまどり 姉妹 か 
(ヒユ のせいで 余計 わかりず らくな った。 どうで もい いが)。 今月 も 
また 面倒臭い ので、 『マンモス クラブ』 (毎月 T 日 発売 •セブン 新 

社 .320 円) に 好評 連載 中の、 「嫌われ 者の 記」 の 番外 編と いう 
バタ I ンで 、適当に お茶を にごして みたい。 

4 月 X 日… かつては 『現代詩 手帖』 の 常連 投稿者 詩人で あり (当時 
の 『現代〜』 の 表紙は 林靜一 )、 『漫 画大 快楽 J の 重要 メンバー であ 
り、 故 『漫画 カルメン』 の 編集長で あり、 今は 単に アナクロな エロ 
劇画 誌 『漫画 エン ジヱ ル』 の、 二枚目 兼 小金 持ち 編集畏 であり、 離 
婚 経験 も あり、 『漫画 ブ リッコ』 時代の 大塚英 志 (男 林 真理 子) と 
も 論争 経験の ある、 小谷哲 セン セから 電話。 

「この 前の 辰 巳の 新年会 じ ゃど〜 も〜」 「いや〜 こちら こそ〜。 あ 
ん時小 谷さん にィモ ファッションを どうにか しろと 忠告され ました 
が、 これば つかしは どうに もな りません ね。 へへ」 「いや〜" そっ 
ちは 漫画家 さんの 連絡先は、 教えて もらえました っけ？」 「他なら 
ぬ 小 谷さん じ ゃ 仕方ありません よ。 誰です か？」 「えっと、 摩 周 子 

… つての」 「そいつは， っち じ や 使つ てません。 『ヤング ビタミン』 の、 

古内さん とこの 看板 作家です よ」 「はあはあ… そっか あ〜。 看板 作 
家なん です か〜。 えっと それじゃ、 大地 翔…」 「そいつは 分かり ま パ 


すよ。 9XX 〜 2XX です。 本名は XX と…」 一 ども ども。 あっと、 
有 村し のぶ…」 「そいつは コミック ハゥスの 看板 作家です よ。 宮本 
さん、 教えて くんな いんじ ゃない かな。 劇画 系は ともかく、 ロ リコ 
ン 系は 凄い からな あ。 また 何 かや るんで すか？」 「いや〜、 人に 頼 
まれち やって…」 「ふ 一 ん 。そんな こと やる と ロリコン 系 じ や、 編 
集に 恨まれっ かもしれ ません よ。 誰に 頼まれた か 知らない けど。 僕 
も 小 谷さん にゃ 義理 あるけ ど'  他の 人で'  嫌いな 奴 だっ たら、 いい 
気持ちし ないだ ろうし」 「そっか あ。 実は さ、 少年 画報 社に 筧 さん 
ている でしょ。 昔、 『ヤング コミック』 してて、 今 4 コマ やって る。 
あの人 知り合いで、 頼まれた もんで」 「懐かしい な あ…。 やすだた 
くの〃 セーラ ー 服 純愛〃 とか、 宮谷一 彦の エロ 漫画、 西脇英 夫の 日 
活 アクションの コラムと か、 ドド ッと 思い出しました よ。 僕 も 6 〜 

7 年 前、 いがらし みきおの 増刊号 出 すんで 原稿 借りに 行っ たら、 感 
じよく 出して もらつ たこと あったな あ」 「あの人が、 また 漫画 誌 や 
るみたい で」 「その メンバ^ ~~ からする と、 エロ 路線で 好調と かの 
『プレィ コミック』 の 線 だな」 「どうなん でしよう ね」 ところで 少年 
画報 社と いえば、 かつて g 遠山 企画が 一時的に 下請け 編集して いた、 
『漫画 ボン』 の ヵジと かいう 胸 莢の 悪い 野郎は、 健在な のであろう 
か。 奴が 命 あるう ちに 一度 メタ メタに ぶっ 飛ばして やりたい ものと、 
社が 小川 町から 画報 社 近くの 水道 橋に 移転して 4 年、 常に 虎 視眈々 
と 阻い をつ けて いるの だが、 なかなか 遭遇す る 機会がなくて 寂しい 
(下請けを 使い捨てに する 出版社は、 少年 画報 社に 限らず 胸糞が 悪 
い。 二流' ヅラ しとる が'  この 手の 社は'  東京 三世 社'  アミ ヵル、 日 
本 出版社、 辰 巳 出版 等に 比べれば、 外道 以下)。 

4 月 X 日… 羅美亜 企画の 通称 バカ ボッ チヤン こと、 池本浩 一に 電話。 
彼には、 『レモン クラブ』 (奇数 月の U 日 発売) 第 7 号から、 「懐か 
しの 業界 ケン カ 史」 なる コラムを 書いても らう 予定に なつて いる。 

「例の コラムの 行数 だけど、 比 字 X200 行で、 4月 0 :11締め切り 


な。 当然 第 1 回目は、〃 大塚英 志 内容証明 書 事件" だ。 こいつは 笑わ 
せる 事件だった し、 本人 も M 事件 特別弁護人 だ 何 だと 話題で、 読者 
にも 受けっ ぞ 。あいつは 元々 人格 的に ゃろ くな 噂の ねえ 奴 だから、 
触れられたくない 過去を ね ちっこく、 『週刊 新潮 j 的に 頼む ぜ」 「は 
あは あ。 そり ゃいんです けど、 『ロリ ポップ』 の あの コラム、 内容 
証明書の おかげで すぐに 打ち切り だっ たし、 行数が 埋まる かな あ」 
「大丈夫。 時代 的 背景 だって 説明せ にゃな らんし。 『ブ リッコ』 だ 
『ロリ ポップ』 だって、 今の ガキ 共は ほとんど 知らん よ」 「かもしれ 
ません ね。 あれ 何年 前く らいでした っけ。 資料の 山 も f っ 掻き回さ 
ない とならな いし」 「4 年 前く らいか。 これは いい ネタ だし、 3 回 
速 載く らいに しても いいよ。 あいつは、 『朝日 ジャ ー ナル』 で M 事 
件への 過 刺 報道 批 W して だよ な、" 高 取 英の バカより まし だな" と 思 
わせと いて、 その 最先端だった フジ サン ケイ グルー プの 『SPA/』 
あたりで 寝言 こいて た、 売名 的 マッチポンプ ヤ ロなん だから、 ガン 
ガン やっ たれよ。 たまが 公害 企業、 川 崎 製鉄の CM に 出る 以上の ブ 
ラック ユ I モア だつつ t の」 「は？ ともかく 資料 チェックして か 
ら電 話します」 「おう/  それと よ、 2 回目は スタジオ ■バトルと 
蛭 児の 旦那の 件なん て 面白い じ ゃん か…」。  (， 6) 

一 各 編集部 並びに 読者の 方々… 

一 電話 待って ます。 

自宅に 帰っても、 糞ガキ 共が うるさいだ けだから、 大して 仕事 もね 
えのに 事務所で ビール 喰らいながら、 『オレンジ 通信』 開いて マス 
を、 いや、 ディケンズの 『ピク ウィック ，クラブ』 をめ くつて いる 
と、 時々 わけの 分からん 電話が 来る。 一番 多く 来る のが、 「あの 才、 
SEX 体験を 告 ¢1 したいんで すが」 という、 生臭い 声を した 中年 男 
の 電話。 「忙しい から」 と 切ろうと すると 急に 態度を 変え、 「バカ ヤ 
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ロ ー ッ"： 」 と 絶叫して ガ チヤン。 そのく せし よっ ちゆう かけて 来る。 
何が 楽し いんだ か。 しかも コ イツ、 ハゲ頭 ワックスで 磨きながら、 
『ホットパンツ』 の カ ー マス ー トラ 吉田 おばさんが 出たり すると、 
「男の人に 替わって もらえます か」。 ホモっ 気がある のか？ あるい 
は 普段 小心な ため、 同性と ワイ 談も 出来ぬ ので、 わざわざ 電話を し 
て 来る のか？  岡 山の ムッ チ ー あたりの 晚 年は、 多分こう なので あ 
ろう (今度 電話が 来たら、 コイ ツだと 分かっ たと たんに、 バカ ヤロ 
1 と 怒鳴って やろう)。 

咋夜も イカれ た 電話が 来た。〃 プル プル プル〃。 「はい/  遠山 企 
画です / 」 「すいません、 『エ ロト ピア』 編集部 お願いします」 「は 
あ？  I 「あつ… ど… どうも 失礼しました」 あんまし 聞き覚えの ある 
声では なかっ たが、 一体 誰が ンな寝 ぼけた 電話を して 来たの か、 推 
測して みた。 ① 両方に 執筆 経験の ある 漫画家が、 単に 電話番号を 間 
遠え た (やまだ のら、 小 鈴 ひろみ、 それに 真 弓大介 の 各 セン セ 等、 
いっ ぱいい る" が、 全然 聞いた ことのね え 声だった)。 ②前 出の ム 
ッチ ー みて えな、 読者の ホモ ッぽ 電話 魔が、 種々 ある 得意先の エロ 
本 編集部の 電話番号を 間違えた (それにし ては 声が 明るす ぎた。 ジ 
卜— ッ とした、 生臭い 粘液質の 声 こそが、 これらの 趣味 人の 声のは 
ずな の だが)。 ③ 一週間 ばかり 前、 本誌に 真 弓大介 セン セの 電話 番 
号を 尋ねて 来て、 「お前ら、 こっちが 聞く 時 ゃ 教えね えく せに、 
図々 しく 見下した 態度で 下請け エロ 本 プロダクションに、 しかも 夕 
ダで、 金の 成る 木の 漫画家の 電話番号なん か 聞いて くんじ ゃねえ よ、 
カスッ / 」と邪険に断わられた'『ヤングジャンプ』のクマガイ君 
とかいう ヘン シユ I が、 同じく 真 弓 セン セの 描いて る 『エロ ト ピア』 
に 電話し ようとして、 ドジ って またう ちに 電話を 寄こした (けど そ 
れ ほどの 馬鹿が、 ンな メジャー 誌に 関係を 持っ てるとは 思えない。 
が、 かの 『エ ロト ピア』 の ヤマザキ 君の 例 も あるし。 去年の 話 だけ 
ど、 真 弓 セン セの 電話番号を 教えて あげたの。 一週間 ほどた つて、 


また 電話を 寄こ すんだ。〃 ちよっ と 甘い ツ ラして 教える とすぐ また 
聞いて くんだ から、 一流 気取りの 二流 エロ 漫画 誌の 尻の 青い ヘン シ 
ユ ー は 嫌いなん だ〃 と 思いつつ 電話を 取る と、 そうじ やな かった の 
だね 〔もっともし ばらく して、 同誌 編集部の シ マオと かいう 小生意気 
なガキ が、 工員 野郎、 いや、 くらむ のヤ ロの 電話番号を 無礼な 態度 
で 聞いて 来たが〕。 「すいません、 先日 教わった 所に 電話した のです 
が、 通じな いんです。 塩 山さん は、 〇 XXIXXX—2XXX とお 
っし やい ましたが、 局番の 区切り 方が 間違っ てるのでは ないかと…」 
「けどよ、 お宅の 社は 青 森に ある わけ じ やねえ だろ。 東京から かけ 
んの に、 どこで 局番 区切ろう が 関係ない じ やん。 その 番号で 合って 
るし」 「そ… そう 言えば そうです ねえ」 「そう 言えば そうだよ」 この 
件に 関しては、 今 発売中の 『マンモス クラブ』 6 月 号の、 「嫌われ 
者の 記」 を 必読の こと)。 

結局、 真相は どうなん だっ て P ンな こと 分かる かいな あ。 あえ 
て 直 ハ 相を と言うなら'" 行数 埋め" とで も 申し ましよう か。 後は 読者 
の 方々 の 想像に お任せ するとして、 昼飯を 吉田 おばさん 班の ひろ 君 
と 食べに 行っ たのよ。 三 崎 町の いつも 行く 「豊年 屋」 へ。 消費税の 
どさくさに 紛れて、 4  50 円の おおもりを 500円 に 値上げした、 
惡辣な そば 屋 なんだ けど、 味は惡 くないから 通っ てんだ よ。 先輩 だ 
し、 栄避 失調 気味の ひろ 君に、 天丼を 奢って やる (俺 も 大好物な の 
に、 ダィエット 中で 食べらん ない。 自分の 金で 相手に 倍 もす るのを 
食べさせ、 自らは 粗食に 耐える… 美しい けど、 むなしか 景色)。 

帰りに、 「そだ/  コミック ハウスが この辺に 引っ 越したら しい 
から、 見物して こうじ やねえ か」 「場所 知っ てんです か？」 「全然。 
けどす ぐ 分かる って。 どうせ クリ ー ニン グ屋 か'" 歌って 踊れる スナ 
ック '来 夢 来 人" てな 調子の、 サィケな 大 看板が 出て るに 決まって 
っから」 と、 ひろ 君が こうばしい 天丼の 香りを、 僕が ビール 臭い 息 
を 漂わせつつ、 そば 屋 から 数 メ ー トル 歩く と、 何ともう 2 〜 3 軒 隣 
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りの ビルの 2 階に、 コミック ハゥス 分室の 看板が。 「チ エッ/  も 
う 見つかっ ち ゃった か」 「けど、 結構 粋な 看板です ね」 「だな。 人間、 
金が 出来る とちゃ〜 うな」 と 語り合いつつ、 2 人の 青年は (？) 明 
日を 夢見て いたの だ (後の 調査で やはり 例の 電話は、 クマ ガイ 君と 
利 明。 めげ ずに 頑張れ、 大手 エリ ー ト 編集者 / )。  ( Q .  7) 

I 今の うちにで けえ ツラ さらしと 

け。 いつかは… ケリを つける ぜ / 

俺は 蛇 年生れ の 乙女座と い う 生来の 性格 も あり、 かなり 執念深い 
方で、 消費税の 恨みは もとより、 小学生の 時に コケに して くれた 女 
のコ や、 同じ 頃に 腹痛を 味 あわせて くれた、 貝の つくだ 煮の ことな 
ども なかなか 忘れられず、 暇が あると 思い出し ては、 感傷ない し 憎 
惡 への 思いを 反芻す るの だが、 咋 今は リアルタイムで 腹立たしい 事 
件が 続発、 その 至福の 時を 味わう 時間 も 少なくな った。 で、 最近 腹 
の 立った ことを 羅列して みた。 

【自分の ペンネ— ムを 忘れる 奴} こういう ボケは、 阿 宫美亜 以外に 
は 考えられない。 「あ… あ… の あの… あの… あたくし、 あやみ あみ 
ゃ… あれ？… あみみ ゃま… あれ… えっと… あ、 み、 あ、 み、 あ… あ 
〜 よかった。 あみ あみ あ、 いや'  あみゃみ ゃと J します けど」 「分 
かっと る わい / ンなド 汚ね ぇ 声し てんのは、 お前し かおらん。 樊 
忙しい のに、 何 か 用 か？」 「あのです ねえ、 『漫画 エキサイト 号』 の 
2 色 原稿、 2 日 ばかり 伸ばして もらえない かと…」 「ケッ / 勝手 
にさら すんだ な。 それと お前、 最近 欲求不満 じ ゃねえ のか？」 「は あ 
つ？」 「濡れ 埸 によ、 やたら チン ポコ ばつ か 出て 来る。 読者は 手前 
にもく つついて る もんなん ぞ 、見た がつ ち やい ねんだ から、 もちつ 
と 考えん かい。 亭主に 冷たく され とんの か？ ヒッヒ ッヒ ツヒッ J 「放 

つと いて 下さいよ 一 「ヒツ ヒツヒ ツヒツ I 


【締め切り 延期の OK もらった 後です ぐ 寝 腐る 奴】 ITOYOKO 

セン セの こと。 昼頃 電話で、 渋々 締め切りを 3 日延ぱ すのを OK し 
て、 午後 また 用件が 出来た ので 電話しても なかなか 出ない。 1 回と 
半分く らいの n 丨 ルで、 いかにも 起き抜け というと いう 声で 出る。 
「…ふ あ〜 あっ。 え… えっと、 ITO に 行くなら ハ トヤ… '電話は 

4126 の…」 「何ィ ボケ とんの よ。 締め切り 延ばした とたん 寝込 
まれち ゃ 困る じ ゃない」 「ド… ドキ 。いや〜、 モカ 飲んで 無理して 
起きて たもんで 、やっぱり バタン キユ ー と…」 「絶対に 月曜の 昼 だ 

かんね」 「任せて 下さい、 4126 です ョ」 「 . 」 

【駅の トイレの ウン コを 流さない 奴】 岡^: 一の ムツ チ^ ~ のよ うな 性格 
の 奴であろう。 だいたい 流す 水を 3 里 離れた 谷間の 川から、 てんび 
ん 棒に 桶を 吊して 運ぶ のなら ともかく、 短い 足を ちょい と 伸ばせば 
〃シャ^ ^ ッ ，なの だ。 鹩自慢 なんか すんじ ゃねえ / 

【XXXXXXXXXXX  な 奴】 XXXX<I<1<DXX  〇〇口 
□  X  X  X  X  X  X  A-4A-  X  X  X  X  ♦♦  XXX …… ◎ ▲※〇 パ 

圓囹 >xx ■よ、 いつか 見て ろよ っ / 

【人手不足の 写植 製版 印刷 関係者の 高姿勢 化で、 ォロォ ロ している 

奴】 昔は 前 出の 関係者よりは'  建て前では あっても 編集者 中心の 惯 
例は あった。 が、 今や、〃 士農工商 写植 製版 印刷 製本 社 屆 編集者の 下 
の 下請け エロ 漫画 編集者， というく らいで、 米つ き バツタ のように 
なり、 各 業者 様に お 仕事を していた だいて る 状態。 『アットー テキ』 
のように、 「お宅は 入稿惡 いし、 場所 も 遠い から」 と、 製版 屋 から 
三行半を 叩きつ けられる 雑誌 も 出る 始末。 タコ多 田は 泣きの 涙で 頑 
張っ てるら しいが、 本誌 もい つそう なる か？ 

I 腐った 野菜を 平気で 冷蔵庫に 貯蔵して る 奴】 愚妻です。 ブス ブラ 
には 慣れたけ ど、 こういう 無神経 さは 耐えられません。 皆さん もス 
力を つかまぬ ように。 

I 駅の 階段で、 彼女の ミ ニスカ ー トの 太腿を 自分の カバンで 隠す 奴】 
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時々 いんだよ、 こういう 男。 カバンなら まだし も、 「ビッグ カメラ」 
の 袋で、 むき 出た 部分 全てを II そうとする 奴まで もい る。 バカ ヤロ 


> 


一度 世間 様に さらした 体 だ、 ケチケ チし てんじ やねえ よ。 


【全然 暇な ので'  ク— ラ— の 効いた 部屋で 文庫本 ばつ か 読んで いる 

奴】 力^ ~ マス^ ~ トラ吉 田 班の、 ゆ 〜 まと ひろの こと。 こち とらの 班 
は メタ メタ 忙しい のに、 2 人は 本 読んで 銭 もらつ てんの かと 思ぅ と、 
腹立たしい。 『キャン ディ コミック』 廃刊が 主因 だけど、 ンな 調子 
じ や 第 2 の 『キヤ ン デイ コミック』 が 出る ぞ 。ハ ゲおば さん、 しつ 
かりして ね // (以上は、 似た ような 給料な のに 忙しす ぎる と 内心 思 
つてい る、 ま 一 とやく る〜 との 心の 声を 代弁した 労務 対策 上の 意見 
です ので、 吉田班 の 人間は 気にする ように)。 


【黒澤 明の 『夢』 を ほめる 奴】 咋 日よぅ や 


\ 


従業員の 態度 も 映写 


状態 も 悪い ので 有名な、 池 袋の 「日 勝 文化」 で 観た けど、 とんだ 凡 


作で 


ク U 


0 


『影武者』 や 『乱』 も 日本 じ や 評判 悪かった けど 


(僕は 2 作と も 評価して ます)、 次元が 違います ぜ ◦部分的に 光る 所 
は あるけ ど、 水準は 丹 波 哲郎の 『大 霊界』 とさ ほど 違わない。 その 
くせ 妙に くどくて、 後半の 地獄の シーン は 中 川 信 夫の 足元に も 及ば 
ない。 300 人 収容の 館に 20 人 も 客は いなかつた けれど、 たとえ 満 


席で もこれ はヒ 


老醜 


( 


90 


気分を 害しつつ 本欄なん ぞ 

読まな くつて いいの。 


8  211 は'  パチンコで 1 万円 も黑 字が 出た から、 9 月は ロ クな こと 
はないだ ろうと 思つ てたら、 某誌に 都 条例は 来る は、 w ELLA セ 
ン セは 急な 仕事 (本業) の 海外 出張で 穴は あくは'  時 坂 夢戯は 『レ 
モンク ラブ』 で 遅れ まくつた あげくに 手抜きを 描く は、 隣の 吉田班 
の" 色魔， の おおぬ ま •ひろしは、 『BABEj の 原稿を 落とす は 


で、 悪運が カー マス 


ラ吉 ffl おばさんにまで 飛び火 


VJ 

力 


\ 


人 


生 


谷 


れ 


V6 

f  I 


り 


で 


す。 


そ 


の 


ラ 


ち 


き 


つ 


と 


こ 


と 


あ 
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さ 0 

ようやく A 行 終わっ たんだけ ど、 いくら 抗議の ハ ガキを 寄こそう 
が、 本欄の 手抜きは 一切 やめない ので、 読者 諸君 も 無駄な 試みは 即 
刻 中止しなさい (本欄は 俺の 社会福祉 事業。 他人に ヤィ ヤィ 言われ 
る 覚えは ない。 ィヤ なら 読むな、 読むなら 耐えろ、 耐えられ ぬのな 
ら 買うな、 の 精神で 参り ましょう。 t しかし、 この デケ〜 態度は 一 
体 どんな 家庭環境から 免 まれた のか？  我ながら 驚いて しまいます 
わ。 オッホ ホ ホ ホ)。 

で、 運の 悪い 人って いる もん。 水道 橋 駅前の 回転 寿司で 納豆 巻き 
を 位べ てたら、 汗 ふきながら 入って 来た ス ー ツ 姿の オッ サン、 湯 飲 
み 茶碗 取ろうと して、 間違って お湯の レバ ー 押した もんだ から、 腕 
を 熱湯が 直撃、 r アチチ チ チ r だから どうした？ ただこれ だけ。 
話に いちいち 落ちが つく ほど'  人生は ドラマチック じ やありません 
て。 

ぁ、 

気 

分 

害 

し 

ち 

ま 

た 

奄。 

もう Q 行。 ニヒ ヒヒヒ 。ひろの ガキも 俺の 勧めで 観に 行つ たらし 
いけど、 S 年 程 前に、 勝 プロダクションが 制作して 東宝が 配給した、 
映画" 子連れ 狼 シリ ー ズ 〃は 最高。 映画と 劇画と いう 異なる メディ 
アを 、あえて 混同して 同じまない たの 上で" さばく" けど、 劇画 版 


なんて 問題に なり ま へん。 

ただ 黒田義 之が メガホン 取った、 『子連れ 狼 •地獄へ 行く ぞ / 
大 五郎』 は 未見だった。 いつか 観たい と 思って たら、 やってくれ ま 
したよ、 例の 「大井 武蔵野 館」 が。 雪原での 大 決闘 シ ー ンの凄 さ、 
コ ー ト ー ム ケィ さは、 日本 映闽史 に 残る でしょう ね (石 井 輝 男 監督 
の『江戸川乱歩全集.恐怖奇形人間』にぉける、「ぉ母さ〜んガ」 
の 絶叫と 共に、 人体が 花火で 宙に 舞う 感動の 名シ ー ン同 様に)。 

裏 柳 生 一派が 全員 スキ ー 姿で チャンを 襲 嘴 すんだ もん、 真っ青。 
で、 こ 一 ゆ 映画を、 全 スタッフが マジで 力一杯に 撮っ てんの が、 ヒ 
シヒシ と 伝わって くる。 1974 年、 俺の 大学 時代 だ。 リアル タィ 
ムで 観ない 僕が バヵでした。 ぁの 頃は、 藤田敏 八の 『赤ち ょうちん』 
とか 観ち ゃ、 秋 吉久美 子の オッバ ィに 発情して たんだよ (幸いに も、 
漫画は 一切 読んで いなかった)。 

それが どうした だっ て？ 

知る かいな そんな こと / 

…て 、威張っ てられる 立場で もない 気がする けど、 ようやく ぁと 

Q 行。 

フ - ッ〇 

助かった。 

ちろ クタ クタ。 

併 映は 『殺人狂 時代』 (監督/岡 本 喜 八) だった けど、 これは 二 
度 目。 好きな 人 も 多い けど、 俺は この頃から 岡 本 喜 八って、 明らか 
に パヮー ダゥンし てると 思う。 大向こうを 意識し すぎ。 題名は 忘れ 
たけ ど、 初期の 雪 村 いづみ 主演の 石 坂洋次 郎 モノと か、 『独立 愚 連 
險 西へ』 の 頃の 落ち着き なさの 心地良 さが、 少しずつ 減退し 始めた 
気がする。  {9  * 1 ) 
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これ だけの 手抜きべ ー ジ でも… 
君達の 血は 許しなさい。 


妙に甘ぃ匂ぃのする夕方です。中総もも、谷内和生、 K AMEと 
いう、 三大ア バズ レ 女流 漫画家が… おっとつ と、 三 大 処女 漫画家が、 
狭い 事務所に 御 集合 あそばされて いるの だ。 


と 


こ 


こ 


ま 


■F  .1 
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た 

MX 

で 

ああ 忙しい。 今日は これから 「大井 武蔵野 館」 の 鈴 木 清 順 特集に 
行って、 『俺たち の 血が 許さない』 を 見物せ にやな らん。 けど 谷 内 
和 生 セン セに、 読者 プレゼント 用の 『SERA / 』 に サインしても 
ら わなく ち や。 でも 谷 内 セン セ、 急遽 力^  — マス ー トラ吉 田 おばさん 
に 頼まれた、 『BABE』 の 秋 山道 夫のタ コ 野郎 (コ イツの 吉田ぉ 
ばさん への おべ っかは、 聞いて て 素晴らし さの 余り 射精し ちまい そ 
う) の エロ 小説の カット、 外 屍 ニコニコ 内心 ムカム カ 描いて るから、 
それ 待っ てたら、 後半の 山塌 だけ 見物し ようと 思っ ている、 併 映の 
『東京 流れ者』 が 観られなくなる。 エイ / い〜 や / ただで もら 
う S 抓 者の ことなん か 知っ たこっ ち やない // 

Q 年 振りに 観た 『俺たち の〜』 です が、 確かに 失敗 作の 部類とは 
いえ、 なかなか 興味深い I 作 (学生時代に 一度、 TBS の 深夜放送 
で 観た 記憶が ある。 白黒 テレビで 観た せいか、 すっかり モノクロ 作 
品と 思つ ていた バカな 僕)。  . 

何 だって ェ P 

「エロ 漫画 誌な のに 映画、 それ も 大昔の わけの 分かん ねえ 映画 や、 
自分の 体験 ばっ か 書くな / 」 

俺に 意見す るた あいい 度胸。 

イヤ なら 読むな // 

それでも イヤ なら 買うな。 

どこが 興味深い といえば、 まだ あと Q 行 も 残っ てるっ てこと だよ 


77 


な 
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業。 

/■「a- 

まず 字 felL だよ ね、 字幕。 俺は 小 林 旭 オタク だから、 大卞 アキラの 
画は 色々 観て るけ ど、 字 列で 彼の 名前が 1 本 だけ ド〜 ンと出 てん 


映画は 色々 観て るけ ど、 序列で 彼の 名前が 1 本 だけ ド〜 ンと出 てん 
の 見た 経験て、 あんまし ない。 彼の 共演て 浅 丘 ルリ子が 多いで しょ。 
ルリ子の 方が 日活 では 先 雖。 だ もんで 必ず 2 人 同時、 つまり アキラ 
が 右で ルリ子が 左と いう 風に、 同格 的 扱いを 受け てんだ よね (後の 
渡哲 也と 松原 智恵 子に も 当てはまる。 ちなみに 『ロリ タッチ』 の衷 
紙の 漫画家の 序列は、 一切そう いう 配慮は なされて ない). 


だから 本 作で、 小 林 旭との 名前が 舉浊で 


ンと 記された のを 見 


た 時は、 胸が ジ 


上の 娘が 私の 34 歳の 誕生 旧に、 ス ー 


の チ 


ラシの 裏に、 似顔絵を 描いて プレゼントして くれた 時 以来の 感動で 
した。 

それが 鈴 木 清 順と どぅ 関係し てんだ つて？ ンな こと 知り まつ か 
いな。 かつて Q 数回は 観た 『東京 流れ者』 で、 相変わらず 松原 智恵 
子が わざとら しく 転んで ましたが (あちこちに 転ぶ といぅ 点では、 
大島渚 や 野 坂昭如 以上)、 なぜ この 人は 転ぶ 際に 「アッ / 」 としか 
叫ばない のだろう。 

この 前 会社で も大 問題に なつた ◦というの も ひろの 奴を、 昔の 力 
ルト 邦画 ム ー ビー 狂に 洗脳した ためで、 近頃は  一丁前に、 昔からの 
日活 映画 オタクの 間で も 永遠の 謎と 呼ばれて いる、〃 松原智 恵 子の 


「アッ // 」 転び， の 件に 関して、 意見を 挟む ようにな つたから だ。 78 
「鈴 木 監督の 演技 指導では？」 「いん や。 小澤啓 一の〃 無 賴 シリー ズ〃 

でも、 何度 転んだ か 知れね え」 「そうい やそうで すね」 

こ 一 ゆ 時、 必ず シャシ ヤリ 出る のが、 やくる 〜 との ドア ホ。 「ン 
なの 決まって ます。 松原 智恵 子は 普段 転ぶ ときに、 必ず〃 アツ" つ 
て ゆんです。 だから 映画で も…」 こ一ゆ バカは 放つ といて、 僕が 本 
当に 言いたい のは 字幕の ことじ やなく、 束 大卒 役の 小 # 旭が なぜ ヤ 


なつた のかと 
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一 愛すべき 若ハゲ 野郎、 

I タコ多 田との 遭遇。 

コ イツに 初めて 会っ たのは Q 年く らい 前。 まだ いわゆる、 200 
円 台 エロ 劇画 誌の 全盛時代で、 各社は 競って 本誌の 他に、 増刊号と 
いう 再録 本を ジヤ カスカ 出して いた。 しかも この 再録 本、 原稿料は 
1 冊 恥 万く らいです むのに、 4 〜 5 万 出して 本誌より 返品が いいと 
いう 例は は ザ ラで、 各 出版社は ゥ ハゥハの 時代 (むろん、 下請けの 
有 遠 U 企画は 今 も 当時 も、 ただ 息をして いる 油 かすの ような 存在 だ 
が…。 これは'  恐れ多く も 各 出版社の 皆様 方に、 不平不満を 申し 上 
げ てる わけでは ない。 それ どころ か、 油 かすに 等しい 我々 が、 生 意 
気に も 一人前に も 息を出来 るのは、 皆様 方の 御 慈悲の おかげで すと 
いう、 率直で ピュアな 感謝の 自然な 発露です)。 

一応は エリ ー ト 社員 編集者の コ イツは 、増刊号を 出す にぁたり 自 
社の 原稿 だけでは ぺージ 数が 足りぬ ので、 当時 神 田 小川 町の 芙蓉 ビ 
ル 7 階に ぁった、 遠山 企画の ゥ ナギの 寝床み たいな 事務所に、 脂で 
テ カ テ カした ツ ラを 出した の だ。 n イツとは、 通称 多 田 在 良。 本名 
多 田 正 良。 ペンネ ー ムを 腹黒 三郎と 称する、 現 『アット ー テキ』 編 
集 長の タコ多 田の こと。 この頃は、 『漫画 チヤ タ レイ』 の 編集長 だ 
ったは ず。 

コ イツが 原稿を 借りに 来た エロ 劇画 家は、 やまだ のら。 当時は 
華々 しく 売り出し 中で、 先行した 羽 中 ルイに 比べて、 ヴィヴ ィッ ド 
で ギャグめ いた エロ 漫画が 新鮮だった。 俺の 所で も 『漫画 バンプ』 
(古いの ねこの 本)、 『漫画 ショック』 (『漫画 ショック & ショック』 
改題) と 毎月 2 本 連載で、 大車輪。 今で 言うなら、 『漫画 ェキ サイ 
卜 号』 と 『漫画 スマック』 を 股に かける、 阿宮 美 亜みたい な もの 
(ただ、 のらは 阿宮と 遠い、 善人と いうか 人が 良す ぎる という か、 


姑息に 臭い 芝居を して、 原稿料 アップを 図ろうと はしな かった。 っ 
たく 阿宮の 糞 アマなん か、 屋久 島の 1000 年 杉み てえ な 骨太 マッ 
チョ 女の くせして、 「私、 このままでは 死にます」 とか 言い 腐り、 
そのたん びに 稿料 アップし てんだ ぜ 。ざ けんじ ゃねえ"： 私の 経験 
では、 この 他に もりを 舞、 西 江 ひろあきら が、 ィモ 臭い 芝居を しち 
ゃ、 稿料 アップを 図らん とした。 ロクな 死に 方は しねえ よ)。 

つまり 俺ん とこと しちゃ、 のらが 「すいま せんが 1 本 だけ…」 と 
泣いて せがむ ので、 一水 社に 原稿を 渡す のを OK したが、 本来は 銭 
になった (当時) 彼の 原稿を、 出した くはなかった。 でも、 約束で 
すから 仕方ありません。 しかし、 出来の いい 原稿は 論外と して、 並 
の 原稿 も、 癖になる のでなる ベく 渡したくない のが 本音 (サン 出版 
の樓木 編集 室なん つ 所は、 自分ん 所 じ ゃ- -〜 2 冊し か エロ 劇画 誌 出 
してね えのに、 当時 単行本 バ カスカ 出して たので、 コジキ みて えに、 
各 出版社を 回っ て 歩いて た。 俺ん とこ も 余りの 図々 しさに、 ある 段 
階から シャットアウト してやっ たが、 その コジキ 根性の おかげ か、 
サンは 今や 凄え ビル おっ 建てたら しい。 さすがです)。 

で、 例によって 惡 知恵を 使い、 既に 再録ず みの (それ もわず か 3 
力 月 前)、 手抜き 足 抜きで コピ ー だらけの 超 ド カス 原稿を 渡して、 
あしらう ことに (こういう ことは 今でも やって ます。 が'  例えばく 
らむ ぼんと かか おる、 白夜で 言えば 唯 登詩樹 あたりの ゲン コ になる 
と、 貸し借り どころ か、 直に 手に 触れさせても くれんで しようね、 
各 編集部が しまい 込んで て。 エロ 劇画の 全盛時代は、 沢 田 竜 治、 羽 
中 ルィと いえ ど、 こんな 扱いを 受けて ませんで した。 雑誌が メィン 
だった エ ロ 劇画 誌 時代と、 両方が 銭になる、 今の ロリコン 漫画 ブー 
厶の 違いで しよう)。 

俺が 多 田の 立場なら'  その 原稿を 受けと る やい なや 2 つに 引きち 
ぎり、 捨て ゼリフ の 一つ も 残して 立ち去っ たでし よう。 ところが、 
奴は こうのた まった の だ。 「あ〜 っ、 こり ゃ あいい 原稿 だ。 のら さ 
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ん て、 最近 描き 込みす ぎで 黒っ ぼくな ってて、 まずい な あと 思って 
たんです よ 僕。 助かるな あ、 こういうの 貸して もらえる なんて-」 す 
いません」 皮肉を 言っ てるの かと 思っ たが、 そうで もない らしい。 
「どうです、 時間が あったら お茶で も」 と、 一階の 「珈珀 」 という 
喫 X 水 店の、 まずい 珈琲まで 奢って くれる 始末。 何 だ コ ィツ P 
以来、 しょ っち ゅう 電話を 寄こす ようになる。 用件は 決まっ てい 
る'.‘ 「 1 尾た け 4 さんの ゲン コ、 . ~ ^ 本 貸して T さい」 「すぎ うら あき 
とさん の 連絡先、 教えて 下さい」 「檐 本'  さんと、 おが ともよし さ 
んの 連絡先 教えて 下さい」 「あの、 『ロリ パック』 って 増刊 本 出す の 
で、 おおぬ ま. ひろし さんの 原稿 貸して 下さい」 つまりは、 頼み ご 
とばっ か。 普通の 出版社は 下請けに こ 一 ゆ一 ことして、 度重なれば 
銭を 払わねば ならぬ ことを 知つ てる。 が'  一水 社と いうか、 そこの 
社員の タコ多 田'  一切 そんな 素振りな し。 何度かは、 「付 えんな こ 
の ドハ ゲ膝 / うちは 社会福祉 法人 じ ゃねえ」 と ィッヵ ツ してやろ 
うと も 思っ たが、 憎めな いんです よね、 この タコは (それに ひき か 
え、 今や 誰も 知っ ち ゃい ねえと 思う けど、 『漫画 エロ ト ピア』 なん 
て、 実に 樊バヵ な ヘン シユー しかいね えぜ 。ここの マキ ハラと かい 
うモ ー ロク ジジ ィら は、 かつて g 遠 I 企画を、 恥知らずな 猿真似 集 
団 と、 的 確かつ 鋭く 批利 という か、 罵倒して たもん ◦ところが ド 劇 
画が 衰退して、 自分ら が 地盤沈下 する や 恥 も 外聞 もな く、 その 猿 真 
似 集団の 発掘した 漫画家を 使うよう になっ ち ゃった。 川 田 時 男、 左 
京景 、やまだ のら、 大地 翔、 もりを 舞、 真 弓大介 …漫 画家さん の 仕 
事が 増えん のは ヶッコ だけど、 漫画家の 電話 番疔を 聞く のに、 関係 
ねえ 第三者の 漫画家 使ったり すんじ ゃねえ。 ち ゃ〜 んと 編集が ヵッ 
コ つけずに、 ペコ ペコ 頭 下げり やい いの。 そ一 ゆ 時う ちは、 かつて 
お前ら にす ぎ うら あきとを 尋ねた 時の ように、 「今、 特訓して る 所 
なので 教えられません」 なんつ わず'  バンバン 教える から。 テメ ー 
らの痔 で 腐乱した ケツの 穴を 基準に'  他人の それを 想像 すんじ やね 


え)。 

僕 も ゲン コ貸 したげ たり、 新人 漫画家 教える ようにな っち ゃった 
ん です。 別に 俺が 人格 円満に なった わけ じ ゃない。 単なる 打算。 だ 
つて n ィツ、 いくら カス 原稿 貸し出しても 涙 流して 喜ぶ し (会社 も 
僕 も 一文に もな らんが、 貧乏 漫画家には 臨時 収入が 入る ので、 彼ら 
が 「原稿料 上げて 下さい」 という 時期が 先 伸ばしに なって 助かる)、 
いくらう ちで 教えた 新人 漫画家が、 コ ィツの 所の 本で 手を抜いても、 
怒つ たり しないんだ もん (しかもう ちより、 1 〇〇〇  i 2000円 

稿料 上げて くれる)。 だから 僕は (俺の 一人称が コロコロ 変化 すん 
のは、 癖 だから 気にせぬ よう)、 多 田から 教えて 欲しい と言われた 
新人 漫画家には、 事前に こう 言い含め たもの だ。 

「多 田ん とこは よ、 ど〜 ん なに 手工 抜いても 文句 言わん し、 しかも 
俺ん 所より、 1000円 も 稿料 高 いんだ ぜ 。だからよ、 俺ん 所の 仕 
事の 骨休め だと 思って やっ たれよ。 それと よ、 こり ゃ 俺の おかげで 
入っ た 仕事み てえ な もんだ。 だから 1000円 アップした 分のう ち、 
500円 は g 遠山 企画で 払っ てると 思って 感謝し ろ。 分かっ たな 
あ？」 こんだ け 説得力を 持つ 理屈 もそう ない と 思う が、 結構 素直に 
うなずく エロ 漫画家 も 多く、 我ながらな ぜ豊山 商事の 営業マン にな 
ら なかっ たの かと、 反省した のを 咋日 のことの ように 記憶して いる。 

( 0 *00) 

I ブスで 陰気で センスない 女 共の 

ハレの 日々 

一億 総 成金 時代と も 言われる 咋今だ けに、 近頃は エロ 漫画家、 編 
集 者 共々、 いいべ ベを 着る ようにな った。 ベベに あんだけ 銭を 遣っ 
てると こみる と、 エサの 質 も かなり 向上した に違いない。 糞 も、 相 
当 臭くな ってる はず だ。 田舎 出の it 金が、 ィモな ファッション や 動 
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物性 ゥン チの 臭気で 身を 包み、 神 保 町の 「高 岡 書店」 や、 新 宿の 
「まんがの 森」 あたりを ゥ ロつ いてる 姿は かなり 奇怪 だが、 一番 迷 
惑と いうか、 コッ ケィな のは、 ヮシら 現場の 編集者。 今回は 男性は 
差別し 無視、 女流 エロ 漫画家の 成金への 道に ついて、 軽く くっち や 
ベって みたい。 

女流 エロ 漫画家が 一変す るのは、 約 I 年の 雑誌 連載の 後、 作品が 
単行本 化されて 印税が 振り込まれた 直後。 単行本の 印税は、 エロ 漫 
画界 では だいたいが 定価の 8%  ( メジャ ーだと 0 %)。総額は定価 
によって異な るが、 800円 の 物を 1 万 部 刷れば、 手取り g 万 くら 
いになる。 世間 一般から すれば 大した 額では ない が、 一流の ブス 揃 
いで、 幼年期より 差別を 受けて 来た、 根暗 大根足 上 眼 使い 骨太 スタ 
ィル最悪学歴なしで 0 %がバージンの地方出身の彼女達からすれ 
ば、 宝 クジに 当たっ たような 一 ni 額な 金に 映る。 彼氏で も いれば 貢ぐ 
なり 出来る が、 腐 臭 まみれの アバ ー トに帰 っても、 待っ ている のは 
同 レベルの マ ヌケゾ ラした 猫 ばかり。 いくら 猫に 高い カン ゾメ 買い 
与えても、 高が 知れて る。 結局は、 大胆に もと 言う か、 無謀に とで 
も 言う か、 ある 意味では 彼女ら の 歴史から すれば 当然の ように、 フ 
アツ シヨン に 銭を 投 ずる ことになる。 

これは、 彼女ら に 口 常 的に 接せねば オ マン マの 喰い 上げに なり か 
ねぬ 僕らには、 苦痛を 通り越した 一種の 拷問 だ。 彼女ら の ブス 振り 
には、 もう 驚きは しません (そもそも こち とら、 毎日 女房の アホゾ 
ラ 見 てるお かげで、 ブス 自体には 免疫が 出来て る)。 問題は その 才 
カ チ メンコ 軍団が、 常軌を逸した ファッション ショ ー を、 編集部 内 
で おっぱじめる ことに ある。 そり や 僕ら だっ て 分かっ てる。 友達 も 
ほとんど いない 彼女ら にと つて、 編集部に 打ち合わせに 寄つ たり、 
原稿を 持って行 くのは、 少ない 外出の チ ヤンスで ある ばかりでなく、 
ハレの 日で さえ ある ことは。 しかし、 それを 見せられる 側の 心の 荒 
廃に ついても、 彼女ら は考 t すべきでは ないか？ 


幸い オイ ラの ブス 女房なん か、 安月給の せいで いいべ ベなん ぞ 着ぬ 
られ ないから、 余程の 美人の 隣に でも 立たぬ 限り 目立たぬ、 座敷 ワ 
ラシの ような もの。 女流 エロ 漫画家は 違う。 最低で も 8 万になる A 
5 判の 単行本を、 多い 人は 年に 2 〜 3 冊 も 出す。 その 度に 各 編集部 
で、 この 拷問 的 ファッション ショ ー が 繰り広げられ るの だ。 唇を 噛 
み 締めながら、 「いつか アムネスティ •インタ ー ナショナルに 訴え 
て やる」 と、 涙に くれてる 我が剧 胞 のこと を 考える と、 僕の 心は ケ 
ンザン でかき むしられる ように 痛む。 しかし、 悪い ことに この 養豚 
的 ファッション ショー は、 それによ つてい くばく かの 利益を 得た、 

女流 編集者にまで 伝染す る パ ヤイ も ある。 ンな 姉ち やん を 同僚に 戴 
く 男性 編集者の 中には、 ノ イロー ゼ になつ たり、 退職して 帰郷した 
り、 果ては 突然死し たりで、 社会問題 化する 日 も、 そう 遠くは ない 
状態 だと か。 

「あれば かりは、 体験した 人 じ やなく ち や 分かりません ね。 その 種 
の 家畜 (僕らは こう 呼んで いる) が 2 〜 3 頭 編集部に 来た 日なん か、 
『ヤング ビタミン』 とか ゆう 百姓 雑誌の 表紙で 有名な、 おおぬ ま. 
ひろしさん みたい に、 昼間から 酒 飲んで ます。 ビー ル P ダメ ダメ、 
そんなん じ や。 ウイ スキ I を ストレ ー トで 、しかも 水つ ぽい サント 
リ ー じ やなく、 ニッカの ピュアモルト か 何 か、 3 分の 1 くらい ドッ 
ク ドック 飲ん どかない と、 カンペ キな 廃人に なつち やい ます ヨ 。そ 
れが この 前つ いうっ かり'  ウイ スキー 飲み 忘れたん です よ。 直後に 
家畜の 集団 放牧が 始まつ たもんだ から…。 僕なん かいきな り 失神し 
てし まつたら しくて…。 後で 同僚に 聞いたら、〃 殺して くれ 殺して く 
れ ，って、 うわ 言みたい につぶ やいて たそうです」 

この 匿名 希望の T 企画の S 山 氏の 証言は、 決して オ ー バ ー でない 
ことが、 複数の 人間の 発言で 証明され ている。 しかした だ 一人、 女 
性の 同僚 Y 田さん が 次の ような 反論を した。 極端な 取る に 足らない 
異端 意見では あるが、 資料 的 価 瞳は あると 思う ので 紹介したい。 
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「ふざけん じ ゃねえ よ、 うちの 不細工な 野郎 編集者 共が // だいた 
い S 山 あたりが、 何で ア チキの ハゲ頭 馬鹿にする 権利が あるの ョ。 
ア チキの 頭が いくら ハゲ ようが、 テメ ー らにゃ 関係ね えだろ が。 も 
つと 問題なん は、 テ メーら の 肥満 だよ。 ブク ブクブ クブク 、どこ ま 
で ムレ 肉 化すり ゃ 気がすむ のよ。 うちは 相撲部屋 じ ゃない よ。 お前 
らがョ タョ タ 事務所に 入って 来て" オ ハョ / " なんて 言う と、 私に 
ゃ" ドス コイ / " って 聞こえんだ よ。 S 山 も ゆ〜 まの 奴 も、 その上 
脂性な もんだ から、 歩く 度に 汗と 脂が 入り交じ った、 妙な 体液を ド 
ピユ ドピユ 飛ばし まくり やが って。 テメー らいつ から ガマの 油 売り 
になり やが った？  ア チキなん か 家に 帰るな り、 気色 悪い からすぐ 
シャヮ ー 浴び てんだ。 分かっ てんの かよ / それと あり ゃ 何なん だ 
よ、 例の S 山の 短 パン 姿。 なまっちろい ブ クブク 足が、 ア チキの 横 
を 通る たんびに、 ゥ ゲ^  — ゥゲ^ — ッて 心の中で 吐い てんだ。 S 山 も ゆ 
〜 まも、 早い話が 歩く 生ゴ ミ。 よく あんな 醜い 姿で 街が 歩ける よ。 
テ メーら は、 工場で ハムに でもされ ねえ 限り、 社会に とって 何の 利 
益 もね えんだ よ。 それと S 山の 下の ま 〜 。あいつの 〇 脚 もたまん な 
いね。 ビッグな 万力に でも 両脚は さんで、 まっすぐに 出来ね えの か 
よ。 隣の、 かもって 中年 男 も 一体 あり ゃ 何 P アイツが 鼻 かむ 度に、 
ア チキは 寿命が 3 日 縮ん でんだ。 馬 じ ゃなく、 一応は 人間 だろ。 遊 
覧 船の 汽笛み てえ な 馬鹿 音 出して、 鼻 か むん じ ゃねえ / どいつ も 
こいつ も 歩く 生 ゴミだ 。オイ/  S 山よ、 テメ ー これ 以上 ホラ 吹き 
まくる と、 この 前 会社の 共同便所で 、『アット ー テキ』 9 月 号の 芳 
町ヵゲコの漫画で、マスこいてたのバラすぞガ」 

失礼。 とんでもない 方向に 話が 脱線して しまいました。 いずれに 
しても、 女流 家畜 エロ 漫画家 集団が、 ムクな 心の 男性 編集者 達を い 
かにズ タズ タに 傷つけて いるかは、 御 理解 願えた のでは ないかと 思 
う。 フロンガスの 追放の ため、 最近 各国は 政治 体制の 違いを 乗り越 
えて 団結しつつ あります。 この 養涿的 ファッション シヨ ー 現象に つ 


いても、 各国が 手を たずさえ、 強い 意志で 対決して 行こうと の 姿勢 
が、 今、 強く 望まれて いるので は…？ (お断わり* 本文 中で 取り 上 
げた 女流 エロ 漫画とは、 決して 中 森 ばぎ なさん や 阿宫美 亜さん のこ 
とではありません。 また 女流 編集者 も、 『キャン ディ コミック』 や 
『ホットパンツ』 で 知られる、 カ ー マスー トラ吉 田さん のこと では 
絶対にありません) 

ようやく 残り A 行を 切った けど、 この レイ アゥ トは 完全な 失敗で 
した。 こんなに 行数 いっぱい 入っ ち ゃうなん てね。 なら 変更す り ゃ 
良さそう だけど、 そうする とまた めん どつ くさそう だし。 ペラ ペラ 
と ダボラ 吹い とりゃ 行数 埋まる と 思っ たけ ど、 とんでもない 思い 違 
いでした。 最近 また パチンコが 出ない。 それく らいどうつ てことは 
ない けど、 新人 漫画家の 応募が 少ない のは 困る ◦君 も 早く 連戰 持っ 
て 単行本を 出そう。 印税が 入っ たら、 オス メス 共催の 養 膝 的ファ ッ 
シ ョン ショ ー を 開き、 記念写真を 撮ろう じ ゃない の。  { Q . Q ) 

一大 公開/エロ 漫画 編集者 界の 
| ケン カ 相姦 地図。 

十人十色とは よく 言った もので、 「あれほどの 人格 円満 人間が…」 
と 思う 人が、 意外な 人を 毛嫌いし ている のが 世間です が、 エロ 漫画 
界 とて 同様。 特に 編集者 側に のみ 限定して みると、 その 感 はより 深 
まります。 

『ロリ タッチ』 を 読んで た 方なら、 阿 宫美亜 VS 中 森 ばぎ な、 江 本 
明宏 VS くらむ ぼん & あだち けん 等'  漫画家 同士の ケン カは、 結構 
見た と 思います。 誌面を メインに 繰り広げられる 漫画家 間の ケン カ 
は、 全国 津 々浦々 まで 有名に なって しまい ますが'  隠し立て のない 
感情の ぶつかり 合いは、 どこか ス カッと した 明るい 一面を 持つ の も 
確か。 
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一方 編集者 同士の いがみ 合いは、 陰湿な ことこの 上な く、 「ンな 
ことを 根に持つな ョ /」 という ささいな ことを 理由に、 何年に も 渡 
って、 大の 大人が 火花を 散らして いるの が 普通。 「えっ、 あの 編集 
長が…？」 と、 全国の 読者が ビック リ してし まう、" エロ 漫画 編集者 
界 ヶン ヵ 相姦 地図" を'  今回は 大胆に 非難の 嵐を 予想しつつ 公開し 
たい (ひひ ひ、 誰彼な く 嫌われ、 捨てる 物の ない 筆者 ゆえに 出来る 
独占 スク ープ ざん す)。 この種の 低俗な 話題が 好きな 人、 『アットー 
テキ』 (毎月 7H 発売 .520 円) に 速 載 中の、 筆者の 「嫌われ 者 
の 記」 も 御 併読 下さい ませね。 

『ホット ミルク』 の 斎 藤 〇子編 集 長と いえば、 温厚を ペンと 丸 メガ 
ネで 描いた ような 女性、 と 一般には 思われて ますが、 やはり 生身の 
人間。 「ヶッ / あんな 奴 / 」 と 思っ てる 相手が、 この 業界 だけで 
2 人 もい るんで す.。 驚きます ねえ」. 人 IH の 「ヶッ / あんな 奴 / 」 
は、 筆者 も 世話になっ ている、 『アットー テキ』 の 多 田 在 良 編集長。 

筆者の 調 fe によれば、 ^ -〜 8 年 前に 白夜 書房 (当時は セルフ 出版) 
が 出して いた、 『漫画 ブッ チャー』 という エロ 劇画 誌の 主催で、 エ 
口 劇画 誌 編集者の 座談会が 開かれた。 そもそもの 原因は、 この 時 ま 
でさかの ぼる。 当時は まだ 副 編 的 存在だった 〇 子さん は、 この 時 お 
旅 や食宰 の 世話を かいがいしく なさっ てた。 そこへ、 デケ I ツ ラし 
て やって来た のが、 『漫画 チャ タ レィ』 編集長だった 多 田 在 良。 よ 
せ ばいい のに この 夕 n 野郎、 「斎 藤さん て、 編集の アシスタント U , 
して ル 業界 一 だね。 編集長に なって 失敗す るより、 今の ままが 一番 
いんじ ゃない。 ガハハ ハ ハ」 (何たる 女性差別"：)。 

〇 子さん にと っての 2 人 A の 「ヶッ V. あんな 奴 / 」 も、 実は 筆 
者の 身近に。 何と、 毎日 社で 机を 並べて 仕事を している 、『キャン 
デイ コミック』 や 『ホットパンツ』 編集長の、 力 I マス— トラ吉 田 
おばさん なんです。 〇 子さん と吉田 おばさんが 最後に 酒席を 共に し 
たのは、 確か 咋年 春だった と 思います が、 そん 時 も 異様で したよ。 


その 日は 無事に 一次 会を 終え (埸 所は 高 田 馬場)、 二次会へ と 相 私 
成った。 人数 も 5 人に 減って たので、 その 居酒屋の 6 人が けの テ ー 
ブルに 皆で 座った。 ところが 〇 子さん は 一人で、 他の テ ー ブルに 腰 
かけた のです。 「どうしたの 斎 藤さん。 こっち 来たら？」 他の 者が 
言う のです が、 「うん、 いいの、 あたし こっちで」 と、 言葉は お だ 
やかな ものの、 テコで も 動こうと しない。 

他の 者は 全員 「？」 でした。 だが、 筆者には その 理由が 分かって 
いた。 吉田 おばさんと 斎 藤さん は、 それまで も 何度か 酒席を 共に し 
ています。 読者は 知らないで しようが、 酒が 入った 場合の カー マス 
1 トラ 吉田 おばさんの 展開は、 以下の通り。 【第 1 段階〕 普段は 割 
と 無口 だが、 ビ— ルの 2 本^: あたりから、 急に ジ ョーゼ ツ となる。 
しかも 話題は 下ネタ 専門。 つまり ワイ 談の 鬼と 化す。 【第 2 段階〕 
"カラオケの マイクと、 そりの いい チン ポは吉 田 おばさんに 見せる 
な" との 格言が、 ㈤ 遠山 企画には あるく らいの カラオケ 狂。 しかも、 
踊りつつ 唄い まくる。 一度 徹夜で つき 合わされた 人間は、 3 力 月は 
その 苦痛から 逃れられぬ とかで、 〃 Q 日 殺しの 吉 田" と 呼ぶ 人 さえ 
いる。 

〇 子さん も カラオケ 狂な ので、 【第 2 段階 U は 問題外。 つまりは、 

【第 1 段階 一の 余りに 生々 しい 吉田 おばさんの ワイ 談 が、 地方の 素 
封 家の 娘と して、 厳しい しつけの 中で 育った 〇 子さん には、 耐えら 
れ ない らしい (吉田 おばさん も 地方 財閥の 箱入り娘。 同じような 環 
境 下で 育っても、 人間の 趣味は かく も 異なっ てし まう。 ホン トに 面 
白ぃ)。 

もっと 面白い のは、 嫌われる 側には その 意識が 全然ない こと。 夕 
コ多 田は、 「そんな こと あったの…？  けど 仕方ない な あ。 ン なに 
嫌われ てんじ ゃ あ。 そうい や' 『ホット ミルク』 に 描いて る 漫画家 
の 電話番号 聞いても、 結構 冷たかった な あ…」 てな 調子。 カー マス 
1 トラ 吉田 おばさんは こうだ。 「嘘で しよう。 また 塩 山さん 得意の 
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デマを 飛ばして'  火の ない 所に 煙を 立てようと してんで しょ」 

すぐす ねる タコ多 田、 チョイ 自信家の 吉田 おばさん という、 それ 
ぞれの 個性の 違いが 反応に 出て いて 興味深い。 僕が 〇 子さん に 直接 
尋ねた ところ、 「多 !]:] さんの あの 一言は、 一生 忘れません よ/」 と、 
キッ —— イ PJ 答が 返って 来た。 よほど 腹に すえ かねた に違いないが、 
こういう 怒りは 案外つ まらぬ ことで 氷解、 逆に 仲良くな つたり する 
可能性 も？ (今の所 そんなき ざしは ミ ジン もない) 

逆に、 国交 回® は 絶望的と 思わされ たのが、 吉田 おばさんへの 〇 
P さんの 反応。. 「そんな こと あった？  私、 吉 田さん のこと 全然 嫌 
つたり してないです ョ 。パワフルな 人 だな あつて、 尊敬して る くら 

い」 「 . 」 並の 反 E ではない ことが、 一 見は メロウな この 発 

言で、 お分かりいた だけた かと 思う。 別に or さんを 偽善者 扱いす 
る わけ じ やありません が、 ウン コをク レ！ プで 包んだ ような 反応と 
言えな くもない。 

愛が 人と 人と を 結ぶ プラスの 鎖で あると すれば、 嫌 惡の 感情は、 
マイナスの 鎖と 言える かもしれ ません。 こればかりは プラスが 良い、 
マイナスが 惡 いと 単純に 割り切れません。 プラスと マイナスが 白菜 
や 竹の子の 役 § を 果たしつつ、 中華丼の 大盛りみ たいな、 世間と や 
らを 形成し てんです から。 

〇 子さん に 嫌われて いる 多 田に も、 嫌いな 編集者が お るんで すな。 
司書 房の 岡 野 雄 ー セン セ。 かつて 『ルナ』 とかいう、 A5 判の ロリ 
コン 漫画 誌の 編集長を なさつ てた 方。 これを タコ多 田が 嫌う こと 嫌 
うこと。 「今日の 宴会、 岡 野さん が 来る ョ」 と言うと 絶対に 来 ませ 
ん し、 ある 時な ど 彼の 参加を 知らずに 飲み屋に 来て'  イチべ ッ する 
なり サツと 引き返した くらい。 

理凼 は、 互いが ハゲ 同士 だから" 近親 憎惡 ，だろうと いうの が、 
世間 一般の 評価でした。 一時は 僕 も それを 信じて いたので すが、 某 
日、 「アツ〃：」 という 事実に 気づいた" というの もこの 岡 野 セン セ、 


"業界 一の 女ハゲ "と 呼ばれる、 かの 力！ マス I トラ 吉 田おぱ さん 
とは ム チャ クチャ 仲が良く 、一時は 同人 誌 さえ 出して たくらい。 
「同じ ハゲ でも、 男女の 仲と なると 引き合う のか？」 と、 一時は 深 
刻に 考え込んだり もしました。 ともあれ、 斎 藤 〇 子さん が、 この 岡 
野に ついては どう 思っ てるの か、 今度 ジッ クリ 尋ねて みます" 

( gQ . 2 ) 

| 三 条友 美が 編集の 奢りで、 吉野家 
の 牛丼の 大盛りを お代わり してた 

1 頃〇 

三条友 美 セン セと いえば'  エロ 劇画 家の 代名詞 的な 存在です から、 
劇画 嫌いの 本誌 読者 も、 名前く らいは 御存知の ことと 思います。 今 
で こそ 『三 条友美 金 集』 は 出ち ゃうは (しかし、 これは いいかげん 
な 全集。〃 全集" が ハツ タリな のは まあ 許せる として 〔爭塚 治 虫 だっ 
て、 本来の 意味での 全集は 出て ません しネ〕 、ただ 昔の 単行本を A 
5 判 化した だけで、 各 作品の 初出は おろか、 どの 社の どんな 題名の 
単行本を、 どの 巻に 収め てんの かなんて ことまで 全くの スッポ カ シ。 
B6 判の 菜 美 シリ！ ズでガ ッ ポリ 儲け てんだ から、 もちっ とまと も 
な〃 全集" とやら を 編集して 上げて 下さいよ、 ミリオンさん / )、 
エロ 劇画 家と しての 最高 ランクの 稿料を 稼ぐ はで (多分、 最低で も 
ぺージ 1 万円く らい 取っ てるだろう)、 飛ぶ 鳥を 落とす 勢いの セン 
セです が、 つい 7^ — > 8 年 前までは、 ぺ^  — ジ 3500円 くらいの、 
ルンペン 新人 エロ 劇画 家でした。 

今は プヨ プヨと 肥り、 ミニ 小 錦みたい な セン セです が、 当時は ス 
リムな 体に 黒‘ ツクメ な ファッションが 決まった'  故漩澤 龍 彦 気取り 
の 大学生でした。 その 大学とは、 本誌 連載 陣の かおる (□本 大学)、 
あだち けん (流通 経済 大) 、くらむ ぼん (旋盤工 員大 学) といった 
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駅弁 大 ではなく、 中央 大学 法学部と いう 毛 並の 良さ。 ただとう に 司 
法 試験は あきらめた、 落ち コボ レでした が。 

彼が デビ ユー したのは'  既に 倒産した レモン 社 {"レモン" は 本当 
は 漢字。 辞書を 引く のが メン ドな ので、 これにて ゴ メン) から 出て 
いた'  懐かしの 『漫画 大快楽 』 ( A 代の 漫画 好きには 忘れられない 
雑誌。 能條 純一 やい つきた かしが 描いて いた この 雑誌'  一時は 比 万 
部 前後 出て たらしい。 今の f 漫画 ロー レンス』 や 『ペンギン クラブ』 
には 負けます が)。 

投稿が スタ I 卜 。当時、 同誌の 編集部に いた 小谷哲 (『漫画 大快 
楽』 i 倒産 1 下請け EU オフ イス 設立— 『漫画 ヵルメン』' 『漫画 ピ 
ラ ニア』 1 廃刊 1EU オフ イス 解散 1 現 『漫画 エン ジヱ ル』 編集長) 
の 特訓を 受け、 在学 中に デビ ユー 。同時に 『漫画 エロ ト ピア』 にも 
時々 執筆。 新人で 原稿料 も 安かった せいか、 『エロ ト ピア』 編集部 
の 紹介で、 すぎ うら あきとの アシストを 経験したり もした (このす 
ぎ うらに 関しては、 後に 本欄で も 取り上げて みたい。 とにかく 奇人 
であった。 でも まだ 死んだ わけでは ない。 噂では、 双葉 社 あたりで、 
チョ ロ チョ ロ 仕事 もして ると か。 何しろ、 漫画家を する 傍ら、 ソー 
プの 従業員に なったり、 柄 谷 行人の 影響を 受けた とかで、〃 群像 新人 
賞 獲得 宣言， を 各 編集部で ぶち 上げたり 、アイシャ ドゥ や 金粉 まぶ 
した ツ ラで ゲン コ 持って来 たりで、 なかなかの 個性 派であった)。 

僕が 初めて 会った のは、 すぎ うらの アシストを 辞め'  学生 エロ漫 
画家と して 自立し ようとし ていた 頃。 同じ 遠山 企画で、 『ス ー パー 
コミック』 の 当時の 編集長だった S  (中 大法 学部の セン パイだった 
りした。 5〜6 年 前に 足を 洗い、 正業に 就いて いる。 彼の 後輩 編集 
長が、 ヵー マス ー トラ 吉田 おばさん) が、 「2 〜 3 力 月に 一度なら、 
もう 一本く らい 描ける ってから、 『漫画 バンプ』 あたりで 使っ て や 
つたら」 と 言つ て 来たた め。 『ス ーパー コミック』 には、 一年 程 前 
から 描いて たよう だが、 当時の 彼の 絵は、 相当に すぎ うら あきとの 


影響を 受けた'  良く 言えば アクチュアルな、 悪く言えば 青 クサ〜 ィ、 
とても 今 ほどの" 商品 価値， が ある 物ではなかった。 

原稿料 も 安く、 当時 S が、 「今度 稿料を 4500円 にして やる っ 
たら、/ これで ノリ 弁じ ゃなく、 焼き肉 弁当が 愈べ られ ます" なんて 
狂喜して やん の。 可哀想 だから 打ち合わせの 後で、 吉野 家の 牛丼 奢 
って やったら、 お代わり すんだ もん。 先輩と しては、 複雑な 気分よ」 
と 言っ てた くらい (今 彼の 性む 高級 マンションには、 映像 関係の メ 
力で ない ものは ない と言われる 程の リッチ 振り)。 

初めて 会っ たのが、 神 田 小川 町の 筑摩 書房の 近くに あった、 「口 
ビ I」 という 喫茶店。 画風とは 異なり、 やけに オドオ ドと していた。 
打ち合わせが 終わるな り、 彼は トラの 子を 豊田 商事の セー ルス マン 
に 託した 未亡人み たいな 顔を して、 僕に 念押しを した もの。 「お 願 
いします、 塩 山さん / 長い 眼で 見て やって 下さい。 | 度 や 二度、 
つまん ない の 描いたり、 手抜きっ ぼくな っち ゃう 場合 も あるか もし 
れ ません が、 切っ たりし ないで 下さい。 次には、 絶対に その 何 倍 も 
いい 作品 描きます から。 お願いします / 長い 眼で 見て 耐えて やっ 
て 下さい。 打ち 51 りに しないで 下さい / 」 

他の 客 さえい なければ、 涙 さえこ ぼしそう。 「わ… 分かった…」 
とは 言っ たもの の、 考えれば 妙な 奴。 一度 も 仕事を しないう ちに、 
速 載 打ち切り のこと ばかり 心配して いる エロ 劇画 家なん て' 初めて。 
が、 「ひよ っと すると コ ィツは…」 という、 期待 も 生まれな いでは 
なかった。 これは 今 も 変わって ない が、 エロ 漫画家の 条件は たった 
2 つ。 ① 女に 縁がない こと (エロは 想像力で ある)。 ②自 分の 性格 
と 絵への コンプレックス (両者への 自信過剰 くらい、 読者に 嫌われ 
る ものは ない。 自信よりは コンプレックスの 方が、 絵の 成長もう な 
がす)。 つまり 世間と 違い 妙な 才能より、 凡人の 地味な 努力 こそが、 
案外 スト レ ー トに 報 われる のが、 エロ 漫画の 世界な の だ (編集者 も 
同様)。 そして 今。 「あ… あの、 さ… 三条 先生の お宅で ございましよ 
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うか？」 「そうだけ ど」 「あ… あの、 三条 先生は !? ,」 「俺 だよ。 あん 
た 誰。 ゴルフの 会員 権なら いらね えよ」 「あ… あの、 その、 ごぶ さ 
たして おります、 遠山 企画の 塩 山です が…」 「ああ、 何 だ、 塩 チャ 
ン 。何 か 声 変 だね え。 何の 用 P 今 俺、 『劇画 スペシャル』 の 追い 
込みで 忙しくて よ。 後に して くんない…」 「そ… そこを 何とか。 も 
う 3 年 も 仕事して もらっ てない ので、 1 回 だけ 何とかと…」 「った 
くう、 安いんだ もん お宅。 俺 だって 商売 だしね」 「そ… そこを 先生 
…」  ( !90 .  2) 

一 持ち込み 無名 新人 漫画家の あきれ 
| 果てた 誇り 高き 精神に ついて。 

病死、 自殺、 行方不明、 廃業、 転業 等が 相次いで いる、 落ち目の 
エロ 劇画 家は ともかく、  ロリコン 漫画家は 外人さん を 雇いたい くら 
いの 慢性的 描き 手不足で すから、 どの 雑誌の 編集部 も、 「新人 漫画 
家 募集"：」 のコピ ー を、 パチンコ 屋の 店員 募集広告よ ろしく、 雑誌 
の あちこちに 散り ばめ てます。 が、 パチンコ 屋の 広告が ほとんど 効 
果 がない のと 同様、 その 反応た る や 実に 微 々たる もので、 たまに 投 
稿が 来る や、 「これで 2人不足してた次号も、半分埋まるゾ / 」な 
どと 一瞬は 狂喜す る ものの、 数秒 後の 編集者の 心た る や、 なます の 
ように 切り刻まれ、 サンタン たる 状態に なつて いるの が 常。 

〃便所の 落書き" という ヒユ があります。 編集者 同士が 飲み屋な ど 
で 交わす、 「く 〇ら 〇む〇 ぼ〇ん 、か X お X るなん つのは よ、 漫画 
なんつ ーシロ モノ じ ゃねえ ぜ 、おい/  咋日も 会社の トィレの 壁に 
く 〇ら〇 むの ゲン コが 一枚 貼りつ いて やがん の。〃 誰が こんな 所 
に？" と 思って よく 見たら、 ただの 落書きで やん の、 ガハハ ハ」 と 
いった 罪のない 陰口の 中に'  よく 登場す る 言い回しです。 

数々 の 下手糞 漫画家に 慣れて るは ずの 編集者を しても、 投稿 原稿 


の 9 割は、 「まだ 便所の 落書きの 方が…」 と、 ため息を つかざる を 
得ぬ 状態。 しかも、 その 象形文字 もどき の インク 模様 (〃漫画， と 呼 
ん では、 この 言葉が 余りに 可哀想な ので) の 柚 象 度が 高い ほど、 な 
ぜか 投稿者の 知能 程度は 低く、 態度 だけは ぼいんと ☆たかし セン セ 
の キャ ラの 巨乳 並と いうの だから、 今度の 選挙 結果 以上に 世界の 恥 
さらしで、 日本には モラルと いう 言葉は な いんです と、 思わず フラ 
ンス 人に 頭を 下げて る、 エコノミックアニマルな 僕でした (少 々の 
文脈の 狂いに 目ジラ ミ、 いや、 目クジ ラを ボ ッキさせる タイプの 赤 
まむし ドリンク 人間は、 これ 以上 読まない チン ゲ ー ル。 けど、 『お 
ぼっち ゃま くん』 て 何で あんなに 面白い の？)。 

本人は もう、 完全に 採用され ると 確信して る。 これが 郵送の 場合 
は、 点 丸 もろく に 分かっ とらん 手紙は 即 破り 捨て (俺に ンな こと 言 
わせる ようじ ゃ あかん)、 同封され た インク 模様 ゲン コやコ ピーは 
2 つに 裁断'  裏を メモ 用紙に するとい う、 省エネ 活動に 務めれば | 
件 落着です が、 問題な のは 生身の 本人が ズ カズ カ 押し売り まがいに 
来 やが る… おっと、 御原 稿を 御 持参を ば 御 あそば 茶 そ ばられ た バヤ 
イ。 

「カスめ/  この ゲン コの どこが 漫画 だっつ 一 のョ 。こんな 早稲 田 
速記 (まだ あんだろ うか？ Q 年代の この 社の 全国の 少年少女への 
ダイレク トメ ール 攻勢は、 凄まじかった) の 練習 メモ 持ち込み やが 
つて / タイム イズ マネ I。 こち とら、 忙し さと ビン ボだ けがと り 
えの 下請け 編集 屋 なんじ ゃい。 とっと と 帰らん かい。 それと な、 事 
務 所の 近くに ゃ 深い 川 も 流れと るし、 後楽園に 足を ちょっ と 伸ばし 
ゃ、 枝振りの いい 木は ようけい あるけん 、飛び込む なり ぶら下がる 
なり、 好きに せいよ。 JR は 止めと いた 方が ええ。 高架に なっと る 
けん、 飛び込む 前に 向こうが 急停車し かねん」 と、 本心では のた ま 
いたいんで すが、 グ ッとガ マン。 「ゥ —— ム / 描写、 アングル、 
構成、 コマ割り、 どこを とっても 個性的 だね。 ネ I 厶も グッと 来る 
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ねえ。 ゥ —— ム 。けどね、 うちみた いなた だの エロ 漫画 誌に ゃ、 君 
はもっ たいないよ。 これ だけの 個性を 無理して 殺し、 く 〇ら〇 むと 
か、 か X お X るみて えな 白痴 ドエ ロ 漫画 描いて、 青舂 棒に振る なん 
て。 もっ と、 Tn m を 人き く 持てよ。 メジャ ー タイプ だよ、 君は。 コ 
1 ダン 社と かシユ ー エ ー 社に、 问操 を 絞り 変えなさい よ。 ^ なら 出 
来る よ/」 (く 〇ら〇 むと か、 か X お X るの 部分に、 真 △弓 △大 △ 
介の 名前が なぜか 登場し ません が'  別に これには 他意が あります。 
真 △弓 セン セ 以外は、 サ ラリ ー マンの 副業に エロ 漫画を 描いて る 方。 
プロに なろうと いう 気は ない。 また メジ ャーの 大変 さと、 エロ 漫画 
界の 相対的な 気楽 さもよ く 知っ ている.。 ですから、 少 々の惡 口を 言 
われても、 サ ラリ ー マン 的 処阯 術で、 グッと 耐えて くれち ゃう。 も 
っと も 反抗し よう ものなら、 僕は 両名の 会社に 副業に うつつを 抜か 
している から クビ にしろ と、 密告して やります が。 脅迫 編集者 だっ 
て… P その 通り。 親に 隠れて 仕事して る 十六 女 h 八 女 セン セが、 
休みを くれと 言った 時 も その 手を 使った。 ゥシ シシ 。何の 話して た 
んだ っけ？  おっと そうだ ◦真 △弓 △セン セを 特別扱い してる、 内 
部 事情の 説明だった。 靑森の 僻地で ±1 事に いそしん でる セン セの バ 
ヤイは、" 脅迫の ネタが 今のところ 一つ もない" だけな の。 何しろ 才 
イラ、 まだ 一度 も 御 尊顔を 拝した こと さえ ねんだ もん。 おまけに 秋 
田 書店 だ、 『リイ ド コミック j だ、 ワニ マガジン だ 〔ここの ヤマザ 
キ 君に 真 弓 セン セを 紹介 しちゃっ たのは、 今と なれば 失敗 だっ たの 
かな。 でも、 真 △弓 セン セ 本人の ためには 良 かったん だからい いや。 
その後に'  く〇ら 〇む〇 ぼ〇ん なんつ う 奴の 電話番号を、 無礼 セン 
バンな 態度で 尋ねて 来た'  同じ 社の シマ オ君元 気？  ヤマザキ 君に 
礼儀作法を 学びなさい。 僕 自身は 相当に 礼儀 知らず な 男 だが、 他人 
に 関しち や 礼儀正しい 奴が 好きな のさ〕 と、 どう 見ても、 うちより 
銭 出しそう な 版元が 争奪戦を 繰り広げ てる もんで、 つい コビ 売つ ち 
やうんだ よ。 こういう 態度つ てのは 問題。 く 〇ら〇 むと かか X お X 


るに ゃ、 従来 も 今 も 大いに 世話ん なって る。 真 △弓 セン セの 数倍に 
なる よ、 月日を 考えれば。 矛盾して る。 ちっと 大きな 社に 注 § され 
てる 漫画家が 出た からっ て、 恩を 忘れる ような 奴は 中 ^ 根で ありま 
すよ。 顔 見た ことね えから 脅迫の ネタが 見つから ねえなん つの も、 
俺ら しくね え。 ちよっ と ±3 やかし すぎた なっ つんで、 次号に セン セ 
は 巻頭 ヵラ ー で 登場 させて、 苦しめて やります ぜ 。それは ともかく、 
今回は アラン •レネの 映画の ように わけが 分から なくなっ たけ ど、 
なぜか 本 話題は 次号に 続く ョ)  (， 4) 

成金 エロ 劇画 家、 あるいは、 ロリ 
コン 漫画家の、 つかの 間の 満たさ 
一れ た 日々。 

最近 一 番 笑った のは、 例の M 事件に 対して、 ビー トた けしが 『週 
刊文# 』 と共に、 御用 週刊誌の 雄で ある 『週刊 ポスト』 で、〃 被害者 
が 俺の 娘なら 犯人を 殺して やる" ってな、 ハツ タリを かまして いた 
こと。 バヵ ヤ ロー、 人畜無害な 講談社の 『FRIDAY』 如きへの 
殴り込み でさえ、 自らの デ ツチ まがいの 一族 郎等を 率いねば 乘り込 
めなかった 小心者が、 粋がん じ ゃねえ (例えば 相手が、 三 一書 房と 
か B 本教文 社と かの、 左翼、 右翼の 筋金入りの 編集部 貝で もい そう 
な 出版社なら まだし も)。 だいたい n ィツ、 近頃は 芸能界の 細川隆 
元' ヅ ラして るが、 昔は 好きだっ ただけ に、 その アホ ぶりには ホン ト 
むかつく。 どうせなら たまみて えに こちらが 幻想を 抱かぬ うちに、 
公言 企業 (川 崎 製鉄) の CM に I て、 自らの 程度を 示して くれた 方 
が 助かる、 というよ うな 話は 本欄には 向かない し、 しかも 前回の 結 
びの、〃 なぜか 本 話題は 次号に 続く ョ "とは 皆目つな がらない。 つ 
ながらな いと 言えば、 新しい ビデオ 買っ たのは いい けれど、 ちっと 
も 配線が 分かん なくて ゥン ザリ。 
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要するに、 メカ オン チの 俺には 過ぎた 機種を 買っ ち やったん だ。 
買う 前に 相談した 相手が 悪かった。 無名 時代に 編集者に 吉野 家で 牛 
丼を 奢られたら、 大盛りを お代わりした エ ピソ ー ドで 本欄で も おな 
じみの、 エロ 劇画 家の 三 条友美 セン セ だ。 「塩 山さん、 今まで 何ん 
だつ たつけ？」 「ベ ー タで 東芝の ビユ ー スタ ー。 8 年く らいた つか 
な。 近頃 タイマー がいかれ て さ、 2 時間の 映画 録画す っと JJ れちや 
うの、 途中で。 VHS は" ビックカメラ， で r o R 前に 買った、 4 万 
1 のシ ャープ 。つたく ダメだ よな、 ここのは。 娘の アンパンマンの 
ビデオく わえ 込んだ まま、 ウンと も スンと も. 1 _J わ ねんだ よ」 「ガハ 
ハ ハ ハ ハ…。 この 際 だから さ、 グッ といい の 買おう よ。 3 万 弱で 三 
菱 Hv—vlooo ての が I 貝え るから さ、 これにし ようよ。 最高 だ 
よ、 今 出て る VHS じ や」 「けん ど、 秋 葉 行く のめん ど だしな ァ…。 
セン セは しよ っち ゆ 行 くんだ ろ。 銭 やっから 買っ てよ」 「いひ ひひ 
…ダメ だよ 俺 忙しい し。 そうだ。 通信販売に しよ。 着払いに すり や 
安心 だし。 俺 申し込んだ げ るよ」 「通信販売… 大丈夫？」 「大丈夫 だ 

よ'」 そこ 店 も あるし-.'- "ディスク マップ" がいいな。 金 m 意し とい 
てね。 じ や / 」 「あ… あの…」 

で'  数日後に 宅急便 屋 さんが 届けて くれた。 通信販売で こんな 高 
価な 物を 買う のは 初めてだった ので、 「香港 あたりで 製造した 模造 
品 じ やない のか ナ」 とか、 「孑を 触れるな り、 バラ バラっ と 壊れち 
やうん じ や？」 とか 色々 心配した のです が、 ち やん と 保証書 入りの 
製品が 届きました (店の ハンコが 押してなかった けど)。 数 時間に 
渡って 頭を悩ませた 末、 q 年 製の W 型 日立 カラー テレビとの 接続に 
成功し (この 1 年 前の テレビ、 スイッチ 部分が 3 力 月 程 前に 壊れた 
ので、 近所の 電気屋 さんに 持って行ったら、 5800円 で 直して く 
れた 。ありがとう 電気屋さん/ r 何とか その 日に 深夜放送した、 
ハッタ リじや ビート たけしに も 負けない、 吉田喜 重 監督の 『水で 書 
かれた 物語』 の 録画に 成功。 翌日、 再生して みる。 いや 一、 キ レイ。 


さすが U 万  3690  円/  が、 画面の 下に， DQ い ホコリ 状の ものが 数 
ミリに 渡り チラつ き、 映像が ゆがむ という か'  流れて る 感じ。 「"： 」 

何 本 録画して もこれ。 昔の VHS で 録画した 物まで 汚れが 出る 始 
末。 三条 セン セに 電話。 「へ —— っ。 やっ ばし、 三菱の HV だけは 
やめよ っと / 」 来週、 三菱 サ ー ビス センタ ー の 方が 修埋に 来る そう 
です が、 どうなる こと やら。 にしても、 編集を モルモット 扱いす る 
三条 セン セ も、 とんでもない ヤロ ー。 彼は 元々、 用心深い 所が あり 
ますが ね。 北海道の 炭鉱 街、 夕 張の 生まれで'  学生時代に 生家が 炭 
鉱 不況で 倒産。 仕送りの ストップ 等で 色々 苦労を した 末に、 中 大法 
学部を 卒業した 玉です から、 編集を ぺ テンに かける くらいは 朝飯前。 
しかも 彼、 倒産した 生家の 面倒 も 見て ると いうから 立派。 ただ マヌ 
ヶな所 も あって、 先般の 株の 暴落で、 300 万 ほどす ったそう です。 
『三 条友美 全集』 数 lt 分の 印税が 消ぇた わけです が、 SM で 得た 金 
を 株です る、 これ また 一つの 人生で しょう。 

三条 セン セの 生家の 商売は マー ヶットでした が、 目 黒の 帽子屋の 
セガ レが、 まいな あぽ おい セン セ。 同人 誌 界の ドン、 ロリコン 漫画 
界の 御意 見 番 とも 称される 業界の 畏若 で、 三条 セン セ同梂 、 c M 漫 
•晒 には 並々 ならぬ 興味を 抱く マゾ 男です。 一方、 なかなか 義理堅い 
所 も あって 人望が 厚い のです が、 そのためには まった のが、" 国家 
的 サギ 事件， と 人が 呼ぶ、 NTT 株の ドロ 沼。 明大 時代の 友人が 証 
券 会社に 勤めて いたた め、 無理矢理 買わされた 一 株 255 万 ナリの 
物が、 昨年 処分す る 時にはた ったの 140 万。 loo 万円 以上 損し 
たわけで、 800円 前後の 単行本、 約 2冊 分の 印税が パ ー。 どうも 
一時、 まいな あ セン セが 馬車 馬 のように 働いて ると 思っ たら、 こん 
な 笑い話が 裏に 潜んで いたのです (人間、 欲張る ものでは ありませ 
ん)。 

SM 派は 株です るの が 得意の ようです が、 もっと 陰気な お金との 
交際を する 漫画家 も 多い。" ただただ 貯金す る だけ， というの がか お 
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る、 真 弓大介 の両 セン セ。 かおる セン セ、 普段は サ ラリ ー マン だし、 
週末は 漫画家 稼業で、 使う 時間がない のです。 『コットン クラブ』、 
『ロリ タッチ』、 『エ ロト ピア』、 そして 本誌と 売れっ コの真 弓 セン セ 
も 同様。 そのうちに 証券会社の 魔手が 伸び、 スッ テンテンになる の 
を 祈り ましよう。 おっと、 一人 忘れる ところだった。 旅が 趣味な の 
が、 くらむ ぼんの ヤロ ー。 しかも 彼、 四国に 住みながら 東京の、 自 
分が 仕事を してる 出版社の 周辺を、 カメラ 持って 散歩す るの が 好き 
というの ですから 異常。 遠山 企画、 コミック ハゥス、 東京 三世 社 等 
は 全て カメラに 収めた とか。 おい / まだ 矢来 町に 行っ てね えだろ 
う p { Q *6) 

一 「君が代」 を 斉唱しつつ、 

「大 集英社 帝国」 に 全てを 捧げる 
一 少国民の 真情を ば 見よ や。 

根が 謙虚な 性格の ため か、 僕は 他人への 誹謗 中傷は 大の 苦手。 当 
然 、日常会話では もちろん、 人様への 悪口を 活字 化する なんて、 ま 
ず あり 得ない が、 ンな 気弱な 僕 チャンで も、 人間の 業と いうか'  つ 
いつい 誘惑に 負けて、 グ チと いうか M 口 を 洩らして しまう 場合 も。 

惑に 負けぬ よう、 自戒の 手本と する 所存です。 

塩 「あのよ、 俺って しつこい 性格 か？」 ま〜 「SEX は 淡泊っ てっ 
か、 弱い って 聞いて ますが」 塩 「 …… 。まあ、 確かに しつこい 方 か 
もしれ ねえが、 何も あの" 集英社の 『ヤング ジャンプ』 の クマ ガィ 
君" に、 ンな こと 言われる 覚えは ねえよ なア」 ま s  P 集英社の 『ヤ 
ング ジャンプ』 の クマ ガイ 君〃 つて、 あの、 真 弓 セン セの 連絡先を 
教えろ つて、 しつつ こく 無礼な 態度で 聞いて 来 やが つた…」 塩 「そ 
うよ。 その クマ ガイの ガキ が、 テ メーの 所の 同人 誌の 集まりで ほざい 


てんだ ってよ。 へへ、 俺 も 確かにし つけえ が、 ヤツの 厚顔無恥 振り 卯 
に比べり ゃ 屁の ような もんだ って」 ま〜 「けど" 集英社の 『ヤング 
ジャンプ』 の クマ ガイ 君" て、 厚 51 無恥って っか、 単に マ ヌヶな だ 
け じ ゃないで すか。 うちに 2 回 も 電話 寄こしたん でしょ」 塩 「笑っ 
ち ゃうよ な。" お前ら こっちが 聞く 時に ゃ 教えね えく せに、 図々 しく 
見下した 態度で、 下請け エロ 本 プロダクションに、 しかも タ ダで 金 
の 成る 木の 漫画家の 電話番号 なんか 聞いて くんじ ゃねえ よ、 この 力 
スっ / "てな対応取られたくせに、一週間後にまた、"『エロトピア』 

の 編集部 お願いします〃 なんて、 マヌケ 電話 寄こし やが って」 ま〜 

「真 弓 セン セ、 『エ ロト ピア』 にも 描いて ますから ね。 でも 塩 山さん、 
〃集英社の 『ヤング ジャンプ』 の クマ ガイ 君" が マヌヶ でも、 誰で 
もす る 電話番号 間違いを ネタ にい じめんのは、 大人気な いんじ ゃ…」 

塩 「そり ゃそう だ。" 集英社の f ヤング ジャンプ』 の クマ ガイ 君"、 

ゴ ミン ゴ ミン。 けど あの ヤ ロの 厚顔無恥 性 しつこ さは、 それにと ど 
まんねん だよ。 羅美亜 企画の 中 山 天子が 『ロリ タッチ』 に コラム 書 
いてんの 見て、 アソ n にも まとわりついたら しんだ。〃… そういえば 
『ヤング ジャンプ』 の 熊 谷 氏は 羅美亜 企画に も 「塩 山さん に 作家の 
住所を 教えて もらって くれ」 との 電話を 入れて いました。 「是非、 
執筆したい。 いや、 させて 下さい」 と 熱望す る ヤング 誌の 編集者 も、 
ここまで あからさまに 恥 も 外聞 も 捨てて いる 様子は どこか 物悲しい 
モノが" (『ロリ タッチ』 8 月 号) てな こと 書かれて るし ナ」 ま〜 

「2 力 所く らいは、 マヌヶ な" 集英社の 『ヤング ジャンプ』 の クマ 
ガイ 君， でな くと も…」 塩 「まだ 終わり じ ゃねえ の。 奴は 『SCR 
EAM/.』 なる エロ 同人 誌の 代表 もしと る わけ だが…」 ま〜 「一流 
出版社の 花形 編集者が、 ンな裏 漫画本 編集して、 無税の 大金 荒稼ぎ 
していん すか？」 塩 「ン なのは 個人の 自由 だろ が。 それよ か 黙って 
聞かん かい。 今度 俺、" 集英社の 『ヤング ジャンプ』 の クマ ガイ 君， 
のもう 一つの 顔で も ある、 彼の エロ 同人 誌 関係の 漫画家を 使う こと 
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になっ たんだよ。 そしたら 懲りずに クマ ガイの 馬鹿、 そいつに また 
〃真 弓 セン セの 連絡先を 塩 山さん に 聞いて くれ" とか 言っ たらしい 
んだ よ。 今後は" 蛙の ツ ラに 小便" を、" クマ ガイの バカ ブラに 小 
便" に 変更せ にやな らんな」 ま S 「当然 拒否し たんで しょ」 塩 「ゥ 
—ム 。その 新人 漫画家に や 悪い とは 思っ たけ ど。 何しろ そいつ、 ク 
マ ガイの カスに ンな こと 頼まれた もんだ から、 菓子折りまで 持って 
ペコ ペコ…。 失業 中 だっ てのに」 ま〜 「でも その 菓子折り、 きっと 
〃集英社の 『ヤング ジャンプ』 の クマ ガイ 君， が、 経費で 落として 
…」 塩 「俺 もそう 思っ たんだが、 そいつの 身銭 だってよ」 ま〜 「失 
業 中の 人に、 そんな ことさせる なんて、 クマ ガイ 君 も 案外…」 塩 
「それだけ じ やねえ の。 最近は 同人 誌の 集まりで、" あの 『ロリ タッ 
チ』 は 必ず 俺が 廃刊に してやる / , って 豪語し てんだ って ョ」 ま〜 
「そ… そり や ヤ バイ じ やない すか。 何しろ 相手は、" 集英社の 『ヤン 
グ ジャンプ』 の クマ ガイ 君" です よ。 集英社は、 大手 取次 や 書店に 
も 絶大な 力を 持っ てます からね え」 塩 「けどよ、 これは" 『SCR 
EAM/.』 なる エロ 同人 誌で 無税の 金を 大 儲けして る、 某 大手 出版 
社の クマ ガイ 君の 私的 発言" だから、 それほど 気にする ことは…」 ま 
〜 「甘い すよ。 閣僚の 靖国 神社 参拝とは、 わけが 遠い ますよ。 ンな 
楽観的な こと 言つ てると、 『ロリ タッチ J ばかり か、 『レモン クラブ』 
まで" 集英社の 『ヤング ジャンプ j の クマ ガイ 君， の 圧力で…」 塩 
「そしたら、 うちの 娘の 幼稚園の 月謝は どうなん だよ？」 ま 5 「僕 
は 知りません よ、 そんな こと。 長い 物には 巻かれろ って、 日本の 誇 
る 名言が あるで しょ。 今後は、 大手 エリー ト 編集者の 言う ことには、 
一切 反抗し ない ことす よ。 いい じ やない すか。 漫画家の 電話番号く 
らい…」 塩 「やっぱり そうか…。 分かっ た。 俺 も 今後は 考えを 改め 
るよ。 以降、 こういう ありがた —— い〃 集英社の 『ヤング ジャンプ』 
の クマ ガイ 君， 階級の 人からの お 電話を いただきましたら、 直立 不 
動、 国旗 掲揚、 君が代を 斉唱しつつ、 お 電話番号を ば 教えさせ てい 


ただき ます / 」 ま S  | . 。だめす よ、 あんまし 敵つ くっち ゃ。 寂 

しい 老後を すごす ことになります よ ◦読者の 皆様、 僕は 8 月 いっぱ 
いで 辞めます が、 『レモン クラブ』 や 『ロリ タッチ』 が、" 集英社の 
『ヤング ジャンプ』 の クマ ガイ 君" の 圧力で 廃刊に ならない うちは、 
読んで 上げて ください」 塩 「2 度と 帰って来ん じ ゃね えぞ / J 
映画 『バタ アシ 金魚』 は なかなかでした。 が、 何 力 所 か 使われて 

いた、 スロ ー モ ー ショ ンや ストップ モ I シ ョンには ガ ックリ 。何で 

ああい う 真似 すんだ ろ。 作品が すん ごく チャ チく 見えんだ よ、 小手 

先の テクニックは。 これ 1 本で あとは カスカス つてな ことに ならな 
いと 良いです ね、 あの ドジョ ーヒゲ 監督 も。 ところで、 デビッド • 
リンチの | ツイン •ピ ー クス』 の ビデオ'  どこでも なぜ レンタル 中 

なんだ よ. ^ / 今、 女房 も 娘 も 帰省 中で、 一番 鑑賞 時な のに^ ^ // 

( nQ . o 

一塩 山は 本当に 新 宿の 「三 平 酒 寮」 で 
| の 宴会で、 財 テクを している のか 9 

貧乏 暇な しを 絵に 描いた ような、 下請け エロ 漫画 編集者が 筆者の 
職業です ので、 当 『レモン クラブ』 の 他に も、 僕と やくる〜 とと、 
ひろの 塩 山 班は、 3 人で 4 誌 も エロ 漫画 誌を デ ッチ 上げて ます (つ 
まり、 3 人で 月に 5 誌。 業界で も 屈指の〃 量的 記録， 【質的 記録と 言 
わない 謙虚 さに 注目 一です)。 4 誌のう ち、 『漫画 バンプ』、 『漫画 エ 
キサ イト 号』 (あの〃 燃える 反共 エロ 漫画家" 阿宮 美 亜の、 唯 j の 
連載 誌)、 『漫画 スマック』 の 3 誌は、 俗に言う エロ 劇画 誌な ので、 
本誌 読者に 縁が あるとは 思えません が (と 思って'  本誌で かつて 
『漫画 バンプ』 で 使用した おおぬ ま. ひろし セン セの 原稿を 再録し 
たら、 何人もの 読者に 一発で 見抜かれた… テへ へへ)、 残る 『ロリ 
タッチ』 は、 その イカ レ 振りで 知られた 存在な ので、 結構 読んで る / 


方 も 多い と 思います。 

今まで 4 年と チ ョット、 ^ が 編集長し とったん です が、 1 月 Q 日 
発売の 1 R 号を 最後に、 編集長が 力— マス ー トラ 吉田 おばさんに バ 
トン タッチす る ことに。 というの も、 本誌が 1月 0 円発売の2月号 
から、 毎 n 出る ことにな りまして の。 今までは 月に 5 誌 ゆうても、 
本誌の み 隔月だった ので、 実質は 4 誌 半だった わけ {といっても 本 
誌の 出ない 月に、 今 発売中の あだち けん セン セの 増刊号 『いけない 
女 教師』 〔 0 5 判 .330 円〕 や、 真 弓 U 介 セン セの 初の 増刊号 
『天国 少女 隊』 〔Bro 判 •  330円. 2 月 0 :1:発売予定1を編集して 
るので、 実質は とうに 5 誌 体制)。 これで 『レモン クラブ』 が 正式 
月刊に なつたら 、名！！： 5 誌、 実質 5 誌 半に なっち やう。 そうでな く 
とも 近頃の オイ ラ、 萵血 T: で クラ クラ。 このまま じ や カス トリ 雑誌 
時代からの 古老 編集者で ある、 ㈤遠山 企画の 遠山 孝 社長より 先に 死 
んじ やうと'  ちよう ど 『ホットパンツ』 の 廃刊で、 やや 手の あいと 
った吉 0:1 おばさんに、 『ロリ タッチ』 の而 倒 =1 て もらう ことに (余 
りに も 小さな 有限会社 内の II 題で、 読者に 関係ない と 僕は 秘密に し 
とつた。 ところが 吉 1  I おばさんが 、『ホットパンツ』 で バラした も 
んだ から、 来ました よ、 業界 ゴシップ マニアの ハ ガキが ワン サカ。 
i 番多 かった のが、" L* 田 おばさんに 『ロリ タッチ』 を 奪われて、 
さんは 弓 退です か？〃  とか、/ ここまで 落ちた 一ロ リタッチ i 
は、 吉田 おばさんでも 再 連 不 Yr 能〃 という、 わけの 分かん ない ヤツ。 
オイ オイ、 ゆうとくけ ど、 f  ロリ タッチ』 はよ く 売れと るん よ。 正 
直な とこ 『レモン クラブ』 より 3 分 ばかり、 高 定価な のに 返品が 良 
い 始末。 だいたい、" 男， が 売り物の 塩 山が、 落ち y の 本を 後輩に 
押し付けて、 目腐れ金に 転ぶ とで も 思う とんの かね。 俺は 大島渚 や 
野末 陳 平とは ち や一 ゆよ。 そもそも ン なに 売れね え 本が、 いつまで 
も 『ロ リ ポップ』 や 『コッ ぺ パン』' 『キャン デイ コミック』 なんか 
と 同じ 運命に ならず、 ダラ ダラ 出て る わき やない)。 


それは ともかく、 L 資金 ("ロリ タッチ 資金" の 略称。 「同人 誌キ 
ャッ チ」 宛に 送って 来た 同人 誌 や、 資料に 買った 単行 木 等が たまる 
と 売り払い、 それを 元手に した エロ 漫画家、 編集者に よる 宴会 資金。 
『アナ ザ ー マニアック』 〔日本 出版社.  880 円〕 が パ カ 売れして い 
る くらむ ぼんの ヤロ 、いや、 くらむ セン セの ように、 人格 高潔な 方 
になる と、 自分の 単行本が 出る 度に、 1 万円 も 寄付して くれる。 他 
の 漫画家 も 見習うよ うに。 この 資金の 経理 担当者は、 不肖 この 塩 山 
です ので、 時々 水道 橋 駅前の パチンコ 屋 、「丸十」 の 「ドッ キン マ 
ン」 に 注ぎ込んだり、 新 宿の 「吉野 寿司」 で トロ 食べたり、 娘と 蕨 
の 「ィ ト丨ヨ ー カ 堂」 の 屋上の ゲ ームコ ー ナーで 遊んだり、 「西 川 
ロ テア トル ミユ ー ジ ック」 で ストリップ 観たり のためには、 1円 た 
りと も 流用され てません ので、 御 安心を) による 宴会が、 Q 月 2日 
の 夜、 新 宿 「三 平 酒 寮」 の 3 階で 久 々に 開かれた。 この 資金の おか 
げ で、 参加 費 1000円 で 飲み 放題、 喰い 放題、 女性 参加者の 尻は 
触り 放題、 との 幹事で ある 筆者の プロパガンダが 効いた ため か、 雨 
にも めげ ず、 ゾロゾ ロ やって 来ました よ (人間て、 ホン トに あさま 
しい もん。 それと、 来年からの L 資金は、 f ロリ タッチ』 資金 じ や 
なく、 『レモン クラブ』 資金の 略称になります ので ヨロ シク。 t 誰 
に 言っ てんの？)。 

以下が、 全 出席者の 御 芳名。 まいな ぁぼ ぉい (L 資金 宴会 界の最 
長老。 どこで いつ 間 かれよう が 必ず 出席、 ィカ 刺を 玉子 焼きで 巻い 
て 食べて いる)、 そのまい な ぁ セン セの 名前 不詳の 友達 漫画家 (聖 
徳 太子に やや 似た Q 男。 g 年代には こういう ルックスの 男が 持て 
た)、 DONKEY  (最近、 筆者が あまり" DON 助の 落ち目、 ヤ 

〜 ィ^ - ィ "と 一一 一口う ので、 内心 ムカ ついている。 まいな あ セン セに 

よれば、 人への 恨みは、 毎日 ノー トに 記録して ると か)、 すてい る 
O (咋 年の 年収は 200 万。 これで 夫婦で アバ ー ト 代 も 払って、 束 
京で 生活して るの だ。 ちなみに その 年収 額は、 くらむ のヤロ が 最近 
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キャッシュで 買った 新車の 約 半額)、 その 女房 {タッソ 丨 / 何と 
まだ Q す。 結婚は 0 の 時 だそう な。 へっ へ、 金権 くらむ よ、 いくら 
高級車で も SEX は 出来んだろう。 人間 金 ばっ かじゃね え、 へっ へ 
と、 俺が 威張って どう すん のよ、 シク シク)、 二 本 柳 俊馬、 池本浩 
i  (通称 バヵ ボッ チャン)、 中 山 天子 (太腿 美人。 池本浩 一 の羅美 
亜 企画は、 彼女の 太腿が 支えて るとの 噂)、 忍 野し のぶ (美少年。 
その 割に 女に 縁がない。 手抜き 漫画の 達人)、 やくる〜 と'  ひろ、 
ゆ〜 ま (吉田 おばさんは 休暇 中で 欠席)、 あと オィ ラ。 

酔っ ぱ らいは 十人十色と 言います が… と 何 か 書こうと したけ ど、 
全然 思い出せない。 何せ オィ ラが 一番惡 酔いした もんで。 自宅 近く 
の 公衆便所の 鏡で 顔 見たら、 青ァ ザ、 腕には ひっかき 傷 も。 要， する 
に、 酔っ ばらっ た 振りして 尻に 触らん として、 すてい るの 女房、 天 
子 女史の 逆襲に 会っ たの だ。 仕方なく ジー パンに わざと 泥を 少し 塗 
って、 女房には 「そこで 転んで すりむいて さァ… 」 と弁 解し ました 
が、 情けない 夜でした な。  (’ 2 

I 俺達が 生き てられる の も 小学館と 
I 集英社の おかげです。 

というよう なわけ で、 業界は 今日 も 明日 も お 先 真っ暗 (あえて 書 
かなく とも、 本欄を 読んで るよう な 方は、 主語は 御存知のは ず)。 
秋口までの 天国が、 一挙に 奈落。 右を 見ても 左を 見ても、 一筋の 光 
]] も H えません。 バブル 経済の 恩恵は、 少しも 授からな かった 下請 
け エロ 漫画 編集者の 私 も、 今の 証券会社の 営業マンの 気持ちは、 よ 
〜く 分かる。 そこへ いきなり、 僕 担当の エロ 劇画 誌 『漫画 スマック』 
の 廃刊 決定。 売れ行きは 良かった けれど'  例の 動きの 影響で、 某コ 
ンビ ニル ー トを 閉め出され たため。 余りに 急な ため 次の 仕事 も 見つ 
からず，、 バイ トの ひろ 1' をクビ にす るし かなくなる 。この 年の瀬に、 


あんなに よく 働いて くれてる 彼を クビ にす るなん て、 むごい 話。 下 
請け プロダクションは、 こういう 自分勝手な ことを しては、 生き残 
って 来たの だ (□本の 資本主義の ダイナミズムと やらは、 こういう 
二 次、 三次の 下請けが 安全弁 役を 買って出 ては 成り立っ ている)。 
余り 広く もない 顔を 駆使、 ひろ 君の 来年からの 仕亊を 見つけようと、 
東奔西走の 毎日。 今のう ちは 他人の 仕 事を 探す だけで すんで るが、 
このままの 状態 じ ゃ、 僕 自身が デュ ーダ しなき ゃなら なくなる かも。 
あ〜 あ、 来年は 上の 娘が 小学校、 下の 娘が 幼稚園に 入 るっての に、 
情けない 新年に なりそう。" 下請け エロ 漫画 編集者 生活 2 周年〃 に、 
こんな プレゼントが 用意され ていたとは…。 つくづく 『ヤング サン 
デ ー』 編集部の 方々 が うらやましい。 大企業は 少 々の 配置転換が あ 
ろうと、 高給が 保証され てます からね。 私ら は、 バイ トの コを クビ 
にして 生き残る、 吸血鬼み たいな 人種。 あ〜 あ、 この 際 だし'  帰鄉 
して 野良仕事で もしよう かな あ。 いい キッ カヶ かも。： き 延びて、 
"下請け エロ 漫画 編集者 生活 0 周年， を 迎えて、 一体 何に なんだ？ 
とはいえ、 消費税 込みで 7 万 4369円 の (これで たったの 2DK。 
しかも 公団 / ) 月々 の 家賃は 支払わねば。 お 仕事 お 仕事。 「忍 野 セ 
ン セ。 塩 チヤンです。. 今日 締め m りなんだ けど…」 「あ… そ… そう 
です よねえ、 確か」 「客観的に 語ん なよ な、 自分の こと」 「ど… どう 
も…。 そ… それが です ね、 急に 羅美亜 企画の バカ ボッ チヤン、 いや、 
池 本さん の 所から 注文が あって…。 この 調子 だと 塩 山さん の 所 も 3 
〜 4HI …」 「テ メー 、電話 だから 肉体的 暴力を ダイレク トに 受けね 
えと 思って'  寝言を 真っ 昼間から こくな。 俺が 怒りと かの 感情を、 
時間 差 攻撃 出来る タイプの ヤロだ って、 知らね え わけ じ ゃね一 だ 
ろ？」 「わ… 分かっ てます ヨ」 「分かっ ち ゃい ねえ。 ハカ ボッ チヤン 

の 注文 だと？ 小細工を 弄すん じ ゃねえ よ。 仕事を 縁に、 この 前の 
L 資金の 宴会で 現物を 見た、 中 山 天子の アマで も コマそうと 考えて 
んだ ろ、 バカ / 」 「い… いえそんな。 決して そんな…」 「もちっ とう 
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まい ウソ つけ。 あと 3 日 だ。 3 日 以上 遅れたら、 くらむ のヤ ロに、 
お前と 天子と バカ ボッ チヤンの 三角関係を ネタ にした 漫画を 描かし 
たる。 くらむ は、 バカ ボッ チヤンとは ケン カ 別れして て、 今でも 因 
縁 ある 関係 じ ゃけん、 リアルな のを 描く だろう ぜ 、へへ へ」 「そ… 
それだけは…」 喑い 表情で 神 保 町に 食事へ。 よく 行く 「わいわい」 
で、 330円 の 普通 盛り カレ ー を 食べようと 思っ たが (他店に 比べ 
れば 普通で も 大盛り 以上の 量)、 これからは 節約せ ねばと、 もちっ 
と 先に ある 立ち そば 屋で 、かけそばを 食べる ことに。 途中に、 小学 
館 プロダクションの 巨大な ビルが。 いいな あ。 こういう 立派な 会社 
に 就職 出来た エリ ー ト 人間は。 私大の 夜間部を 勤労 学生しながら 出 
たワタ クシなん ぞ には、 雲上の 方々 {そんな 方々 の 御 活躍で、 33 
0円 の カレ ーけ ちって、 2  00円 の 立ち そばを 食べる ハメ になる と 
はねぇ)。 帰りに 寄っ た デ イス カウント ショップで、 ちび まる子ち 
ゃん のキ ー ホルダ I を 400円 で 売っ ていた。 上の 娘が キ ー ホルダ 
1 集めに 狂っ ている ので' 思わず 手に 取り カウンタ ー に 向かっ たが、 
フッと 我に 返り 元に 戻す。 ここで 400円 を 遣っ たら、 何のた めに 
昼飯を カレ ー からかけ そばに したの か 分からなくなる。 今の 俺は、 
2 〜 3 力 月 前の 俺では ない の だ。 都落ち 寸前で'〃 ただ 息をして いる 
だけの 業界 歴 q 周年を 迎ぇようと している 下請け エロ 漫画 編集者， 
なので ある^ — オ ー バ ー と 思う 人が いるか もしれ ない。 そういう 人 
は'  この 仕事を 3 力 月 も 続けて みれば 良い。 多分、 「イラクの 人質 
の 方が まだ マシ // 」 と、 絶叫し かねぬ だろう。 グッ タリしながら、 
社に 向かいつつ 清掃 局の 先の 橋を 渡ろうと すると、 今日の 『日刊 ゲ 
ン ダイ』 が 落ちて いる。 「ラ ッキ 1〃：」 これで Q 円の 節約。 よし、 
5 日間は 新聞を 毎 日 コミ 箱で 拾う ぞ 。そうすり やまる 子の キ^ ホル 
ダ ー、 娘に 買って やれる。 ザ マ ー ミロ、 とか 何とか 思いつつ、 やつ 
とこ さ 7 セン ト ラル ビルに たどり 着けば" ひろが ニコニコ。 クビに 
なつて ニヤつ いてる とは ア ホな 奴。 やつ ぱクビ にして 良 かつた と 思 


いを 改めてい ると、 「塩 山さん、 ありがとう ございます。 紹介され 
た 出版社に'  咋日 面接に 行って 来ました。 その 場で 内定 もらい まし 
て…」 「うん… あ、 そ… そうか、 そうだっ たな。 そり や 良かった。 
俺 もクビ にした 手前、 寝覚めが 惡 かったん だよ。 で、 給料は どのく 
らい くれる つて？  まさか 今までより 悪いた あ 思えね えけ ど： 二 
「それが 手 取 りで V 万 円 もらえる そうで。 ここと 違って、 年金、 

健康保険 関係は 全部 完備して て…」 「 . わ… かった。 慣 

れな いうちは 大変だろう が、 来年からは 頑張れ ョ」 6 文字 分の リ 1 
ダ ー には、 それなりの 意味が あった。 彼の 給与の 手取り 額は、 業界 
歴比 年で 妻と 2 人の子 供 持ちの 僕より、 ほんの 数万 低いだ けだった 
の だ (ひろ 君は 独身)。 他の スタッフ もボ ー 然自 失。 が、 これが 阯 
間で ある。 災い 転じて 福と なした 彼の ツキが、 僕らに もめぐ って 来 
る 日を じっと 待とう。  ( 1 .  2) 

1 忘年会に 露骨に 出る エロ 漫画家の 
一 株価、 いや 商品 価値の 変動。 

どっ かの 落ち □ロリコン 漫画 誌 (『マンモス クラブ J だっ たな、 
確か。 t この 嫌味な 表現が ナィスです) のョタ コラムに も 書いた け 

ど、 Q 年度 揃 遠山 企画の 忘年会 ( 2 月 g 日の 午後 7 時より、 新 宿 
「三 平 酒 寮」 の 4F で、 会費 5000円 で 行なわれた) で、 余りに 
多額の 黒字が 出た ため、 参加者に 500円 ずつ 返金す る 毎日。 今時 
5000円 の 会費で 黒字が 出る なんて、 その 宴会の レべ ルが 知れる 
が、 1 万円く らいなら 当然、 幹事の 筆者が 豪遊して チョン だっ たは 
ずで、 黒字 幅が いかに 巨額であった かがしの ばれる (例の〃 資金 
宴会の 常連 参加者"、 つまり、 DONKEY、 忍 野し のぶ、 ITO 
YOKO、 二 本 柳 俊馬ら には 返金され ず、 L 資金に 強制 没収され た。 
また、 「僕に も 500 円/.」 と 手を 出した、 常連 参 n 者の まいな あ 
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ぼ ぉいの ヤロ にも、 違う 理由で 返金され なかった。 というの も、 同 
じ 日に 開かれて いた 東京 三世 社の 忘年会に 参加し、 遅れて 来る はず 
だった セン セ、 ビデ ギヤ ル 等 も 参加して 華やかだった そちらの 宴会 
に 居 続け、 とうとう 遠山 企画の 方には 参加し なかった にも かかわら 
ず、 返金 情報を キヤ ッチ、 素っ とぼけて 手を 出した ため。 ホン ト、 
油断 も スキ もな い 連中)  0 

忘年会で ひときわ 目立った のは、 現役 女子高生の 菜 摘 ひかるの 脇 
にピッ タリ 貼り 着き、 汚ない 歯並びの 口先を 駆使して ナンパに 励ん 
でいた 時 坂夢戯 でもな く  (彼 も 『EROTOPIA』 から 依頼が 来 
るよう じ や、 となみむ か、 中 山たろう、 内 山 亜紀'  もりやね こ 同様 
に、 既に アナクロな のだろう。 T 筆者の 編集 的 思惑から、 某 漫画家 
が一 名 外されて いる ことに お気づきの あなたは、 もはや 揃 遠山 企画 
教靑 少年 部の 熱心な 信甫 。オッ ホ ホ ホ)、 一時期の カリスマ 性 も 失 
せ、 妙に オッ チヤン ぼくな った 旧 美少年の 樽 本 一で もな く  (僕は 昔、 
彼に ずいぶんと 世話になっ た…)、 美少年 漁りの 趣味に ますます ハ 
マリ 込んで いる、 谷 内 和 生 お 嬢 様の た わ わな 胸元で もな く  (かつて 
R—KIDS は、 自分では 業界 ピカ イチと いう、 インド 美人 もビッ 
クリコンな 超 美人 妻を 持ちながら、 セン セの 胸元に 眩惑され、 その 
コッ ケイな サンタの お供の トナ カイみ たいな 赤 鼻 ゾラで、〃 俺の メ 
カケ になん ネ？ ，とかぬ かし 腐っ たと か)、 遂に コ ミケの 会場で、 
同じ 国立大学の 級友に 職業が バレち まった 十六 女 十八 女で もな く、 
銜 存知、 カー マス ー トラ 吉田 おばさんの ハゲ 頭を、 あたかも バ タフ 
ライの ように 覆っ ている だけの、 小学生で も 数え 切れる 程度の 本数 
の 陰毛 状の 頭髪で もな く' イラクで もな く、 多国籍軍 でもな く、 才 
シ ヤマンべ や 北 千 住で もな く' まして や ボボ や ツビ、 へッぺ やべ つ 
ちよで もな く、 トキ 同様に 死滅しつつ ある、〃 エロ 劇画 家， の 存在 
である。 

いくら 落ち目と はいえ、 まだ エロ 劇画 誌は 仙 誌く らいは ある。 阑 


遠山 企画で も、 全 下請け 誌 6 誌の まだ 半数は エロ 劇画 誌な ので、 OC 
人く らい 漫画家が 集まる 忘年会の 参加者の 半数は、 H  口 劇画 家で い 
いはず です が、 ここ 3 〜 4 年、 劇画 家の 比率は 低下す る •方。 特に 
今回は、 常連の 三条友 美、 杏 咲 モラル、 紫れ いからが 参加し なかっ 
たため、 ほんの 数える 程 もい いとこ。 小海隆 夫、 鶴田聖 、やまだの 
ら 、マリヤ (のら チヤンの 女房。 昔は 僕の アイドル だった。 よく  3 
人で 面 荻 あたりで 飲み まくり、 ゲロ 吐いた)、 小 鈴 ひろみ (テ レク 
ラ 漫画の 鬼。 つの だ じろうの 弟子。 かつては 純文学 風 青年 漫画に 打 
ち 込んで いたが…。 そうい や、 南 日 れんなん てま だ 生き てんだ ろ 
か？ 漫画は ハシ にも チン 棒に も かからな かった けど、 いい 方で し 
た) と、 わずか 5 名。 ロリコン 系の 若い 作家と 一緒に しちや 白ける 
だろうと 気を遣い、 会場の 一角に 集めた もんだ から、 余計に 陰気 さ 
が 増し、 まるで 大企業の 窓際族 用の 部屋。 「何 だよ 塩 山。 今頃に な 
って 俺達を ノヶ者 扱いし とる けど、 テメー みたい な 嫌われ 者が、 ど 
うに か 家族を 喰わして 行け てんの も、 元はと いや 俺達の おかげ だろ 
う。 いくら エロ 劇画 誌が 落ち目 だ、 単行本が サッ パリ ロリコン 系と 
遠って 売れない、 『漫画 スマック』 まで コンビニ 切られて 廃 ll だか 
らって、今あるテメーは、俺達の屍の上に立ってんだろうが卩」と 
でも 語る ような 冷やかな 視線を 浴びて、 一人で 才 口オ ロ。 

助け船を 出して くれたの が、 廃刊に なった 『漫画 スマック』 に、 
エロ 漫画 誌 評論を 書いて いた、 エロ 漫画 コレクタ ー の 小 倉智充 セン 
セ。 セン セ この 日 も、 千 葉の 果てから わざわざ 上京した のに、 懐か 
しの エロ 劇画 誌を ドッ サリ 持参して くれた。 『漫画 ショック』、 『漫 
画 スキャン ティ』、 『漫画 ギャル ト ピア』、 『漫画 パ ー キング』、 『漫画 
ピラニア』… ったく よく ンな もの 保存して る もん。 特に かつて 田 上 

憲治 という ペンネ ーム で、 双葉 社 や芳文 社で 活躍して いた、 小海隆 
夫 セン セとは 話が はずんで いた。 また 『漫画 ピラニア j には、 あの 
中 森 ばぎ なが 実名で 何度も 投稿したり してて、 いい 話の ツマに なっ 
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てた (今の A  5 や B  5 の ロリコン 漫画 誌 も'  あと 5 〜 6 年 も すれば、 
こういう 扱いを 受ける のでし ょう)。 

陰気な 忘年会 もこう して、 予想外の 黑 字を 出して 無事 終了した の 
です が、 直後に 身内に 不幸が あり、 田舎に 帰っ たために 全然 映画は 
観られず。 葬式を 終え、 娘 や 親戚の 子供を 連れ、 マ ー ヶットの 中に 
ある 映画館に 『ちび まる子ち やん』 を 観に 行っ たら、 これが 何と ビ 
デ オシ アタ ー。 画面は 字薜が 読めない ほどに じんじ やって いる。 こ 
… こ… これで、 普通の 映画館 同様に、 大人 1600 円 (子供は 喜ん 
でた。 内容は TV 版に 比べて 数 段落ち る。 だいたい 俺、 まる子の 声 
の 女が コビ すぎて て 大嫌い)。 が、 不幸は これに 終わらず、 翌日 3 
歳の •下の 娘が 階段から 落ち、 ピ—ポ ー ピ—ポ ー。 異様な コブが 出来 
たり、 吐いたり したが、 何とか 無事。 忘年会の 黒字 だけが ハ ッビー 
だっ た Q 年よ、 サラバ / と、 カツコつ け てられる 情勢では ない よ 

うな 気 も…."  ( 01 *  3  ) 

Q 歳で 半期に ボ ー ナスが 200 万円 
出る 集英社の エリ ー ト 社員 編集者と、 

三流 下請け エロ 漫画 編集者の 遠くて 
11 近い 関係。 

あ〜 あ、 肩が 凝っ ちまって コッ チコ ッチ。 アッ チの 方は いつも フ 
ニャ フ ニャで、 何の 役に も 立たん のに、 ンな所 ばっ か 硬く なって ど 
ない すん のよ ね。 「忙しく ってい いじ やん か？」 とんでもない。 実 
を 言えば この 肩凝り、 原因は" 暇す ぎる" せい。 僕 もこの 年に なっ 
て 初めて 知った けど、 ム チヤ クチャ 仕事を してた 人間が'  急に 暇に 
なると 肩凝りに な るん すね r かつて、 やくる〜 と、 ひろとの トリオ 
で'  毎月 5 誌 も，： Q い ポスト 向き 漫画 誌 編集して た 頃は、 ンな こと 意 
識 する 間 もなかつ たけ ど。 今や、 ーツ橋 グル— プ (小学館 & 集英社) 


の 恥知らずな ポルノ 出版屋 化の おかげで、 わしら 青息吐息。 30 歳で 
半期に ボー ナス 200 万 ももら う、 高給 取り エリ ー ト 編集者 共が エ 
口 本屋に なった からって、 何で 昔から 細々 と、 裏通りで 世間 様に 目 
立たぬ よう、 伏し 0 がちに 生きて 来た 俺達が こんなに イジ メられ な 
き ゃならん の？… てな グチ はいくら 並べても、 廃刊な った 本は 生き 
返らぬ だろう し、 新 企画 も 通りっ こないだろ うから、 やくる〜 との 
ア ホと、 今 ある 3 誌で 細々 と 生きて 行こうと、 前号を ペラ ペラめ く 
ってる と、 とんでもない ミスが ゾロゾ ロ。 少 々の 誤植なん ぞ どうで 
もい いけど、 重要な 所で ポンポン ミスつ てる。 働き バ チは 急に 暇に 
なると、 肩凝りになる ばかり か、 注意力 も 散漫になる よう だ。 

まずは 本 ffi に 2 力 所。 一段 n の 5 行！！ 〇 に、" コラムに も 書いた 思う 
けど， と あるけ ど、 当然'" コラムに も 書いた と 思う けど" だよ ね。 
2 段 目の 終わりから 6 行 目。" いくら 落ち 自と はいえ、 まだ エロ 劇画 
誌は 仙 誌く らい あるので、 g 遠山 企画で も、 全 下請け 誌 6 誌のう ち 
まだ 半数は エロ 劇画 誌な ので" と、" で" を 2 回 も 同ー セン テンスで 
用いて いるので、 全体の 文章が 分かりず らくな ってし まった。 他に' 
もう 一力 所 似た ような 所が あるが、 これは 略。 「ヤ ヶクソ ジョッキ 
1」 でも 大 チョンボ。 2 ぺ ー ジ目の 一段 目の Q 行。" 書名、 著者 名、 
定価 さえ 分かれば、 書店で 注文した 方が いいです よ" と あるけ ど、 
"書名、 著者 名、 定価" に、 出版社 名を 入れなん だのは 致命的。 以 
上の ような ミスは、 めくら 校正し か出来ぬ、 やくる〜 との トン マ 振 
りに責任の的％はあんのだが、僕も奴の後で目を通してるので、ほ 
んの 1% くらいの 責任は、 イヤ だけど 免れられません (こういう 素 
直な 上役を 持った 部下は、 いつの 時代で も 幸福 だ)。 

とはいえ、 ンな ことに こだわつ ている 読者が、 果たして 何人い る 
の やら。 暇す ぎる 俺は、 頭ン中 自体が プ ッツン している のか？  そ 
んな ことより、 問題は 東京都 知事 選挙。 磯村 尚徳 には 落ちても らい 

たい。" ハイ ハイ オジ サン， ならぬ" ハイ ハイ バカ" のツ ラを、 何年 
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も 見させられた らまた 血圧が 上がっ ち やう (暇に なった おかげで、 
血圧が 下がっ たのは 助かった)。 だから、 『週刊 新潮』 2 月 1 日 号の 
「磯村 尚徳 という 男」 と 題され た 記事には、 うれしく なっち やい ま 
した。 内容が、 読む 前から 分かっ ちまう 名 タイトルで すが、 中味 も 
充実して ました。 特に 結びの、"… しかし、 やがて 都内 全域に、 あ 
の 顔と あの 声が.、 時 問を 選ばず 満ち あふれる のかと 思う と、 少 々気 
味が 悪くなる。 都民に ニコニコ、 永 田 町の ぺ テン 師 どもに'  ハイ ハ 
イ… ああ、 東京は いや だな， の 部分を 読んだ 時は、 京浜 東北 線の 中 
で 笑いを こらぇる のが 大変でした。 最近の 『週刊 新潮』 では 最高の 
ヒット。 矢来 町に ある 出版社は 'どっか 一味 違います (手前 ミソで 
すん ません)。 

まずい。 また 脱線した。 そうだ。 漫画家と 業界の ゴシップが、 本 
欄の 本来の スタイル だ。 塩田 丸 男みたい な、 太鼓持ち 低能 評論家み 
たいな こと 言っ とって は、 読者に 失礼。 『逃亡者』 (監督/マイ ケ 
ル* チミノ) は 良 かった。 チミノの 映画は 全部 イカす が、 今回の 疾 
走感溢 れる 演出に も、 グイ グイ 引き込まれた。 アメリカ って 国が 昔 
から 持つ、 暴力 的 体質 もキッ チリ 見せて くれる。 ウイリアム* フリ 
—ド キン や この 人は、 頑張っ てる 割に 認める 人が 少なくて 可哀想 
(愚作 『ワイルド •アット* ハ'  — 卜』 まで ほめ まくる、 にわか リン 
チ 狂は、 ハガキ 職人 並に ウジ ャ ウジ ャ いるのに。 いくら 天才で も 愚 
作を榀 ったら、 〃パ 1 力 / :〃  って 正直に 叫んで やる のが、 真の フ 
ァン)。 併 映の 『ニキ I 夕』 (監督/リュック* ベッソン) は、 監督 
が 三流べ テン 師の 類いな ので 観る 気はなかった ものの、 つい 貧乏性 
のた め 観 続け、 地獄の 思い。 『ワイルド〜』 の 愚作 振りと、 余りに 
次元が 違い 過ぎる。 ン なのよ くシ ラフで 撮れる よ。 誰かが 『〇 課の 
女 •赤い 尹 錠』 (監督/野 田 幸 男) と比べて たが、 失礼 千万な 話 
(大 傑作でした。 そうい や 荒木 一郎って、 最近 全然 映画に 出ません 
ね。 残念)。 


ちつ。 またまた 話が 飛ん じ まつた よ。 そり やそうと… と、 業界 ゴ 
シップに 話を 持つ て 行こうと す るんだ けど、 余りに 状況が 悪い もん 
で、 ついつ い ペン先が 光りを 求めて あちこちを フ ラフラ。 昨夜 も、 
力— マス ー トラ 吉田 、ひろとの 3 人で 飲んだ んだ けど'  吉田 婆ち や 
ん に、 「塩 山さん'  いつまでも 私の こと 陰毛 カット だ、 街灯 だ、 女 
中 曽根だ 、歩く 坊主 札 だ、 パィ パン ヘッド だ 呼ばないで 下さい。 何 
年言い続けたら飽きんですかワ」と、抗議されてしまつた。ゴメン 
ゴメン 婆ち やん。 婆ち やん のこと を、 もう 2 度と ハゲ 呼ばわり 致し 
ません と、 ここに 誓います。 俺は ただ、 やたら 過去を 忘れ やすい 日 
本人の 習性を'  吉田 婆ち やん のハゲ 頭を 通して、 国際化 時代に 合わ 
せて 改めん とした だけ。 今後は 反省を する だよ。 で、 3 月 1 日に、 
大阪の 難 波 付近で、 発情 ガキの 群れを 引き連れた 薄 毛 中年 女が いた 
ら 、吉 田さん なので 声をかけて あげて。  ( 1 .  4) 

一 俺の 思想の 根本は、  "ネ タミ" 

"ソネ ミ"〃 シット"。 

よくもこう グ チる ネタ が、 次々 と 起きる もん。 余りに 各 マスコミ 
への 本 業界の 露出 度が 高い ので、 日本は 小 沢 や 海 部では なく、 エロ 
漫画 業界を 中心に 動い てんじ やない かと、 錯覚し ちまう くらい。 で 
も、 それと 反比例して、 本屋からは 僕らの 編集して る コミックスが 
次々 と 姿を消して いる わけで (一方で、 さつ さと ポルノ 路線から 撒 
退した、 小学館 や 集英社の〃 健全 コミックス， とやら の、 書棚に 占 
める 比率は 増えち まつて る。 自主規制を 俺達に のみ 押し付けて トン 
ズ ラした アィツら は、 恥知らずな 陰謀家との 見方 も 出来る}、 数 力 
月 後の 本 業界と いうか'  我が 下請け 編集者 家庭の 食卓の オ カズの 品 
数を 想像す ると、 ゾッ (だいたい、 小学館 や 集英社の 編集は、 同じ 
ポルノ 漫画 編集して て、 何で Q 成で 半期に 200 万もボ ー ナス もら 
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うんだ よ… てな 例によっての グチ を、 『マンモス クラブ』 の デブ 健 
こと 加 藤 健 次に 話して たら、 「アン タの 大手 批判は、 単なる シット 
じ ゃな いんです か？」 と、 非難が ましく 言 いやがっ た。' ハーロ ー、 
// 不 タミ、 ソネ ミ、 シット" が、 俺の 根本 思想 だっ てのを、 今まで 知 
ら なかった のか。 ハッ キリ 確認して おこうじ ゃん。 ビン ボ 人の金 持 
ちへの シットに 類す る 感情は、 l m 健全 だってね。 他人に 害を 及ぼ 
すのは、 その 逆の 場合。 また 公団の 家賃が 上が るんだ って。 愚妻 も、 
建築現場の 後 かたづけの パ ー トに でも 出さに ゃ)。 

チッ / また カッコ 内の 独白が 長す ぎた せいか、 何の 話し てんの 
か 分かん なくなっ ちまっ た。 どうで もい いか。 いや、 やっぱり どう 
でもよ くねえ か.... とも か く 俺が ク ヨクヨ したって なる ようにし かな 
ら ねえ。 問題は チョウ. ユンファ。 一体 あの方は、 年に 何 木 映画に 
出 てんだ ろ。 近頃は _] 作 も バンバン 封 切られる から、 映画 街を 歩く 
と、 必ず 彼の 主演 作が 上映され ている (ここらは 書店に おける、 コ 
ミッ クウ ハス 系 B  5 判 漫画 誌と 似て いる)。 ただ コミック ハウスの 
漫画 誌と 違い、 チョウ •ユンファ 映画っ てのは、 まず スカ がない の 
が 凄い。 例えば 『セブン ス •カ ース』 (監督/ラン. ナイ チョイ) 
も 5 年 前の 作品 だけど、 〃コイ ツァ ーエ グイ や // " の  一一 |一 一 口。 ハ リウ 
ッド娯 楽 映画の ヒット 作の、 おいしい アイデア のみ バクリに パクっ 
た 珍品 だけど'  野生 美少女の ムッ チリ オッ パイ も 楽しめた りして、 
『非情 城市』 や 『サンタ. サン グレ/ 聖 なる 血』 も 悪かない けと、 
この 手の エレキな 映画 も、 月に 2 本は 必ず 楽しみたい (同じく ユン 
ファの、 『狼/男た ちの 挽歌 •最終 章』 も 最高。 特に 砂浜での 銃撃 
シーン の サエは、 ペキン パ ー も 真っ 青で、 「文 t: 坐」 から 出て 来た 
時は、 なぜか 足元が ヨロ ヨロして た。 かつては 邦画に も、 『拳銃 
(コルト) は 俺の パス ポ I 卜』 とか、 『〇 課の 女， 赤い 手錠』 みたい 
な、 観客の 血を 逆流させる パワフル 映画 も あつたんだ が)。 

ンな 話に うつつを 咴 かしてる 場合 かよ？ t てな こと 言つ ち や、 う 


つつを 抜かす のが 俺の 趣味 だけど、 くらむ ぼん セン セよ、 前号は 悪 PO 
かつた な あ。 「ヤケ クソジ ョ ッキ ー」 で デマ 飛ばしす ぎて。 しかし 

俺 も、 最近 各方 面で ますます 評判が 惡く なって る。 _ 遠山 企画の 社 
員を 辞め、 フリ ー になつ た 今年からの 傾向 だけど、 精神、 肉体と も 
に カッ クン しちゃっ てる。 比 年の 下請け エロ 漫画 編集者 生活の 疲れ 
と 言えば カッコい いが、 ii する にた るん どるの だ。 肩凝り、 惡 酔い、 
読者い じめ、 漫画家い じめ、 ハゲ 婆ち ゃん いじめ 等は 昔から 繰り返 
してる けど、 最近の 本 業界への 1}- 間の 風 あたりを、 彼らを いじめて 
晴らす 姿は、 確かに® 全とは 言えね えよ。 と'  素 まに 反省すべき 所 
は 反省す るが、 余り 殊勝な ッラ ばかりし てると" また 腹に. 物 ある 
んじゃ とかん ぐられ かねぬ ので ハッ キリ 言つ とくが、 「サカ キの霊 

剣」 を 落とした 時 坂 夢 戯 セン セよ、 俺は 乙女座 生まれの 蛇 年で、 淡 
泊な のは ベッドの 屮だ けだから、 明るい 夜道で も闲 心した 方が いい 
(が、 時 坂 セン セ、 細い が ケン カは 強そう な 気 も。 そ 一 だ/ 「昔の 
ことは 忘れて'  今後は 頑張っ てよ/」 と 和解の カン パイす る 振りし 
て、 アイッの 缶ビー ルの 中に だけ'  会社の トイレに 落ちて る 陰毛を 
混入 させて やろう か。 キ キキ。 t 嫌われる はず だよ M )。 

眠い なあ舂 は。 ビデオ 観 てても 本 読ん どっても、 すぐ グ ー グー。 
子供から、 「お父さんて、 ど^ ~ して 朝 眠れる の才？ 」 なんて —. t _l われ 
ちゃし ょうがね え。 2 人の 子供連れて、 『ドラえもん/のび太の ア 
ラビ アンナ イト』 (監督/芝 山努) を 観に 行っ た 時 も、 立ち 観し つ 
つ ウッラ ウッラす る ザ マ (映画は 決してつ まらな くは ない。 特に 併 
映の、 『ドラ ミち ゃん アラ ラ 0>少年 山賊 団』 〔監督/原 恵 一一 は、 大 
いに 受けと りました)。 しかし、 問題は ドラえ もんでも ドラ ミち や 
ん でもな く、 数 力 月 後の 我が家の 食卓の、 オ カズの 品数 (オ カズの 
品数とは 直接関係 ねえが、 先月 締め切りを 過ぎて 封書を くれた、 江 
東 区の きたの みほ チヤンよ、 君の 意見は 色々 と 参考に なった。 また 
投稿して おくれ。 君の 封書は、 菜 摘 ひかるに でも あげと くョ) 。我 
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が 家は (と 言っても 公団の 2DK)、 朝食は 豪華に という 主義 (い 
つも 飲んだくれ てんので、 夕食を 食べる 機会がない せいだが)。 ド 
ラえ もん ふりかけ、 野菜 サラダ、 つくだ 煮、 シャヶ 、納豆、 焼き ノ 
リと超 豪華で、 読者 諸君の 貧しい 朝食とは 根本的に 異なる。 が、 こ 
の 情勢。 今から 節約し なければ。 決意は 3 力 月 前から してる が、 シ 
ャヶを やめる か 納豆を やめる か、 まだ 決断が つかない。 こればかり 
は、 ブッシュ や あだち けんに 相談しても どうに もなら ない。 苦悩は 
i 層 深まる ばかり だが'  唯一の 救いは ちく ま 文庫の 『坂 口 安吾 全集 
8』 の、 「街は ふるさと」 という 小説が めたら やたら 面白 かつた こ 
と。 が' 「街は ふるさと」 と 我が家の 食卓の 納豆に、 一体 どんな 関 
係が？  (別 . 5 

| ガリを ガリ ガリ 食べつつ、 | ツ橋 
1 グル ー プに ゴロを 巻く。 

今月の ハガキ はロク なのね え。 「ヤ ヶクソ ジョッキ ー」 で 苦労す 
ンぞ 。特に 数が 少 ねえ わけ じ ゃねえ が、 皆さん ポヵポ ヵ 陽気で、 ネ 
ジが 外れち まつたん です かね。 てな ことを 考えながら、 水道 橋 駅 西 
口前の 回転 寿司 屋 で、 120円 の 安い 方 ばかり 4 皿 食べ (かつては 
5 n 食べた。 今は 全国の 健全 おばさん 達に 糾弾を 受けて いる、 有害 
コミック 誌の 編集者 ゆえに、 自肅 をした のです。 好きでした のでは 
ない。 おばさん 達の おかげで 仕事が 激減、 大幅 収入 減に なった ため。 
だから タ ダの ガリを ガリ ガリ 食べ、 5 皿 分の 満腹 感を 得た わびしい 
僕。 おばさん 方よ、 こういう 姿を 見て どんな 気分 だい？  マ ィナ ー 
系 出版社が 実害を 一 手に 引き受け、 アン タらが 当初 糾弾を 試みた 集 
英社や 小学館の 連中は'  逆に シヱ アを増 やして、 金 ピカ ビルで 左う 
ちわ じ やヨ) 、 7 セント ラル ビルの 方に 歩いて 来る と、 後楽園の ビ 
ルの 電光掲示板に、 敷地 内に ある 「シネ. ドー ム」 の PR が。 確か 


『ルー パ』 (監督/アレハンドロ. アグ レス ティ) のはず だっ たが 

(青臭い 稚拙な 映画だった)、 『コックと 泥棒、 その 妻と 愛人』 (監 
得/ ピ ー タ^ — .グリ ー ナウ ェイ) が 併 映と ある。 他が 観に 行っ た 夜. 
も 客が Q 人 未満だった し、 あわてて 2 本立てに したの だな。 この 
「シネ. ド^  — ム」 って 映画館、 何ィ やっても 客が 人らん な r. g えこ 
たねえ かも。 次回は 『フィガロ  •スト ー リ ー』 とかいう 車の 宣伝 映 
' 幽 、銭 取って 見せる って ゆうし。 何ィ 考え てんだ、 バヵ。 1 割 や 2 
割、 人 場 料を 値引きに する くれえ のこと 考えろ、 日産の ドア ホ / 
「グロー ブ鹿」 の 頭に'  パナソニック なんてく っつけて、 文化 企業 
気取りに なって る 松下電器の 成金 根性と、 これ じ や 同じ (それは と 
も かく、 『フィガロ〜』 の 監督の 一人、 林 海象って どこまで イモな 
んだ ろ。 特に あの 写真の 撮られ 方の センスと 言っ たら。 脂肪 肝に な 
った 粗惡 ゲタみ たいな ツ ラして、 陰影の 強い 写真に 収まん なっつ一 
の。 が、 実は 笑えて 楽しい。 コ イツに や 多分、 デビ ユー作 以上の も 
んは撮 れね えだろ な)。 

そうだ'  斎 藤 〇 子 おばさんが 結婚す るら しい ス よ。 これで カ ー マ 
ス—ト ラ吉田 婆ち やん も、 存在 価値が ますます 増す。 本 3 は 頭髮の 
数の 方 こそ 増したい のだろう が、 W の 中と か、 最初の SEX の 際の 
イン サ ー ト、 女房に 隠れての オナニ j は、 昔から うまく 行かない よ 
うに 出来て いる。 となると、 3月 1 门の3人での大阪見物は'日一那 
さんに よく 事情を 説明し とかない と、 誤解を 招き かねん (旦那さん 
は どんな 人 か 皆目 わ 一 りません が、 この 情報に 触れた 知人は 一人 残 
らず 、「よかったね^  — ":」 と： 一！！ つて、 心から ホッ とした 班 情を 示す'.- 
チェ ッ /  '人 暮らしで 老後を フラフ ラす ごすの も、 すん ごく ダン 
ディで いい じ やない。 つまん ねで やん の。 こうな りや吉 m 婆ち やん 
に、 凄絶な 老後を 断固と して 送っ て もらわに や。 ヨ イヨ イ になっ て 
も ハゲ頭 越しに、 「コ ーヒー ルンバ」 を 息 絶え絶えに 絞り出し、 そ 
して 死ぬ…。 最高 / )。 
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もうす ぐ 今年 も 5 月。 とりたてて 5 月に 思い出は ない が (斎 藤 o 
子おぱ さんとう ちの 娘が、 5 月の 同一 誕生日と ゆ 一 くらい)、 また 
血圧が 高くな っち ゃった。 ンな 暇な のに、 Q ^50。 完全に 精神 
的な もんだ な (僕って 知っての 通り ナイー ブ という か、 デリ ヶ I 卜 
という か、 要は 小心な もんで)。 で、 今月から 忙しく なんだ よ。 『漫 

画 ストレ ー ト』 (毎月 S 日 発売 •雄 出版*  340 円) なる、 B5 判 

エロ 劇画 誌 やる ことにな ってね。 かなり 環境の 悪い 時の 船出な ので' 
楽観は 出来ない。 だ もんで、 結局は やくる 〜 とと 2 人で、 またもや 
月刊 4 誌 体制 / 仕方ない。 うまくいかない 場合、 誰か 履っ てたら 
第 2 の ひろに なっち ゃうし (奴の 時み たく 良い 就職先が、 常に 口を 
開けて るとは 限らない)。 下請けと いうのは、 仕事が あっても なく 
て も'  血圧の 下がる 暇がない〃 100K 業種" じ ゃけん、 諸君は 間 
遠 っても、 ンな 苦界に 身を投じる ことのない ように。 

てな 行数 埋めして る 時、 よく 昔の ジャズを CD で 聴いて ます。 輪 
入 盤の 格安 CD は、 いつも 新 宿の 「サンペ イカ メラ」 で 買っ てんで 
すが、 今日 行っ たら ジャズ コ ー ナーが なくなっ てた。 代わりに、 エ 
ロ ビデオと、 ナツメ  ロ ポップス コ^  — ナ ー が 拡大され ている。 シド イ 
—— ッ / 今年から ここで g 遠山 企画の 忘年会、 開いて やらん ぞ、 

オラ オラ オラ^ - ッ / (近頃、 谷 岡 ヤスジっ て 全然 ダメ です ネ 。も 

っと もこの 人、 必ず また 復活す るに 決まつ てます けど) 一枚 loo 
0円 の〃 ジャイアント •オブ •ジャズ シリ j ズ "、ヶ チらずに ド 
- ンと 買つ とき ゃ 良 かつた。 

ガ ックリ 来て、 もう 飽きた のを 夜 一人で 聴いて たら、 懐かしの 時 
坂 夢 戯 セン セが、 「サカ キの 霊剣」 の 例の 落ちた 2 回 D □を 持参。 「お 
願いだ から 掲載して / 」 と 泣いて せがむ ので、〃 チ ツチ ツチ ッチッ 
/ " と宍戸 錠の 真似しつつ、 「3 回目は 当てに してね えが、 そこ ま 
で 言う のなら…」 と、 恩 着せが まし さ 20 〇% の 果てに 掲載を OK 
(次号に 載る。 少なくとも 『EROTOPIAJ の ジグ ソ— 漫画よ 


りは 良く 出来て た 様子)。 彼 も 帰り 一人。 MJQ を 聴きつつ 、『アッ  § 
プル 通信』 を 読んで いたら 急に 欲情、 カー マス ー トラ 吉田 婆ち やん 
の 机の 上を 精液で 汚し、 明朝 「やった ね顰」 と 明るく V サインを 出 
して、 受けを 狙おうかと も 思っ たが、 それでは 余りに ミ ジメだ と考 
え 直し、 秋 葉から 京浜 東北 線大宫 行きに 乘る 。『煉獄の 中で』 (ソル 
ジェニ ー ツイン* 新潮 文庫) を 読みつつ、 やはり 今後 も 他人の 不幸 
のみを 励みに、 清く 明るく 貧しく、 人は 地道に 生きて 行く しかない 
の だと 悟る。  (肌 •  6) 

| 池 袋の r シネマ •セレサ」 さん、 

| 最終 上映は 一 時間ず つ 遅らせて ょ。 

ウ^ — 厶 。どうも 元気が 出ない (元気 あんのは 血圧く らい)。 酒 
を 飲めば 惡酔 いすん のは 相変わらず だけど (斎 藤 〇 子 娘の 披露宴で 
も惡 酔い、 気がつけば なぜか 浦 和に いた。 しかも 新大久 保から 47 
〇 円の 切符を 買っ てる。 会場は 新 宿駅 近くだった のに)、 記憶の 空 
白 度が、 年々 つきたての オモチ 引っ張る みたい に 長くなる。 やべ え。 
先週は、 池 袋 駅の 自動 精算 機に'  あと 丸々 一力 月 ある 定期券 忘れち 
ゃった のよ。 まだ 定期 発行 駅に 届いて ないそうで すから、 絶望的。 
自動 改札 化の おかげで、 他人 様ので も 安心して 使える ものね (確か 
後ろの 客は、 Q 歳く らいの ネ ー チヤンだった。 あんな 顔して て、 駅 
に 届けて くれなかった のね、 シク シク…)。 

1 万 m 近い 定期券を 忘れまで して、 上映 開始 時間 ギリ ギリに 駆け 
付けた 『愛と 野望の ナイル』 (監督/ボブ. ラフ ヱ ル ソン) は、 重 
厚な 映画で 感服。 保守的な ライフスタイルを 信条と する 僕と しては、 

併 映の 『ホワイト ハン タ I ブラック ハー ト』 (監督/クリント •イ 
— スト ウッド) みたい な、 ええ カッコし 映画の みだと 泣く に 泣け ま 
せん (粋な 番組 編戎で 僕らを 狂喜 させて る、 「シネマ*  ロサ」 と 
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「シネマ* セレサ」 の両館 だけに、 あんまし 文句は 言いた くないけ 
ど、 最終 上映が 早す ぎる。 2 本立ての バ ヤィ、 5 時と 7 時で しょ。 
あと 1 時間ず つは 遅くして 欲しい。 『愛と 野望の〜』 なんか 長編 だ 
から、 最終 上映 も 早まって 4 時。 だから 僕 も あわてち まった。 定期 
紛失の 原因は、 結局は 「シネマ ■セレサ」 さんだったん す)。 でも 
番組 ばかり か 映写 状態 もい いし、 場内 もキ レィで 大好きな 映画館 だ 
から、 心で 泣いて 許しち やおっ と / … が、 1 万円は 痛かった。 同 館 
内には 御神酒が 供えられ ている。 入口 脇には〃 水 五 訓 ，なる'  一見 
はもっ ともらし いが、 実は ごく 当然の 御託 も鋪 って ある。 才^  — ナ^ — 
が、 宗教 関係に 凝って いるの か？ 

それにしても、 忍 野し のぶの ヤ ロは、 いつ 原稿を 持って来 るの 
だ？ 家族の 元から 独立、 アバ ー ト 暮らしを 始めたら、 余計に 締め 
切りを 守ら なくなり やが った。 隣室の 女の コ がしょ っち ゅぅ 男を 引 
っ 張り込む ので、 仕事に 集中 出来ない とほ ざいて おった が、 ンなの 
壁に コップ 当てて 聞きながら オナ ニー に ふけって ないで、 ゲン コ描 
かんかい、 ゲ •ン .コ〃： DON 助の ヤロも 負けて いない。 〃DO 
N& しのぶ コンビ" さえ 台 割から 抹殺す り や、 一 卜 版 も 右から 左なん 
だが。 ただぅ ちは、 コワ モテが 災いして か、 あんまし 新人の 持ち込 
みがない しな あ。 

仕 方ね え。 俺 も 『マンモス クラブ』 の デブ 健みたい に、 いつもへ 
ら へら 笑って、 持ち込み しやすい 厶丨 ドを 誌面に 漂わせる か。 趣味 
じ やねえ けど、 いつも プリ プリして ると 血圧に も 良くね えし。 命 あ 
っての 物種です。 

今月 も あと g 行で お別れ だけど、 我が 塩 山 班は 本誌 以外に も 3 誌 
の エロ 劇画 誌 抱えて て、  2 〜 3 人の ロリコン 系 漫画家 さんに 活躍 願 
つてます ので、 そこん とこよろ しく  (懐かしの ぽ いんと ☆たかし、 
スノー ベリ、 上 総 志 摩、；^ 太郎 、高 田伸彦 なんて 方々 や、 すてい る 
Q 、 あだち けんな どの 本誌で も おなじみの メンバー が、 『漫画 バン 


プ』 、『漫画 エキサィト 号』、 『漫画 スト レ ー ト J に 散見 出来る。 今後 
は、 十六 女 十八 女、 わ だつ み. 耳 丸、 そしてな… な… 何と、 ぁの惡 
名高い 菜 摘 ひかる、 青柳 摩天楼なん つう ネ ー チャンら も 進出す ると 
のこと。 よっぽど 漫画家 不足な のか、 編集が 投げ遣りな のか P :) 

話は ころっ と 変わる が、 ワ リワ リ 先月は。 俺が 営業部との 速 絡を 
密 にしと かなかった もんで、 アップル コミックスの PR が、 包茎の 
物に 変更に なった の わ一 らんかった の。 笑っ ちまう のは 読者の ハガ 
キ読 むまで、 見本 誌 何度も 見 てんのに、 俺 もやく る〜 とも 分かん な 
かった って こと (ンな もん)。 それと、 名 古屋の ムッ チ ー こと 役満 
太郎 クン。 夏に 遊びに 来る 時は、 ういろうなん ぞ ではなく、 本場物 
のきし めんを おみやげ にね。 僕は そば、 うどん、 そうめん、 ひやむ 
ぎと いった、 和風 メンは 大好きでの {特に、 シソの 葉の 薬味と 酢を 
多め に 人れ た タレで 食べる、 ひやむぎが 好き。 経済的な こと も 見逃 
せない。 一家 4 人で 食べても 300円 くらいで すよ、 原価 だけなら。 
どんな 話を していても、 水が 上から 下に 流れる ように、 話題が いじ 
ましい 方向へ と 向かう 所は、 我ながら 凄い と 思う)。 

ぁと 先月 号の 次号 予告に、 松原 香 織さん が おりました のに、 今月 
号に 掲載され てません。 ごめん。 セン セとの 連絡が しばらく つかな 
かった ため、 近頃 キャ ラを リフレッシュ、 人気 急上昇 中の すてい る 
Q セン セに、 僕が 変更 させて もらった。 松原 セン セには、 次の 機会 
にお 願いし ようと 思って ますので、 ファンの 方は 悪しからず (すて 
いる セン セは 『漫画 スト レ I 卜』 で'  かつて 『漫画 スマック』 に 執 
筆して いた〃 若 奥様は 0 歳 シリ ー ズ ，を、 しつこく 連載して いる。 
赤貧に もめげ ず、 同 シリ ー ズに こだわり 続ける セン セに、 印税が バ 
ヵスヵ 舞い込む 安楽の 日々 は、 いつ 訪れる のか？)。 

今月は フット ワーク が 悪い な。 時々 下痢っ たり もす る。 ブツ クサ 
野 村 監督み たいに グチッ てるう ちに、 下痢 性 高血圧で コロリ じ ゃた 
まらない が、 『鬼 平 犯 科 帳』 は 結構 面白い。 仕事柄 興味を 引かれた 
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のが エロ 描写。 基本的には イタリアの〃 青い 体験 シリ ー ズ ，風の、 
マザコン 的 視線で 貫かれて る。 池 波 正太郎 って 人は、 元 都 職員 だっ 
たと か。 そうい や、〃 公務員 風 ムツ ツリ スヶべ "の 視線 も 感じる。 こ 
の 品の なさが、 お 上の 手先と いう 悪臭を 消す、 香水の 役割を 果たし 
てるのだろう。 が、 問題は ンなこ とでは なく… (本稿 入 稿 後に 定期 
券が 出て 来る。 やはり 人間は 美しい / )。  (別 - 7 

| " 塩 山芳明 クン 下請け エロ 漫画 編 
集 者 生活 巧 周年 パ  1 テイ ー " って 

| 何 さけ： 

人間、 やりつけな いこたす る もんじ ゃねぇ と 思っ たのが、 6 月 M 
日に 開かれた、 例の〃 塩 山芳明 クン F 請け エロ 漫画 編集者 张活巧 周 
年 パ— テイ—, (当初 予定され ていた 寿 雨 屋が取 り 壊しに なって た 
ため、 結局は r 三 平 酒 寮」 の 4 階に。 ヮタ クシっ て、 よっぽど アソ 
コと 縁が ぁるん すね、 トホホ ホ)。 g 人の いわゆる〃 裸 物 編集者" 
が、 気が 進まない のに タダ 酒に 釣られて 集まっ たのです が、 いつも 
の 宴会とは 異なり サツ パリと 盛り上がらない。 

理 h は 明白。 僕を 除く 全 参加者の 心中に、 一つの 大きな 疑惑が 存 

在した から。 そう、" ぁの ヶ チンボな ショ ー ヤマ のヤロ が、 いくら 三 

平 風情で とはいぇ、 額面 通りに ビター 文 も 取らず 酒を ふるまう はず 
がない。 これは 陰謀 だ。 さんざ 飲み 喰い させた 後で、 「実は ヮ リヵ 
ンダョ —— ン /  キ ツイ 余興だった が、 比 周年 だから 許せ / 」 と 叫 
ぶに ちがいない / "… という。 

人間て イヤ です ね。 いくら 他人は 自分の モノ サシを 基準に 計る し 
かないから つて、 これ じ やあん まり。 疑惑 だ 陰謀 だと、 全員 下唇を 
突き出しち やつて、 まるで 松 本 清 張。 もつ と 人間、 素直に ならない 
と 長生き 出來 ない よ… と 思わせられ たの も、 最初の Q 〜 奶 分。 本来 


が 尻の 穴 やタダ 酒には 汚ない 連中 だけに、 一度 決断を 下した 後は 飲 
むは 喰う は、 へ夕な カラオケ はがなる は/. (ここの カラオケに、 「コ 
1 ヒ I ルンバ」 が 入つ てな かつた ので、 カー マス ー ト ラ吉田 婆ち や 

ん が、 戦争 中の： n 本 軍の 蛮行を 糾弾す る、 韓国の おばさんみ たいな 
ド 迫力で、 怒り まくって いた) 

他の 参加者に 目を 移せば、 新婚 ホ カホ カスタ ミナ 弁逛の 斎 藤 〇 子 
さんは'  妙に頰 がゲ ッソリ 。夜の 生活 も ほどほど にと、 A 年 程 前に 
全盛を 極めた 実話 雑誌、 『夫婦生活』 や 『100 万人の 夜』 風の 説 
教を しかけた ところ、 実は 足の 傷が 化膿、 3H3 晚熱 でうな されて 
いたた めと か。 たつた 31=1 で これほど やせる とは…。 下手に 詳しく 
報告す ると、 デブ オタク どもが ダイエットに 惡用 せんと、 自らを 傷 
け かねないので、 ここらで 止めて おきます。 

『マンモス クラブ』 の デブ 健 こと 加 藤 健 次 も、 唇を ペチ ャぺ チャ 鳴 
らしながら'  焼き鳥を つついて ましたが'  いまいち 元気が なかつ た。 
『ヤング ビタミン』 の 次に 廃刊に なんのは、 同誌 じ やない かとの 噂 
(僕が 勝手に 流して る だけ) のせい か？  でも、 それは 闽る —— っ / 
御存知の 方 も 多い と 思う けど、 『マンモス クラブ j の オイ ラの コラ 
ム 、「嫌われ 者の 記」 の K 額 原稿料の おかげで、 我が家の 食卓が ど 
ん なにうる おつ てること か / (神様 お願いです。 『マンモス クラブ』 
はどうな ろうと かまいませんが、 「嫌われ 者の 記」 だけは 続行して 
卜さい) 

最高 齢 出席者が、 下ネタ 専門 使い捨て ライタ ー の 山 崎邦紀 ( 0 年 
程 前までは、 『漫画 ブッ チャー』 や 『劇画 パニック』 の 編集長を し 
ていた。 エロ 劇画に パヮ ー の ある 時代 だつ たといえ、 ンな タコジ ー 

サンが やっても、 商売に なったん すから 驚き。 2 〜 3 の 芸術 漫画家 
〜ユ ズキ カズ、 近 藤よう 子 et  C 〜を 起用した 点で 記憶され る 雑誌 
です が、 「マイ H 漫画 誌 コレクション」 の 小 倉智充 セン セ、 そのう 
ちに驭 り 上げて やって)。 


102 


♦第 2 章 •凡人 回想録 令 


山 崎 セン セは、 なかなかの 映画 通。 僕が、 『ミラー ズ .ク ロッシ 
ング』 (監督/ジョエル. コ ー エン) を ベタ ぼめ すると、 「あっそう 
か。 あの アルバ ー ト* フィ ニ I が 主演す る 奴ね。 俺 あいつ 好きなん 
だよ。 ジョン. ヒユー ストンの、 『火山の 下で』 も 渋かった し…」 
と 妙に 感慨 深そう。 数日後、 偶然 同 作が 深夜 放映され たので、 ビデ 
才で 鑑賞。 納得。 同 作の アルバー ト •フィ ニ— の 役柄は、 別れた 女 
房と よりを 戻したい のに、 悲劇的な 死を 2 人 共 迎える という もの。 
これ じ ゃまる で、 今の 山 崎 だっつ 一の (実は 彼 も、 一度 別れた 奥 さ 
ん と、 未 入籍の まま 同棲 中。 それが、 『火山の 下で』 の 影響を、 ど 
こまで 受けて いるかは 不明 だが…)。 

一方では y 年間に も 渡る、 L 村 一夫 的 同棲 生活に ピリオドを 打っ 
た 夫婦 も。 エロ 劇画 家の やまだ のら 夫妻 だ。 彼とは つきあいが 占い 
ので、 エロ 劇画 家 総代で 参加して もらった。 声をかけた 後に 同棲 解 
消を 知っ たのです が、 当初の 予定通り、 2 人 共 参加して もらう。 の 
ら チヤンは 僕 以上に ヶ チンボな ので、 慰謝料は 一 銭 も 出さない とか 
(奥方の マリヤ さんが、 一 銭 も 欲しくな いと 言っ てるら しいから、 
仙人が とやかく言う 必要は ないか)。 この 夫婦、 Q 年く らい 前に、 
末 入籍の まま 結婚式まで してんだ よな。 世の中 色々 です が、" 善人" 
の 業は マリヤ さんの 味方。 一方 のら チヤンに も让 事して もらっ てる 
し、 2 人と も 幸福に なって / (この 夜は 僕の 右に マリヤさん'  左に 
のら チヤンに 座って もらっ た) 

少 々寂しかった のが、" 塩 山の 人間 オモ チャ"、 おっと 失礼、 『アッ 
卜— テキ』 の 多 田 在 良の 欠席。 むろん 出席して、 各方 面に 臭い オセ 
ジを バラ まく 予定だった の だが、 当日の 夕方に なり、 下の 子供が 高 
熱を 出した ため 欠席。 デブ 健は' 「父親が お前に イジ メられ るに 決 
まつて る 宴会 だから、 息子が 発熱して、 親の 危機を 救つ たんだよ。 
今時 珍しい 孝行 息子 だ/」 と 申して ましたが、 後日 聞いた 所では 熱 
もす ぐ 下がつ たとの こと。 良かったです ね。 


良くなかった こと も。 何とか 二次会 (三 平の 2 階の 洋風 居酒屋 だ 
ったの だな、 コレが) も 終え、 珍しく 記憶喪失 にならぬ まま 安並 日 請 
公団に たどり 着けば、 去年の 県 市民税の 請求書が。 今年から フリ— 
だから、 自ら 納めに やならん のは 分かっ てた けど'  4 期に 別れた 額 
の 合計を 見て 「ガ チョ —— ン"： 」 。し… 信じられない。 宴会 参加者 
の 皆様 良かったです ね。 これを 事前に 知って たら、 即 中止に してた 
ざます。 シク シク。  (別， 8) 

一 吉田 婆ち やん の 頭が、 なぜ ここまで 
ー ハゲ てきた かを 詳しく 説明し よう。 

血圧は まだ 低く なって おり ませぬ が、 水泳の おかげで、 体 g は大 
分 軽くな りました。 そのせ いか、 各方 面で 思いっ 切り ヒンシ ユクを 
買っ ていた、 私の" 惡 酔い 振り， も 影を 潜め、 我が ことながら、 ホ 
ッ としてい る 今日 この頃。 

そんな 中、 『BABE』 から 『SHAKE』 へと 改題 改 判が 緊急 
決定した ため、 かなり あた ふたして いる、 ハゲ 婆ち やん 班の 飲み 会 
が あると いうので、 呼ばれ もしない のに 新 宿の 東宝 会館に ある、 
「セント ラル パ ー ク」 なる だ だっ 広い 居酒屋に 出擊。 『Beat』 関 
係の 漫画家 も 含めて、 その 数 およそ Q 人 (『SHAKE』 は、 値段、 

判 型と もに 『B  e  at』 化する わけ。 婆ち やん 班に B5 判 誌が なく 
なんのは、 寂しい けど 仕方ない。 今回 初めて 読む 読者の ために 説明 
すれば、〃 ハゲ 婆ち やん， とは 別名 カー マス— トラ吉 田。 下請け エロ 
漫画 編集 歴 Q 年を 誇り'  ソリ のい い チンボと カラオケ マィクを 握っ 
たら、 雷が 落ちても 放さない という、 超 薄 毛頭の どの 横 T にも 必ず 
何人 かはいる、 好色 未婚 ババ ー だ)。 

主な 出席者は、 佐々 木み ずき (シク シク。 『ハ ーフリ ータ』 も 廃 
刊 です って ネ) 、悠 宇樹 (シク シク。 カバ ー 原稿まで 入れた のに 延川 


期に なって る、 私の 処女 a- 行 本は どうなる の？)、 鈴 木 しげる (シ 
ク シク。 in 景の 木の 木目を 1 本ず つ 描く のは、 本当につ らいです)、 
さくらがい (シク シク。 塩 山の ア ホヤ ロに、 オメ ーの 唇は 4 時間 フ 
エラ チオ してる みて えだと ホ ザ かれた)、 MAC—V  (シク シク。 
顔付きは、 若き H の 赤 木圭一 郎 や、 峰岸徹 に似てる と言われ るが、 
とにかく 儲かっ てね え)、 谷 内 和 生 (シク シク。 塩 山の ヤ ロの 肩 揉 
んで やつたら、 ドサ クサに まぎれて オッバ イ 揉まれた)、 忍 野し の 
ぶ (シク シク。 その 谷 内 セン セと、 まるで 肉体関係の ある 男女の よ 
うな 雰囲気で 参加した ところ、〃 コノ ヤロ 、『レモン クラブ』 の ゲン 
コ はどうした P :" と、 居ない はずの 塩 山の ヤ ロに 怒鳴られた)、 中 
総 もも、 まいな ぁぼ ぉい、 DONKEY、 その他の セン セ 方 (R — 
KIDS の 赤 鼻 も ピヵつ いてた 気 もす るが'  女房の よろず 管を 欠い 

たコ イツには、 あえて 触れる までの ニユー スバ リユ ー はない)。 

会費は 4100円 と、 「三 平 酒 寮」 も 真っ青な 額だった ために、 

ポテトフライと おしんこ しか 出な いんじ やと 心配した が、 実態の 分 
からぬ バタ ー まみれの 西洋 料理が 結構 出た ため、 そうでな くと もギ 
ョロ リ とした、 ビン ボ 生活 度 No  . 1 の 鈴 木 しげる セン セの 眼な ど、 
かなり 血走つ てた (ハゲ 婆ち ゃん に 言わせる と、" 塩 山さん ほど じ 
ゃなかった， とか。 が、 私の 眼の 血走りの 原因は 料理 じ ゃなく、 谷 
内 和 生 セン セの オッ パイ、 中 総 もも セン セの 太腿、 よろず 舂と 毎夜 
白黒 ショ ー してる R—KIDS の だらしなく 開いた 唇、 ジユ ースで 
ガ マンして る 菜 摘 ひかるの 腋の 下、 等々 への 中年 的視姦 光線の た 
め)。 

相次ぐ 廃刊 や 改題 疲れの ため か、 宴会は そう 盛り上が ったとは 言 
えな かつた けど、〃 つか マラして 下さい ョ ，の 名 台詞と 共に 悪酔いし 
た、 女 座頭 市 こと 谷 内 和 生 セン セの 活躍 も あり、 ヘルス、 いや、 へ 
ルシ— 感覚に 溢れた 会に なった のは 事実 (要は 谷 内 セン セ、 酔う と 
他人の 肩を 揉みた くなる らしい。 で、 〃つか マラして 下さい ヨ. 


〔注*〃 マラ" 部分が 太 G になっ ている 点に 他意はありません〕 と 
なる のです が、〃 しやぶ らして 下さい ョ 〃でな く" お 互いに ホン トに 
良かった。 猫背 気味 だけど、 背筋を ピンと 伸ばす とかな り 美人な、 
KAME セン セ も 参加し とった。 昔は 余りに 猫背な ので、" 阿宫美 
亜 に似てる" とボ ー トク したけ ど、 許して おくれ)。 

二次会が 終わっても 記憶が 喪失す る ことなく、 この 日の 押し掛け 
宴会 も 無事 終了した が'  参加 漫画家の 心中は、 「俺って 時々、 今は 
吉 E さんの どういう 題名の 雑誌で、 何 描い てんの かが マジで 分かん 
なくなっ ち ゃう。 原稿料が 入れば いいんだ けど…」 という R — K1 
DS の 発言が、 代表して るの かも。 

その 『BABE』、 先月の 最終 号が 一 周年だった ため か、〃 祝 j 周 
年" てな ハガキ を 含め、 投稿が スタ ー ト以来 ってく らい 大量に 来て 
た。 だ もんで、 読者の ビック ラ 振り も 並じゃなかった みたい。 吉田 
班の 連中は まだ 出勤して ない ので、 中の 一通を コ ッソリ 紹介。 

「お、 俺は 猛烈に 悲しい〜/  な、 なんで 廃刊なん だよ〜 / そ、 
そり や 少し H だが、 楽し いのも、 心が あった まるの も あって、 H だ 
けではなかった のに〜"： くそ〜、 せっかく うちの 町の 本屋で も 取 
り 扱い m 数が 増えて、 7 冊に なった のに〜 / 佐 野さん や悠 宇樹 さ 
ん 、そして 心の あった まる 法 田 先生の 作品が 好きだっ たのに な〜〃： 
Y 子さん、 ゆ〜 まさん も、 多分 少しは 『BABE』 に 愛着 あったの 
に 残念です ね。 でも 安心して 下さい。 僕たち 読者は、 たとえ どんな 
に 値段が 高くな ろうと も、 たとえ どんなに 探しに くかろう とも、 ど 
こまで もつ いていき ます (笑)。 負けるな 『SHAKE』、 こえろ コ 
ミック ハゥス / 」 (和 光市. 法 田 先生は 廃刊の 使者) 

この種の ハ ガキが 今月は f  BABE』 の 他、 『ハ ーフ リータ 』、 
『マンモス クラブ』 にも 殺到した のでし ょう。 どこの 雑誌が 廃刊に 
なろうと、 自分の 身 入りに 関係ない 限り 興味を 示さぬ オィ ラです が、 
予想通りと はいえ、 『マンモス〜』 の 廃刊には ちと 困りました。 『ア 
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ット ー テキ』 から 引き継いだ 「嫌われ 者の 記」 も、 あと 1 回の 肋 回 
で 終了に なっち まぅ わけ。 こり ゃ 困る" 一家の オ カズ 代が また 減り 
ます。 それより 何より、 〇 漫画 業界の 実態を 後世に 伝える といぅ、 
文化的 事業が ストップ すん のは 社会的 問題。 そこへ タコ多 田が 電話 
を。 「で だ、〃 嫌われ 者の 記" 『アット ー テキ』 で また 出戻り 連載し な 
い？」 「そ… そ… そ… そ… それだけは 死んでも や だっ / “  お前が 編 
集 長より 威張っ て、 金まで 取って 俺を いじめる、 あんな コラム だけ 
は 死ん だって… / I 尻の 穴の 小せ え 野郎 だよ、 ホ 〜 ント / 


I 例の 女、 菜 摘 ひかるが まだ 単なる 
I 不良 女子高生だった 頃。 

W った 奴は どこに もい る。 所は 例によって プ f ル。 中年の オ ッサ 

ンが 水泳に 疲れ、 ボケ - ッとプ ー ル サィドで 沐ん でい る 時の 楽し 

みと いえば、 一一 一一 I うまで もな く、 ピチピ チネ^ ~~ チャン 方の 泳ぎの 鑑賞。 
本誌 読者の 皆様 方の ように、 強力な ザ ー メンの 生 座 力は とうに 失せ 
ています ので、 ナンパいた そうなんて 下心は 吉田 婆ち ゃん の 頭髪の 
数 ほど も あり やせん。 眺めて いる だけで いい。 人 也 も 半ばを 経過し 
て 先の M えた 人間に も、 この 程度の 楽しみは 許される でしょう。 

ところが、 とんだ 邪魔者の おかげで、 この ささやかな しみが 奪 
われようと している。 その 憎むべき 相手は、 0 代 半ばの 僕 も 真っ 青 
な 短足 ナンパ 野郎。 こいつ プール に 来るな り、 ろくに 泳ぎ もせず、 
燈 台みたい に キョ ロ キョ ロ。 で、 目を 引く ネー チャンが 現われる や、 
英国の 商船を 狙う U ボ ー トみ たいに ソロ ソロ 接近し'  生臭い 息を 吐 
きつつ 話しかける。 当然 拒否され る。 が、 そこは 厚顔無恥な 奴 だけ 
に、 金魚の ウン コみ たいに ウ ロウ ロと まとわりつく。 

これを 3 日 やられて ごらんなさい。 ほとんどの ネー チヤンが 来な 


くな っち まう (少なくとも、 時間帯は 変えち やう)。 悲劇的な のは、 
俺の 行く 時間帯に 必ず コ イツが 来て る こと。 結果 的に 俺が プール に 
行っても、 病み上がりの 婆さん や、 外人には 持てそう な 個性的な フ 

エイ スのネ ー チヤン や、 オッ サン'  兄 チヤンの 類いし かいない とい 
う、 悲慘な 状況に。 たま〜 に 新入り のネ ー チヤンが 現われっ と、 ホ 

ッ とする の もつ かの 間、 また コ イツが キョ ロ キョ ロ、 ハーハ I、 ぺ 
チヤべ チヤ…。 

誰に も ナンパす る 権利は あるから、 僕 も 「オッ チヤンの 楽しみを 
奪 うんじ やねえ / 」 と 申す わけに もまい りません。 しかし、 オラン 
ウ ー タンの クン セイみ たいな 婆さんの 群れの 中で 泳いで いるの も、 
気分い いもん じ やありません ぜ 。兄 チヤン、 あんだけ 矢を 射っ てん 
だから、 いい 思い もし てんだろう が、 ネ ー チヤン 方が パ ッ タリ 来な 
くなる とこみ っと、 ナンパ 師 としち や 四 流 (蕨の 「ユア ー ズ」 に 黄 
緑の 水泳帽 かぶって 来る、 メガ ネを かけた チビで 短足の 兄 チヤン、 

オメ ー のこと だ〃：)。 

てな ことは どうで もい いが (その 割に しつこく 書いた が)、 問題 
なのは 本誌 執筆 漫画家 陣の 高齢 化 問題。 吉田 班に 比べる と 一目瞭然。 
爺さん や 婆さん ばかりで、 まるで 僕の 通っ ている プー ル。 一方で 長 
期 執筆者は、 原稿料 も 高額 化して いる。 その 割に 人気の ない 奴 もい 
るので、 そろそろ 整風 運動 (懐かしい お 言葉。 僕 チヤンの 学生時代、 
つまり、 中国の 文化大革命の 頃に 流行した。 退廃 分子を 一掃し よう 
との 意味。 当時は、 試験 用紙を 白紙で 出した 低能 学生が、 英雄 扱い 
されたり もした。 大学の 中国 文化 研究会の 同級生に オイ ラが、" 中 
国 も 大分 イカれ て 来たな" と 言ったら'  そいつは 真顔で〃 何を 言う 
んだ 君は / 彼は 立派な 革命の 英雄 だ / , と 反論した もの。 奴 も 今 
頃は、 証券会社の 営業マンに でもな ってる だろう) でも 起こす か。 
それに ゃ 新人 漫画家の 発掘が 先決。 先行きの 暗い 本 業界に、 若い 連 
中を 引っ 張り込む の も 良心が 痛む が、 その 気の ある 諸君、 もっと 投 705 


稿して や (その 気の ある 方々 が、 既に ポツリ ポツリ と 投稿して くれ 
てるけ ど、 オイ ラの 起用す る 気を 起こして くれる 人が…)。 

それは ともかく、 あきれち まった のが コ ミケ 初 m に、 編集部に 
『漫画 スト レ ー ト』 比 月 号 用の 原稿を 持参した、 菜 摘 ひかると その 
御 一行 様の、 サイケデリック ファッション。 その R は 役 満太郎 が、 
飢餓に 苦しむ 我が家 族に と、 きしめん を 差し入れに 来た 日で も あっ 
た。 偶然 JR 水道 橋 駅から、 ひかる 軍団の 後ろを 歩む はめに なった 
役満 は、 股間を モッ コリ させつつ も、 「あんな 素っ m みて 〜 な カッ 
コ して、 やっ ぱし 東京の 女は すげ〜 な〜。 街娼み てえ な カッコして 
っけ ど'  歌舞伎 町で も あるめ えし、 ここらで も 客が 拾えん のか ナ〜」 
と、 彼女ら が 自分と 同じ 高校生で あると も 知らずに'  妄想して いた 
らしい (塩 山の オッ サンには、 彼女ら は 中学生に しか 見えなん だが)。 

だが 太郎 よ、 今 ^1 ンな ことに 驚いて っから、 いつまで たっても ネ 
ズミ 花火み てえ な イラスト っき ゃ 描けぬ の だ (だが、 きしめん はぅ 
まかった。 あれで 我が家は、 3 □間 喰いつな げた。 特に 上の 娘な ど、 
きしめん が 気に入った 余り、" き 一 めん， との 愛称まで 考案、〃 お 父 
さん。 また お 友達に、 きい めん もらっ て 来て ネ" とかのた まい、 甲 
斐性 のない 親を 男泣き させた)。 7 〜 8 年 前に 死んだ オイ ラの 明治 
也 まれの 婆ち ゃん は、 東京 オリンピックの 頃に、 ム ームー 姿で ハワ 
イアンの ヒットを 数 曲 飛ばした、 口野 てる子と いぅ 歌手を TV で 見 
つつ (その 頃 オイ ラは 小学校 5 年く らい)、 「ったく 何 だ あ、 あの 力 
ッコ は。 乳^-分 も 丸出しに して、 ケツ 〜 振り 振り、 風の 穴 あす ぼめ 
ながら 唄 いやがっ て。 ま〜 ったく、 東海 林太郎 に比べる と、 テン ゴ 
1 もい いとこ だ。 今の 女は、 どいつ もこい つも パンスケ だいな あ、 
芳 明イ」 と 言つ たもん (しかし、 尻の 穴を すぼめつつ 唄う、 彼女の 
"夏の 思い出〜 恋しく〜 て という 最大の ヒット 曲は、 僕、 大好 
きでした)。 

あれから Q 数年。 何が 起きても 驚く 年では ない と 思つ てました が、 


「嫌われ 者の 記」 が 『ホット ミルク』 に 登場との、 一部の 噂には ビ g 
〜ッ クリ。  ( l . 0 

売れて た 頃の 阿宮 美 亜と、 売れて 
ない 頃の かたせ 湘の 横顔。 

"「嫌われ 者の 記」 を  一 ml に まとめる そうです が、 俺は 取りあえず、 
「普段 用」 「その 予備」 「貸し出し 用」 「永久 保存 用」 と、 4 部 購入す 

る ことを ココに 宣言し ます， (柏 市. 松 戸 サィ エン ティスト) とい 
った 手紙と 定額 小為替が 殺到して いる… というよ うな リー ドは、 秋 
葉 原 駅の 牛乳 スタンドの おぱ さんみた いで'  利し 付けが ましい から 
止めようと 思っ たのに、 やっぱり 書いて しまった、 図々 しい 僕 (秋 
葉 原 駅の 牛乳 スタンドの おばさんの、 押し付けがまし さが 爆発す る 
のは、 牛乳を 頼んだ 時。 当然 ビン。 紙 パックの 臭気に ゥン ザリ して 
いる 人が、 結構 利用す る。 「中 乳 / 」 「薄い の 濃い の？」 「は あ？」 
「普通のと 、もっと 濃い のと 2 權類 あんの」 「普通ので いい」 ムス ッ 
とした ツラ にお ばさん、 あるいは 兄 チヤンが なると こ 見る と、 一 咼い 
濃い 方を 売る と、 店員 も マ ー ジンで も 入 るんだろう。 「バカ ヤロー 
ッ /  薄い のは テメ ー の 脳 ミソだ ろ。 宵に 向かって 何て 言いぐ さ だ、 

この 薄ら バカ / 」 といつ かは 言っ て やろうと 思いつつ、 結局は 濃い 
も 薄い もない、 コ ー ヒ ー 牛乳で 間に合わせ てる 内気な 僕)'。 

何の 話 だっ け 9 そうそう。 咋 n は 台風 Q 号の 豪雨で、 事務所 付 
近は あちこちで 川が 溢れて 水浸し。 特に ひどかった のが、 後楽園 脇 
の 道路。 水没 道路に 車が プカプカ。 思わず 写真を 撮っ ち ゃい ました。 
事務所に 戻る と、 コピ ー の そばに まいな ぁぼ ぉい セン セの 未完成 生 
原稿が S 枚。 ネ ー 厶を 社のコ ピーで 取り、 生 原稿を 忘れて 千 葉まで 
帰っ ち ゃった の だ。 最後の 1P を コピー にはさん だま ま 忘れて 帰る 
方は おります が、 丸ごとっ てのは S 年 やって るけ ど 初めて。 電話。 
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「ハッ ハッ ハッ ハ…。 明日 一番で 取りに 行きます。 どうせ 今夜は 寝 
ようと 思っ てた から。 ハツ ハッ ハッ ハッ…」 笑つ てごま かそうっ た 

って ダメ 。あんた は、〃 未完成 生 原稿 丸 忘れ 漫画家 第 1 号" として、 
永遠に 記憶され るよ。 

マ ヌヶな 漫画家は 他に も 腐る ほどい る。 反共 バヵの 阿{呂 美 亜な ど' 
遅れに 遲れた 原稿が 2  P 不足して たなんて ドジ を、 先月 やら かした。 
後続の 漫画が 4 コマだった ので、 それに 旧 原稿を 不足 枚数 分 プラス 
して 事 無き を 得た が、 一歩 間違えば、 物語が 続いて いない 雑誌が 出 
来る {そういえば 大昔、 印刷屋の 貴 任とは いえ、 2 種類の 漫画が ブ 
レン ドされ ちまう という、 とんでもない A 5 判 平と じ 雑誌に 関係し 
てた ことが…。 あれを 初めて 本屋で 見た とき ゃ、 サーッ と 顔色が 変 
わるの が 分かっ た。 自分が ミスっ たと、 最初は 思う からね。 もう 誰 
も 持っ てない とは 思う が、 つくしの 真 琴 セン セの 表紙の 本だった 
な)。 

音 話は ともかく' 新人を 探さ なきゃ。 かたせ 湘 セン セ も 『ヤング 
チャン ピ オン』 に 専念したい とかで、 しばらく 描いて もらえな くな 
っち ゃうんだ。 『ヤング チャンピオン』 なんて、 同じ 秋 田 書店の 
『プレィ コミック』 同様に、 うちと 同 レベルの ZT 流 エロ 漫画本 だか 
ら 、普段なら 種々 の 引き止め 工作を すんだ けど、 今の この 業界 あり 
さま じ ゃね。 特に 単行本が 出ない と、 彼みたい な 若手は つらい。 で、 
「また エロ 描きた くな ったら 声をかけて ョ」 なんて、 上から 見ても 
下から 見ても、 斜めから 見ても 後ろから 見ても、 俺ら しくない 台詞、 
平気で 吐い ちま うんだ よ {おい/  秋 田に 教えた のは バヵ ボッ チャ 
ン こと、 池 本浩一 、オメー だろ っ / 最近'  ゲン コが やったら 遅れ 
んなア P 反省し ろ。 それと な、 そ一 ゆ 際の 半 メジャ ー 編集者の か 
ら かい 方は、 オイ ラの 「嫌われ 者の 記」 を 読んで、 よつ く 勉強し な 
さい。 特に オメ ー みて えな 立場の 奴は、 タ ダで サ ー ビスしたら あか 
ん)。 


そこへ 電話を 寄こした のが、 女子高生 パン パン、 いや /, 子 ^ r 生 芸 
者'  おっと、 女子 V 生 ダッチワイフの 菜 摘 ひかる セン セ ( P ) 」 「次 
の 『漫 •画 スト レー ト』 の スト ー リ^ ~ です が、 キュ^ ~~ ピ ー さんが 大き 
くな って、 女の コを 犯して しまう ってのは ど 一 でしょ 一?」 「ギヤ 
グに すん なよ、 少なくとも 絵づら は。 で、 下 描きが Q 月 1 日と。 と 
ころで オメ ー 、『漫画 クリス ティー』 にも 何 か 描い てんの？」 「えへ 
えへ'.- ま 1'  ふ ふ」 「下手の 段階に も 達して ねえ、 卜 1 シロに 陰毛 
が 3 本 程度のう ちは、 あちこち ゥロゥ ロ すんじ やねえ」 「えへ えへ、 
まあ…」 「相談なん だが、 1 月頃、 『レモン クラブ』 で 描いて みねえ 
か。 短小、 いや、 短い の P 」 「え一 っ〃： いいです。 怖い もん 『レモ 
ン クラブ』 って」 「バカ ヤロ / 『レモン クラブ』 みて えな ナイ— ブ 
な 本が どこに ある。 俺 も ホン ト はよ、 オメ  — みて えな シロ モノに や 
登場して 欲しく ねんだ けど、 一人 くれえ は 下手な のがいた 方が、 新 
人が 投稿し やすいんだ って。 ちっと ばっ か 考えと いて くれや、 な あ 
ネ — チヤン / 」 「 . 」 

ほのぼのとした 電話して いる 僕の 隣の、 吉 1 婆ち やん の 所に 原稿 
を 持って来 たのが、 佐々 木み ずき セン セ。 この 人の 漫画って そそる 
ね、 僕ち ゃん 火 ファン (当人は、 平の 工員 風 青年です が) C あの バ 

力っ ぼいネ ー チヤンの、 オッ パイの カツコが いい。 スタイル もよ く、 
「締まりが 良さそう よネ」 (上口 田 婆ち やん 談) 。本人は f ハ ー フリー 
夕』 にも 描いて たから、 「ア ソコ廃 叫に なって、 漫画家 余って な 
い？」 と 尋ねる。 「ど 一 なんでし ょ。 アソコ って、 漫 両家 同上の 交 
流 全然な いんです よ」 「打ち合わせ も 時間ず らして、 ハチ 合わせし 
ないように してる とか？」 「ハ ハ ハ。. そこまでは 知りません が、 僕 
も 他の 方の ことは 全然。 ただ、 『ハ ー フリ ー タ J でし か 描きた くな 
いって 人は、 多い みたいです ョ」 「な〜 る」 

この M は 2 度 も カゼ ひいて、 2 回目のは 未だ 完治して ない。 プ— 

ル 通いの せいか もしれ ない けど、 水に 浮かんで いると、 このまま ど ^ 


うな っても いいと 思えて くるから、 水は 怖い。 今夜 もまた 泳ぎに 行 
ってし まう 中年で あった。  ( [91 * 11 ) 

まだ バブルの 二日酔いが 醒めない、 

広告代理店 周辺の 連中の 白痴 度を 

1 一笑ぅ。 

高血圧の せいか、 だから 高血圧な のかは 知らん けど、 しよ っち ゅ 
う 腹 ぁ 立てて る 俺が (むろん チンボは めったに 立たない)、 一 番ム 
力つ いた 映画が 『ドア^ ~ ズ』 (監督/ オリ、 ハ^ ~ •スト^  — ン) 。途中で 
何度も 眠たくな ったし、 意識的に 眠ろうと もしたん だけど、 その 日 
はぐっ すり 昼寝を していた せいか、 眼が ギン ギラ (逆に この 前、 閉 
館 直前の 「浅 草 東京 クラブ」 で、 中年 御 ホモの 方々 の 毒牙に 脅え な 
がら 見物した、 真 弓大介 セン セ 特選の 『赤ち やん 泥棒』 〔監督/ ジ 
ョエル .コー エン〕 の 時は'  娘の 運動会で 昼筱が 出来なかった ため 
か、 映画の 中身は ィヶ たのに、 Q 分 ばっ か 眠っ ちまった)。 こ一ゆ 
の" ド 糞 映画， っつんだ ぜ 。何 だよ、 この 楽団の リーダ ーの兄 チヤ 
ンの  'もつ たいぶつた 神が かり キヤ ラ クタ！ は？ ボカ ンと開 いた 
口に、 馬糞を 突っ込んで やりた く なった ぜ。 吉田栄 作 級の 低能 ナル 
シストに もこな せる、 ンな キヤ ラを シ ラフで 撮つ てるこの 監督、 篠 
田 正 浩と新 藤 兼 人を 足して 割っ たような 奴と しか 言いよう がね え。 
西洋 楽団 モノ 映画 撮ん なら、 『シド & ナン シ —J とまでは 言わん が、 
せめて 『ロ ー ズ』 、いくら レベル 落としても、 『ロッキ ー •ホラ ー. 
ショ ー』 くれえ のは、 素材から 言っても 仕上げて 欲しかった (ちな 
みに 北 関東の 田 舍 では、 当時 ドア ー ズ なんて 全然 人気なかった。 断 
然、 ウオー カ—* ブラ ザ I ズの 天下で、 ビー トル ズ も、" 少女 趣味" 
の M 一ー ロで 片付けられた。 スコット* ウオー カ ー が ピカ イチの 人気で、 
グル ー プ 解散は よりそれ に 火を 注いだ。 当時、 山の 少年 達の 間で 流 


行して いた、 猸 銃の 薬莢 収集を 山道で 行ないつつ、 安物 トラ ン ジス 
タラ ジオで 聴いた' 「ジ ヤッキ^ ~ 」 の 素晴らし さ〃： スコット* ウ 
ォ 力 は  今 M してんで しよ？  ゲィリ^^* ウォ^^ 力^も？)。 

CM でむかっ 腹が立つ のは 靴屋の マドラス" 中年 デブの チヤ ー リ 
I  •シ ー ンを 、あんだけ スリムに 撮った 写真の 方は ほめた る (マン 
ホ ールからコィツが乘り出してるの)。けど、あのコピーは何 ^ : 

"モデ ー ロは チヤ ー リ ー と贺 約して いる" バカ ヤロ ーッ 、誰が して 
くれって 頼んだ / タ ダで 契約したなら まだし もつ モ デー  ロは タダ 
で チヤ ー リ ー と 契約して いる〃 という コピ^  — なら ィカす)、 銭を ぎ 
ようさん 出して 商売し とる だけな のに、 しかも 自社の 広告媒体の 中 
で、 腹 突き出して 威張ん じ やねえ。" ガンバ ッテ ー ガンバ ッテ ー シ ー 
ゴー ト // " と、 外人に バカ やらせて カッコつ けて る、 ど こぞ かの ド 

リンク 剤の CM 以 h に 腹 立った な (後者の 場合、 日本人への 皮肉を 
込めた つもりな のか もしれ ぬが、 結果 的に ゃ 三流 大和魂の 鼓舞に な 

つてる)。 

てな こた ともかく、 まいっ たな 「嫌われ 者の 記」 の 中し 込み、 ジ 
ヤカス カ 来ち やつて。 あんなに 来る とは。 コピー したり、 とじたり、 

郵送す るの かと 思う と ウン ザリ 。おまけに 郵送料 込みで 500円 な 
んて ダンピングした でしよ。 郵送 費に j 部 200 円 はか かるから、 
居酒屋で やくる〜 とと 2 人で ちっと 豪華な 宴会したら、 黒字が 出て 
も 一回で パーッ 。でもい いや。 俺は 今回の こと、 銭金 や 名誉の ため 
にして る わけ じ ゃねんだ。 今度 『ロリ タッチ』 時代の、 「亜流 誌の 
内幕」 や 「ヤ ケクソ ジョッキ ー」 ( 初代) を パンフ 化する 時に や、 
絶対に 送料 込みで 1000円 にしよう/ と 熱き 中年の 心に 誓って 
いると、 「ど I も 今日は 一 っ/」 という、 エロ 漫画家に I 番 無縁な' 
明るい 声が 事務所 中に 響く。 セー ルス マン かな、 いや ひよ っと する 
と… と 思っ て 振り向く と、 やっ ぱ吉田 婆ち やん 班の 『Beat』 と 
か 『SHAKE』 で活曜 中の、 佐 野た かよし セン セ。 
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明るい エロ 漫画家っ て、 本当に 珍しい。 時々 いる こたいんだ けど、 
そ 一 ゆ 人っ て ほとんど、 商品 価値 ゼロって 場合が 多い。 佐 野 セン セ 
など、 通っ てる 大学 こそ 渋 谷 近辺の 2  •  5 流 大学 だけど、 息子への 
刺激 度は 次第に 一流に 近づきつつ あるので、 吉田 婆ち やん に すれば 
頼もしい 限りで しょ。 ンな 所へ 「迷宫 の アリス」 の ゲン コ 持って来 
たのが、 古老の まいな あぼ おい セン セ。 同人 誌 作りが 忙しい らしく、 
最近 締め切りが 遅れが ち。 「しょ一 ね j 古老 だ」 なんつっ てると、 
いきなり 2 本ず つ 6 本 ある 寧務 所の 里 光 灯の 一 本が チヵ チヵし 始 
め、 数 分 後に プッ ツン… 。思わず 出た 古老の 台詞が、 「この 業界の 
明日を 象徴して るみたいです ネ」 。なろ一 っ 7 いちいち 口にすん 
なっての。 全員が 内心 思っ てるんだ から (この 時期、 蛍光灯 代もバ 
力ならない)。 

喑い 午後を すごして いたのに、 夜の 8 時 頃に や なぜか 新橋で、 L 
字 型 チンボ 野郎、 吉田 婆ち やん の 3 人で 飲んで おった。 「イッ ヒヒ 
ヒ… まあ、 仕事の こた それ くれに しといて、 俺ぇ マジで 心配し てん 
だよ。 何を だ？ 決まっ てんじ やない' 『ホット ミルク』 の 明日よ。 
だって、 あれ 『アットー テキ』 で 連載 中止に したら、 返品が 五分 良 
くな って、 何とか 生き残れ てる。 『マンモス クラブ』 は、 お前を 切 
れず にあの 通り 廃刊 じ やん。 で、 よりによって 『ホット ミルク』 で 
しょ。 お前と 一番 肌の 合わない 読者の 多い 雑誌な の、 アレは…。 あ 
あ、 心配 だな〜」 「ボヶ ッ / " 嫌われ 者の 記， 1 P の 威力で ぶっ 飛 
ぶような 雑誌なら、 なくなっ た 方が いいんだ / 」 「グ ヒヒヒ ヒヒ… 
そうです かね、 グヒ ヒヒ… 。それよ っか、 エイズが 随分 増ぇて るよ 
うです ね。 怖いです ね、 ャ バイです ね。 もう 風俗なん て 3 年 も 4 年 
も 行っ てません よ。 女房 一人で ガマ ンガ マン… 仕方ない すネ」 だっ 
て。 パ〜 力/" 新橋 大奥， の 馬鹿 殿様が、 ンな ボヶ かまして 誰が 信 
じる かつつ 一 の。 そり やそうと、 さつき R I KIDS に 原稿 催促の 
電話したら、 夫婦で 息 荒げ た 対応して やがん の。 や だな〜、 真つ 昼 


間から。 いくら 夫婦 だつ て、 してい 一 ことと 悪い ことがあつ ぞ / 
それより 原稿 どうした？ てな うちに、 秋 も 深くなる ね。 (奶. 2 ) 

| 小銭に 細かい はずの 下請け エロ 漫 
| 画 編集者の マヌケ さを ギャ ハ ハ // 

自分で おっぱじめ たこっ たから 仕方ない けど、 コピ ー 同人 誌の 制 
作 も いざやって みり ゃ 地獄。 例の、 「嫌われ 者の 記」 の パンフ、 肋 
P の もんを 2  5  0 部 近く 作らに やならん から、 ここ 半月 ばかりは、 

本業の 方は やくる〜 とに 任せっ 切り。 ■: 人で コッコ ッ とコピ ー とっ 
たり、 A3 で 2P ずつ 裏表に コピ ー したのを、 断裁機が ないから 金 
尺 あてて ピリ ピリ 破いたり、 ぺ ー ジ順に 並べたり、 ホチキスで とじ 
たり…。 原価 500円 の ものを 500円 で 売る という マヌケ な现実 
が (郵送 代を 考えなん だ 俺が アホ なの だ)、 余計に 疲労を 蓄積 させ 
る。 あの 力^ ~ マス^ ~ トラ 吉 田 婆ち やん をして、 「見て る だけで グッ 
タリ / 」 と 言わし めた 地獄の 作業の 日々 も (とはいえ 吉田 婆ち やん 
は、 少しも 手伝おうと はしな かった)、 ようやく 咋 日で 峠を越え た。 
あと loo 部 ほど 製本せ ねばならぬ が、 一勢に 送る となると これ ま 
た 大変。 で、〃 良心的 通販 希望者/つまり、 2 部 以上を 申し込んだ 
国士の 方々 のみに、 今日 ( 1 月？： 3 日)'  いち 早く 発送し ちまう こと 
に。 やくる〜 とは、 『漫画 スト レ ー ト』 の 仕事が 忙しい ような ので 
(本業の 進行 状態が、 近頃は よく 分かん ない)、 自ら 慣れぬ 手で 発送 
準備。 ゥッヒ ャ〜ッ / ンな 仕事は 学生時代 にした、 出版社での ア 
ルバ ィト 以来 だ。 

しかしよ く 考えれば、 原価 500円 の 物を 複数 希望した 連中は、 
より 多量に 俺の 血を 吸う 輩とは 言えない か？  良心 だ 国士 だは、 1 
部の み 希望した 連中に こそ 冠せられ る 言葉な の だ… と、 途中で 気づ 
きは した ものの、 今更 作業を 中止す るの も メンド ー。 結 司、 吸血鬼 


109 


読者の 方々 の 方が、 4〜5:n 早く パンフで 0 を 汚す 機会を 得そう 
(ちなみに 最多 部数 希望者は Q 部。 コ ヤツは 1 万円 分の 定額 小為替 
を 送っ て 来て、 残りは カンパと かぬ かし おった。 男 だね〜/  もっ 
とも 同額の 小為替で 1 部の みを 希望、 9  5  〇  〇 円を カンパした 剛の 
者 も おった が…。 いずれが 真の 愛国 ^ かは、 断 わるまで も ありませ 
ん 。あの ムッ チ ー くんは、 たったの 1 部。 ヤだ ね〜 / こ一 ゆ ド セ 
コィ 野郎 1 つ^ ~ の も。 多分 この 手は オナニ ー する 時 も、 使用す る テ 
ィッ シユは 1 抜き 3 枚と か 決め てんだろう)。 

何の 話し てんだ っけ？ 余り 長い間 カッコ 内で グチ こぼして たも 
んだ から、 本題が 分から なくなっ ちまっ た。 だが 考えてみれば 本 H 
にと って、 いや この 世の中の 全てに、 一体" 本題" などと いうた わ 
けた モンが あるの かよ バカ ヤロ おもしろけ り ゃ 脇の 話題が その 瞬間 
から 本題な のであって 前提と しての 本題なん つう もんが ヮシら の 回 

りに あるは ずがね え じ ゃん かよね えム マさん や ハタ ハツ ハ ハタ ハツ 
ハドン ドン ガバ チョ ドンガ バ チョ〜 みなさ〜 ん アバ パで あかち ゃん 
ちゃんち ゃん こバ バアに なって ちゃんち ゃん こ… てな 口調に ついな 
つてし まう のは、 ここんと こ 『ひよ つ こり ひようたん 島』 (ちく ま 
文庫 •全 A 巻) をガバ チョ ガバ チョと 読んで るせ い。 ガバ チョの 声 
を やっと った 藤 村有 弘は 、ええ 役者だった。" 日本人の 考える 架空の 
中国人" を 演じさせ ると、 右に 出る 者はなかった。 赤 木 土 一郎と 共 
演 した 日活無 国籍 アクションの 一本で、 ツブ テの 竜と かを やっとっ 
たの も 彼 じ ゃない か。 岡 本 喜 八 監督の、 当時の レベルから すれば 決 
して 上の 部類とは 言えない、 『大学の 山賊たち』 にも、 某国の 皇太 
子役で ほんの 数 カット ゲスト 出演、 一人で 画面を かっ さらっ てた 
(彼は 芸能界で も 有名な、 御 ホモの 方であった とか。 故人)。 

ええ 役者と いや、 例の 火 野 正 平。 スケコ マシ 役者と してし か 知ら 
れ てません が、 味の ある 奴です よ。 何でもつ と 世間の 通人は、 彼に 
注目 しないの？ (人間的に 嫌われて いる 可能性 は あるな、 あの ツラ 


ガマ エじ ゃ) 中 井 貴 一 主演の、 『極道 戦争 •武闘 派』 でもい い 味 出 
しとりました。 うら ぶれ 中年 ヤクザ やらしたら、 独壇場。 ただ 本 作 
に関しては、 彼 もや や 割を 喷っ とりまし たで。 ちゅ^ ~ の も、 ドハ ゲ 
振り じ ゃ 半端 じ ゃない、 松 山 千 春が 中 井と 共演し てんだ もん。：：： 本 
でも ドハ ゲ が、 主役 級 演ずる 時代に ばな ったん のはよ かけ ど、 脇で 
ハゲを 鈍く 輝かせ、 独自の 味 ば 出しと ったよう な 連中は 逆に 大変 だ 
いね (中島 貞夫 監督、 なかなか 快調。 が、 何で 最後に 屮井の 機関銃 
は、 中 尾彬も 殺ら さない んョ？ あり ゃ あお かし かョ 。組長 代行な 
んぞ 殺して 当然 だが、 やっ ばし 中 尾の 方を 一番 残酷に 殺して 欲し か 
った。 故 天 淬 敏や中 尾彬が 生き残る ヤクザ 映画なん て、 都 条例の 悪 
書 指定が、 1 年 半 前の 『ヤング サン デー』 や 『ヤング ジャンプ』 に 
■切 来ずに、 わしら の 業界の 低 部数 雑誌に ばっ か 今 も ド カド カ 来 続 
け てんのと 同様、 完令に 間遠って いる。 人種差別なら ぬ、 南 ァフリ 
力 的 雑誌 差別)。 

で、 筆者が よく M 酔いしつつ 徘徊して いる、 京浜 東北 線の 西 川 | 
駅 近辺は、 現代の 魔窟で あるな。 ソ ー プや 本番 サロンで 有名な 一帯 
であるが、 普通の 居酒屋に して'  客は おろか 店 側 も 相当い かれて い 
る。 この 前 も 行きつ けの、 昔 女房が 削 jj 学会 員の 沖 1 i と 駆け落ちし、 
今は 再婚して 幸福 なれ ど、 半年 前に 大和 証券の セー ルス マンの 口車 
に乘 って'  数千 万す った オヤジ の 店で 一人 飲んで ると、 ヤクザ っぽ 
い 肉体労働者 コンビが 入って 来て 注文した。 「俺、 氷な しゥ ー ロン 
ハィ / 」 「俺 も / 」 日本酒は、 冷やが カンよりも 膨張せ ぬので、 実 
質量が 多く 飲め るとは 間いた ことがあ るが、 氷な しゥ ー ロンハィと 
は？ 店 側 もさして 驚かない。 後で 西 川口 生まれの 友人に 聞く とこ 
うだ。 「ン なの ここら じ ゃ 当然です よ。 近頃 じ ゃ、" 氷は 2 個 だけ， 
なんつ う 小心者 もい ますし ね。 けど 店の 方 も 負けて ない スよ 。氷の 
代わりに チユー でな く、 ゥ ー ロン 茶の 量を 増やす んすョ 。貧乏人 同 
士の パヮー のぶつ かり 合いって、 迫力あります ね j 確かに。 不況は、 
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氷な しウ ー ロンハイで 乘り 切る っき ゃない !? ( [92 * 1) 

1 殺意 さえ 抱かせる 高 田 馬場の 落花 
| 生の 臭気。 

もう 半年 か…。 オイ ラの 水泳 狂い もよう 続い とります。 我ながら 
驚く。 もう 真冬です が、 夜の 8 時 A 分 頃 行っ ちゃ、 1 時間く らいは 
しゃいで ます (実質的には、 500 〜 600  メ！ ト ルし か 泳いで な 
いが)。 僕の 通って るスポ ー ツ クラブは、 蕨 駅 西口の 「ユア ー ズ」。 

蹄 か 入会金が 3 万で、 月の 会費が 9000円 。"会員制 スポ ー ツ クラ 
ブ "というよりか、" ス ポーツ 施設 付き 会員制 銭湯〃 と 言った 方が、 
ピッ タシな ビン ボ人用 クラブ。 が、 ここの プール での ビン ボ人 パワ 
—の 爆発 振り も、 先月の" 西 川 I の 氷な しウ ー ロンハイ， の 一 件以 
上に'  凄まじい もんが。 数 力 月 前に、 黄緑の 水泳帽 かぶった、 痴漢 
風 チビ 短足 ナンパ 野郎を 紹介し ましたが、 彼は 割と 早い 時間に 来る 
ので、 最近 余り 見かけません。 で、 夜に も おった のですな、〃 蕨の 
ジゴロ" が…。 この 兄 チヤンは 背もス ラリと して、 外見は M くない。 
ただ、 経済面で はない 育ちの 悪さが、 顔面に 炸裂し とりまし てな。 
カマ キリが 盛り づい たみたい な、 変 チ クリンな クロ ールも 耐え 難く、 
最初は ウン コみ てな 奴 だと 思っ てたん すよ。 

この 兄 チヤン、 実は 偉- k な 男だった。 n イツい つも キョ ロ キョ ロ 
とプ ー ル サイド や サウナを うろつい てんので、 最初は 生き別れした 
母親で も 探し てんの かと 思っ たの。 が、 2 〜 3 力 月して'  ようやく 
分かりました。 ナンパし てんです ね。 僕みたい なオッ サンが 見ても、 
「フ 〜ム 。あの クラスから、 良い 器量と ill すの だろう な」 と 思える 
姉 チヤンが 来る と、 片つぱ しから 声をかけ、 妙ち くりんな クロ ール 
で 追い かけ 回す。 ただ、 プ— ルでの ナンパは、 生半可な 根性 じ や 出 
来ません ぜ 。女性 もめつ ぼう 水泳 上 ^ が 多いです し (水泳 上手な コ 


は、 近頃の 僕には 全員 理知的に 見える)。 300 や 400、 一気に 

泳い じ ゃう コもザ ラ。 この 男、 もう Q 過ぎて っから 青息吐息。 僕 も 
最初は 笑いを こらえる のが 大変で したが、 コ イツが いったん プ ー ル 
から 上がり、 ビート 板 持って 再び 追い かけ 回し 始めた 際に ゃ、 感動 
の 余り ツ ー と 涙が 一筋 頬を 濡らしました (いつも 通り、 結局は 相手 
にされ なかっ た)。 その 彼が 最近、 余り プー ルに ツラ 見せない。 ハ 
ッ キリ 言って 寂しい。 常連 女性に ゃ 相手に されて ない みたいだ し、 
めぼしい 新人 も 顔を 見せない ので、 エア ロビの 方に でも 行っ てんの 
か？ 彼の 愛すべき ジゴロ 振りを 見たい のは 山々 だけど'  体操 ばっ 
かしは ねえ。 

で、 KIRIN の HIPS という ゥイ スキ ー の 宣伝は、 完全に 狂 
ってる。〃 どこでもく ぴくぴ ，とか、 新聞に 全面広告ぶ ってる 奴です 
よ。 あの 宣怯 関係者に ゃ、 良心は ね 一 のかね。 ゥイ スキ ー ったら 数 
多い 気違い 水の 中で も、 最強の 種類の 一つで ね一 の。 大 マスコミ も 
へ ー キで 掲載して る 一方で、 H コミック 好きが こんなに イジ メられ 
るなん てね え (酒 や タバコの 害は 確実 だが、 ポルノの それは r 能 性 
にすぎない。 可能性を も 罰する 法律は、 北朝鮮と ミ ャンマ ー と 中国 

あたりに しか、 今ン とこな かんべ よ)。 しかし、 酒 や タバコの 宣伝 
を 禁止す る 法律を つくれとは 言わない。 あんな もんこ そ、 酒の 自勁 
販売機 同様に、 自主的に 撤去すべき なの だ。 法律なん て、 出来ち ま 
え ば 権力者が いいように 拡大解釈して、 結局は 弱い者 いじめの サデ 
ィ スト 器具 化すんだ し (強い 奴 規制す る 法律は、 逆にい くら あって 

もぃ ぃ)。 

『無能の 人』 (監督/竹 中 直 人) は 最悪の エ ー ガ。 ォナ ニー 狂の 石 
屋 以外に 見る 所な し。 三 浦 友 和は チョイ 良かった 。悪趣味な ゲスト 
陣 とやら には、 ゲ ロが ノ ドまで 出かかった ので、 無理して 飲み込ん 
だら、 余計に 気持ち 恶く なっち ゃった。 気持ち 惡 いといえば’ 俺は 
これを 「高 田 馬場 東 映 パラス I で 観たん だけど {かつては、 日活口 
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マン ポルノ 専門 館だった)、 俺の 2 つ 隣の 席に 座った ャロ も、 気色 
ワリ ー 奴だった。 奶 くらいで、 一見 インテリに 見えな くもない ヤセ 
ギス だっ たけ ど、 やたらで かい バック 持っ て やん の。 ンなヤ ロが 何 
ィ 持とう が 関係 ねんだ が、 傍迷惑な ヤ ロなん だ。 一人 だから 大声で 
しゃべ る わけ じ ゃねんだ が (そり ゃ 狂人 だ)、 菓子 袋から 何 か 取り 
出して、 ズ〜ッ と 喰いっ 放しなん だよ ね。 問題は その 菓子 袋。 パラ 
フィンと でも 言う の、 あの 透明の 袋って ガッサ ガサ 音た てんじ ゃん。 
ろくに 客の 入っ てね え シーン とした 劇場で、 しかもす ぐ 近くで やら 
れち ゃ、 気になっ てし ょうがね え。 だから、 2〜3 度 眼を 付けて や 
ったの よ。 並の 神経の 奴なら これで 静まる が、 相変わらず この バカ、 
ガ ッサ ガ ッサ。 ド タマ 来 腐っ たので'  いざ ケン カに なっても 五分に 

持ち込める 程度の 体力と 素早く 確認、 「ガサ ゴソ うる せんだ よ才 / 
家で TV 観 てんじ ゃね I ゾ 、バカ ヤロ" ：」 と イッ カツ (こういう 時、 
相手が 単 品では 余り 快感が 得られません。 カップルの'  それ も 軽口 
男の 場合が 一番。 2 人の 幸せの 一時を、 ドロ グツで 踏み にじるって 
最高 / )。 

この ドア ホ、 以降 パ ッタリ 静まっ たのは 言うまでもな いが、 奇妙 
だった のは、 併 映の 『泣き ぼくろ』 (エ 藤栄一 監督の 久 々の 佳作) 
上映 中に、 俺の 前を 通って 帰った そいつの 体臭。 強烈な 落花 虫の 臭 
いなんだ。 あので かい バッグに、 ギッ シリ 落花生が 詰まって たの か 
とも 考えた が、 それじゃ 余りに Q 年代の 芸術 漫画 風で 陣 腐。 人 によ 
っては 長く 風呂に 入らない と、 汗が あのような 臭気に 転化す るの 

か？ その 夜 読んだ、 『石 井 輝 男 映画 魂』 {ワイズ 出版 •  3900 円) 
は なかなか。 名優、 小 池 朝 雄への 言及は 特に 感動した。 「大 井武蔵 
野 館」 もつ ぶれる 前に、 是非、 『明治 •大正* 昭和， 猢奇女 犯罪 史』 
を、 ニユ ー プリントで 上映して 下さい。 小 平義雄 役の 小 池 朝 雄の" 勇 
姿" よ 再び〃：  ( 2 .  2) 


一例の 『M  a  t e が おずおずと、 

| 世間 様に あいさつを させて もらつ 
lj た 弾圧の 日々。 

ひょ っと して 『アットー テキ』 って、 1000 人前 後の みに 限定 
販売して いる、 会員制 雑誌なん じ ゃと マジで 思っ ち ゃう この頃。 だ 
ってよ、 例の 健全で ちょっ とだけ H な、 純情 投稿 コミック 『Mat 

e {3 月 中旬 発売*  A  5 利 平と じ*  520 円) への ハガキ 募集の 
見開き 広告を 出した のが、 同誌 2 月 号。 あれは 1 月 8W 発売 だから、 
もう 2 週間 近く もたつ のに、 来た ハ ガキの 総数が たった 7 通 (ぐろ 
ぽ り、 BLANK  A、 小 倉智充 、貴 澄 美悠、 ヤクト ，パラ ーシ ャ、 
海 龍王、 天 照 ☆暴威)。 読者の 好みが 違う とか、 種々 理由 も 考ぇら 
れる けど、 信じ 雛い 数字 (『漫画 バンプ』 でも そのく らいは 来る r 
今 さら 『アット ー テキ』 の、 オナニ スト 達への 影響力の 低 さを 嘆い 
て も 始まらん が、 こり ゃ 1 号 固の 記事 ぺ ー ジ埋 めんの 苦労 すん な 
(最初から 『レモン クラブ』 で、 大 々的に 宣伝し とくんだ つた。 で 
も、 T 請け エロ 漫画 編集者と しての 俺の 良心が… と 言っても 説得力 
欠く か)。 

一方で 本誌への 投稿は、 ド ヵド ヵと 増ぇ とんので ホッ としてんで 
すが、 当然、 ボツハ ガキの 数もう なぎ 昇り。 心 優しい 私と しては、 
皆さんに ボツ にならない テクを 御 教示し ようと 思いまん ねん。 

① 締め切り 直前で なく、 半ばく らいまでに 着く ようにすべし… 本 

誌の 場合、 毎月 160 通から 200 通 来る けど (『Beat』 や 
『SHAKE』 は 300 通は 来る から 凄い)、 約 2 週間の 締め切り 期 
間のう ち、 後半の | 週間に 7 割 近く 集中して る。 しかも、 とりやん 
だ やす 〇だ北 条エだ 、コミック ハゥスで も おなじみの トニー .ハ— 
ケン だと、 スタ} 連中が 多い。 むろん、 誌面の 隅々 まで 読まに ゃ、 
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スタ ーで いられん ので 仕方ない のだろう が、 初心者 や 全身 筋肉痛 男 
レベルの 凡人が'  この 時期に 一緒に 投稿しても、 はじき 出されん の 
が 落ち。 前半の 一週間に 投稿し とけば、 それだけ 編集の 目に も 触れ、 
どうしても 記憶の 片隅に 残る。 ンな 縁から つい 採用っ てな ことは、 
結構 多い (FISH、 麒麟 伝説なん て、 それ 以外に 採用され る 理由 
は 一切ない)。 

② プレゼント か 欲しい のなら、 封書は なるべく 避け ヨ… 月末の 塩 
山 班は、 本誌の 他に 『漫画 エキサィト 号』、 『漫画 スト レ ー ト』 、さ 
らに 2 月からは 『Mate』 までが 同時 進行になる の だ。 これを、 
例の やくる〜 との ドア ホと、 たった 2 人で デ ッチ 上げ るんだ ぜ 。ビ 
ンボ 下請けら しい 風流な 景色 だが、 並の ハー ド さじ ゃない。 ンな時 
に、 プレゼント 当選者の セレクト など、 沈思黙考して する か P 
i 応 区分けく らいは する が、 あとは ヵン。 そんな 時に 一番 困る の 
が 封書 組。 かさばる し、 封筒と 中身は 迷子になる し、 何を 希望して 
んのかょく分からんし。 2 月なんか、00:^ (| がせかすせいもあっ 
たけ ど、 而 倒な 射 書 組は 対象外に しちゃっ た (こん 時 だけす ょ、 ホ 
ント) 。封書に ハ ガキを 入れて 投稿す る 場合は、 必ず その ハガ キ、 
ないし 厚紙の m にも ペンネ ー ムや 本名を 書く。 本体と 迷子に なっち 
ゃう場合も多いので、"プレゼントはいらネ / "と絶叫してるょうな 
もん。 こ— ゆのは ハガキ 職人の 常識 かと 思っ たけ ど、 どんどんそう 
じ ゃない 連中が 増えて る。 

やす 〇 や、 ボン コッ 単：！： 化して いる 白 狼 黒 剣は、 ここらが 実に キ 
チンと している (だから スタ ー & 廃車と いう、 栄光の 地位を 守っ て 
いられる)。 それと この 2 人 (確かき た むら 河と かいう、 神 戸の 才 
カマ もそう だった。 奴の 場合は 単に ケ チな だけだろう が) が 偉い と 
思う のは、 一通の 封書の 中に 各コ ーナー 宛の 物を 何 通 も 同封して' 
それが 全て ハ ガキ大 の 厚紙で ある 点。 俺み てえ な B Q の 姿を 拝みつ 
つ、 一升 ビンで 米を ついた 人間には 信じ 難いの だが、 わざわざ 2 円 


切手を 貼っ た 封書の 中に、 XI 円な りの イラスト 人り ハ ガキを 入れて 
くんの よね、 近頃の 皆さん。 俺は 一度 も 払った 経験ね えが、 NHK 
の 受信料、 3 年分 前払いす る 以上に 無駄な ことじ ゃ P (けど 俺は、 
1 や 3 が 放映す る、 海外 放送局 制作の ドキュメント 番組は、 ほ とん 
ど 観る) こ 一 ゆ 時代 だから、 郵便屋さんの 手前 も あるっ てんで、 ハ 
ガキ が一 枚く らい 入っ てんなら まだ 分かる。 けど'  2 枚、 3 枚なん 
てのは ザ ラで、 今 □来た 愛知県の ラゥド 孝なん て 奴に 至っ ち ゃ、 1 
03円 分の 切手を 貼った 封書の 中に、 ハガキ 6 枚 も 入れて る。 お前 
の 親の 教育って、 どうな ってんだ よ P … けど、 俺の 言いたい のは 
そ一 ゆ ことじ ゃねえ の。 ハガキ 代は 投稿者 側の 負报だ からどう でも 
いい。 ただ今 度から どうせ ハ ガキを 封書で 送るなら、 つまらん ボン 
チ 絵な どで 汚さずに キ レイな まま 同封、 駄文 & イラストは 別の 厚紙 
に 書いて ね (つまり 遠山 企画に、 未 使 n の ハ ガキを 寄付せ よと 言っ 
てる)。 

③  あちこちに 投稿 すん のは 自由 だが、 姑息に ペンネ ー ム変え ん な。 
イラスト 組は 一発で バレる… 身銭を 出して エロ 漫画 誌瞒 入し、 お ま 
けに ハガキ まで 買って 投稿して あげてる のは 読者な の だから、 セコ 
イ 真似を するな。 すっ ごく お尻の {八の 小さい 人間に、 僕なん ぞ には 
思えます (ンな こと チヱ ック してんのは 俺 くれえ かな？ けどよ、 
ト ニ 丨* ハー ケンが ペンネー 厶 変えた って、 八 王 然し やれに ならん て 
の。 とりやん が 同じ ことを すると、 なぜか 相当に シャ レになる から、 
投稿者の 個性 も 僕らが 考える より、 余程' 多様性を 秘めて るみたい)。 

④  編集の 説教を うのみに するべからず… 知っての 通り、 俺 こんな 
で 昔から 説教 好きだけ ど、 人に されん のは ナ ニと 違って 大嫌い。 も 
っと 嫌いな のが、 説教され ると 何の 抵抗 もせずに、 唯々 諾 々とすぐ 
に 従っ ち ゃう、 管理 教育 慣れした 連中" 他人の ゆうこと いちいち 聞 
いてち や、 幾つ 体が あっても、 いくら 銭が あっても たまん ねっつ う 
のよ。 だからって、 どんだ け 説教しても 行動に 変化の ねえ 馬鹿って 
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の も、 締め殺し たくなる けどな。  ( r92 *  3) 

一" 肉 じ やが" は 前座では なく、 本格的 

1 なつ まみで ある。 

夜 7 時 以降は 絶対に 仕事を しない 主義の 僕です が、 やっ ぱ 『M  a 
t e (3 月 中旬 発売 •  A 5 判 平と じ _  520 円) が 人って、 月 5 
誌 体制に なった 今月は そう もい かない。 連日、 A 時 頃まで 仕事して 
ます。 たまに や こ一 ゆの も、 サ ー ビス 残業が 得意の 都市銀行 員に な 
ったみ たいで、 気分が いい (でも プー ルに 通えない のが 悲しい)。 
ぁと、 ここは 水道 橋。 帰宅 時間に よっ ち や、 「東京 ド ー ム」 帰りの 
大群 衆と 電車で 一緒にな っち やう。 昨夜 もそう。 7 セント ラビ ルを 
出るな り、 深夜に 強盗に 会い 易い コンビニで バィトして ますって 感 
じの、 黒装朿 の 兄 チヤン 姉 チヤンが 4 〜 5 人ず つウ ロウ ロウ ロ。 ま 
た ド ー ムで 、洋楽 系 楽団の 発表会が ぁったんだ ろうと 思いつつ、 
「どんな 名前の 楽団 か 知らね えが、 いつかの X より、 客筋は ちっと 
ばっ かしえ えよう だのう。 ぁん 時に や 昼飯 時から、 水道 橋 近辺が コ 
ミヶ 会場 化して たもん な ぁ。 男 も 女 も 強烈な 不細工 揃いで、 頭も惡 
そうな のばっ か。 X っつう 楽団 自体は どんな もんかは 知らね えど も、 
ぁの 客筋の センスは、 美少女 系 漫画 誌、 特に コミック ハウス 系の 読 
者と 同 レベルで、 まいつ ちまつ たもん よ」 と、 その 帰りら しい 7 ミ 
ニスカ 姉 チヤンの 太腿を、 駅前の 信号の 所で 見物しながら 思っ たも 
ん (翌日 もこの 混雑は 続いた。 なんつ一 楽団なん だろうと 考えな が 
ら 、〃裸 物 雑誌 写植 業界の 雄，、㈱ 公栄 社の ぁる 飯 田 橋 駅 近くの ラー 
メン屋 「えぞ 松」 で、 ソ ー ス焼 きそば & ラィス 〔計 700 円〕 を 食 

ベと ると、 マスタ^ ~ らしい のが、 夕べは ド ー ムの コンサ^ ~ 卜棉 りの 
客が、 飯 田 橋まで 詰め かけて 大変だった という 話を している。 よう 
やく 楽団 名が 分かりそう だと 聞き耳を 立てて ると、 「うちの バイ ト 


の 兄ち やん の 話 じ や、" 肉 じ やが" っつう バンドの 1 刖 座した こと も あ 
る 連中ら しい」 「へえ、 肉 じ やが ねえ…」 と、 ニ ラ レバいた めを 作 
っていた 、如 代の 脂ぎった ツ ラの おっさん。 肉 じ やが？ 俺は 元々、 
現在 進行 中の 流行には ほとんど 関心は ない が、 少なくとも Q 代 後半 
から Q 代 前半の、 異性に 縁の ない、 飢えて 怒れる 青年 男女 向けの 漫 
画 誌を 編集す る 仕事に 就いて いる。 中年の ナツメ ロ 回顧 節が 売りの、 
子連れ 下請け ビン ボ 編集者と はいえ、 あんな フィ リピン 売春 ツアー 
の 常連み たいな 顔した マスタ 彳 や、 脂汗 ジト ジト 地雷 也 風 ニ ラ レバ 
オッ サンまで 知っ てる、 有名 楽団の 名前 も 知ら ねんじ や、 『レモン 
クラブ』 も 『Mate』 も お 先は 真っ喑 じ やない かと、 ソ ー ス 焼き 
そばの 架で、 飯を お 寿司み たいに 巻いて 食べ、 ため息を ついて ると、 
使いに 出て た 中国人 労働者が 話に 加わった。 「大変 だた です ね、 彼 
も。 成 田で、 ク ー コで 泊ら されて」 ええ？ 肉 じ やが って 外国の パ 
ンド なのと、 焼きそばに むせて ると、 彼が 付け加えた 。「やばり' 

ミック •ジャ ガーの 人気、 凄いです ねえ」 . . . 。が、 df 北 出身 

らしい、 例の 売春 ツア j 風 マスタ ー と ニ ラ レバ 地雷 也は、 相 変わら 
ず〃 肉 じ やが" で 通して いた。 社に 帰って 『シティ ロ を 開き、 
2\s、 2\ q と ドー 厶で コン サー トを 開いて た 楽団が、 ガンズ. 
アンド. ロー ゼズだ ったと 初めて 知る)。 

まさか 肉 レ やが  一 m で'  ここまで 引っ張る とは 思わな かった でげ 
しょ？ あちき もそう。 当然、 韓国 レポ ー トで もと 思っ てたん すが、 
『Mate』 の 記事べ ー ジ で、 写真 入りで バンバン やっちまっ てる 
ので、 キムチと 焼き肉の お好きな 方は、 そっち やを 読んで。 前号の 
本欄では、 投稿して いただい てる 皆様 方に、 恐れ多く も 説教を ぶっ 
こいち まったん すけ ど、 かなり 効果が あった。 だが、 中に や マヌヶ 
という か 図々 しい 奴 も。 北 条エを 第 1 回目に 立てた、〃 今月の 女王 
様" は大 好評だった けど、 おい/  八 王子の 森 田、 オメ  f は 何ぃ 考 
えてんだ / 〃 編集部で 転送す っから' その 分の 切手を 同封せ い〃 と、 
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ハッ キリ 「なかよし 倶楽部」 にゃ 書いて あんだろ。 なのに コ ィツっ 
たら、 北条 宛の 長っ たらしい 手紙、 裸で 編集部 宛の 封筒に 入れて く 
ん の。 切手 貼った 封筒 も 折って 人れ てあった から、 こいつに 入れて 
送れっ てこと かと 思っ てると、 その 封筒には テ メーの 住所と、" 様" 
まで 付いた 名前が 黒々 と 記されて いる。 つまり だよ、 オメ ー の o m 
じ ゃ 足りん かもし れん 長 H 手紙、 編集部が わざわざ 封筒に お入れ あ 
そばし (ついでに オメ I 宛の HJ 手付き 封筒 もな)、 しかも 切手まで 
こっち が 貼っ て 出せっ てこと らしんだ。 でも、 まあいい か、 2 円く 
らい… と 思つ ていたら、 こ… こ… こいつが、 な… な… 何と、〃 バカ 
と ビン ボ I 人と フヱ ミニ ストは 相手に しない、 世界一 高い アングラ 
新聞" として 対る 人ぞ 対る (まだ 1 号 も 出て いないが)、 『直 ハ 実 新 間』 

を 申し込んで いるの だな。 . 。ゥ ー ム 。考え込み ましたよ。 俺の 

ゴシップ コラムの 数 少ない 読者っ て、 こういう タィプが 多い のかと 
思う と、 悲しい やら、 恥ずかし いやら、 どうに でも なれと いう やら。 
どうに でも なれと いえば、 この 4 月 以降の 業界の ことです が、 考え 
て もどう にもなら ねえ ことは、 あっち 置い とく 振りして こっち の 胸 
にし まって おくと して、 今月は 悲惨で げすよ。 韓国 旅行 & 『Mat 
e 発刊の せいで、 今日 ( 1 日) までに 観られた 映画は、 たったの 
3 本。 『訴訟』、 『夜逃げ 屋 本舗』、 『シコ ふん じ ゃった』 のみ。 プー 
ルに も 行けず、 映画 も 観られず じ ゃ'  何のた めの 人生なん だか。 監 
督 (周 防 正 行) が 胸糞 惡い 奴な ので、 退屈で あれと 念じて 観に 行っ 
た 『シコ〜』 が、 かなりい い 出来な のには 驚いた。 もっと 驚いた の 
は、 客の 大半の 若い お 姉 様 方が、 ちっとも 笑わず シ —— ンと 観て る 
こと。 退屈つ てこと じ ゃない らしい。 途中で 帰る 人は おらん し。 あ 
ん なおっ かしい'  本日 医科大学との 対戦の 下りで も、 笑っ てるのは 
席の 後方に コ ソコソ 来て る、 ワシら 中年 オッ サン グルー プ のみ。 い 
い 席を 占拠した お 姉 様 方は、 ただ スクリ ーンを 凝視す るの み。 モッ 
くんの 股間は それ 程に 魅力 あるの か？ 既に 見た 女 S 読者の、 その 


辺の感想をお寄せ下さい(森田、切手送らんと捨てんゾ // )。 

( O . 4 

I  H 漫画 誌を 年頃の 女が 読み 続ける 
1 ことの 楽しみと 苦痛。 

女装は した こと あるけ ど {『Mate』 の 1 号！！：、 見て いただけ 
ました か？)、 女に なつた 経験は ないだ けに、 女性 投稿者が どんな 
苦 於して るの か、 いまいち 実感 出来な かった。 が、 例の 北条 エ の 件 
以来、 色んな 反応が 来て て、 色々 と 考えさせられる。 理屈と しては 
以下に 紹介す る、 きさらぎ ☆はるか 姉ち やん の 意見に 尽きる と 思う。 

〃… 北条 さんの 文章 読んで て 思っ たけ ど、 本当に こ一ゆ 一 ことす る 
親い るんで すね。 いっち や あ 何 だけど、 世間 じ や 1 〜 2 歳って 立派 
な 火 人です r こ 一 ゆ ことい ちいち かんしよ 一 する 奴っ て、 よっ ぽど 
子 離れで きて な いんです ね。 誰に も 迷惑 かける わけで もない のに.。 
別に 絵を 描いて つから、 「うちの 子、 M 崎みたい にな るん じ やない 
か」 って 考える 親って、 絶対に 偏見に みちて る。 うちなん か 親と い 
っし よだけ ど、 ぜ—ん ぜんかん しよ 一 しない もん。 だいたい 「ィラ 
投妨 害」 って 何？ よく わかんない。 そんな もん 妨害した からって、 
世の中 良くなる わけ じ やないで しよ。 個人の 自由 だし、 誰に も 妨害 
する 権利ない よ" 

多分き さらぎ 姉ち やん は、 経済的に 白 立し てんじ やない かと 思う。 
だから、 こういう 関係が 維持 出来る のだろう。 北条も 確か 女工、 い 
や OL だっ たはず だから、 食費 代く らい 入れて り や、 それほど 干渉 
されなくて 済む はず だが。 そこへ、 電話が プル プル。 「へい / 」 「あ 
の、 塩 山さん お願いします」 「わし じ やが のう」 「ひどい/  あんな 
に 公開 しちや ィヤだ つて 言っ といた じ やない (カンペ キな群 馬 弁)」 
「あんた、 誰 じ やった かいのう？  | 「ほ… ほ… 北条 です〜。 ひどい よ 
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〜 (と 言いつつ も かなり うれしそう)」 「いやま、 そう 言わないで。 
こり ゃ 君 一人の 問題 じ ゃない し、 読者に 問題の 提起を して だね…」 
「ゥ ソッ / :  ただ 面白がつ てる だけで しよ。 人を さらし 物にして」 
「うん / 実はそう なんだ よ」 「分かっ てたん だから (分かっ てたん 
なら 聞く ナ /)」 「人の 困っ てる 姿 や 真心っ てな あ、 傍から 見る と 面 
白い もんでの う。 許して くれや ◊北条 一人の 真心が 傷付く だけで、 
何百 人、 何千 人の 読者が、 一時の 幸せを 得られ るん じ ゃし」 「も〜、 
絶対そう だと 思っ たんだから J 「 ゴ ミン ゴ ミン / で、 あんた 宛の 
封書 どうす る？」 「会社 宛で お願いします。 どうせ あんまし 来て な 
いでし よ？」 「ンな こたね えよ。 返事を 書く 書かない は アン タの自 
-_l 」 「 …… 。また 投稿 始めたら、 皆に 笑われる でしよう ねえ？」 「だ 
ろうな あ。 けどな、 人に 笑われる のっ てな あ、 慣れる と 楽しい もん 
だぜ」 「 …… 。あの、 この 電話の ことまで、 書いたり しないで しよ 
うね？」 「一つ ネタ めっ けたら、 それで 3 度は 笑わせん のが プロ だ 
って 本で 読んだ けど、 俺は それほどの 惡人じ ゃねえ よ。 それによ、 
いくら あんた が 投稿者の スタ ー だからっ て、 もう 過去の 人。 次々 と 
新人は 出て 来る し、 仕事は 忙しいで、 あんた をオモ チャに する 時間 
もない っての」 「そ… そうです か… 本当は もっと 投稿した いんだけ 
どな あ…。 うちの 親って、 結婚す るまで 女の子は、 処女 じ ゃなけ り 
ゃなん て 思い込んで るし」 「はかない 願いだ」 「えへ へ…」 「まあ、 
元気 出して 仕事 頑張っ てな」 「はい / 」 

"結婚す るまで 処女で あれ / :, か。 こう 親が 考える のは 勝手 だが、 
それを 柙 し吋 けられる 子供は たまっ たもん じ やない (両親の それ ぞ 
れが 、互いに 絶対に 浮気を しないで 老いて ゆこうと 誓う のは、 これ 
また 風流で あるから、 勝手に やつて 欲しい が r この 手の 考えを 持 
つてる 親は、 独身 時代に やどん な 生活を してたん でしよう な。 余程 
サイケデリックな SE  X ライフを 送って たか、 ド 純潔 かの いずれ か 
でしよう が、 北条の 両親の 件は 別と して、 一般的には 前者が 圧倒的 


に 多 かった のでは。 自ら 出来な かった ことを 子供に 託す… こり やべ 
—ぺ ー サ ラリ！ マンが、 いい ガッコに 行かせたくて、 子供を 塾 通い 
させんのと 全く 同じ だから、 被害者の 女性 も ハン パな 数 じ やないで 
f しよ。 

「うちの 読者の 親なん て さ、 私達より 5 歳く らい 上の 人が 多い わけ 
でしょ。 自分 じ や エィズの ない 時代に、 今 じ や 死語に なって るフリ 
1 セックス 楽しん どいて、 娘が H 漫画 読んだ くらいで 出て けなん て、 
とんでもな いわよ。 だいち さあ、 男の コが エロ 本 読んだ くらいで、 
そんな こと 言われっ こないで しょ、 絶対。 女 だけ そんな！ ：！！ に 会うな 
んて 、完全に 女性差別よ 才」 と、 いきなり 吉田 婆ち ゃん。 「そんな 
暇 あんなら、 中学生 以上の 娘 持つ 親は、 ナニ する 時は •コレ 使えって' 
コンド ーム持 たせる べきよ。 あれば つかは したくな つたら、 どんな 
法律つ くっても 取り締まれっ こな いんだから」 ごもっ とも。 けど、 
俺 も 娘が 2 人い っけ ど、 中学生に なった からっ て、 ンな 真似 出来っ 
かな あ… P 

数 n 後、 再び 電話が プル プル。 「へい / 」 「『レモン クラブ』 担当 
の 塩 山さん は」 「わし じ やけん ど」 「岩 手の やす 〇で すが…」 「おう 
/  いつも ハガキ ありが と。 元気で やっと るかね」 「あんまし 元気 
じ やなくて…。 今度、 近くに 引っ越し たんです。 それで、 『Mat 
e』 の プレゼント 当選して たみたいです けど、 出来たら 新しい 方に 
と 思って 連絡し たんです が…」 「あ^ ™ 、あれ、 一昨日 送っ ち ゃった 
よ。 まずかった？」 「いえ、 取りに 行けば いんです けど…」 「やっ ぱ、 
君ン ちの 親 もい い 顔 しないの かな？」 「まあ…」 「でも、 北条 みたい 
に 止めたり しないで な。 寂しくな っから。 あいつん ちは'  結婚 前の 
娘は 処女で なくっ ち や あかんて 考えら しいし」 「そうです よ、 どこ 
も。 私 も そのこと で この 前 親と ケン カに なつて、 殴られち やい まし 
た ョ」 「ゥ ーム 。どこでも 苦労が 絶えん ね。 ところで 、アバー ト暮 
らし だからつ て、 あんまし 乱れ 切つ た 生活 送ん じ やない よ」 「ハ ハ 


116 


♦第 2 章 • 凡人 回想録 ♦ 


ハ。 わけが あって 今 働けなくて…。 すっ ごく 貧乏 しちゃっ てて…。 
朝御飯 も 食べられな くって」 一 おいおい、 大丈夫 かい P それに こ 
の 電話 代？」 「テレホン カ— ド だけは いっぱ いあんです。 もらっ た 
のが…」 

靑 少年 電話 相談 室の オッ チャンに なった 心境です が、 男が 電話 寄 
こした 場合は 態度を 一変、 受話器を 叩きつ けて ますので、 誤解し な 
いで ド さいね，. では また 来 n、 ブル プルし ましょぅ"：  ( 2 .  5) 

| 場末の 古本屋に 山に なって た、 自 
ら 編集した、 いがらし みきおの 増 
一刊 号への 複雑な 思い。 

いや あ、 やっ ぱし デビッド ■リンチは 速い わ。 『ワイルド •アッ 
卜 •ハ ー ト』 が 余りに 恐 作だった し、 昨今の" ツイン. ピーク スキ 
ヤンべー ン "にや ゲ ッソリ してる せい も あつて、 『ツイン- ピーク 

ス\ロ ー ラ. パ ー マー の 最期の 7 日間』 は 全然 観に 行く 気なかった 
んだ けど、 その： n は 「火 井武蔵 野 館」 も 見 尽 した 鈴木淸 順 特集 だっ 
たし、 「池 袋 シネマ. セレサ」 は、 恐怖の ジャック. ドワイヨン 特 
集なん ぞ やっとる 始末 だっ たので、 「まっ、 モノは ためし だ」 てな 
感じで、 トコ トコ 「浦 和 シネマ 2 」 へ 出かけた の だ _L 
「コル ソ」 の プレイ ガイドで まず 1300 n の 前売り券を 買い、 

「イト ーヨ ーカ觉 」 近くの レコ ード屋 で' 『ザ. コミット メ ンツ』 の 
サントラ c  D を ぅ (2500 円 も すん のに、 つまん ねえ 選出し や 
がん ナ 。多分 それほど 売れる と 思わずに、 安易な 選曲し たんだろ が、 
今頃に なつて CD 第 2 弛なん て 出 すんじ やね 1 / 5000円 も か 
かつち やう。 もつ とも 最初から 2 枚 買わせよう としたの なら、 人し 
た 商魂。 見習わな くつち や。 にしても 日本の CD はべ ラボ 値段 
が 高い 上に、 一枚の 収録 時間が 短 かすぎ る。 コレ だって 1枚 に 全部 


収まん じ や？)  r' 

で、 香港 映画た あ 思えぬ 併 映の 糞 映画 『炎の 火 捜査 線』 を、 抜 こ 

うと 思って 『ペンギン クラブ』 か 『キ ャン デイ ータ イム』 買つ た、 
ビン ボ 高校生み たいな ムヵ ツキの 心で やり過ごし、 いよいよ 『ツイ 
ン〜』 かと 思って 場内を 見回せば、 ミ ーハー ヵップルで ほぼ 満席。 
人 キャン ぺーン の 成果だろう が、 イヤ〜 な 雰囲気。 これ じ ゃ 『ゴー 
ス ト/ニ ユ ー ョ ー クの 幻』 と 同じ 客筋 じ やねえ の (当たっ たらしい 
けど、 ヒデ ー 映画だった f. あれと か 『ニユ ー ，シネマ •パラダイス j 
みたい な 映画、 僕 チャン 大嫌い)。 

が、 いざ 始まる と、 グイ グイと 画 而に 引っ 張り込まれっ 放しと い 
うか、 2 時間 Q 分は あっとい う 間。 素直に もう Q 分は 長く すべき だ 
と 思う。 いい 所は 幾つか あったけ ど、 第一に 挙げる とすれば、 スト 
I リーが 良く 分かん なかっ たこと。 火 筋は 一応 通っ てんだ けど、 や 
たらに 脱線す る。 その 虫 理的 とも 言うべき 脱線 振りと、 「こいつ あ 
ちよっ とやり すぎた かナ」 てな 感じの、 取り繕いと いうか、 大筋へ 
の わざとら しい 旧棉报 りが これ また 楽しい。 ここ らを而 白 いと 思う 
か、 ヵッコつ けて ると 思う かで、 この 映画への 評 W は 分かれる だろ 
う (ここら 読んで て、 真 弓 大介 セン セの 漫画を 思い出した アナ タは 
鋭い よ。 「毛穴が 開く まで」 を 例に 引けば、 押し入れから 出て きた 
"女 チ 大生の 芳村 真理 子， は デビッド ■ボゥイな ので あり、" よく 
わからない 時には 横に 回る， 首は、 ロー ラの 母の 曖 味な 微笑な のか 
も。 ちなみに 僕、 TV 版は ビデオで 最初の 一巻 観て る だけどっ す)。 

第二は、 リンチ 映画は 女性を 撮る 時、 芸術と いうより、 ポルノ 映 
画の 視点で 拙え ている 所が 凄い わけで… てな ことを ちよっ くら 弁じ 
ようと 思っ てたら、 懐かしい ハ ガキが 来たので 紹介して みよう。 内 
容 から 言って ヤヶジ ョじや 浮く し、 当節の 本欄は、 1 〜 2 通の 投稿 
や、 読者の 電話を 紹介す る 約束に なっち まっ てるしな。 「 …… 古本 
屋で 、『熱烈 ギャグ 噴射 だっっ/ いがらし みきお VS 今 村 直 道』 (白 
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夜 書房) を 入手。 200円 。やっぱり いがらしみ きおは、 デビ ユ ー 
直後のは 抜群に •曲 白い。 もう 一つ この 本が 貴重な のは、 中程に 塩 山 
サンの コメントが、 山上た つ ひこ、 渡 辺 和 博、 末井昭 、畑 中 純、 村 
松恒 平、 多 田 在 良 (/)、 小谷哲 (/) らの それと 一緒に 載っ てる 
こと。 奥 付を 見る と、 昭和 Q 年 9 月 1日。 この 時点で、 すでに 塩 山 
サンは、 "他の 何者で もない 塩山芳 明" を 思わせる コメントを 発し 
ていて、 感慨 深い。 流石に 年季が 入って る…」 (柏 市 •松 戸サ イエ 
ン テイスト . 0 歳) 

…… 。コ ノヤ ロ、 ひと 回り も 年の 違う 人生の セン パイを、 完全に 
舐め 切っ てるな… と、 いつもなら 怒る 所 だが、 A 年 も 前の 話 だから、 
nu くじら 立てる こたね え か。 確かに、 そんな 増刊 本 あり やした ね。 
それを 編集した のが 当時 白夜で、 『劇画 パニック』 や 『漫画 ブッチ 
ャ ー』 を 編集して いた、 現 『CROSS  DRESSING』 編集 
長の 山 崎 邦紀の ヤロ  (尊顔を 抨 したい 方は、 『Mate』 の 1 号 im 
参照)。 奴の艰 いた 後には、 廃刊 誌の 返品の ボタ 山が 築かれる とい 
う 伝説が あるく らいな ので、 同誌 も 長く はないで しょうが、 彼は 当 
時、 同じく A5 判 平と じで、 『問題劇 画 だっ』 とかいう 増刊 本 も 手 
がけ てんの だ。 中身の 方は'  ワタナベ 幸弘 とかいう ショ ー もない エ 
口 劇画 家の 特集 本な の だが、 笑っ ちゃうの が、 エロ 劇画 誌 編集者の 
座談会と いう シロ モノ。 「死んでも 例の ロ リ コン 漫画と いう 奴 だけ 
は編集したくないよ。許せねえよ、あ〜ゆこたあ"：」てな発言して 
るヤ ロまで いて、 それが 何と 俺 だって 説 も あって、 人 間 なんて ホン 
卜に 信用 出来ません (この 座談会の スクラップは 保存して ある。 サ 
イエン テイスト 君、 欲し かったら コピー して 上げる から、 返信用 封 
筒に 切手を 貼つ て 送りなさい。 いいよ、 タ ダで。 それじゃ 悪い とか 
言って、 ビール 券なん か 同封して 礼を 尽くさない ように)。 

そうい や 同じ 頃、 俺 も 東京 三 f 社から A 5 判 平と じの、 『面白 ネ 
喑大 全集』 とかいう、 いがらしの 増 I 出し てんだ よね (全然 売れな 


かった が)。 主として 『漫画 バンプ』 に 連載して た 分で、 彼の 当時 
の 唯一の シリ ー ズ物 8 コマの、 「お 父っつ ぁん、 才ヵ ユが 出来た わ 
よ」 で 始まる 奴は、 かなり 笑えました (「アコ ギ まんが」 とか 言っ 
た)。 驚いた のは 咋 年の 冬、 下の 娘と 蕨 駅 東口の 商店街を 歩いて て、 
小さな 古本屋に フ ラリと 入った 所、 その 増刊が 棚に 6 〜 7册 ズ ラリ 
並んで いた こと。 Q 年 近く 前に 自分が 編集した 本に、 まさか そんな 
所で 出会う とは…。 その 数から 見て、 よっぽど 売れな かったんです 
ね。 おっかな びっくり、 1 冊 取り出して ペラ ペラ。 ふ〜 う。 帰宅し 
たら、 上の 娘が 絵を 描いて たんだけ ど、 使って る 鉛筆が ぼのぼの 鉛 
筆。 過去は いきなり 重層的に 甦る から、 怖い もんです"  ( QO .7) 

| 大手 出版社の エリ ー ト 編集者 達の 

一 寝言を ノ ー メン クラ ツ ー ラの それ 
一と 理解しつつ、 ぺッと ツバを 吐く。 

俺の 漢字 知識は 昔から 友人の 間で、〃 小学 三年 生 並， と 馬鹿にされ 
たもの。 「ざけんなよ、 この 白痴 豚 ども"：」 と 反論したい 時期 も あ 
ったが、" 白痴 豚， の〃 豚， の 字が、 怒鳴りつつ 頭の 中で 漢字 化され 
ぬ 情けな さ。 強がっても 辻 方ない と、 以降は〃 漢字 白痴" との 不名 
誉な 看板を、 甘んじて 受け入れる 振りを して、 居直って 生きる 道を 
歩んで 来たが、 さすがに 先月の 本誌の 文字べ ー ジ 欄の 誤植の 多 さに 
や、 Q の 婆さんが 初体験の ことを 思い出した 時みたい に、 頰を 赤く 
染めました。 

『M  ate』 も 含めて 5 誌 も あった からと、 弁明が ましい こと 言っ 
てごま かそうと も 思っ たが、 考えて みり や、 今月からは 毎月 5 誌 体 
制なん だし (今月 C 日 発売の、 『キャン ディ クラブ』 第 1 号、 買っ 
て もらえました？  美 衣 暁 セン セの、 「リ リス」 の大 特集 ざます。 
今後は、 毎 奇数 月の 中旬 発売に なり ますんで ョロ ピック/  偶数 月 
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は、 御存知の 『M  a  tej が これ また 中旬に 発売 ざます ので、 お 忘 
れ ナック / )、 説得力を 欠く。 結局は オイ ラが 悪い。 先月の 漫画べ 
—ジは ともかく、 記事 ぺ ー ジは ほとんど 斜めに サツと 校正した だけ 
だ もんな。 今月からは 各 段 ごとに、 いや 各行 ごとに、 一 応は (ト ホ 
ホ…) 眼を 通さな くっち ゃね (やくる〜 との ヤ ロの 校正って のが、 
ほとんど 当てに ならん の。 もっ とも、 余計に 誤字を 増やす と言われ 
る、 DON 助の 校正よりは ましだろう が)。 

割と しおら しい 今月の オイ ラ だけど、 どうしたんだ ろ 今月は？ 
今日は 6 月 2 日。 締め切り も あと 2 日っ き ゃねえ ってのに、 本欄 向 
きの ハ ガキは 一枚 もない。 数 だけは 来 てんだ よね。 けん ど'  なか 俱 
楽 やヤ ケジョ に、 スッ ポリ コンと 収まりそう なの ばつ か" どの コー 
ナーに 入れても 村八分に なりそう なのが、 毎月 2 〜 3 通は あんのに。 
闲 っち まった。 そ一 ゆ 一 のがね えと、 行数が 埋まん ねえのに と、 ボ 
ヤ きつつ ハ ガキを パラパラ やつて つと、 一通 ありました。 嫌味の 極 
致 だと、 出して る 本人 だけは 思っ てるら しいの が。 「私は 子供の こ 
ろより エリ ー トコ ースを 歩み 続け、 現在 某 有名 国立大学 文学部に 在 
籍 する 者です。 毎月 『レモン クラブ』 を 楽しく 読んで いますが、 私 
のよう な ブルジョワ 出身の 自民党 支持者に、 本誌を 読む 資格は ある 
のでし ょうか？」 (京都市 •知恵 豊富) 

「ある」 チツ /  何 だ この ヤ ロ。 ケン カに も ゴロ マキに もな らんだ 
ろが。 こっち ゃが 日本酒 3 合 以上 飲んだ 状態になる サイケ ハ ガキ送 
って くん なきゃ {あたし ゃ 日本酒 5 合 も 飲む と'  ほとんど ラリ パッ 
パ。 8 割 方は その 夜の 記憶 もなくなる。 が、 自宅には ちゃんと たど 
り 着く し、 財布 もな くした 経験がない。 昔いた" かも， という 酒乱 ヤ 
口は、 酔う 度に 財布 どころ か、 メガ ネ、 バッグ、 靴、 何でも 紛失し 
ていた。 余りの 不経済 振りに、" 俺は 決して 酒乱に だけは なるまい， 
と、 心に 誓つ たもの)、 人間同士の 真心の やりとりが 出来んで つし 
やろ。 


そこへ、 くらむ のヤ ロから 電話。 「ど〜 も J 「どう だ、 工場の 方 
は？」 「おかげ 様で 忙しくて。 今時、 感謝し なくっ ち ゃい けな いん 
でしょう ねえ。 そり ゃそうと、 例の 石ノ森 章太郎 とか、 『創』 の 編 
集 長が やって る、 コミック 問題を 何とかす る 会っ てのから、 入会し 
ないかっ て 連絡が あって」 「お—  '  あの 広告なん か 出して る 所な。 
まあ、 入って やれば。 どっかの ファシスト ババー 共とは、 やって る 
こと も 違 うんだ し」 「そり ゃそう なんです が、 何て 言う か、 どうも 
あの人 達の してる ことは、 理屈は その 通りなん です が、 あの…」 
「肌合が 違う ってんだ ろ P こ 「そう、 それなん です よ」 「ついでに、 

宵ち も 違 うんか もよ」 「まあ、 へへ へ…」 「俺 も 去年、 総評 会館で あ 
った 集会に 行った 時、 まず それは 感じた な。〃 私達 編集者は、 必然性 
のない H 描写を 強制したり、 まして や 半分 以上 描けなん て'  絶対 言 
いません" なんち ゅうの さ、 大手の 編集が。 シ ラフで 何百 人 かの 大 
人相 手に」 「ギャ ハ ハ…」 「俺は 思わず、" 必然性の ない エロ シーン を 
半分 以上、 嫌がる 漫画家に (そうでない 奴 もい るが) 描かせん のが 
俺ら の 仕事です。 それの どこが 悪 いんす か P , って 立ち上がって 発 
言した かった けど'  通じない と 思っ たから 止めた」 「言って やれば 
よかっ たんです よ。 テメ^ ~ ら 大手の ト ー シロが、 大ハシ ャギす っか 
らこ 一 ゆ I ことにな ったのに、 テ メーの 尻 も ふかない うちに、 大義 
名分 振りかざす なって」 「あん 時に それ 言っ ち ゃ、" 行動す る (馬鹿) 
女たち の 会" と N じ ピエロに なっち まうよ」 「あん 時っ て、 今は ち 
ゃ 一 うんです か？」 「ちっと な。 やっと 反 規制の 動き も 出て 来たし。 
それに、 森 山 塔の 『ブルー』 が 都 条例の 指定 受けた だろ。 あれへの、 
『創』 & 森 山 塔の 対応は 噴飯物 じ ゃん かよ。 やったら、 森 山を 被害 
者 扱いして る。 けどよ、 都 条例の 悪書 指定なん か、 俺たち の 業界の 
編集に とっち ゃ 日常茶飯事。 あれ 出した 光文社が、 大手の 自主規制 
団体 加盟 社で、 森 山が 反 規制の 動きを していた から 報復 だなん つっ 
てるけ ど、 だから どう だっ ての よ。" 大部 数 出て いる 芸術 風 エロ 漫 
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画， が 指定 受けん のは 不 >1^ だが'  マ イナー 出版社の コミック、 例え 
ば久保 書店、 松 文 館の もんなら かまわね えっての かよ？」 「そ… そ 
らま あ」 「あの 連中の 大義名分 にや ケ チの つけよう はないけ ど、 し 
てるこた 欧米人に 多い、〃 牛を 喰う のは かまわん が、 人間に 近い 頭脳 
を 持つ イルカは 大切に" という、 根拠のない 差別 選別に 基づく、 ナ 
チス的 発想の 運 勁に なって るぜ」 「ンな オーバ I な」 「速 中の 入会 案 
内を、 『アット ー テキ』 の タコ多 田が、 その 場で ゴミ箱 に 破り 捨て 
たって 気持ち も、 俺に や 分かる。 もっとも 大塚英 志み たく、， 1-1 己 売 
洛 のた めの みに、 『削』 に 商業 主 箱の レッテルを 貼り、 ピ ー ピーま 
ずい ツ ラで、 『SPA/.』 で 吹え たり すん の もコッ ケイ だが」 「どう 
したら いんす かネ？ 」 「好きに すれば いいの サ 。けん ど お 互いに、 
"あんぐら々 の 視線 だけは 忘れた かねえ な あ。 ロー アングル だよ。 
分かっ てんの か？」 「え 〜 ま 〜 、何となく、 へへ へ 1 PKO と エロ 
漫 lfj 狩りは、 やっ ぱ セットでした ね。  ( 2 .  8) 

大企業に 横行す るクビ 切りを 喜び 

つつ、 郷鍈 治の 死に 涙す る。 

大企業で も 人員整理が 平然と 横行して いる 現在、 仕事が 忙しす ぎ 
ると 悲鳴を 上げる のは、 まるで ぜいたくみたい な雰關 気がある が、 
「バカ ヤロー /  忙しい のは 事実 だ。 テメー 自身が 忙しい から 忙し 
いと言ってどこがヮリー、ケッ / 」と、例によって白分には素直に 
屯き てるつ もりの 俺 だけど'  こ一 ゆ一 肉体 & 精祌 状態の 時に カス 映 
両を 観る と、 ホ〜 ン ト、 SEX 一晚に 7 P1 くらいした ように 疲れ ま 
すね (ホン トは 一晚に 一回 出来れば いい 方 だし、 それ以上の 経験 も 
ない が。 いい じ やない すか、 例え 話の 時く らいは みえ 張つ たつて)。 

その 日 観た カス 映画は、 『KAFKA. 迷 宵の 惡魔』 (監督/ステ 
イ ー ブン * ソダバ ーグ) 。題名が 余りに ダサえ ぐいので 不安を 感じ 


ていたら、 予想 以上の ボン コツ 振り。 脚本 も 映像 も 演出 センス も 全 
部ダメ 。この 監督は、 ンな規 模の映 麵を 仕切れる 器 かよっ てんだ 
(下らない が 見て て 疲れない' 『SEX と噓と ビデオ テ ー プ』 程度が 
ピッ タリ)。 『未来 世紀 ブラジル』 にまで 色気を 見せる その 厚顔無恥 
振りに、 近頃 復活した 切れ痔 までが ヴィヴ ィッ ドに 反応して 途方に 
暮れた が、 「文芸 坐」 とはいえ 1300円 も 払っ たんだし と、 ジッ 
と 耐えに 耐える—。 

その 帰りに、 池 袋 駅で 初めての 体験を した。 仕事と ヵス 映画の お 
かげで、 よっぽど 顔面に 疲労が にじみ 出て いたので しょう。 やせた 
チビで スーツ 姿の 男が、 俺に 密着して 来て こうのた まった。 「統一 
教会って 御存知で すか〜？ 合同 結婚式と か、 色々 マスコミで 取り 
上 けられて いますが…」 「も… もちろん 知っ てます」 「どう 思われ ま 
すか？」 「こ… 光栄です。 うれしいです 。他って'  こ 一 ゆ 一 所でめ 
ったに 声 かけられな いんで、 h から 寂し かったん だよ ね。 それが、 
有名な 統‘ 教会に お声をかけて いただける なんて、 もう 一生 忘れ ま 
せんよ。 今度 田舎に 帰っ たら、〃 俺とう とうあの 統一 教会に 勧誘され 
た， って 皆に 自慢 しちや お」 気がついたら、 男は 姿を消して ました。 
ガ ックリ /■( やくる〜 とのい とこ も 一人、 この 問の 合同 結婚式に 参 
加して'  親族 中の 糾弾を 浴びた とか。 やくる〜 と, 身は、" もっ と 早 
く 言っ て くれり や、 ビデオで チェックし たのに々 とはし やいで まし 
たが) 

そり やいん だけど、 郷鍈 治が とうとう 死ん じまいました。 ち あ 
きなおみ の 色と してし か、 最近では 知られて ません が'  いい 役者で 
した。 粋な 名 脇役が 全てそう であるよ うに、 声の いい 人だった。 声 
質が 乾いて て、 張りが ある。 だから ビン ビンよ く 響き、 銀幕に 登埸 
する やその 凶悪な ツ ラと 声で、 サッと 画面を さらっ ちまう。 『野獣 
の 青春』 を はじめと する、 無数の 日活無 国籍 アクションで 活躍した 
人です が、 日活の ポルノ 化 後、 東泱に も 多数 出演した。 中で も 石 h 
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輝 男 監督の、 『Mgf/. 地獄 拳』 と 『直撃 地獄 拳. 火 逆転』 での ド 下 
品な コミヵル 演技が、 今と なって は 涙を 誘う。 彼が 死んだ 翌日の 朝、 
杉 作 J 太 郎 (元 真性 包茎) が、 本誌の 一回 目の コラム 原稿を FAX 
で 送って 来た。 一枚 目の ヮ— プロ 原稿の 端に、" 郷鍈 治が 死ん じ ゃ 
ったんで すねえ…" と、 一行 尹 書きで w け 加えて あった." そこには、 
銀嵇 越しの つきあい しかな かった とはいえ、 惚れた 男の 死を 悲しむ 
男心が、 射精を 終えて だらしなく 太腿に へばりつ いてる、 ベニスの 
ように ゴ ロリと 放り出されて いたのだった. 

とはいえ その 杉 作 も、 この# 先に 死んだ 同じ 日活 脇役 俳® で、 迫 
力ない 所が ヵヮ ユイ 近 藤 宏に 関しては、 俺に 間く まで 死を 知らな か 
ったの だ。‘ 応新聞 にも 战 ってた けど (郷鍈 治と 遠って 写真は な 
し)、 杉 作みたい なのが 追悼し ないで'  家族 以外に 誰が 近 藤 宏の野 
辺 送り すんだ って ゆ一 のよ。 「反 S してます。 で、 今 H から、 スポ 
—ッ新 閲を 取っ てるんで すよ 一般 紙 だと、 脇役 クラス じ ゃ 写真が 
戰ん ないじ ゃないで すか. ち ゃん と 死亡 俳 ^ を 整理し ようと 思い ま 
して。 『アルバイト ニュ —ス』 で やって る 脇役 インタビュ ーで 、死 
亡俳隄 に インタビュ— しかねません からね、 これ じ ゃ あ / 」 (しか 
し、 杉 作 も 出演して た 『ヵルト Q』 ってのは とんだ ガセ番 組。 やく 
る〜 との ヤロが 録画して あったの 沿り て 観たら、 質 11 の 中で、 網击 
番外 地 シリ— ズに 『罪への 挑戦』 なんつ一、 存在し ない 作品を デッ 
チ 上げて た。 むろん 『惡 への 挑戦』 なの だが、 解答 者が 全部 ヤ ラセ 
なのは 別にい いが、 詳しい 監修者を 一人 付ける くらいの 銭け ちんな) 

杉 作の ヤロだ けど、 案外 本誌の 読者に も、 彼の 昔からの ファンが 
多い のには 驚いた。 ろくで もね え 奴です が、 僕は 0 平 程 前から チラ 
チラつ きあいが ある。 確か 最初は 『漫画 エキサイト 号』 で、 今 ほど 
人気の なかった ラ ッシヤ ー 木 村 主演の、 わけの 分からん 芸術 ギャグ 
漫画を 描いて もらつ たの だ。 会う やい なや'  瓦い に n 活ニュ ー アク 
シヨン や、 朿吹任 俠映 M フアンと いうか、 J: i* 41 いで ある ことで 意気 


投合。 遂には 当時 彼が 撮影 中だった、 8 ミリ 映画にまで 出演した 
(なぜか 俺は、 それを 未だ 観て ない。 観た 奴から 間く と、" 塩 山と い 
うヤロ は、 あそこまで やる バカだった のか" ともっ ぱ らの嚼 。何し 
ろ 俺の 役っての が 殺し屋で' 『網 走 番外 地. St 郷篇』 における 杉 浦 
商 樹 ばりに、 「七つの 子」 を uffi で 吹きながら、 バッタ リ 倒れる と 

いう シロ モノ だつ たの だ)。 

バイ トの コが 急に 辞めて、 半月 ほど 編集の バイトを させた こと も 
あった が、 この 而 での 彼の 無能 振りは、 思い出しても 震えが 来る。 一 
時は 『平凡 パンチ』 の ブルジョワ 記者を してた が、 その後は パッと 
しない。 ただ、 彼 も 一応は 漫画家。 単行本 も 数 W 出して いる。 特に 
倒産した けいせい 出版から 出て た、 『ヘイ / さらば ワイルド タ ー キ 
~ メン /•』 はかなり 笑えた。 古本屋で でも 探して みたら。 そうい や 
けいせいで この 単行本 まとめた 女の コ は、 俺の ドで 編集 アシス タン 
卜 してた イカ レ 姉ち ゃんだ った。 もう 娘が、 本誌の 読者に なって る 
かも。 変わらぬのは 杉 作 ばかりな り。 俺 も か…。  ( Q2 . 1 

オ マン コ 狙いの 台詞を 傍で 聞く こ 
との ア ホら しさ。 

どっちに しろ 成績に 中間は なく、.  大国 か 地獄の 結果に 終わる だろ 
うと 予測され ている、 吉 m 婆ち ゃん の やおい 漫画 誌 『カノン . の 発 
刊を記 念して、 スポンサ ー の 一水 社の タコ多 田 チヤ マの 音頭 取りに 
よる 宴会が、 訢 橋の 「紅 蔵」 なる H 酒屋で 開かれた (ここの 姉ち ゃ 
んは TIJ と 可愛い が、 根性は 惡 そう。 俺の 娘 じ ゃねえ からどう でもい 
いが)。出席者は、オイラ、タコ多 |:1 、吉田婆ちゃん、加藤煺次、 
パチスロ 漫画 誌の 編集 某、 B 本 唯一の ニユー ハーフ 雑誌の 編集 某ら、 

約 n 人。 いつもな らお 互いに 大 ボラを 吹き 合っ ては、 最後に ゃ 俺以 
外の 連中が、 カラオケに なだれ 込む パ ターン で 終わる の だが、 この 27 


日は 一種 妙な ム ー ド。 というの も、 俺が 婆ち ゃん に 遅れて 新橋に 向 
かおうと すると、 例の 好き者 M 子が、 『レモン クラブ』 のョタ 原稿 
を 持っ て 来た。 「オメよ、 まだ タコ多 田とは 会っ たこと ねえ だろ。 
今夜、 宴会が あっから | 緒に 行 こうぜ。 金の 心配い らんよ。 太っ腹 
な 一水 社の 奢り だってから」 と 声をかけた 所、 「明日は 土曜日で 休 
みだし ィ」 と、 ついて 来たの だ。 

〃一種 妙な ム ー ド" と 書いた が、 これは 最初から そうだっ たわけで 
はない。 むしろ、 デブ 健 こと 加 藤 健 次が 遅れて 参加す るまでは、 M 
子 女史の 輝 やける 戦歴に 気 押されて か、 男性陣 、女性 陣 共に、 いさ 

さかいつ もより 行儀が よろしい くらいだ つた (オィ ラの みは、 「い 
いじ ゃねえ かよ 姉ち ゃん" 乳 くれえ 触らせろ や。 揉めば 命の 泉 わく 

つてな。 ガッハ ハ ハ ハ ハ…」 と 全 女性 参加者に やっち ゃ、 ヒ ンシユ 

クを 買って たが)。 で、 DONKEY 並に 肥満 化した デブ 健、 M 子 
女史が 参加して ると 知る や、 陰毛 状 ロ ヒゲの 真下の、" 横たわる 性 
器" と 呼ばれる 下品な 唇を、 ペチ ャぺ チャと、 小学生の 赤ムヶ チン 
ポ みたい な 舌で 舐めて 濡らし 始めた。 この おぞましい 景色 こそ、 デ 
ブ健 発情の 合図と して、 業界では 誰 一人と して 知らぬ 者は いない 
(ちなみに 彼の 女房 も、 この〃 ペチ ャぺ チャ" との 音を 聞く と、 あ 
わて て パンツ 3 枚と その上に ジ ー パンを はき、 自分の フ トンに もぐ 
り 込む と 噂され ている。 というの も、 デブ 健の AIDS 感染 率は 9 
割と 確信して いる 奥方は、 ここ 一 年 ほど 奴に 体に 触らせぬ の だと か。 
検査したら といつ か 言ったら、 デブ 健が 答えた。 「俺 も おっかなく 
てサ」 )。 

奴の M 子の 口 説き 方っての が 笑っ ちま うんだ よ (他の 男の 口 説き 
文句なん て、 そばで 聞いて り や 常に n ッ ケイ)。 「あなたの、 『M  a 
te』 と 『レモン クラブ』 の コラム、 ほんと に 面白い。 俺、 あなた 
のべ ー ジ つき や 読まない よ。 素人 離れして るね、 はつき り 言って」 
(まあ、 ここらまでは 一設 的) 「あなたつ て、 俺に 似て るんだ よねえ。 


サ ー ビス 精神に 溢れて るって いうか、 優しい ってい うか…" それに、 
いつも 気持ちいい 人生 送りたい って 考え てんじ やない？ 俺 もなん 
だけど さ。 世の中に や 変な 奴 もいて、 塩 山なん か" やれば 気持ちい 
いと 分かつ てること" しないで、 そういう 自分の ストイック さに 酔 
って'  一人で ボ ッキし てんだ から 変態 だよ。 奴が 異常 だって こた、 
昔から 分かっ てたん だ」 (本人が M 子の 隣に いんのに、 正而切 って 
言い放つな っての。 まんざら 的は ずれ じ やねえ が) 「でも、 あなた 
は 違うよ。 そういう 変態 じ やない。 本当に 誠実な 人なん だよ'  自分 
に。 凄い よそれ って。 そういう 気持ち だけなら、 時々 持っ てる 人 見 
るけ ど、 実行して る 人は 少ない よ。 俺の 知っ てる 限り じ や、 俺、 そ 
れ にあな たくらいだ な あ」 (いよいよ 山場に 差し掛かり やが ったな、 
この 人間性 器/  でもす ぐ 脇 じ や、 タコ多 田が 例によっての、 イン 
チキ 競馬 必勝 法を まくしたてたり、 婆ち やん がサ ー チラ イト ヘッド 
を 振り冋 している ので、 全然 ロマンチック じ やない) 

そうこうす るう ちに、 二次会へ なだれ 込もうと いう ことに。 が、 
全眞が 入れる 店が ありそう もない。 「よ 〜 し / こうな つたら タク 
シ ー で 新 高 円 寺に 行こう じ やん / あちし の 知っ てる カラオケ スナ 
ックが あるし。 行く 人 この 指と-^ まれ」 と、 サ ー チラ イト 婆ち や 
ん。 6 〜 7 人が 同行。 疲れ 気味の 俺と タコ多 田、 デブ 健と 方向の 違 
う M 子 女史は どっか 飲み屋を めっ けて… と 思って 回りを 見れば、 デ 
ブ 健と M 子が いない。 「？」 すると、 道の 向こうで M 子が 叫んで る。 
「悪 いんです が、 先に 帰らせて いただきます / 」 そり やいん だけど、 
新橋 駅へ 尻を 振り 振り 歩いて く M 子の 後ろを、 巨大な 肉塊が 息を フ 
—フー 吐きながら ついて 行く。 デブ 健で ある。 ポー 然として る 俺ら 
に 向かっ て、 ピ^ ~ スサ インなん か 出して る。 「さすがは 加 藤さん で 
すねえ」 と夕 n 多 田。 「負ける^  — っ」 ニユー ハーフ 雑誌の 編集長。 
「どのくらいの 確率 かな あ？」 と 俺。 「9 割 / 」 タコ多 田。 「7 割 / 」 

ニ ユ丨ハ 丨フ。 「8 割/  i 俺。 
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もっぱら 2 人を ネタ に、 近くの 「酒 菜屋」 なる 行きつ けの 居酒屋 
で 飲む こと Q 〜奶 分。 ガ ラリ 戸が 開いた ので 見る と、 デブ 健。 「か 
…加 藤さん て、 案外 早漏なん です ね」 ニュー ハーフ 。「ホテルです 
か、 それとも 公園で 青 蒸です か？」. タコ多 田。 「立たなん だか？」 
例によって 超 性的 弱者の 俺。 「そうじ やありません。 今日の 所は だ 
めでした よ、 ハ ハ ハ」 こん 時の デブ 健を 見つめる、 3 人の 表情が 面 
白かった。 俺は 似た ような 表情を、 中学の 陸上 部 時代 (中距離) に 
見て いる。 部 一番の ヒーロ ー が、 県 大会へ 意気 楊々 と 出場した が慘 
敗。 翌日 部 室に ツラ出 した 時に、 他の 部員、 特に 下級生が、 この 夜 
の 3 人と 全く 同じ 表情を していた。 「でもい いんです。 あきらめた 
わけ じ やな いんです。 あの コ は 俺と おんな じ。 自分 も 気持ち 良い 人 
生 送りたい し、 相手に も 同じ 気持ちを^^ わっ て 欲しい って、 いつも 
考えて る 立派な 人なん です。 偉い コ なんだ。 だから、 いつか 必ず 2 
人で 気持ち 良く なれます。 ペチ ヤぺ チヤ。 ペチ ヤぺ チヤ。 ペチ ヤぺ 
チヤの ペチ ヤ」 

その 夜、 彼の 女房が 3 枚 パンツを はくは めに なった かどう かは、 
悪酔いした 僕には 想像 もつ かなかった。 は〜 ペチ ヤぺ チヤ/ 

( Q2 . 2 

一過 去の 栄光が 銭に 転化す る ほど、 

| 甘くない のが エロ 漫画 業界 だよ。 

この 業界、 どんな 売れっ コ でも、 スタ ー で いられる のは 3 年 前後 
(単行本 も 3 冊まで が j 般 的に ピ ー ク) 。単に キヤ ラが ヵワ ユィ だけ 
の 奴と、 キヤ ラに 加えて ス ト— リーが 出来る 奴との 間では、 1 〜 2 
年 耐久力に 差が つくが、 どっちに 転んでも 5 年 以卜： 一線で 活躍で き 
る 者は、 めつ たにい ない (その 点、 屮総 もも セン セなん か 凄い。 セ 
ン セの 場合、 最初から" スタ 丨>  つて 感じ じ やな かつた のが、 逆に 


良 かった のか も= 急 に 人気が 出て ちやほやされ ると、 どうも 漫画家 
ってのは 天狗に なり、 手抜きと 乱作 繰り返して、 知らぬ 間に エロ 劇 
画 誌の 片隅に 追い やられて たりす る。 屮総 セン セは パイブ レイヤー 
に 徹して'  作家 也 命を 維持す るのに 成功した の だ)。 

そこに 電話を 寄こした のが くらむ ぼん (念のため 書いて おくが、 
ここに 奴の 名前を 出した のは、 中 総 セン セの 対 極 的な 存在と して 取 
り h げたので は、 絶対にない)。 「いや あ、 『オレンジ クラブ』 着き 
ましたよ。 そっれ にしても ひっ どい 紙です よねえ。 線は 飛ぶ は、 卜 
1 ンは つぶれる はで。 劇画 誌で も、 ここまで ひどい 紙 使っ てんの 珍 
しんじ ゃ？」 「俺 もそう 思って、 雄 出版に 何とかして くれって 頼ん 
だのよ。 2 号 因の悠 宇樹 セン セ 特集号から、 ずっ といい 紙に してく 

れる らし いんで、 ホッ としたよ / 」 「 . 。ぼ… 僕の 立場は ど 

うなんで すか…？」 「知る かンな こた。 オメみ てな 下り坂の 漫画家 
は、 特集 本が 出た だけで 涙 流さな あかん。 昇り 坂の 漫画家と 自分を 
混同して っと、 後で 恥 かく ぞ。 3 年 前とは、 状況は 一変し てんだ。 
わ一 ってん のか、 この ボヶ / 」 「 …… チェ ッ / そうい や 最近、 僕 
に対する 口の 利き 方 も、 乱暴に なっ てんじ ゃないです か？」 「屁理 
屈を 言うな 屁理屈を/  だいたい 漫画家は どんな 落ち目に なって 
も、 一度 上げた 原稿料を、 下げる わけに ゃい かねんだ。 だから 特集 
本 も オメの 3 倍は 売れる 新人で も、 オメ や かおるより 安い 原稿料っ 
てな バヤ イも ある。 編集と しちゃ すげ え 不愉快。 ンな ストレスが、 
言葉の端々に出るんだってのコノヤロ / 」「 …… 。ま、 今の 僕の 商 
品 価値が、 3 年 前より 低下して るっ てのは 認めます よ''  けど、 けど 
です よ、 それまでの 貢献は どうなん すか？」 「バ カヤ ロ ー / 過 J- 
の 栄光が 今の 銭に 転化す る ほど、 この 業界は はかね 1 / 」 「チッ /. 
そこまで 言われち ゃな あこ 僕に だつ て プライドが あります から、 塩 
山さん とことの つきあいは これつ きりに して、 また 『花い ちもんめ J 
に 売り込みに 行 こっと 一 「勝手にし や がれ。 うちに ゃ 『M  a  t  ej 725 


に 鈴 木 一郎 (くらむ ぼんの もう 一つの ペンネ ー ム) って ゆう 類似品 
がいっ から、 奴に 賴む とする ぜ」 「る… る… る… 類似品っ て あれは 
_  *  »  ^ j 

そこへ 原稿を 持参した のが、 ] 白痴 トリオの 雄で、 "くち ゆく ち 
ゆ" の怪 擬音で  一 J- を フービ した、 かおる セン セ。 最近は ずっと エ 
口 劇画 誌に 鳥 流しに なって いたが、 久 々の 『レモン クラブ』 用の Q 
ぺ ー ジ原 稿で ある (次号に 掲敝予 定 。もっとも、 その 問に 有望な 新 
人が 登埸 すれば、 その 原稿 も 結局、 『漫画 バンプ』 や 『漫画 エ キサ 
イト号 J に 追い やられる 運命)。 「いや〜、 こう 景気が 惡 いと…」 セ 
ン セは、 マンション 管理 会社の サ ラリー マンが 本業。 やはり バブル 
崩壊の 影 1 1: は 免れぬ らしい。 あくまで セン セには 漫画は アルバイト 
なの だが、 その バイ トに 頼らざる を 得ない の だ。 本誌に 登場 させっ 
と 袋叩きで すが、 エロ 劇 [|| 誌 だと シック リ といっ ている ような ので、 
情け深い おつきあい してる 僕。 

ト リオのう ちの. 2 人まで が 登 埸 したと なると、 気になる のが あの 
御 方。 かおる セン セの 来社の 翌 々日だった 。オイ ラが 事務所で BU 
DD  Y  GUY を 聴きながら、 『M  a  t e のズン ジョの 原 榴 書き 
をして る 時 だ。 「あっの 一、 あだちで すが 一」 と、 卑屈な 声が 電話 
の 向こうから。 「よっ、 けんち ゃん、 元気で サ ラリー マン やって っ 

か？」 「いや〜、 忙しく って。 ほら 俺、 総務で しょ。 給料 計算と か、 
年末調整 とかで 色々 と…」 「锫 じら れんよ。 D ヵップ エロ 漫画の 作 
者が、 連 送 会社の サラ リー マン だなん て」 「 ■: 活の ためです よ。 そ 
れで 、年末までに 2 ベ ージ 入れる って 言っ てました けど、 年明け ま 
で忡ば して もらえません か-とても 今の 状態 じ ゃ…」 「チッ / し 
ようがね えな あ" 今度 だけ だ ぞ 。だいたいよ、 ン な安サ ラリ ー マン 
してた つて、 一 尚 が 知れ てんだ ろ。 来年からは、 単行 木 も バカ バカ 出 
んだ 。弱音 吐いて たら 出して やらん ゾ / 」 「本当に 出 るんで すかね 
え。 それに 俺の ギャグ だから、 y くな つてん じ やない かと 心配で」 


「大丈夫。 幸い オメの 女性 キャ ラは、 元々 古臭い ので そもそも 古び 2,¢ 
ない。 スト 1 リ ー はこの 業界と しては ある 方 だし、 不景気に や ギャ 
グ がしっく り。 パロ ディが 分かん なくっ たって、 一応 抜け るんだ。 
そこそこ 売れる っての」 「そうかな あ…」 

白痴 トリオ も 人生の 曲がり角に 立って るので すが'  3 人 共 パ ー ト 
なん かじやな く、 正社眞 というの が 笑っ てし まう。 おかげで、 喰う 
には 困らない わけです が、 そういう 中途半端な 姿勢で 漫画に 取り組 
んで たから、 飽きられ るの も 早かった のか も (一番、 まだ 可能性の 
ありそうな あだち けんが サ ラリー マンに なった のは、 つい 半年 前)。 

とはいえ'  この ト リオの 存在 囱体 を、 今の 多くの 読哲が 知らぬ 点 
に 示されて るよう に、 H 漫画 業界 全体から 兒れ ば、 連中 も 忘れられ 
た 無数の エロ 漫画家の 一部。 しかし、 私は ここで あえて 言いたい。 
エコロジ ーの時 代で ある。 1- くな ったから と > -1 って'  エロ 漫画家を 
穴 あき コンド ー .ム のように、 ポイ拾 てして， M いの かと。 捨てる っき 
やない 奴が 多 いのも 事実。 しかし、 バカと ハサ ミと エロ 漫画家 こそ、 

実は 使いよう なの だ。 忘れられた 漫画家 さんの、 『レモン クラブ』 

新人 漫画 火 赏 への 応募を 期 侍します。  (切. 1) 

一 石 井 輝 男と ナイスガイ 杉 作 J 太郎 
(元 真性 包茎)。 

年末 進行 & 引っ越し 難 備の 日々 の 中で、 Q 分の 時間 も 惜しい のに、 
こいつが 来たん じ や 一時間は 無駄に しても 仕方な いって 奴 もい る。 
筆頭が 杉 作 J 太郎 (反 筆頭が DON 助 だなん てこた、 皆さんもう 御 
です ネ)。 ^1  fe,m  — ^ さ 、 忙しそう です けど、 ちよっ と、 ちよっ と 
時間 下さいよ。 こんな 話、 電話で すんじ や もっ たいなくて」 「何 だ 
よ。 柄に もな くもった いつけ やが って？」 「実は 出ち やったん です 
よ、 石 井 輝 男 監督の 映画に ィ」 「な… 何 ィ P 例の 『ガ ロ』 の イン 
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タピ ユーが 契機で か」 「そうなんで すよ」 「やくる〜 と、 Q0 分 ばっ か 

下の ピ ー ベリー で 打ち合わせして くっから」 「 . ったく もう。 こ 

の鹩 忙しい のに」 「じ やっ かまし い / おい、 了太郎、行くぞ / 」 

「はぃ"：」 

J 太郎 によれば、 奴は 主役の 佐 野史 郎ら と、 玄米 パンを 食べる シ 
— ンに チョロ リ出 てるの だと か。 「でも 心配なん です よ。 D 本 一の 
石 井 監督の 映画に 出演 出来た のは いんです が、 編集で ヵット されち 
やうん じ やない かって」 「主役と からん でんだ から、 火 丈夬 でない 
の」 「そうで もない らし いんです よ。 主役に 近い 長 谷川 初範 は、 途 
中 降板 させられ たんです よ。 何 シーン も 撮影して るっ てのに」 「ウ 
〜ム 、相 r^ に j を 入れ てんな」 「スタッフ も 凄い すよ、 ピリ ピリし 
てて。 俺たち が パンを 買う 小銭まで'  全部 昔の 揃えて ましたよ。 分 
かりや しないのに」 「な〜 る。 けど、 えてして あの タィプの 監督が 
妙に 肩に 力を入れ ると、 ど一 にもなん ねの が 出来ち やうんだ よな」 
「いや、 大丈夫です。 この 僕が 保証し ます」 「余計に 心配 だっての」 

「ガハ ハ ハ…」 

ちなみに、 J 太郎は 本人が | 番 面白い。 2 番 回が 文章。 で、 地球 
を q 周 くらいする 距離と いうか レベル 差を つけて、 TV、 雑誌 等に 
登場した 際の 恥 態が、 一応は 3 番目。 そっから こけむ す 石段を 9 段 
ばかり 降りた あたりで、 本業の 漫画 原稿が、 風に 吹かれて 飛び散っ 
てると いった あんばい。 「当然 観たん だろ な あ、 2 チャンで やって 
た、 石 井 監督の 『大 脱獄』 は？」 p おい、 ノミ でも いんの か" クク 
プッ… 」 「いる わけね えっての、 あんな 雪国に」 「ガハ ハ ハ…」 「"チ 
ユウさん の おかげで、 しばらく 安心 じ やのう， ヒヒ ヒ…」 「何も ネ 
ズ ミの 丸焼き、 あんなに ド アップで しつこく 撮らんでも いいのに。 
助監督 も 大変だった でしよう ね」 「ヒ ッヒ ヒヒヒ 」 「こんなん も あり 
ましたね。 医者が 木の実 ナナの 検便を 健さん に 指示す る 時の…」 p 少 
し 多目にな， だろ I 「ガハ ハ ハ…。 それだけなら いんす けど、 健 さ 


んが同 じ 台詞、 また 木の実 ナナに ゆ一 でしよ。" 少し 多 罔 にな"。 っ 
たくもう」 「ヒー ロ ー が ヒロインに ゆ 一 台詞 じ やねえ ぜ 。おまけに 
木の実が、 健 サンの フ トンに 勇気を 出しても ぐり 込んで 抱きつき や、 

"ノ ミで も いんの か， だ もんな あ。 やっ ぱ 、石 井 輝 男 監督は、 東 映 
の ルイス‘ ブニュエル だよ」 「そっ そっ そっ、 それにで すよ、 何も 

木の実 ナナの 検便、 わざわざ 健さん に 中身 見せたり、 ド アップで 撮 
ら なくても ねえ…」 「それが 俺達、 凡人の 発想なん だろ な。 あの人 
って、 凡人が 普通は 避ける 通俗な 発想を 逆手に 取っ ち や、 それを 数 
十倍に デフォルメして、 銀幕に ぶちまける 人 だから」 「それが 木の 
実 ナナの 検便です か？」 「ヒ ッヒヒ ヒヒ」 「ガッ ハ ハ ハ ハ ハ」 

石 井 監督と いえば、 東 映 時代の〃 網 走 番外 地 シリ ー ズ ，が 最も 有 
名で あるが、 アクション 映画 専門の 監督 だと 思っ ている と大間 遠い。 
A 年 前後の 新 東宝 時代の、 『黄 線 地帯』 等の" ライン シリ ーズ ，は、 
とにかく モダン。 ドキュメント タッチで 垢抜けて いる (とても 『大 
脱獄』 と 同一 監督とは 思えない r 柬映 でも g 年代 後半に なると、 
『徳川 女 刑罰 史』 等の、〃 異常 性愛 シリ ー ズ ，を 速 打。 その 破壊力は、 
今 観ても そこらの 有害 コミックの 比では ない。 が、 東 映に 深 作欣二 
時代が 訪れる と、 『暴走の 季節』 等の 暴走族 物、 『直撃/地獄 拳』 の 
ような、 ギャグ 物の 世界へ 突入して 行く。 だから 石 井監齋 は、 見る 
側の 世代に よって 全く イメ ー ジが 異なる。 

「制作 側は、 石并 監督を ど I ゆ 風に 拙え てんの？」 「それが です ね 

え、 ど一も あんまり、 良く 知らないみたい なんです よ」 「 . 0 

まさか、 竹 中 直 人の 『無能の 人』 みたい な 世界を 期待して たりして」 
「ガハ ハ ハ… だとしたら、 出来上が つたのを 観たら、 ビック リ する 
でしよう ねえ」 「何しろ、〃 少し 多 Oil にな" だからな」 「ガハ ハ ハ…。 
でも 石 井 監督、 今回は 『大 脱獄』 以 h に ギン ギンに やって るみたい 
です よ」 「脚本が そうな ってた か？」 「それが、 脚本の 段階は 八 V 然ま 
ともなん です。 けど、 現場で バンバン 変えち やうんで すヨ」 「その 
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くせ 早 撮りなん だろ？」 「早い なんて もんじ ゃないで すよ。 バンバ 
ン 、バンバンで すよ。 中 抜きの 連続 だし、 台詞を 順番に 覚えと いて 
も、 何の 役に も 立ちません ね」 「その 一方で、 アドリブの ギャグを 
詰め込む わけ だ。 いかにも、 飯場の 宴会で バカ 受けし そうな、 ねち 
っ こいお 下品 ネタ の」 「ガハ ハ ハ ハ…。 聞い たんです よ。" 監督、 ど 
うして シリアスな シ ー ンの 中に、 いきなり ギャグぶ ち 込 むんで す 
か？/ って。 そしたら 言っ てました ね。〃 現場に 行く と、 ついこう、 
ブ ワ—ッ とやっ ち ゃいた くな るんだ， って。 あの人の ギャグは、 

『五福 星』 とかの 香港 映画に、 絶対 影響 与えて ますよ ネ」 「だな。 題 
名は？」 「まだ、 正式に 決定して ない みたいで すね。 一応は 『ゲン 
セン カン 主人』 らしい すよ。 けど、 これ だけは 間違いないです。 青 
白い 顔した 原作の つげ 義春 信者が、 全員 真っ 赤になる ような 傑作に 
なります ョ」 「何となく、 r 怪談 昇り 竜』 風に なりそう な 予感が する 
な」 「内 田 良 平が 屁を こく やつです ね。 ン とに 面 & い 監督です よね。 
この 前 も 電話で 話して たら、 ポツリ 言 うんです よね。〃 J 太郎 さん、 
オ レは バカ だから、 つい バカ やっち ゃうんだ よ" って…」 「確かに 
あの人の 世界は、" 天才と バカは 紙一重， ってな 雰囲気 あるよ な」 
「あります よねえ： でです ねえ…— 事務所には 戻った のは、 1 時間 
A 分 後 (石 K 監督の 『江戸川 乱 歩 全集. 恐怖 奇形 人間』 等が'  和製 

フアン タジ ー として ビデオ 化される とか)。  (S  •  2) 

| 編集長の チンボの 立ちが 悪い のは、 

一 「大王」 のぬ るいみ そ ラ^ ~ メンの 
| せいな のか？ 

地獄の 年末 進行 下に 行なわれた、 2 月 0 日の 漫画 屋の 引っ越しは、 
文字通り ダブル 地獄と 化しながら も、 『真実 新聞』 の マ ヌケな 読者 
や、 暇な 漫画家 (十六 女 十八 女)、 編集 アシスタント OB らの 手伝 


いで 無事 終了した けれど、 年が 改まっ て 出社して みると、 アク シデ 2A 
ントが 津波 状に 襲い、 新 事務所の 今後に 暗い 影を 落としつつ ある。 

【その ①】 妖華 セン セの 実母が 倒れ、 『Mate』 の 原稿 落ちる。 あ 
わて て 十六 女 十八 女の 超 不人気 連載、 「外道 戦記」 を 巻頭 ヵラ ーに 
持って来た ものの、 返品の 急増が 予想され る。 『Mate』 の 売り 
上げは 内容の 割に 絶好 調で、 雑誌 コード も 取れる と 思われて いただ 
けに、 困っ たこと である。 

【その ②】 中 総 もも セン セ、 緊急 入院に よる 手術で、 1 月、 2 月は 
a 事が 出来ず。 病気 S 体は そう 心配は ない の だが、 本 号に も 執筆 予 
定だ ったので、 あわてふためく。 再録よりは いいだろう という 理由 
のみで、 代打は 高 田 伸 人に 決定。 「そ… そんな 急に祕 ぺージ なんて 
言われても…。 本屋って のは 今が 棚 おろしで、 すっ ごく 忙し いんで 
すよ 才。 自信ないで すよ 才 。貴 任 持てません よ才」 「贵任 が 持てね 
えだと、 このへ ビ女漫 一! 家め / 改めて 聞く が、 テメ ー の 仕事は 確 
か 書店の デ ッチ、 いや 店員だった な あ？」 「そうすよ。 正社員です」 
「オメの 勤務先の 本屋に も、 『レモン クラブ』 は 配本され てるよな あ」 
「ええ。 Q 部 も。 幸いい つも 完売して ます。 『DAISUKIJ なん 
て Q 部 も 配本 されん のに、 1 部 も 売れな いんす よ 来月から 扱う の 
やめよ かな。 『Mate』 は q 部 入る けど、 一 n で 売り切れん のに」 

「 …… 。ペラ ペラ ペラ ペラ、 興味深い が 余計な ことくっ ち ゃべ って 
んじ ゃねえ よ。 つまり、 て めん 所で 扱って る 商品に 描く って こた、 
書店 員と しての 棚 おろしと、 同等の 仕事な わけ だ。 こり ゃ あ 本来、 
月給の 範囲の 仕事なん だ。 なのに 原稿料まで もらえんだ。" 貴 任 持て 
ねえ だ〃 なんてぬ かしやが ると、 て めん 所に ゃ 『DAISUKI』 

っき ゃ 配本し ね えぞ"：」 「 . ■ 

【その ③】 塩 山 編集長の チン ポコ 、ますます 立ちが 悪くなる。 恒例 
の、 盆暮れ 2 冋 のみの 古 女房との ソレ もま まならず、 離婚の 危機 も 
啜 かれて いる。 そり ゃ もっけの 幸いで あるが、 このまま じ ゃ 独身に 
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0C っても 何の M 味 もありません、 ト ホ ホ ホ。 

その 点、 相変わらず〃 全身 ペニス， と 化し てるのが、 例の 故 『マ 
ン モスク ラブ』 の 性 獣、 加 藤 健 次。 先日 も、 テ メーの 所の レ ディ ー 
ス コミックの 編集 後記に、〃 最近、 女房と 別居した， てな ガセ 情報 
を 書き、 女流 漫画家 や 読者に エサを まいて いた。 田舎芝居の 好きな 
ヤロ では あるが、 元気な 人が しみじみと うらやましくなる、 lj- 紀末 
の 冬の、 ヘリ コブ ターの 音が 響く、 飯 田 橋の 夕 幕れ 景色。 

I その®】 事務所 近くの つけめん 屋 「大王」 で、 ぬるい みそ ラーメ 
ンを 食べさせられる。 ここの 定食は まあ 食べられ るので、 初めてめ 
ん 類を 頼んで 地獄を 見た。 うまい とかまず いと かでは なく  (実際、 
味 もよ くな かった が)、 ぬるい ビ^  — ルと か、 ぬるい ラ ー メン なんて 
もっての 他 だ。 ここの みそ ラ ーメン 担当者は 、例によっての 金の ネ 
ッ クレスを した、 阪神の 投手の… じ ゃなく、 中国人 労働者 だっ たが、 
中国 じ ゃぬ るいの が 並 日 通な のか？ 今後 ここでは、 一生 めん 類は 食 
ベまい と、 涙ながら に 心に ii う (とか 言いつつ 、ぬる^ 6 ずい の 全部 
货べ ちまっ たんだから、 幼少 時からの しつけは 怖い)。 この 日は 中 
華 災いの 日 だっ たらしい。 夜行っ た 「ジャンボ」 という 中華 屋 でも' 
五 □チャ ー ハンを 頼んだら、 味は 悪くな かった ものの'  余りに 量が 
少ない ので 蒼 ざめ た 馬を 見て しまった。 店 名を 「ミニ ラ」 とで も改 
めて 欲しい。 

【その ⑤】 安い 皮 ジャンを 買っ たら、 臭くて 家族 全員に 嫌われる。 
タン ス にも 入れて もらぇず ベランダに 吊され、 "クサ ジ ヤン" とま 
で 呼ばれる 始末。 いい 臭い消しの 方法を 知っ てる 方が おりましたら、 
教ぇて-下さい (羊 皮 だ ョ)。 

…と 、次々 と 不幸が 漫画 屋を 襲って いるの だが (吉田 婆ち やん 班 
にも、 似た ような ことが 連続して 起きて るの だ。 ただ、 【その ③】 
だけは 絶対に あり 得ません、 ハイ / )、 後半に なると 落ち着いて 来 
た。 妖華 セン セの お母さん も 大した ことが なく、 次号の 本誌の 巻頭 


も 大丈夫に なった のに 次いで、 ふぁんと む セン セ も、 内定して た 就 
職を 断念、 エロ 漫画 稼業に 専念す る ことに。 これには、 釧路沖 地震 
が 大いに 貢献して いる。 

言うまでもなく、 ふぁんと む セン セの 実家は 極貧。 家 も あばら 屋 
で、 夜露が しのげる だけの 古 材の積 み 木 状態。 マグ ニチユ ー ド 6 に 
耐えられる はず もな く、 半壊。 こうなる と 親孝行す るのは 安サ ラリ 
1 マンより、 摺 千金 も 夢では ない エロ 漫画家に という ことに。 現 
地の 被災 若には 申し訳ないが、 俺は その 時 一瞬とは いえ、 この 地震 
に 感謝して しまって いた。 

ただ、 慢性的 漫画家 不足は 相変わらず。 このまま じ ゃ、 『Mat 
e』 もい つまで たっても 月刊に 出来ません。 で、 くし だ あしゅら み 
たいないい かげんな 奴まで 頼っ て バカを 見る の だが {くし だ セン セ 
はこれ を 読んで たら、 eL く 銀行口座を 知らせる ように。 rM  a  t e 
の 原稿料が 払えません)、 新人 起用に 関しては、 いつでも ンな リス 
クが ついて 回る。 早く 入 稿 させと けば 間違いない と 入れと くと、 ベ 
テ ランが 急病に なり、 その 新人の 分を 代 原と してぶ ち 込み ホッ とし 
てれば、 新人を 当初 入れようと していた 月の 漫画家が 行方不明 にな 
り、 結局は 祈 人 も 急に ゃ 入 稿 出来ず、 結果と して 2 本 も 穴が あいた 

つてな 月 も あつた。 

『レモン クラブ』 新人 大賞の 応募 状況です が、 まだち っと もって 
か、 ほとんど 来て ません。 クソ DON に 言わせり ゃ、 「こ 一 ゆのは、 

ギリ ギリに ド カド カ 来る もん」 だそう だが、 果たして どうなる やら。 

2 回目 も 是非した いと 思っ てんので 、ョロ ピック M ( o -3) 

11 今や ゲ ー センと 化した 「酔の 助」 

| での わびしい 宴会の 思い出。 

個人的に はしよ っち ゅう 飮 みまく ってる が、 1 月は 年末 以上に it /2 


しかった ため、 漫画 屋内 部の 連中との 宴会は しばらく 御無沙汰。 そ 
んな 所へ 例の ちん 太が、 臨時 アルバイト として 吉田 婆ち ゃん 班で、 
舂 休みの 間の 一力 月 働く ことに (本当は 塩 山 班で 働く 予定だった。 
ちゆ 一のも 2 月は、 『レモン クラブ』" f キヤ ンデ イク ラブ』、 『オレ 
ンジ クラブ』、 『漫画 バンプ』、 『漫画 エキサイト 号』 に加え、 辰 巳 コ 
ミックス l ml と、 計 6 点 も 予定され たため、 1 月頃から ちん 太に 声 
を かけて あったの だ。 女子大生 ゆえに この 時期は 休み。 女 オタク だ 
から 一声 かけり ゃ、 ホイ ホイ 低 給で 働く だろうと 爾話 したら、 その 
通り。 が、 辰 巳 コミックスが 同社の 都合で 一力 月 仲び、 ちん 太は 雇 
われる 前から 首に。 で、 『ヵクテル』 の スタ ート で、 地獄の 忙し さ 
に 喘いで いた 婆ち ゃん 班が、 「こっちに 輪姦して おくん なまし/.」 
と言うので、 キス もせぬ のに 輪姦して k げたの さ)。 

初 m から 渋 谷に 原稿 取りに 行きながら、 全く 逆 方向に ズンズ ン歩 
き、 結局は 半：^ を 無駄に した 大ドジ 女で あるが、 一応は 歓迎の 宴会 
の 一つ も 張って やらねば。 俺に 『M  a  t e で〃 大顔 女， 呼ばわり 
されたり、 婆ち ゃん に 初 旧から 便所 掃除を 命じられ たのを 根に持ち、 
火で も 放たれち ゃ、 栄昇 ビルから も 追い出され かねない。 という わ 
けで、〃 大顔女 歓迎の 宴， (『Mate』 への 投稿に ょれば、 オッ パイ 
は 小さい とか) が、 主寶 のちん 太、 舞、 やくる〜 と、 俺、 婆ち ゃん、 
偶然、 その ヒ ワイな ヒゲブ ラを 出して いた、 DON の 字の、 計 6 人 
で 開かれる ことに。 

問題な のは 場所。 2 力 月 近く 生活して るので、 飯屋に 関しち ゃ だ 
いたい 分かって きたけ ど、 居酒屋 事情に ゃ全崮 うとくって。 全員で 
潮 出版の 前の 信号を 渡り、 そばが まあまあな 「長寿 庵」 (ちょっ と 
高い けど) の 裏 あたりを ウ ロウ ロ。 「いや〜、 やつと 単行本が 出る 
からな〜。 これで ホッと 一息。 何だかんだ 言って、 多 田さん は 偉い 
ヨ」 つてな'  DON の 字の 馬鹿話を 聞く のは 苦痛だった が、 こう も 
暖冬 だと 居酒屋 探しの 彷徨 も、 夜の お 散歩って 感じで ちっとも 苦痛 


じ やない (今 一番 苦痛な のは 台 割り引き。 今日は 2 月 92 日の 夜 だけ 2V 
ど、 4月 0 D::発売の『Mate』5月号のメンバー、まだ2名も未 
定 ◦合計 4 ぺージ 。先週までは 3 名だった けど、 9 P の 所に 杉 作 J 
太郎 をぶ ち 込んだ って ゆんだ から、 いかに 人手不足 かっての がわ 一 
る。 「し… し… 塩 山さん、 僕に そんな 長いべー ジ 任せて いいんです 
か？ 経験な いんで、 途方に 暮れち やい ます」 と、 J 太郎 本人が 言 
うくら いだ もん、 あたし やど I すり やい つての サ)。 

ふと 見れば、 「酔の 助」 なる 居酒屋の 赤ち ょうちん {場所は、 「飯 
山 橋 書店」 の 裏 あたり)。 いかにも" まず 安， な 雰囲気だった ので、 
「婆ち やん よ、 ここらで 良かん ベよ。 若い 姉ち やん や 兄ち やん 口説 
いて、 惡 さしよ ってな 宴会 じ やねんだ し」 「そうです ねえ」。 ちゆ一 
わけで、 初めての その 店に 御人埸 。間口の 狭い 店だった ので、 ギユ 
1 ギユ ー 詰めは 覚悟して たら、 「興の 座敷へ ど 一 ぞ / 」.，. 上がって み 
たら ド ー ンと 広くて、 ゲ^  — ト ボ^ ― . ルく らいは 充分 出 来そう。 j 外 か 
ら 見ん のと、 全然 ィメ ー ジ違 います ネ」 と 舞 セン セ。 「助かっ た、 

広い 所で」 と デブ DON。 「 . J 無言の 大顔女 こと ちん 太 (後 

の 『Mate』 への 投稿に よれば、 この 夜は わざと 惡酔 い、 乙女心 
を ズタボ ロにした、 俺への 復豐を 計 ljj していたら しい" もつ とも、 

俺 自身の 中年の シブ ミに 心を 奪われ、 扣 秒で ンな 無謀な 計画は 放棄 
したら しいが)。 

早速 ビ j ル を 3 本 頼む。 「ゲッ / 冷えて ません ョ」 と DON の 
字。 確かに 触って みれば、 ただ 外気に 放置して たっての が、 一目 暸 
然 。「夏だった ら即 交換よ ネ」 と 婆ち やん。 で、 ぬるめの カン パィ 
/  ビー ルを 飲む うちに この 座敷、 広いだ けに シン シンと 冷えて 来 
る。 ぬるい ビー ルに 不満を 抱いて るのに、 体の 方は 寒さに 震えて い 
る。 何とい う 矛盾 / 早く 暖まらに やと、 湯豆腐を まず 注文して、 

スト ー ブ 代わりに する。 次いで、 焼き 烏、 肉 じ やが、 シユー マィ、 
サラダ、 おしんこ、 焼き おにぎりと、 バンバン 頼む。 いずれも 予想 


通りの まず さだった が、 値段 も 安いので 仕方ない。 「ここ、 飯 田 橋 
の 三 平って とこです ね」 黄 赤 ベタの コ ー トを はおっ た 婆ち やん。 
「だな。 けど 三 平の 方が、 2 ミリく らいは うま かねえ か？  | と 俺。 

ビン ボな 舞、 やくる〜 と、 ちん 太、 DON の 字ら に、 物のう まい 
まずい など 分かる わき やなく、 パク パク ムシ ャ ムシ ャ ハグ ハグ シー 
シ ー" ンな時 ほど、 貧民が うらやましく 思える ことは ない (などと 
言いつつ、 最後に 一つ 残った シュー マィを めぐり、 互いの ハ シでや 
くる〜 とと 取り合いを 演じた 自分が、 いくら 貧民に レベルを 合わせ 
るた めとは いえ、 情けな かった)。 特に ちん 太な ど、 普段の 栄養 失 
調を 補わん と、 口 だけでは なく 大 顔を 駆使して、 馬刺し だ レバ 刺し 

だまで、 ニン ニク ショ ーユ でばく つくので (谷 内 和 生 二世 だょ)、 
悪酔いして 俺にから む 間 もない。 もっ とひ どい のが クソ DON。 宴 
会が 佳境に なった 9 時 頃、 「明日 締め切りが 1 本 ぁんので…」 と、 
金 も 払わず 帰っ ちまい やがん の。 途中 じ や 清算 も 出来ん し、 さすが 
はた だ 飯 & ただ 酒の プロ  (しかも 残った 2 個の 焼き おにぎりを、 
「夜食に…」 と 持って 帰る" 負けた ょ DON の 字に ゃ / )。 

最後に もう 一軒、 「えぞ 松」 なる ラーメ ン屋に 寄り、 ビー ルと 餃 
子と ラ ーメン 。そ、 ミック. ジャガ ー を" 肉 じ やが" と 発音す る S 
長の いる 店 だ" みそ ラ ーメン 喰っ てた やくる〜 とが、 不満そう に 言 
う。 「俺、 昼飯 もこ こだっ たんだ ョ」 知る かこの ャ ロ/  ちん 太は 
と 言えば、 またもや ニ ラ レバいた めを 大 顔を 駆使して 食べて いる。 
サラエボは 遠い な ぁ。  (§?•  4) 

ー ロ  I ンの 組める 企業 人間の 不幸は、 

一 あぐら も 組めない 俺の 幸せ。 

頭が痛い。 風邪をひいた らしい。 水泳を 始めて からは、 こんな 状 
態に なつても 寝込む こ ともなく、 3 日 もたてば ケ ロリが 常 だ W、 今 


PJ もそう だとい い.'」 今日は 3 月 22 日の 月曜日 だけれ ど、 月末から 4 

月 頭に かけて は、 『レモン クラブ』 と 『M  a  tej の 同時 下 版。 両 
誌を 合わせる と、 原稿 未 入 稿の 糞 共が 半 ダ— ス 以上い るので、 熱が 
上がって 悪化し ようが'  寝込めよ うはず もない の だ。 

咋 今は 空前の 不況と か。 初めっ から 潜在的 失業者 同様の〃 下請け 
エロ 漫画 編集者" にと って、 近頃の 新聞の 経済面く らい 痛快な もん 
はない。 以前は 朝刊 も 3 面から 読んで たが、 咋 今は 愚妻に まずい お 
茶を 入れさせ ると (料理 下手な 人間は、 入れる だけの 茶 一杯、 かく 
だけの 納豆 一つと っても まずい)、 いきなり 経済面を バ リッと 開く。 
「グハ ハ ハッ…。 やった ぜ 、日産が 座 間 工場 閉鎖 だってよ 才 。ざま 
〜 見さら せ。 あんな 走る 棺桶つ くって る だけの 間接的 殺人者 共が、 
デヶー 顔して た 自体が 狂っ てたん だ。 今後は 一人残らず 路頭に 迷っ 
て、 山 谷 労働者の 爪の アヵ でも 飲み やが れっての 。おおっ/ コダ 
ックじ や 内定 取り消し か。 取り消せ 取り消せ 、片っ端から。 バンバ 
ン 取り消し たれ / 」 

終い にや、 「お父さん うれしそう だね え。 〇〇〇 にも、 熊の ヌィ グ 
ルミ 買って ョ」 と、 下の 娘まで がコビ 売る 始末。 筆者の 性格に マヒ 
してる 愚妻は、 何の 反応 も 示さぬ ものの、 クビ 切りの 嵐が 吹き荒れ 
始めた 頃から、 食卓が 明るくな ったのは 事実。 その 愚妻に してから 
に、 「うちなん て ロ  ー ン どころ か、 まともな カ ー ド も ダメだ と あき 
らめ てた けど、 あ一 ゆ 一流 企業の 人達 も、 似た ような 目に会う のね 
え」 とかぬ かし、" 似た者 夫婦， と言われ かねぬ 態度を 示す に 至る。 

嫉妬 (この 言葉は 女性差別 だから 改めるべき だと、 なぜ 低能で 有 
名な〃 行動す る 【馬鹿〕 女たち の 会" あたりは 叫ばぬ のか) と 言っ 
てし まえば その 通り だが、 こう 思っ ている 連中は、 意外に 身の回り 
に 多い。 「不況 だなん て 言って る 奴は、 一人 もい ません よ。 みんな 
昔から ズ —— ッと 同じ だっつ ってます けど」 (杉 作 J 太郎) 「単行本 
の^！! なくなっ た I 昨年の 冬から、 2 年 以上 どん底 生活して ますから、 
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今 さらね え。 ホ ホ ホ ホ…」 (谷 内 和 生) 「この 業界に 入っ た 4 〜 5 年 
前から、 年収 300 万 突破す るの が 夢でした。 最近、 ようやく 何と 
かなりそう なので ホッ 。不況？ 年収 200 万の 頃から 比べれば、 
バブルの 絶頂です」 (佐 藤 丸 美) 「不況？ とんでも ねえよ 才 、ド ヵ 
ド ヵ 注文 来ち ゃって 困っ てるよ。 レ ディ ースの 注文 増えた から、 エ 
口 劇画 やめよう かって 考えて っけ ど、 怒る だろ'  ンな こと 言っ た 
ら？  い… 痛え な あ / :  何も 鉄の テ ー プ 台で 殴る こたね えだろ， 
(もりを 舞) 

と、 前行までは 咋 夜、 クイー ンの 『A  Day  At  The 
stadium』 という、 最近 買った CD 聴きながら デ ッチ 上げた 
の だけど (彼らの ライブ 物と しては つまらん)、 もう 0 日。 予想 通 
り 風邪は、 水泳に よる 鍛練に 加え、 蕨 駅 西口の 「安兵衛」 で 食べた 
スタミナ 焼き & ニン ニク 焼き 各 1 本のた め かなり r1 体 化した の だ 
が、 同ー コラムの ブッ 切り 的 執筆 ゆう のん は、 かなり M 題。 鉛筆の 
勢いと いうか ホラの 吹き 方の 調子が、 風邪 同様に パヮ ー ダゥン。 遂 
には こんな 言い訳で 行数 稼ぐ ありさま。 咋 夜と 今朝の 接着 話は とも 
かく、 あきれた のは もりを 舞の 戯言。 最近までは、" もりを 舞る〃 
という 隠語まで あったく らいで (エロ 漫画家が 食べられなくなる と 
いう 意味)、 ビン ボ漫 画家の 歩く サンプルだった ガキ が、 よくも ま 
あんだけ の 大言壮語が 出来た もん。 

しかし、 こういった 戯言を 吐かせる'  エロ 漫画家 一般への 需要が 
急増して いるのは 事実。 ハッ キリ 言っ てこの〃 裸 物 出版界"、 今や レ 
ディ ー スか 美少女 系っ き ゃない って 状況ら しい。 内側に いる 人間 か 
ら 見れば、 そんな 神風は 咋 年の 夏まで しか 吹いて なかっ たと、 証拠 
立てて 説明 出来る の だが、 大手の" 陰毛 写真集 ブ ー ム "で、 エ ログ 
ラフ 誌 類が 受けて るダメ I ジは その 比では ない らしく  「エロ 漫画 
はま だいいら しい」 との 噂を 頼りに、 ポロ 株に 飛びつ いた、 バブル 
絶頂 期の 長屋の 上さん みて な 出版社 も、 次々 と 現われて る 状態。 


「いつも お世話になつ ております。 リィ ド 社と 申します が…」 「(テ 如 
メーの 世話なん ぞ した 憶えは ねえよ。 この カス/) はい」 「お 仕事 
中 申し訳ありませんが、 真 弓大介 先生の 担当の 方を お願いし たいん 
です が」 「(バカ ヤ ロ / 2 人で 5 誌 も 毎月 担当な すって るんだ。 
個々 の 漫画家 担当なん かいる わき ゃねえ) 僕です が」 「あっ、 どう 
も。 実は 先生の 連絡先を 教えて いただけ ないかと 思いまして…」 
「昔は 教えて たけ ど、 今は 教えな いんだよ。 うちみて な 三流 雑誌が、 
逆に おたくら の 二流 雑誌の 漫画家を 使う 機会は まずない し、 単なる 
輸出超過に なっち まう だけ だから」 「あっ、 今度 創刊す る 雑誌は、 
そ一 ゆん じ ゃなくて 単なる エロ 漫画 誌でして 、三流の…」 「(何 ィ考 
えてんだ バカ/  俺が お前ら を 二流 呼ばわりして あげてん のは、 皮 
肉 だっての。 『リィ ド コミック J は 俺ら の 物 以上の エロ 漫画 誌 だし、 

シ ユべー ルの ものなん て 四 流 エロ 漫画 誌 だ ろっての) ま、 あんたん 
所の が 何 流 か 知らん が、 二流は 二流、 三流は 三流 同士で 交流して た 
方が、 互いの メリット にゃなる みたい ョ」 「いや'  あのです ねえ…」 
こうして 動き 出して いる 連中に、 「お前ら の 持っ てる エロ 漫画 原 
稿は、 既に NTT 株 だよ/ J と 言っても 無駄。 逆に 言って やります。 
「エロ 漫画 界は バブルの 絶頂 期 だ / 」 と。 業界が 安全地帯と 化して 
から 乘り出 した' 腰抜け 守銭奴 共の 数年 後の ツ ラを 見る のが 楽しみ。 
僕な ど 内心、 第二次 パッシング さえ 期待して いるので すが。 

( gq . 5 

一 既にない 「ファミリ ー」 の ナポリタン 
| と、 ミニ カレ ー セツ ト (560 円) 

一を 今でも 夢に 見る。 

人生 も 半分を 過ぎる と、 先 も だいたい 見えて くるわけ で、 今 さら 
〃徒歩 lit 界 一周" だ、〃 大会 社の 社長， だ、 まして や〃 処女 千 人 切 


り， だの 夢 も 抱き雖 く、 結局は 午後 1 時 qQ 分 前後に 取る 習慣に なっ 
ている、 昼飯 だけが 楽しみと いう、 いじましい 快楽 だけの 余生が、 
今日 もさら さらと、 さらさらと 流れて 行く ので ありました。 

今日 もど こにしようかと、 9 時 Q 分 頃から 既に 考え 始めて いた。 
ンな ことばっ か 考えて いると、 仕事が おろそか にな るん じ やと 思わ 
れる 読者 も 多いで しょうが、 そこは この 道 一筋 Q 年。 校正 中の、 本 
号 掲載の 真 弓大介 セン セの 「眠れない 夜 その 2」 の 中に、 2 力 所 も 
の 誤植を 発見。 やくる〜 との バカ、 どこ 校正し 腐って やがん だ。 ヤ 
クルト 景気で、 ド タマが 溶け やが ったな (俺に 2 力 所 も 分かる って 
こた、 普通の 義務教育を 受けた 人間が 読み や、 6 力 所 くれめ っけん 
のか も)。 

問題は 今日の 昼飯。 まず 頭に 浮かんだ のが、 好物の 冷やし中華。 
写植の 「公栄 社」 に 行く 途中に ある、 地下 一階の 「秀繭 」 の五 目 冷 
やし 中華は、 具 も リッチで 憩くない し、 大盛りに する 必要 もない く 
らい 量 も あんので'  これで 決まりと 思っ てたら、 考えれば 咋口も 例 
の 「亀 鶴 啦」 (中華 もやっ てる) で、 冷やし中華の 大盛り (650 
円) を 食べた ばかり。 

前に も 触れた この そば 屋 さん、 決してうまい わけ じ やない けど、 
家族 的 雰囲気と 値段の 安 さ、 そこそこの 味を 買い'  俺 や吉田 婆ち や 
んが ひいきに してる。 今時 冷やし中華 600円 は 安いし、 大盛り 代 
力た ったの Q m というの も 感動させる。 使っ てる 玉子 焼きが、 ィン 
ス タント 食品み たいで ちと 泣ける けど、 全体としては 許せる。 ただ 
2 日 続けて 冷やし中華は と 思い悩んで いると、 いきなり 飯 田 橋 駅の 
法政大 側の 『勝馬』 の 前に ある、 「ファミリー」 という カゥンタ ー 
だけの カレ I 屋の 、ナポリタンと ミニ カレー セット (560円) が 
ボンと 頭に 浮かぶ。 

じと ついて ると、 ピ リツと した 物が 食べた くなる しね。 この 店の 
メ ニュー は、 その 盛り合わせが えぐい。 特に この ナポリタンと カレ 


丨の セットの 場合'  でかい サラに 2 品が、 ポンポンと 区分けして 盛 
られ てんのは 言うまでもな いけど、 それぞれに、 フォ ークと スプー 
ンが 添えられ てる。 上から 見る と、 初期の 無人 人工衛星み たいで、 

カツコい いったらない。 

が、 カロ リー 上は 問題。 とにかく 油っ こい。 一時は o キロ 台に な 
った 俺の 体重 も、 近頃は o キロ 台。 | 昔 前の ように、 Q キロ オ j バ 
— ってな こた、 水泳の おかげで ない けれど、 外見 だけでなく 血 Tr に 
も惡 い。 ここは グ ッとガ マン。 久 々に 神 保 町に 行き、 司書 房 や日大 
法学部 図 省 館の 近くに ある、 「わいわい」 の 並 カレ ー (3  50 J ) 
にしようと、 ちんたら 歩き 始める 0. 

6 月 も T 旬になる と、 街 行く 娘っ コ 共が 薄着に なんので、 スケべ 
中年は 眼が チカ チカ。 くらくらしながら 「わいわい」 に 向かっ てい 
ると、 道順から いって、 どうしても" 安いうまい 量が 多い" で 知ら 
れ る洋盘 屋 、「清水 亭」 の 前を 通らざる を 得ない。 「ここの サイコロ 
ステ ーキ 定食 (1000 円)、 うめんだ よな。 けど デブる し。 いや、 
ここのに や 全て 野菜 サラダが ついて るし、 それほどの カ ロリー じ や 
… 。いやいや、 やっ ぱよ そう。 あんなの 愈べ てち や、" 異性体 験の 超 
少ない M 子の 男 版"、 つまり、 単なる デブに なっち やうよ」 てな、 わ 
けの 分からん こと 考えて るう ちに、 気がつけば 「わいわい」 の カウ 
ンター じ やなく、 地下の 「清水 亭」 に ド ッカと 座っ てるの だから、 
欲望の 制御の 効かない 中年て 怖い。 

さすがに サイコロ ステ ー キ ではなく、 注文した のは 大好物の ハヤ 
シラ イス。 「お待ち どうさ ま / 」 主 蜜と 野菜 サラダ、 ス ー プが 、卜 
ン 、トン、 トン / 「うっひよ〜っ_」が、果たしてサイコロステ 
丨キ と、 どっ ちが カロ リ ー が 高 かった のかと 考える と、 はなはだ 疑 
問が。 ちゆ 一の もこ このは、 ライス、 ハヤシ 共に、 洗面器 一杯 くら 
いの 量が ある ばかりでなく、 牛肉 もヤ ケクソ ってな 感じで、 普賢 岳 
の 麓の 岩石く らいの が ゴロ ゴロ… してた はずな のに、 8 分 もたけ 


つと、 全部 オィ ラの 腹の 中へ。 だめ だ こり ゃ。 go キロ 台に なれん の 
は、 一体い つの こった か… (700 円)。 

ここまで 来る と 神 保 町の 本屋 も、 一応は 見物し とかない とねっ て 
ん で、 テク テク。 むろん、 エロ 漫画 類を 追放し 切っ ている、 「書 泉 
ブック マ ー ト」 、「書 泉 グランデ J、 「高 岡 書店」 てな 所に や 用は 一切 
ない。 まずは 「東西 堂」 へ。 よくも まぁ、 こんだ け 揃えました な。 
ほぼ 全社の 物が ぁるが、 一水 社の だけ 余り 見かけない。" 秋 葉の ま 
ん 森" こと、 「秋 葉 原 デ パ ー ト」 内の 「明 正 堂 書店」 になる と、 逆 
に 一水 社の 物 ばっ かなんだ けどね。 

ゆっくり 見て る 間 もない 混雑 振り。 中で も 邪魔な のが、 エロ 本を 
大量に 買い込み、 両手に 紙袋 下げながら、 早く 帰宅して マスっ てり 
やい いものを、 名 ごり 惜しい らしく、 店内を 夢遊病者み たいに フラ 
ついて る バカ。 邪魔な だけでは なく 気味 悪い し、 終い にや そいつが 
マスこいて るフ ヌヶブ ラまで、 想像力の 豊富な 俺な ど 映像 化しち ま 
うわけ で、 カンボジアに でも ソマリアに でも、 エロ 漫画と 一緒に 派 
兵し ちまえ って 思つ ち やう。 

それに、 普通の 本 や ビデオは ともかく'〃 オナニ ー グッズの 買いだ 
め， だけは したくね え。 カンボジアに 戦いに 行く 自衛隊 員 や、 何 力 
月 もの 遠洋漁業に 出る 船員なら 分かる。 けど 今は、 どんな 山奥の 村 
の 本屋に だって、 池 田 大作 セン セの 御 本と エロ 本 だけは、 完備して 
マス。 この 手の バカが、 毎日 押し入れから 一冊ず つ、 新しい エロ 本 
取り出し ては 抜いて るかと 思う とゾッ 。法的根拠は 一切ない が、 才 
ナニ ー グッズは 1 回 3 点 以上は 絶対に 買うべからず。 それが、 女に 
縁の ない マスカ キ 野郎の、 最低限の ダン デ イズムで ある。 ( qq .  8) 

1 一 ふあんと む、 谷 内 和 生、 D 〇 N K E  Y 
の 共通 項。 


「池 袋 シネマ. セレサ」 や、 「大井 武蔵野 館」 あたりに 比べる と、 
実に 保守的な 番組っ き ゃ 組まない 「文芸 坐 J には、 近頃め っきり 行 
く 回数が 減っ たけ ど、 やっ ぱ 月に 一度く らいは 顔を 出して る。 先日 
も ふらふら っと、 エルンスト. ルビッチ 特集を 観に 行く。 少し お腹 
がすいた ので、 「文芸 坐 2」 の 先の 「ファミリー マー ト」 で、 カレ 
1 パンと ゥー ロン 茶を 買っ たの だが、 レジの お姉さんが、 お金を 払 
った 後で 手を 差し出す。 「？」 僕が 「文芸 坐 シネマ •ブティック」 
で 買っ た 本を 脇に 抱えて いたので、 一緒に 白い ビニー ル 袋に 入れ ま 
しようと 言っ てるの だ。 「ありがとう/.」 Q 年 振りに 出た 中 山 信- 
郎の 映画評 論集、 『ぼくの シネ ロ ー グ』 (GI ブック ス -  2500 円) 
が、 カレ— 臭くな るん じ ゃと 思っ たが、 素直に 従う。 今時 珍しく 気 
の 効く 女子 店員 だが、 それより 何より、 こ一 ゆ 若い 姉ち ゃん に 優し 
くされっ と、 妙に ゥキ ゥキ しちゃう のは、 やっ ぱ奶 男の 業。 発情 中 
学 氓の、 ゥン コ 座りの これ 見よ がしな タバコ ス パス パ 景色が、 笑え 
ません ね/ 

「文芸 坐 2」 の その □の 番組は、 『生活の 設計』 と 『天使』 の 2 本 
立て (一般 1200 円)。 『虫 活 の〜』 は、 えらく エロい との 前 評判 
を 聞いて たので 期待して たら、 その 通り。 素直な 反社会的 思考に ゃ、 
「分かり まっ さあ」 とうなず くしかない。 こ一ゆ 映画を 容認す る 社 
会は、 捨てた もんじ ゃねえ と、 制作され た 数十 年 前に 思いを はせ つ 
つ、 抜群の 題名 センスに も 感心。 が、 全体の 出来は、 従来 観た この 
人の 作品に 比べる と、 ちよっ とま だるっ こしい。 

もう 一 本の 『天使』 は、 マレ I ネ •デ ー ト リッ ヒ 主演。 陰気な フ 
ァッシ ョンの ミ ー ハ I 姉 チャンが 来て るは ず だよ。 この 作品への 予 
備 知識は 皆無だった ので、 最初は 口を ポカン と 開けて 見物す るっ き 
ゃな かった。 人妻の 浮気 映画なん だが、 えらく ハ ー ドボイ ルド タッ 
チ。 台詞 も 音楽 もビ シバシ 決まり まくって、 あれよ あれよ という 間 
に、 ジ * エンド。〃 女坂 『カサブランカ』" と 言っ た 所で、 観 終えた 
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後 も 口を ポ カン。 40 男が いつまでも 大口 おっ 開いて、 ョ ダレ 垂れ流 
してる わけに もい かんので 蕨に 帰り、 いつもの 焼 鳥屋、 西口の 「安 
丘 ハ衛」 に 寄り、 ビー ルと つくねを 2 本 タレで 頼む。 デ ー トリ ッヒの 
ハ . ~ ドボィ ルド 映画の 余韻を'  焼鳥 屋で 味わう 所が ォツ なんですな 
と、 自分に 言い聞かせて どうしよ ってんだ ろ。 しかし、 これ も ハ ー 
ドボィ ルドの 一 種な のか もと、 既に 酔い 始めた 頭の 中で'  自慢話の 
浊白を 始めた 所を 見る と、 今夜 も 悪酔いは 必至 か。 

二日酔いの 頭を 抱えて 事務所に 出れば'  机の 上は 先週の 金曜の 夜 
片 づけた まま ビカ ピカ。 「 !? 」 予定では、 コラム 原稿の FAX が 3 
本分 C 〜 比 P、 漫画 原稿が 3 本で 約 gp くらいは、 持参 及び 宅急便 
で 入 稿して なければ ならない。 「やくる〜 と セン セよ、 何も 入 稿し 
てね えの かよ、 マジで？」 「ええ、 マジで 何も。 今頃 こんな だと、 
月 未が 思い やられます」 「… ……」 まずは コラ 厶陣の 一人、 杉 作 J 
太郎に 電話。 一応 本人は 出た が、 ノ ドを やられた とかで 声が ほ とん 
ど 出ず、 会話が 成立し ない。 ただ' 「け… 傑作です。 『ゲン セン カン 
、 P 人』 は大 傑作です」 との 声の みかす かに 間き 取れる。 俺み てえ な 
石 井 輝 男 マニアに、 今 さら 宣伝しても ff; 方な かろう。 『レモン クラ 
ブ J の コラムが こんだ け 遅れて ち ゃ' 『Mate』 の 漫画は-体い 
つになる こった か。 最近 売れっ コ になって 来たらし いが、 義理堅い 
奴の こと。 うちあた りの (:!•: 事 も 断 わるに 断 われず" ヒィ ヒィ 言って 
んだ ろうから、 ここらで こっち が 気を 効かせて、 楽に してやる か。 

同じく コラム 陣の 一人、 北 先 水 人に 電話。 留守電 だ。 ったく もう。 
でもい いや、 この 人は 今回で 終わり だし" よく 一年 もガ マンした も 
ん "コラム なんて 漫画 誌に とっち ゃ 刺身の ツマ だから、 よっぽど 面 
白くない 限りは、 締め切り 守る のが 第一。 遅れる 奴は バンバン 打ち 
切る のが 僕の 主義。 次の ライタ I は 未定 だけど、 どんなに つまらん 
ヤロ でもい いから、 締め切りを 守る 奴に しなく ち や。 残る 一人は 例 
の M 子 ◦勤務先に 電話し ようと も 思つ たが'  彼女の 数多い 男 友達の 


一人と 思われて は、 照れ臭い ので 止める。 M 子の こったから 今夜 あ 
たり、 ポストに グリグリと イン サ ー トし とくこつ てし よ (その 通り 
でした)。 

次は 漫画家 陣。 今月は〃 たりら りらん 漫画家 グル ー プ 〃の両 巨頭、 
ふあんと む & 谷 内 和 生が いやがる だけに、 相当の 覚悟は している も 
のの、 やはり 頭 も、 切れ痔 も'  十二指腸 も、 咋夜 はがした 右足 親指 
の生プ メ も'  ヒ クヒク としきり に 痛む。 「只今 出かけて おります。 
御用の方は 発信音の 後に…」 2 人 共 これ。 何が 出かけて る だよ、 こ 
のた りら りらん ヤ セギ スオス オタクと、 たりら りらん 三重 アゴ メス 
豚 オタクが っ // オメ ー らが 趣味で、 編集の 原稿 催促の 電話の 声を 
ラジオ 代わりに 聴きつつ、 ド ポンチ 絵描きを 飛ばして るっ てな あ、 
有名な 話 だ。 さらに まいな あぼ ぉい。 旦那は ちゃんと 家に いたが、 
夏コミ 用の 本 作りで 原稿が 遅れて る。 熟年が 同人 誌 やっち ゃい かん 
とは 言わね えが'  もう 30 過ぎたん だし、 ゴルフ やる とか、 吉田 婆ち 
ゃん みたく、 ハゲが ハゲ山 EE0 ざすと か {別名 ロッククライミング)、 
少しは 考えれば。 

最後に DONKEY に。 今度、 漫画 屋の 企画で、 DON の 字の 単 
行 本、 『ぽ わぽ わに ゃん にゃん』 を 桜桃 書房で 出す 予定に なっ てん 
だが、 ヵバ f 原稿を ちっとも 持って来ない。 「何時に くんだ よ？」 
「5 時、 5時にゃ間違いありません_」結局、その日は姿を見せず、 
実際に ムレ 肉の 立ち 歩きが 目撃 出来た のは、 翌 々日の 5 時 (その 間 
のこ ちらの 電話には 居留守を 使う)。 「どうも…」 「今頃 何 だ // :  テ 
メ— 確か 一昨日の 5 時に…」 「キ ャイ〜 ン罾 そんな、 塩 山さん の 

誤解す よ。 僕は 今日の 5 時と 言っ たんすから あ」 「 . 」 長生きし 

ろっ ての。 -93 *  9) 
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関西 人の ダン デ ィズムに、 トレン 
I チコ ー トは 要らない。 

とま あ、 本来は 9 月 中に 発送せ ねばならない、 『真実 新聞』 第 Q 
号 (終刊号) が一 行 も 出来て ない のに (全国 約 1 万の 定期 購読者の 
皆様、 ゴ ミン ゴ ミン。 A 月 0 日 現在、 相変わらず 一行 も 書いて ない 
けど、 月末まで には 発送す るつ もり あるよ。 今回は、 諸君の 定額 小 
為替を、 換金して 飲み代に まだして ないせい か、 全く 執筆 意欲が わ 
いて 来ない あるね。 t 久 々に 読んだ 阿宫美 亜の、 『極 辛 香港 小 姐』 
の 影響 ある)、 遂に 念願の 大阪 見物を、 A 月 0 〜 Q □にかけ て 決行 
いたし やした。 

W 日夜 9 時ち ょい 過ぎに 新 大阪に 着いた 俺を'  約 800 人の 本誌 
読者が' 「熱烈 歓迎 / :」 の 横断幕を 持って ホ ー ムで出 迎えた… と 言 
いたいが、 実際に 出迎えた のは、 育ちと 頭の 惡 さが 露骨に 投稿 ハガ 
キに出 てるた め、 各方 面から 毛嫌いされ ている、 スク ー デリア 藤 原 
( Q 歳。 童貞。 以降、" スク 藤， と 略す) ただ 一人。 いきなり、 「ど 
うです か、 大阪 は？」 だと。 バヵ ヤ ロー、 どっかの 三流 レポ— タ ー 
が、 四 流 外タレに 空港で ィンタビュ ー してん じ ゃね えぞ/  駅の ホ 
1 ムに 着いた だけで、 その 街の ことが 分かる か // 

まずは 天 王 寺 駅に 向かう。 I 日 目の 宿泊先は、 「天 王 寺 東 映 ホ テ 
ル」 だす。 何で 天 王 寺な のかと 言えば、 2 年 前の 大阪 見物で 行けな 
んだ 、新世界： 一:: 近を 徘徊す るのに 便利 だし、 案内 人の スク 藤が、 隣 
接する 阿倍野に 住んで いるから。 ホテルに 荷物を 置く と、 夜の 街へ。 
「とにかく、 お好み焼きで ビー ルで も 飲ん べョ」 目 ざした 店は 休み 
で、 「ここ も 割と 有名 だし、 いん やないで すか」 という スク 藤の 言 
葉を 信用、 「千 房」 なる 店に。  ， 

で、 地層が 何 層に も 重なつ たみたい な、 コレ ステ ロール 焼きを パ 


ク パク 食べた のはい いが、 強靱 さでは 有名な 俺の 胃 も、 初口から ス 
トレー ト パンチを もろに 一発 くらつ た 様子。 むろん 下痢した わけ じ 
ゃない し、 食べて る 間は それなりに おいしい の だが、 余りに 過剰な 
マ ヨネ ー ズ'  ソース 、油の 結束 力に、 胃が あきれち まったら しい。 

"うどんの 仇を お好み焼きで 討つ" とで も 言おう か、 よくこん なの 
を パクつ いてて、 こちらの 人の 胃は めげ ま へんな？ (特に この 店 だ 
けが 油つ こいわけ じ ゃない みたいだ し)。 

スク 藤の せい も ある。 以降 まる 2  口 間 悩ませる ので あるが、 こい 
つやたら ベタ ベタく つついて 来て、 気色 悪い つたらない。 Q 年間の 
童貞 生活の 疲れで、 相手は 男で も 女で も 良くな ってん のか も 知れん 
が、 俺は アバ タ、 ヅラ 童貞 野郎の 精液 漬け M 年 モノなん ぞ にゃ'  興味 
ない つて。 キヨ ロ キヨ ロして ると この 地 じ ゃ、 男 同士、 女 同士って 
のが、 やたら ひっつ いてんな。 人間て な ぁ 親しい 仲で も、 もちつ と 
距離 おかな あかんで と、 説教した くな ったが 余計な お節介 か (韓国 
もそう だった。 それ ももっ と 極端で、 肉体関係 もな さそうな 男 連れ 
が、 ギュッ と 腕組みして たりして た。 あの 地は 気候が 寒い せい も あ 
んだ ろうが、 関西 風の ひっつきの 理由は…？)。 

スク 藤と 天 王 寺 駅で 別れて ホテルへ 向かう 途中、 うどん & そば、 
洋食 兼 飲み屋と いった'  俺 好みの 「すぇひろ」 なる 店を 見つけ、 フ 
ラリ 入る。 結構 混んで て 相席。 簡単な つまみは シヨ ーヶ ー スにズ ラ 
ッと 入つ てて、 値段が 表示して ある。 セル フサ ー ビスな のかな。 ま 
ずは、 ビー ルと オムレツを 頼む。 あ〜、 一人で 飲む ビ ー ルは おいし 
い。 関西 味と 関西 人の しつこ さに、 もう 俺 うんざりし てるの かな？ 

オムレツを 待つ 間に、 向かいの オッ サンが 帰り、 ネクタィ ゆるめ 
たサラリーマン風の2人速れが座る。かなり出来上がってる様子。 
が、 悪酔いし てる 風は ない。 「おばち ゃん、 ビ ー ル 頼むヮ 」 「ダ メ。 
うち ゃ、 酔っ ぱ らいに ゃお 酒 出せ へんの や」 「酔う とらん て。 まだ 
まだ や。 ビー ルー 本 だけで いん やから 一 「ダ メ 。さ、 もう 帰ん なは 
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れ」 r 一本 だけで もダメ か？」 {もうこの 段階で 2 人 連れの 腰は、 椅 
子から 離れつつ ある) 「そう や」 (おばち ゃん はこの 間 も 一人で、 あ 
ち こちの テ ー ブルに、 酒 やつ まみを 素早く 運んで いる) 「ン なァ、 
かなわん な ぁ」 とか 何とか 言いながら、 2 人 連れは ヘラへ ラ 笑いつ 
つ 後ず さり、 スーッ と 消えた。 

長々 とお ばち ゃん と 2 人 連れの ことを 書いた のは'  それぞれの 対 
応に 感心した から。 この 手の ことは どこの 飲み屋で も 良く あるが、 
少なくとも 関東 地方、 まして や 俺が かつて 通って いた、 京浜 東北 線 
沿線の、 蕨 や 西 川口では 絶対こう は 行かない。 「ヒック…。 おい、 
オヤ ジビー ル / 」 「今夜は もう 止めと いたら」 「何 ィ？ 俺が この 程 
度の洒 で 酔う 男 だと 思っ てんの か？」 「だってもう 酔って るよ」 「う 
るせ え / ここは 飲み屋 だろ。 黙っ て 客の 言う こと 聞いて り ゃいん 
だ" こ 「おうっ/  下手に 出て るから って 突け 上がん な ョ。 帰れっ 
たら 棉れ // 」 「ざけ ん な / 帰らん たら 絶対に 帰らん。 ビール 出す 
まで 絶対 帰らん"：」 

結局 オヤ ジが 他の 客に 忙殺され てる 間に、 意地で テー ブルに しが 
みついて た 酔っ ぱら いも、 0 分 もす ると 消える の だが、 この間は 店 
内の 客 も かなり 白ける。 が、 前 出の 店の やり取りは、 何とも 互いが 
粋と いうか、 スマー トだ ったので 驚いた の だ。 おばち ゃん のキ ゼン 
とした 所 もす がすが しかった が、 客 も" 酔っ ぱ らいの 意地" なんか 振 
りか ざさず、 ヘラへ ラと 消える あたりの タィミングには、 少 々の 色 
気 さえ 感じた くらい。 

その 夜は ぐっすり 眠れた。 名前から 分かる ように 東 映の 系列会社 
だから、 映画館 同様に 小 汚ない ホテル かと 思いき や'  ピヵ ピヵ。 し 
かも 一泊 9000円 もしない。 続く  2 日 目 も、 「都 ホテル」 にせず 
にこ こに すんだ つたと 反省 (「都 ホテル」 は 天 王 寺 駅の 上に ある だ 
けで 一 万円 もす るし、 後述す るよう に、 ゴキブリ 騒動 も 起きる)。 

翌日は、 スク 藤と ホテル ロ ビーで 待ち合わせ、 いよいよ 新世界、 


そして 签ケ 崎へ と 向かう。 彼が まず 忠告す る。 「塩 山さん、 これ か 
ら 行く 所では'  絶対に 人差し指を 出さないで 下さい。 すぐに ィン ネ 

ン付 けられ ますから j 「. . . 」 ったく 脅かし やが って。 ここ だっ 

て、 結局は 日本だろう と 思っ たが…。  { 02 , 2 

| これが〜 日本 だ〜 僕ら〜 の 国 だ〜 5 

チン ポ 丸出しの 浮浪者は 浅 草 あたりに も 腐る 程い るし、 一 y でシ 
ャプ 中と 分かる 姉ち ゃん も、 最近では そう 珍しくな いが、 「ここら 
が釜ケ 崎の 中心 街です ョ」 とスク 藤に 言われた、 通称 三角 公園 吋 近 
の、 タィヤを 抜かれて 焼けた だれた、 Q 数 台の 単の 群れには ビック 
リ 。公園の 中では 何十 人 もの 労働者が、 たき 火したり 、パク チク鳴 
らしたり、 ただ ボケ ッ としてたり…。 新左翼 系 (懷 かしい 1 S 葉) 支 
援団 体の 物ら しい 看板 も あつたり で、 ここが ブロンクス じ ゃなく、 
日本 だつ てこと をよう やく 知ら しめてい る。 

「ここらで 2 〜 3 枚 撮つ たらい いん とちゃい ます か？」 「ば… 馬鹿 
野郎。 ンな 所で カメラ 向けたら、 命 幾つ あっても 足らね って」 「そ 
うです かね。 いざと なったら 逃げれば…」 「ここらで 育っ た オメと 
違い、 俺は 全然 方向 感覚 ねんだ よ。 オメみ てな 奴は いざと なったら、 
自分 一人で 逃げち ゃおって 根性 だろ しな」 「へへ へ… まさか そんな 
… 。でも さつきから、 塩 山さん だけ ジロ ジロ 見られて ますね え。 よ 
そ 者 だって 分かんで すかね え。 なんで やろうね え」 

よく 足元に その 人の 生活が^ 一る と言うが、 ジ . ^ パン & ジ . ^ ジャン、 
安物の 運動 グツ なのに、 地元の 人が 見れば" 関東の 出歯亀〃 と、 一 
発で 分かっ ちまう らしい。 「塩 山さん、 さつきから 段々 早足に なっ 
てるん とちゃい ます？」 スク 藤に 言われる まで もな く、 歩 幅が どん 
どん 広くな ってる のが 自分で 分かる。. 

しかし 妙な 街 だ。 シャブ 中 女が フラ つく 傍では、 商® がち ゃん と 755 


営業。 焼けた だれた 車の 脇を、 地元民ら しい 短 パンの 姉ち やん が自 
転 車で 駆け抜け、 フル チン オヤ ジの 後ろには 小学校まで ある (さす 
がに 塀は 異常に 高かった が)。 ただし 学生服、 セー ラー 服、 制服 姿 
の警宫 だけは 一切 見なかった。〃 塩ち やん のちょ っと 一枚" (『M  at 

e 連載) 用の 写真を パ チリ パ チリ やり 出した のは、 飛 田 遊廓が 近 
づ いてから という 情けな さ。 「けど スク 藤、 ここらに 比べる と 新 世 
界 なんて、 全然 健全な 街 だな ぁ」 「真っ昼間 だから やないで すか。 
夜ん なると、 もう 僕らで もちょっ と あの 辺は…」 「なら 三角 公園 あ 
たりは、 どない なっと るん じ や？」 「想像 もつ きません」 「 . 」 

釜ヶ 崎の 迫力と 臭気に ノック アウ トされた その 日の 夜は、 難 波で 
由 瞳 綺麗 セン セと 待ち合わせ、 彼の 特集の 『オレンジ クラブ』 の 打 
ち 合わせ かたがた、 居酒屋で スク藤 も 交えた 3 人で 飲む。 若き H の 
峰 岸 徹を 、色白に したよう な 美少年の セン セは、 デビ ユ ー した 頃は 
まだ 童貞だった とかで、 それを 間いた 現役 童貞の スク藤 が、 妙に 力 
づ けられて いる 様子な のが アホ らし かった。 セン セは 『Mate』 
1 月 号から'  完全 復帰す る ことに。 

前 H は新阯 界 、釜ヶ 崎、 飛 田と、 関西の ゴー ルデンコ ースを 見物 
したので、 翌日は 通俗な 観光 コース も 少しと 火 阪 城へ。 この 城から 
は、 大阪の 上辺し か 見えない ようになっ ている。 大阪の 役人 も 知恵 
を 絞っ とんの だろう が、" 逆コ ー ス， をた どっ て 来た 俺には、 ギャグ 
としか 感じられない。 

「昼飯は？」 「京 橋の あたりが いん とちやい ます か？」 「遠い のか？」 
「散歩 かたがた 歩いて みま ひょ」 散歩の 割には ハ ー ドだった が、 ガ 
1 ド 下に ゴ チャ ゴ チャ、 飲み屋 だと かう どん 屋が 密集す る 地域へ。 
うどんは もう 飽きた が、 中華 もも たれる しと 思案して ると、 回転 寿 
司が 一舒 。「元禄 寿司」 なら 入る 気 もなかつ たが、 ギヨ ー ザで 有名 
な 「王将」 の 看板が かかつ てた ので、 「こんな ことまで やっとん の 
か？」 と 入る。 


驚いた のは 寿司 屋だ というのに、 レバ 刺しが 回って 来た ことで あ 
る… と 思っ てよ く 見たら、 色の 惡い まぐろ だっ た。 もっ と 驚いた の 
はスク 藤。 「寿司なん て 久しぶり やな あ」 とか 言いながら、 その レ 
バ 1 ぐろ の m を さっと 取り、 「シヨ— ユ はこれ です か？」 と、 お茶 
用の 湯の 出る レバ ー を 押そうと する。 「お前、 回転 菏 司は 初めて 
か？」 「小学生の 頃、 おかんと 12 度…」 関瓯の 貧民 も、 なかな 
か 凄味が ある。 店の シヨ ー ユ がまた 笑わせる。 ワ サビ 入りな の だ。 
だから この 店の 寿 1 E は、 才—ル サビ 抜き。〃 社長の 愛人の 実家 か 何 か 
が、 この ワ サビ 入り シヨ ー ユを 製造し てんの だろう か？" と、 つい 

あらぬ 妄想を。 

かの まぐろから 見て、 この 店 じ や 火を 通さぬ ネタ は j にしない 方 
がいいと 悟った 俺は、 穴子を 取り タレを 塗る。 スク藤 も 塗っ てんの 
で、 奴 も レバ まぐろに 恐れを なし、 穴子に した かと 思っ て 見れば、 
ィヵ 刺しに 塗り まくって いる。 あえて 注意は せず、 以降は 奴と なる 
ベく 口を きかずに、 他人の 振りを する。 

2 人で ビー ルを 2 本 飲んだ せいか、 少しい い 気持ちに。 ふと 見る 
と、 いかにも 2 階 あたりに、 H 漫画 類を ワン サヵ 置いて そうな 雰囲 
気の 書店が。 「ここ 来た こと あっか？」 「いえ」 「何となく、 H 漫画 
の {'土 庫って 匂いが する ぜ」 「そうです かねえ」 気の 進まな そうな ス 
ク 藤を 尻 固 に、 2 階に トン トンと 昇る と、 ある わ ある わ、 〇 漫画の 
山。 妙に 一水 社 関係の 単行本が 多く、 『M  a  te』 や 『ホット ミル 
ク』 が 山積みに なって る 割には、 辰 巳 や 富 士 美の 物が 大してない 非 
常に 渋い 趣味の 店。 「大阪 書店」 とか 言い ましたな (ちなみに 通 天 
閣の すぐ 下に も、 H 本屋が ありまし てん： ビデオや 大人の オモ チャ 
に 混じって H 漫画が あったん やけど、 なぜか 一冊 残らず 辰 巳と 富士 
美の 物 ばっ かで、 同社の 営業 力に ゃ 脱帽す るし かなかった もん や)。 

天 王 寺 駅の 「都 ホテル」 の 部屋に 帰る と、 昨夜 殺して おいた セ ミ 
みたい な ゴキブリの 死骸が、 部屋 掃除して ある にもかかわらず'  片 


136 


♦第 2 章 • 凡人 回想録 ♦ 


づけて ありません。 こんな 物は'  客0ら 処理すべき との 配慮で しよ 
うか？ (詳しくは 『M  a  t e l 月 号の、" 塩ち やん のちよ っと 一 
枚〃 を 参照) その 夜は、 週末の 咋夜 みたい な 暴走族の パレ ー ド もな 
く、 本当に ぐっすり 眠れは した ものの'  ジャンジ ャン 横丁で、 ゴキ 
プリの 串焼きを 無理矢理 食べさせられ、 それが また なぜか 美味で あ 
ったと いう、 奇怪な 夢に うなされた のでした。  (例 • 1) 

1 一う ちの 娘に I 指たり とも 触れさせ 
一る もんか / 

仕事柄、 ではなく、 年頃の 娘を 2 人 持つ 父親と して 『美少女 戦士 
セー ラー厶 1 ン R』 を 観に 行く。 その 「高 崎 東 映」 は、 つい 2 力 月 
程 前 『新 宿 鮫』 を 観に 行っ たら、 封 TI り 後 数日を 経ぬ 祭日の 午後に 
も かかわらず、 全 観客 数 7 名と いう、 冷え冷え とした 景色を かこつ 
けて いた 小屋で ある。 いくら 何でも 今回の 番組で それはないだろう 
と 思って いたら'  やはり" 一応“ は 立ち見まで 出て いて、 かなりの 

熱気。 

なぜ〃 一応， なのかと 言えば、 ±1 事柄では なく、 年頃の 娘を 2 人 
持つ 父親と して、 種々 の アニメ 番組を 観に 行って るが、" かなりの 熱 
気， であるのは 認める ものの、 その 熱気が 割と 表面的と 言う か、 ク 
—ル であるの が 分かる の だ (昨今、 壊滅 的な 不入りに 泣いて いる 東 
映 系の 小屋ら しく、 早々 と 暖房を 切っ てし まった せい も あろうが。 
いや、 ひよ っと すると この 日の 暖房は'  朝から 観客の 熱気 オンリ ー 
だった のか も)。 

東 映 系 アニメの 常と 言つ てし まえば それまで だが、 例によって 脚 
本は あつて なきが 如しと いう 点が 主因だろう。 オス ジャリが メイン 
の" ひっぱたきつ こ アニメ" なら それでも いんだろ うが、 より 合理 
的な メス ジャリ 相手では、 この パ ターン はそう 何度も 通じない 気が 


する。 彼女 達が ク ー ルな の も、 そこらに 理由が ある 気がする。 TV 
とは 違う 何 かを、 ナンポ かの 小遣いを 払って 観に 来たのに、 結局は 

,吹画 ^ でも下〉と 同 じ セ^ — ラ I ムーン やつて た" という'  フアン 

特有の 確認 行為を する に 終始した と 言った 所 か。 確認は 一 回 すれば 
充分。 「わざわざ 映画館に 行く 程 じ ゃない ョ」 との 女の コ 同士の 口 
コ ミで、 R? ッボ ミになる 番組 かも。. 

『キネ マ 旬報』 には 「興行 価値」 というべー ジが あって、 大高宏 雄 
という、 かつて 『Mate』 で 例の 好き者 M 子が、〃 映画の ミニコミ 
誌を 出して いて、 映画 雑誌に もべ I ジ持っ ている、 グン ゼの パンッ 
をはいた、 1 〜 2 度 SEX した だけで やたらに しつこい、  OH とい 
う ヤな奴 ，と 書いた 男に、 やや 似 かよった 経歴の 男が 担当して いる。 
そこでは、 「.•■〃女の コ" 主体の 興行になる であろうし、 その 偏り 
が 興行の 枠を 挾めて しまう だろう。 配 収 8 〜 Q 億に 収まれば、 成功 
と 言っ ていい 類の アニメの 映画化に なると 思う」 と 予想して いる。 

グン ゼは ともかく、 中国 製の ガラパン をはく 俺から 見る に、 3 億の 
大台は、 絶対に 無理 だと 思う の だが一。 

で、 やっ ばし いました。 子連れの 父親に しては 妙に 若く、 家族 連 
れの 間に ポッン とは さまれ て、 付近の 大人に 変質者 扱いされ て 孤立 
してる 奴と か、 席まで 行く 勇気が なく、 浅 草 あたりの 映画館の ホモ 
客みたい に、 後ろの 壁に ヤ モリみ たいに 貼り付い てる 連中。 特に 舆 
気のない" ヤ モリ 連中， ときたら、 213 人 連れが 多く、 付近から 
浮いて いる ことおび ただしい。 俺ら 一家 も 最初は 立ち見。 連中が 異 
様な 雰囲気を 漂わせて いたので、 思わず 娘 達を 両手で ギユッ と 抱き 
しめ、 「貴様ら のよう な 野獣に'  うちの 娘を 一指たり とも 触れさせ 
る もんか / 」 と、 心の中で 叫んで ました。 

野獣で 思い出した けど、 あれって 怖いです ねえ。 最近、 岩波 文庫 
でも 出た、 H*G ゥヱ ルズの 『モロ} 博士の 島』 です ョ。 Q 年代の 
ハッ テン 場と して 余りに も 有名だった、 新 宿 「西ロ パ レス 座」 で 観：： J 


た 『ド クター モロ ーの 島』 という 映画化 作品は、 余りに チャ チ だっ 
たけ ど、 原作が ここまで 凄惨な 描写に 満ちて いるとは。 遺族の ハン 
コ さえ あり ゃ、 勝手に 臓器 売買 も 公に 認められち ゃい そうな 今 読む 
と、 余計に 恐怖に リアリティが 増す (『ド クタ ー モロ ーの 島』 は、 
『ガントレット』 の 併 映だった。 そ、 バスが 銃で ハチの 巣に なんの 
に、 なぜか 最後まで パンク しないって 変な 映画。 音楽を 薬で 廃人に 
なった と言われ ていた、 アート •ぺッ パー が 担当。 復活の 契機に な 
ったら しい。 そうい や 漫画 屋 でも、 近頃は よく 彼の CD が 流れて ま 
す)。 

野獣と 言えば 忘れられな いのが'  ディズ ニ ー の 『美女と 野獣』。 
ようやく ビデオで 観ました。 『アラ ジン』 同様、 コンパクトに まと 
まったい い 映画です が'  似た ような のをもう 一木 観せられ ると ゲッ 
ソリ すん ので、 もうこの 路線は 止めて 欲しい。 破綻が なさす ぎる 作 
品は 度が過ぎ ると、 破綻 だらけの 映画を 観せられ るより、 時には 腹 
立たし くなる (映画 版 『セ ー ラーム ー ン R』 は、〃 破綻 だらけ， の 次 
元に も 達して いない)。 

遅れば せながら 『グラン. ブルー』 も 観たん です が、 野獣 役 エン 
ゾを 演じた ジ ャン. レノつ て、 『アット ー テキ』 の タコ多 田に、 余 
りに 顔が ク リソツ なので ビック リ 。むろん、 この タイプの 顔の 最低 
バ ー ジョンが タコ多 田で、 最上が ジャン. レノ だとい う大 落差は あ 
んのだ が、 似て ますって。 声が もっと 低く、 背が 高くて やせ てれば、 
〃西 新橋の エンゾ" として、 安 飲み屋の 姉ち ゃん にゃ、 もちっ と 持 
てた かも。 

そだ そだ、 o 年中に 未だ 『真実 新聞』 第 0 号が 届かなくて、 お 怒 
りの 全国 1 万の 読者 諸君 / 年末から 年明けの 休み中には、 絶対、 
もう 死んでも、 いや 死んで は 書けない が、 そんな 覚悟で 執筆す る 決 
意な ので、 たかが 500円 くらいの こつて、 そう カリカリ しちやい 
や ざます。 


大の 男が (大の 女 も)、 そ一 ゆ 一 小せ えこと で 感情的に なっち や、 
値打ちが 下がる って もん。 筛 かに、 『真実 新聞』 が 1 部 5000円 
くらいすん なら、 そ 一 ゆ 一 状態になる っち ゆうの も 分力る'  けと 
たった その Q 分の 1 のこっ ち やないで すか。 もっと ド〜 ンと 腰を 据 
えて、 「来るなら 来い / くたばれ ニミッツ、 マッカー サ ー〃：」 て 
な、 大和魂 溢れる 態度が とれね えもん かね (この 新聞 も、 俺み てえ 
なのが 一人 も 読者に 紛れ込んで なくて、 本当に 良かった ね)。 

駄作との 前 評判の 高い 『ゴジラ VS  メカ コジ ラ』 も、 絶対に ガキ 
共が 観に 行く ってんだ けど'  何とか ごまかせ ねえ かな。 駄作で もこ 
の烟は 許せち やうから、 やっ ぱ 行く か…。  (制.^ 0 

ー テ メ ー の 原稿の 遅 さを 棚上げに し 
一て、 自己主張 する 谷 内 和 生の けな 
1 げさ。 

めっ たにない こと だが、 約束の 口に ネ ー ムを 持って来た 谷 内 和 生 
婆ち やん が'  言いて えこと を 言って 帰った。 「塩 山さん、 何でもい 
ん です けど、 私を〃 婆ち やん" と 呼ぶ の だけは 止めて もらえません。 
私、 吉 田さん とは 一回り 以 h も 違う、 嫁入り 前の 娘なん ですから」 
「ずいぶんと アゴの たるんだ 娘 だな あ」 「年と アゴは 関係ないです。 
ネ ー ムの 誤植 も 多すぎ ますよ'  年末 だからって。 密教の 呪文なん か 
全然 遠う し。 どこ 校正し てんです か？  意味が 通ん なくなっ てます 
ョ」 「わり わり。 けど、 ぺ ー ジ順 間違われな かった だけ、 ありが て 
えと 思 うんだ な。 年末に 下 版した 物の 中に や、 ぺージ ミスした 雑誌 
が 2 〜 3 誌は あるん じ やと 覚惜 してた が、 今ん 所は 抗議の 声 も 上が 

ってね えんで'  ホッ としてんだ」 「 . 」 

提案。 ヤヶ ジョの 中に、 次号から" 赤 ペン 読者 コ ー ナー "を 作り 
ます。 これは 諸君が 見つけた 誤植を、 なるべく 編集が 傷つく ように、 
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品位な く あげつら うって 渋い 企画 (ちなみに、 送りなん ざ あ 誤植の 
範囲に 入らん ちゅう、 この 業界の 元々 の 国語 水準は わきまえた 上で 
応募し ろよ)。 もっ とも、 新年から 塩 山 班に も" グァム島 生まれの 
ジミ— 大 西" 風の 新人が 入り、 やくる〜 とと 俺に 少し 余裕. が 生まれ 
たので'  多少の 誤植は 減る 可能性 も… ねえよ な あ… (㊣ 班の ジミ 
1 君 も、 例の 募集に あの 風貌で 応募す るとは、 相当な 度胸。 近頃、 
毎 U 読者に 監視され つつ 仕事して る 心境)。 

言いて えこと を 言って、 もう 谷 内 婆ち ゃん 帰っ たかと 思っ たら、 
ゥロゥ ロ しつつ 一言。 「(下痢を こらえる ような 声で) あんのう' 
r レモン クラブ』 の ハガキ 見せて くれません？」 「うん。 けど 婆ち ゃ 
ん 、俺が ハガ キをネ ツゾー してる と 思つ てんじ ゃねえ の？ ここに 
ちゃんと 来 てんだ から。 鉛筆で くくって あんのが、 採用した 部分 だ 
ョ 」 「いえいえ。 別に そんな 疑っ てる わけ じ ゃない けど…」 「コ ミケ 
じ ゃどう だった。 同人 誌の 売れ行き？」 「思った 程じゃなかった で 
すねえ。 あちこちで 宣伝した 割に…」 「だろう な あ。 いつまでも 谷 
内 だ、 DONKEY だ、 まいな ぁだの 時代 じ ゃねえ もん。 そうい や、 
くし だ あしゅら の ガキの 同人 誌は、 1 時間で 1000 部 売れた とか 
言っ てた ナ。 『Mate』 の おかげで すと、 調子い いこと も 言っ て 
たが」 「私なん かもう、 すっかり お 婆ち ゃん の 世代 だし…」 「な、 俺 
も 全く 根拠の ねえ こと 言っ てんじ ゃねんだ。 それよ か ンなフ ァクス 
の 横に 突っ立っ とらんで'  ハ ガキは ソファで 読めよ」 「やです よ〜。 
あの ソファで、 塩 山さん 時々 宿泊して るって 噂 じ ゃないで すか。 気 

色悪くて そんな ソファに なんか…」 「 . 」 「そり ゃそうと'  弘田 

三 枝 子の CD、 必ず 貸して 下さいね。 良かったら 私 も、 藤 山 一郎の 

CD 持って来 ますから」 「 . 」 今後は 吉田 婆ち やん は吉田 おば 

さんと し、 婆ち やん は 谷 内 和 生の みに 用いる とすつ か。 

んなこ ん なで、 舛年 もろく でもね え 毎日が 過ぎて 行く の だが、 た 
まに やうれ しい こと も。 事務所の イマ ジオ MF 530 が、 先週の 金 


曜の 夕方、 いきなり 2Q P の コンテを 吐き出し たの だ。 題して 「戦え 
っ / す 一 さんっ / 」 そう。 妖華 御大の 久 々の 復帰 だ (事前 予告 もな 
く、 いきなり コンテを 送って 来る 所が 奴ら しい)。 {元 全に 復調した 
わけではないだろう から、 2 力 月に 1 本が いい 所だろう が、 今後は 
『Mate』 に 専念させる ので、 復帰 予定の 4 月 号 か 5 月 号は 必ず 
買っ てネ (ちなみに 『Mate』 とは、 A5 判 平と じの 520円 雑 
誌で、毎月还口発売の一水社の本。むろん@の無責任編集雑誌。 
通販 等は、 03 〜 343 C- - 6315 の 一水 社まで。 また、 3 月 中 

旬 発売の 『メロン クラブ』 4 月 号は、 妖華 セン セの 特集ら しい)。 

といった卩0::めいた文は、余りくどいと読者に嫌われるので、こ 
っち や 置い とこうと 思っ て 横 見たら、 『ホット シェイク』 2 月 号が 
ある。 某誌の コラムの 資料 用に、 事務所から 持ち帰っ たの だ (今 聴 
いてる CD は、 ロニ ー •ジョンソン という 渋い お爺さんの 奴。 有名 
な 曲ら しんです が、 「T  omorrow  Ni  ght」 という 初め 
ての 曲に、 しばし シャ ー プ ペンを 放り出して 酔う)。 

その 『ホ ット シェイク』、 1; 田 婆ち やん の 『フアン タジィ カク テ 
ル』 より 少し 出た のは 新しく、 メンバ ー も 無名な のが 多い けど、 婆 
ち やん のよりも パヮ ー が ある。 いかにも 安月給な 下請け (『漫画 口 
— レンス』 や 『漫一 j チヱ スト』 で 有名な 海 鳴 社) の 漫画 好き 編集者 
が、 欲求不満を 全部 事に ぶつけて るって 感じが 良い。 『フアン タ 
ジ I カクテル j より、 ii く 正式 創 M される かもと、 余計な こと も ふ 
と 思っ たが、 読者欄を 見て しみじみとして しまう。 

「SHOT  シェイク」 と 題した 読者 コ ー ナ ー は、 よく ある 女の コ 
が 相手す るっ て 設定な の だが (ちなみに これ も、 | .フアン タジ ィカ 
クテル』 の 姉ち やん のより 面白い)'  登場す る 読者の 中に、 痛まし 
い 名前を 2 〜 3 見つけた から。 三峰徹 なんて どうで もい いけど (お 
い 三 峰。 婆ち やん 班では 舞 セン セが、 よく あんた のを 開封せ ぬま ま 
ゴミ 箱に 捨てて るが、 今後は ⑱班 でも 正式に" 開かず 組" 扱いに 
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する ので、 そのつ もりで 勝手に 投稿し や がれ)、 ぁの〃 とりやん" 
が おった のです。 

一体、何だろコィツって 0 :"投稿者としてのダンディズ厶"がこ 
れ 程ない やつとは。 やはり、 化石 厶ッチ ー の 彼への 批判は 当たって 
いたと 言っ てる 俺 様 も、 ど一 ゆ 一 つもり だろ。 だいたい、 他 誌の 読 
者 欄なら まだし も、 そこへの 一般 投稿者の 姿勢にまで ヶチ つける 俺 
は、 投稿者 界の KGB かょ？ (ー  コラムの ために 買った 資料 用 雑誌 
から、 何度も ダシ取 つてる だけ だけど) 

さ〜 て、 もう 本欄 も 残り 数 行 だし、 弘田三 枝 子の 『ミコち ゃん の 
ヒット •キット. パレー ド』 を、 谷 内 婆ち ゃん に 貸しち ゃう 前に、 
ジ ックリ 聴こう かな。 いや、 やっぱり その 前に、 荒木 一郎の 「紅の 
渚」 を 聴きつつ、 田舎の 水道の 冷たい 水で も 飲んで、 咋 夜の 酒を 洗 
ぃ 流そう か？  (似 •  3) 

ー エロ 写真 売りみ てえ な 「丸 井」 の 
店員の 下品 さに ついて。 

渋 谷に 数年 振りで 行って みる。 いつ 行っても つまらぬ 街 だ。 薄っ 
ぺら という 形容が ぁるが、 この 言葉を 冠す る こと さえ はばかられる、 
チャ チ さに 溢れて いる。 いや、 こういう 言い方を しては、 チャ チと 
いう 言葉に 失礼 かもしれ ぬと 言つ てち ゃ、 話は 前に 進まない。 まと 
もな 人間は、 こんな 街を ほっつ き 歩 いちゃい ない (その 日の 俺 も、 
多分 精神状態に 異常を きたして いたのだろう r 

とはいえ 2 年 前、 初めて 北 関東の ド 田舎から 上京した 際、 俺は こ 
の 街を 昇って 降りた、 目 黒 川沿いに 1 年 程 住んで いた。 なのに、 昔 
つから 肌に なじまない 。邦画を 例に 取る と、 街が 丸ごと 東宝して る。 
日活 ほど 無 国籍で あれとは 言わない が'  新 宿 や 池 袋みたい に 東 映 調 
に 下品を 極めるな り、 浅 草 や 上野の ように、 松 竹 風の 枯淡の 域に 達 


するな りの、 色合いを 出して 欲しい (ここで 言う 所の 東宝とは、 一 ^ 
昔 前の 東宝 風青舂 ドラマの ィメ ー ジ ではなく、 都心の 一等地に 自分 
の 映画館を 持っ てるから と 威張り、 下請けに 制作 させた 映画を 安く 
買い叩い ては 上映し、 一人 大儲け している、 惡徳 不動 座 屋 といった 
姿)。 

あちこち ブラつ いたり、 デ パ ー トの 散歩し たんです が、 月曜日の 
昼時と いう 時間帯の ため か、 どこも ガランと していました。 一番 印 
象 的だった のが'  西 川口の ピン サロの 呼び込み 並に'  しつこく 声 か 
けち ゃ 買わせん とする、 「丸 井」 の 店員の 厚顔無恥 さ。 所詮は 月賦 
屋 で、 お 里の 知れる 連中が 上に 立って る 三流 デ パ ー トと はいえ、 も 
ちっと マシな 社员 教育が 出来ね えの かよ。 俺が ボケ ッと T シャツ 見 
てたら、 Q くらいの バーコ I ド 脂 ギッシュ 野郎が、 エロ 写真 売りみ 
てえ にスス ッと 寄っ で 来て、 「これ 今 雑誌で、 -番 ヒョ ー バンの ヤ 
ツ なんで ス / J だっ と。 思わず 俺、 そいつの 奥 E の 小 沢 I 郎み てな 
アホブ ラ、 A 秒 くれ 見つめち ゃった ぜ (この 月赋屋 デ パー ト 、どの 
店舗 も エ スカレ^ ~ 夕- ~ や }.: 内が やたら 狭い。 あれは、 キャ ッチ セ^ ~~ 

ルス まがいの 店員の 商法を 考えて、 あえてし てんだ ろな)。 

その 点、 やっ ぱ 「西武」 は俾 いよ。 あんだけ 屋台骨が 傾い てんの 
に、 相変わらず 店員 同士で 無駄話し てんので、 客は ジッ クリ 商品が 
選べて 助かる。 つい B 館の 地下で、 5000 p;[ の 黒い ベルトを 買っ 
てし まった (が'  胴に 当てん のを 忘れて た。 家でして みると 短 か 過 
ぎ、 結局 女房に 取られて しまった)。 

次に 本屋 (安心し なよ。 漫画 専門店なん ぞに 、わざわざ 休みの H 
に 行く わけね えっての)。 名前 だけは 聞いて いた、 「パルコ ブック セ 
ンタ ー」 ってのに まず 行っ て 見る。 な… 何ィ 1 これ〜 っ / 惡趣 
味 —— / どっかの 西洋 かぶれの 設計 屋が悪 凝りし たんだろ うが、 
むやみに 背伸びして ス ぺ—ス 取り やが って、 外国の 大学の 図書館に 
野放しに された ようで、 とても 落ち着いて 本を 選ぶ 雰囲気 じ ゃない。 
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店員 も 客 もこれ またす かし 切って、 雰囲気 も 最低。 西武 的 ブンヵ 商 
売の ゥソ っぽ さが、 これほど 具現 化して る 場所 ねんじ ゃねえ の (何 
しろ 広い ので、 人影の ない 春陽 堂 文庫の 棚の あたりなら、 野 糞 も 出 
来そう。 むろん 拭く 紙は 万引きして 来た、 『広告 批評』 あたりが え 
えん とちやう？)。 

時た ま 都会 見物す るのは 楽しい が、 疲れる ねえ 人混みは。 2 〜 3 
時間 ほっつ き 歩いて たら、 富士山の 5 合 目く らいまで 歩いて 登った 
後、 3 度 ばっ か SEX した 心地に なりました (3 度と いうのは、 例 
え 話とは いえ ミエが 過ぎました ね。 ただ、 飯 田 橋 や 高 崎 くんだり と 
比べる と、 若い 姉ち ゃん の 数が 多く、 0 の 保養には なり まス )。 

本 号が 発売に なんのは 6 月 q 口。 地方 じ ゃ 2 〜 3 □遅れる らしい 
が、 6 月 y 日の 夜の 東北 新幹線に 乗って、 俺、 DON、 そして 『B 
eat』 のま〜 の 3 人で、 仙 台 珍 道中って 予定に なっ てんだ けど、 
実現し てんでし ょうかね。 さっき 「飯 m 橋 書店」 で、 JTB の 『仙 
台， 松 島』 の ガィドを 貿 って 来たんだ けど、 何もね え 所 だね。 岩 手 
の 女工の やす 〇 が、 工場 休んで 案内して くれる 予定 だけど、 案内す 
る 程の 名所なん て あんの かな？  やっ ぱ祌戸 あたりに しと くんだ っ 
たかと、 内心 思いは した ものの、 一歩 も 足を 踏み込んだ ことのない 
東北 地方に も、 死ぬ までに 一度は 行かねば ならんだ ろうし (でも、 
なま はげが 出たら おっかね えな あ)。 

おっかねえ といえば、 毛虫は その 代名詞で、 隣の シマ 姉ち ゃん は 
この 話を する 度に 震え上がっ てるが、 ヮシの 豪邸 (エロ 漫画 御殿) 
の 裏庭の 桜に、 大量に 毛虫が 発生し ましてね。 前から 木の 枝の 別れ 
目の アチ コチに、 白い クモの 巣みたい なのが 出来て たので、 「？」 
と 思つ てた の だが、 咲き 終わって 新芽が 出始める と、 そこから 毛虫 
が 洪水み たいに 溢れ出し、 あつと いう 間に 木が 丸裸。 近所の オッサ 
ンに 、晴れた □：! には 毛 H1 が あちこち 這い 出して しまう が、 雨の 日は 
巣の 周辺に 集まる ので、 竹の 先に 灯油を 浸した ボ ロを ハ リガ ネで固 


定 、火を 付けて 巣を あぶる と 良い と 教えて もらっ たので、 早速 やっ 
てみ る。 「ゥッ ヒョ —— ッ /  こいつ あ 面白い"：」 白い 巣が 火で ジ 
ユ ジユッ となると、 中から まだ 小さい のを 中心に、 Q 〜奶 匹の 毛虫 
が、 体を よじらせながら ボッタ ボッタ と 焼け こげて 落ちて 来 やが る。 
火の ついた ボ ロの 上に 落ちて、 コン ガリ こうばしい 匂いを 放つ 奴 も 
多い" 上を 向き、 高い 所に 火を 掲げて るので、 手 も かなり 疲れて る 
はずな の だが、 人混みの 渋 谷を 歩いて いる 時とは 異なり、 なぜか 体 
と 心が、 一昔前の 烏 丸 せつ子の オッ パィみ たいには ずんで る。 

翌日。 巣は 退治した ものの、 細 枝に 離を 逃れて ホッ とした 落ち 武 
者が'  再び 太い 幹に ポツン ポツン と 愛しい 姿を 現わして いる。 しか 
し、 連中の 安堵の 時は 短かった。 いきなり 小型 スコップの 歯が、 膶 
の 上に 降り注ぎ 始めた の だ。 「こいつ あ ふあんと む、 この 太 罔 なな 
あ 谷 内 婆ち やん、 おっと こいつは くし だ あしゆら で、 こいつは Do 
N 助…」 さわやかな 朝の 光が まぶしい。  (⑽ * 7 

一 管理 過剰な 仙 台と いう 都市の 退屈 
| さは、 日本の 象徴な のか？ 

近頃 どうも ボケた ってな グ チを 吐く と、 「ン なのは 3 年 前から だ 
ろう // 」 と 半畳が 入りそう だが、 その 通りな のか も。 俺が 漫画 編集 
より 力を入れ ている、 表紙の いわゆる コピ ー もどき に、 切れが なく 
なって いるの だ。 気がつく うちは まだ 救いが あるの かもしれ ない が、 
訂正が きかない 編集 段階 や、 見本 誌が 製本 所から 届いて から じ や 仕 
方ない。 

例えば 本 号の〃 社会党の デモ クラッツめ 俺の ケツを 舐めろ 号" 
は、 どう 考えても" 社会党の デモ クラッツめ 俺の ケツを 舐め や がれ 
号， でなければ ならな かった し、 まして や 『M  a  t e 7 月 号は、 
絶対に" 中卒の 女工 達は 屋上で バレ ー ボ I ルを していた 号" にす ベ 
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き 所を、" 中卒の 女工 達は 屋上で、 ハレ ー ボ ー ルを してた 号" にして し 
まった のは、 いくら 御 天道様に 土下座しても、 許される 行為では あ 
るまい。 

で' 仙 台。 市役所の 脇に、〃 娘の 売買 あっせん します， との 看板が 
出て いたり'  かま くらの 中で 遊ぶ ホッペ タの 赤い 子供を、 なま はげ 
が 脅かして ギャ ンギ ャン 泣かせて たり (6 歳の 頃、 家で 取っ ていた 
『家の 光』 に、 なま はげの 写真が 載って たのを 見て 恐怖に 戦いて 以 
来、 俺に とって ホラ ー の 象徴に なった。 ひょ っと すると あれは、 秋 
田の方の風習かもしれないが、関東の人間には、岩手、秋田、宫城、 
山形は、 位置の 区別 も 全然つ いとらん のが 普通 だから、 どぅで もい 
いや)、 ジャリ 道を 行く 馬車の 荷台の、 ギタ ー 片手の 小 林 旭 まがい 
の 皮 ジャンを 着た 地元 青年団の 若者が、 「アン タ 、東京から 来た 人 
です ね？」 なんて 質問 すんじ ゃない かと 心配した が'  駅に 降りて 見 
れば 東北 一の 大都会と かで、 地下鉄まで 走っ とんだと。 チッ / 

約束の Q 日の 午前 1 時に、 仙 台 駅 構内の 狐に 股 がった 伊達正宗の 
白い 銅像の 前に'  ま〜 セン セと 2 人、 何とか 無事に たどりつく。 D 
ONKEY のヤ ロは、 またもや 締め切りの 遅れで、 東京 駅 発 8 時 g 
分 発の やまびこ 113 号に 間に合わず、 原稿を 入 稿した 後 (徳間 関 
係の：：：：！ 事ら しい)、 宿泊先の 「ホテル ユニバ ース仙 台」 で、 午後 3 
時 頃の チヱ ッ クィン 時に 待ち合わせる ことに。 全てに だら しのない、 
ムレ 肉 汗 ダル マでは ある 

やす 〇 姉ち ゃん はっと、 ょく 見たら やっ ぱ、 股 がってんのは 馬 だ 
った 正宗 像 付近の 姉 ちゃんら の、 脚の チェックを 開始。 ィラスト や 
字、 頭の 中身は ともかく、 脚 だけは 抜群の 姉ち ゃんだ と 記憶して い 
る。 数 分 後、 「あんれ ま〜、 遠え とこよく 来た だが やな あ」 と、 心 
のな ごむ 御 国な まりの 良く 似合う、 超 ミニ 姿の 姉ち やん 登場。 「い 
や一 '御迷惑 かけます が、 今日と 明日、 よろしく お願いします」 
「つた だ こと 気にすん じ やへ つべ。 ボボが ツビして べつち よごつ こ 


すっ か？」 (注* 当地の 方言で、〃 DONKEY さんは トイレに でも 
行っ てるの か" と 尋ねて いる。 当 編集部は、 先住民族の 言語は 常に 
尊重す る立埸 に 立つ ものです が、 読者の 便宜を 考え、 以降、 翻訳し 
て お 伝 えします) 

世間話を しつつ、 まずは 軽く 市内 見物。 お〜 お〜、 道路 や 歩道の 
幅が ド〜 ンと 広く、 3 人で 『G  メン 乃』 風の 横 一列 歩きを しても、 
誰と もぶ つからんで 助かる (が、 やす 〇 姉ち ゃん の 太腿 目当てに、 
多数の 視線が レ ー ザ ー 光線の ように、 一 極 集中した のは やむ を 得 ま 
い)。 ss g とかいう、 大宫の ソニック シ テイと クリ ソツな ビルに 
昇り、 市内を 一望。 ゥム 。確かに 何にもない とはいえ、 きれいな 街 
じゃあ。 が、 青葉 城 見物は 明日す るに しても、 今日は 一体 何す り ゃ 
いいんだ P クソ DON が 到着す るまでは、 奴 だけ 残して 遠出 も 出 
来ん しの。 ホン ト、 いまいましい 奴 (実は やす 〇 姉ち ゃん に、 GW 
の 四国、 大阪 での 読者 集会での ゴシップを 色々 と 聞き、 楽しんで い 
た。 おい/  伊予三島の ポ ッポ宫 本。 姉ち ゃん はすっ かり オメの こ 
とが 気に入っ て、 旅行 中は 終始エ クス タシ ー 状態だった ってよ。 一 
：Z! も 早く お嫁さん にして くれと、 青葉 城の 新緑に 向かって 絶叫して 
たゾ) 。 

話はいきなり 0 闩の午後に飛びます(その間のことは、他ぺージ 
や、 『Mate』 に 書く 予定)。〃 裏 街な き 整理され 過ぎた 超 管理 都 
市. lj 台" の 要所要所を 踏破した 我々 4 人は'  帰りの 電車には まだ 
時間が あるので、 当地の エロ 本屋 事情の 調査に 乗り出す ことにな っ 
た。 考えて みり ゃ、 なぜ 我々 トリオが この 街に 来たの か？ 近頃、 
急激に 投稿者が 増えた からだ。 ただ、 着いて 丸 1 日 以上た つのに、 
なかなか それらし い 本屋が 見当たらない。 

"裏 街がない" という ことは、 どの 街に も ある、 ジジ & パパが 深夜 
まで 営業して る、 ゥ ナギの 寝床 タイプの、 エロ 本 & エロ ビデオ & お 
まけに 文庫本 少 々の 書® がない って こと だ。 整理され 過ぎて、 ジョ 
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丨ジ •オ ーゥヱ ル 風で さえ ある、 アー ケード 街の 書店に 何 軒 も 入る 
が、 雑誌 や 単行本の 影 も 形 もない。 焦る 4 人。 半ば あきらめ、 駅の 
近くの 「仙 台 書店」 の 前に。 「何 かこ こは 匂ぅ っす ョ」 と DON。 
見れば 店頭に、 『海賊版』、 『ス ー パ ー ロリ ポップ』、 『外伝』、 本誌な 
どが ドド 〜 ンと平 積みされ ている。 2 階 は コミック n 丨 ナ^ — 。やす 
〇 姉ち やん を 先に 歩かせ (つまり パンチラ 鑑賞しつつ)、 同書 店の 
2 階に 昇る ィカれ た 3 人 (他人から 見り ゃ 4 人 か)。 2 階は A5 判 
の 巣で、 『Bun  c v 、 『SHAKE』、 『Mate』、 『アット ー テ 
キ』、 『B  e  at』 が バッチ リ 。「俺の が 一番 早い 発売 □なのに、 ま 
だ S 冊 も 残っ てるぅ…」 と、 顔を 曇らせる、 『Be  a  tj のま〜 編 
集 長。 雑誌 類は 充実した 席でした が、 単行本が 少ない のが 弱点。 

その後、 数軒の 書店で 無駄足を 踏みつつ も、 ついに 僕らは たどり 
着いた の だ。 究極の 充実 振りの 「共同 書店 j に / (御 当地の 方、 遅 
れてゴ メン)  3 階の コミック コ I ナーは 今時 移しく、 ビニ 本 化され 
てない ので、 朝の 山手 線 並の 混雑 振り。 絶頂 期の 「まんがの 森」 の 
3 階を 思い出す 異様な 熱気。 「す っげ。 あ〜、 僕の 『ぽかぽか ☆フ 
アン タシ ィ』 も ある〜。 それ も あんなに〜 罾」 と DON。 (制*  8) 

I ああ あ〜 高 崎は〜 今日 も〜 雨〜 だ 

つた〜 sj 

前号で〃 続く" と 書いた けど、 何となく 仙 台ネタ にも 飽きた ので、 
例によって 続きません。 今月は 無意味に" 高 崎〃 ネタ 。昨夜、 くし 
だ あしゅら の 『M  a  te』9 月 号の、 「一 発 剃 空 間 勝負 / 」 のネー 
ム もらって、 ついでに 「高 島屋」 の 隣に ある、 「I 兆」 つて 居酒屋 
で 飲んだ んだ よ。 奴の ダ チ も 来た。 臨時 アシ しつつ、 わざわざ 高 崎 
から 水道 橋の 東 デに 通つ てる、 とを るの ヤロ がくつつ いて 来る のな 
ら 分かる けど、 何なん だろ この バカ ヤ ロは。 これで 3 回目 だけど、 


どっ かの 菓子屋の 店員ら しいが、 バカ ブラして くし だに 金魚の ゲロ 
みて について 来ち や、 ビール 飲んだり 焼きう どん 喰っ たりして (む 
ろん 金は 俺 持ち)、 ただ ボケ 1 ッ として 帰っ てく。 どんな 精祌構 
造なん だ。 タダ酒 続きに 心を 痛め、 ビー ルを 注ぐ くらいすり やい い 
のに、 胸 張って 俺の 注ぐ ビール 飲ん でんのに ゃさす がに 頭に来て、 
「テ メ ー この ヤ ロ / いつも 手ぶ らでタ ダ 酒飲みに 来 やが って、 し 
まいに ゃぶっ 飛ばす ぞ / 黙って たって、 店の 大福の Q 個 や Q 個 持 
って 来 や がれ、 この 脳 ミソ カラ ッ風ヤ ロ ーッ / 」。けど、元々が鈍 
いヤ ロら しく、 ただ 目を 白黒。 にぎり 飯を ノド につかえ させた のは、 
隣の しゅら 公で あった。 バカと 下着 泥棒と 露出狂は、 どこに もい る 
から ンな こたいい が、 問題は どうしたら SEX に 強く なれる か。 ウ 
. — ム… てな 話な わき ゃねえ だろ。 A 5 判 雑誌 不振を、 どうやっ て 
盛り返す か だよ。 

漫画 屋 では' 『Mate』、 『SHAKE』、 『Beat』 と 計 3 誌 
の A5 判 誌 やっと るが、 返品の 山 だ もん (他の 2 誌は ともかく、 先 
月 号の ヤ ケジョ にも 書いた ように、 『Mate』 の バック ナンパ ー 

だけは 買おう。 問い合わせ先は、 03 - - - - 6315 の • 水 

社。 過去 一年 分く らいは 在庫が あると か. „ 本誌では ⑮も かなり _ 
制して ますが、 『M  a  t 6 は" 塩 山 ワー ルド ー年中 爆発 状態〃 と 
の 噂な ので、 薬な しで シャブ 中に なれる って 評判 も 本当 かも)。 あ 
の ハィレベルな 内容の、 『ホット ミルク』 や 『アット— テキ』 一？) 
でさえ 苦戦 中ら しいから、 こり やもう 完璧に ドツボ かなんて 弱音 も 
出る 始末。 しかし、 自分の だけが 惡 いのなら ともかく、 競合 誌の ほ 
とん どが 地獄っ てな 場合は、 ハッ キリ 言って 打つ手がない (『M  a 
t e みたい に ゲリラ 的に、" 塩ち やん のちよ っと 一枚， とかの コ 
—ナー で、 策 摘 ひかるの マン 毛 写真 や、 磨 背 みん の 太腿、 DON K 
EY の 半ケツを 載せた からって、 大勢に や 何の 影響 もない。 気休め。 
何も しないと 不安な ので、 バタ バタして みる だけ)。 
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グ チる 振りして、 自 誌の 宣伝に 務める っての も、 どっかみ じめ だ 
からもう 止める けど、 近頃の 郵便局 も 本当に ふざけ 切っ てる。 値上 
げしたら、 余計に ひどくな った。 諸君ら の ドラム缶で 焼かれる 運命 
にある ハガキ を、 近頃は 普段の 日に や ほんの 少しし か 持って来ない 
で、 締め切り 前後に まとめて ド〜 ン 。もちろん、 読者が 締め切り 近 
くに ドド ッと 出す ってのは 分かる けど、 前は これ 程 じ やな かった 0 
「ンな エロ 漫画 誌の ハガキ なん ぞ 、チョロ チョロ 配達 せんで、 まと 
めて 持っ てきゃ 充分 / 」 て 態度が ミエ ミエ。 ちっく しよう / 今度、 
連中の 配達の バィクを、 引っ 繰り返して やろう かな。 雨の 降る 日に 
コ ッソリ (栄昇 ビルへの 配達が 終わった のを 見計らっ て)。… と、 
ここまで 書いたら 疲れち やった。 今は 子宮 ガンで 入院 中の シマ 姉ち 
ゃん に 代わり (本当は 切れ痔)、 臨時で ちん 太に バィトに 来て もら 
ってる ので'  編集 後記、 いや、 編集 中 記を 書いて もらって 行数 稼ぎ 
を。 では ちん 太さん どうぞ / 

どうぞって 云われた ってね H  .:。 どうも、 勤労 学生の ちん 太です。 
塩 山さん がいきな り 「あきた」 とか 云って 原稿用紙を わたして くれ 
ち やつたん ス けど、 そんな ことおつ しやつ たつて アン タ… 。別に 特 

別 手当てが 出る 訳 じ やなし。 まあいい や。 これ も 仕事 さ。 現在、 漫 
画 屋は異 様に 寒い っス 。冷房 バリ バリです。 塩 山さん は ァクビ など 
しつつ ソファで ぐで ぐで なさつ とります。 こいつう…。 やくる〜 と 
さんは 何やら 作業な さって ます。 きっと F っぱ にや 任せられん 重要 
な 仕事な のでし よう。 どうで もい いけどべ ー パ ー セメントが 水気が 
とんで ネバネ バッス 。まるで 納豆の ように 糸 ひいて ます。 う ひ 一 。 
i の 前に ある 缶は きっと 薄め 液なん だろう けど… 頼まれ もしない こ 
とを わざわざ する こと もない よな^ ~~ 。そうい や、 久 々にこ この、 ハイ 
卜に 入って'  回つ てきた 仕事と いえば 便所 掃除 だの ソファ カバ I 洗 
いだの、 私つ てば 相 変らず シンデレラ のよう だ わ (t 塩 山さん はき 
つと 「ケッ 、よく 云う ゼ」 とか 云う。 「金 やつ てんだ から 黙って 働 


いてろ」 とか 絶対 云 うんだ)。 あ一、 で、 何 だっ け。 まあいい や、 
もう 行数 尽きる しィ 。てな もんです けど、 少しは 楽に なりました 
か？ 塩 山さん。 

: •ったく もう'  ハナっ から 何も 期待して ねえっつ っても、 もちっ 
とは マシな ことが 書けん じ やねえ かと 思っ たけ どな。 近頃の 女子大 
生って、 阿 宫美亚 の 漫画 通りなん だな あと、 つくづく 思っ ちゃう。 
だいたい だ、 ン なに 体格の いい シンデレラが いちゃ、 王子 様は 骨折 
しち まう って。 骨折で 思い出した けど、 古くからの 読者 諸君/  昔、 
あだち けんて アホ ダラ 漫画家が おった の 覚えと るけ？ 奴は 昨年の 
初めから 漫画家を 引退し、 運送会社の 総務課に 勤務して るんだ けど、 
先月、 単行本の 増刷の 件で 電話したら 笑っ ちまっ た。 あの ヤロ 、咋 
年末に 会社の 連中と スキ ー に 行って、 OL にいい カッコ 見せようと 
して 転倒。 複雑骨折して、 この 舂に ようやく 退院した ものの、 まだ 
自宅 療養中で やん の。 しかも、 Q 分 以上は 上半身 も 起こして らんね 
んだ って。 元ア ホダ ラ 漫画家の 一 人 や 2 人、 廃人と 化そう がどうで 
もい いが'  これで 文字通り、" 白痴 トリオ， と 称された、 かおる、 
くらむ ぼん、 あだち けんは、 業界から 姿を消す。 それにつ けても、 
前 出の やす 〇 やちん 太を はじめ、 投稿者の 寿命っ てな あ、 漫画家よ 
り 長え のか？ 何 かな あ… (学校の セン セみ てな 心境)。 (例 •  9) 

仕事場で 寝る のは、 古 女房を オカ 

ズに オナニ ー に ふける 以上に むな 

しい。 

遠距離 通勤を 始めて 一年。 通勤に 自信が ついた ので、 西 川口に ボ 
ロア パ I 卜を 借りる ことにした。 自信が ついた のに アバ ー トを 借り 
るとは 矛盾して るよう だが、 実はそう でもない。 今まで も f:h 事が 忙 
しくなる と、 週に^ -〜 2 度、 漫画 屋の 事務所に 寝 泊り していた ◦吉 
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田 婆ち ゃん 寄贈の ソファ ベッドで (それを 知っ てる 谷 内 和 生 おば さ 
ん は、" 塩 山さん の 寝汗の しみついた ソファには 座る 気がしない" と 

口って、 決っ して 事務所に 来ても ソファに 腰かけません。 本当は そ 
の汗の香りの中で、まどろみたいくせにイ / |イヒヒヒ)。ただや 
っぱ 、疲れ るんで すよ ね、 昼間の お 仕事の 場所と 同じ 所で 横になん 
のって。 精神的に めげ ち ゃう。 

それと 騒音。 事務所の 電話って 音を 消す 機能がない ので、 深夜の 
イタ ズラ 電話で、 熟睡 出来ぬ こと も しばしば (深夜に 一人 マス かく 
傍ら、 イタ ズラ 電話に ふける 人生 も、 個人的には 興味がない わけで 
はない が、 少なくとも 俺が 泊った 夜 だけは、 一水 社と か コ ミック ハ 
ウスに かけて 欲しい)。 ようやく 寝つ くと、" シュバー シュバ—" と 
の 鈍い音に、 明け方 回を 覚まされる 場合 も。 ファクスの 音 だ。 った 
くもう、 朝の 4 時 だ 5 時 だに、 ネ—ム 送り付けん じ ゃねぇ よ / (夜 
明けの ネーム の 送り主と いうの が、 なぜか 必ず 吉田 婆ち ゃん 班の 
『モー リス』 の 作家陣 。やおい 系 漫画家は、 夜明けの コーヒ I を 飲 
みつつ、 ネ ー 厶 を rl る 習慣が あるの？) 

仕方なく アパー ト 沿り たんだけ ど、 風呂な し 6 畳で トイレ 付き、 
台所 3 骨の ス ー パ ー ボ ロア パ ー ト が、 何と 3 万 6 千円 も すん だ もん、 
日本の 住宅 事情は 悲惨。 ただ、 妙に 懐かしく は ある、 こういう 木造 
ポロ アバ ー トって。 Q 年 前の 俺の 学生時代は、 これが 主流派だった 
で、 つい、 「あなたは も〜 忘れた〜 {」 てな、 ド チン ヶな メロ デイ 
が _] をつ いたり。 さすがに 掃除に 来た、 握り飯と タ コヤキ しか 人並 
に 料理は 出来ず、 気の 強いのと 地 黒 肌し か 誇る 点の ない. 糞 女房 も、 
「安心した わ" あれ じ ゃどん な 物好きの 女の コも 、引っ 張り込めな 
いわ ヨ」 とほ ざき 腐つ た ほど (アバ ー トを 借りた 件は、 ま〜 セン セ 
とも 関連が ある。 ちゆうの も、 今まで 吉田 婆ち やん が やつて いた 
『SHAKE』 も、 『B  e  at』 共々 彼が 担当す る ことにな つたから 
だ： 彼は 今まで 昼間の 仕 事を 終えた 後、 夜 だけ 来て 仕事して たの だ 


が、 2 誌と なるとそう も 行かず、 昼 問の 勤務は 辞め、 終始 漫画 屋で 
働く ことにな った。 つまり 机が 一つ 増える。 で、 例の 俺の 汗の しみ 
ついた ソファ ベッドは'  シマ 姉ち やん が 欲しい と言うので、 田 端の 
彼女の アバ— 卜に もらわれて 行っ た。 シマ 姉ち やん は、 谷 内 婆ち や 
んと 違って 心が 素直に 出来て いて、 感心 感心。 『オレンジ クラブ』 
も Q 月 売りから、 オー ル！！ き 下ろし 雑誌に 生まれ変わる らしい ので、 
ヨロ ピク 。時を 同じく して、 同誌の 増刊号を、 コミック ウ ハスが 拊 
当す ると か' h 『 キ ヤン デイー タイム』 増刊の、 『ファン タジイ カク テ 
ル』 を I.. —t 田 婆ち やん が やっ てんのと、 逆の 関係になる わけで、 U い 
に 楽しみ)。 

往復 5 時間 ( // ) の 通勤を | 年 続けて、 身に ついち まった 癖が 一 
つ。 本を ほとんど、 電車の 中で しか 読ま なくなっ た。 9 時 A 分に 自 
宅を 出て、 事務所に 着く のが 2 時 少し 前。 A 分 間は 乘り 換え や 駅 か 
らの徒 歩で、 純粋に 電車に 乗っ てるのは 約 2 時間。 何 か 読まない と 
どうに もなら ない.。 その 反動 か、 週末 家で 木を 読もうと すると'  通 
勤 中みたい な 錯覚に 襲われ、 イラ イラ。 おかげで 近頃 土日は、 プ ー 
ルに 行っ たり、 犬の 散 K をさせる 以外は、 録画し といた ビデオ ばか 
り 観て る (今週 末 も、 『赤狩り. マッカ ー シ ー の 右腕と 呼ばれた 男』、 
『クラ イング. ゲ ーム』 、『嵐の 勇者たち』、 『アントニオ. ダス. モ 
ルテス』 と、 4 本 も 観ち やい ました)。 

今月は 有名 文化人みたい に、 どんな 本を 近頃 読んだ かを、 えっら 
そ 一 に 公開。 まず 7 月。 『立 花隆 対話 篇\ 生死、 神秘 体験』 (書籍 情 
報 社) i 対談 相手が 馬鹿 揃いで、 立 花 本と しては 珍しく ス カ。 『同 
時代を 撃つ 山』 (立 花 隆 .講談社 文庫) 丨 切れ味 抜群。 『殺人者の 

焰 印』 (パトリシア •ハイスミス •創- 兀文庫 )— 初 m の、 ハ j ドリ 
1， チヱ イス に似てません か？ 『ナチュラル* ウー マン』 (松 浦理 
英子 •河 出 文庫) 1 僕 も 女の n の アソコ は、 性器より 肛門が 見たい 
方 e 『映画が 幸福だった 頃* 田 中 徳三映 画 術』 (田 中徳 三. 綾羽 一 
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紀 •  JDC)  i 幾ら 何でも 安易な 本 造り。 面白い 素材 ゆえに、 余計 

に 腹立たしい。 『ゴ ー マニ ズム 宣言®』 (小 林よ しのり. 扶桑 社) 丨 
まあ、 頑張って 下さい。 『文明の 逆説』 (立 花隆 •講談社 文庫) 丨フ 
エミ ニ ズム 批判に 大笑い。 『深 沢 七 郎ラプ ソディ』 (福 岡哲 司. TB 
S プリ タニ ヵ) i4 流 ドア ホ 田舎 教師の デ ッチ 上げた、 既に 知られた 
ネタ ばかりの 5 流 ゴシップ 本。 『ロッキ ー ド 裁判 批判を 斬る ⑵』 (立 
花隆 •朝日 文庫) 丨 〃エロ 漫画 界の女 渡 部 昇 U こと 阿宮 美 亜 も、 
無駄では あろぅが 一読すべし。 『本な ど 読むな、 バヵになる』 (安原 
顯 .図書 新聞)— 村 上春樹 批判なん ぞ 、今 さら 190 枚 も かけて や 
る必要があんの？『貧困なる精神丫』(本多勝|.毎日新聞)1事 
務所 近くの 「飯 田 橋 書店」 の 店員は、 安顯や 吉本隆 明、 蓮 實重彦 に 
比べ'  この 方の 本は 邪険に 扱います。 子供み たいで 面白い。 『誰が 
映画を 畏れて いるか』 (蓮 實重彦 .山 根貞男 * 講談社) i 山 根の〃 お 
座り 振り， が、 泣かせ かつ 笑わせる。 四方 田 犬彦の 本は 近頃 全く 買 
いません が、 本家は やっぱり 迫力が。 『ファ ー ブル 昆虫 記⑼』 (岩波 
文庫) 丨1 巻を 1 年 前から 読み出し たが、 全 Q 卷 読破は なりません 
でした。 ま'  あわてずに ジ ツクリ 読めば いい タイプの 本です し。 以 
上、 Q 冊。 

今日は 8 月 1 日。 まだ 一度 も 泊まつ たことの ない 例の 6 畳に 行つ 
て、 本の 読み だめで もしよぅ か？  (別. 10 

I 消えて いいよ。 何よりも 恥ずかし 

い 言葉、 名画 座。 

名画 座って 言葉 も、 すっかり 死語 化しつつ あります が、 先日、 例 
のボ ロア パ ー トに 泊まった 翌日、 久 々に 「文芸 坐」 に 行った。 『卿 
蛛女』 、『バッド. ル ー テ ナン ト』 の 2 本立てで、 1300円 。入場 
料 も 上がり ましたが、 この 手の 好き者 向け B 級 映画が まず 上映され 


ない、 地方 住まいの 人間から すると、 割高とは 感じません。 1A 時 過 相 
ぎの 第 1 回目に 入場した のです が、 祭日と あって か ド カド カ 入場者 
も 増ぇ、 2 時 頃 帰る 時には、 8 割 方 席が 埋まって いたので 驚く。 北 
関東の 映画館 だと、 通常は 日曜、 祭日で もこの 日の 「文芸 坐」 の 入 
りの 逆、 つまり、 2 割 も 席が 埋まっ てれば いい 方 だから。 

寒々 として 人影の ない 地方の 映画館 も、 それなりの 趣がない わけ 
ではありません。 が、 やはり 去年の 夏まで 通い 慣れて いた ここと か' 

「池 袋 シネマ. セレサ」 の 人混みの 中で 映画を 観る と、" 若返っ たよ 
うな 気がする" 所を 見る と、 自らの 中年 オヤ ジ 振り も、 堂に入っ て 
来たので しよう (B って 年 も 半端。 どうせなら Q 代と かに、 一足 飛 
びで なりたい)。 

と 思っ たのは、 期待 外れだった 『蜘蛛 女』 で 居眠りして 体力を つ 
けて 観た、 『バッド. ルー テナント』 での ハ— ベイ •カイテルの、 
余りに も 粋な 中年 惡徳刑 事 役の、 オナニ ーシー ンの影 W であろうが 
(本 作で カイテル 旦那は、 警察手帳で 2 人 連れの ァ ー パ ー 姉ち やん 
を 脅し、 一人に 尻を 出させ、 もう 一人に フェラの 真似を させて、 才 
ナ ニー に ふける。 車から 引きずり 出して 犯せる 立場な のに。 ダン デ 
ィ としか 言いよう のない 発想で、 脚本は 誰 だか 知らぬ が、 並の 奴 じ 
やない)、 テメー のブョ ついた 体の こと も 忘れて、 カイテル 旦那に 
つい 憧れち やう あたりは、 Q 代の 鼻 タレ 小僧 時代と 進歩が なさす ぎ 
てつい 赤面。 

月の 半ば 頃は そんな こんなで、 少しは 余裕の ある 日を 過ごして い 
るが、 Q 日を 過ぎる と 一日一日が 地獄。 特に 9 月は、 本誌に ふぁん 
とむ、 女 ふぁんと むこと 谷 内 和 生、 男 谷 内 和 生と 化しつつ ある 真 弓 
大介、 『Mate』 にス- ― パ^ — バ カヤ ロ' —  くし だ あし の ら と、 ロク 

でもね ぇ 連中の 勢揃いで、 顔面 神経痛 寸前。 単行本の 売り上げの 悪 
い 連中から'  切り捨てて 行く つもり だけど、 いきなり バ サバ サ やる 
と、 残っ たのが 伊集院 808 だけと いう ギャグ 景色に なり かねない。 


♦第 2 章 • 凡人 回想録 ♦ 


すぐに や 眉毛の 辺の 筋肉の ピ クピク は、 収まりそう にありません 
(最近 すっかり 白髪が 増ぇた。 もう 3 年 もす ると、 二 谷 英明 かも。 

俺、 本当は リ ー バン •ク リーフ 調の、 前から ツルンの ハ ゲ 頭に 憧れ 
てた のに。 チェ ッ /)。 

最近 観た 映画で 一番 面白い と 思った のは、 WOWOW で 放映した、 
東宝の 加 藤大介 主演の 『大 番』 シリ ーズ 。獅子 文 六の 原作で、 東京 
や 地方の ロケ シーン がふんだ ん にあって、 19  50 年代 末の 日本の 
風景が 堪能 出来る。 ストー リー は、 百姓の こせ がれの 出世 物語です 
が、 加藤大 介の キャ ラの あくの 強さに うんざりして 来る と、 原 節 子 
が タィミング 良く 登場し、 眼と 心を 清めて くれる。 俺、 つまり 読者 
諸君の 親父の 世代 だと、 小さい 頃 TBS 系で、 『図々 しい 奴』 とい 
う 番組を きっと 何度か 見た と 思う が、 その 柴田練 三郎の 原作は、 
『大 番』 をネタ にして たんだと、 今 さら 納得しつつ、 T 葉 泰樹 監督 
の 職人 芸に見 入っ ていた (『図々 しい 奴』 は、 当時 同じ TBS 系で 
ヒットし ていた 『ザ •ガー ド マン』 同様に'  結構 H っぽい シーン が 
登場した ために'  小学生の 間では 必見 番組だった。 谷 啓の 主題歌、 
〃{図々 しい 奴と〜 人は 言う けつ ど- — 尸" という 曲 も ヒット、 よ 
く 旅行の バスの 中で 皆が 唄った もの。 僕が 今の ように、 控ぇ目で 嫌 
虚な 中年に なれたの も、 この 番組を 反面教師と したから)。 

本、 7 月は q 冊 読めた のに、 8 月は さすがに m 冊が やっと。 読ん 
だ 順に。 『人は なぜ 笑う のか』 (志 水彰他 •講談社) 1 題名に 惹 かれ 
て 買った 人の 9 割は、〃 ヵッ クーン / " 。 『ふくろうの 叫び』 (パト 
リシア •ハィスミス. 河 出 文庫)— 評判 通り、 一気に 読ませる。 
『ノモンハン ② 、③』 (A  •  D  . クックス •朝日 文庫)-^ 米国が、" n 
本 軍の 戦車は 良く 整備され て ピカ ピカに みがかれて たが'  無骨な ソ 
連 軍 戦車の 敵ではなかった" との 意味の 分析を したと 引用して ある 
のを 読み、 日本人が マイカー を 磨きた がるのは 、昨日 今日に 始まつ 
たこと ではない と 知つ た。 『水の 墓碑銘』 (パトリシア .C イスミ 


ス •河 出 文庫) i コクの ある 女房 じ ゃない のよ。 何も 殺さんで、 嫉 
妬して 楽しみ 続ければ… 。『ロッキ！ ド 裁判 批判を 斬る ⑶)』 (立 花 
隆 ■朝日 文庫)— 同文 庫から 出て るは ずの、 立 花隆の 『田 中 角栄新 
金脈 研究』 は、 本屋で 見た ことね ぇぞ。 勝手に 絶版に してん じ ゃ？ 
『言いたい こと、 言うべき こと』 (田 中康夫 •扶桑 社) 1 宅 八郎 のこ 
の 人への 攻撃って、 全然 説得力ない。 H ネル ギー は、 『週刊 ポスト J 
の 記者に 集中すべし。 『超 言葉 狩り 宣言』 (鮭 秀 実. 太 田 出版) 1 筒 
井 康隆の 昨今の 商人 振りには、 鈴 木 邦 男 同様 ムカッ 腹 立てて たので、 
納得。 が、 鈴 木と 違い、 俺は 筒井の 小説は 一切 買っ とらん (実を 言 
うと、 最後まで 一冊 も 読んだ ことがない。 3 〜 4 回 チヤ レンジした 
が、 0 卩くらいまで来ると、吐き気がしちゃう。もつと下らん小説 
を 最後まで 山と 読ん どるく せに、 なぜなん だろう？)。 『百年 戦争 
(上) (下)』 弄 上 ひさし. 講談社 文庫) 1 この 人の 長編 小説'  久し 
振りな ので 楽しめた。 大西 巨人の 『神聖 喜劇 J っぽい 所が ィカす。 

これ'  WOWOW の 『ロボ コップ 3』 観ながら 書い てんだ けど、 
終わつ たらく しだ あしゆら に 電話し なくつ ち ゃ。 奴の 『M  at e 
の ネーム 、まだ 出来て ねんだ よ。 他の 連中は、 漫画 も 大半が 入 稿 済み 
なのに。 ヤロ ー も 何とかし ねぇと な。  (制 * 1 ) 

| 海猫よ〜 さみし〜 か〜 なつ〜 

― - 〜 ヵ〜彡 

久々 に 小 林 旭ネタ 。旭の 歌の 全盛期は コロムビア 時代 だが、 知っ 
ての 通り、 同じ コロムビア 所属の 大歌 手、 美空 ひばりと 離婚す ると、 
追い出される ような カッコで クラウンに 移籍す る。 クラウン 時代に 
も、 「自動車 ショ ー 歌」、 「グン グン 節」 等の ナィスな 曲がない わけ 
ではない が、 やっ ぱ コロムビア 時代に 比べて 陰が あるの だな、 ファ 
ン から 見る と。 だから、 『Mate』 の 応募 方法 & プレゼント コー 
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ナー で、 ジャケットを 紹介した こと も ある、 コロムビア 版の 2 枚 組 

P 、 『マイト ガイ ゴ ー ル デン ヒット』 なる、 黄 赤 ベタ 地に、 黄色 
い サイケデリック 文字が 踊る レコ ー ドは、 俺の 家宝。 

が、 妻帯者の 宿命で、 何度も 転居して るう ちに、 ボ ロい ステレオ 
もい つの 間に か 粗大 ゴミ置 場に 消えて、 世は いつの 間に か CD 時代。 
家宝 も 出番を 失っ ていた。 むろん 旭の CD も 出て いるが、 今 出回っ 
ている のは、 現在 所属して るら しい ポリ ドー ルの ば〜 っか。 クラゥ 
ン 初期の 曲なら ともかく、 誰が ンな目 黒 川沿いの、 ドブ 臭い 所に あ 
る 会社の CD なんか 買います かっての (俺は Q 年 程 前、 この 近辺に 
一年 ばかり 住んで いた。 よく 読書に 行った、 大橋 図書館は まだ あん 
のか？ 東 急 修学旅行 会館て、 やたら 覚え易い 建物 も ありまし たが、 
山手 通りの 反対側の、 青葉 台の 中に ポツン と あった 超ボ ロア パー ト、 
万年荘 同様に、 跡形 もない のでし ょうね え。" ひばり 御殿" も、 そ 
の 前後に 青葉 台に 完成し たんだっ け)。 

体育の日に、 とても あの ノ ー タリン 監督、 関 本 郁夫が 1. ったとは 
思えぬ 桂 作' 『東雲 楼 •女の 乱 J を 「高 崎 束 映 j で 観た 後、 「美術を 
はじめと する、 映画 作りの プロの 意地が、 画面に 溢れ 返って たな。 
永田雅 一時 代の 大映 映画を 観 てるような 気がした。 関 本の バヵ も、 
いつもの 思い入れ 過剰な イモ演 出を排 してた のがい い." ようやく ケ 
ツの青 さが 消えた な…」 などと ブ ツブツ つぶやきながら、 「新星 堂」 
の 書籍 売り場で 、『ジンジャ ー ，ロ ジ ャース 自伝』 (キネ マ 旬報 社) 
と、 『エイズの 「真実」 J  (山 口剛 .集英社 文庫) を 買い、 CD 売り 
場の 2 階に 足を 向けた。 まずは、 前から 目を 付けて いた、 東芝の ベ 
スト コレクション シリ ー ズ の、 黛 ジュン 篇を 手に 取る。 つい、〃 ど 
うして 〜 みんな 恋して いるんで しよ 〜 f 〃という 名曲、 「雲に のり 
たい」 が 口を つく  (『Mat e o 月 号の、" どうして みんな 恋して 
いるんで しよう 号" というのは、 当然 ここから 来て る)。 

今：：！ こそは、 美 樹克彦 の CD めつ けて やる ぞ / …と 棚を 漁つ てい 


ると、 『小 林 旭. 黒い 傷痕の ブル ース』 なる 題名が 目に 飛び込む。 ^ 
コロムビア 版で、 CD 文庫と いう シリ ー ズ 。まず 目につく のが、 ジ 

ャ ケットの 写真。 見た ことが ねえ 奴 だが、 1960 年 前後の 物と 想 
像され、 下品な 軽薄 さが 異様な 才！ ラを 放っ てて、 文句な し。 曲目。 

「ゥ 〜ム」 と 唸る。 唸る しかない 高度な 選曲な の だ。 「黒い 傷痕の ブ 
ル ース」 、「 —j 笛が 流れる 港町」、 「波止場の 無法者」、 「アキラの まっ 
くろけ 節」" 「アキラの チン チロ リン」、 「いとしの あの 娘の 涙雨」、 
「女を 忘れろ」、 「アキラの ええ じ ゃない か」、 「流れ もの」、 「とかく 
この 世は 住みに くい」 の 以上 A 曲。 どの 曲 も、 不評の 「君が代」 の 
代わりに 国歌に したら、 国威の 宣揚は 間違いな しの、 キラ 星の 如き 
ラィンナップ だ。 

向 宅に 帰る と、 早速 聴いて みる。 1 曲 @ の 「黒い 傷痕〜」 は、 ま 

あこん な もんだろう との レベル だっ たが、 2 -j; EIn の 「口泣 が 〜 」 で、 

まず ド 肝を 抜かれる。 ち ゃん と 2 番も ある 上に、 伴奏の 合 ^ 団の強 
烈な こと、 臭い こと (旭の カン 高い 声に 対抗す るには、 これく らい 
せに ゃ あかんが)。 2 番も あると 書いた が、 例の 俺が 持って る 2 枚 
組 LP は、 2 番を 略しち 哼 ってんだ よね、 なぜか。 それに 合唱団の 
相の手 もな く、 実に 澄んだ 出来。 むろん それは それで 良い の だが、 

3 番 までう ざったい 程の 合唱 入りで 歌い まくる パ ー ジョン も、 文句 
ナシ 。「ひよ っと すると 他の 曲に も…」 と 予想して いると、 対 田 利 
雄 監督の 初期の 傑作、 f 女を 忘れろ』 の 主題歌 もズ バリ それ (感動 
で 涙が 止まりません。 ヤボな ドラムが 渋い〃：)。 

加えて、 「波止場の〜」、 「〜 チン チロ リン」、 「いとしの あの 娘の 
〜」 、「〜 のえ え じ ゃない か」、 「流れ もの」 と、 お 初の 曲 も いっぱい" 
いやはや この CD、 これでた つた 1800円 とは"： まさか、 これ 
一枚っ きりなん てこたない っす よねえ？ 「ダン チ ョネ 節」、 「ホィ ホ 
ィ 節」、 「ツ〜 レ ロ 節」 等と、 コロムビア 時代の 旭 資産は、 文字通り 
宝の 山の 如く ある わけ だし、 全 Q 枚く らいで ド ッカ ド ッカ 出して 欲 
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し L …ここ まで 窗いて 来て、 ふと 考える。 うちの 読者の オヤ ジ 世代 
の 音楽 趣味に ついて、 こう ダラ ダラ 書いた からっ て、 読者に 一体 何 
が 分かる のかと ね。 ただ、 そ一 ゆのは 一切 無視して 展開して 来たの 
が、 本欄の 歴 h なんだから、 今 さら どうで もい いじ ゃん かよ、 世代 
感覚なん て 細部の ことは'  との 居直り もム クム ク。 

こういう 時は、 コロリ 話を 変える と 問題はなくなる (本当 かよ？)。 
つまらな いの だ。 何が？ 読者の 投稿が です。 ホン ト、 本誌の 文章 
組の 投稿は ここ 半年 ばかり、 月を 追う ごとに 低 レベル 化して いる。 
この 業界、 夏場からは 全体に 売り U げも浮 h 中で あるし、 読者 総数 
は 決して 減っ ていないのに である。 しかも、 部数 的には 問題に なら 
ない 『M  ate』 には、 逆に 風流な 投稿が 増え てんだ よ。 投稿は 誌 
面を 写す 鏡で あるから'  最大 要因は 俺に あるの だが、 それにしても 
つまらな 過ぎ。 

特に 頭に来る のは、 そ— ゆ 退屈 野郎に 限って、 必ず 何 通 も 寄こす 
こと。 俺の 手は シュレッダ ーじゃ ねんだ。 破り 捨てたり ドラム缶で 
燃やす にしろ、 それなりの エネ ル ギーを 消費す る。 消 エネの ために 
も、 そ〜 ゆ ァホ読 者は、 霧の 彼方に 消えて くれない かと 願う この頃。 
それと、 今後 開かず 組は、 宣言な しで 決定す るので そのつ もりで。 

c o ) 

I 素人の 臭い ヶツの 穴の まわりの 毛 

I を祇 めて、 生き長らえ てる 邦画 界 
1 の 悲し さ。 

読書の 秋の せいか、 Q 月は 本当によ く 本を 読んだ。 計 S 冊/ 数 
年 振り。 が、 本 柳の 一角に 積み上げて おいた のを 見る と、 要するに 
軽い のが 多い。 だから、 ハイ ぺース で 読めた のでし ようが'  量より 
質 だと 思いつつ も'  柄に もな く 日に 2 時間 も 勉強して、 i に 頭が 良 


くな った 気になっ ていた、 中学 時代の 心境に なっ てんだ から、 僕ち 
ゃん も 進歩がない。 寸評。 

『映画 編集とは 何 か/浦 岡 敬 一の 技法』 (平凡 社) 丨 色々 と 勉強に 
なった が、 俺が 映画監督なら、 こういう 人に ゃ 編集して 欲しくない。 
『ある 八重 子 物語』 (井上ひさし. 集英社)  —9 月に 『花 顔の 人. 花 
柳 章太郎 伝』 (大笛 吉雄 .講談社 文庫) を 読んだ ばかりな ので、 筋 
が 膨らんで 味わぇた。 『パブ. 大英 帝国の 社交 場』 (小 林 章 夫 •講談 
社 現代 新書)— お茶の水 駅の 聖橋 口に あって、 ド 品な 近くの 口 販の 
ハゲ オヤ ジ連中 や、 明大の 学生が とぐ ろを 巻いて いた、 「まいまい 
つぶろ」 って 激安 トリ スバ ー、 まだ あんの？  『日本 文化の 形成 
(中巻)』 (宫本 常  一 •ちく ま 文庫)— しゃべ り だと、 ぇらく 安っぽ 
い 感じに な るん すね、 この 大 セン セ。 『お ヵルト お漭味 定食』 (松 浦 
理英子 •整 野 頼 子* 河 出# 房 新 社)- ►誰もが このまま、 漫オ コンビ 
が 組める と 思った はず。 『女嫌いの ための 小品集』 (パ ト リシア. ハ 
イス ミス-河 JI 文庫)— 昔は こ— ゆ一 活字ので かい 文庫本は、 「水 
増しし やが って/」 と 腹が立っ たが、 近頃は 「読み 易い や」。 『アメ 

リヵ 性 革命 報告』 (立 花隆 .文# 文庫) i 性的 弱者の 僕 も、 ちょっ 

と 自信の ついた 良書 ( P )。 『デビット loo コラム』 {橋 本 治 •河 
出 文庫)— つまらん。 この 人は 新聞の 人 屯 相談と か、 雑誌 中の 小コ 
ラム 読む くらいが I 番 。『礙 しい 去勢の ために』 {松 浦理英 子 •筑摩 
書房)— ありまし たよね、 『劇画 チヤ イム』 って。 ン なのに 何で 連 
載して たんだ か。 『イ ー デ ィスの 日記 上 •下』 (パトリシア. ハイス 
ミス. 河 I I 文庫) i クツ 下ん 中で マスこく 馬鹿 息子って、 外観が D 
ONKEY みたいで 大笑い。 『貧 M なる 精神 K』 (本 多 勝  一 •朝日 新 
聞 社) I 西武 (コク ド) への 罵倒 文 だけ 集めて、 単行本 出して 欲し 
い。 『加 藤泰 、映 gl を 語る』 (山 根貞男 •安井 喜 雄* 筑摩 書房) i 非 
凡な 監督とは 思う が、 この 人の 映画が なぜ 好きに なれぬ のか、 何と 
なく 分かっ たのが 収穫。 『イギリス 貴族』 (小 林 章 夫. 講談社 現代 新 2 : 


書) 1 水呑み百姓の 出で 良かった。 『古典 落語/金 馬 •小圓 朝 集』 
(ちく ま 文庫) i また 再開し たんだよ ね、 「池 袋 演芸 場」 って。 久々 
に 行って みっか？ 

今日はもう 1 月 Q 日。 なのに まだ 7 冊。 Q 月が 異常だった の だ。 
そうだ そうだ。 今月は、 衫作 J 太郎 がらみ で エキストラ をした、 
『無頼 平野』 (監督/石 井 輝 男) に 触れない わけには いきません。 ぁ 
れは 1 月 9 日。 地下鉄 有 楽 町 線の 月 島 駅に、 朝 6 時奶分 集合。 連れ 
て かれた のが、 バスで 扣分 ばかりの、 取り壊しを 待つ 水産庁 水産 試 
験埸の 建物。 昭和 Q 年代の 売 血 所の シ ー ンで 、集まった 約 S 人が 
(奄も その 一人) ボロ 着せられて ゥ ロゥ ロ。 そこへ、 白い ベンツに 
乗った 石 井 監督 登場。 もう A にはな ってる はずな のに、 印代に しか 
見えない。 映画が 銭になる 時代に 生きた、 花形 監督ら しい 華やか さ 
に 満ちて おり、 遅れて 駆け付けた 弟子 筋の、 内 藤 誠 監督の ビン ボっ 
たらし さと 比べる と 月と ス ッボン。 内 藤 監督は 外見に こだわらぬ 性 
格と 言っ てし まえば それまでで すが、 どの 時代を 監督と して 生きた 
かは、 出ち ま うんです よ。 

早 撮りで 知られる 石 井 監督、 佐 野史 郎が売 血 所に たむろす る 速 中 
の 間を、 リヤカ ー を 引っ張る シ ー ンから 始めて、 「よ 一 がす か〜？ 
ハィ 本番 / カット、 OK":」 と、 猛烈な スピ ー ドで 撮り まくる。 
本誌で も コラムを 連載して もらっ ている、 浜 野 佐 知 監督の ピンク 映 
画で も エキストラを したが、 マジな 話、 ピンクより 早い。 1 時頃エ 
キス トラ 連中は 休憩と なり、 建物の 入口 近くで ブラ ブラ。 そこへ 
人の オッ サンが。 全員の 視線が 集中。 貫禄が ぁんのに 飄 々としてい 
る この オッ サン こそ'  由利徹 御大。 中で 撮影が 続いて たため か、 御 
大を 案内す る 者が 現われない。 少し 困つ た オシ ヤマンべ。 そこへ ツ 
ツと 近寄り、 案内 役を 務めた のが 内 藤 誠 監督 だ。 不良 番長 シリ ー ズ 
の 常連だった もんね、 御大 も。 

再び エキストラ 軍団は、 建物の 内部に 集められる。 泥棒 役の 由 利 


徹と 、名優で あると 共に、 かつては あゆみの 箱の 資金を ちよろ まか 
したと かの 噂で'  実生活 も 半端で ない ことを 示した、 砂塚秀 夫の 下 
り。 2 人の 掛け合いには、 何度も テストを 繰り返して るのに、 その 
度に あちこちから 笑いが。 刑事 もから み アクション も 入る ので、 撮 
影 スピー ドが 落ちる。 さ ぼり 始める エキストラ も チラ ホラ (仕方な 
いよね、 日当は タ ダなん だし)。 ちよう ど 隣に'  石 井 監督の ファン 
として 知られる、 脚本家の 桂 千 穂 氏が いたので 、初対面だった が 
図々 しく 話しかけた 所、 色々 と 面白い 話が うかがえた。 

中で も、 「もう 僕は、 前金 A 万 くれなければ、 絶対に 脚本を 書か 
ない ことにし てんです 。■書き上げた 後で 流れて'  何度も ひどい H に 
遭っ てます から。 けど、 そのたっ たの 邠万も 出さない プロ デュ ー サ 
—が 多い。 まあ、 最初から やる 気 も 金 もない 奴 ばっ かなんです」 と 
の 話には 驚いた。 美少女 漫画家の 単行本 だって、 1 万 チョイ 刷れば 
Q 万 前後に ゃなる 時代に、 邦画界 ってな 半端 じゃねんで すね。 

それは 『無頼 平野』 も 例外では ない。 本 作の エキストラは、 映画 
学校の 生徒、 ワイズ 出版の 関係 作家、 編集者が 多く、 日当は ナシの 
弁当 付きと いう 約束。 別に それは いいが、 集合場所の 月 島 駅から、 
現地までの バス 代が 本人 負担と いうのと、 Q 〜 g 人の 関係者が いる 
のに、 試験場 内に レンタル トイレが 2 個 だけと いうのに は あきれた。 
商業 映画の 花形 監督が、 自主 映画 まがいの 環境で しか 映画が 撮れぬ 
邦画 界の ゆがみ。 貧し さを 美風と 取り違え ている 制作 陣 。石 井 監督 
が ダン デイで 金持ちそう なのが、 せめても の 救いでした。 (吼.1) 

一 何のた めに、 あれ だけの 血税を 
皇族に つぎ 込んで いるの か？ 

税金は 生命と 財産を、 いざと いう 時に 国が 守って くれる ように、 
国民が 国家と 交わす 契約金の ような もの だ… といった 趣旨の 文を 先 
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日、 『□本 経済 新聞』 の 書評欄で 読んだ。 確か あれは 先週の 日曜日、 
阪神大震災の 2 日 前の こと。 で、 結局は これで ある。 国と か 県、 市 
は、 豊田 商事 並の 連中、 つまりべ テン 師だ ったって のが 明白に なっ 
た。 USSO 君、 メガ デス 君、 く 一 みん さん、 大丈夫でした か？ 

本 震災を 見て、 まず 3 つの ことを 感じた。 まず 一 点。 軍隊 (自衛 
隊) は、 自国 民を 守っ て くれない という こと だ。 な だし おや、 日航 
機 墜落の 時 もそう だっ たが'  人殺しの 訓練は 適当に しといて (必要 
な 場合 も ある。 テロ対策と か)、 国営 土方 集団に 徹せと 言いたい。 

"地方自治体から 要請がない ので 出動し なかった， との 寝言を ほざ 
き、 それを 弁護す る マス n ミ や、 法律を 改正せ ねばと 論議を すり か 
えてる 連中 もい るが、 治安 出動では ない の だ。 緊急 災害 時には 現行 
法で も、 自主的に 出動 出来る のに 指を くわえて たのは、 要するに 怠 
慢 。殺人の 現行犯を、 警官が〃 逮捕状が ないから" と 見逃す に 等し 
い。 それとも 自衛隊の 幹部は、 天災 時に サ ボター ジユ する ことで、 
治安 出動を も 含む、 自らの 権限 拡大を 企んで いるの か？ 

2 点 目。 □本の 大 マスコミの 脳天 バヵ 振り。 特に NHK は ひど か 
った。 7 日の 朝は、 祌戸 支局 付近を 映し てるのみ。 映像 的には、 テ 
レビ 朝日が 一番 臨場感が あったけ ど、 燃えて る 家の人から 見り ゃ、 
あれが 自衛隊の ヘリで、 消火 活動で もやって くれり ゃと 思い、 撃ち 
落としたい 心境だった ろう。 被 宵が 拡大して からは、 NHK も 民放 
もた だの 官報。 何人が 死んで、 何人が 行方不明 という 役所 発表の デ 
—夕と 映像を 垂れ流しつつ、 「だから 私は 昔から 警告して たんです 
ョ」 ってな、 糞の 役に も 立たぬ、 地震学者と やらの 弁明を 放送して 
て、 よく 恥ずかしくな いもの。 特に NHK は、" 国の 言い訳 放送局， 
として、 完璧だった のでは ないか？ だって、 被災者の 血 や 汗、 糞 
尿の 臭気を 全く シャット アウ トし 切つ ていた もの。 NHK だけ 見て 
いると、 大規模な 防災訓練を 見て いるよう な 錯覚に 襲われた。 その 
点、 BS の BBC、 CNN 等は、 ちゃんと 批判 意識を 持つ てた し、 


筑紫哲 也の 『ニ ュース 2Q 』 での、 黒 田 清の レポー トは 良かった。 ど 
うしよ もない トイレの 惨状を 映す 中で、 溢れる 糞尿の 映像 もキ チン 
と 放送して いた。 糞 学者の 千の 戯言より、 見る 者に 訴え かける。 

3 点： m。 この 時期に、 中東を 歴訪す る 皇室の ありよう だ。 信じ 難 
い。 数千 人の 自国 民が 死につつ あるのに、 国際親善 もなかろう。 皇 
太子 自身'  及び 回りには、 「中止すべき」 と 考えたり、 進言す る 人 
間が 一人 も 居なかった のか？ この ニ ュース を 聞いて 一番 ショック 
を 受けた のは、 天皇制 支持者であろう。 やみくもに あがめる、 いわ 
ば〃 天皇制 教徒" なら まだし も'  理性的な 天皇制 支持者は、 「これ 
は 宮内庁に 潜む、 共産主義者の 陰謀では？ J と 思った 人 も 少なくな 
いだろう (考え方は 違う が、 僕 もそう 思っ た)。 大 マスコミは 例に 
よって 黙して いるが、 本誌の 読者の'  特に 天皇制 支持者の 意見を 聞 
きたい もの だ (批判 派のは ほとんど 想像が つき、 意外 性 や 面白味に 
欠ける ので 不要)。 

今月は 妙に 堅苦しくな ってし まった。 俺っ てこう いう スタンスが 
一番 嫌いで、 自分の 口 が 回る 限りは、 アホ 話を ペラ ペラ ペラ ペラ か 
まし まくろうと 思っ てた のに、 いくら 読者が 多い 地域 だからっ て、 
ついこう なっち やうのは、 まだまだ 修行 不足 だ (これ じ や 以下の 書 
評 如き 物が、 一 番 嫌いな 『日刊 ゲン ダイ』 の 孤み てな 調子に なっち 
まう。 やっ ぱ 目標は、 大胆に も 反 人権 雑誌の 雄、 『週刊 新潮』 の 書 
評 欄の" 読書 雑感" なんだから、 もっと 太々 しくなん なくち や / )。 

2 月は 9 冊し か 読めなかった。 『モル. フラン ダ f ス (上) (下) j 
(デフ ォー .岩波 文庫) i 『ペスト』 も ヵミュよ りこの 人の 方が 面 
白い。 もっと 翻訳よ 出ろ / 『新 びっくり 王国 大作 戦』 (友成 純 
一‘ 扶桑 社 文庫) 1 永山薰 セン セの お 友達だった はず。 せんべい か 
じりながら 読む のに 最適。 『アメリヵン‘ テレビ •ゥォ ー ズ』 (山 口 
秀 夫* 丸 善 ライブラリー)— 丸 善の この シリ I ズ 、数 出て る 割に 食 
指の 動かない のが 多い。 『悪趣味 洋画 劇場』 (洋泉 社) i 中原 昌 也っ 
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て 奴が 書いた 部分の み、 ダントツに 面白い。 コ イツ、 天才 じ ゃね 一 
の？ (ププ ッ . 『回 想の 江戸川 乱 歩』 (小 林信彦 .メタ ロ ー グ) i 
レベルは 超 低す ぎる かもしれ ない が'  この 人の 江戸川 乱 歩との 関わ 
りって、 俺の 対 遠山 老人 体験と 少し 似て なく もない。 某日の 吉田婆 
ちゃんとの 会話。 塩 「東京 直下型地震が 来ても さぁ、 遠山さん て 何 
となく、" 江戸川 区で Q 歳の 老人が、 loo 時間 振りで 救出され まし 

た" なんて 感じで、 屯き 残りそう な 気がする」 吉 「アッ ハ ハ ハ…。 
否定 出来ません ね」 塩 「いつ どこで 死んでも いいけ ど、 遠山さん よ 
りは、 一 U でも 長生きして えよ」 吉 「アッ ハ ハ ハ…」 『ジンジャ 

I*  ロジ ャース 自伝』 (キネ マ 旬報 社) i 長いけ ど 翻訳 文も諕 み 易 
い。 それにしても、 なぜ 金子 信 雄は 料理 本なん ぞじ ゃなく、 赤裸々 
な 2 段 組 500 ぺ j ジの， -| ^£を残さなかったのだ 0 "  『孤 な 街角 J 

(パトリシア •ハイスミス •扶桑 社 ミステリ^ ~  )  i 1 .取 近のは 無 p v 
理 、水増しされ てる 感じが。 g 〜 TO 年代なら、 半分の 量で 仕上げて 
たんじ ゃ？ が、 この 犬 連れの 中年 インポ 親父は 怖い。 アメリカの 
狂信的 中絶 反対派を 思い出して、 ブル ルル。 『市 川 崑の映 画たち』 
{森 遊 机 •ワイズ 出版) i 市 川 監贤へ の 超 ロング インタビュ— 集。 
600 ぺージ 余り ある ものの、 飽きさせません。 そうい や 昔、 話の 
特集から 出た 白 井 佳 夫の 監督 インタビュー 集 本で、 市川篦 編の み 除 
外されて たよな。 確か、" 訂正 要求が 多すぎる， とかの 理由で。 白 井 
のこっ たから、 市 川の 反共 的 部分 あたりを'  ね ちっこく 追求し たん 
だろう が、 こ 一 ゆ 盲目的 信者のを 読んだ 後は、 その 手 も 読みた くな 
る。  ( q .  3 ) 

1 ゲスな 連中 だから こそ、 受難の 時 

| は 打つな // 

しかし 情けない。 何が だってえ？ 加納典 明と〃 靳小 岩の 不動産 


屋の オヤ ジ 風， (『M  a  t e 3 月 号の' 「嫌われ 者の 記」 参照) の 
竹 書房の 社長が パクら れ た、 例の 『き クぜ /  2』 の 一件です がな。 
T  V や 新聞を R てると、 「単なる 商売では」 (TV 朝日での 石 川 次郎) 
とか、 「うちの 娘には とても 見せられな いと 思っ た」 (rz: :ll ゲン ダ 
ィ』 の 梨 本 勝) だの、 何を 考え てんだ コ ィッら は？ どんな ゲス野 
郎 達が、 単に 商売の ために マン コを 撮って 見せよう が、 モデルが 未 
成年だった り、 無理矢理 暴力 的に 撮影した りの 違法行為がない 限り 
は、 御上に 弾圧され た マスコミ 関係者を、 「無条 で 支持す るの 
が 同 業界 人、 いや'  真つ 当な 人間の する ことだろう が P 

テメ ー らに 説教され る 前に、 典 明 や 高 橋 一平ら が 上等な 人間 じ ゃ 
ねえなん て、 TV の 前の 人間は 誰 一人とまで 言わん が、 8 割 方 知っ 
てんだ よ、 バカ ヤロ 1 / だからっ て、"' Hi に 商売の ために 風俗 嬢の 
乳 や ヶッの 絵 垂れ流し てる 深夜 番組の E 会 者" や、〃 単に 商売の ため 
に 誰かが 誰かと チン ポや マン コの祇 めつ こした なんて ネタか ぎ P1 つ 
てる ホ クロ デブ， に、 芸術論 や 道徳 論を ぶたれた かねえ。 そ 一 ゆの 
は# 段 やって ろ。 表現の C .-J が、 根幹に 近い 流通の 自山 段階まで も 
浸食され ようっ て 時に、 こ一ゆ 寝言を ほざいて る〃 言論 人〃 とやら 
を 見て ると、 連中 こそが、〃 保身の ために 表現の 臼 J の 問題を、 感情 
的 道徳 論に すり 替えて 延命を 図る 一番 ゲスな 商売人" なの だと 分か 
る。 この種の 問題が 起きた 時に、" 極左 だから 極右 だから、 上品 だ 
から 下品 だから、 金持ち だから ビン ボだ から" とかの 理曲で 御 h に 
すり 寄る 奴に、 昔から ロ クな者 はいね えが、 丁〉にゃ的％こ ~ ゆ 人 
間き ゃ 出 ねんだ から、， M I; は 上がる 一方。 だから なるべく 消す よう 
にし てんだ が、 好きな 『日刊 ゲン ダィ』 にまで こ 一 ゆョタ 記事が 載 
んだ もん、 アッ タマ 来る って (バカ ヤ ロー 梨 本/  エロ 本 わざわざ、 
娘に 見せる 奴が どこに いる ッ〃： )。 

で、 先月 号 あたりから 本欄が、 三流 新 間の 社説みたい になっ ちま 
ったのは 少し 問題。 元々 下品な 文章 もより 品性を 欠いて 来ました が、 
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こり や 先週まで 読んで いた、 『三文 役者 あな あきい 伝』 (殿 山泰 司- 
ち くま 文庫)  の 悪影響。  来月は 再び、  上品 タッチに 戻る 予定な ので 
ヨロ シク (なる わき やねえ)。 今 U は 2 月 g 日。 今、 BIS 1 で 『ア 
ィド ル， オン •ステ ー ジ』 観 てんだ が、 どうして ンなに 銭 かけ てん 
のに 締まらね えの？ I る タレントが アホ すぎる つてな あ、 ス タツ 
フは 事前に 分かっ てんだ から、 無理して 「買物 ブギ」 等の ir 典 歌謡 
を 唄わせない とか、 脇の ダン ザー を もつ と 前に 出して、 連中の どじ 
ょうすく いを 中和させる とか、 色々 と 方法は あんだろ うに (西 郷輝 
彦とス タ ジオ ナンパ ー ワンダン サ—ズ が 活躍した、 Q 数年 前の T  B 
S の、 『ヤマハ. ヤン グジ ャン ボリー』 を 思い出しつつ。 それにし 

て も、 大原真 由 美の 脚を 映す のは 許す として、 しや ベら すな。 完治 
した n れ痔が うずいち やう)。 

11 r： は、 くし だ あしゆら とふ あんと むに 原稿を 落とされ たので、 
次号の 入 稿は 楽々 だろう なんてけ い 考えを 抱いて たら、 fr び 地獄を 
見た。 ふあん 公 (『レモン クラブ』) もし ゆら 公 (『Mate』) も 何 
とか 入 稿 させました が、 ふあん 公は ともかく、 しゆら 公のは、 卜 1 
ン 贴 れ ない 原稿が 2 枚 も 入っ てる ありさま (たった ^ ぺ ー ジの 原稿 
で}。〃 史上 最惡の エロ 漫画家" との 栄誉は、 結局し ゆら 公の 頭上に 
輝く ことにな ったが、 もう 2 本 入 稿 させれば、 奴の 2 IL 目の 単行本 
も 可能な わけで、 あと 少しの 忍耐… (途中で 俺が プ ッツン 、奴を ブ 
チ 殺さなければ の 話 だ ヶド) 。 

1月は結局 1 附。邪年は、いきなり『三国志』にはまった年とし 
て、 忘れられ なくなりそう。 『三国志 一〜 五』 (岩波 文庫) i Q 巻く 
らい あつても いい。 好みの キャ ラは 常識的で 惡 いけど、 曹 操と趙 雲。 
趙 雲が 命が けで 助けた、 玄徳 (恐怖の デ クノボ ー) の 息子の 阿斗が、 
親 同様、 いや、 それ以上の 低能 野郎で ある 点に、 この 物語の 奥の 深 
さを 感じた。 『横断』 (D  . フランシス* ハヤカワ 文庫) 丨設定 が 凝 
り 過ぎて て、 良く 分かりませんでした。 『黒い 天使の DT の 前で』 (パ 


トリシア. ハイスミス. 扶桑 社 ミステリ'  — )— 図々 しい 年寄りへの 
嫌惡感 を！ i かせる と、 天下一品。 著者は 2 月 4 日に、 スイスで !; 去 
したと 伝えられました。 フランスの F2 の ニ ユース では、 映像 も紹 
介して ましたが '細面で、 怖そう な 顔した お婆さんでした。 『啄木 
歌集』 (岩波 文庫) 丨 短歌 や 俳句 も、 オヤ ジ っぽくて いいから、 そ 
ろ そろ 手を 付ける か。 たき 火、 庭い じり、 犬の 散歩… ますます 充実 
する オヤ ジ ライフ。 『いつも ロン リ ー だった j  (内 館牧子 & 小 1 旭. 
_ 談社 文庫)  4 凌い よな'  アキラ も…。 こんだ け 好んで オマ ンコ話 
する 映画 スタ ー も 珍しい。 出来の いい 本 じ やない が、 半年 ばっ か 前 
に 『週刊 文 春』 に 連載され た ■の 自伝は、 いつにな ったら 単行本 化 
されんだ ろ？  『編集 狂 時代』 (松 田 哲夫 ，本の 雑誌) 丨 『本の 雑 
誌』 って 雑誌は、 マガジン ハゥスの 全ての 出版物 同様に 大嫌いで、 
そこから 出て る 本 じ やと 不安で したが、 面白 かった。 後半 Q ベ ー ジ 
程の 自慢話が なけり や 余計に。 『純愛の 精神 誌— 昭和 三 卜 年代の 青 
春を 読む一』 (藤 井 淑禎 ♦新潮 選書) 1 今月の ハイライトと 言う ベ 
き  一 ml 。 半年 以 h も 前に 出た 本 だけど、 書名を 間違えて 記憶して た 
ため、 今年に なって やっと 入手。 結論から パ！！ うと、 全 6 章から 成る 
この 本、 章に よって 出来、 不 II 来が 極端。 I の〃 『愛と 死を みつめ 
て』" や Y の" 石 坂洋次 郎 のために/ YI の〃 手記を 書く 女たち" は 
面白い けれど、 m の〃 甦る 「こころ — とか'  V の" 「忍ぶ 川」 と 
『忍ぶ 川』 のた くらみ， あたりは、 飛ばし 読みす るっ き やない。 著 
者 自身 も、 他の 章に 比べて 興味がない 感じ。 無理して アヵデミック 
にせず、 ヶー ハクに 徹した 方が、 より 盛り上が った 本に なった はず。 
著者が 一番 力を入れ てるのが、 y の〃 石 坂 洋次郎 のために'  昨今 
の 石 坂への 無視 振りに、 立腹を 隠さない 著者の 姿勢には、 私 も 共感 
しました。  { c *  4) 
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マスコミに 絶対に 再 登場し ようと 

しない、 美 樹克彦 に 

I 「バカ ヤロ 1 // 」 

埼 玉に 住んで いた 頃は これ 程じゃなかった と、 つくづく 思う。 こ 
ん なんで 飲み水は 大丈夫 か？ そのく らい、 北 関東の 冬から 春に か 
けて は、 晴天の 日々 が 続く。 今日 もまた 晴れ。 咋日 、都心の 地下鉄 
で 何人もの 人々 が、 わけ も 分からぬ うちに 無念の 死を 迎えて いるが、 
北 関東の 空には どうで もい いこと らしい。 が、 真っ青な 空を 見て い 
ると、 意味 もな くむ かついて 来ません か？ 「こんなに 空が 晴れた か 
ら って、 それが 何に な るんだ P バカ ヤ ロ— / 」 と 北 関東、 いや、 
全国の 発情 青少年の 心を 鼓舞した のは、 S 年 程 前の 目方 誠 こと 美樹 
克彦 でした が、 豺 もの 馬齢を 重ねてよ うやく、 この 歌の 奥行きを 知 
った 気が。 

ただこの 年になる と、 青空 見ても いきなり、 「バカ ヤ ロ— / 」 と 絶 
叫したい 気分には なりません。 怒りの 感情が 最高潮に 達する 瞬間と、 
晴らした いと 思う 時との 間に ズ レが 出来る… のじ ゃなく' 生活の た 
めに ズ レさせる 知恵が、 身に 付 いちゃっ てる。 本人に とっち ゃ 日常 
的 行為です が、 第三者から 見れば 生 出し しちゃっ た 後、 「割と 早い 
のネ /」 と 言いた そうな 尻軽女の 横で、 なえた チン ポコに コンド I 
ムを かぶせる みたい な…。 むろん これは 例えです が、 たまった 怒り 
を 抑制し 続ける 癖を つける と、" 怒りを 爆発させる 瞬間， を、 空想し 
て 作り出しち ゃったり もす る。 という わけで'  澄み切っ た 青空を 見 
る 行為は" 一瞬 スカツ とすると 同時に、 日々 の 情けな さを 確認す る 
ことに も 直結 するとい う、 やつ かいな 矛盾を 抱え込む (濡れる と 男 
のコに 変身 しちやう 癖のある、 超い い 脚した 美人の 彼女を 持った 心 
境と でも 言う か… t どうしてこう も 下品な 例えが 次々 と 湧いて 来る 


のか？ 地 黒の クル クルパー 女房を 見て る ゆえの ストレスと 言って 
は、 身 も 蓋 もない が。 要するに、 「こんな 俺の 苦しみ なんか'  誰に 
も 分かり やし ねんだ / 」 といった 所でし ょうが、 こ 一 ゆ一 状態が 癖 
になる のは 事実で、 つくづく 苦しみと 快楽は 紙一重と 思わされ、 谷 
崎 潤 一郎の 偉大 さを 再 確認す る 日々)。 

2 月。 まずは j 三国志 六〜 八』 (岩波 文庫)— とうとう 読み終え 
てし まった。 悲しい。 次は 『西遊記』 でもと 思ったら、 岩波 文庫 版 
は 全 Q 巻のう ち'  7 巻まで しか 出て ない とか。 文庫本 じ やない と、 
通勤 時に 手が だるくな っち まう し…。 『 5 人の 極地 探検隊』 (加納 一 
郎 ，朝日 文庫) i トイレで 毎日 数べー ジ ずつ 読んで いた。 散漫で 退 
屈。 『ブタ の 丸 かじり』 (柬海 林 さだお •朝日 新 間 社) i 最近の 漫画 
はどうに もなら ない が、 エッセイ 集は 相変わらず 絶好 調。 漫画は 捨 
てた 方が いい。 『「三国志」 の智 恵』 (狩 野 直禎 •講談社 現代 新書) 
I この 手の 本に 面白い のが あった 例がない という 点を、 再 確認。 
『山里の 釣りから』 (内 山 節 •岩波 同時代 ライブラリ ー) i 舞台に も 
なる 万場 町には、 万場 高校が あり、 文化祭は〃 万 高 祭， だっ たはず 
(もう 廃校に なった かな？)。 『三文 役者 あな あきい 伝. PA J T1 
〜 2』 ( 殿 山泰司 •ちく ま 文庫) i 殿 山が 赤 木圭一 郎に カツ アゲさ 
れ たっての は、 金子 信 雄が BS の 番組で 証言して たらしい が、 川 地 
民 夫に も やられて たと、 本人が 書いて る。 町 田 町 蔵の 解説が、 名著 
に 糞を 塗りた くって いる。 ン なのは 没にしろ って。 パッカな 担当 編 
集 者。 『テレビ CM の靑春 時代』 (今 井 和 也 •中 公 新書) i 金には な 
るみたいです が、 つまん ね 仕 寧みたい っす ね、 宣伝 M さんて。 エロ 
本屋で ホッ 。『杉 浦 茂 マン ガ館第 1 巻〜 第 4 巻』 (筑摩 書房) i てっ 

へっ へっ。 おっかし いし、 お腹は すいち やうし で、 たまりません ね。 
5 卷 目と、 『杉 浦 茂の ちょっ と タリない 名作 劇場』 という カラ ー 本 
は、 どこの 本屋さん にもない ので ガ ックシ (漫画本の 解説には ロ ク 
な もんがない というのは 常識 だが、 1 巻 目の 荒 俣宏の 「杉 浦まん が 
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の 健気な 逸脱」 はさす が)。 『東京 映画 名所 図鑑』 (富 m 均 •平凡 社) 
i 厚さの 割には 1950円 と、 高い 本 だが 楽しい。 映画の 趣味 も 偏 
ってない。 ただ、 著者は 相当 癖の 強い 性格ら しく、 それが チラ チラ 
と 顔を 見せる あたりが 欠点 (そ— ゆ 一 のは 隠し味と すべし)。 『アメ 
リカ* ジャ^  — ナリズ ム』 (下山 進. 丸 善 ラィブラリ^ ~ )  — もっ とも 
な 内容。 著者が 『マルコボー ロ』 の 一件の、 文藝春秋の 社員で ある 
点が 笑わせる。 『愉しみは TV の 彼方に』 (金 井美 恵 子 •中央 公論 社) 
1 『M  a  t e の 「嫌われ 者の 記」 でも 触れた けど、〃 蓮 實重彦 の 口 
パク 本"。〃 高卒 文学 少女の 星， の 成れの 果てを 確認す るには、 絶好 
の I 冊。 

毎月 何だか 良く 分かん ない 傾向の 本、 色々 と 読ん じ ゃい るけ ど、 
十代の 暇を 持て余し てた 発情期なら ともかく 、肋 男が やたら 本を 読 
む 姿っ て、 物欲し そうとい うか、 えげつない 景色 だと 思いません？ 
よく 居る じ ゃない っす か。 バ'  — コ ー ド ヘア- の オヤ ジ が、 テ メ ー は 
駅の 階段 降り てんのに' 超 ミニの 姉ち ゃん が 下から 昇って 来たので、 
階段の 下から わざわざと 振り返り、 ねっと りした 納豆み たいな 視線 
を、 姉ち ゃん の 脚の 近辺にから ませて ると でも 言う か… (こ 一 ゆ 時、 
姉ち ゃん 達は 嫌がらずに 結構 サ ー ビスして くれる。 やったん さい、 
一度。 けど、 脚の 匂い かがせろ とか、 パンスト 越しに 尻の 穴 舐めさ 
せろ なんて 言う と、 ぶっ 飛ばされる。 でも、 ぶっ 飛ばされたり、 蹴 
られ てみたい 脚 も あるよ ね)。 

そんな 中 娘 2 人を 連れて' 「高 崎 ピカ デリ ー」 まで 『ガ メラ』 を 
観に 行けば、 前 評判の 割に 大した 映画 じ ゃない。 この レベルまで、 
鳴り物入りで ほめ まくらねば ならぬ 邦画って、 一体 P :  いくら 俺が 
若い 姉ち ゃん に 飢えて いようと も、 愚妻が 美人 だなん ては 絶対に 思 
わんし、 まして や 口に 出したり もせぬ。 なのに なぜ 『ガ メラ』 を 多 
くの 人々 は…。  ( C . 


1 1 度で いいから 夜 姉ち ゃん の 脚に 

■触りたかった。 

久 々に 宴会 ネタ (かつては、 毎号 宴会 情報が 載って たのに 寂しい、 
なんつ う ハガキ まで 来る ありさま。 確かに 田舎 暮らしを 始めてから 
は、 以前 ほど 頻繁に やって ない が、 時々 はやっ てる。 が、 どうも そ 
の 出席 メンバ ー が、 読者の 興味を 引きそう にないので 、めったに 紹 
介し なくなった。 例ぇば、 市ヶ 谷の 世界 文化 社の 前の 土手で、 富士 
美 出版 営業部 主催の 花見が あった なんて、 諸君には ちっとも ピンと 
来ないで しよう)。 

"やす 〇 姉ち ゃん の 上京を 祝う 会〃 なる 宴が 開かれた のは、 何 か 起 
きる 日、 4 月 C 日の 前日。 場所は、 漫画 屋 関係の 宴会が よく 開かれ 
る、 竹 書房の 反対側の 「ロー ソン」 の 地下に ある、 「ガスペ」。 かつ 
ての" 岩 手の 大 スタ ー 投稿者" の 上京を 祝う にして は、 メンバ ー は 

貧弱。 俺、 ま〜、 夜 おばさん、 伊集院 808  ( 2 歳 •出っ歯. 童貞)。 
そして やす 〇 姉ち ゃん。 仙 台で 世話になった DONKEY は、 締め 
切りを 抱ぇて ると かで 欠席。 やす 〇お姉 様が 是非 一度 お会いしたい 
と 言って た、" 漫画 屋 パン パンガ ー ルズ ，の エース 、菜 摘 ひかる 嬢は、 

3 回く らい ポケベルで 呼び出した のにな しのつ ぶて。 電話の 向こう 
で また ひかる 姉ち ゃん が、 彼氏と ケン カ 始められても 白ける ので 断 
念 (今月 掲載 分の コラムの 請求 だと 思って、 放っ といたと 思われる。 

けど 今回の、 ちよっ とまず いんじ ゃね 一 の？ 事情 通が 読む と モロ 
バレ だし。 首筋に 冷たい 物が 走った 連中 も…)。 

参加者が 意外と 少な いのも わ I んの 。俺 も 欠席し ようかと 思った 
くらい。 だっ て、 やす 〇 姉ち ゃん、 一人で 上京し たんじ ゃなく、 コ 
ブ 付きなん だ もん。 コブっつ っても、 ポッ ポ宫 本と かま〜 の 隠し子 
なん つん じ ゃありません。 ただの 男。 結婚を 前提と した 野郎 だとの 755 


噂 も あるが、 他人 様の" 幸福， のた めの 宴会 くれえ つまん ねえ もん 
はない。 俺 「ただ マン やりたがる 男の 古典的な 手口。 何ィ 考え てん 
だ オメ も？」 やす 〇 「いんです. 。ダ メだ つたら やり！ 0 します。 まだ 
若い し、 私 も… j  (本人 当年 1 歳) 按 「彼って、 資産家の コ？ い 
ざと なると、 女は お金が 大切よ。 若くても 年 喰っ てても」 (本人 当 
年 7 歳) やす 〇 「ぜ 〜ん ぜん。 大学 中退した プ ー タロ ー なんす。 私 
も 働かな くっち ゃ」 大丈夫/  私の 彼には'  ミユ I ジシ ャンの 才能 
が あんです」 本人 以外の 全 参加者 「 …… 」。 {これは 俺の 推測 だが、 
だま くら かすなら 柬北 女に 限る と、 全 男性 参加者が、 やす 〇と練 馬 
の 性 一 黎の 夜を 交互に 見比べつつ、 心に 刻んで いたよう だ)。 

その 沈黙を、 いきなり 破っ たのが 伊集院 808  ( 2 歳 •出っ歯. 
童貞)。 そもそも なぜ 奴が おる のか、 理解 出来ない 読者 も 多いだ ろ 
う。 何も 俺 やま〜 が、 自分 達の ッ ラの 引き立て役に、 わざわざ 稲城 
から 呼び出した のでは ない。 以前から やす 〇が 彼の ファン だと 言っ 
てた ので、 気を 利かせた の だ。 「今度、 彼の 音を 聞いて みたい な」 
かまぼこの 板を 当てて ヵナ プチで  一！ T 一挙に 矯正したい 欲求に か 
られる 出つ® ゾラが、 ンなス ヵした 台詞を 吐く もんだ から、 全 _ (呆 
然 。再び 気まず い 沈黙。 あっあっ… そ^ だ そ 一 だ" 今度 サィン 帳 
持って来 ますから、 お願いします。 伊集院さん / 」 今度は やす 〇。 
や〜 っば、 だま くら かすなら 東北 女 だな〜 (で、 明日は 色々 と 心配 
だし'  夜 おばさんは q 回 EH の お見合い も あると かなので、 参加者は 
U 時 頃には 早々 と 駅に 向かった。 そだ / 利発で 有名な 沖 田 十三 こ 
と、 三 石片 奈のヤ ロが 一 番知 りたい デ ー タを 報告し よう。 一番 後ろ 
から歩いた俺が、 飯田橋駅までの^ -〜 8 分 間覲寮 した 所に よれば、 
脚の 美形 度に 関しては、 やす 〇 & 夜は、 ほぼ 互角。 細 さと 長さは や 
す〇が 上だった 気 もす るが、 やや 田舎 臭い 点 も。 夜のは 少し 太いが、 
ラインは 洗練され ていた。 感触 度？  ンな ことまで 出来る 権力が' 
下請け 中年 編集者に ある わけなかろう)。 


3 月。 『脇役 誕生』 (花 沢徳衛 ■岩波 書店* 1600 [j )  i 役者の 

自伝で ここまで 退屈な の も 珍しい。 政治家の それ 並。 『おかめ 笹』 
(永 井 荷 風. 新潮 文庫.  400円 ) I 撮 高 / こ一 ゆせ こい 人間に 
なりたい。 『浅 草 最終 出口. 浅 草 芸人* 深 見 千三郎 伝』 (伊藤 精 介. 
晶文 社* 1200円 ) 1 小説の 登場人物が 俗物な のは ィヵす が、 伝 
記の 筆者が そうじ や、 読む 方は たまらん。 伊藤、 テメ自 身の ことな 
ん ざ、 どうで も いんだ バヵ ッ / 『文化 麵類学 ことは じめ』 {石 毛 直 
道 •講談社 文庫 •  860 円)— 完璧に 題名 負け。 『修羅を 生きる』 
(粱石 白. 講談社 現代 新書.  650 Tj ) 1 この 人 や 辺 見 庸の 人間 描 
写は 鋭い。 『さらば 長き 眠り』 {原 寮. 早 川 書房. 1600円 ) 丨 
前半で 浮浪者が、 元 有名 建築家 だと、 ぁっさり 利 明す る 部分 以外は 
良かった。 『日本の 現代 演劇』 (扇 田昭彦 .岩波 新書.  620円) 1 
なるほど。 『惡 意の 不在』 (大四 赤 人 •すず さわ 書店 ■ 1854 円) 
1 带で 何で 小 林よ しのり が 絶賛し てんの か、 分から なんだ。 『無頼 
平野』 (つげ 忠 m •ワィズ 出版 ■ 1900 円)^ ►僕は 昔から、 兄貴 
よりこの 人の 方を 買っ てます。 『今 ひとたびの 戦後 日本 映画』 (川 本 
三郎 •岩波 書店 •  2400 円}  i 「白い ブラゥスの 似合う 女の 先生」 
との 項目は、 題名 だけで 泣かせる。 『文士の 風貌』 {井伏鱒二 •福武 
文庫 •  650 l ) 丨 〃文学青年， だった 高校 時代を 思い出す。 『舵 
をと り 風上に 向く 者』 (矢 作 俊彦. 新潮 文庫.  400 m) 丨 中身は 
ともかく、 鈴 木 正文の 解説に ゲ ロゲ ロ。 『わが ハリゥッド 年代記』 
(ロバ ー ト ，パリッシュ. 筑摩 書房 •  2  500 円)— 筆者が、 自分 
以外の 人間を 語って る 部分の み 読ませる。 『奇っ怪 紳士録』 (荒 俣 
宏 * 平凡 社 •  9  〇〇円) 丨 俺は 昔 この 人って 溫澤 龍彦 みたい な 人 か 

と 思っ てた けど、 数百 倍は マシな ので ビック リ 。今後は いっぱい 読 

もっと。 『鉄腕 アトム』 (手 塚 治 虫. 講談社. 1300 円)— 全 3 卷 
のうち、 Q 巻まで 読む。 7 巻 収録の 「白熱 人間の 巻」 は、 すっかり 
忘れて いた。 娘と 2 人で 競って 読む。  ( n . 
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追悼 •遠山 孝。 

またもや 宴会 ネタ です — という リー ドで 始めよう としたけ ど、 疲 
労で 盛り上がりを 欠いた 宴だった ため、 他に ネタを 求めよう とした。 
でも、 「酔の 助」 なんつ う、 漫画 屋の 愛用 宴会場では 超 C 級 コース 
の 安酒の み じ ゃ、 5 月 n 日に、 406 号 室の 原稿 倉庫への 移転 作業 
を、 半日 も手ほ って くれた 諸君に 対して 失礼 だから、 ここに 参加者 
の 名前を 記します。 夜 おばさん (当年 7 歳)、 及び 彼女が スヵ ー ト 
の 中から 取り出した、 かる あみる く 君 (美少年 零)、 他 2 名の 男性 
諸君、 御苦労様/  (7 セン ト ラル ビルから 栄昇 ビルに 引っ越した 際 
も、 当時 出して いた 『真実 新聞 J の 読者の、 西 岡 某、 加 藤 某の 両名 
を  一 n 中 使い 回しながら、 安酒— とい っても、 今回よりは 数 段 上等 
だった。 確か 夜は 焼き 肉屋で 喰いたい 放題。 資金は 写植の 公栄 社の 
社長 持ち だっ たが。 ホン ト 、俺 も吉田 婆ち ゃん もちゃっ かりして る 
よな — で うやむや にした 記憶が ある。 御 2 人と も 元気です か？) 

今月は 他に も 色々 あった。 倉庫への 引っ越し 前後に、 俺 や 吉田婆 
ちゃんが 非常に 世話になった、 漏 遠山 企画の 遠山 社長が 亡くなられ 
たらしい の だけれ ど、 遺族からは 何の 連絡 もない。 今でも 遠山 企画 
経由で、 俺'  吉 m 婆ち ゃん、 ま〜 は 計 5 誌の 雑誌の 孫 請けして いる 
ので、 後任 社長の 娘さんは 事務 上の 電話を 時々 寄こす のに、 一言 も 
触れない。 こういう 話は 秘密に しようと 思っても、 パッと 業界に 広 
まるから、 あちこちから 問い合わせの 電話が 入る けど、 「さ〜」。 ア 
ホみたい。 僕は、〃 1 年 以上 勤務す る 奴は 気違い， と言われた 遠山 企 
画に、 大学 4 年の 1 月から 入社して、 S 年 勤務した〃 超 エリー ト" 
なのに。 遠 I さんは、 僕を 半人前に して くれた 大恩 人です。 人間的 
には的％嫌ぃでしたが。けどその最後の1%部分"っまり、カスト 
リ 、実話 雑誌 時代の 思い出話を 聞く のは 大好きでした。 坂 口 安吾、 


岩 田 専太郎 、清水 正 二郎 、東 郷青兕 等、 僕らに とっては 歴史上の 人 
物の 裏話を 聞く のは、 半ば ホラと 分かっ ていても、 至福の 時でした 
(遠山さん は、 井伏鱒二 門下の 文学青年 だっ たらしい)。 そして、 遠 
山 企画 設立 後の、 初期 『コミック VAN』 時代の 苦労 話—。 真 崎 守 
の 理屈っぽ さに 辟易したり、 ふくし ま 政 美の 蒲 田での バ ー テン 姿に 
ビック リ した 話、 村 野 守 美の ttj 舎 芝居 染みた 打ち合わせ 登場の 下り 

遠山さんも 〇 %僕を嫌っていたでしょうが(僕もあなたに好かれ 
ようとは 思わなかった)、 この 残りの 1% で 社員 C 年'  孫 請け 3 年 
の 計 Q 年 もやって これた のです から、 世の中 不思議です。 俺が 卒論 
に 花 田 清 輝を 選んで たのを、 妙に 気に入って くれたの も 思い出す。 
どうも 花 田'  あるいは 問 本太郎 のよう な、， rj ら弧 r を 選ぶ 芸術家に、 
自分を 重ね合わせ てる 而が あった。 内心 俺は、 「遠山さん が 孤独な 
のは'  江戸っ子を， nn 称する 割に 金に 細か 過ぎたり'  人への 思いやり 
の 精神に 欠ける という、 人格 上の 欠陥に 過ぎな いんじ や。 そのく せ、 
"誰々 は 実は 僕の ことを 好いて て くれてね， なんて グ チを 僕らに こ 
ぼす し。 惡 役なら 最後まで 徹して 下さいよ。 花 田が どっ かで窗 いて 
ましたよ。" 愛されて 死ぬ よりも'  憎まれて 生きる 方が マシ" って」 
とは 思っ たが、 もちろん 'i にはし なかつ た。 

経済的な 而に すれば、 俺は 遠山 企画で 一番の 貢献 者だった と 思っ 
てます (遠山さん にも それなりに 報いて いただいた)。 同時に 編集 
面では、 大正 生まれの モ ダンボ ー ィで あった 遠山さん の 持って いた' 
ヵッコ 良くて、 ちょっ と 青臭い 漫画 誌 作りを、 身 も 蓋 もない エロ 漫 
画 誌に 変えち やった という 反省は ある。 というの も 遠山さん、 自分 
の 持っ てる 青 さを 盛んに 漫画家に 吹き込みながら、 いざ 雑誌の 成績 
が惡 いと、 全てを 漫画家の 责任 にして、 結局は 雑誌を ただの エロ漫 
画 誌に して 延命を 図る という、 悪い 癖が あったから (中で も、 『漫 
画 レッド』 時代の キシ もとのり 〔現 松 文 館 社長 一なん か 気の 靡の 極 
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みだっ た)。 当時 進行して いた 日活 ロマン ポルノ 裁判での、 斎 藤 正 
治らの" ワイ セツ なぜ 悪い， の 主張に 共感して いた 俺は、 そんな 遠 
山さん のへ ッ ピリ 腰が 大嫌いで、 遠山さん をして、" 身 も 蓋 もない" 
といっ た 顔を させる 編集に、 徹する ようにな ってし まった の だ。 確 
かに 遠山さん の、 ダン デ ィズムは 継承 出来な かった けれど、 そのせ 
いで 今まで 経済的に 貢献 出来た の だから、 許して 下さい。 

そんな こんなを 含めて、 遠山さん には 一度 じっく り 時間を かけて' 
二〜 三流 漫画 界の 歴史を うかがって、 記録して おきたかった。 衰退 
し 切った 邦画 界 では、 何 種類 も その 手の 本が 出て いますが、 漫画 界、 
特に ニ ー 三流の 世界では 皆無です から。 が、 結局は 実現 出来ません 
でした (今 考える と、 出来っ こない のに、 自分の 尻を 叩いて いたよ 
うな 気 もす る。 俺 も 未熟な 人間。 きっと どこかで、" 今 遠山さん 達を 
食べさせて いるのは、 俺達なん だ" という、 ゴー マンな 気持ちが あ 
つて、 ブレ ー キを かけて いたの だと 思う)。 

噂では、 関係者を 招いて 葬式を しないのは、 故人、 つまり 遠山 さ 
んの 遺言との ことです が、 俺を 遠山 企画に 引っ張り 込んだ 張本人の 
今 村紀郎 '故 『マンモス クラブ』 の 加 藤 健 次、 吉田 婆ち やん、 上 原 
修一 、業界は 離れち やった けれど、 小 林 俊 道、 三 村 好 I 、 そして 俺、 
俺の 女房 (職場結婚 だっ たん ス) らは 一人残らず '「線香ぐ らいは 
上げさせて 欲し かつた」 と、 ガッヵ リ してます。 

とはいえ、 どっ かで ホッ としてる の も 事実。 价 歳の 時から Q 年 n 
お世話になった 遠山さん と、 精神的な 意味では ともかく、 経済的 関 
係は 清算され るので すから。 噂では 娘さん 達は、 僕 や吉田 婆ち やん 
との 孫誚け 関係を、 持続したい 意向の ようです が'  僕らに その 気は 
一切ありません。 近く、 ま〜 セン セの 2 誌を 含む 計 5 誌を、 遠山 企 
画に 返上す るつ もりです。 たかが エロ 漫画 誌の 編 プロに、 金 正 日は 
不要で しようし。 それに、〃 売れない 漫画家を 切り捨てる のが、 編集 
者の 一番の 仕事 だ / , というのは'  あなたの 最初の 教えでした。 遺 


族 も 僕らに すれば、 若 山 ひろし、 木 村 仁、 浅 丘 譲、 久留見 幸 守、 大 CP 
山学、トチボリ茂、加奈井ゆきおみたいなものです。邠％嫌いだっ  ■ 
た 遠山さん/  カッコ 良 かつた モボの 遠山さん、 さようなら"： 

c . 

一 毛虫と 遠山 孝と 谷 崎 潤 | 郎に 

1 っぃて。 

今 さら、 過ぎて しまつた 春の 話題から 始める の も、 暑苦し さを 増 
すだけ で 心苦しい が、 やはり 触れない わけには いかない。 この 春は、 
終始 妙な 欠落 感に 襲われて いた。 その 理由が 分かれば 対処の 仕方 も 
あるが、 どう 考えても 「？」。6 月 も 半ばを 過ぎて、 ようやく 理 h 
が 判明。 夏草を 引っ こ 抜いて いた 今日の 午後、 裏庭の しだれ 桜 (桃 
かも？) を 見て いて、 この 舂は一 匹 も 毛虫が 発生せ ず、" 屯 虫つ ぶし， 

が、 全く 出来ずに いた ことに 気づいた の だ。 ああ、 俺は 何て 不幸な 
んだ / スコップの 先で 幹を 這う 毛虫を、 2 匹 同時 に"ブスリ / " 

と 刺し殺す 瞬間の 快楽と 言つ たら…〃： 

咋年 徹底して 毛虫つ ぶしを やり 過ぎた ため、 今年は 一つ 娯楽を 失 
ったの だ。 この 寂寥 感は 経験者に しか 理解 出来ない と 思う が'  何 寧 
も 度を 過ぎる と 後悔 するとい う 例と して、 今後の 戒めと する 決意 
(それ 程の ことかよ つてな 言いが かりを つけて、 自らを 高みに 置い 
てる 諸君は まだ 青い M )。 これは、 象徴的 意味合い も 含んで いる。 
要するに パー な 投稿者を、 近頃は 駆除し 過ぎ てんじ ゃない かとい う 
反省 だ。 蛇 年生 まれで 乙女座の 俺は、 半端な ことは 大嫌いで、 やる 
時は SEX 以外は 徹底して やっち ゃう 性格。 で、 誌面が 時として 一 
本調子になる。 この場合、" 清水に 魚 棲まず" の 例えは、 やや 場違い 
な 気 もしない ではない が、 やはり、" 清濁併せ呑む， と言う か、 

少 々パ ー な 野郎で も、 卸の 太い 女で も、 廳 楊に 構えて 出入り させた 
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方が、 誌面は より 美的 混沌を 極め 得る のでは ないかと、 柄に もな く 
自らを 顧みて るの だ (その 前に 誤植を 減らせなん つう 半畳を 入れん 
な。 漫画 屋@ 班の パー 度は、 俺に 加えて やくる〜 と & シマの クル 
クルパ ー コンビの おかげで、 鉄壁なん だから。 尊師 たる 俺は とも か 
く、 両名は" やっ ぱ 高卒は パー ぱ っか， を、 日々 証明し てんじ ゃね 
え // t フォロ  I しとく と、 性格は 惡 かねえ。 教養が ねんだ。 教養 
は あるけ ど 性格の 悪い 俺とは、 ピッ タリ だろ ってな 見方 も あるが、 
限度 も あるな) 。 

先月 号は〃 遠山 孝 追悼 特集" だった ので、 4 月に 読んだ 本の リス 
卜が載 せられませんでした。 一人く らいは 「残念/.」 と 書いて 来る 
かと 思いき や、 ゼロ。" 厶力 〜 ッ "とはし なかつ たけ ど、 カス トリ 雑 

誌 i 実話 雑誌 丨 二流 隔週 漫画 誌 I 三流 H  口 劇画 誌— ロリコン 漫画 誌 
1 レ デ ィコ ミと、 戦後 Q 年を エロー  筋で 生き抜いた 遠山さん への 追 
悼 文を 書いた のが'  俺 一人と いうの も 寂しい… と 書いて ると、 また 
切りが なくなっ ちまう ので、 5 月の リスト 行きます。 

『われより ほかに •谷 崎 潤 一郎 最後の 十二 年 j  (伊吹 和 子 •講談 
社 .3900 円) iGW はこれ を 読んで 過ごす。 『陰翳 礼讃』 の 著 
者が、 潔癖 症 だとい うのが おかしい。 値段の 価値 あり。 『南方に 死 
す』 (荒 俣宏 ，集英社 文庫 .520 円) 1 〃 南へ 行く ほど 面白い" 
と  一 i 一一 c われた のが、 lr 映の ，網 定番 外地 シリ ー ズ〃 だが (， _I 眉は むろ 
ん 『望郷 篇』) 、荒 俣の 本に も 当てはまる。 『鈉 ノ津 茶会 記 』 (井伏 鱒 
二. 福武 文庫 •  430 円) 丨ルビ が 全くな く、 漢文の 教科書を 読ん 

でる みたい。 結構 面白い 内容 だけに、 「エッ ラ そ一 に / 」 とむ かつ 

く。 『江戸川 乱 歩 全集* 恐怖 奇形 人間』 (ヮィズ 出版 ♦ 1300HZ) 
i 超 安直な 本で、 余程の 好事家 以外は 買う 必要なし。 数 少ない 好事 
家の 俺と しては、 小 池 朝 雄の 横顔が 覗けた 点 だけで 満足。 脚本家と 
して 立派と 思った 経験は 一度 もない が、 田 中 陽 造の 石 井 輝 男 論、 
「腐肉を 喰らう 秀廳の 栄光」 には 目頭が 熱くなる。 『そして 夜は 甦る』 


(原 寮 •早 川 書房. 1300 円) i 単行本 買って 数日後に、 文庫本 
も 出 てんのを 知る。 昔は 腹が立っ たが、 小金 持ちに なった 今 じ ゃ 
「フン/」 (t 本当 P )。 『反逆す る 風景』 (辺 見庸 •講談社. 140 
〇 円) i よくこんだ け イモな 題名 付けました ね…。 『もの 食ぅ 人び 
と』 のべ スト セラ ー 化で、 頭が おかしく なった のかと 思っ たが、 内 

容は まあまあ。 『続* 映画の 昭和 雑貨店』 (川 本三郎 •小学館 • 15 
00 円) i 本 自体は 悪くない が、 近頃 ここ、 やたら" サライ， を 強 
調 すん のがぅ ざったい。 別に サライが 川 本三郎 育てた わけ じゃある 
めぇ？  f ピー グル 号 航海 記 沖 J  (チャ ールズ •ダー ウイン* 岩波 
文庫.  570円 荒 俣の それに 比べる と 色気に 欠ける 南方 本 だが、 
朝の 通勤電車に 座って 読む のには 向いて る (満員 電車で 立って 読む 
のには 不向き)。 『図鑑の 博物 誌』 (荒 俣宏 .集英社 文庫 .800 円) 
i いい 本。 俺は 読み かけの 本のべ ー ジを 、しおりの 代わりに よく 折 
るが、 「もったいない か？」 と 何度か 思った (結局は 折っ たが)。 

『哀しき 父 •推の 若葉』 (葛 西 善 蔵. 講談社 文芸 文庫*  980 円) I 
有名な 作家です が、 肋 過ぎて 初めて 読み、 今まで 読まなん だのは い 
い カンして たと 思った。 『宫沢 賢 治 全集 9  ( 書簡)』 (ちく ま 文庫* 
1100 円) i 筑摩 は、 萩原 朔太郎 全集 も 早く 文庫 化すべし (余り 
の 賢 治 人気に、 少し だけ 地域 ナショナリズムを 発揮して みました。 
確かに 朔太郎 ってのは、 ヒロイックで TO 年代 的 だけど、 近頃の 賢 治 
文献の 異様な までの 分析 趣味に ゃ ウン ザリ /) 。 『鵜の 目廳の m3』 
(赤瀨 川原 平. 日本 カメラ 社 .2400 円) i" 陛下の 赤子〃 の 原 平 
も、 相変わらず 笑わせる。 『ピ ー グル 号 航海 記 m』 (チャ ー ルズ •ダ 

— ウイン ■岩波 文庫.  570 円) i フーッ 。『明日 泣く』 {色 川武 

大 •講談社 文庫 •  6  40 円) i 「オー ル ドボ ー イ J っての が カッコ 
いい。 ハゲ てない 頃の、 渡 瀨恒彦 の 役所と 思いつつ 読む。 『ガラス 

の仮而！ 2 』(美内すずぇ.白泉社*580円)—ひぱり書房っ 

ぼい 絵柄に、 故 杉戸 光史 氏を 思い出す。 ひばり 書房から エロ 劇画 界 
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に 入り、 1  A 年 程 前に 亡くなっ た。 数多い、 創価学会 信者の 漫画家 さ 
んの 一人だった。 再録の 特集 本 出す と、 いつも 一万 m くれた 杉戸 さ 
ん 。遠山さん も 死ん じ ゃい ましたよ。 ーエ ー スを ねらえ / 1 〜 7』 
(山 本 鈴 美 香. 中公文庫 .540 円) i かつて かおるが、 いかに ひ 
どい バクリを していた か、 ようやく 納得。 

自宅 じ ゃ 最近、 漫画 ばっ か。 だって 活字本 読んで ると、 電車 通勤 
してる 気分に なっち ゃうんだ もん。  (哪 •  8) 

ーコ ミケシ^  — ズン における、 避けら 

一一 れ ない 不幸。 

この 業界の 編集に とつて、 8H は ロクな 思い出の ない 月 だ。 例の 
コ ミケの バカ 騒ぎで、 原稿 遅れく らいなら まだし も、 原稿 落ちの 果 
ての、 ト ンズラ 漫画家が 続出す るから だ。 諸君 も 手持ちの 雑誌を 手 
に 取り、 表紙の ラィンナップと 中身を 照らし合わせて 御覧なさい。 
表紙に 名前が ありながら、 漫画が 掲載され てない 漫画家が、 各 誌に 
1 人〜 2 人は いるのに 気付きません か？  {その 見本が 本誌 9 月 号 だ 
と、 付記せ ねばなら ぬのが 情けない) 

うつと おしいのは、 トンズ ラ 漫画家 だけ じ ゃない。 来な くもいい 
のに、" ド 田舎 在住 漫画家" が、 コ ミケの 上京つ いでに 編集部に 遊び 
に 来る の だ。 夏休み 明けで、 編集部は 地獄の 忙し さ だが、 「ちょっ 
と 寄っ ていいで しょう か？」 と爾話 が 来れば、 むげに も 断 われない。 
女流 漫画家 だと、 鼻の 下を 伸ばして 飯で も 食べれば いいの だから、 
そう 苦痛では ない (にゃん こ MIC& 星 逢 ひろの 両 セン セ、 また 年 
末には 顔出して 下さい。 それと にやん こ セン セは、 俺に 腐れ 同人 誌 
の 詰まつ た'  重い パック 運び だけ させて ないで、 パンチラ 写真 くら 
い 撮らせる ように。 また 星 逢 セン セは、® 編集で 今 発売中の〃 男と 
男の 体験 コミック > 『ジ ヤニ ー』 に、 必ず 投稿して ネ ノ〇。 


問題は 野郎 漫画家。 投稿者 上りの WILL の 馬鹿が、 北海道み や仞 
げの サケの クン セイなん ぞ吊 って、 その アホブ ラを 現わした のは' 
8月 ^7 円夕飯時。みやげだけもらい放っとけばすぐ帰ると思ってた 
ら 、いつまでも ゴロ ゴロ。 仕方ない ので、 近頃 下請けの 編集 費まで 
手形で 払う ぁりさまとの 噂の、 竹 書房 近くの 洋食 屋、 「伊香 里」 へ 
(今や お 先 真っ喑 の 竹 書房 だが、 同社が 『チ ャイ ニー ズ •ドラゴン』 

を 出した 直後、 社長が 9  50円 のカキ フライ 定食を ここで 食べつつ、 
マスタ ー 相手に ホラ 吹き まくって たなんて 裏話は、 『Mate』 連 
載の 「嫌われ 者の 記」 の 読者なら、 とっくに 御存知です よネ) 。「い 
や〜、 東京の ^ さは^- 端 じ やない っす ネ / 」 {そり ゃ オメの せい。 
俺は 体温が 5 度 上がった ョ) 「それに 物価 も 高いです」 (どうせ ここ 
の 払いは 俺 だ m) 「上京して、 バイ トしながら 漫画 描こう かなんて 
も…」 (テ メ ー、 マジで 自分が 漫画家 だと 思っ てんの かョ) 「塩 山 さ 
ん 、案外 普通な 感じで 驚きました」 (バカ ヤ ロ、 いつも ヤヶ ジョの 
オハ ヤシ タッチで 息して ると 思っ たの かョ) とま あ、 薄汚ない ド ;l 
舎不細 H m 流 漫画家との 食事 ほど、 ^ 痛 千万な ものは ない が、 ここ 
の 洋食 弁当 (1100 円) は、 味が パッチ リ なのが せめても の 救い。 
何とか 叩き 帰す と、 i:l び 『ジャ ニー』 {発売中 .A5 判 平と じ. 一 
水 社.  700 円) の お 仕 事。 缶ビー ルの つまみに'  WILL のみや 
げの クン セイを 食べたら、 意外に おいしい。 WILL よ'  今後は ク 
ン セイ だけ 宅急便で 送り'  その 踏みつ ぶした ザ クロみ たいな 最終 フ 
ヱ イスは、 血圧が 上がる からさら しに 来ぬ ように (それと 夜逃げ 屋 
の恭 よ、 当 口い きなり、" 遊びに 行きたい" なんて 電話しても ダメ。 

前 出の 3 人で さえ、 半月 以上 も 前に 電話で コンタクトを 取って たの 
だから。 まして や 野郎の パ ヤイは…) 0 

7 月。 『秘本 网界生 玉子』 (橋 本 治 •河 出 文庫 •  720 円) i 面白 

い。 『ジャ ニ ー』 編集す る 上で も、 色々 と 役立つ" 『エド. ゥッドと 

サイ テ ー 映画の - 界』 (洋泉 社* 17  00円 ) I 面白い。 遠距離 通 
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勤 者に とって は、 本書、 あるいは 後出の 『悪趣味 邦画 劇場』 の シリ 
—ズ が、 月刊 化されれば 車内 も 天国。 『卜 —ノ .バン ゲイ (下)』 
(ゥヱ ル ズ * 岩波 文庫 •  670 円) 1 最後の 頼みの 船と 荷物が、 海 
の もずく と 化す あたりの 喪失 感が 趣味。 『日本 仰天 起源』 (荒 俣宏. 
集英社 文庫 *600 円)— 前から 気付いて たけ ど、 集英社 文庫の 本 
文の 紙って 厚手。 だから あっさり 読めち まう。 文庫本で も ツカに こ 
だ わる あたりが、 『少年 ジャンプ』 の 版元ら しい。 『ナベ プロ 帝国の 
興亡』 (郡 司貞 則. 文 舂文庫.520闪) i この 人のは かつて 『滅 
びの チタ ー 師』 を 読んだ が、 思い込み 過剰で うんざり させられた 記 
憶が。 が、 本 作は 割と 淡々 としていて、 説得力 も ある" 一方で、 何 
の 思い入れの 感じられない 筆致には' 「NHK みたい な 御 方」 とも。 
『木 村妍丘 ハ 衛 •昭和を 写す ⑶』 (ちく ま 文庫 •  800 円)  4 サッと 見 
る" 『水晶の 精神』 (ジョ ージ*オー ゥヱル •平凡 社 ライブラリ ー• 
1200円 ) 丨 偶然 ゥェルズ 論が 収録され ていたので、 興味深く 読 
む" 平凡 社 ライブラリー は、 文字の 大きさ 等 理想的で 読み 易い。 
一！ ！！1本 [ ^| 3  0  0』(；；^路忠男* |- 日文庫. 12  00 円) ― ►署 者が v 

く 評価して る、 『蜂の巣の 子供たち』 を 初めて 最近 観て、 映画に と 
って テクニック なんて、 大したい 問題 じ やない と 再 確認。 『花咲く 
乙女たち の キン ピラ ゴ ボゥ 前』 (橋 本 治. 河 出 文庫， 4000 円)— 
退屈。 『戦後 日本 共産党 私記』 (安藤に 兵 衛 •文 春 文庫 •  550 円) 
i 著者の 軽薄 振りへの 評価が、 本書の 評価へ 直結す るの だろう。 
『悪趣味 1 画 劇場』 (洋泉 社* 1800円 ) — 本年度 出版界の 頂点に 
立つ 本。 特に 藤 木 TDC よ、 オメー は 凄い。〃 『ズべ 公』 映画の 系譜， 
は、 松 本 俊 夫の 『映像の 発見』 以来の 名論 文。 『怪物の 友』 (荒 俣 
宏 .集英社 文庫.  600円 ) i 本 シリ ー ズの 中では 平凡。 『花咲く 
乙女たち の キン ピラ ゴ ボウ 後 j  (橋 本 治 •河 出 文庫 •580 M )  I 

続 退屈。 『鯨の 腹の 中で』 (ジヨ ー ジ •オ ーウヱ ル •平凡 社 ライブ ラ 
リ ー.1200 円) i ディケンズ 、スウイフトと、 趣味の 作家の 論 


考が 多く、 一気に 読む。 スゥイフトは 不能者ら しいと 書いて ある。 
なるほど。 俺 も 古 女房に 逃げられる 寸前に なると、 粗 チンが 嫌々 立 
つ ことが 年に 4 回 程 あるが、 あれが 中途半端な 人 虫の 原因な の だな。 
『ヮイルド 7 ⑴ 〜⑷』 (望月 三 起 也 •徳間 文庫 •  600 円 前後) 1 昔 
から 通して 読みたかった。 納得。 実写 版 も日活 勢が 頑張っ てた っけ。 
『最終 フェイス』 (小 林よ しのり. 徳間 文庫.  680 n)  4 最高。 
『どと 一 の 愛』 (小 林よ しのり. 徳間 文庫 .620 円) i 最低。 『夢 
みる 頃を すぎても』 (苦 JI 秋 生. 小学館 文庫.  600 n )  - ►惡か ぁ 
ねえけ ど、 読まんでも 良かった 。一ヵ ムイ 伝. .〜⑽ 』( 白 土 三 平 ■小 
学 館 文庫 -650 円)— ホン ト 、断ち切りが 少ない。 そのせ いか、 
読んで いて 0 が 疲れない。 それが 物足りな さも 感じさせる。 

( 95 0 

| 1 9  7  2 年、 「熊 沢 牛乳 店」 

1 バイト 時代の 配達 区域 再訪。 

固黑 感傷 旅行と でも 名付けるべき であろう か。〃 男と 男の 体験 コ 
ミック" 『ジ ャニ丄 (A5 判 平と じ. 一水 社.  700円 .発売中) 
発刊の おかげで、 4 年 振りに 浪人 時代を 過ごした、 目 黒 区 東 山 近辺 
を 訪ねる 機会を 得た。 『ジャ ニー』 の 1 号 目が 発売に なった のは 9 
月 O 日。 その 4 〜 5 日 前、 本誌で も かつて コ ラムを 書いて もらって 
いて、 以前は〃 雑誌つ ぶしの プロ， として 業界に 名を M かせ、 今は 
浜 野 佐 知 監督の ピンク 映画 制作 プロダクション、 旦 々舎に 所厲 し、 
ピンク 映画 兼 ホモ 映画の 監督と して 知られる、 山 崎邦紀 から 電話が 
あった。 「(一水 社の) 多 田 君からは 了解 得 てんだ けど、 今度 君ん と 
こで やる 『ジャ ニ ー』 を モデルに、 一本 ホモ 映画を 撮ろうと 思って 
ね。 脚本は 2 〜 3日 のうちに 上げる から、 君に も ホモ 漫画 誌の 編集 
長 役で 出て 欲しんだ よ。 撮影の 初 □は 9 月 b 日 だから、 休日 だよ ね。 
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こっちの アバー トに でも 泊まって 是非 頼む よ。 からみ P ハッ ハ ハ 
ハ ハ… 残念 だけど 今回 それは ない よ。 いつも 通りの 調子で、 漫画家 
役の 役者に 毒づ いて くれれば いいんだ。 バッチ リ 台詞 も アップ も あ 
るから / 」 

強姦 魔 役 等'  台詞な しの 役は、 かつて 浜 野 監督の 作品で 務めた こ 
とも あるが、 本格的 出演は 初めて (『無頼 平野』 の 時 も 単なる 通行 
人)。 これ も 宣伝 だと、 意を 決して 撮影 参加 (その 日が、 流れた D 
ON ち ゃん サロン 予定日の、 9 月 q 日だった のは 皮肉 だ)。 ロケ 場 
所 も 漫画 屋と あり、 プロの 役者さん や スタッフに 迷惑を かけつつ も、 
何とか 撮影 終了。 アフレコが あるから と 集合を かけられ たのが、 二 
ユ^ — メグロ スタジオの 最寄り 駅で ある、 新 玉 川 線は 渋 谷から 一つ 闫 
の 池 尻 大 橋。 かつて 僕が 一年く らい、 住み込みで 牛乳 配達の バィト 
をして いた、 東 山に あった 「熊 沢 牛乳 店」 から A 分 程の 所。 近所に 
あった 大橋 図書館には よく 通い、 『現代 日本 戯曲 大系』 (三 一書 房) 
や、 ハ ー ド カバ ー の 『日本 映画 発達 史』 (田 中 純 一郎. 中央 公論 社) 
に 読み 入っ たもの だ。 そんな 街を 四 半世紀 振りに 訪れる 理由が、 ホ 
モ 映画 『パレ ー ド』 (大蔵 映画. Q 月下 旬 公開 予定) の アフレコと 
いうの も、 俺の 人生ら しくて いいと、 少し 強がる。 

集合の 一時間 前に 池尻大 橋に 着く。 俺が いた 頃は、 この 線は 通っ 
ていな かった (工事を していた ような 記憶は ある)。 見当を つけて 
目 黒 川の 方へ 歩く。 そこが 分かれば、〃 配達 区域， の カンを、 パッと 
思い出せる からだ。 右手に、 太陽 テントの 岩壁 付き ビルを 懐かしく 
見上げつつ、 あっと いう 間に： n 黒 川沿いに 出る。 昔は 少し 大雨が 降 
ると、 たちまち 増水して 付近が 水浸しに なった が、 改修工事が 済ん 
だ 今では、 まず 犯 濫 しそうに ない。 少し 下つ て 行く と、 川向こうに 
ポリ ド ー ル レコー ドの 建物。 川越しに 俺が 住んで いた 木造 アバ ー ト 
が あつたは ず だが、 今は マンション かな、 駐車場 かなと 予測して い 
ると、 第二 東 光荘は 当诗 のま ま、 ビルの 間に ひつ そりと 建つ ていた。 


2 〜 3 枚 写真を 撮る。 直進す ると I  1 手 通りの 立 橋に。 左手に 折れる 
と、 日活 ロマン ポルノの、 田 中 真理の 生家の 薬局が あったは ず だが' 
遠目には はっきり 見えない。 右折して、 そろそろ 勤務先の 「熊 沢 牛 
乳 店」 の 建物が と キョ ロ キョ ロ。 建物は アバ ート 同様 まだ 健在で し 
た。 しかし シャッタ^ ~ が 降りて、 牛乳 店は おろか、 もう 使われて い 
る 様子は ない。 ほこり っぽい 建物を しばし 見上げた 後、 山手 通りの 
反対側、 つまり 「SONY  PCL」 の 裏手の、 俺の 配達 区域 だっ 
た 青葉 台に 向かおうと したので すが、 どうも 足が 進もうと しません。 
待ち合わせ 時間には まだ Q 分 も あるのに、 ここまで 歩いて 来た だけ 
で、 疲労感で 一 杯に。 青葉 台地 区の 再訪は 次の 機会に という ことで、 
東 山の 裏通りを 池 尻大 橋に 向かう。 第二 東 光荘の 一階に 住んで いた、 
いつも 銭湯で スネ 毛を 剃つ ていた オ カマの おじさん や、 偶然 俺と 同 
郷で 愛人して るら しかった 0 は、 今頃 何し てんの かな？ 

8 月。 『乱 菊 物語』 (谷 崎 潤 一郎. 中公文庫.  880円 ) 丨而 白い。 
凇 完な 所が 余計に 想像力を 刺激す る。 『動物 好きに 捧げる 殺人 読本』 
(パトリシア ■ハイスミス •創 元 文庫 ■  550 円) i この 人の 短編 
はつまん ない。 『宫崎 勤 裁判上』 (id 木隆三 •朝 n 文 陳 •  roooo M ) 
i 続きが なかなか 出ない。 『狼煙を 見 f 東アジア 反 □武装 戦線〃 狼， 
部隊』 松 下 竜  一 •現代 教養 文庫 •  640 円) 丨 〃あんたら の やり方 

は 悪かった が、 心情は 良く 分かる， ってな、 いい 気な 本。 爆死 させ 
られた 側の 視点を 抜きに した この種の 本は、 警察 白書の 裏返しに 過 
ぎない。 『「絶対」 の 探究』 (バルザック •岩波 文庫 .670 円) 丨 
バルタ ザ ー ル、 ジョゼフ ィーヌ 、マルグリット… 登場人物の 名前が 
全部 カッコい い。 映画化す るなら バルタ ザ ー ルは、 やつ ぱ ビン セン 
卜 •プライス だつ たろう が、 死ん じ やい ました。 『新 ニ ッボン 百景』 

(矢 作 俊彦. 小学館. 1800円 )  4 いかにも 『週刊 ポスト』 連戦 
らしい、 腰の 引けた" お 皮肉" が、 それなりに 笑わせる。 『ヤミ 市 
ガイドブック』 (松 平 誠 •ちく ま 新書.  680 円) i 今で こそ E 画 
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♦第 2 章 •凡人 回想録 ♦ 


整理が 終わった けれと '池 袋の ロサ 会館の 奥の 方なん て、 ついこの 
間までは スラム街で、 僕 もよ く 写真 撮りに 行きました。 『ドイツの 

秘密 情報 機関』 (関 根 伸 一郎. 講談社 現代 新書.  650円 ) —こり 

ゃ 面白い。 ドイツ人て、 こ一 ゆ こと も 徹底的に やりそう。 『ラ イオ 
ンと 一角獣』 (ジョ ー ジ •オ ー ゥエル •平凡 社 ライブラリー  ■ 1 4 
00 円)-- この 巻は 肩の 凝らない 文章が 多い の だから、 もっと 最初 
の 巻に 持って くれば (これは 4 卷县と 思う。 『浮沈. 来訪者』 (永 
井 荷 風 •新潮 文庫.  520円 ) i 両方と も 凄い。 荷 風は どん どこ 文 
庫 化せい。 『 1 人い る / 』 () 秋 尾 望^ S  * 小学館 文庫.  580 円) - ♦暑 
い 時期に 読んだ ので、 余り 憶ぇて ない。 『夏の おわりの 卜短調』 (大 
島 弓 子 •白 泉 社 文庫 •  600 円)— こり ゃ あ 趣味 だな、 割と。 例に 
よって、 解説が なきゃ 余 針に 良かった (読まねば 済む のに、 貧乏性 
だからつ い 読んで むかつ いちゃう)。 『パレー ド』 は 「上野 世界 傑作 

劇場」、 大阪は 「東 梅 田 ロー ズ」 にて 公開 予定。  ( c . 1 

| あの 不良 女子高生の 菜 摘 ひかるが、 

ここまで 出世 致しました。 

大学 一年から 最初の 子供が 生まれた Q 代 初めまで、 西 川口で 過ご 
した 身です から、 ストリップには よく 通いました。 東口に 「西 川口 
テア トル ミユ ー ジッ ク」 という 小屋が あり、 アパ I 卜 から 歩いて Q 
分の 距離だった ため、 銭湯で ひとっ 風呂 浴びた 後、 公園に 散歩に 行 
く 気分で 通った もの。 入場料は 3000円 くらいで、 土曜日は ォー 
ルナ イト もやって いた。 「文芸 坐」 の小津 安二郎の ォー ルナ イトの 
間を 縫って 出かけた 記憶が。 

当時は 本番 生 板 シヨ ーの 全盛期。 まだ AIDS は 海の 向こうの 話 
だつ たため か、 美人の 踊り子さん になる と、 客 同士の じ やん けんに 
殺気が 漂つ てた。 金髪 姉ち やん ともなる と、 そり や あ 凄まじい 倍率 


な 一方、 ダブル 生 板で 登場した 相 方の フイ リピン 系 お 姉 様には、 誰 
も 手を 挙げな かったり で、 日本人の 西洋 信仰は キン タマの 筋、 いや、 
芯にまで 染み込んで るんだ と 思わされた (俺ぇ？ 参加す る わけな 
いっしょ。 ンな 度胸と 精力は、 昔っ からありません。 が、 生 板 ショ 
1 に 上がる 男は、 立たな かったり、 あっとい う 間に 射精だった りの、 
性的 弱者の 方が 受ける。 そり やそう。 自分と 同じ 入場料 払っ ただけ 
の 野郎が、 じ やん けんに 勝ち抜き、 美女 相手に ガンガン じ や 白け ま 
す)。 

だから 菜 摘 ひかるに、 「新 宿 DX 歌舞伎 町」 で ファッション. へ 
ルス ショー やる ので、 是非 見に 来て くれと 誘われた 際 も' Q 数 歳 若 
返った 気分に なり、 二つ返事で 引き受けた (5 年 程 前に、 当時 注ん 
でいた 蕨の 劇場に 一度 だけ 行った。 ただ 生 板 ショ ーに なると、 「外 
人は ダメ 、外人は ダメ / 」 と マイクで 連呼、 同じ 人埸 料金 払っ てい 
る 多数の イラン 人が、 本当に 気の毒だった。 彼等は〃 完璧な 反日 家" 
となっ て婦 国したろう)。 | 人で 行く の も、 間違って 舞台 上の ひか 
る 姉ち やん と、 E が 会っ ち やった 時に 照れん ので、 Q 過ぎる まで 一 
度 も ストリップに 行っ てない という、 DON KEY を 同行。 

入場料は 5000円 。昔と 余り 変わっ てません (むろん DON の 
分 も 払う)。 時間を 聞いて て 入場した ため か、 いきなり ひかる 姉ち 
やん が、 セ ー ラー 服に パンテ イー 枚で 登場。 後から 登場した ス レン 
ダ ー な険の ある お姉梂 に、 カッコい いお 乳を モミ モミ モミ。 レズ シ 
ョーの 後、 客 一人 上げての 3 人が かりの ファッション •ヘルス ショ 
I に 続き (この オヤ ジもボ ッキせ ずに 受けて いた)、 タッチ ショ ー 
開始。 これは 要するに、 スッ ポンポンの ひかる 姉ち やん ら 3 人が、 
客に 体を 触らせる わけ。 昔から あります が、 ここのは 舞台から だけ 
でな く 客の 群れに 突撃、 一度に 5 〜 6 人の 手、 つまり Q 本 以上の 腕 
が、 踊り子 さんの 体に ワラワラ 群がる の だ。 で、 俺は 見逃さな かっ 
た。 3 人の 中で も 一番 客の 奥深く 突撃、 なぐさみ 者に されて た 菜 摘； ^ 


ひかるの 目が、 完璧に 行き まくり、 遠い 世界を 見つめて いた ことを 
(ここは 虫 板 ショ ー はなし。 踊り子さん も、 踊り 上手が 埼玉 あたり 
に比べる と 揃っ てる。 また 俺 も DON も、 マィクで 事前に 警告され 
たように、 踊り子 さんの 体には 絶対に 触れませんでした)。 

9 月。 『奇想 小説 集』 (山 田 風太郎 .講談社 大衆文学 館 •  760円) 

i つまん なくは ない が、 面白く もない。 要するに 趣味 じ やない。 
『ロ ッパ の悲食 記』 (古川 緑 波 •ちく ま 文庫 •  600 円) 1 晶文社 版 
の大册 の 昭和 日記を 読んだ 時 も 思った が、 なぜ 女性に この 人は 一言 
も 触れない の？ 『にほんの うた •戦後 歌謡曲 史』 (北 中正 和 •新潮 
文庫 •  440 円) 1 安くて 小さい が 鋭い 本。 趣味 もい い。 終戦 直後 
の 「憧れの ハワィ 航路」 等の 底抜けに 明るい 歌謡曲の 中に、 日本人 
の 無自覚、 無 反省を 嗅ぎ 取る あたりは、 さすが。 『祌 州纈綱 城』 (国 
枝史郎 •講談社 大衆文学 館.  840 円) 1 中学生の 頃、 復刊され た 
本書 (桃源 社 S の PR を 『東京 新聞』 で 見て 以来'  いつかは 読み 
たいと 思っ ていた。 こんだ け 間が あくと 期待 外れな 場合 も 多い が、 
本書に 限って そんな ことはなかった。 谷 崎、 三 鳥 ファン 必読。 『嵐 
が 丘』 (E  . ブロンテ， 新潮 文庫 •  680 円) i 本て 安い。 600 
ぺ ー ジも ある こんな 傑作が 680円 "： 一気に 読み、 メキシコ 時代 
の ブニュエルの 映画化 作品を ビデオで 観 直す (詳しくは 『ラ ッッ』 
2 月 号の 「嫌われ 者の 記」 を)。 『にせ ニ ッボン 人 探訪 記』 S 橋秀 
実， 草 思 社. 1600 円) i  " 日本人の 皮を かぶった ソ連 人〃 との 
_覚 が 少しで も ある 人は、 一読に 値する かも。 もう 2 年 出版が 早け 
れば 、もっと 売れたろう。 『貧農 史観を 見直す』 (佐 藤 常 雄 •大 石憒 
三郎 •講談社 現代 新書*  650円 ) 1 駄 本。 最初は 題名 負けな のか 
と 思つ たが、 出来た 原稿を 見て、 余りの つまらな さに 絶望した 担当 
編集者が、 売り上げ 不振で ボ ー ナス 査定の ダウンを 恐れ、 必死の 思 
いで 考え出した 名 題名な のでは と 思い直した。 本書を A ぺ ー ジ 読ん 
で、一度も破り捨てんとの衝動にかられなかった人の的％は、ドァ 


ホ だと 断言す る。 『パ タゴ ニア 探検 記』 (高木 正 幸. 岩波 書店.  95 似 
〇 円) i 日本、 チリ 合同 探検隊の、 いじましい 駆け引きが 非常に 面 
白い (パ タゴ ニア 自体に ついては、 ほとんど 印象に 残らない)。 『パ 
— フヱ クト •ブル^ ^ J  (宫 部み ゆき. 創 元 推 m 文庫*  rc  5  〇 円) 1 
鈍感な 俺は loo ぺ ー ジく らいまで、 主人公の マサは 人間で、 警寮 
犬と いうのは 韜晦 だと 思っ ていた。 国産 推理小説は めったに 読まな 
いが、 いいです ね、 作者の 学芸会 的 台詞に 慣れさえ すれば。 『東北 
の 神武たち』 (深 沢七郎 •新潮 文庫 .600 円) 丨 一見そう いう 種 
類の 本 じ ゃない のに、 昼飯の 時に 持っ てく 小さな バックに 入れて、 
少しずつ 読んで いたら、 次第に 胃に なじんで 来た。 深 沢 七 郎の金 集 
はいつ になっ たら 出る の？ 出ても やっ ぱ 、「風流 夢譚」 は 収録 さ 
れな いんで しょうね。 じ ゃ、 出なくても いい。 『神秘学 マニア』 (荒 

俣宏 •集英社 文庫.  700 円) i 退屈。 『ヮィルド 7 ⑸ 〜⑻』 (望月 
三 起 也. 徳間 文庫*  560円 前後) iiq 巻までは 読もう かな。 『い 
しい ひさいちの 経済原論 J  (朝日 文庫， 460円 ) i トンち ゃん 好 
きの、 小 沢 一 郎嫌い 極まれり。 『銀の 三角』 (萩 尾 望 都 •白 泉 社 文 
庫*  580円 ) i 描いて る 方は 本当に 気持ちよ さそ。  ( OC . 2 

一 単なる 馬鹿、 要するに〃 単 馬鹿" は 
ー テレビに 登場す る 権利がない のか n 

NHK の 大河 ドラマ、 『八 代将 軍 吉宗』 って 面白い。 日曜の 夜は 
禁酒 日で、 豊川 ピコ 様に プレゼント された 裏 ビデオで オナる 気 も 起 
きず (詳しくは 『M  a  t e 2 月 号の 「ズン ド コ ジョッキ ー」 参照)、 
録画し といた ビデオや、 読書で 悶 々としてる 日が 多い が (絵に なら 
ない 中年 男の 悶 々姿 /' )' ある 夜 ふと 『八 代将 軍〜』 を 観る に 及び、 

奶 分 間 だけは 退屈せ ずに 過ごせる のを 発見、 「さすがは スヶコ マシ 
中年、 ジヱー ムス 三 木の 卿 本 だけは ある 一 と 唸らされた。 特に 中 村 
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梅雀の馬鹿殿様振りなど、よく |\^ :1: 1^ がと思わされたが、よく見れ 
ば 阿呆な はずな のに、 妙に 哲学的な 警句な ど 吐き 腐り、 「こいつの 
どこが 阿呆なん だ ョ？」 。だから こそ NHK は Go を 出した の だろ 
うと、 納得。 が、 視聴率 アップの ためなら、 馬鹿で も 阿呆で も 利用 
しようと する NHK の 商魂は、 漫画 屋 でも 見習わね ばと 自省す る 一 
方、 俺が 差別 糾弾 関係の 団体に 属する 者なら、 「馬鹿は 常に 神 M な 
一面を 持っ てない と TV に 出さぬ という 姿勢は、 単なる 馬鹿に 対す 
る 逆 差別 だ / 」 と、 日頃 NHK 受信料な ど 一 銭 も 払っ てない のに、 
糾弾して やる と 思い もした。 ともかく  NHK の 商魂は、 『気 狂い ピ 
エロ J を 『ピエロ* ル •フ』 なんつ う、 それ こそ 気違い沙汰の 題名 
に 改悪して 放送した WOWOW よりは、 ー グラムは 健全で あるな と、 
新幹線の 中で 思った。 

が、 その 日 俺が 乗って いたのは、 いつも 通勤に 使って る 上越 新 幹 
線では なく' 東海道 新幹線な のであった。 『ラ ッツ』 速 戰の 「嫌わ 
れ者の 記」 や (司書 房は'  各 誌の 紙質を もちっ と 何とか 出来ん の？ 
漫画家 や 執筆者は 一人残らず 泣いて おる ゾ)、 『Mate』 の 読者な 
ら既に 知ってい ると 思う が、 漫画 屋は吉 田 婆ち ゃん 班の㈤ モアに 続 
き、 ⑱班も g 塩 山 商店と いうのを 設立した ので、 待望の 社員 旅行 
を 決行した の だ。 海外旅行が 当り前の 咋 今、 熱 海へ 一 泊 二日と いう 
のが、 いかにも 使い捨て 下請けら しく 枠で あると、 社長の 俺は 自認 
している が、 内実を バラせば、 絶 不調の 『ジャ ニー』 (Aro 判 平と 
じ.  700 円.  2 号 E 発売中 / ) が 廃刊に ならない うちに、 一度 社 
員 旅行を したかった という だけ (客観的に 見れば 泊り がけの 宴会)。 

参加者は 俺、 やくる〜 と (浴衣が 嫌いと かで、 ジャ j ジの 上下 持 
参した 変な 奴)、 シマ (普段の ト ロい让 事 振りに 反して、 終始は し 
やぎ まくって たヒ ー ル S センチの 上げ底 女)、 DONKEY  (温泉 
入って 飯 喰った 以外は、 夜の 9 時から 翌朝 8 時まで 眠り 続けた イビ 
キ仕 掛けの 肉の 山)、 かや ま ☆みく  (同時に 誘った、 菜 摘 ひかるが 


AV の 撮影で、 やす 〇が 彼氏の シット… いや、 仕事の 都合で 来られ 
なかっ たのに、 とどこう りなく 参加 出来た ラ ッキ ー 女) の 計 5 名。 
宿泊先は 「貫 I」 という、 ヮシら には 不釣り合いな 感じの リッチな 
和風 旅館。 部屋 も 料理 も バッチ リで 満喫し ましたが、 総合 評価は c 
点。 マイナスの 第一は、 仲居の 態度が 惡 かった こと。 「〇〇 さんと 
は どんな 関係で？」 と、 この ホテルを 紹介して くれた 人と 僕らの 関 
係を、 しつこく 閬 きたがる。 うさん 臭い 連中 ゆえに、 心配な のは 良 
く 分かる し、 値踏みが あんたら の 重要な 仕事な の も 知っ とる が、 さ 
れる 側の 気分を 害しち や あきま へん。 こんな 所に 実名で 惡口を 書か 
れて しまいます がな (別 部屋の 女の コ 2 人には、 もっと 失礼な 対応 
をした とか。 確かに 茶髪で、 育ちの 悪さと 無 教養 さが スト レ ー トに 
w た コンビ だが、 「金曜日から 社員 旅行なん かしは るんで すか？ 
フ フン」 てな 言葉を 吐いて はいかん)。 この鹩 おばん が マイナス Q 
点。 あとの 5 点は 浴場の 窓が 小さく、 ほとんど 外が 見渡せな かった 
から。 これは 客室からの 眺めが 良かった ので、 我慢の 範囲 内。 それ 
にしても、 接客業と いうのは 大変。 泊る 部屋 も 料理 も 合格な のに、 
阿呆な 仲居 一人の せいで、 ぶち 壊しに なり かねぬ の だ (その 点を 承 
知して たら、 ホテル 「貨一 」 も 結構 楽しめる かも。 今年の 忘年会は、 
熱 海の 「貫 一」 で どないだ す？ ちなみに ここ、 僕らは 人の 紹介 も 
あって 割引いても らいました が、 高. いっす よ。 けど 仲居の あんな 態 
度は、 紹介者の 顔に 泥を 塗る ことになる っての、 わ 一 らんの？)。 

A 月。 『窓辺の 悲劇』 (バルザック •岩波 文庫*  410 n)  i この 
巨匠の 小説は、 まだ 3 〜 4 作し か 読んで ない ので、 読破す るのを 老 
後の 楽しみにしよう。 『史 記 列伝 一二』 (岩波 文庫.  570 円) ‘中 
国の 古典って 含蓄が あってい い。 特に この 人間 ヵタログは、 ピン か 
ら キリまで 淡々 と つづっ ている だけな のに、 ドラマチック。 『人間 
にと って 顔とは 何 か』 (レイ* ブル 他. 講談社 ブルー バックス •  8 
40 円) i 題名は 申し分ない。 中身は 常識的で 新味な し。 アン ヶー 
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卜を 多用し 過ぎて るの も 退屈な 理由。 それ もこれ も'  写真を 使えな 
いせいだろぅ が (不細工 見本に'  自分の 写真を 使ぅ のを 許す 男女は 
おらん な、 確かに)。 『火の見櫓の 上の 海』 (川 本三郎 .NTT 出 
版 • 1300 円) i 飲み過ぎた ZI の翌： H とか、 占 女房の ド 阿呆 さに 

めげ た 夜、 年が いもな く 日に 2 回 もの オナニ ー に ふけった 休日の 午 
後なん かに、 この 人の 本は しみじみと 胸に しみる。 『三国志の 風景』 
(小 松 建 一* 岩波 新書 *950 円) 丨 『三国志』 ファンが こいつを 
片手に、 チヱ ーン 店では ない 場末の 居酒屋の カゥンタ ー で、 あん 肝 
をつ まみに、 焼酎の お湯 割りを チビ リ チビ リ やりながら 読む のに！ C' 取 

適の 本。 『親指 P の 修行 時代 上』 (松 浦 理英子 •河 出 文 摩 •  580 円) 
丨 下を 読んで から。 『伝記文学の 面白さ』 (中 野 好 夫 •岩波 書店 •  9 
00円 ) I 下手な 伝記より 面白い。 『黙 阿彌 オペラ』 (井上ひさし • 
新潮 社， 1100円 ) 1 中半 以降 ガタ ガタ 。『ハノィ 挽歌』 (辺 見 
庸 •文 春 文庫 •  4  8  〇円) 一 ►カットが ミスマッチ。 〖ロマンチック 
牛 之 介 (小 林よ しのり、 徳間 文庫.  560円 ) i 退屈。 『綿の 
国 星 ①②』 (大島 弓 子 •白 泉 社 文庫 •  560 円) 丨退 屈。 漫画 不作 

の 3月。  (训 i) 

| やっぱり 『赤旗』 は 面白い。 

ああ… 何 か 気持ち 惡く なっち ゃった…。 実家の 母ち ゃん が お 汁粉 
作つ たから、 残しち ゃ 悪い ので どんぶりに 一杯 食べた のよ。 ここら 
の 味付けって 、しょっぱ いのも 甘 いのも 極端 だから…。 甘い 物に も 
二日酔いが あるんだ なって 心境。 両眼と お腹が、 逆 方向に 散歩して 
る。 今： n は 1 月 M 日。 日曜 夜の 楽しみ、 3 チヤンの 『ふるさとの 伝 
承』 を 観て いるんで すが、 今回の 「篤を 生きる •江戸 町 火消しの 心」 
は、 この 番組に しては 全然 面白くない。 今の〃 火消し， は、 金持ち 
建築業者の 名誉職に なつち まつて るから、 そこらが 鼻に 付く のかな。 


江戸 消防 記念 会の おっさんら の 偉そう さは'  地方の 伝統 行事を 細々 
と 受け継い でる 青年団 員とは、 精神が 根本的に 異なる。 その 両方を 
残す ことが、 この種の 番組の 価値な の だと 思いつつ も、 アホ らしく 
なって スィッチを 切る (同じ 東京 編で も、 先週の しるしばんてん 屋 
さんのは 良かった。 群れて 威張っ てる 連中の 晴れ姿く らい、 傍から 
見て 滑稽な ものは ない)。 

で、 皆さん 家は 新聞 何 取って るの？ 俺ん 家は いっぱい 取って ま 
す (拡張 員に 脅された わけでは ない。 この ゴロ ツキ 共との 関わりに 
ついても 笑ぇる ネタが あるが、 これは 後日)。 そのく せ、 一般 紙は 
一 紙 もなん だょ ね。 ここに 越して 来た 直後は、 『朝日 新聞』 取って 
たけ ど、 3 面の 次に ある マスコミ 業界 ぺージ が'  要するに" 自社の 
腰抜け 振りの 言い訳 欄" になっ てんので、 ムヵ ついて 七め た。 以降 
は 『日本 経済 新聞』。 この 新聞が いいのは、 自己主張が ほとんど 無 
い 点。 要するに、 経済 情報の デ ー タ 切り売り。 すぐ 泣いて 逃げ If す 
くせに、 思い入れ たっぷりな 記事 載せる 朝 H や 毎日と 速って、 ドラ 
ィで 良い。 内容 も 常に 具体的 だし。 最初から" 経済界 芸者， に 徹し 
た 潔 さとで も 言おう か (時々、 誰も 読んで ない 社説で 気が狂った ょ 
うな 正論を 吐き、 目を 白黒 させられる が)。 

それと 『赤旗』。 もう A 年 以上になります が、 次の 3 点の 充実 振 
りは 他 紙の 追随を 許しません。 ① 皇室 ネタ 。これは 徹底して る。 敬 
語 も 一切 抜きな ので 新鮮。 本来は 日経が せねば ならない、 経済 コス 
卜面 からの 追及 も 小姑み たいに 執拗 (天敵 立花隆 も、 この 面での 追 
及は 『同時代を 擊 つ』 で 厳しく やって る)。 ② 学習、 党 活動 ぺ ー ジ 
は'  不況 時代の セ I ルス マン 必読。 創価学会 ほどでは ない が、 機関 
紙の 拡張には 力を入れ てる。 昔、〃 寝た 切りの 党員が R 刊 赤旗 3 部 
拡大， との 記事が あったので、 良く 読んだら 、入院 先への 見舞い客 
に 拡張した とか。 うっかり 共産党 員に ゃ、 見舞いに も 行けません。 
③スポ ー ツ 欄の 体操 関係の 写真、 特に 女子の 新体操の 写真は、 『熱 
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烈 投稿』 も 真っ青。 通信社から 買っ てるの か 特写な のかは 不明 だが、 
ルイス. ブニュエル 張りの 脚への 通人が、 編集部に 居る と 思われる。 
"宫本 天皇" への 崇枰 振りは： m に 余る が、 以上の 記事 関係の み 拾い 
読みす ると、 楽しめる。 

最近 取り出し たのが)！ ZI 刊スポ ー ッ』 。つまん ね 新聞 (『日刊 ゲン 
ダイ』、 『夕刊 フジ』 の 2 紙を、 いつも 帰宅 時に 読んで るので、 余計 
にそう 思える のか も)。 なぜ 読み出し たかと いえば、 放映 映画の 全 
デ ー タが載 ってる から e  WOWOW は 番組 表 送って くるから 分かる 
けど (ここの 番組 表 くれえ、 使 いづら く 糞な の もね えが)、 BSU 
が 深夜に 放映す る 映！！ にゃ、 とんでも ねえ 珍品が 混じっ てるしね 
(去年 放映した' 『コル ドリ 博士の 遺言』 って ジャン ■ルイ* バロー 
主演の 映画が、 ジャン* ル ノア ー ル 監督 作品 だなん て、 ちっとも 知 
ら なかっ た)。 でも これって、 TV 情報誌を 買えば 一発で 解決す る 
し、 経済的 だから 中止し ようかな？ (政治 面は、 本家の 朝 口よりか 
は 面白い。 味方に 撃墜され た 例の囪 衛隊 機の 値段 も'  ちゃんと 表示 
してた し)。 

最後が、 週に 3 日 発行の 『口 経 流通 新聞』。 これは： I： 経の 体質の 
いい 点 ばっ か 出た 新聞。 天 ド、 国家の ことになん ざ 一切 触れずに、 
"今、 どういう 商品が 売れて いて、 明日からは 何が 売れる か？， と 
いう 観点からの、 小 間切れ 記事 満載 新聞です から。 欠点は'  主たる 
読者の オヤ ジを 意識して か、〃 実態の ない 若者 トレンド 情報， を、 極 
端に ス カして 載せる こと。 ガキ なん ざ 銭 持った バカと 内心 規定、 媚 
び まくん じ やねえ よ、 バカ / (コラム も 結構 読ませる が'  田 中康夫 
のが 終わった 後は、 イマ イチ 元気がない。 「ダ イエー」 や 「イト ー 
ョ ー カ 堂」 の 社長 も、 やたらに 顔 出す ので ゲッ ソリ) 

〃汁粉 酔い， もよう やく 収まる。 2 月です が、 行数が 少ない ので デ 
—夕 のみで。 『史記 列伝 五』 (岩波 文庫.  520 円) 『ぼくらの SE 
XJ  (橋 本 治 •集英社 文庫 •  560 円) 『山 谷 日記』 (宫 下忠子 •人 


間の 科学 社 _ 1442 円) 『川 釣り 礼讃』 (榛 葉英治 •平凡 社 ライブ 
ラリ ー •  98  0 円) 『ブル ース* リ ー と 101 四 ドラゴン 大 行進/ J 
{ 洋泉社 • 1380 X1 ) 『ゴ リオ 爺さん』 (バルザック. 新潮 文庫. 
520円 )『 戦後 再考』 (上野 昂志 •朝日 新聞社.  2200 円) 『T 
AR  ANTINO  BY  T  A  R  AN  T  I N  〇』 {ジェイミ！、 バ 

—ナ ー ド •ロッキング. オン. 1800円 ) 『東京 つれづれ 草』 (川 

本 三郎. 三省堂. 1900 円) 『聞いて 極楽』 (ナン シー 関. 朝日 新 
聞 社 • looon) 『テレビ 疾風怒濤』 (辻 真 先 ■徳間 書店 • 180 
〇 円) 『ぼくは こんな 本を 読んで きた』 (立 花隆 •文藝春秋， 150 
0円 ) 『漫 画の 時間』 (いし かわじ ゅん. 晶文 社. 1900 円) 『メ 
ッ シユ① 〜③』 (萩 尾 望 都* 白 泉 社.  560 円) i お 上手な 絵で 立 
派とは 思っ たが、 ぺ ー ジを めくる 手は 重かった。 『ワイルド 7 ⑻⑼』 

(望月 r 起 也* 徳間 文庫*  560円 ) ― ►ようやく 面白くな った。 卷 

を 追う ごとに 加速 化される (今 ⑽ を 読んで いる)。 『アラベスク I 〜 
Y 』 (山 岸 涼 子. 白 泉 社 文 摩.  600円 ) 1 やっ ぱ而 白い。 萩 尾 望 
都なん か レ ースじ ゃない が、 後半、 絵が 上手くなる あたりが 退屈。 
やっ ぱ ここらの 通俗 性が、 天才 (美 内す ずえ) と 秀才 (山 岸 涼 子) 
の 差だろう。  ( g .  3) 

| 別に ヵラオケ マニアを 嫌っ てる 

| わけでは ない が…。 

意外に 思われる 読者 もい ると 思う が、 俺は ヵラオケが 大嫌い。 音 
痴 だからで はなく  (小 林 旭の 「自動車 ショ ー 歌」 は、 3 年 程 前まで 
は 4 番まで 眼え た)、 ごく 単純で、 要するにうる さいから。 うるさ 
さとい うのは 始末が 悪い。 ブス や 馬鹿なら 席を 同じく しても、 無視 
するな り 適当に 相槌を打 って おけば 済む。 騒音は そうは 行かない。 
ズ ンズン ズン と、 一方的に こちらの 神経 & 肉体に 土足で 侵入して 来 
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る： だから'  漫画 屋 でも 吉田 婆ち ゃん 達と 時々 宴会を する が、 まず 
2 次会で Q り 上げ、 3 次会まで はついて 行かない。 カラオケ スナッ 
クで 、婆ち ゃん の リサィタルが 始まる のが 必至だから。 彼女の 歌が 
上手な のは 認める が、 狭い埸 所に 押し込められて、 それを 何 卜 回 も 
確認 させら れんのは まっぴら 御免。 

カラオケなら、 相手の 趣味が 分かれば 避けられ るから、 騒音 公害 
としては まだ マシ (自宅 近くに カラオケ スナックが ある 人には、 深 
く 同情す るが)。 最大の 騒音 公害は、 今、 全国 各地の 市町村に 普及 
しつつ ある、" 防災 無線， なる" XJ 器" だ。 これは 天災 等の 被害を、 
最小限に とどめる ためとの 名 S で 導入され てはいる が、 現実には、 

〃気違いに 刃物， ならぬ、" 1 違い 公務員に 防災 無線， とで も 言う 
べき、 言語を 絶っ する 状況に なって いる。 特に 地方では 顕著で、 都 
会 人から すれば 笑い話と しか 思えぬ ことが、 日夜 繰り返され ている。 
2 年 半 前から、 北関柬 に 移住した 僕の 体験談を 報 岩し よう。 

僕が 家族で 移り 住んだ 故郷の 群 馬 3 の T 市は、 人口 約 5 万。 越し 
て 半年く らいは、 それまで 7 〜 8 年 住んで た 川口の 芝 園 団地、 別名 
小便 団地 (最低の 作りで、 . 階の 男が トィレで 立ち小便 すると、 下 
の 階に ぐ ジョボ ジョボ ，との 音が 筒抜け) に比べれば、 回り も 静か 
で なかなかでした。 一変した のは 一咋年 末。 例の 凶器が、 俺の 住む 
地区に も ド —— ン とおっ 建てられ たの だ。 loo メー トル も 離れて 
ない 隣村に も ド . ^ ン 。前 市長が 業者から 数百 万 もの 現金を 受け取 
りながら、 マスコミで 報道され る や、 「金とは 知らなん だ。 返した 
から 問題ない」 てな 寝言を 平気で 言う 土地柄 ゆえ、 多分 業者の えげ 
つない 売り込みで、 不要な のに 建て やが ったなと 思って たが、 いざ 
放送が 開始され る や、 ン な 11- っちょ ろい 事態 じ ゃない と 思い知ら さ 
れ た。 

まず 定時 放送と いうの が □に 3 回 ある。 2 時に まず 「ピンポン パ 
ンポ - - ン…」 の 例の メロ デイ。 文字に すると カワ ユイが、〃 小学校 


百 校 分く らいの 音量で これを 流す" と 言えば、 納得して いただける 邱 
でしょう か？ 文字通りの 地響き 状態で、 驚いた 村 中の 数十 匹の 犬 
が 一勢に 吠え 始める (これは メロ ディの み、 音声 放送の 時の 共通 現 
象で、 実際は ほとんど 内容な ど 聞き取れない)。 5 時 (夏場は 6 時) 

に、 今度は 「七つの 子」 の 同じく 地響き メロディ (犬 も)。 夜は さ 
すがに 放つ といて くれる かと 思う と、 午後 9 時に こう 来る の だ。 
「こちらは 防災 〇〇 です。 御 家庭の 皆さん、 火の元の 点検は お済み 
です か。 もう 一度 火の元と 戸締まりを お確かめの 上 お休み 下さい。 
こちらは 防災 〇〇 です。 ピンポン…」。 夜 だから その 大 音響は、 本当 
にお 月 様に も 届きそう だ。 しかもで ある、 日に 最低 3 冋 この 仙に も、 

"防 t 無線を 業者の 奢りで 飲む 際の スナックの ヵ デ オケと 同一視し 
たらしい この 気違い 公務員 共， は、 「XX で 老人が 迷 f になり まし 
た。 お気付きの 方は、 最寄りの 警察に お知らせ 下さい」 「XX の老 
人は 無事 保護され ました。 ご協力 ありがとう ございました」 「雨の 
ない：！： が 続いて おります 。水道局からの お願いです。 節水に 御協力 
下さい」 等の、 お節介、 寝言、 与太話の 類いの 放送を 血税 遣いつつ、 
宴会 気分で 頻繁に おっ 始めた の だ。 

中で も 節水の 放送は、 朝 7 時から 速 日だった ので、 さすがに 温厚 
な 俺 も 市役所へ 電話を した。 「騒音 公害への 苦情は？」 「はい、 環境 
課。 は、 防災 無線です か。 それ じ ゃそ ちらに 回します」 (これが そ 
も そ も おかしい。 身内 もちゃん と チヱ ック すべし。 が、 面倒な ので 
…) 「節水の 放送、 朝 7 時っ から やん の 止めて よ。 うるさくて 眠れ 
な いんだよ」 「え 一 。もう 7 4 つたら、 フツ— の 人は 起き てんじ ゃ 
ねんかい？」 (7 時に 寝 てんのは 人非人と 言わんばかりの 口 調) 「あ 
んた 、役人を 基準に されち ゃ 困る よ。 サ ー ビス 業の 人は もつ と 寝て 
る 人い つ ぱいい るし、 夜勤 明けの 人 だつ ている だろ？」 「ま〜」 (本 
当は 納得して ない。〃 人権 都市 宣言， なんてしつつ、 地方 じゃこの 手 
の ヵス 役人が 王様 気取り) 「何も 一切 放送 すん なつつっ てんじ ゃな 
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いよ。 地震 や 火事なら 仕方ない よ。 けど 節水の お願い や、 老人の 迷 
子の お知らせが、 何で〃 防災〃 なんだ よ。 迷子は 警察の 仕事 だし、 
節水は 水道局の 仕事 だろ。 それを 何で 市役所が 下請けして、 朝っ ぱ 
ら から 何 万 もの 市民に 大音響 で 説教 すん のよ？」 「防災 行政 無線で 
すから…」 「ならよ、 市長の 演説、 ハ 母 日間 かされる 場合 も あり 得ん 
のかよ？」 「 …… 。何が おっし ゃりた いんで しよう？」 ("気違い 公務 
員に 防災 無線〃 に、 この 俺 様が ゴロ ツキ 扱い) 「つまり さ、 老人の 
迷子は'  その 家と 警察の 問題 だよ。 全市民に 知らせる 必要は ない" 
おまけに、 見つかりました なんて お礼に 至っ ち や、 馬鹿 丸出し。 見 
つけて もらった 老人の 家族が、 その 人に お礼を すれば 済む 問題。 そ 
うだろ？」 「え、 ま〜」 「それに 節水なん て 朝 7 時から せんで タカ 
水道局の 車に でも やらせろ よ。 車に ゃあんな 馬鹿で かい 音量の スピ 
1 カ ー は、 ついて ねえだろう し。 要するに さ、 一切 止めろ ってん じ 
ゃねえ よ (本当は そうして 欲しい が)。 必盟撮 低 限な 放送を なる 
ベく 小さい 音量でして くれと お . いし てんだ よ。 税金で 騒音 公害 出 
されち や 頭 来る せ/」 「え〜 と、 まあなる ベく そういう 方向に… ム 

ニヤ ムニ ャ…」 

その後 さすがに 老人 迷子 等の 放送は 減っ たが、 音量は そのまま だ 
し、 近頃は やたらと 消防署が 防災の PR をす る。 頭に来た ので、 一 
年 振りに 抗議 電話を しよう。 故郷の 山河を 土建屋が 破壊して るのは 
知って たが、 役人の I 部 も 完全な グル だと 改めて 知った (『静か さ 
とはな にか』 第三 書 館.  2060円 には 力 づけら れた) 〇 (训.  4) 

| まずは 富 岡 市に 軽く ジャブ。 

ゼ にもなります と、 元々 立ちの 惡い チン ポコ はより 寝た きり 状態 
と 化します し、 記憶は ボケ ッ 放し (今日 も ハ ワード •ホ ー クス 監督 

の 『コンドル』 を、 ロバー ト ■アルドリッチ 監督の 『飛べ/フエ ニ 


ッ クス』 を 観て いて 思い出した のに、 主演の ヶ ー リ ー •グラントの 
名前が 出て 来ず、 嫌に なって しまった)、 加えて 肝 機能 低下の ため 
に 酒 も 飲めず (休 肝 日が、 従来の 木、 日に 火曜日 も 加えた、 週 3 日 
となり 寂しい)'  さらに ギャンブルは 全く 興味ない 性格です から' 
いやはや、 一体 毎日 何を 楽しみに 生きて いるの か、 自分で も 不思議 
という か、 「人生って こんな もの か P 」 という か、 〃ツ —— ッ "と、 
一筋の涙 さえ 落ちて 来ます。 

こうなる と 張って 来る のが 喰い 意地。 とはいえ、 近頃 また 増えて 
来た 街角の 立ち 喰い そば 屋の 前を 通る と、 つい 青舂 時代を 思い出し 
てし まう 程度の 育ちです から、 グルメ だ 何 だとい う、 銭の かかる 食 
道楽の 道に 踏み込もう なんて 気は、 全然ありません (そのく せ 銭が 
たまらな いのは、 不要な 騒音 放送っ きゃサ ー ビスの 出来ない、 JR 
東口 本に 高い 定期 代 払って るた め。 帰りに 利用す る、 束 京 駅 発 Q 時 
Q 分 発の MAX とき 415 号の 車掌で、 とんでも ねえ 馬鹿が いた。 
手荷物に 気を汁 けろ、 見送りの 人は 早く 降りろ、 ビュッフェ はどう 
のこう の だのに 加え、〃 階段を 御 利用の 際に 心 手すりに おつかまり 下 
さい" とまで 言う の だ。 自己紹介 もしたん だから、 名前 メモつ とき 
ゃ 良かった。 オメは JR 東 日本を 首に なっても" 群馬県の 富 岡 市の、 
防災 無線 担当者と して 就職 出来る だろう。 この 富 岡 市、 昔は 雜蚕 が、 
今は こんに ゃくと 下 仁 田ね ぎくら いし か 名物は ない が、 今後は" ilk 
違 i 公務員の 力- で オヶ 感覚 説 免 暴 音 防災 無線， が 名物になる であろ 
う。 いや、 この 俺が してやる。 かつて 富 岡 市は、 社会科の 殖産 興業、 
富国強兵の コーナ I で、 八幡 製鉄所と 共に 必ず 名前が 出て 来たが、 
今後は" 公務員 騒音 公害の 街， として、 テス トに 出る ようにな るか 
も)。 

何の 話 だっ け？ そだ そだ。 立ち 喰い そば 屋だ 。バブル 期には す 
っかり 姿を消して たが、 咋今ポ コポコ 増え 始めた のは 嬉しい。 けど、 
まずい の 多い よね。 都内 じ ゃ 「富 士そば ー チェ ーン ての がヮー スト 


味で 有名 だけど {この 4 〜 5 年 行っ てない けど、 まさかう まくな っ 
てない よね？)、 そこに 比べり や マシとは いえ、 仲び 切っ たくた く 
た そばを 出す、 水道 橋の 「梅 もと」 の 近く  (例の 「東西 堂 書店」 付 
近) に 出来た、 「天 加」 って 立ち 喰い そば 屋 には哈 ら された。 たぬ 
きそば、 さばの みそ 煮、 御飯から 成る サ ー ビス セット (550 円) 
を 食べた の だが、 味に 一切の 迷いがない。 つまり、 うまくし ような 
どと いう、 こざかしい 細工を 全て 放棄した、" 一点. 曇り もな 卜 鎗か 
切っ たまず さ， と言うし かないの だ。 半端な まず さに 汚された 食道 
が、 カラ リと 洗われた (このまず さに E 敵す るのは、 JR 高 崎 駅 1 
番 ホ— ムに 店を 出す、 だるま 弁当で 知られる' 「たか べん」 経営の 
立ち喷 いそ ば 屋 しか あるまい。 めんがまず いのは 我慢す ると して、 
つゆが 死に ぞ こない の 爺さんの 小便の ようにぬ るく、 化学調味料 も 
バ サバ サ で、 恐るべき 上 州 トリップ 感覚が 満喫 出来る。 群 馬に 来た 
ら 、ここの トリップ 立ち そばと、 富 岡 市の" 気違い 騒音 防災 無線" 
は、 是非 味わって 欲しい)。 

てな ことを 書いて いると、 Q 年 振りに 田舎に 帰った ィモ 野郎が、 
東京 人 振っ てる ポン チ卷 のよう だが" やっぱりうまい もん も ある。 
俺は 和菓子、 特に あんこ 系が q を 過ぎてから 好きに なって、 川口の 
小便 団地 こと 芝 園 団地に 住んで た 頃は、 「大和 屋」 の だいふくと だ 
んご をよ く 食べて いた。 田舎に 帰っても、 早速 色んな 店を 物色、 高 
崎 「スズ ランデ パー ト」 の 並びに 最近 店舗を 移した だんご 屋 が、 安 
くて うまい のを、 閉店した 「ダ ィエー」 脇に ある 頃から 発見して い 
た (この 店、 いつも 名前が 思い出せない。 ちなみに 前 出の 「大和 屋」 
の 息子と、 小学校 時代に 同級生だった という、 浦 和の 『M  ate』 
の 常連 投稿者が おった が、 大学 受かった？)。 

最近 また、 うまい まんじ ゆうを 発見した。 高 崎 駅の、 新幹線 ホー 
ム 内の KIOSK でし か 売って ない。 太 助 饅頭 だ。 Q 個 入り loo 
〇 円の、 いわゆる 温泉まん じゆう だが、 つぶ あんの 甘 さがく どくな 


く、 あっさりし 過ぎず、 皮 も 同様な のが 気に入った (コンド ー 厶並 
の 薄皮を 強調す る 温泉まん じゆう も あるが、 Q 割 そばと 同様で、 味 
も 大した ことない)。 

火、 木、 日の 休 肝 日には、 熱い 日本茶 かゥー  ロン 茶で、 太 助 饅頭 
を 2 個 食べん のが 屯き がいに なって る (3 日のう ち 1 日は、 東京 駅 
で 売っ てる 大 江戸 きんつ ばになる 場合 も。 この場合は 1 個。 それに、 
田舎は 近所に 親戚と か 多いで しょ。 住んで 3 年 近くに なると、 俺の 
まんじ ゆう 好きが 知れ渡っ たらしく、" 水上に 行っ たから〃〃 磯部に 
行っ たから， と、 よくまん じゆうの おみやげが 届く。 で、 益々" ま 
ん じゆう 評論家 気取り， に。 今ん とこは、 ここより うまい のはない 
つす ね。 読者で まんじ ゆう 通の 方が おられましたら、" 俺の まんじ ゆ 
うべ スト ワン // " を 知らせて 下さい)。 

JR 飯 m 橋 駅 東口に も、 輸入 物の 鬼瓦み たいな ッ ラした おばさん 
がだい ふく 類を 売っ てる コ ー ナ^ ~ が あるが、 まずくて 高くて 問題 
外。 漫画 屋の近 くに も 一軒 だけで いいから、 安くて おいしい 和菓子 
屋 さんが あれば いい。 もっとも 高血圧と 肝 機能 低下で、 塩分と 酒を 
控えながら、 妙に 甘い 物に 走っ ている 俺を 見て、 例の 地 黒 年増 女房 
が ポツリ 。「あの さ〜、 あんまし 甘い 物 ばっ か 食べて っと、 糖 尿に 
なる よ。 糖 尿っ て 怖い らしい よ。 目は 見えなくなる し、 アレは 役立 

たなくな るし。 今より 弱くな ったら ど一 すん の？」 「 . 」 好き 

な 物を 食べる 程度の 銭を 得る 頃には、 体が 受け付け なくなっ てると 
いう 悲しい 教 JI 話でした。  ( g . 5 

| おろかなる 富 岡 市と その 糞 役人。 

皆さん 今日は/  「 富 岡 市の 暴 音 防災 無線から 市 辰の 健康を 守る 
会」 の 代表で、 同 会の 機関紙、 『こちら 騒音 富 岡です / 』 の 編集長 
も 兼ねてい る 塩 山の ヤ ロです。 この 機関紙は 漫画 屋 関係の 漫画家 さ 
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んの 協力 も 仰ぎ、 5 月 中には 完成 させ、 全国の 希望者に も QQ 円 切手 
を 貼っ た 返信用封筒 さえ 送っ て くれれば、 発送す るから 楽しみにし 
てて ね。 日ソ 連 か 北朝鮮を 思わせる 、ファッショ 的な 説教 防災 無線 
で、 住民 管理を 企む 市 当局との 笑わせる やり取りは、 今 発売中の 
『ラ ッツ』 6 月 号の 「嫌われ 者の 記」 にも 詳しい から、 是非 立ち 読 
みを (暇な 役人 連中は、 大蔵省 や 厚 Mr 省から 地方の 下っ端まで、 な 
すべき ことを せずに 不-要 な 防災 無線 建て、 業者を 儲けさせ 騒音で J: 
民を 苦しませたり、 ソープ や パチンコ 屋 放っといて、 淫行 条例 作っ 
てみ たりと、 亡国への 道案内 人 と言うし かない r 
『嫌われ 者の 記』 の 単行本 化 もい よいよ スタ ー ト "当初 前 宣伝した 
6 月は 苦しそう だけど、 7 月には 何とかな りそう。 編集 自体は、 フ 
リ ー の 石 本 種 雄って ヤ ロが や るんだ けど、 やっ ぱ 著者は 稲々 せに や 
ならん。 この 週末 も、 収録 予定の％ 回のう ち、 『アットー テキ』、 
『マンモス クラブ j 分の スクラップ チェックして たんだけ ど、 乎 間 

がか かり まっせ。 8 年 前の 業界 や 家族 状況、 観た 映画の 題名を 見る 
度に、 書く に 書けな かった 当時の 思い出に つい ふけったり しまして 
な。 石 本の 話では、 400 字詰めの 原稿用紙 にして 約 800 枚 も ぁ 
り、 2 段 机に しても 230 ぺ ー ジ前 後に なっち やうと か。 文字 物は 
エロ 漫画と 違い、 最低で も 一 万 部と いう わけには 行かず、 こういう 
特殊な 素材、 しかも 無名な 俺みたい なのが 著者では、 その 半分の 部 
数が いい 所だろう から、 定価 も 2000円 くらいには せに やとの 話。 

^  ゥ 1 ム 。俺の 読者は、 昔から 30  00 人は 居そう だと 考えて た 
、二 ^ 

想が、 その 人達が 果たして、  2  0  0  0  円 も 出して くれん のだろう か？ 
■「こ 一 ゆ 本は さ、 結局 値段の 問題 じ やない よ、 高くても 買う 人は 買 
凡うよ。 (一水 社の) 多 田 君は、" ンな低 部数 じ や 商売に なんない ヨ "と 
t か 言っ てた けど、 高 定価で 低 部数に した 方が、 版元の 根 も 少なくて 
2 すむ。 だいたい 今、 漫画 以外の 単行本で 儲けよう なんて、 考える こ 
# と 自体が 無謀な のよ/」 「俺 もそう 思う" けど、 あんまし 赤字 幅 増 


やすと、 余計に 多 田と 一水 社に 借りが 出来ち やって、 安い ギャ ラで 
その 可 倍 も 諸け させ なきやなら なくなる し。 喜ぶべき か、 悲しむ ベ 
きか…- 「何ィ ぜいたく 言つ てんだ よ. IJ- の 中に や 出した くても 本 
一冊 出せずに、 死ん じ やう 文学青年 や 漫画家が、 何千、 何 万と 居ん 
だよ。 幸せ だよ 塩 山なん か。 こんな 言いたい ことを 書いて、 1 回は 
稿料を 稼いだ 原稿が、 今度は 単行本に なって 全国の 書店で 売られて、 
印税まで もらえんだ もん。 かなり、 値切られて たよう だけど」 「久 

保 書店の 印税 並に な」 「ハ ハ ハ…」 

んな こんなで この 週末は、 いつもは 5 〜 6 本は 観て る ビデオが た 
つたの 2本。『不良番長.口から出まかせ』(監督\野山幸男)と、 
V シネマの 『傷 だらけの ラィセンス J  (監督 / 長 谷 部 安春)。 2 人と 
も 今は、 全く 締まらない 仕事っ き やして ない のが 悲しい。 単行本の 
校正 等 もせねば ならぬ のに、 『こちら 騒音 富 岡です // 』 の 編集 作業 
まで 出来る のかと 案じて いると、 「こちら 防災 富 岡です/  簡 家庭 
の皆梂 、火の元の 始末と 戸締まりの 点検を もう 一度…」 云々 の、 夜 9 
•  64  t か 於％ か 始まり、 万 離を 排 しても、 『嫌ゎれ 者の 記』 
と 『こちら 騒音 富 岡です / 』 の 編集 作業を 成し遂げて やる という 決 
意の 火に、 油を 注いで くれる。 ホン ト 、防災 無線は、 ヵラオケ のよ 
うに こちらから 避ける わけに もい かないし、 右翼の 街宣車 のように 
M り 過ぎても くれないし、 近所の 夫婦 ゲン ヵの ように 疲労で 収まる 
わけで もない し、" 究極の 公営 騒音 公， を" だけど、 こちらの 闘志を 
说 寺 間 鼓舞させる という 長所 (ああつ // ) は ある (そのうちに 
「上 州の 名物は からっ 風と かか あ 天 F、 それに 富 岡 市の 暴 音 防災 無 
線 だ ぜ Q J J と言うのを 必ずやろう。 ふと、 QJ 倉 健の r 網 走 番外 地. 
望郷 篇』 での、 オレンジ色の ポスタ ー の 名 惹句を 思い出す。" 俺の 
故郷を 汚す 奴、 消して いこう か、 どうせ 明日は 網走づ とめ"。 いく 
ら健 さんの 長 ドスで も、 あの 鉄塔に や 刃が 立たん よな。 尊大とは 言 
え、 騷音 元の 市役所 職員 や、 消防署 員を 健さん が 消したら、 本 3 の 
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火事の 時に 市民 も 困る し： でも'  ゴジラ か ウル ト ラマンに、 市内 こ 
141 力 所 も あると いう あの 糞 鉄塔、 片っ端から なぎ 倒して 欢 しい 
心境)。 

ニ ユ ー スを 一つ 忘れる 所で あった。 やくる〜 とと シマが、 妹 5 屬 す 
るんだ って。 しばらく 前から、 「あの 2 人は 出来て るん じ ゃ？」 と 
の 噂が 広まって たので、 少しも 驚きは しなかった が、 奴 もンな 仕事 
しつつ 結婚す る だなん て、 無鉄砲な 野郎 (もっとも、 俺の 下で 7 年 
間 も 働い てること に比べれば、 少しも 驚く には 当らない との 声 も)。 
やくる〜 とから、 初めて その 話を 聞いた 俺の 台詞 も ふるって た。 
「へ〜 € 何でもい いけど、 俺を 沖 人に しよう なんて 考ぇても 無駄 だ 
ョ j  r いや そんな" 結婚式は しないつ もりで すんで。 6月 頃から | 
緒に n: ん で、 彼女 ももう 少しは 一緒に…」 「ならん。 早く 辞めさ ナ 
ろ。 ンな 新婚 夫婦の ィチ ャィ チャ 仕事に つきあっ てら れっかよ、 ア 
ホら しくって" それに オメ、 若い 姉ち ゃん 入れた 方が、 仕事 も 楽し 
く 出来る って」 「ウ エ- — ン 。やっぱりそう 言われち ゃった〜」 と 
シマ。何言ってんだよ。日|那めっけたんだから、流すなら感謝の涙 
だろ。 

以がから映 2| &軎物鑑赏家の俺と、野球狂のやくる〜とは、第 
3 の スタッフに 漫画 オタクを 入れぬ ことには、 これ 以上 業務の 拡張 
は 出来ぬ と 認識して いた (実際、 今でも 校正 等で かなり 困って る)。 
近く『フロム /\ 』あたりに、"社会常識のある女漫画オタク募集" 
てな 広告が 載る かも 知れない ので、 その 気がある 人は どうぞ。 

( g _ 6 

1 おろかなる リク ル ー ト とその 社員。 

木 誌 発売の 頃には、 既に 後任が 決まつ てるだろう が、 先月の 本關 
で 予告した 通り、 5月 0 日発売の『フロ厶 』に、〃女性編集ァシス 


タント募集"の広告を出した(今日は5月 0 日なので、反芭二つい2 
ては ヤヶジ ョやズ ンジョ に 譲りたい。 前回は 2 日間で 加〜 肋 人 も 押 7 
しかけて 困った が'  営業の 女性の 話では、 求人 件数 も 回復 傾向に あ 
ん ので、 今回は そこまでは 行かないだろう との 話。 広告 代金は 税^ <j 

みで 5 万 1 rooo 円 C 

その キャッチ コピ— に、" 社会 常識の ある 女 漫画 オタク 募集 / " と、 

予告 通りに やろうと 思っ たの。 そしたら、 担当の T 女性 営業部 員が 
言う の だ。 「この〃 オタク， って 表現、 社内 倫理 規定で、 差別 語に 
当る かもしれ ません…」 「へっ？ 何年 か 前、 東 映が 『七 人の おた 
く』 って 映画を 全国 公開した し、 大新聞 だってし ょっ ちゅう 使って 
るよ」 「は〜- そうなんです けど…。 一応、 後で 連絡し ます」 で、 

自著 (恥ずかしい 言葉 // ) 『嫌われ 者の 記〜 エロ 漫画 業界 凶惡 編集 
者 招 關フ アィ ル〜』 (.水 社 •  A  5 判 平と じ* 1 631 円. 雑誌 コ 
I ド 60011 〜 0 .  7 月 中旬 g 売 予定) の 後書きを 書いて いると、 

T 女史から 電話。 「本社に 電話し ましたら、 やっぱり ダメ と言われ 
まして…。 申し訳 ありませ〜 ん 。あの 部分、， 漫画 通" にす る わけに 
は 参りません か？」 「全然 ィメ ー ジが 違うよ。" 漫画 マニア" じ ゃ？  | 

「私 も 3 取 初そう 思っ たんです が、 マニアは 英語で 狂人って 意 床 も あ 
るら しく、 余計に まずい つて…」 「英語で どうだろう とこ こは 日本 
だし、 H 本 語の 文脈で 使われて る マニアって 言葉に ゃ、 差別 的 意味 
はない よ」 と 一一 一一 —7I おうと もした が、 この 姉ち ゃん には どうに もな らん 
だろう から、 「仕方ない。〃 漫画 通" でい いや」 と 答えて しまう。 

受話器を 置いて 思った が、 こういう 馬鹿げた 自主規制に、 しかも 
わずか (でもね えな ぁ、 漫画 屋レべ ルの 下請けに ゃ) であろうが、 
お金を 出して いる スポンサー の 側が (こんな 時に しか スポンサ ー 顔 
出来ない、" 使い捨て 下請け 編集者")、 面倒臭が って 妥協して しま 
うから、 文化 破壊と しか 言う しかない、" 差別 語 狩り" なる 愚行が ま 
かり 通る の だ。 深く 反省。 同誌への 広告 掲載を 拒否し、 他の 媒体を 


見つける べきでぁった (筆者は かつて 本欄で、 我が 故郷の 富 岡 市の 
糞 馬鹿 ゲロ 役人 共の、 余りに 非常識な 防災 無線の 運営 振りに ついて、 
"気違いに 刃物なら ぬ、 酔い どれ 気違い 公務員に 税金で ヵラオケ 防 
災 無線〃 なる 罵倒の 言葉を 浴びせた が'  ここでの〃 気違い〃 の 使用 
に 驚 ハて いる 読者の ハ ガキを もらい、 こちら こそ 驚いた。 本来なら、 
天災 時に のみ 使用を 許されて いる 防災 無線を、 2 時、 6 時、 9 時と、 

日 技 g でも 日に 3 回、 日に よっては 5 〜 6 回、 しかも 夜 9 時の 放送に 
至っては、 「こちら 防災 富 岡です。 御 家庭の 皆様、 火の元の 始末は 
お済みで すか？ もぅ I 度 火の元と 戸締まりを 確認の 上お沐 み 下さ 
い。 以上。 こちら 防災 富 岡です / 」 なんつ ぅ、 エッ ラソー なお 節介 
説教 暴 音 放送を、 血税を 乱費しつつ 垂れ流し ている 輩 共を、 税金 泥 
棒、 白痴、 オタ ンコ ナス、 馬鹿、 気違い、 糞ヤロ ー、 ウス ノロ、 卜 
ン マ、 マヌケ 、猫の 黛 等々 と 表現せ ずに 何と 呼ぶ の だ？ 精神障害 
者なん つったら、 本当の 障害者が 激怒し ますよ。 なお、 私が 代表を 
務める、 「富 岡 市の 暴 音 防災 無線から 市民の 健康を 守る 会」 の 機関 
紙、 『こちら 騒音 富 岡です / 』 の 第 1 号は、 既に 発送 済みな ので、 
まだ 屈いて ない 方は 連絡を 下さい。 また 希望者は、 A nj Hlj 乎を JI り 
自分 宛の 住所、 氏名を 書いた 封筒を 同封'〒 102 千代 田 区 飯 田 
橋 2 〜 1 〜 5、 栄昇 ビル 5  0  3 号、 漫画 屋内、 「富 岡 市の 暴 音 防災 
無線から 市民の 健康を 守る 会」 まで)。 

つい さっき も、 夜 9 時の 馬鹿 放送が ぁった ばかり。 特に、 市民を 
# 軍隊 や 会社での 部下 扱いして る、" 以上" の 部分には、 必ず 血圧が OQ 
想く らい 上がる。 この 市に も 何十 人 もの 市会議員が いるら し-^ ガ述 
M 中の 耳は ロバの 耳な のか？ さっきまで 読んで いた、 『私が 殺した 
凡 少女』 (原 寮* ハャヵワ 文庫) の 読後の クー ルな 気分 もメ チャ クチ 
章 ヤ。" 「そごう」 は 史上 最低の デ パ ー ト である" という テ ー ゼ を、 前 
針 号 ヤケジ ョ 屋台 版で 提起した が、" 富 岡 市は 史上 最惡 の勒 1 無線の 
♦運営で 日夜 市民に 公営 騒音を まき 散らして 平然とし ている 戦時中の 


ナチ ス ドイツ 占領下 並の 牢獄の 街で ある" との 提起を と 思っ たが、 
これは 『嫌われ 者の 記』 の 後書きに も 詳しく 書いた ので、 少しは 明 
るく、 結婚式の 話で もしよう。 

俺は 自分で も 結婚式は せなん だし、 こういう 性格 だから、 めった 
に 式に も 招かれず 助かって るが、 本誌の 「赤き 血の マット」 の 筆者 
の 青木 芳紀が、 物好きに も 招待状を 寄こした。 むろん、 銭 取られて 
退屈な スピ ー チ 無理矢理 聞かされる、" この 世の 地獄， に ノコノコ 出 
かける 気はなかった が、 例の 山 崎 邦紀に 尋ねる と、 「お前が 行くな 
ら 行っても いい」。 で、 久 々の 飲み 会の つもりで 出かけた が、 親族 
以外に ゃ 生き地獄。 私達の テ ー ブルは、 内心そう 思っ てる 連中 だけ 
の" はぐれ テ ー ブル， だった せいか、 山 崎の 他、 ま〜 夫婦 (ンな 所 
に 来て る埸合 か？)、 畑 中 純、 お だ 辰 夫、 谷間 夢路 (出 井 州 忍 じ ゃ 

ない と ピンと 来ない) といつ た メンバ ー で、 まだ 救われた 方 かも。 
ただ ニ テー ブルに 一人く らいは 若い 女性を/」 て 感じで ポツリ 加 
えられた、 ど こぞ かの 姉ち ゃん は 可哀想でした (青木 君は 某 社の 社 
員 編集者な ので、 漫画家 関係、 その 回りの ゴロ ツキ 共が、 金 もない 
のに ミエを 張って 大量 参加して いた)。 

山 崎い わく。 「『嫌われ 者の 記』 の 出版 記念 パー テイ ー、 すんだ 
ろ？」 「まさか〜。 ンな数 少ない 友人に、 迷惑 かける ような 真似は 
しません よ」 「でも ほら、 君の 好きな 新 宿の〃 三 平 酒 寮" あたりで、 
ちゃんと 会費 制で さ、 本 も  一 a つけて、 赤字に なんない くらいの 会 
費で やれば、 物好きが 集まる かも ョ」 「三 平での 出版 記念 パー テイ 
1ねえ。こいつはちょっと粋かも」「そうだよ」さて； ^ (训.7) 

一 おろかなる 企業 沖 電気と 
1 富 岡 市の 糞 役人。 

ム チャ クチ ャな脚 本と 演出で ゲン ナリ しち まう けど'  やつ ぱ 『秀 


士 rf は 面白い。 不況 下の 企業内 生き残り リストラ ドラマと か、 マ ザ 
コン 野郎 悲喜劇 群像 等々、 種々 の キャッチ コピー は 付けられる けど、 
一番 面白い といぅ か、" これ だけで 持っ てる" と 断言して いいのが、 

渡 哲 也、 市原悦 子、 竹 中 直 人の 3 人の 独断専行 芝居。 想像 だけど こ 
の 3 人、 特に 最初の 2人は、 \1 :^:^のエリート演出家の指示なんか、 
シカ トし てんじ やない？  『三国志』 の、 曹 操の 域に 達して ると 言 
って さしつかえない、 織 m 信 長 役の 渡 哲 也に 至っては、 完璧に 自分 
が 主役 だと 確信して て、 その 才— ラが 画面 全体に 満ち 溢れ、 ブラゥ 
ン 管の こっち 側まで が ひれ 伏した くなる。 間違いな く、 闩活 時代の 
青舂 やくざ 映画〃 無頼 シリー ズ 〃同様、 俳®、 渡哲 也の 代表作に な 
るで しょぅ (この 3 人の 充実 振りに 比べれば、 沢口靖 子 や 高 1 政 仲 
の 学芸会 芝居が 見る に 耐えない の も、 ささいな こと)。 

6 月 3 日 放送の 同 番組の 「左遷 寸前」 を 観 終わり、 「ハ〜 ァ 。よ 
っく やる よな〜。 NHK って、 東 映の 山 口和彦 監督 センスの 奴が 多 
いらし いな」 とため 息つ いてる と、 また 富 岡 市 (市長 •今 井清 二郎) 
企画 部 企画課の、 緊急 時の みに しか 本来は 使えない 防災 無線を 悪用 
した、 毎夜 9 時の 大 馬鹿 説教 放送が 始まる ( 2 時、 午後 6 時、 夜 9 
時と、 最低で も 毎日 3 回の 無意味な 公営 騒音を この 市は 全市 内に 血 
税を 遣っ てまき 散らして いる。 冬場は もっ と 多い し、 火災の 発生、 
餺火 、迷子 等を 入れる と、 年に 1500 回は この ド 馬鹿 政 送が なさ 
れ ている。 無神経な 土建屋 市長、 今 井清 二 郎君 以下の 傲慢 極まりな 
い 富 岡 市の アホ 役人、 その 気違い じみた 運営を 指を くわえて ながめ 
る、 自民党から 共産党に 至る 無能な 全 市会議員には、 あきれて 物 も 
言えない。 一番 儲けた のは 沖 電気。 約 3 億 5 千万で この〃 公営 騒音 
公害 基地， の 設置を 請け負っ たらしい が、 今後は" 公営 ギャンブル 
i つない あの 富 岡で さえ 建てたん です よ/" との 口上で、 富 岡、 渋 
川 以外の、 まだ 静かで 暮らし やすい 市町村への 売り込みに、 狂奔す 
るので しよう。 おい、 沖 電気/ 使用 上の 注意には、" アホ 役人が 無 


駄な 説教 カラオケ 放送を する のを 禁ず" と、 ち ゃん と 書い とけよ。 
じ ゃねえ と 何年 か 後には、 今の ミドリ ト 字みたい に" 沖 電気は 日本 
一の騒音公窖企業，と言われかねんぞ / )。「こちら防災富岡です。 
御 家庭の 皆様、 火の元の 始末は お済みで すか？ もう 一度 火の元と 
戸締まりを 確認の 上 お休み 下さい。 以上。 こちら 防災 富 岡です / 」 
(塩 山の ヤ ロが 代表を 務める、 「富 岡 市の 暴 音 防災 無線から 市民の 健 
康を 守る 会」 の 機関紙、 『こちら 騒音 富 岡です / 』 を 読もう。 申し 
込みは' Q 円 切手を 貼った 返信用封筒を 同封、〒 102 千代 田 区 
飯 田 橋 2 〜 1 〜 5、 栄昇 ビル 503 ■号、 漫画 屋内、 「富 岡 市の 暴 音 
防災 無線から 市民の 健康を 守る 会」 まで。 大幅に 完成が 避れ てます 
が、 本誌 発売までに は、 いくら 何でも どうにかな ってる でしょう) 
やっ ぱ 、『嫌われ 者の 記〜 エロ 漫画 業界 凶悪 編集者 血 闘 ファィル 
〜』 S 山芳明 •一水 社. A5 判 平と じ. 1631 円： 雑誌 コ— 
ド 6001 l! q ) に 触れない わけに ゃ 行かん。 先週までに、 一応 
初 稿の 校： 止が 終わった けど、 ゲッ ソリ。 2 段 組、 200 余べ ー ジの 
校正が、 あそこまで 大変 だなん て。 しかも'  俺の 駄文は 固有名詞が 
多い から、 事実 確認の 手間を 喰う こと…。 完璧に なんて 出来っ こな 
いのは 分かっ てるけ ど、 「文芸 坐」 の 坐は 座 じ ゃまず いし、 おおぬ 
まひろし は 正しく、" おおぬ ま， と" ひろし" の 間に".， を 入れた 
いし (同様に、 「池 袋 シネマ セレサ」 ではなく、 「池 袋 シネマ. セレ 
サ」 としたい)、 『ブル ーべル ベット』 ではなく、 正しく 『ブル ー. 
ベルべ ット』 に、 まして や、 やくる 一 とや、 ま一 ではなく、 やくる 
〜と 'ま〜 にせねば… なんつっ てたら 頭グ ッシャ グシャ 。途中から 
〃出来るだけ 努力す る， に 路線 変更し ちまっ たけ ど、 ホン ト、 文章 
のみっ て、 絵の 説明が ないから トロい (固有名詞 関係に 比べる と、 
数字 書体の 統一 や、 漢字 やかな の 問題なん て、" 小せ え 小せ え" と、 
ほとんど 流しち まう。 t 流す という か、 座頭 市になる しかな かった。 
坏寸 力し t 力，！ 
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今日は、 戦前の 憲兵隊よ ろしく、 U に 3 度 も 市民に 説教 演説を せ 
ねば 気がすまぬ らしい、 富 岡 市 (市長 •今 井清 二郎) の 暴 音 防災 無 
線の 合い 間を 縫つ て、 2 本 ビデオを 観る と (『麗しの サブリナ』、 
『紳士は 金髪が お好き』)、 『それでも 由 利徹が 行く』 (高 平哲郎 •白 
水 社.  2200 円) と、 『小津 安二郎と 茅 ケ崎館 』 (石坂 昌三 •新潮 
f± ‘  1600 円) を 各 半分、 それに 『こわい 本 •影』 (楳 図かず 


社‘ 16  0  0 P1 J 

お •朝日 ソノ ラマ 


OH)、 『こわい 本 ♦虫』 {同) を 読んだ 


一番 面白かった のは 『それでも 一』 なの だが、 この 本は 値段が 高 
すぎる。 約 230 ぺ ー ジで 2200円 は あんまし じ やない？  同じ 
く 同社から 出て いる、 『岡 本 太郎と 横尾忠 則』 (倉 林靖) が、 280 
ぺ ー ジも あり 上質 紙 使用で 2800円 なのに'  より 大衆性 も あり' 
読者には ビン ボ 人が 多いで あろぅ、" 由利徹 本" が 何で 2200 LIT 
も すんだ よ、 バカ ヤロ / (ちなみに' 『岡 本〜』 も 読ませる。 著者 
の 発想、 文章が 非常に 平凡で、 とつつ き 易い の だ。 こういう 人は、 

評論家と して 大成す るので はない か？) 

『小 拳 安二郎〜』 が"  330 ぺ ー ジも あるのに 1600円 なのは 


600円 なのは、 


版元が 大手で 部数 も ケタ 違いだ ろうから 納得が 行く が、 同一 版元 内 
における、 こういう 必然性の ない 定価の 付け 方には 腹が立つ。〃 「新 
宿 コマ 劇場」 の エース "の 本に、 「帝国 劇場」 の 特等席み てな 値段 
を忖 けんな。 これ こそ、 悪しき 再販 制の 見本。^ 一版 物の 再販 制 問題 
では、 日経から 『赤旗』 までが 口を揃えて、 現状維持の キャンべ 一 
ンを 張つ てるが、 笑わせるな。 鍋や签 、大根 や ニン ジンと 遠い、 何 
で 本 だけが 御上に 守って もらわに やならん の だ？ 本なん て、 鍋 や 
釜、 大根 や ニン ジンの、 以上で も 以下で も、 絶対にない。 ( og *  8) 


各界の 税金 泥棒 諸君へ 寄す 


〇 


コロコロ コロコロ" さらに コロコロ コロコロと、 各種 目の 予選で 


敗 } 1 して 行く" アトランタ オリンピックの" n 本 選手団" とやら を 
オナニ ー の 片手間 (シャ レです) に 見物しても、 『日刊 ゲン ダィ』 
の 連載で、 事前に l 界 との レベルの 格差を 知つ ていた 僕は、 特に 驚 
きも 悲しみ もしませんで したが、 決勝 落ち 後の 千 葉す ずと やらの 小 
便 たれ むれ 肉 女が、 B 組 予選で スタ ー ト直前 に、 T Y カメラが 自分 
を 拾つ てると 知る や、 「ニ ヤツ M 」 と 愛想笑いを 浮かべた 際には、 
「テ メー 俺の 税金を 返せ / 」 と、 さすがに 怒鳴つ たもの だ" こいつ 
州 退 後 i、 どっかの スイ ミン グスク ー ルの 名目 的コー チに 就任す る 


傍ら、 エッセ イス 


ゴー スト ライタ ー叶 き) や、 講演で、 稼ぎ ま 


くろぅと してる としか 思えな かつた。 あの 愛想笑いは オリン ヒ、 
クの 水泳 選手と してでは なく、 数年 後に 出る 予定の 『徹 子の 部屋』 
への 予行演習だった のでは？ だとす ると その" 税金 泥棒 振り" 
は、 1 年 365 ZT 9 時 (チャィム)、 6 時 (童謡の ォ ルゴ ー ル)、 
夜 9 時 (こちら 防災 富 岡です。 ご 家庭の 皆さん、 火の 一 儿の 始末は お 
済みです か？ もぅ 一度 火の元と P 締まりを お確かめの 上お沐 み 下 
さい。 以上 ◦こちら 防災 富 岡です // ) などとの" 公営 超 騒音 公害" 
を'  血税を 乱費し つつまき 散らして いる、 富 岡 市 (市長 ■今 M 清 二 
郎。〒 370 〜 23 富 岡 市 富 岡 1460 〜 1。 電話 \o 274 〜 6 
2 〜 151 1) と 同 レベルと 言わざる を 得ない (塩 山の ヤロが 代表 
を 務める、 「富 岡 市の 暴 音 防災 無線から 市民の 健康を 守る 会」 の 機 
関 紙、 『こちら 騒音 富 岡です / 』 を 読もう。 希望者は、 A m 切手を 
貼り、 自分 宛の 住所氏名を 書いた 封 简 を、〒 102 千代 田 K 飯 田 
嬌2 〜 11 〜 5、 栄昇 ビル 50  3 号、 漫画 屋内、 「富 岡 Tfi の 暴 音 防災 


0  2 


橋 2 〜 11 〜 


V. 


栄昇ビ 


無線から 市民の 健康を 守る 会」 宛。 1 号 目は かなり 遅れて ますが、 
8 月 中には 出る でしよう)。 

オリンピックでの 日本の 惨敗に 一番 ガッ クリ してんのは、 実は マ 
スコミ 関係者では ないか？ (各種 目 団体の 幹部、 及び 選手の 親族を 
余け ボ、 " 一般 国 「 ? は 慣れち やつて る) 今日は 7E: 23 日 だが、 今朝 
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の 『日 ft スポー ッ』 の 紙面な ど、" 気が狂っ た" としか 思えぬ 大ハシ 
ャギ 振り。 サッ ヵ I で ブラジルに 一勝した 例の 一件 だが、 一面から 
始まり、 何と 7 ぺージ 全部 この ネタ | 色 / 中身は といえば、 // フテ 
ン にや 負けぬ 大和魂 サボー ター "といった レべ ル。 いくら 社費で 出 
張して る 手前が あるとは いえ、 こういう 針小棒大な ョタ 記事 ばかり 
でな く、 冷 靜な各 競技での 敗因 分析 記事は 書けね えの か？  (NHK 
は もっと 凄かった。〃 日本 サッ ヵー 大金 星 / " と 来た もんだ。 恐 妻 
など、 「ええっ P 日本がサッヵーで金メダル取ったのヮ：」と、咋 
夜の l 時の ニ ユース を 観て のけぞって たが、 普通そう 思うよ、 あの 
報道の 仕方 じ や。 「惜しく も：！： 本の XX 選手は 予選 落ちを…」 と澡 
り 返して いた、 NHK 関係者の フラスト レーシ ョンが 爆発した 惑が 
あるが、 何も テメ ー らは 選手の 後援会 員 じ やねんだ から、 逆上す る 
こたない。 \1 0: ^ のサッヵー報道を例えるなら、ィンチキ消化器セ 
丨ルスマンと同じ。つまり、「消防务の方かレ4^ . 1^/ ^* と 

この種の 馬鹿騒ぎを 質の 惡い 一部 国民と いたす のが、" マスコミの 
使命， とか、〃 愛国心 溢れる 行為' だと 思い込んで るん じ やない の？ 
良かった。 ンな 馬鹿 共に エサ 代 〈受信料〉、 ビタ | 文 も 払っ とらん 
で) 

予定では 8 月 7 日に 発売に なって るは ずの、 拙著 『嫌われ 者の 記 
〜 エロ 漫画 業界 >(( 惡編集 者 血 闘 ファィル〜』 (塩 山芳明 .一水 社. 
1631 円) の おかげで、 映画 も ビデオ も 本 も 無縁な 日々 が。 先 周 一 

の 夏休みに 入って 初めての 週末 も、 『ガ メラ 2』 を高畸 に 観に L 丁く 
予定が、 校正で 流れて ガキ 共が ブーブ ー。 しかし、 今回の 『ガ メラ 
2』 は 映写 状態が 心配。 「高 崎 オリオン」 て 最悪なん だよ ね。 『ベイ 
ブ』 の 時なん て、 声は 出なくなる は フイルムは 飛ぶ はで 池 獄。 2 人 
の 娘、 「何が何だか 分かん なかった〜」。 そり やそう。 俺に も チン プ 
ンカ ンプン 。『ライオン •キング』 の 時 も、 Q 分く らい 中断して た 


し" さすがに 『ベイブ』 の 帰りには 客に 招待券 配って たけ ど'  一度 
傷付けられた 映画の イメ ー ジは 、なかなか 再生 出来ません 。もっと 
も 俺と 上の 娘は、 その 招待券で 翌週の、 『ジユ マン ジ j を 観に 行っ 
たが (さすがに この 時は、 映写 状態が 惡 いのみで 中断はなかった)。 

漫画は それなりに 読んで るけ ど (面白い / 光文社 文庫の 『鉄人 
2Q 号』 // : 俺は、 gQ 年の 小学校 入学 前後からの 読者な ので、 Q 年 振 
りに 初期の ストー リ ー を 知って、 気分が ス カッと した。 横 山 光輝っ 
て 古びて ない ね。 アクションは'  映両 でも 漫画で も 不滅な のか P 
同時 期に 再読した、 石 ノ森章 太 郎の秋 田 文庫 版 『サ イボー グ 009』 
の、 余りに セ コイ 感傷 過剰 振り、 ポン コツ化 振りに、 余計に そう 思 
えたの か)、 活字は すっかり 読ま なくなっ た。 もう 一週間で 8 月な 

のに、 確か 2 〜 3册。 

今日、 新幹線の 東京 駅で 読み上げ たのが、 『ヴィ ガン 波 - 場への 
道』 (ジ ョージ .才 —ゥヱ ル. ちく ま 学芸 文庫)。 いいっす ね。 オ ー 
ゥヱル 節って / 常に この 人の 文章は 具体的で、 絵画 的と いうか、 
漫阪 的。 最初の 「ブ ルッカ ー 夫 f の 下宿屋」 なんて、 その 不潔 振り 
に対する シン ラツな 描写は、 ディケンズ 張り。 俺は この 章を 読んで 
いて、 まず 自分が 大学 一年 ( q 年) の 時に 住んで いた、 西 川口の 四 
畳 半で 5000 円の、 ネズ ミを 養殖して た 石 井 アパー トを 思い出し 
た" 次に、 4 〜 5 年 前まで ふぁんと むが 住んで いた 等々 力の アバ ー 
卜を 。最後に、 少なくとも 咋 年までは 奥 間 まさみが 住んで いた、 白 
金の 廃墟を。 やっぱり 奥 間の アバー トが、 一番 ブル ッカー 夫妻して 
いたが、 まさみち やん、 隣の 菅井 きんさん まだ 元気 ィ P (噶 では ま 
さみち やん、 コ ミケ 会場では よく 目撃され てるら しい)  (別.  9) 

| わかった ぜ / 処女 喪失の 気持ち。 

42 歳に して 初めて 5一 た 自分の 本です から、 書店では ど のように 扱 
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われて いるの か、 気になります。 拙著 『嫌われ 者の 記〜 エロ 漫画 業 
界凶惡 編集者 血 闘 ファィル〜』 (一 水 社* 1631 円) の 発売 口は、 
予定より Q 日 以上 遅れた 8 月 7 日。 取次 搬入は 8 月 5 日。 つまり、 
祌保 町の 漫画 専門店なら、 8 月 5 日に 出 てても おかしくない。 が、 
5 日は 本誌 や 『Mate』 の 下 版で 忙しくて 外出は 無理。 6 日に 昼 
飯の ついでに、 白 泉 社の 前を 通って 神 保 町へ。 「東西 堂 書店」、 「高 
Yfl ^l l-: 」、 「すずらん 堂」、 「新 宿 書店」、 帰りに ついでに 「コミック 
ハゥス」 1 号 店と 歩く ものの'" あの 偉大な 書， は 影 も 形 もない。 
「？ 雑誌と 違って、 単行本は 早出し しないの かな」 と 憮然。 

翌 7ZI の、 正式 発売日。 心配な ので 同ー コース を B び 歩く。 つい 
でに 「書 泉 グランデ」、 「書 泉 ブック マ ー ト」 、「冨 山 房」、 「廣文 館」 
等 も。 相変わらず 影 も 形 もない。 「？？？.」 何十 年 振り かで 漫画で 
ない 書籍を 出した 一水 社の 物が、 何も 書 泉 だ 「東京 堂」 だの、 一般 
大型 書店に ド カンと 平 積みされ るは ずない のは 承知して る ものの、 
漫画 専門店に も 全くね えっての は ど一 ゆ こと？ 疑問 度 百％ のま ま 
: 常 業務を こなし、 夕方に なって タコ多 田に 電話。 「俺の 本 だけど 
よ、 本当に 今 口、 発売に なっ てんの？ 飯 田 橋 や 神 保 r にゃ 一冊 も 
ね えぞ〜」 (勤勉な 俺は、 「飯 田 橋 書店」、 「深夜 プラス 1」、 「ロ ー ラ 
ン」 神 牌 木 坂 店 も チヱ ック 済みだった) 

「大丈夫、 出て るって。 あちこちの 書店から、 結構 注文 来 てんだ よ 
な」 もう 200 部く らいになる よ」 「そり や あ、 発売 R 前までに 来 
てた 予約 分 だろ」 「違うよ。 あれは 全部 個人 注文 だろ。 それとは 別。 
書店 分が そんだ け あんの。〃 まんがの 森， のどっ かから も Q 部 来た 
し、 ひばり ヶ丘の 何とかい う 書店から も、 5 部 来て たよ」 「本当に 
発売に なっ てんだ。 けど、 祌田 付近に 全然ね えって な あ、 納得い か 
ねえな ぁ」 「いいです よ。〃 新 宿 書店， あたりには、 営業の 〇〇 君に 
直接 行 っても らいます よ。 けど、 思っ たより 注文 多い よな。 さすが 
です ね、 塩 山 先生/」 「ケッ /_ この 手の マニア 本て な あ、 喰い：^ 


きはいんだ けど、 途中で バッ タリ 止まる つてから、 汕断 しない 方が 
いんだつ て」 「お… 脅かさないで 下さい ョ」 

が、 裔 かされる という か、 ビビら された のは 俺の 方。 『M  a  t e 
8 月 号に、 都 条例の 惡書损 定が来 ちまっ たの だ。 こんだ け 多くの エ 
口 漫画 誌を 編集して るが、 都 条例は 全 誌を 含めて 2 年 振り。 しかも' 
『M  a  t e 7 月 増刊の 『麗』 が 既に 受けて るた め、 連続 2 回と な 
るの だ。 つまり 9 月 号 も 受ければ、 連続 3 回と いう ことで、 英質廃 
刊に 追い込まれる。 かつて 都 条例の 惡書 指定は、 言論、 表現の 自由 
との かねあいで、 連続 指定は 余程 ひどい 場合 以外は しなかった が、 
最近は 意識的に 連 チャン 指定して いるよう に、 俺には 思える。 4 〜 
5 年 前の 例の〃 有害 コミック 追放 運動" の 時に さえ、" 裏 漫画 誌スレ 
スレ "だつ た 『ヤング ジャンプ』 や 『ヤング サン デ— J を、. 度 も 
惡書 指定に しなかった 同 条例が、 なぜよりに よって 俺の 低 部数 高定 
価 マ ィナー 雑誌へ？ ひょ とすると、 『嫌われ 者の 記』 の 後書きで、 
同 条例の 運営への 批判を S いた ことへの シッぺ 返し か？… とも 思っ 
たが、 指定 時に 同書は まだ 発売に なって ないから、 常；：： 頃の 反抗的 
姿勢への ブラフ かと 思いつつ、 の 午後に 都庁へ 行く 前に、 一水 
社に 顔を 出す。 「おい 多 田/  (スポンサー 様に 対して この 態度) 俺' 
咋日 (8U)、 初めて 自分の 本が 書店に 並ん でんの 見た よ。 しかも 
4 冊 も」 「どこ？」 「飯 田 橋の、 うちの 事務所とは 反対側に ある、 最 
近 新装した" 文鳥 堂"  3 階の コミック 売り場。 おまけに 棚の 一番 目 

立つ 所で、 ガ メラ 本と 並んで たから 感動した よ」 「うれしく って 1 
冊 買い まし か？」 「さすがに そこまでは…。 けど 手 ぶら で 帰る のは 
悪い から、 『三つ 目が とおる』 の 7 卷 目を 買っ たよ」 「全 狄 「関係が 
ないです ね」 「いいの。 それより、 何で 神 保 町 じ ゃ 俺の 本 1 冊 も 売 
ってね えの よ。 小学館 や 集英社の ある 神 保 町 や'  火 日本 印刷の ある 
市ヶ 谷に 置か なきや、 売れ やしね えよ」 「そうなん だけど…」 

そこへ、 一水 社の 美人 女性 社員が 登場 (余りに 美人な ので、 名前 
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を 失念)。 「それは、 文苑 堂が 全然 取って くれなかった からです よ。 
どこも 文苑 堂 待ちだった らしんで すよ。 全然 入っ て 来ない ん で、 高 
岡からは 阳 部 注文 ありました」 「チッ / 文苑 堂っての も、 本 見る 
H がね えな あ。 あそこ も 昔は、 阿宮 美 亜の アップル コミックスなん 
か、 よそより ずいぶん 部数 取って くれる とかで'  □本 出版社の 営業 
の 人 喜んでた けどな。 ヶッ / :」 「いつも お世話にな ってる 取次さん 
の 悪口なん か、 どっかに 書かないで 下さいよ」 「分かっ とる わい / 
俺 だっ て そのく らい」 「そろそろ、 都庁に 行く 時間 じ やないです 
か？」 「あ〜。 で、 注文の 動きは？」 「悪くないです よ。 咋 日、 一昨 
: Z で 300 部 以上は 来て ます」 「けど、 神 保 町 や 飯 田 橋に ねえって 
のがな あ〜」 (都庁に 行った 際の ドり は、 9 月末 発売の 『ラ ッツ』 
l nulr の、 「嫌われ 者の 記」 第 1 〇 1 p J に 執 第/ ] > 定) 

私が この 地区の 各 書店で、 拙著の〃 雄姿， を抨ん だのは、 翌週の 
2 日 以降。 nn 撃 デ ータ その ① 「すずらん 觉」 i エロ 系 活字本の 中に、 
2 列 平 積み。 その ② 「高 岡 書店」 i 『 新. ゴー マニ ズム 宣言/』 の 
隣に 2 列 平 積み。 その ③ 「新 宿 書店」 神 保 町 店 i レジ 脇に 1 U ポツ 
リ 。その ④ 「深夜 プラス 1」 |レジ脇に約 0 冊。その©「秋葉原デ 
パ ー ト」 内 「明 正 堂 書店」 丨 一般 m 行 本 平 積み コ ー ナ ー の、 一番 前 
の 角に l a ポツリ .".つまり ここが、- 番陂 格の 扱いを して くれてい 
たのです。 1 冊の み 平 積みされ るは ずがない から、 他は 金 部 克れた 
と 判断 出来る。 その 最後の 1 冊を、 立ち読み 始めた 大学生 風の 細面 
の 男。 「立ち読み 出来る 量 じ やねえ。 早く 買え"：」 と 念じつつ、 前 
の 文房具 店から 観察して たが、 なかなか 買わない。 店長に 代わって 
没り つけたろ かと 思いつつ、 店を 後に した。  ( Q . Q ) 


蕨の 「丸 好」 で 出版 記念 パ ー テイ ー 

| をす るとは、 やっぱり® は 渋い 

1 ねぇり： 

今回は 9月 0 门の午後7時から、京浜東北線は蕨駅西 | の居酒屋、 
「丸 好」 でぁった、〃 『嫌われ 者の 記』 出版 記念 宴会" のこと になる の 
は 当然 だけれ ど、 その 前に 同店に 予約に 行った 際の 一件。 知っての 
通り 俺は 群馬県 富 岡 市 (市長 •今 井清 二郎。 H 本 一の 馬鹿げた 防災 
無線の 運営を して 悪名高い。， P-1 らを 旧ソ連の ラ ー ゲリの 所長 か、 北 
朝鮮の 政治犯 収容所の 幹部と 思い込んで いるら しく、 一年 365:=!、 
日に！： 坂 低で も 3冏、 5 万の 市民に 説教 放送を 繰り返し ている。 特に 

〃夜 9 時の 暴 音 放送， に 至っては、 "気違いに TJ , 物， そのもの。 抗 
議先。 〒 370 〜 q 富 岡 市 富 岡 1460 〜 1、 富岡巿 企画 部 企画 
課。 電話 0274 〜 62 〜 151 1) から、 片道 2 時 問 A 分 も かけ 

て 超 遠距離 通勤を している ので、 西 川 U に 寝る だけの アバ ー トが借 
りて ぁり'  週に 1 回く らいは 泊る (例の やす 〇がミ ュージ シャン 志 
望の 彼氏と 住む マンション 近くの、 羽衣荘 なる 風呂 もない ダ ニア パ 
1 卜 からは 引っ 越した。 すぐ 近くです が。 つまり' 『Mate』 等 
で 早くから 披露して いた、〃 神楽 坂 引っ越し 計画， は释く 挫折〜 yQ 
年代の トレン デイ 言葉〜 したわけ)。 

その 日 も、 「今夜は 久 々に、 蕨の" 丸 好， で じっくり ゥ ー ロン ハ 
イ でも 飲んで、 ついでに 9 月 q 日の 宴会の 予約して くっ かな。 電話 
一 本 じ ゃ 風情が ねえし」 と 蕨に 出_  (といぅ ほどの こっち ゃねえ な。 
白髮ア バタ、 ツラ犯 歳で 立ち 悪しの 吝嗇 男が、 一人で 酒く らいに 行く 
だけ じ ゃ)。 まずは ヮシの 単行本' 『嫌われ 者の 記〜 エロ 漫画 業界 XJ 
惡 編集者 血 闘 ファイル〜』 (一水 社 .1631 円) でも おなじみの 
暁き 島 屋 、「安兵衛」 (東口の 同名 店とは 別) で、 タン 刺しを しょぅ 
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がの タレで つまみつつ、 ビー ルを 1 本 飲んで、 はす 向かいの ス トリ 
ップ 小屋、 「蕨 ミニ 劇場」 の 先に ぁる、 「應文 堂 書店」 に 寄る。 この 
店の オヤ ジに は、 事前に 本の 発売日を 知らせ、 「 Q 部く らい 注文し 
て ド さい」 と 売り込ん どいた の だが、 行って みると エロ 漫画 コ—ナ 
—に ポツリ 1冊。 「フ —— ッ」 オヤ ジは 、「まだ 本は 出ない みたいだ 
ね。 一水 社に Q 部 注文した のに、 まだ 入って 来ません よ」 「いや、 
ここに 1 冊…」 「アレ— ッ？  何で ここに〜？」 先が 思い やられる （ 

q 日の 宴会 日当 日。 驚いた のが 集まりの 良さ。 俺を 含めて g 名が 
参加した の だが、 7 時 Q 分 頃までに は 2 名が 詰め かけて いた。 7 時 
からの 予定 だから、 並 -I 通 これ だけの 人数は、 8 時 頃で ない と K まら 
ない と、 ここ Q 数年、 漫画 屋の 忘年会を いつも a Hj って 来た 俺は 断言 
して おく  (例の 新 宿の 「三 平 酒 寮」 での r ただ 酒 パヮ— 恐るべし 
(トホ ホ…。 ヮシが 印税から 払う の。 こうで もしない と、" 嫌われ 者" 
が埼 玉の 場末で 開く 宴会に ゃ、 誰も ツラ 見せて くれません) 。会場 
が 狭く、 身動きしず らいと いう ハン ディは ぁったが、〃 ただ 酒に 釣ら 
れて蕨 くんだり まで 押し かけた/物好きな 漫画家、 編集者 達の、 主 
な 横顔を 紹介して おく。 

〔タコ 多 田 & 捧順二 版元の〃 ホモ 漫画の 殿堂，、 一水 社 代表。 前者 
は 知っての 通り、 『アット ー テキ』' 『純一』、 『ロミオ』 等を、 後者 
は 『ピー ナッツ』 を 仕切っ ている。 ただ 酒 喰らいながら、 朱 だ 俺の 
本を 買っ てない 鬼畜 もいた ため、 彼等に 比 冊 持参 させて 売り切る。 
〔DONKEY〕 デジタル ヵメラを 持参、 参加者を 撮り まくつた。 
同夜、 終電に 乗り遅れて ヮシの •€! 川口の アパ ー トに、 十六 女 卜 八 女 
と共に 泊り、 地獄の いびきで 2 人を 発汪 寸前に 追い込んだ。 〔十六 
女 十八 女〕 本誌の 4C&2C 原稿 も アップし てない のに、 ノコノコ 
参加。 しかも 奴 担当の 宴会の 案内状では、 「丸 好」 の 電話番号は 間 
違う は、" 参加 費 無料" を〃 参加 費 無 科" などと 書く はで、 人格を 根 
本 的に 疑われて いた。 〔杉 作 J 太郎〕 その 気配り 振りで、 タコ多 田 


等の 年長者を 感心 させて いた 東 映 バカ。 奴の 本、 『ボン クラ 映画 魂』 
(洋泉 社* 1631 円) の 増刷が 決定と 聞き、 「よりによ って 俺の 本 

より！ E 干く…」 とム カつ いたので、 からんで やる". 〔ふぁんと む〕 『レ 
モンク ラブ. 一 & 『Mate』 専属 イラスト レータ ー。扣月 半ばまで 
に、 久 々に Q P の 漫画を アップす ると 言って るが、 当人 も 含めて 誰 
も 信じて いない。 

宴会に 花を 添えて くれたの が、 女性 参加者。 筆頭は、 ラムち ゃん 
の コスプレで 参加した 〔やす 〇】 姉ち ゃん。 そして 春 麗姿の 彼女の 
コスプレ 友達。 澳 (眢の 間だった のです) を 開いて 会場に いきなり 
現われた 際は'  そのエ グ さに 会場は 一時 シーン 。が、 徐 々に 落ち着 
きを 取り戻す と、 参 n 者は 本性を -} せ 始めた。 〔かたせ 湘〕 は その 
筆頭。 2 人の 姿を 何 本 フィルムに 収めた ことか…。 コ ミケで R 惯れ 
てるだろぅ に。 もっ ともこの 根性が、 人気の 秘密 か。 本誌で プロ レ 
スコラ ムを 書いて いる、 〔靑木 芳紀〕 もしつ こかった。 彼の 場合、 
中年 タッチで ネチネ チ 迫る ので'  嫌がられ 振り も 半端 じ ゃない。 遂 
には、 つきぁいの 良さは 並で ない、〃 例の 女， 子〕 にまで そっぽ 
を 向かれる。 彼女 も 相当い かれて いた。 炊きた て 御飯の 入った 電気 
釜と しゃ もじ、 御飯 茶碗を 持って ゥ ロゥ ロ。 よっ ぼ ど 腹が すいて た 
んだ ろぅ (鈴 木 清 順 監督の 日活映 画' 『殺しの 烙印』 での 宍戸 錠を 
思い出した)。 

女性陣 といえば、 大阪 から 駆け付けた" 『ジャ ニ の エース ，〔成 
田那诖 〕 、同じく 名 古屋 からの 【橘 孝 志〕 の 御 両人 も、 遠路は る ば 
る 御苦労様。 成 田 セン セが 年に 似合わぬ 過激な ミ ニスカ— 卜を はい 
てた こと、 逆に" D カップ 書店 員：3:漫 両家" として 知られる 橘 セン 
セが、 仕 JI; 熱心な 小学校の 女 教師 風の ファッションで 決めて おられ 
たのが 印象 深い (レズ っぽい との 言い方 も 出来る)。 その他、 もり 
を 舞、 葉月 つや子、 やまだ のら、 小 鈴 ひろみ 等々、 大して 有名で も 
ない、 『嫌われ 者の 記』 の 登場人物 ばかりを 呼んだ のです が、 しょ 
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っち ゅう 登場す るのに、 声をかけられな かった 漫画家、 編集者の 皆 
様 ごめん。 当然 過去は ともかく、 今後の 漫画 屋に 大して 役 t 立たな 
そうな 人は、 シカ ト させても らいました (何 か 忘れて たと 思っ たら、 
参加者の 一人、 町 野 変 丸の キン タマを 握り 忘れて いた。 次の 機会に 

やね ちつこく…)。  ( ng . 1 ) 

| 上 信 電鉄 発 •札幌 行き 北斗星 3 号 

一の ガ タピ シ 振り。 

Q 月から 上 信 電鉄の ダイヤ 改正が あり、 毎朝 利用す る 電車が 高 崎 
に 5 分 早く 到着、 大助かり。 9 月までは 高 崎に Q 時 Q 分 着だった た 
め、 同時に 発車 するとき 404 号には 乘れ ず、 何と 加 分 も 高 崎 駅 構 
内で 待っ ては、 とき 454 号を 利用して いた。 これ だと 結局、 自宅 
を 9 時 5 分に 愚# の 率で 出て、 漫画 屋の ある 栄昇 ビル 到着は 2 時 b 
分。 つまり、 合計 2 時間 n 分 も、 連絡の 惡 いせいで 片道に 要して い 
たの だ / : この 状態は、 昨 平の JR の ダイヤ 改正で、 約 1 年 続いて 
いた。 帰りは 連絡が 良く、 ちよう ど 2 時間 Q 分な のに。 いくら 読書 
好きとは いえ、 構内 や ホ ー 厶で本 読んで るの も、 特に 冬塌 はこた え 
る。 この 時期に 上 信 電鉄が ダイヤ 改正を して くれたのは 'すっかり 

老いて しまった ©には 何よりも の 朗報 (帰りは、 東京 駅 発 2Q 時 2Q 
分 発の、 MAX とき 415 号を 利用す る。 ガラガ ラで 必ず 座れる)。 

や っぱ読 書の 秋です な (近頃 口調が、 杉 作 J 太 郎 風に。 あんな 貧 
乏 色物 ブンカ 人に 影響され るよう じ ゃ、 元々 知れ てるお 里の ランク 
がまた 下がる)。 今日は Q 月 1 日。 今日までに 読んだ 活字本は 8 冊。 
『TV アニメ 青春 記』 (辻 真 先 •実業之日本 社. 1800 円)。 『セツ 

クスの 邪魔を する やつ かいな 記憶たち』 (ジョゼフ， グレン マン. 

白揚社 .2575 円)。 『うるさい 日本の 私 j  (中島 義遒 .洋泉 社* 
1700 円)。 『猸盤 日記』 (戸川 昌士  .メタ* ブレ ー ン . 1800 


円)。 『突破 者』 (宮崎 学 ■南風 社 .1800 円)。 『雨 ■赤毛 j  {モー 洳 
ム .新潮 文庫*  360 円)。 『滅び ゆく ジャ ーナ リズム』 (木 多 勝 
一 ■朝日 文庫.  500円 )。 

後の 4 冊は 面白 かった。 モ ー ムや本 多 勝 一は、 今 さら 持ち出す ま 
でもな かろう。 『猸盤 1』 の 著者 も 業界では 有名人ら しいが、 俺は 
全然 知らなかった ので、 やや 買う のを 迷った が、 「_伝 と 日記に つ . 
まらぬ ものな し」 は 昔からの 持論な ので、 飯 m 橋の 「文鳥 堂」 2 階 
の、 レジ 前の 際物 本コ ー ナ ー で 買った (最近 俺は、 事務所 近くの 
「飯 田 橋 書店」 では めったに 本を 買いません。 ヮシの 『嫌われ 者の 
記』 を、 1 回 も 置いて くれな かった から)。 

要するに、 レコー ド コレクタ ー の 収集 日記な の だが、 千 'l 単位で 
の 銭の やり取りの ディ テ ー ルが 非常に： 曲 白い。 アィテム 自体は、 本 
人は ゲテ モノと 思って るよう だが、 渥美 マリ、 池玲 子、 丸 山 明 宏等 
と、 すっ ごく 真っ 当で 通俗。 漫画 分野に 至っ ち ゃ 丸 尾 末広なん つう、 

『M  a  t e あたりの 一部 低能 女性 投稿者の 必需品 (音楽 分野の 戸 
川 純) まで 登場、 「あっ そ / 」 と言うし かないが、 その 次元の 趣味 
人の 小銭の やり取りが、 身に つまされて 興味深い (例によっての、 

関西 A . の， P1 意識と やら も 笑える)。 

『突破 者』 は、 『週刊 文 春』 での 前 宣伝が あって 助かった。 店頭で 
ただ 見ても、 帯を 呉 智英が 書い てんだ もん、 よっぽどの 駄 本と 思っ 
て 買わな かつたろう。 ケン カに 強い 男の a 伝は 面白い。 "見て きた 
ような ゥソ "も かなり 混入し てんでし ょうが、 全部 許せち ゃう 講談 
的 面白さに 満ちて る。 最後に アジア 各国を 例に 愛国心を 鼓舞 しちゃ 
う、 団塊 世代 特有の" マッチョ 振り" にゃ うんざりで すが、 そこ ま 
では 楽しんだ んだ から、 まあいい か M (かなり ホモ っぽく、 『ジャ 
ニ ー 』 な 楽しみ も 可 / ) 

近頃は I 間の 人並に 漫画 も 読む ようにな った。 漫画 文庫 だけです 
けど。 毎月 S 冊く らいは 読んで る。 各社から 種々 の 文庫が 出て ます 
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が  I 番楽 しみな のは、 朝^^ ソノ ラマから 出て いる、 棋 図かず おの 
『こわい 本』 シリー ズ 。今月の 9、 Q 卷も おつかな かった つ / こ 

の 文庫が いいのは、 解説がない 点。 ホン ト、 漫画 文庫の 解説に、 面 
白い物が あつたた めしがない (なぜか どの 社 も)。 カバ ーのキ ャッ 
チコ ピ ー もい い。 「楳 図かず おはす ごい / 」 その 通り。 低能な ゴミ 
タレン ト や 評論家に、 余韻を グシャ グシャ にさ れんのは うんざり / 
(例外と して、 光文社 文庫 版の 『鉄人 g 号』 シリー ズが ある。 横 山 
光輝の エッセィ はいい。 何で あの人の 漫画が、 どれ もこれ も 面白い 
のか、 何となく 分かつ た)。 

ンな 日々 です が、 月末は 忙しくな りそう。 ふと 思いつき、 札 幌取 
材 旅行を 決意した から。 しかも 電車で (4i5 年 前の 韓国 旅行で、 
飛行機は 懲りました。 目の 黒い うちには 乗りたくない。 t この 旅行 
の 旅日記を〃 海を 渡った 嫌われ 者" とか 称し、 A5 判 平と じ 時代の 
『Mate』 で 特集した 記憶 も あるが、 そんな 時代からの 読者 も、 
まだいる のかな？)。 

今 jl の 取材 旅行の □程です が、 まず Q 月 Q 日、 上野 発 y 時 Q 分 発 
の、 北斗星 3 号で スタ— 卜。 車中で 一夜を 明かし、 翌 7 日の 9 時 Q 
分に 札 幌着 。そこには 美人 女流 漫画家の なにがしが… のはず が、 最 
惡な ことに 案内 人は、 『ジャ ニー』 の忖録 漫画家、 WILL セン セ。 
頭痛が しちゃう。 札幌 市内の 腐れ オタク スポット 探訪の 後、 すすき 
の あたりの 薄汚ない 居酒屋で、 当地の 読者と ビ ー ルで も 飲もうと い 
う 計画。 女性 読者を 中心に 3 〜 4 人 来る 予定な ので、 次号では 詳し 
く 報告で きる と 思う (一番〃 激写 "したかった、 例の" 喪失した ば 
かりの 水 姫 あや" には、 連絡が つきません。 読者 同様に ガッ クシ。 
ポール 上 良 宛の 手紙 も、" 宛先に 見あたりません， と 戻って 来た。 

どうな つてん の？)。 

同夜は ホテルに 泊まり、 翌 〇 日は 一日 一般 観光。 で、 同日 Q 時 M 
分の 北斗星 4 号で 帰る 予定。〃 巨乳" の 橘 孝 志 セン セの 運転す る ジム 


ニー での 名古屋 取材 旅行と 違い、 さっぱり 色気の ない 旅に なりそう 
です が、 これ も お 仕事、 ぜいたくは 言いません、 ハィ M 全く 関係 
ない けど、 BS7 の 長 谷川 園 子 アナって、 薄幸そう な 所が 色っぽい 
と 思いません か？ あ 一 ゆ 女って、 豹変す るんだ よ。  (邮. 2 ) 

一〃 土建屋 市長の 鑑， 今 井清 二郎 
富 岡 市長への ラブレ タ 彳①。 

ようやく、 『こちら 騒音 富 岡です / 』 が 完成し そう。 ずいぶんと 
遅れました が、 2 月 中旬まで には、 希望され た 全国 約泌 名の 読者の 
方の 元に 届く ものと 思われます (『こちら 騒音 富 岡です / 』 は、 塩 
山の ヤ ロが 代表を 務める、 「富 岡 市の 暴 音 防災 無線から 市民の 健康 
を 守る 会」 の 機関紙。 これは" 日本 一 の 馬鹿げ t 防災 無線の 運営を 
して 5 万の 市民を J_ 時間 眠ら せない スタ ー リン かヒト ラー 気取りの 
非常識 土建屋 市長 今 井清 二郎 及び その 部下を 徹& 糾弾す る，、 A  3 判 
裏表の ミニコミ。 一文に もなら ぬのに® が、  400 字 原稿用紙で 
加 枚 も 書き まくって ますし、 ヵット も 阿宮 美 •亜 &DONKEY と、 
その 筋の 人には こたえられない 豪華版。 希望者は、 今からで も OK。 

A 円 切手を 貼り、 自分の 住所、 氏名を 書いた 封筒を、〒 102 衆 
京都 千代 田 区 飯 田 橋 2 〜 1 〜 5、 栄昇 ビル 503 号、 漫画 屋内、 
『こちら 騒音 富 岡です ガ』 係まで。 また、 今月より 新手の サ ー ビス 
を 開始した。 日に 3 回の 気 遠い 騒音 放送を、 テー プに ダビングして 
差し上げ ましょう というの だ。 希望者は、 Q 分 テー プを 入れて、 1 
90円 切手を 貼り'  自分の 住所'  氏名を 書いた 封筒を、 前 出の 住所 
の、 『こちら 騒音 富 岡です // 』 係まで ね。 機関紙 & テー プ 共々、 著 
作 権な ど 全く 放棄して いるので、 ホ ー ム ぺージ 等、 各種 媒体で 用い 
て 下されと、 宣伝に 余念の ない ワシ) 。 

1 月は ピ リッと しない 月に なつた。 決して 暇 じ やない し (今月 も、 M 


雑誌 5 誌と コミックス 1 点の 計 6 誌 こなした)、 何でだろう？ 考 
えたら、 9 月は 大阪 & 名 古屋、 A 月は 札幌 と、 連 チャンで 取材 旅行 

が あったのに、 今月は 何もな かった からね。 旅が あると 仕事は 余計 
に 大変 だけど、 そう 思っ てると、 いつもより スピ ー ド 出したり すん 
だよ。 それが 1 月は ないから、 つい ダラ〜 ン (誰 だよ。 「そり や⑱ 
の チン ポだ ろ？」 なんて 失礼な こと 言っ てんのは？)。 わさび かと 
ん がらし を 欠いた、 ざる そばみたい。 

とはいえ'  自営業 者は つらい。 漫画 屋 は® 班 も 吉田班 も、 基本 
的に 1 時〜 6 時、 土日は 完全 休みで やっとる が、 経営者は そう もい 
かぬ.。 この 1 年 (『ジ ャニー j が スタ ート して 以来。 半年 前から 
『ヤ ケッパ チ』 が 加わり、 余計に ひどくな った) は、 土日 もまと も 
に 休んで ない。 やくる〜 と、 メメとの 3 人で、 日常の 編集 業務を 月 
〜 金の 間に こなして るが、 どうしても 残っ ち やうの が、 各 誌の 読者 
欄 (あれを 普段 やって たら、 3 人で 每晚 9 時 頃まで 残業す るハメ に)。 

俺って 一体、 幾つ 読者欄 やっ てんだろう？  まず 「ヤ ケク ソジョ 
ッキ—」 (『レモン クラブ』)。 「ズン ド コジョ ッキ ー」 (『Mate』)。 

「ナィ ー ブ ジョッキ ー」 ( 『ジャ ニ ー』)。 「飯 田 橋 青年団」 (『ヤ ケッパ 
チ』)。 『ジャ ニー』 と 『ヤケ ッバ チ』 は 隔月 だから、 2 誌で 月刊 1 
誌と 数える と、 3 種類の 読者欄 やっ てること に。 月に 5 回の 週末の 
うち、 3 PJ はこれ でつ ぶれる。 しかも、 これに 「嫌われ 者の 記」 
(『ラ ツツ』 ) や 、別名で®! いてる 某誌の コラムを 入れる と、 ちょう 
ど 毎週 末が 原稿 書きで パ ー。 トホ ホ…。 これば っかは 他人 任せに 出 
来ない と、 老体に ムチ 打っ て やって 来たが、 そろそろ 考えない と、 
過労死し かねん (これは 各 版元に、 「もっと ギャ ラ 上げて くれ。 じ 
やねえ と、 俺は セコい 原稿料 稼ぎの 果てに 死ん じ まう ぞ 。俺は 別に 
どうで もい いが、 その後を コミック ハウスに 依頼す ると、 法外な ギ 
ヤラ 吹つ かけられん ぞ 。なら 俺を 大事に しといた 方が、 結局は 安く 
つくせ/」 つてな ブラフを、 婉曲 的に かけて るので はない)。 


咋日 ( 1 / 2Q ) の 土曜日 も 一日つ ぶして、 「ヤ ケクソ ジョッキ ー」 
の テー プ 起こしを したが (その 間に 自宅 近くの 防災 無線 塔の 真下に、 
2 時'  5 時、 9 時と 3 冋も 出かけ、 気違い 放送を テー プに 録音した。 
A メ ー トル 離れた 俺の 部屋で も 発狂し そうな 音量 だから、 真下と も 
なると 空前絶後で、 脳 ミソが 肛門から、 胃袋が 口から 破裂して 飛び 
出しそう。 で、 俺は 無用な 拡声器 騒音には、 心底 腹を 建てる ナイ ー 
ブ 人間 だが、 自室では 大 音量で 種々 の 音楽を 聴いて ます ぜ 、当然。 
今 聴いて るのは、 「新星 堂」 飯 田 橋 駅ビル 店で 税込み 1850円 で 
買った、 『ゴスペル. サゥンド •オブ .スピリット. フイ ー ル』。 こ 
の 畑は 全く 無知な ので、 アン ソロ ジ ー で 好みの タイプを 知って 後、 
個人 CD を… という わけ)、 今日は 本欄の みなので、 a 間は くつろ 
ぎました。 

午前中は ゆっくり 新聞 読む と、 我が家の 駄犬、 チビ & コチの 散歩。 
狩獵 解禁 後、 川で 泳いで いた 鴨の 姿が 見え なくなっ て 寂しい。 ここ 
らは 人家 も 多い し、 全面 禁猸 にすべし と、 堤防に 落ちて いた 緑の 空 
薬莢を 蹴飛ばしつつ 思う。 帰宅 後 ビデオに。 まずは ランドルフ* ス 
コット 主演の 『グレ ート ■ロックの 決闘』 (監督/エド ゥイン* 
L  •マリン)。 ランドルフ •スコット って 人が、 B 級 西部劇 スタ ー 
だとは 知って たが、 映画 自体を 観る のは 初めて。 映画が 始まって S 
分以 L たつのに、 よぼよぼの 死に かけた 爺さんが 3 〜 4 人よ たつい 
てるのみ で、 主役が ちっとも 出て 来ない… と 思っ たら、 タラの ひも 
のみたい なツ ラした オッ サンが、 主役だった という 恐ろしい 映画。 
スト ー リ ー も'  観て る 側が 「ひよ っと してこう なる のでは… でも、 
そこまで 安易 じ や プロと して 恥ずかし いな」 と 思っ てると、 恥ず か 
しい 方向に 一直線と いう 物凄 さ。 

が、 続いて 観た 『クロ ー ゼット •ランド』 (監督/ ラダ •バラ ド 
ヮジ) に比べり や 余程 まし。〃 ぶった エセ 芸術 映画の 見本"。 何も 期 
待せ ずに 続いて 観た、 『愛情 萬 歳』 (監督/ツァイ •ミン リ ャン) に 
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ガク然 。素晴らしい // ウォン •カー ウェイ なんて 猫の 糞 以下 だ、 
これに 比べり ゃ。 女性 不動産屋 営業部 員が 延 々と 歩く、 住宅 開発 地 
の 下りの 冷徹な 人間 描写に、 ボ ー ッと 観入っ ていた。 俺 もこん な 風 
に 泣きたい。  (W  • 1) 

1 "親馬鹿 史観， に 群れる 馬鹿 共を 
1 笑ぅ。 

今日の 昼と 夜の 食事は、 ちょい と 変わった メ ニユー で、 胃が とま 
どっ てる 感じ。 朝は 西 川口の アバ ー ト 泊り の：：： がいつ もそう である 
ように、 東口の 「ウイング」 という 喫茶店の モ ー ニン グ (500 円。 

コ ー ヒー & ト ー スト & ハムエッグ & サラダ。 東 口の 「ファミリ' — マ 

1 卜」 の 向かいの ビルの 2F。 午前中は 2 人の 姉ち やん が 切り盛り 
してる が、 一人は かなりい い 脚して るし、 もう 一人 も B 級 アニメの 
声擾 風の 声で 刺激的。 テレクラの 桜で もやった 方が、 よっぽど 金に 
なる だろう)。 朝は パンだった し、 昼は 米の 飯が 喰いて えと 思いな 
がら、 十六 女 十八 女の 本 号掲载 原稿の 修整 指示を してる と (咋 夜は 
コ イツと 飲んだ。 普段は 温厚な 男 だが、 俺が〃 日本 代表" で、 昨今 
の 日本人の〃 嫌韓 & 嫌 北朝鮮" 感覚を 加味した 論争を 吹っ かけた 
ら 、柄に もな く 興奮'  口角 泡を 飛ばし 始めた ので、 面白かった。 ど 
ちらかが、" 東方の セルビア 人" になる 日 も 近い かも。 ヒヒヒ 。けど 
最近の、 右翼の 従軍 慰安婦 問題に からめた 教科書 批判 も 見苦しい ぜ。 

"自虐 史観〃 だっ て？ パッカ じ やなかろう か。 ガキ にしろ 国家に し 
ろ、 自らを 客観的に 検証す る 勇気の ない" 親.〃 に 育てられ ては、 ろ 
くな もんに やなりません がな。" 親馬鹿 史観， に 明 i はない。 ただ、 
雑誌の 編集して ると、 困つ ち やう こと も 多い。 俺は このように、〃 日 
韓サ ツカ^ — 〜 "とすべき 所を、 妙な 卑屈 さから、 アルフ ア ベットを 
引つ 繰り返して まで、" 韓 日〜，， などと する 連中に、 ツバを 吐きた く 


なる 程度の ナショナリズムは 持っ てるが、 前 出の 連 屮 のよう な 従軍 
慰安婦は 商売の みだった、 南京 大虐殺は 人数 的に 疑問 だから 無 かっ 
た、 てな 考えは 全くの 恥ず べき 寝言 だと 確信して る。 が、 執筆 漫画 
家陣 にゃ 色々 な 思想の 持ち主が おる からね。 特に 阿宮 美 亜は、" エロ 
漫画 界の女 右翼" と言われる だけに、 とんでも ねえの 描いて 来る。 
今 発売中の 『漫画 バンプ』 2 月 号の、 「抜かずに このまま…」 ての 
も、 俺の 対 極 思想 漫画。 よっぽど 破り 捨てて やろうかと 思った が、 
それじゃ 言論 弾圧に なると、 いつも こらえて る。 雑誌なん て、 色々 
な 思想が 渦巻いて た 方が、 活気が 出る と 思っての 方針 だが'  最近は 
左翼 っぽい エロ 漫画なん てね えな。 阿宮 美 亜 や 小 林 よしのりが デヶ 
1 ツ ラして る 景色っ ての も、 情けね え)、 ちょい と 時間が 出来た の 
で、 秋 葉 原に 足を 仲 ばして、 昼飯 かたがた 漫画 専門店を 歩く ことに。 

「虎の 穴」 が、 本を 全部 ビニ 本に してた ので ビック リ 。もう 来る 必 
要ない な。 ここは、 商品を ビニ本 化して ない 数 少ない 本屋 だっ たの 
で、 奥 付を チェック、 どの 漫画家が どの 程度 売れて るかを 調査 すん 
のに 便利だった。 ガ ックシ/  他の 店に も 行こうと 思っ たら、 雨が 
ザ^ ~ ザ ー 。 让 方ない ので、 「秋 葉 原 デ パ^ ~ 卜」 の 1 階に ある 食堂 街 
へ (池 袋 東口の 「スナック ランド」 を 小型化、 立ち 喰いでは なく、 
カウンタ . — 席に 座れる ようにした、〃 油 まみれの 飯屋の 巣")。 

何 力 月 か 前の 「嫌われ 者の 記」 にも 書いた が、 前冋 はこの 一角で、 
タコ 焼き、 焼きそば、 お好み焼きの セット ( / ) を 食べた 所、 地獄 
のように まずく、 かつ 惡い 油だった ので、" 鋼の 胃袋， を 持つ この 俺 
も、 3C: ほど 息 絶え絶えに なった。 さすがに その 居は 避け、 相 向か 
いの 「伊呂波」 という 店へ。 牛丼 や カツ丼 等の 丼 類 メィンの 店。 キ 
ジ丼 (600 円) を 頼む。 2 時 頃な のに カウンタ ー はいっ ぱい。 繁 
盛して いる。 カウンタ ーの 中は、 奥に やせた オヤ ジが 一人いて、 各 
メニユ ーの具 部分を 一手に 引き受け ている。 残る おばさん 2 人の 一 
方が 丼と 飯の 用意。 残る 一人が 客に 出して 集金、 そして 食器 洗いと 
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いった 構成。 

注目した のが、 奥の オヤ ジが ヵツ丼 や 牛丼を 作りつつ、 火に かけ 
て 引っ 繰り返し ている'  中華鍋み たいな フライパン。 最初は 牛丼で 
も 入っ てんの かと 思っ たが、 よく 見る と、 もっと 色んな 種類の 固形 
物が。 じっくり 観察 すれば、 何の ことは ない。 中にはもう 出来上が 
った ヵツ、 キジ 丼 m 鳥肉の フライ、 かきあげ (かきあげ 丼 も あるの 
さ) 等々 が、 みんな 一緒に 仲良く ひとっ 風呂 浴びて いる. だ。 商品 
を 冷たく すまいと いう、 客への 暖かい 配慮な のはよ く 分かる が、 出 
来たら ヮシら に 見ぇない 所で やって 欲しい (キジ 丼は、 特にう まく 
もまず くもなく、 ボリ ユーム だけは あった。 丼の 外側の ベタ 付きは 
気になった が、 油は 相 向かいの 店よりは 良質だった のか、 特に 胃 も 
たれ もしませんでした)。 

夜。 今日は 禁酒 日な ので、 しっかりと 食べねば (最近は 禁酒 日の 
方が 多い。 4 日間。 つまり、 週に 3 日し か 飲めない の だ。 肝 機能 障 
害で こうな ったの だが、 慣れる と 案外 平気。 r—GTP も、 よう や 
く Q くらいに 下がっ たし)。 久 々に 事務所 近くの 「平祿 寿司」 の 隣 
の、 つけめん 「大王」 に 行き、 肉 入り 野菜いた め 定食 (850 円) 
を。 あっと いう 間に 「お待ち どう / 」。 客は 珍しく 僕の 他 一人。 卜 
レイの 一 角を 見て" 「やはり…」 と 思う。 そこには ち ゃん と (？)、 
白い パックの 納豆が 鎮座 ましまして いたの だ。 そう。 この 店は 定食 
を 頼む と、 必ず 納豆が 付いて 来る 妙な 中華 屋 として、 近辺では 有名。 

野菜いた めと 納豆は 全く 合わない。 が、 せっかく 出して もらった 
物を 残す のは 生活 信条に 反する ので、 きれいに 食べる (吉田 婆ち ゃ 
ん 班の 舞 セン セは、 いつも 手を 付けずに 残す そうだ)。 帰りに 今日 
こそ、 「何で 納豆を 付ける ようになつ たんです か？」 と、 尋ねよう 
とする の だが、 いつつ も 出来ない。 実を 言う と 店の 料理人さん 達が、 
男っぽい という か、 怖い顔し てんです。 対応は 顔に 似合わず 優しい 
が、" 無駄な おしやべ りを 職人は する もんじ やねえ" と、 確信して い 


そうな 雰囲気が。 店は 見方に よれば 清潔。 味は 中の 下。 読者 諸君 も、 g 
一度 訪ねて はいかが？  2) 

1〃 土建屋 市長の 鑑" 今 井清 二郎 
富 岡 市長への ラブレ タ 1 ②。 

やはり y 年の 正月 も、 富 岡 市 (今 井清 二郎 市長) の 馬鹿げた 防災 
無線との 闘いから スタ ート した。 言うまでもな くこの 気違い 防災 無 
線は、 盆暮れ 正月の 区別な く、 一年 365 日、 毎日 最低 3 回は お 節 
介 極まる、 馬鹿げた 説教 放送を 繰り返して いるの だが (昼 2 時の 時 
報の メロ ディ。 5 時の 童謡。 夜 9 時の 「もう | 度 火の 始末と 戸締まり 
の 確認を して 寝ろ」 という、 刑務所の 所長 まがいの 偉そう な 説教 放 
送)、 1 月 ro 日朝 9 時からは、 富 阀消 防署 (細 山昂三 署長) からの、 
以下のような 馬鹿げた 臨時 放送が あつた。 「ピン ポ〜ン 。こちら 防 
災富岡 です .U 今 旧、 消防車の サイレンの 音が します が、 これは 出 初 
め 式の ものな ので、 火災と 間遠えないで 下さい (もう 一度 繰り返す)。 
以上 (何が 以上 だ 馬鹿 役人 / 俺は テメ ー らの 部下 じ ゃねえ / )。 
ピン ポ〜 ン」 (この 騒音が どれ だけ ひどい か、 同じ 富 岡 市役所の 環 
境 課に 測定して もらつ たので、 以下に 記す。 夜 9 時の 放送の 際、 筆 
者の 部屋の 窓辺では、 普段は Q デシベル 前後な のに、 邸.  5 デシべ 
ルまで 跳ね上がる。 Q デシベルが、 僕の 住む 地域 だと 理想と か。 筆 
者 宅は、 沖 電気 製の この 騒音 公害 防災 無線 塔 l 番 から、 約 Q メート 
ルの 所に ある。 県の 騒音 防止 条例では、 拡声器から Q メ  j トル 離れ 
た 場所で、 邪 デシベル 以上 あれば 遠 法と 定められて いるから、 この 
防災 無線は 軽く その 数値を オーバ ー していよう。 しかし、 この 騒音 
防止 条例は、 公共の ために 行政が 出す 音は 例外 扱いと いう、 とんで 
もない ザル 条例な の だ。 騒音 公害と いう 重大 犯罪を 犯しながら も、 
役人は 無罪な の だ。 そもそも 法律は、 役人の 違法行為 こそを 取り 締 


♦第 2 章 •凡人 回想録 ♦ 


まる 物な のに、 あきれた 糞 条例。 しかし 時報 や 童謡、 夜 9 時 だから 
寝ろ という 説教が 果たして 行政 か？ という 疑問は 当然 あるので、 
種々 研究して みたい) 

翌 1 月 6 日、 富 岡 市役所 (〒 370 〜 3 富 岡 市 富 岡 1460 〜 
1 ◦電話 02  74 〜 6  211 5110  FAX02  74 〜 62 〜 03 

5  7) と、 富 岡 消防署 0 丁  3  7  0 〜 23 富 岡 市 富 岡 19  22 〜 7。 
電 15 0 27  4 〜 62 〜 432  5 し  FAX02  74 ----- 64/)566  5^ 

に'  以下のような 抗議の FAX を 送る。" 1 月 5 日 午前 9 時の、 何 
ら緊 急性の ない 防災 無線の 使用に 抗議し ます。 この 消防署の 出初め 
式の 広報は、 『広報と みお か』 2 月 比日 号 7P 上段に 記載 済みで あ 
り、 重ねて 防災 無線を 用いる 必 '要は 一切ありません。 去年 1 月 Q 日 
の 火災 予防 運動に おいても、 全く 同様な 愚行を なして おりました が' 
これは、 ① 騒音 公害。 ② 施設の 不当 使用に よる 税金の 無駄遣い。 ③ 
がんを 引き起こす 可能性 も ある 電磁波 公害の 全市 内 ばらまき。— と 
いつた デメリットは あれ、 何一つ 市民に メリットはありません。 そ 
も そ も 「火災と 間遠わない ように」 などと、 お節介 極まりない 怒声 
を ばらまいて ますが、 火災 発生と 鎖 火は、 深夜で あれ 大 音響で 絶叫 
している の だ。 そうでないなら 演習な ことくら いは、 7 歳の ガキに 
も 分かります。 要するに、 単に 職務を 遂行して いるに すぎない 消防 
署員が (仙の 公務員 同様に 御苦労様)、 税金 遣って 偉ぶ ってる だけ 
じ やないで すか？  見解を うかがいたい。 なお、 傲慢に も あなた 方 
は ダン マリを 決め込んで おられる ようです が、 本 FAX をは じめ、 
あなた 方の 対応は、 富 岡 市役所 企画課 職員の、 公務員の 守秘 義務 違 
反 行為を 筆頭に、 全て 記録して あり、 『こちら 騒音 富 岡です / :』 で 
順次 発表して いくつ もりです。 「富 岡 市の 暴 音 防災 無線から 市民の 
健康を 守る 会」 塩山芳 明， 

反応？ 例によっての ダン マリ。 防災 無線での 偉そう な 説教 放送 
は、 1 年 36 5 日 休まずに 全市^ J 沖 電気の 広告聲 にして でも やる が、 


住民の 質問には シカ トを 決め込む の だから、 あきれ 果てた 公僕 共 
(『こちら 騒音 富 岡です"：』 1 号の 希望者は、 Q 円 切手を 貼り'  自分 
の 住所氏名を 書いた 封筒を、〒 1 〇  2 千代 田 区 飯 田 橋 2 〜 1 〜 5 、 
栄昇 ビル 503 号、 漫画 屋 『こちら 騒音 富 岡です / 』 係まで 申し込 
ん でね)。 

正月 休み も、 今 井清 二 郎富岡 市長と 細 山 昂三富 岡 消防署 署長の せ 
いで メ チャ クチャ。 結局 連中は、 自らが 市民の 税金で 公務を 委託 さ 
れ てるに 過ぎぬ のに、 富 岡 市と いう 刑務所の 所長'  あるいは 江戸 時 
代の 城主、 よっぽど 好意的に 考えても、 大企業の 工場長の つもり か 
何 かなの だ。 根性は 厚生省の 岡 光 や 茶 谷と 同一。 こいつら こそが、 
国 や 地方公共団体を、 財政 的、 道徳的に 腐らせ、 自然、 そして 住民 
の煺康 を 破壊して 行く の だな と'  柄に もな く" 愛国者， と 化した 俺 
は、 「 ハ ビル 2 世』 (横 山 光輝. 秋 田 文庫.  630円 ) の 6.7 .8 
巻を、 防災 無線 騒音の 合間を 縫って 読了す ると (主人公が、 ガ クラ 
ンの前 ボタンを、 2 個 外して いるの が カツコい い)、 読み かけて あ 
った 『白壁の 緑の 扉』 (H  *  G  ■ゥヱ ルズ •国書 刊行会 • 1800 
円) を片 づけ、 『空気を もとめて』 0 ン ョージ •オ ー ゥヱ ル. 彩 流 
社 .2800 円) を、 もったいな いので Q ぺージ のみ 熟読 (こんな 
傑作を 一気に 読む ほど'  あたし ゃ 太っ腹 じ ゃない。 合理的な のでは 
なく、 単なる ヶ チです な、 ヶ チ / )、 神 保 n の 「柬京 堂 書店」 の 2 
階で 買った、 『バルザック 全集 1』 ( 衆 京 創 元 社 .4000 円) のべ 
1 ジを めくり 始めた。 収録 作品は 「ふくろう 党」 と 「Z  •マル カス」。 
値段の 割には 上等な 印刷* 造本じゃありません が、 2 段 組で 小さな 
活字 にもかかわらず、 バルザックは 面白い"： 俺は 文庫 化された ほ 
んの 一部っ き ゃ 読んで ない ので、 全 0 巻の 本 全集は 宝の 山。 肋 代 半 
ば 以降の 読書は これで 決まり だ… てな 感じで'  毎日べ j ジを めくっ 
てます。 活字が 小さい ので、 Q 代に なったら つらそう。 

最近は バルザック、 マー ク* ト ゥェィン'  ジョ ージ* オーウ エル、 
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モーム 、永 井 荷 風、 谷 崎 潤 一郎、 立花隆 、楳 図かず お、 横 山 光輝、 
こんなと こばっ か 読んで る。 映画？ 正月の 2 日間に、 「文芸 坐」、 
「池 袋 シネマ* セレサ」、 「大宮 白鳥座」 とはし ご、 『ミッション. ィ 
ン •ポッ シブ ル』、 『キ ッズ .リタ ーン』 、『ラバー ズ .ラバ ー』' 『フ 
アィナ ル. プロジェクト』、 『ジングル •才— ル •ザ. ウェィ』 と 見 

物。 『キッ ズ〜』 は 昔、 西 村 昭 五郎 や江 崎 実生が 日活 でよ く 撮った 
レベル だと 思う と 同時に、 ジャッキ ー •チェンの 老化に ショックを 

受けた。  (呪-  3) 

| 今 井清 二郎 、細 山昂 三、 高 間栄の 
1 三 偉人に 寄せる 詩。 

読者と しても 毎月 梅 月、 "市内 1 4 1 力 所の！： 電気 製の 騒音 公害 
防災 無線 塔に より、 年に 千 数百 回以 1 も 列車 高 rl, 真下 並の A デシべ 
ル 以上 もの 暴 騒音を 血税を 遣って バデ まいて る wt 顔 無恥な 今 井清 二 
郎，！ ^ 岡 市長 (亍 3  70 〜 3 富 岡 市 富 岡 14  60 〜 1。 電話 0  2  7 
4 〜 62 〜 151 1。 FA X 0274 〜 62  i  03  5  7) 、 不夕を 患 日 

かれても 飽きる と 思う ので、 今回は その 今 井清 二 郎君の 忠実な 部下 
で、 筆者の 市役所に 出向いての 抗議に 対して、 「この 防災 無線は 昭 
和 Q 年から やって るんだ から、 これから もずっ とやんで す / 」 と、 
「テ メ ー ら 住民は、 ガ タガタ 言って ねえで 黙って 税金 払っ てろ〃：」 
と g うに 等しい 暴言を 吐き 腐った、 同市 企画課 係長 高 間栄君 ネタも 
あるの だが (パ カヤ ロ ー 高 間 / 従来 Q 数 力 所し かなかった のに 2 

年 前から 141 力 所に もしながら、 音量 や 放送 回数を 合理的 基準を 
元に'  減らす 努力して ねえから 文句 言つ てんだ / )、 あえて その ネ 
夕は 後回しに して、 今回は お礼と お願い、 ついでに 宣伝を しちや お 
うと 思う。 

しつこい PR がそれ なりに 好評な、 例の 『嫌われ 者の 記 j  (一  水 


社. 1631円 ) で すが、 発売から 半年 たって、 だいたいの 成績が 
分かりました。 650  0 部く らい 刷っ たようで すが、 5500 部 前 
後は 売れた 様子。 約 1000 部の 残。 これなら、 今 井清 二 郎富岡 市 
長 並の、 厚顔無恥な 宣伝を 続ければ 売り切れ ると、 最近は 『ジャ ニ 
丨』 や 『秘密 少年』 でも PR し、 やおい 系 読者に も 浸透を はかって 
る。 増刷は 無理で も、 何とか 完売を： 〇 ざす、 上 州 商人 ⑩ でん ねん。 

当然 出て 来たの が、 単行本 第 2 弾の 企画。 ここで 大 U 叩 いちゃう 
{そうでな いと、 ズルズ ル 伸びち ゃい そうな ので。 今から 発表し ち 
ゃえば、 不精な オイ ラと て シコ シコ 作業を 始める でしよう し)。 8 
月 頭の 夏コミ 前には、® の 単行本 第 2 弾、 『現代 エロ 漫画』 を 一 水 
社から 出します / これは、 当初 予定され ていた 読者欄の 単行本 化 
ではなく、 ⑱の エロ 漫画 & エロ 漫画家 論を メインと した、 ゴシッ 
プ n ラム 集。 ちよっ と 格好つ ければ エロ 漫画 評論 集。 ア タシ も それ 
まで エロ 劇画 専門 だっ たのが、 ロリコン 漫画 (宫崎 事件 以前は こう 
呼ばれて いた。 美少女 漫画なん つう ふやけた 言い方より よっぽどい 
い) に 手を 伸ばして、 Q 年 チョイになる ので、 ショー もない 原稿が 
いつ ぱいた まつて る。 

まずは 『ロリ タッチ』 の 「# 流 誌の 内幕」、 『レモン クラブ』 の 
「凡人 回想録」、 その他、 書いたり 編集した 人 ml も 誌 名を 忘れち ゃっ 

と 書いて たの だ。 知っての 通り 俺は 超 ナルシスト。 この種の： id 事、 
スクラップして ちゃんと 保存し てんです ね、 こういう 日が 必ずや 訪 
れ るとの 確信の 元に (こういう 下りは〃 パ シッ / " と 言い切 らんと、 
読む 側に 下品 さを 抱かれる)。 これらの 多量の スクラップを、 エロ 
漫画 状況 論、 エロ 漫画家 論に 大別して 単行本 化する 予定。 また、〃 抜 
ける 評論 集〃 を 目 ざして'  少なくとも 各 時代の 代表的 エロ 漫画家 さ 
ん の、 2 ぺージ 程度の 濡れ場 シ ー ンも 収録、 皆様の お役に立ちたい 
と 考えて ます。 
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多分 定価は 『嫌われ 者の 記』 と 同様、 1600円 前後に なると 思 
うので、 夏コミ 予算とは 別 枠で 金銭の 確保を お願いします… と 書い 
てると、 例の 防災 無線が いきなり 大 絶叫。 市内の 拙宅から 車で C 分 
くらい かかる 所の 火事 だと か。 無線 塔の 近所に 住む、 心臓の 弱い 人 
なら 麻痺で も 起こし かねぬ 音量。 無論'  火元の 人は 非常に 気の毒で 
あるし、 消防署 員は 御苦労様で あるが、 市内の 一角の 火事で、 なぜ 
富 岡 市中 141 力 所の 防災 無線が' Q デシべ ル 以上 もの 暴 騒音を ま 
き 散らさねば ならぬ のか？ 署員への 連絡 方法は、 ポヶベル、 携帯 
電話な ど いくらでも あろう。 しかも これ だけでは ない の だ" 発火 か 
ら Q 分く らいす ると'  必ず また 例の 大音 M で、 「XX 地区の 火災は 
鎮火し ました」 と 繰り返す の だ。 知人 宅な どが ある 人は、 サィレン 
の 方角で、 電話な りち やん としとる よ。 本当に® らぬ K 話で あり、 
血税の 無駄遣い。 あの 非常識な 今 井清 二 郎富岡 市長 ありて'  この 非 

常識な 細 山 昂三富 岡 消防署 長 ありと 言った 所 か (常 岡 消防署/〒 3 
7  〇 〜 3 畠 岡 市 富 岡 1 9  2  2  i  7 。 電話 〇  〇〇  7  4 〜 6  2 〜 4  3  2 
5  r  F  AH-  X 02  7  4 〜 6  4 〜 566  5 , 

それは も ともかく、 今週 末は" 今 井清 二郎式 気違い 防災 無線， の 
間を 縫って、 4 本 ビデオで 映画を 観た。 『群衆 j  (監督/フランク. 
キャプラ)、 『恐怖 分子』 (監督/ エド ヮ^ ^ ド* ヤン)、 『柳 生 武芸 帳』 
(監督/稲垣 浩)  '『流血の 縄張り』 (監督/長 谷 部 安春) です が、 ェ 

ドワ I ド. ヤンて、 センスい いね。 撮影者の 力量 かもしれ ない が、 
画面が ズッ シリと 安定し てるのが いい。 チヤ ラ チヤ ラした 画面の 映 
画に やうん ざり (ウォン* カ ー フェィつ て 何よ？  ゲロ シヤワ 1":)。 
この 人の 映画 これっ き や 観て ない ので、 今後た っぶり 楽しめそう。 
笑えた のが 『柳 生 武芸 帳』。 W 年の 東宝 作品で、 監督は 『無法 松の 
一生』 で 有名な" 巨匠" です が、 ギャグ 映画と しても 大いに 楽しめ 
る。 

三 船敏郎 が 忍者つ ての がまず 大笑い。 あんな ノ ツシノ ッシ 、地面を 


踏みし めて 歩いて る 忍者が いるかっ つうの。 冒頭での 登場 シーン も 
傑作。 真っ 昼間から 木の 上に 隠れて、 体の あちこちに 竹笹を まとっ 
てんだ が、 余 針に 冃立 つよ おっさん / 柳 生 十兵衛 一味から 逃け る 
際に 炸裂させる'  爆雷の 煙幕の せこ さも 瞠目。 さんま 3 枚 焼いた 方 
が、 まともな 煙が 出ん じ やない の？ にしても、 俺が 観た 稲垣 監督 
の 映画っ て、 これと いい 『手を つなぐ 子等』 といい、〃 とんでも 映 
画" としか 思えぬ が、 運が悪い だけで 他の 作品は 傑作な のか？ 
『流血の 縄張り』 は、 なぜ 今まで 観る チャンスがなかった のか、 不 
思議と しか 言いよう のない、 日活 末期の 小 林 旭 主演 映画。 が、 『縄 
張りは もらっ た』 とは 異なり、 旭が 脇の 中丸忠 雄と 名 和 宏に喰 われ 
ちまっ ている 珍品。 中で も 名和宏 の、 兄貴への コンプレックスに 悩 
む 悪役は ヵッコ 良く、 代表作の 一本と 言えよう。 ニヒルな 猫 好き や 
く ざ 藤 竜 2 も、 完全に かすんで る。  (哪 *4) 

一〃 土建屋 市長の 鑑， 今 井清 二郎 
一 富 岡 市長と 親分の 岩 井 賢太郎 県議、 
及び 両名の 不潔な ヶツの 穴を 舐め 
回して 銭 儲けして る 『上 毛 新聞』 

j への ラブレタ^  —  0 

富 岡 市 周辺の 福祉 施設" 丸 投げ 疑惑， 指摘/関係者ら は 反論/宇 
都野洋 一氏 (共産) が 一般 質問で、 「富 岡 市 選出の 県議と 市長が、 
地元の 社会福祉 施設 建設工事を 同族会社に 契約 させ 独占して いる」 
とする〃 丸 投げ 疑惑" を 指摘した。 指摘され た 2 人は 副議長の 岩 井 
賢 太郎氏 (自民党) と 今 井清 二 郎富岡 市長。 質問は 岩 井 氏が 理事長 
を 務める 社会福祉 法人の 施設 建設に 際し 同氏の 親族が 経営して いる 
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建設会社の JV  (共同企業 体) と 契約を 結び 結果 的に 補助金を 独占 
している のは おかしい といぅ 趣旨。 今 井 市長に ついても 同様の 疑惑 
を 示した。 これに 対し、 県 側は 直接の 答弁を 避けた。 岩 井 氏は 「悪 
いことは していない。 いろいろな 解釈が ある 部分で、 身内で 固めた 
つもりは ない。 しかし、 謙虚に 受け止め、 地域の みなさんに 愛され 
る 施設を 運営す る」 と 否定して いる。 また、 四月 開設に 向けて 同市 
内で 建設 中の 身体障害者 療護 施設に ついて、 「社会福祉 法人 経理 規 
則 準則」 で 定められ ている 一般 競争 入札を 省き、 随意 契約で 同族 企 
業に 誘致した との 指摘に も'  「社会福祉 法人は 地元の 農協に 委託 契 
約し'  農協が JV と 随意 契約を 結んだ。 意図的な 話では ない」 と 反 
論して いる (『東京 新聞』、 y 年 3 月 In 付けの 群 馬 版より)。 

さすがは、 〃市内 141 力 所の 3 億 5 千万 もした 沖 電気 製の 騒音 
公害 防災 無線に より、 年に 千 数百 回 以上 も 列を 高架 真下 並の A デシ 
ベル もの 暴 騒音を 人間と 自然と 市 財政を 破壊しつつ t ラまい r-  . る 厚 
顔 無恥な 土建屋 市長〃 今 井清 二 郎君 だけの ことは ある (富 岡 市 役 
所 / 〒 37  0 〜 3 富 岡 市 富 岡 1460 〜 1。 電話 02  7  4 〜 6  2 
〜 1511-  FAX0274 〜 62 〜 035  7 0 環境破壊の 一方 

で、 「彩」 福祉 グル ー プ並 の、 福祉を ネタ にした 銭 儲けに 狂奔して 
いたらし いので ある (ちなみに、 前 市長の 廣木康 二君 も 土建屋で、 
業者から 数百 万 受け取り'  返した 返さない との スキ ャン ダルを 起こ 
し、 結局は 市長選 辞退に 追い込まれた)。 前 市長は 小渕 派と 言われ 
ていたが、 今回は 福 田 派 コンビ" 何 派であろぅ と、 土建屋の 血筋は 
争えない と 言った 所 か (筆者が 毎週 通って いる、 市内 唯一の 屋内 民 
間プ ー ル、 「富 岡 スィ ミン グスク ー ル」 は 岩 井 賢 太 郎君が 理事長で、 
ロビ— には ニヤけ た 岩 井 君と、 木 原美智 子の ツー ショット 写真が 飾 
つて ある。 薄汚ない プー ルです が'  従業員は 皆さん 感じが いい。 い 
つか スピ ー カーで ラジオを 放送し だした ので、 「うるさいで すよ。 
泳ぎに 来た 人に、 余計な サ ー ビスです」 と言うと、 すぐ 中止して く 


れ た。 市の 防災 無線の 実行 部隊長、 富 岡 市 企画課の 高 間栄 君ら には、 
是非 見習 っても らいたい。 また、 今回 クリ ー ン ヒットを 飛ばした 共 
産 党 も、 拡声器の 使用は もっと 控えるべき。 特に、 毎年 元旦に 朝っ 
ばらから 同党の 市議が、 「今年 も 頑張ります"：」 とがな り 立てて る 
が、 頑張る のは 勝手 だが、 市民に 正月から 騒音 公害 バラ まくな。 こ 
れじゃ 年末に 3 日 続けて、 夜 8 時から 深夜の 1 時まで、 ヵンヵン 鐘 
鳴らした 消防車を、 市内 中に 暴走族 まがいに 転がして'  消防 活動し 

たなんて 思い上が ってる'  富 岡 消防署 〔〒370 〜 0 富 岡 市 富 岡 
1922 〜 7C  電話 OCV: 17  4 〜 6  2 〜 432  5..-  F  A  X  〇 2  7  4 〜 

64i  566  r o の、 細 山昂三 署長を 笑えない)。 

今後の 展開が 非常に 楽しみに なって 来た、〃 岩 井 県議 & 今 井 市長 福 
祉 疑惑" です が、 両名 以上に 地元民の 怒りを 買って いるの が、〃 群 馬 
唯一の 地方紙， 『上 毛 新聞』 0 丁  3. ^1 前 橋 市 古市 町 1 〜 Q 〜 1 。 
電話 0  2  7 〜 2  54 〜 991 1)。 何と、 県議会での 質疑応答を、 
一行 も 報じない の だ。 福 田 派の 圧力 P いやいや、 ンな 上等な もん 
じ ゃありません。 『こちら 騒音 富 岡です / 』 の 読者なら 既に ご存知 
のように、 独占 地方紙と いう 立場を 利用して、 この 三流 赤 新 間は 各 
種 公共団体の〃 下請け 出版業者， として 喰い 込み、 暴利を 貪っ てん 
の だ。 つまり 銭。 地元 ボスに にらまれ るのを 恐れ、 ペンを ボ キボキ 
折り 腐っ てんので ある。 政治家の 親族 企業が 公共事業を 丸 投げで 請 
け 負い、 血税を かすめ 取っ てんのと 同一 構造。 北海道 や 秋 田での 役 
人 共の 税金 泥棒 振りに ついても、 地元紙が 似た ような 痴態を 演じて 
たらしい が。 一方で 中央の 大 マスコミは、 「新聞. 出版物の 再販 制 
を 守れ // 」 と、 恥を 忘れて 大蔵省 & 大 銀行 並の 護送船団 方式 キャン 
ぺーン を 張っ て、〃 鍋 や 釜に 比べて 印刷物は 文化的に 上位に 立つ"：" 
と 言わんばかりで あるし、 救えない のは 納税者。 

地元の 警察、 検察 関係者 も、 廣木前 市長の 時の ように うやむやに 
せず、 しっかり 捜査しても らいたい 。「共産党の 得になる ような 搜 
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査 は…」 なんつっ てたら、 役人 不信の 波は 必ず 近い将来、 自らの 領 
域に も 及ぶ と 思うべし… とまで、 たかが" 下請け エロ 漫画 編集者， 
の 俺が 言う のはまず いかな？ と 思っ てたら、 また 夜の 9 時。 始ま 
りました よ。 例の Q デシベルの 糞 役人の ゲロ 放送が。 

「ピン ポ〜ン 。こちらは 防災 富 岡です。 御 家庭の 皆様、 火の元の 始 
末は もう お済みで すか。 もう | 度 戸締まりと 火の元を お確かめの 上 
お休み 下さい。 以上。 こちら 防災 富 岡です。 ピン ポ〜ン J 福祉で 私 
腹を 肥やして る 連中が、 毎晩 5 万の 市 段に 説教 こいて、〃 以上" なん 
つって ふん ぞり 返っ てんだ もん'  恐ろしい 街 だよ、 富 岡 市は。 

本は よく 読んで いる。 けど 飽きっぽ いという か、 2 冊ず つくらい 
順ぐ りに 読んで るので、 読み かけの 本が いっぱい。 しかも、 どれ も 
これ も 面 & くって ね。 そのせ いかもう 3 月 2 日な のに、 読了した 本 
は 漫画本、 活字本 共に 5 冊。 こり ゃ 各 Q 冊の E3 標は 達成で きない 
か？ 併読 中 本 リスト i 『マ ザー ネィ チャー ズ .卜 丨ク』 (立 花 降 
他： 又 春 文庫 •  5  2  〇 円)。 『詩人と 女たち』 (ブ コゥ スキ^  —  •河 出 
文庫* 1200円 )。 『 要約す ると』 (モ ーム .新潮 文庫.  600円 )。 
『 アシエ ン デン』 (モ ー ム .ちく ま 文庫.  8  4  〇 円)。 『ウォ ー ホル 日 
記 {上)』 (パット •ハヶット 編 •文 春 文 摩 • 1400 円)。 『ポップ 
中毒 者の 手記』 (川瀬 正 幸 •大栄 出版. 1854 円)。 『立 花 隆の同 
時代 ノ  f 卜』 (講談社 .1751 円)。 寝る 前には 大冊の 『戦争と ラ 
ジオ』 (ジョ ー ジ ■オ ー ゥヱ ル， 晶文 社.  9800 円) と、 『バル ザ 
ツク全 集 2 』 (東京 創 元 社) を 少しずつ 読んで るし、 充実して るね、 
読書 タィム だけは/  (「女で これなら」 なんて 突っ 込むな よ) 

( y . 


5 万 市民を 毎晩 説教す る、 富 岡 消防署 


)、 阿宮 美 亜 (左) 


タコ多 田 (左)、 山 崎邦紀 (右 〇 


I  ^  .1  ■■  f? 
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* 驅 3 単* 

エロ 漫画家 論① 

『ギャル ト ピア』 _82,1(H 84 .1/  [漫画 スキ ヤン テイ』， 86/7/ 『ベ あ』1 83.12 〜 袖_9 

エロ 漫画 界 裏通り 

『漫画 スキ ャン テイ』 f 873 

エロ 漫画家 論② 

『ぺ あ』1 87.6 〜 抓 9 


やまだ のら 

中卒は 今や 女子高生の 処女と 同様、 めったに お：^ にか かれない 貴 
重な 存在 だ。 エロ 漫画家の 世界と て 同様。 美少女 SM 劇画で 知られ 
る やまだ のら 氏は その 点、 高校 中退な どと いう 不純な 中卒では なく、 
文字通り 血統書つ きの 中卒と して、 多くの 編集者に 尊敬され ている。 

のら 氏は 屮 卒後フ ー テンを 長らく 務め、 ロック バンドを 中卒 仲間 
と 結成。 秋になる と あちこちの 大学 祭で アルバイト、 つかの 間の 大 
^ 生気 分を 味わつ ていたと いう。 漫 |[ はまず ギヤグ から スタ ー ト。 

とも。 当時の ペンネ ー ム が、 本名で も ある 山 田雅彦 。 

美少女 劇 pj を 描き 始めた のは、 『漫画 ス カット』 (みのり 書房) で 

の 勧めで、 現在の 「やまだ のら」 に 改めた。 今 も 一部の 雑； It には 山 
.| のらを 阳 いている が、 「綱 集に 任せっ きり。 どっちで もい ン です。 
どうせ 中卒 だし」 (本人) とのこと だ。 

パンド 時代の h 間が、 現在の 女房 殿で ある マリヤ。 彼女は 大卒。 
おまけにい わ ゆる コケ ティッシュな 美人。 氏の 描く 劇画の キヤ ラク 
ターの 原点と、 多くの 編集者が 指摘す る。 また マリヤ さんは 酒を 飲 
むと キス 魔になる とも 言われ、 氏が 売れっ コに なった 真の 要因と 語 
る 同業者 もい る。 

その 間 のら 氏は、 ニコニコしながら 眺めて いる。 しかし 帰宅 後、 
「この 淫乱 女め、 俺が 中卒 だと 思って 舐め ンな / 」 と 殴ったり 蹴っ 
たりと か。 「のらは 二重人格 なんです」 (マリヤさん)。 正に 氏の 描 
く 劇画 通りの 私生活では ある。 

しかし のら 氏を' 「サドつ てのは 隠れ ミノ。 奴は 本当は ホモ。 一 
度 彼の 家に 泊まって チンボを 舐められた」 (氏が 連載して る 某 劇画 


誌 編集者 S 氏) との 証言 も ある。 もっとも S 氏 も、 その 時 こっ そり Q2 
酔いつ ぶれた マリヤさん の寢 乱れ 姿を靦 いてた ので'  拒否 出来な か 
ったと か。 恐るべき 三角関係。 

ゆえに のら 氏の 劇画、 本当は〃 美少女 劇画， ではなく、〃 美少年 劇 
画" なの だとの 声 も。 月産 八 卜 枚、 月収 五十 万の 家庭を 預かる マリ 
ヤ さんの 心配 もこの 点。 「時々 外泊す るン です。 男が 出来た ンじゃ 
ないかと 心配で . 」 

事 輿が 劇画より 奇なる 作家は 数多い が、 中卒 夫の 男を 心配す る 太 
卒 女房と いうのは 珍しい。  (『ギャル ト ピア』 2 . 0 
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実力と 名声が イコ ール でない のは、 どの 世界で も 同じ。 劇画 界で 
は 前 1:1 俊 夫 ( 0 歳) がその 典型と 言われて いる。 代表作は 『漫画 エ 
ロト ピア』 に 連載した、 「タ クシ— ドライバ ー」 と 「血の！ 5」。 特に 
「血 の 罠」 は、 自伝 的 m 素を 込めた 傑作との 声が 高い。 サン 出版 か 
ら 単行本 化されつつ あるが、 いわゆる" 劇画 的 劇画〃 としては、 池 
上 速 一の 「I 飢男ボ ー イ」 に 勝る とも 劣らない。 劇画 的 劇画とは 妙 
な 言い方 だが、 その 反対と して、〃 イラスト 風 劇画" が 挙げられる。 

前回 紹介した やまだ のらを 始めと する、 ロリコン 物 作家の 九 割は こ 
れだ。 

劇画 的 劇画、 つまり 劇画の 主流を 行く 作家の 特徴は、 ストー リ ー 
性、 コマ割り、 めくり 等に 念入りに 気を 配る こと。 要するに" 読ま 
せる" 劇画。 具体的に 言えば、 『ビッグ コミック』 など ほとんど こ 
の タイプの 作家を 起用して いる。 しかし エロ 劇画 界にお いては、 羽 
中 ルイ 出現の 後は'  この タイプは 古いと 言われる ようにな った。 ス 
ト ー リー 性より キャラクタ ーの 可愛 さ、 流行 感覚 等が 重視され るよ 
うにな ったの だ。 結果 的に、 技術的には 未熟 極まりない やまだ のら、 
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西 江 ひろあき、 野 上と しみ、 石 野 ひろし 等まで 結構な 原稿料を 稼ぐ 
ようにな った。 今は、 劇画 テク 以前の、 可愛い 女の コ さえ 描ければ 
喰える 時代な の だ。 キヤ ラ クター の 動き も 不要 だから、 ー コマず つ 
写真から 写せば よい ありさま。 

これ も 時代の 流れ。 善悪の 問題では ない。 もう 一つ、 前 田 俊 夫の 
売れない 要因と して、 その 世界の 喑 さがよ く 指摘され る。 鳥 取 生れ 
で大阪 河内の 育ち、 二 s の 父親た る 本人は ザー ビス 精神 豊かな 男 だ 
が、 描く 劇画た る や 確かに 気が めいる。 「もう 十 年 早く 発表して た 
ら…」 と、 『エロ ト ピア』 連載 中の 「血の 罠」 を 見て、 多くの 劇画 
好きが 思っ たもの だ。 

前 m をよ く 知る 人は、 彼の 家庭環境の 複雑さを 背景と して 挙げる。 
しかし 読者に それは 関係ない。 ただ、 近頃の 劇画が 読者に コビ すぎ 
る 傾向に あるのは 事実。 現実に フィルタ ー を かけ、 読む 者に 満足感 
を 与える。 考えよう によっ ては、 中流 国民への 追従 だ。 前 田は この 
面で 劇画 界の "悪所" と言える。 声高に 政治を 語る のでは ない が、 
オメ コ 漫画を 通じて 満たされぬ 人間の ゥッ クッを 炸裂させる。 アメ 
コミ風 糞 リアリズムで。 g 年代の シッポ を 引きずる この 高校 中退 作 
家には、 いくら 飢えても イラスト 漫画 だけは 書いて 欲しくな いもの 
だ。  (『ギャル ト ピア』 2 . 1 

1 三 条友美 

北 炭 夕 張 炭鉱の 労働者が、 萩原 吉太郎 という オ ジンの おかげで ヒ 
ドイ 目に会っ ている が、 この 事態に 劇画 界で 一番 心を 痛めて いるの 
が、 三 条友美 氏。 これは 彼が 人並 以上の 正義感に 溢れて いるからで 
はなく、 実家が 夕 張 市内で マー ケットを 営んで いると いう、 経済的 
理由から だ。 

炭鉱労働者が 顧客で あるから、 彼らが 解雇され て 夕 張を 離れれば、 


閉店に 追い込まれ かねない。 さらに 三 条氏 自身 も、 9 月の檸 檬社 
(『漫画 大 快楽』、 『漫画 快楽 王』 の 版元) 倒産で、 比 万 もの 負 僙を負 
ってい る。 同社の 倒産では loo 万 以上の 負債を 負った 劇画 家 も お 
り'  軽傷な 方な の だが'  何せ 遅筆で 知られる 氏の こと。 「俺 さァ、 
月に 2 本、 ぺ ー ジ数 で A 枚が 限界な のよ。 そいで 稿料が 五〜 六 千円 
じ やない。 手取り Q 万ち ょっ と。 去年 結婚した 女房 も 喰わせに やな 
らんし。 檸檬社 倒産の おかげで、 先月なん か 貯金 残高 3 万よ。 これ 
で 実家が 閉店で もして、 仕送りよ こせなん つ われたら どう すん の？ 
夫婦で 心中 だよ」 

当年 说歳 のこの 劇画 家の 嘆きは もっとも。 彼は 中央 大学 法学部を 
咋年 卒業した ばかり。 同級生が 全て エリー ト ではない が、 エロ 漫画 
家は おそらく 彼のみ。 在学 中から 『漫画 快楽 号』、 『漫画 大快楽 』 で 
活躍して いた。 I 見して 分かる 通り、 池上遼 一の 流れに 連なる、 本 
格 ハ ー ド 劇画で ある r. デッサン どころ かろくに 卜^  — ンも 削れぬ、 そ 
こいら の カンナ クズ のよう な ロリコン 劇画 家とは、 F 地から して 違 

文 

女の コの 表情が うまい。 特に 濡れ場に 至る 過程の、" むかれて ゆく 
少 7, 〃  の 恥ら いの 視線、 しぐさ、 ネ ー 厶'  コマ割り 等の テクニック 
は 念入りで 無駄がない。 それでいて 同系 列の 劇画 家、 すぎ うら あき 
とのよう に、 自らの 才気に 酔うよう な ナルシス ティ ックな 面が なく、 
良い 意味での 通俗 性 も ある。 

今や エロ 劇画は、 富 田 茂の 活躍で ロリコン 風 劇画は 一掃され つつ 
あるが、 これを 追える のは 三条 ただ 一人と いうの が 業界の 定説。 男 
が 富 田 ほどう まくない、 精神的に いささか 軟弱で ある 等の 指摘を す 
る、 彼を 個人的に知る 編集者 もい る。 ただ 我々 読者の 側では、 三条 
氏の 描く 少女には 富 田 氏に ない、 粘液質の 色気を 感じて る 者が 多い 
の もまた 事実。 これは 彼の 劇画 素材の 九 割が、 スカ トロ ジ ー 物で あ 
る ことと 表裏の 関係に あろう。 富 田 茂が 描く アヌス バンド 少女を、 
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単なる オブジェと 化しうる 可能性を、 一番 感じさせる 成長株が 三条 
友 美な の だ。  (『ギャル ト ピア』 02 * 2 

| すぎ うら あきと 

誰と いう こ ともなく、 自然に〃 H 口 劇画 界の川 俣 軍 司〃 と 呼ばれ 
始めた のが'  すぎ うら ぁきとで ぁる。 知っての 通り 川 俣軍同 は、 深 
川で シャブ 中毒の 果てに、 包丁 片手に 通行人を 切り まくった が、 す 
ぎ うらは 今のところ 包丁の 代わりに、 ペンを 手に している にす ぎな 
い。 しかし、 彼と 一度で も 会った 編集者、 劇画 家は 異口同音に 口を 
揃える。 「奴が このまま 畳の 上で 死ぬ はずがない。 最低で も 3 人は 
人を 殺し、 絞首刑 台 送り だぜ" ：」 と。 

当年 0 歳の この 男、 6 年 前に 「ビッグ コミック 新人 赏」 の 佳作に 
入選。 一時は 少年 誌を 志したら しいが、 その後 『漫画 快楽 号』 に 
「非行 学園」 を 発表。 荒々 しく、 妙に 読む 者の 神経を 逆撫でる 斬新 
な タッチが-部の 注目を 引いた。 この頃の すぎ うらは 『快楽 号』 の 
独占 状態。 他 誌 編集部の 問い合わせ にも'  姑息な ことに 発行 元の ベ 
スト セラ ー ( 現ヮニ マガジン 社) は、 川 俣 軍 1 E の、 いやす ぎ うらの 
電話番号を 教えよう としなかった (注* その後 天罰の ため か、 『快 
楽 号』 は 廃刊に)。 

専属 雑誌の 廃刊で 失職 状態に なった すぎ うらは、 一昨年、 持ち込 
みを して、 『ス ーパー コミック』、 『漫画 バンプ』 で 連載を 開始。 当 
人に よれば それまで 6 〜 7 千円 もらっ てた 稿料が、 持ち込みの ため 
か、 たった 4 千円に なった とか。 しかし 仕事に 打ち込む 時間が ぁっ 
たため か、 この頃の 作品が 一番 充実して いたと いうの が、 衆目の 一 
致す る 所。 少女の 感性の 機微 表現の 切れ味た る や'  正に 刺身包丁。 
ゆくゆく 包丁には 縁の ある 男らしい。 

落ち着き のない 男で ある。 さらに その 会話た る や 飛びつ 放し。 名 


詞と 動詞が 機関銃の ように 乱射され、 普通の 人は OQ 分 聞いて ると 吐 S 
き 気 さえ 催す。 この 性格に 加え、 注文の 殺到に 乱作を したため か、 近 
頃は 再び 仕事が パッ タリ。 おまけに 吉 原の トルコで 淋病まで 背負い、 
一時は この 男の 口から 数々 の 性病 名 や'  気色 悪い 症状が 連発され、 

一層 仕事を 減らした。 

遂には、 新 宿 2  丁目の ゥリ センス ナックに 勤める 奇行 振り。 現在 
は 来年の 「群像 新人賞 小説 部門」 を E ざして、 原稿を 執筆 中と か。 
いずれの ニ ユース にも 誰も 驚かず、 「奴なら やる だろう / 」。 劇画の 
ネ ー ムの切 れは 抜群の 男 だから、 あるいは 第二の 赤瀨 川原 平になる 
かも… との 声 も。 しかし、 「奴の こと だ、 群像 新人賞を もらう 前に、 
シャブ 中毒 殺人で 新聞 ダネになる」 との 声 も 多い。 

(『ギャルトピア』阳.1) 

1 笹沼傑 81 

「エロ 劇画 家の 女房って、 どういう わけ か 美人が 多 いんだよ な、 糞 
ッ / 」深いシットと憎惡に満ちた口調の3氏は、エロ劇画誌の編集 
歴 7 年。 今年で Q 歳に なりながら、 オナニ ー が 唯一の 趣味で ある 氏 
の、 独断 的な 美人 女房の 持ち主の ベスト 3 は 次の 通り。 第 3 位 やま 
だのら 氏、 第 2 位 もろ かわ 拓氏 、そして ダントツの トップが、 SM 
劇画の 帝王、 富 l:l 茂 氏。 

『漫画 ブ リッコ』 という 雑誌が 最近 創刊され'  エロ 劇画 家への ィン 
タビユ ー が 写真 入りで 連載され ている。 2 回目で 富 田夫 妻の 写真が 
載った。 「チクシ ョゥ / もう 頭に来た。 エロ 劇画なん かよく 描け 
るよ、 あんな 女房が いて / 」 こう 激怒した のが、 今回 登場 願う 笹沼 
傑嗣 氏。 

本誌が 出る 頃には 『漫 画エ ロト ピア』 で、 氏の 新 連載が 開始され 
ている だろう。 茨 成の 貧乏 百姓の 小# である 氏は、 当年で Q 歳。 顔 
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は チェ. ゲバラを 連想させる 野性 的 美形な の だが、 とにかく 女に 持 
てない。 ある 編集が、 「僕は トルコに 一度 も 行った 経験がない」 と 
言った 所、 「じ ゃ 持て るんで すね」 と 答えた とか。 つまり 笹沼 氏は、 
素人 女と Q になる まで 一度と して 寝た ことがない の だ。 信じられな 
いが 本当の 話 だ。 つくづく 世間には 色んな 人が いると 驚く。 

多 かれ 少な かれ、 エロ 漫画家は 0 分の 満たされない 面を ±1 事で 晴 
ら す。 しかし 笹沼 氏の 場合は、 その 欲求不満 度が 100%。 月に 最 
低 3 回は 吉 原に 通う 氏 だが、 トルコに 行って 2 〜 3 日は、 漫画を 描 
く 意欲が なくなる というから 怖い。 「俺 だって 素人と やりたい よ。 
でも 駄目なん です よ才 。近頃 じ ゃ トルコの 個室 でない と チン ポも立 
たない ン す。 万 一 素人と 出来ても、 終わっ た 後で 金を 差し出しそう 
で…」 

"祖 7/ ホモ 説" も かなり 根強い。 近所の やまだ のら 氏と 出来て ると 
の 噂 も あるが、 まだ 確認は されて ない。 氏の 部屋を 一度で も 訪ねた 
人は、 異常な キ レィ 好きに ギョ ー テンす るが、 この あたりが 噂の 発 
生 源 か。 さらに 惡 質な" ィボ 痔 ，が、 噂に 火を 注いで いる。 火酒を 
飲んだ 翌日は、 肛門に 张理 用品を 当て がって 大の 字に なり、 六 畳 一 
間の 部屋で すすり泣いて いると いう。 色んな 人 7 が ある もんだ。 

この ゥッ セキの ため か、 彼の 描く 少女は 抜群の ヵヮユ さ。 満たさ 
れぬ 氏の 心に 育まれた、 ペン先の 天使と も 言えよう。 また 笹沼 氏の 
奇想天外な ユー モア 感覚は、 他の 追随を 許さない。 アンネを 尻に 敷 
きながら、 なお 一層 女に 持てぬ ことを 祈ろう。 

(『ギャル ト ピア』 O . 2 

一い がらし みきお 

"エロ 劇画" という 言葉の 定義は、 あるよう でいて 実は 全くない。 

"オナ ニー を かき 得る 劇画" と 言えな くもない が、 石 井 1 を 読んで 


ボッキ する 人が いれば、 「巨人の 星」 の 星 飛 雄 馬の 股間に 興奮す る 
人 も、 必ずや 存在す るだろう からだ。 

だが、 さすがに 今回の いがらし みきおの 4 コマ 漫画で マスる 野郎 
は、 100% おるまい。 余程 変わっ た 読者が いたと しても、 困っ た 
ことに 読む 側が 抜く 前に、 いがらし 漫画の 登場人物は、 自ら 射精を 
終えち まう の だから 始末が 悪い。 

無数に ある エロ 劇画 誌から'  講談社の 誇る クズ 雑誌 『コ ミック モ 
—ニ ング』 まで、 いがらしの 月産 執筆 原稿は 120 枚。 以前は 東京 
にいた こと も あるら しいが、 ここ 数年は ズッと 宮城の 山奥 住まい。 
だから 原稿は 全て 郵送で、 現在 7 歳と K えられる 本人の 素顔を 知る 
人は 少ない。 電話での 口 調は、 ジャィアント馬場が 言語障害を 起こ 
した かの ようで あると 言われ、 一部では、 「あんな アホ っぽい 声の 
奴が ねエ 、ヒョ ッ とすると 別人が…」 とまで l: かれた という.'. 

毎度 登埸 願って いる エロ 劇画 誌 編集者の S 氏 ( Q 歳) は、 いがら 
しの 実像を 知る 数 少ない 人間の 一人" 氏は こう 証言す る" 「あの 野 
郎 はよ才 、とんでも ね T 二 m 切り 者、 権力の 手先'  いや 反 革 <|叩 だ ぜェ。 

〃ネ 暗" だ 何 だ 言っ ち ゃって'  自分は 結構 二 枚 §。 近頃は 羽振り も 
いいのな。 この 前 東京で 一緒に 飲んだ 時 も、 ふざけて るぜ 。〃奢り ま 
す" だとよ。 ついこの 前まで 死に そこなっ てた くせし やが って。 俺 
も 頭 来たから 言って やった よ。" どうせなら もっと 高え 店で 言い や 
がれ" って。 そいで 他で たかって、 酔った ついでに シャ レで 小便 ひ 
っかけ たら、 後で 電話 寄こして、"： id 事 休ませて 下さい" だと。 や だ 
ねエ 、シヤ レの 分からん 百姓は、 ナハハ ハ」 

ネ タミ 深い 上に ホラ 吹きの S 氏の 発言 だから、 全部は 信用 出来ぬ 
が、 いがらしが 二 枚 回で、 痔の他 多数の 難病に 取り付かれ ている こ 
とは 分かっ た。 体中の 穴と いう 穴に 薬を 突っ 込んで いると いうの も、 
本当ら しい。 全身の 体液を 喷 射しながら、 怒り オナリ 狂う 彼の キャ 
ラ クタ！ 達は、 自画像 でも あるら し ハの ^ 。 
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忘れて ならぬ のは、 彼の 8 コマ 漫画での 空間 処理、 及び ネ ー ムの 
擬音 的 処理の 前衛 性で ある。 この 面での 先駆者 谷 岡 ヤスジは、 いが 
らしの 登場で、 初めて 追われる 立埸 となっ たの だ。 東北 恐るべし。 

(『ギャルトピア』 0 .4) 

| あきすぐ り 

ギャグ 漫画家は 昔から だが、 近頃は 劇画 家で も ペンネー ムが '才 
1 ル ひらがな という 例が 多くな った。 この コ ー ナ ー にも 登場 願った 
やまだ のら、 すぎ うら あきと、 さらに ひで* かず、 さっ さきく じ、 
そして 今回の あきすぐ り。 ふぐりでは ないから 御用 心。 

神奈川県は 相 模 原の 出身で、 当年 g 歳。 既婚。 子供は なし。 高校 
時代は ハン ドボー ルの 選手で、 その ツ テで 大阪 経済 大学に 進んだ も 
のの、 一日 も 登校せ ずに 退学。 門 井 文 雄の アシスタントを 2 年 ぼ ど 
経験。 既に 廃刊に なった が、 ワニ マガジン 社で 発行して いた 『男の 
ゲ キジ ョ ー』 で デビ ユー 。それから 5 年。 氏の 現在の 執筆 誌は、 
『漫画 バンプ』、 『漫画 快楽 園』、 『漫画 ラブ ラブ』 等で、 決して 売れ 

っコ とは 言えない。 

なぜか？ 見ての 通り 絵は 実に 達者で あり、 感覚 も 悪く はない。 
自ら スト ーリー が 出来ぬ 欠点は ある ものの、 これ だけの テクニック 
を 持つ 劇画 家が、 前 出 レベルの 雑誌で しか 活躍 出来ぬ のはうな づけ 
ない。 その 辺の 事情を、 毎回 御 登場 願っ ている、 エロ 劇画 誌 編集者 
の S 氏に 証言しても らおう。 

「アィツが 売れね ヱのは 当然。 何しろ 原稿が 遅い。 一日 一善、 いや 
一日 一枚し か 描けね つつんだ から。 で、 しよ つち ゆう 原稿 落として 
るう ちに、 注文が 来 なくなつ ち やつた わけ。 ヤツの 落とし 癖は 一種 
のビ ヨーキ 。自宅に 住んで るから 喰えて つけ ど、 アパ I 卜 暮らしな 
ら とうに 心中よ。 絵が うまい のに P: それが シロー ト 。この 世界ね、 


妙に テクニック ある ヤツ ほど 駄目になる の。 回りが ほめる と、 本人 
は その 気になっ ち ゃうから。 で、 絵に 進歩が なくなん の。 その 間に 
新人は どんどん 出て くるし、 ある 日 気づく と 一人 ポツン と 忘れられ 
てた なんて 連中、 いくらでも いるよ。 それまでに 各 出版社を 泣かせ 
てるで しょ、 そういう 奴って。 持ち込み も 出来ずに 消えち ゃう わけ 

ょ、 ナハハ ハ ハ …… 」 

あき 氏の 遅筆 振りを 指摘す るのは '  S 氏 だけでは ない。 前 出の 連 
載 誌の 某誌な どは、 2 色 原稿を 入れた 後で 活版 原稿を 落とされ、 2 
色'  活版と もに 再録 原稿に 差し替えた ことまで あると か。 一歩 間違 
え ば、 雑誌が 体を なさなくなる。 怖い 話。 

抜群の テクニックに 将来を 期待され た あき 氏、 このまま 消え去っ 
て 行く のか。 再び S 氏。 「消えない ね、 ヤツは いわば 秀才。 消え も 
伸び もしない… な」。  (『ギャル ト ピア J QO - 5 

一 小 槻 さとし 

天下の 『朝日 新聞』 でさえ 取り上げた 4 コマ 漫画 ブ I ム 。この ブ 
—ムの 終息を 心待ちに している のが、 何を 隠そう これで 飯 喰っ てる 
はずの 編集者 達。 毎度 御 登場 願って いる、 エロ 劇画 誌 編集者の S 氏 
( 0 歳) も その 一人。 

「4 コマなん ちゅうのは 今まで 刺身の ツマ。 原稿 も 作家が ペコ ペコ 
しながら 持って来 たもん。 それが 近頃 じゃこっ ちが ペコ ペコ。 当然 
連中の 自宅にまで 出向いて、 おまけに 待たされ、 下手す り ゃ 一日つ 
ぶれち まう。 これ もみん な、 『まんが タィム 』 だ 『まんが 笑 ル ー ム j 
だのの 4 コマ 専門 誌 創刊の せい。 バーロ ー あいつら、 今まで エロ 劇 
画 誌に 細々 と 描いて、 女房 やガキ 養って たくせに、 ブ ー 厶が 来る や、 

〃ボク もう エロ 雑誌に ゃ 描きた くないん です， だかんな あ。 平 ひさ 
し、 かまち よしろう、 宍倉 ユキオ… あいつら この間まで エロ 劇画 誌 
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の おかけで 喰って たのに よ。 いい 格好 すん なっつ うの 才」 

さすがは エロ 劇画 業界の 嫌われ 者で、" ラ ッシャ 1S, とまで 呼ば 
れ てる だけに、 大した 毒舌。 そんな S 氏を して、 「奴は 差別 意識 も 
なく' 思想 も 赤くて 腿 全で ある」 と、 妙な ほめられ 方を したの が 小 
槻 さとし 氏。 京都の 出身で 9 歳。 あの 「養老 乃 瀧」 チ ンに 勤務、 
宣伝 力— に 乘 って、 「席料 サ ー ビス 料 j 切 無料 / 」 と 連呼して いた 

変わり種 だ。 

その後 種々 の 職を 転々 とし、 5 年 前に デビ ユ 1 。"似顔絵 4 コマ， 
であり、 一見 高 橋 春 男に 似て いるが、 その 世界は 本質的に 異なる。 
例えぱ 高 橋 春 M に、 タレントが 自らを 描かれても、 まず 怒る 人は い 
まい。 しかし 小概の 手に かかる と、 カッ トを 見れば 分かる ように、 
石 野 真 子 もこの ザ マ。 

そこには 明らかに 小槻 の〃 悪意" が 存在す る。 良い 言葉で 言えば 
"批評 性〃 だ。 『まんが 笑 ル ーム』 ではよ く 政治 ネタを 描いて いる 
が、 なかなか シン ラッ 。読む 者の 心を 刺す。 この いわば 小槻の 才能 
が、 逆に 彼を メジ ャ ー にしない。 

いがらしみ きおの〃 ネ喑 "に 通ず る 部分 も、 彼には ある。 だが 見 
た 通り 絵は 明るい。 この アンバランスを、 僕は 非常に 高く 買う ので 
あるが、 居心地の 悪さを 感ずる 人の 方が 多い らしい。 「ケッ / こ 
んな洒 飲む 暇 もね え 4 コマ ブ ー ム なんか、 早く 終わって 欲しい ね。 
口 本 も不沈 空母 ン なって、 戦争で もして なくなれっ つうの ョ」 

月産 Q 枚。 ブーム は 4 コマ 漫画家の 多くを、 农面 的には" 無欲" 

にして いる。  (『ギャルトピア』 0 .6) 

11 段 •玲児 

年齢 出身地と もに 不詳。 エロ 劇画 界に はそんな 得体の知れない 連 
中が、 多数い る。 筆頭が、 獵奇 性を 帯びた 暗い SM 劇画で 知られる、 


段. 玲児 氏。 年齢は 如 代の 前半と も 言われる し、 「いや、 奴は もう 
Q にはな ってる」 と言う 編集者 もい る。 

エロ 劇画 界の 嫌われ 者と して 有名な、 ラ ッシャ —  S 氏 ( Q 歳) も 
Q 代 説の 有力な 証言 者。 「以前 一度 だけ 飲んだ こと あんだけ ど、 何 
でも 銀座の ゲィ パ ー に、 知らないで 勤めて たらしい ぜ 。そこでよ 才、 
ベトナム 帰りの 米 兵を 相手に してたん だっ て さ。 段さん 持てたら し 
いぜ 。尺八く らいまで しか やらせない 店だった らしい けど、 凄く 持 
てんで マスタ I に 呼ばれたん だつ て、 マンションに。 そしたら そこ 
で マスタ ー に 掘られち ゃったん だっ てから、 怖い 話 だよ」 

にわかには S 氏の 話は 信じ かねる ので、 筆者は 江 古田に 住む 段 氏 
の 自宅を 訪ねた。 氏は 体 m 百 キロ 近い 巨漢で、 白髮混 じりの ゴマ塩 
頭。 驚いた のは ホラ 吹きで 知られる S 氏の 証言が、 ほぼ 事実だった 
こと。 今は ない その 店は、 三 島由紀 夫の 小説、 「禁 色」 の モデルに 
までな ったと いう。 ベトナム戦争、 三 鳥 :j 紀夫 、いずれにしても 古 
い 話 だ。： ひよ っと して A 代 説は 本当？… と 思い 問いた だしても、 プ 
ラィべー トは 一切 黙秘。 一昨年 結婚した、 Q 代 前半ら しい 奥さんと 
微笑み 合う ばかり。 

デビ ューは 6 年 前で、 数年 前に 廃刊に なった 芳文 社の 『漫画 ルッ 
ク』 。既に SM 物だった というから、 氏の アブ ノー マルな 世界に 対 
する 執着には 年期が 入っ ている。 「本当は ただの SM 劇画 じ ゃなく 
って、 もっと フリ ー ク っぽい、 ドロ ドロした 世界を 描いて みた いん 
だけど、 喑 すぎる って、 編集の 人が 許して くんなくて…。 ホモ P 
もちろん 興味 ある 素材の 一つです よ」 

本来は 油絵を 描きたくて、 美術学校 にも 通って いたらし い。 尊敬 
する 画家は エゴン* シ ー レ。 段 •玲 H という ペンネ ー 厶を 逆に 読む 
と… ホラ、 お気づき かな。 そのく らい 尊敬す る だけに、 数 力 月 前に 
封 切られた シー レの 伝記 映画 (『エゴン. シー レ/愛と 陶酔の 日々』) 
のヒ ドィ 出来には、 ガ ックリ したと か。 
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一時の ロリコン ブ—ム の 際は 仕事量 も 減っ たらしい が、 今は また 
『漫画 アィドル』、 『漫画 コブラ』、 『漫画 エキサィト 号』 等で 大活 躍。 
確かに その グ ツグ ツ した 世界は、 パッ とした 人気を 得る 作風では な 
いが、 逆に 一番 一般大衆に 好まれる'  シ ブト さも 秘めて いる。 そん 
な 氏に、 徹底した フリ ー ク 物を 描かせる、 勇気の ある 編集者が 現わ 
れ るよう 期待したい。  (『ギャルトピア』 0 .8) 

1 富 田 茂 

少年 誌で 活躍して いる 師匠の 元で アシスタントを しながら、 エロ 
劇画 誌で デビ ユ ー した 劇画 家は 数多い。 しかし 彼らは、 その 過去を 
余り 語らない。 田舎の 両親に も、 仕事の 詁は 一切 しないと いう 者 ま 
でい る。 悪事を 働いて いる わけで もな し、 もつ と 堂々 として 欲しい。 

こんな コンプレックス (少年 誌への 未練が 捨て 切れて ない) を 持 
つ エロ 劇画 家 速 中の 中へ、" そんな ヤヮな 根性 じ や、 キン タマ おつ 立 
つ エロ 劇画は 描けん ぜ "とば かりに 乱入、 アッと 言う 間に〃 帝王" 
とまで 呼ばれる ようになっ たのが、 富 田 茂。 

富 m 自身 も 矢 口 高 雄の アシスタントを 数年 経験して る。 本当は 少 
年 誌で 描きたい のかと 問う と、 キップの いい 言葉が 返って 来た。 
「少年 誌 p カラ ッキ シ興 味ない ね。 俺 も 矢 口さん の 所に いたから' 
あの世 界 のことは それなりに 知っ てる。 大人から 見た 理想的な 少年 
像みたい なのが、 まず 求められる わけよ。 映画で 言 や 『E,  T.』 
みたい なのが ね。 今の 俺に や 興味ない。 とにかく SM 劇画が 描きた 

いわけよ、 ハン パ じ やない のをね。 フ ッフッ フッ」 

"ストロング. スタイル" とも 言える、 富 田の エロ 劇画に 対する 姿 
勢は、 他の 劇画 家に も 強い 影響を 与えて いる。 「富 田さん の 登場で、 
気持ちが ふつ 切れた ね。 この 辻 事で 飯を 喰つ てるのに、 犯罪者 意識 
みたい なのが 前は あつた。 けど あの人の 仕事への 取り組みを 見て る 


と、 こんな 宙 ぶら りんじ ゃ 駄目 だ… と 思っ てね」 こう 語る のは 富 田 
にあと 一歩で 迫る 勢いの、 三 条友 美。 一部では あるが 被害者 もい る。 
「富 田さん とか 三条 さんと か、 へ ビーな タッチの 人が 人気 出て 来た 
でしょ、 去年 頃から。 俺なん て ハン パな 少女 物で しょ。 ロリ コンブ 
1 厶の おこぼれで 喰って たのに、 まいっ ち ゃうよ、 あんな ハ ー ドな 
物の ブ ー ム起 こされち ゃ…」 ガ ックリ 肩を 落とす のは、" 中卒 エロ 劇 
画家の 星"、 やまだ のら。 ともかく 富 田の 登場で、 ロリコン 派の ハン 
パな 部分が 総崩れに なった のは 事実。 

この 異才、 劇画 だけ じ ゃ 満足 出来ずに、 『ウルフ』 なる エロ グラ 
フ 誌では、 モデルさん 相手に 緊縛、 浣腸と したい 放題。 決して 美し 
いとは 言えぬ、 自らの 肢体 もフ ルオ ー プン 。噂では、 モデル 嬢と 本 
番 もしち ゃって いると か。 いやはや。 富 田に だけは、 さすがに 嫌わ 
れ者 編集者で 有名な ラ ッシャ Is 氏 ( Q 歳) も、 「御 立派"：」 の 一 
言。 

まだ S 歳の 富 田 茂は、 劇画 だけを 描かせて おくには、 何とも 惜し 
い キャラクタ ー の 持ち主で ある。  (『ギャルトピア』 〇〇 - 0 ) 

11 榊® 隆 

エロ 劇画 家には 異常な 程の ド 助平 人間 か、 ヵ チン ヵ チンの ド與 ^1 
固 人間し かいない というのは 常識 だが、 後者の 代表格が、 今回 御 登 
場 願う 榊 原隆だ 。劇画の 方は 見ての 通り、 愛液と 汗が グッチ ョング 

ツチ ョンの、 ィンポ 総立ちと いつたい やらし さ。 

しかし 私生活に 一歩 戻る と、 エロの エの 字と て 縁の ない 市民に 早 
変わり。 広 島の 生まれで 当年 C 歳。 6 つ 年下の 美人 奥方と、 2 人の 
子供に 囲まれた 彼に とって、 最大の 楽しみは 加入す る 宗教団体の 集 
まり。 「劇画 家って 世界が 狭くな りが ちな のね。 仲間同士で 集まっ 
て 編集の 悪口 言ったり、 こう 何てい うか 広がりがない ◊その 点、 俺 
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の 入っ ている 宗教の 会合に 行く と、 色んな 職業 や 年齢の 人と つきあ 
えて、 勉強に な るんで すョ」 

次に 楽しみな のは、 広 島 カ ー プの テレビ 観戦ら しいが、 何せ 今年 
は あの テ イタ ラク。 声 も 湿りが ち。 デビ ユ ー は 6 年 前で、 『週刊 漫 
画 別冊』 (芳文 社)。 実際の 事件を 素材に した 物だった そうだが'  既 
に エロ 度 も 強烈だった という。 数年 後、 海 潮 社 (『漫画 エロ ジヱニ 
力』 等の 発行 元) の 倒産では 邠 万 も 引っ掛かって 大災難 。 

しかし 今や、 『漫画 セク シャル』、 『漫画 大 官能』、 『漫画 バンプ』 
等で、 月産 A 枚 前後は コンスタントに 執筆。 どの 雑誌で も 看板 作家 
として 扱われて おり、 巻頭 作品が 多 いのも 榊 原の 特徴。 冒頭で も述 
ベた 通り、 確かに 彼の 絵の グ チョ グ チョ 振りは 読者 受けし そう。 だ 
がよく 読んで みると、 スト 1 リ I、 構成、 キャラクタ ー 等は、 いさ 
さか センスが 古くな ってない か？  特に スト I リ^ ~ はかなり 御 都合 
主義。 リアルな 絵で 異常な 迫力が あるから こそ、 以上の ような 弱点 
もまた H 立つ。 

そこらを 毎回 御 登場 願っ てる、 この 道 7 年の エロ 劇画 界の 嫌われ 
者 編集者、 ラッ シャー S 氏 ( 0 歳) に 証言しても らおう。 「フ ッフ 
ッ… 相変わらずの 卜^ ^ シロ ーの 発想 だ、 ヶッ 。お宅 さ、 エロ 劇画 買 
う 読者が よ、" ゴル ゴ みて えな スト ー リ ー や、 ヴィヴ ィッ ドな キ 
ャラ クタ ー を 期待して ると 思っ てんの 才？  要するに セン ズリ かけ 
る 絵を 欲し がってん だよ。 榊 原の 濡れ場の 構図の 特徴は、 センズ ル 
人の 立場で 描写され てること。 女の 側が 主導権を 取っ てる 体位 も 圧 
倒 的に 多い。 つまりよ、 マザコン ぽい 'モラトリアム 人間の 多い 近 
頃の ガキに 一番 受ける って わけ。 スト ー リ ー 性なん か、 高 坂 幸 雄み 
てェなぅまぃのが他にぃるからぃぃのょ。ゎ〜るヮ」 

何人 かの タイプの 違う 劇画 家が、 一つの 雑誌を つくつ てるの だが、 
榊 原の 役割は、 先制攻撃の ミサイルに 似た 所が あるら しい。 なお' 
エロ 劇画 家の 支持 政党は、 日本 共産党と 公明党と で 二分され てると 


か。  (『ギャルトピア』 00 . 12 ) 

一杉 作 一太郎 

4 コマ 漫画 ブ ー ムの 衰退と 共に、 エロ 劇画 誌に もべ！ ジ 物の ギャ 
グ 漫画が、 少しずつ 目につく ようにな った。 とはいえ、 所詮は エロ 
劇画 誌に とって、 ギャグは 刺身の ツマ。 メンバー も だいたい 決まっ 
てる。 

スノゥ チサト ル、 高 井 研 一郎 (この 人は 4 コマ、 ぺージ 物の 両刀 
使い)、 そして 近頃、 一部で 注目され つつ あるの が、 杉 作 獣 太 郎 
(後に 杉 作 J 太郎と 改名)。 まだ 若干 2 歳で、 駅弁、 いや 駒 沢 大学の 
4 年生。 愛媛は 松 山の 出身で、 本来は 芸人 志望。 『笑って る 場合で 
すよ』 にも 出演した とか。 

しかし 2 日 目に して 早く も 落第。 己れ の 芸人と しての 才能に 見切 
りを つける や、 早速 ギャ グ漫 画家を 目 ざした (4 コマブ ーム の最盛 
期に 時が 重なる。 杉 作の 安易な 転身には 驚く ばかり)。 『漫画 ラ ブト 
ピア』 に 持ち込む。 これは 幸いであった。 なぜなら 同誌の 宫本正 生 
編集長 (現 コミック ハゥス 社長) は、〃 仏の 宫本 〃とも 呼ばれる、 
ソフト タィプの 切れ者だった からで ある。 デビ ユ ー 開始 だ。 

そこで 『漫画 カルメン』、 『漫画 パ ー キング』 を 紹介され る。 両誌 
の 編集部では 、ギャグ 漫画家と しての 才能では なく、 奇妙 キテ レツ 
な 人格の 方を 買われ、 雑文の 注文を 受けて 好評を 博す。 むろん 本業 
の ギャグ も、 他の エロ 劇画 家が 急病に なった 際には、 時た ま 描く。 

絵の 方で あるが、 一見 すれば 分かる 通り かなり 下手 だ。 むろん 二 
見した 所で 上手く 見える ような、 奥行きの ある 絵では ない。 さらに、 
コマ割り や、 構成な ども ム チャ クチャ。 劇画 界の 嫌われ 者 編集者と 
して 知られる ラッ シャー S 氏 (邪 歳) など、 ィチべ ツ するな り、 

「へ 夕へ夕 漫画と しか 言いよう がない/」 と、 タンと 一緒に 吐き 捨 QP 


てた ほど。 

「しかし…」 と、 S 氏は 次の 発言を する の も 忘れな かった。 「あの 
野郎は 結構 売れる。 なぜなら、 奴は 自分の 絵が ド 下手で ある ことに 
気づいて るから だ。 それが 絵に 出て いる。 読者つ てこう いう ことに 
敏感な のよ。 奴が よく 描いて る 雑誌に 載っ とる、 マディ 上 原、 西 秋 
ぐ りんなん かの、 いわゆる" 計り 売り 4 コマ 漫画家" とは、 そこが 
根本的に 遠う。 ただ、 自分の 下手 さに 素直な だけ じ や 駄目。 彼に や、 
それ プラス〃 分裂 病的 ギャグ 感覚， という 特技が ある。 サザン. 才 
丨ル スタ ー ズの 歌詞み たく、 ヮープ すん のは ギャグの 一般的 特徴 だ 
けど、 他の 漫画家み たいに、 垂直 的に ヮ ー プ すんじ やねン だ。 杉 作 
の 漫画は 水平 的に、 同時 多発 的に 笑いが 爆発す る。 そんな 漫画に 構 
成 力を 求めても 無駄。 読者は 読みたい コマから 読み やいん だ」 
本人に S 氏の意見を 伝える と、 「好きな 寺山修 司の 影響 かも」 と、 
ニヤ リと 品な く 笑つ た。 しかし 筆# の哏 には、 氏の ギヤ グも絵 も、 
どう 見ても 便所の 落書きに しか 見えない のだった。 

(『ギャル ト ピア』 脱 • 1) 

1 早見 純 

「日本は 法治国家 か？」 とは、 毎朝 新聞に！ Z： を 通す 度に、 誰もが 一 
度は 感じる ことだろう。 確かに、 今回 取り上げる 早見 純の、 『これ 
が 芸術 だ』 (一水 社.  500 円) のよう なド惡 書が バッコ して、 全 
国の 青少年に 害毒を まき 散らして る 現実を 見る と、 稲村 佐 近 四郎が 
野 口英世 のように 思えて くるし、 横手 文 雄の 上さん の 新聞配達 も、 
「御苦労様/ と ♦声 かけて 手伝いた くなる。 

とにかく 惡質だ 。編集 兼 発行 人に 多 田 r 良と あつたが、" 赤， に 違 
いない。 でなければ、 日本人の 皮を かぶつた ソ連 人で ある。 いかに 
この 不逞の 輩が、 チュル ノブ イリの 原発 事故 並に、 我が国の 明日を 


になう 青少年の 心を 汚染して るか、 具体的に 検証して みたい (著者 § 
の 早見は、 筆者の 調査で 完全な ソ連 人で ある ことが 判明した。 さら ‘ 
に 驚くべき ことに、 祖父の 代には 赤化 中国人の 血 さえ 混入して いる。 

幾 代に も 渡る 血の 汚れが、 日本人と しての 魂を 捨て去る だけでなく、 
容共 思想を 流布 するとい う、 恥ず べき 行為に 走らせた ので ある)。 

まず 「血の 除 膜 式」 なる 作品は、 5 〜 6 ぺージ 読む だけで □本人 
なら 必ずへ ドを 吐く。 病に 伏してる 少女の 家に、 同級生の 男が 見舞 
いに 行く 話 だが、 少女の 脚は 両方 切断され ている。 包帯 こそ 巻いて 
る ものの'  変態 学生は その 脚を ペロペロ。 

少女まで がそれ に 応じ、 野郎の キン タマを シャブ リシ ャブリ 。そ 
の 間、 引用す るの も はばかられる 会話 も 交わす (少女が、 野郎の 糞 
まみれの 尻の 穴を祇 めながら)。 「岡 くんのは 何 色な の？」 「え？ 
ああ 黒色が 多い な」 「まあ / 」 「今度は 見せ 合おう よ」 「ええ」 恐る 

べき ハレン チ / 

ムクな 青少年 達が、 キン タマ やべ ッ チョ、 さらに 穴に 事欠き、 肛 
門まで 舐める という、 犬畜生に も 劣る 行為を 真似したら'  彼らの 肉 
体は 一体 どうなる？ お 国に 摔げ るべき 肉体は、 内側より 赤く 腐り 
始めて しまう。 

「純の 喑い 情熱」 なる 作品に なると、 赤化 度は より 増す。 主人公の 
学生 (またも だ。 学生は 全て 変態で あらねば という、 マルクス主義 
特有の プロパガンダの 実践で ある ことは、 読者 も 既に お気づき かと 
思う) は、 電車に ひかれて 死んだ 女性の 片 脚を、 コ ッソリ 家に 持ち 
帰る (事故が、 赤色 暴力 集団の 国労の 仕業で ある 点は、 故意に 隠さ 
れ ている)。 

部屋には 盗んだ 物ら しい、 女性の 靴が 山に なって いる。 しかし そ 
れ には 見向き もせず、 生身の 片 脚を、 キン タマに グリグリ 押しつけ 
て ハー ハ ー。 次に ハィ ヒー ルのと がっ た カ カト を、 自らの 肛門に 突 

き 刺して 0 を トロン。 容共 的 異常 思想の、 極致と も 言うべき 痴態で 


ある。 

賢明なる 読者は'  この ソ速 人エ ロ 劇画 家の 惡 魔の 如き 遠大な 野望 
に、 戦慄を 感じ 始め てること だろう。 つまり 彼は、 健全な 青少年 達 
の 旺盛な 性欲を、 変態 人間の 側に 引きずり 込む ことにより、 我が 日 
本 男児の 生殖 能力を、 根絶 せんと 画策して いるの だ。〃 進め 一億 火の 
玉 だ // , の 精神は、 芽のう ちから 赤の 手に よって、 日々 朽ち果てさ 

れつつ あるの だ。 

しかし 私は 見逃さなかった。 一見 日本人の ように 描かれて いるが、 
この M 書に 登場す る 人間は 全て ソ速 人で ある。 ヵツ ラで ゴマ かして 
はいるが、 まごう ことなき 露 助 共で ある。 全国の 若者が、 赤色 集団 
のこの ような lf 拙な ト リックに 引っ 掛からぬ よう、 切に j る もので 
ある (ハ ーハ ー ハ ] 0  (『漫画スキャンティ』邠，7) 

一 赤 星 ジュン 

読者が 想像す るより 概して 地味な のが、 ポルノ 鹿 業の 現場。 ただ 
ビデオ、 グラフ 誌等では、 何だかんだ 言っても、 生身の 女の 裸は 必 
需品。 それなりに 色気 も ある。 が、 色気 どころ か グロテスク だと さ 
え 言われ てるのが、 エロ 劇画の 制作 現場。 

♦  注文す る 編集者 も、 引き受ける 劇画 家 も 9 割が 男。 早い 話、 内臓 
% を 安酒で 痛めた 顔色の 惡い ハー ド ゲィ コンビが、 少女 や 女子大生が 
ii 1 ぺージ おきに 悶える、 エロ 劇画 誌を 作って いるの だ。〃 妄想 純度" 
p の 最も 高い 世界と 言えよう。 

印  だが、 女流 H  口 劇画 家 も 皆無な わけでは ない。 ベテランでは さが 
エ みゆきが 有名 だが、 いささか 絵、 スト ー リー 共に 古く、 第一線 級と 
章 は 言い難い。 4 〜 5 年 前に 最盛期を 迎えた 羽 中 ルィ、 やまだ のらは、 
& 名前 こそ 女流 っぽい が 正真正銘の 男。 

♦  そんな 男 臭い 世界に 2 〜 3 年 前から、 彗星、 いや 天女の ように 登 


場した 女流 劇画 家が、 沢 木 あかね、 そして 赤 星 ジュン だ。 沢 木は 早 
稲田の 漫研出 身で 5 歳。 絵柄は ギャグ っぽ さも 濃厚に 残して おり、 
雑誌の 看板には なりず らい ものの、 少ぺ ー ジ 数ながら 各 誌に 色を 添 
えてい る。 こんな 沢 木を エロ 劇画 界の お茶く みとす るなら、 赤星ジ 
ユンは 専務く らいまでは 出世し そうな サラブレッド だ。 

中学校の 英語 教師 上がりで、 現在 Q 歳と 言われる 赤 星の 劇画の 最 
大の 特徴は、 とにかく 意味が 分からな いこと。 1 回読んで 分かる の 
は 作者 本人く らい。 2 回目には 概略く らい 分かっ たような 気がする。 
でも 幾つか 疑問が 残る ので、 さらにもう 1 度 読んで みると、 2 回 □ 
に 読んだ 時には 死んだ はずの 男が、 最後まで 生きて たりす る。" エロ 
劇画 界の 女埴谷 雄 高" と 称される ゆえんだ。 

しかし、 単に 構成 力、 ネ ームづ くりの 未熟 さ 等から なる 難解 さな 
ら 、人々 はたち まち 放り出す。 が、 奇妙な ことに、 赤 星の l 界は再 
読、 あるいは 再々 読を 強いずに おかない。 これは 多分、 赤 星 自身が 
自らの生理に 0 %忠実な劇画家だからだ。不可解な感情をそのまま 
の 状態で 絵に 託して いる 作者の 素直 さは、 決して 読者の 反発を 招か 
ぬ ものな の だ。 

成熟と いう 言葉の 下では 生き畏 ら えぬ、 変声期 前の 少年の 声に も 
似た、 危うい 世界に 生きる 女流 劇画 家な の だ。  (『ベ あ』 〇 • 2 ) 

1 吉田昭 * 

定価 300円 で 月刊、 そして エロを 売り物と する 劇画 誌の 総数を、 
物好きが 数えたら 約 Q 誌 あったと か。 それが 春先の 話。 8 月に 入っ 
たらもう 6 誌が 廃刊です。 『漫画 ラブ セブン』、 『劇画 パニック』、 
『漫画 ラィブ』、 『漫画 セク シヵ r 『漫画 アルタ』、 それに、 誌 名 不詳 

'い  一士 心 0 
ズ  =11  口 

なるべくして なった 物 ばかりで、 一向に 階し む 声は 上がらな いと 
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か。 ならばと 『劇画 パニック J の 編集長 (山 崎 邦紀) が'〃 廃刊 パ ー 
テイ—, を 自ら 企画した 所、 同 業界の 編集者が ドッと 集まっ た。 ど 
うやら 自分 達の 先行きの 不安を、 こんな 所で 解消し ようとい う 根性 
らしい。 他 誌の 有望 エロ 劇画 家と 知り合おう なんて、 セ コイ 思惑の 
編集 もいた のです が、 どだい この 糞 暑い 中'  そんな パー テイ ー に 超 
売れっ子が 集う はずが ありません 。畑 中 純、 近 藤よう 子、 つか 絵 夢 
子等、 キラ 星 ( P ) のよう な 芸術 漫画家を 前に、 「ボ… ポク 先生の 
ファンです」 と、 マ ヌケな ことを 言つ てた 連中 ばかりと いうから 笑 

止。 

今回は エロ 劇画 家さん ではなく、 丧紙の イラ スト担 当の、 ブラシ 
の 絵描きさん について。 この 世界は 第 3 の 男が 現われぬ と言われ 続 
け、 6 〜 7 年たち ます。 現在 トップを 走る のが 吉田昭 夫。 月に Q 誌 
近く こなし、 女性を メロウな タッチで 描かせる と 右に 出る 者は いま 
せん。 一昔前までは その メロウ さが、 「インパクトを 欠く」 とも 言 
われた そうです。 『漫画 チャ イム j、 『劇 PI デ ヵメロン』、 『ス ー パ ー 
コミック』、 『漫画 バンプ』 等で 活躍。 

2 番目を 走る のが 西 岡 保 之。 いや 歩く と言う 方が 正確で しよう。 
この 人は 注文が あるのに 仕事を しない。 リアルな テクニックでは 吉 
田昭 夫を しのぐ と言われながら、 現在 月に たった 4 誌。 「ブラシが 
嫌い」 と 平然と 言っての け もします。 『漫画 キック』、 『漫画 エマ ニ 
エル』、 『漫画 ヵルメン』、 『漫画 エキサイト 号』 で 全て。 

むろん、 第 3 の 男の 候補者は 何人も 現われました。 石 川 五郎は そ 
の 筆頭です が、 仕事量が 増える のと 比例して 画質 も 落ちる ので、 評 
価が イマ イチ。 依頼を 断 われない 性格の ため か、 廃刊 誌に 関わる こ 
とも 多く、 冒頭に 紹介した 6 誌のう ち、 半数は 彼の 担当。 

しかし'  絵描き さんが 依頼を 拒めない の も 分かります。 表紙は 一 
枚、 最低の 所で 6 万。 Q 万は 普通です。 これを 器用な 人なら、 1 〜 
2 日で 描き 終えて しまう。 「俺 も ブラシが 出来たら…」 エロ 劇画 家 


にこの 話を すると、 誰もが U を 揃えます。  (『ぺ あ』 W  . 1  Q ) J7 

UK 

努力は 昔から 報 われない と 相場が 決まっ ています が、 エロ 劇画 界 
は その 点 捨てた ものでは ない とか。 もちろん、 直線 も 111 線 も 引けな 
いようでは 問題外で すが、 「女の 顔が 多少 ヵ ヮユク 描ければ、 たい 
ていの 人は プロに なれる」 と、 ある エロ 劇画 誌 編集者が 秘訣を 話し 
て くれた。 

「メジャ ー と 違っ て、 読者が まず スト ーリ ー 性を 求めない。 当然、 
キャラクタ ーの奥 行きなん て 不用。 要は 女の コのヵ ワ ユサ。 これが 
第一。 あとは 濡れ場が 描ければ いい。 これ も ほとんど 袈 本からの 模 
写。 スクリ ー ン ト^ ~ ン を大 J- に 使い、 少し 時間を かけり や たいて 
いの 奴は 描ける。 つまり 努力。 正直に 努力した 者が、 報 われる 世界 
なんだ よ」 

少し オ ー バ  ' — な 気 もします が、 1 に カワ ユサ、 2 にス クリ^  — ント 
1 ン、 3、 4 がなくて 5 に 時間… てな 面は あるよう です。 これが 売 
れっ 子の 条件です から、 引っ繰り返せば マ イナ— の 条件に。 

諸川拓 (もろ かわ 拓 とも 名乗った) という 劇画 家が います。 デビ 
ュ ー して 3 年たち ますが、 一向に ウダ ツが 上がりません。 一時 
乱作して ペンが 荒れて ましたが、 近頃は また | 本 一本 テイネイな 仕 
事を しています。 諸 川が 売れぬ 理由は 簡単と か。 1 に 女の コ がヵヮ 
ユク ない、 2 に スクリ ー ン トーン 不足'  3 にどう でもい いのに" ス 
ト ー リ ー が 面白い。 これ だけ だそう です。 

3 つ 目な ど 長所のは ずな のに'  エロ 劇画 界 では 欠点 扱い。 「そん 
な もん 考える 暇が あんなら、 いい 構図の 裏 本め っける か、 卜 丨ンの 
一枚 も 余計に 貼れっての ョ」 と 前述の 編集者。 暴論です。 そもそも、 

ヵ ヮユク ない 女の コ 、線 中心の タッチ こそが、 諸 川の 諧謔 的 スト ー 
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リ ー 作りの 根幹な のです から。 

根本 敬を 持ち出す まで もな く、 自虐 趣味は 商売になります が、 や 
や 生意気な 諧謔 趣味は'  下向 志向 も 内に 秘めて るせ いか、 銭に なり 
ません。 セン ズリ 読者は もとより、 いわゆる 通の 思い込み さえ 振り 
払う 而 があります から'  諸 川の ゥダ ッは 当分 上がらないで しょう。 

いや、 永遠に かも。 そのく せ 少しで も 努力を 怠る と、 屈指の 下手 
さで 有名な、 小 鈴 ひろみ クラスにまで 落ち かねない、 凡庸 さも 見え 
隠れし ます。 悪い 星の 下に 生まれた エロ 劇画 家な のです ね。 

(『ぺあ』邪.2) 

I 矢 島み のる 

才能と 金は いくら あつても 重荷には なりません。 しかし 以前に 乱 
真 澄を 取り上げた 際、 妙に 才能 ある 奴は エロ 劇画 家と して 大成し な 
いと、 安良城 考を 例に 述べた 記憶が あります。 その後 も、 奇人 振り 
で 知られた すぎ うら あきとが 姿を消しました。 絵のう まさは もちろ 
ん 、鋭利な 刃物を 思わせる、 独特な ネ ー ムづ くりで 鬼才 振りを 発揮 
しました が、 自信過剰の 果てに、 サラ 金 地獄の ドロ 沼に 身を投じた 
のです。 

つい 半年 前、 『漫画 セク シャル』 で デビ ユ— した 矢 島み のる (後 
の 細 馬 信 一) の 作品を 初めて 見た 時に 思い浮かべ たの も、 その 故事。 
文字通り 'ハッと する くらい 鮮烈な 個性的 少女と 男。 それ も、 今 街 
中を ノシ歩 いてる であろう、 チン ピラ 少年 達の 描写が 実に リアルで 
した。 リアルな のは 表面的 技巧に とどまりません。 視線を メィンと 
した 繊細な 処理に よる 感情の 起伏の 表現が、 これ また 巧み。 ト ドメ 
を 刺す のが 背景 テクニック。 どちら かと いえば 劇画 的とは 言えず、 
素人臭 さも プンプンして ますが、 各 作品に おける 登場人物 達の 心象 
風景が、 シック リ 投影され ている のです。 


以上は 生来の 才能の 分野に 属する ことで、 努力して 誰もが 得られ 
る わけではありません。 ただ 全く アシスタント 経験がない とも 思え 
ず、 『漫画 セク シャル』 の 女 編集長、 吉田薰 さんを 訪ねて 実像を 尋 
ねて みました。 驚きました。 アシスト 経験がない どころ か、 現在は 
中国地方の 某 鉄道会社 勤務。 夜 シコ シコ 描き、 同誌に 投稿した のが 
キ ッヵヶ とか。 「だから 私 も 一度 も 会っ てない。 いつも 電話。 今は 
『ス ~ パー コミック』 の 方で やつて もらつ てるけ ど、 先が 楽しみ」 
ff そうです。 

ネ ー ムや 構成には 難点が あります が、 彼が 大器な のは 間違い あり 
ません。 各 誌に 雑巾み たいに 使い捨てに されず、 着実に 伸びて もら 
いたい もの。 そう 言ったら 吉田 編集長の 隣り にいた、 アバ タゾラ 編 
集 者が ニヤつ き | 言。 「使い捨てに される ような 奴は、 最初から その 
程度の 才能な の。 各社の 海千山千 編集者 間を 泳ぎ 切って こそ 一流。 

矢 島には その 才能が ある。 アン タみ たいに センチな 男が 編集長 やる 
と、 本を 廃刊に する だけ じ ゃなく、 有望 新人を 片っぱ しからつ ぶす 
だろう よ」 . 。  (『ぺあ』那.4) 

| ダ^ ― テイ 松 本 

最近 一番 ガッ ヵリした 映画が、 『マッドマックス サンダ ー ド ーム』 。 

ジ ml ジ .ミラー 監督の 映画で 居眠りを しようとは。 これは 一作 二 
作の 出来が 良かった ため、 観る 側が 過剰な 期待を したためで すが、 

エロ 劇画 誌の 中には、 ハナっ から 期待 出来ない インポ 名 柄が 結構 あ 
ります。 

メー ヵー 名で 言えば、 サン 出版、 日本 出版社、 辰 巳 出版'  白夜 書 
房の 物で、 各 出版社が グラフ 誌 類に のみ 金と 人材を 注ぎ、 エロ 劇画 
jg は アリバイ 的に 発行して る だけの ために、 アナクロ 化して いるの 

です。 『劇画 悦楽 号』 (サン 出版) は 典型。 沢 ffl 竜 治、 保 谷 良 三、 片 205 


桐七郎 、福 原秀 美と、 偉容を 誇る 超 ロ ー トル 劇画 家陣 にはめ まいが。 
エロ 劇画 界 にも、 社会福祉の 波が柙 し 寄せて 来たのは 御 同慶の 至り 
です が、 老害の ため 影の 薄い 内山亚 紀 、沢 木 あかねには 同情し ます。 

しかし 同誌 も、 一人 だけ 注 110 すべき 人を 起用して います。 ダ ー テ 
ィ松 本です。 「斬 姦狂 死郎」 と 題され た 読み m り 連載 シリー ズ は、 
彼の 物と しては 設定、 話の 展開 も 分かりやすく、 お得 意の キャ ラク 
タ ー づ くり も 相変わらずの サエで、 扉に 「エロ 劇画の 常識を 破る、 
ス^ — パ . ^ ヒ ー  ロ . _ が 遂に 登場 / •と 調って あるの も、 あながち ハッ 
タリとは 言えません。 

古い 人です。 『漫画 エロ ジヱニ ヵ j の 頃から 看板 作家でした。 一 
時 影が 薄れ かけました が、 近頃は 月に 4 本は 必ず 見かけます。 キャ 
リアの み ピックアップ すれば、 いわゆる ロー トルの 側な のです が、 
古さを 感じさせな いのは、 線が、 特に 人物の 描 線が、 依然 シット リ 
と 濡れて 色気を 失っ ていないから。 

Q 月 号に 同時 執筆して いる、 片桐 七郎の ひからびた 線と 比較 すれ 
ば  一： m 瞭然。 が、〃 濡れた 線" を 持続す るのは 大変。〃 SM の 帝王， 
富 田 茂 も、 昨今は 湿気を 失って 来たよう です し、 『エ ロト ピア デラ 
ッ クス』 で 時た ま 見かける 石 井 隆に 至っ ては、 竹 ペンタッチと でも 
言うべき 無惨 さです から。 

唯一の 難点は エロ 描写 センスの 古さ。 ダ ー ティ 自身が その 点を克 
服、 編集部 も ロー トル 陣を 一掃したり、 •卜らぬ 記事 や 読者欄を 全廃、 
「斬姦 狂死 郎」 の 大増ぺ ー ジを 図れば、 『悦楽 号』 は バンバン 売れる 

でしょう。 

(『ベ ぁ』 OC * 1 

1 阿宮 美 亜 

天下の 講談社の エロ 本 作戦には、 目を 見張る ものが。 『pent 


HOUSE』、 『スコラ』 は 言う に 及ばず、 『オレンジ 通信』 も 真つ 
青な 『BUNTA』、 遂には エロ 劇画に 的を 絞つ た、 『コミックス コ 
ラ』 の 創刊です。 2 号 目までに 和気 一作、 乱 真 澄、 沖圭 一郎ら が 
堂々 の ドエ ロ 劇画を 描いて おり、 修整 も 少なく やる 気 充分。 

儲かる と 知りながら'  芳文 社、 双葉 社、 少年 画報 社ら の コミック 
系 二流 成り上がり 出版社が、 成金 特有の ミエで 指を くわえて いたの 
に比べ'  その ドン 欲さには 感心し ます。 唯一、 『漫画 ボン』 という 
老害 エロ 劇画 誌を 擁する 少年 画報 社に しても、 世間体を 考え 系列の 
大都社 発行に してる 程です から、 成金の 心理た る や 複雑 かつ 笑止。 

とはいえ、 既存の エロ 劇画 誌の 編集者は ぁわててる 様子。 何しろ 原 
稿料を、 最低で も 1 ぺージ 1 万 5 千円から 2 万 i;f 出して るら しいの 
です。 1 万円が 従来の 売れつ コの 上限と 言われて ましたから、 
"ニイ バ 〜 イ "です。 しかし ^ 然 です。 エロ 劇画 誌の 原稿料は、 Q 

年 前から 据え置き。 一誌 ぁたり、 loo 万〜 150 万 TI が 平均と 言 
われ、 ぺージ 5 千円 以下の 劇画 家 も 珍しくない、 タコ 部屋 業界な の 
です。 I 方で エロ 本 出版社は ビルを 建てて るので すから、 講談社の 
殴り込みは、 生き血を 吸われて た エロ 劇画 家には 朗報" 

さて、 有望な 女流 エロ 劇画 家が 誕生した ようです。 『漫画 エ キサ 
イト 号』、 『漫画 スキャン テイ』 で 連載 中の 阿宮 美 亜です。 長 野 在住 
で 信 州 大学 中退の、 只今 3 龐の 変わり種 とか。 デビ ユーは 今年 初め。 
最初は いがらし みきおを 崇拝、 4 コマを 描いて たのです が、 ブーム 
の 凋落を 見て エロ 劇画に 転向した とか。 

ほとんど アシスタント 経験の ない 彼女は、 全てが 見様見真似。 三 
条友 美を べース に、 時々 大友克 洋らの キャラクタ ー も パクつ ていて 
笑わせます。 しかし ナイ ー ブ でいて 力強く、 同時に シット リと 湿り 
気を 帯びた 彼女の 線 タッチは、 近い将来に 模倣の 域を おのず と 脱す 
るで しよう。 

稿料の 方は まだ 5 千円 クラス。 当然 喰えません。 「頑張れ コー ダ 
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ンシャ /」 の 口と か。 内部の 人間が こんな 調子では、 CQ 誌 体制と 言 
われる エロ 劇画 誌の 半減、 あるいは 3 分の 1 化は、 いよいよ 秒読み 
段階に 入っ たの かも。 自業自得。 喜ばしい 限り。 

(『ベ ぁ』 oq . 2 

| ヶン 月影 

めっきり 目に しなくな ったの が、 裾の 広がった ジ ー ンズ と、 時代 
物 エロ 劇画。 かつては 木 村 仁、 若 山 ひろし、 石 井 まさみ、 臣新 蔵、 
九紋 竜、 ケン 月影ら が、 一大 勢力を なして いました が、 現役は ほん 
の 数人。 石 井、 九紋は 時代物と 縁を JJ って 生き延び ましたが、 木 村、 
若 山に 至っ ては、 往年の 活躍を 知る 人 もい ません。 ちなみに 筆者は、 
民俗学 者、 宫本常 一の 世界を 思わせる、 コ エダ メの 臭気に 満ちた 若 
山の、" 農村 エロ 劇画， の 隠れ ファンでした。 

結局、 時代物で 現役な のは ケン 月影た だ 一人。 生き残っ たという 
言い方 も、 妥当ではありません。 『漫画 ボン』 や 『劇画 デ カメロン』 
等、 銭を 出す ので 有名な 雑誌で、 華々 しい 活躍 振り。 いわゆる 1 ぺ 
1 ジ 1 万円 以上 取る、" 万 礼 エロ 劇画 家" と 考えて 間遠い ないで しよ 
う。 当然、 なぜ 彼 だけが 生き残っ たの かとい う、 素朴な 疑問が わき 
ます‘ 

「世の中 全て、 需要と 供給の 関係。 ケンが 残ったの も そのため。 他 
の 連中が 脱落した せい」 と 誰もが 考えます し、 そういう 面が あるの 
は 僕 も 認めます。 しかし それでは なぜ 生存者が、 いや 堂々 生^: 万 札 
劇画 家が、 ケン だけな のかと いう 説明には ならない。 忍耐 心なら、 
彼より ありそうな 連中が 腐る ほどい ました。 前 出の 他に も、 藤 生 豪、 
片 桐七郎 (現代 物に 転向した が、 線が 結局は 時代物の ために 苦労し 
ている) ら 、その 死体 累 々たる 様は、 文字通り エロ 劇画 界の 二〇三 
高地な のです から。 


ケンが 残っ たのには、 個別 的 理由が あります。" エロ 心， を 知って 
たこと が 基本です が'  技法 的に 言えば 常に マスをかく 側に 立って 描 
く、 親切心が あった からです。 咋 今の エロ 劇画は、 即 ファック シ ー 
ンに 移ります が、 彼の 作品は それに 至る までの シ ー ンが 実に 入念。 

〃クイ クイ" という ヒップの 躍動から 始まる 描写は、 劇画 自体の 構 
成を 不自然に してまで、 読者が 抜き やすい アングルで 満ちて います。 

"男 まさりの 女〃 を 常に 主人公に 据えた の も、 マザコン 世代に 受け 
た 理由。 

ここから、 一つの 事実が 明らかになります。 時代物 エロ 劇画は ケ 
ン ー人が 生き残った のでは なく、 時代物の 器で 現代の エロを 描き 得 
る 鬼才が、 現在 も 活躍 中 だとい うこと です。 エロ 劇画 界の 、あるい 
は〃 必殺 シリ ー ズ "なのか も。  (『ベ あ』 g . 5 

- 南 日 れん 

場違いな 奴は どこに でもい る。 先 円 も 「元禄 寿司」 で 職人さん に' 
「オア イソ ーッ" ：」 とがな りたて、 「いい ネタ 使っ てるね」 と 付け 加 
えた オッ サンを 見た。 全ての 場違い 人間が そうで あるよう に、 好奇 
の 視線に も 一向に 動じない。 可哀想な のは 話しかけられた 方。 目を 
白黒 させながら、 「すいません、 お 会計は ア チラで… 」 と、 飯つ ぶ 
だらけの 手で 出口を オズ オズ 指差した。 

エロ 劇画 界にも 当然い る。 いわゆる'〃 マニア 受け" する タイプの 

人々 だ。 産業 的に 隆盛を 誇って いた 6 〜 7 年 前までは、 必ず 各 誌に 
1 人 か 2 人は この タイプが 執筆して いたので、 特別に 目立たな かっ 
た。 だが、， 総数が Q 誌を 軽く 切り (3 〜 4 年 前は n 誌 以上 あった)、 
呉智英 セン セ 言う 所の、〃 文化 事業， を 編集者が しずら くな った 昨 
今では、 彼らの 突出した 場違い 振りは、 異様で さえ ある。 

影 中 白 葉、 永 田 トマトが 双璧だろう が、 今風の ロリコン 的 臭気の 205 


ある 御 両人より、 yQ 年代 初頭 ムー ドに 未だ ドッ プリ 浸って いる 南 u 
れんの 方が、 場違い 指数は はるかに 高い。 

僕の 知っ てる 範囲では、 彼は 『ス ーパー コミック』 と 『デ ラック 
スエ ロト ピア』 でし か 描いて いない。 当然だろう。 この タイプの 絵 
で オナニ ーに ふけられる ほど、 最近の 若い 速 中は 想像力が 豊かでは 
ない。 多少 毛色の 変わった 奴が、 スペルマは ともかく、 知的 オナニ 
— とやら を 試みん と、 ティッシュを 脇に 置いて 熟読した としても、 
数ぺ ー ジ 読んで 吹き ar すだろう。 「ク セ^ ~ 話 / 」 と 叶き 捨てながら。 

湿度の 低い 乾いた タッチの 絵 だから、 本来 エロ 向きでは ない。 無 
論、 起用 側 も 承知して いるだろう。 だとしたら、 編集者は 彼に 何を 
求めて るの か？ 「毎： =が 欲情」 という' 『ス ー パー コミック J  7 片 
号の 作品の 内容は こうだ。 倦怠 夫婦の 妻が 家出。 そこで 夫は マン シ 
ョンの 上 階の 女を レイプ、 久 々に 興奮す る… と 思ったら 夢想で、 ま 
た 妻の グ チを 聞く 日々 が 始まる という お 話。 

何百 回と 他の エロ 劇画 家が 繰り返して 来た 話を、 ただ なぞっ てる 
だけ だ。 コマ割りの 妙味 も 皆無。 南 日の 埸 違い 振りの 背景には、 編 
集 者の 文化 事業 意識の 欠如では なく、 産業 的 衰退から 来る、 彼ら 自 
身の 職業的 無力 感 のみが 漂って いる。  (『ぺあ』邠.9) 

11 山〇花 子 

ヮ ー プし m った スト ー リ^ ~ づ くりで、 読者の 頭を 混乱 させながら 
も、 根強い ファンを 持っ ていた 赤 星 ジュンが 休 筆 宣言を し、 各 誌の 
編集者を あわてさせ てるそう です。 某 社 (東京 三 11- 社との 噂) の⑴早 
行 本の 書き下ろしに 専念す るの だと か。 ライ フワー クの ため、 生活 
苦 もい とわぬ 決意ら しいので すが、 「大丈夫？」 と 御節介な 懸念 も。 
商業主義との 軋 櫟の 中で 秀作を 生み出し てた 人が、 自由と 時間を 得 
たと たんに ズッ コケた 网は 、枚挙に いとまが ありません から。 害き 


下ろしの 単行本が'  中島 貞 夫が ATG で 撮った 『鉄砲玉の 美学』 や、 

同じく 森 崎 東の 『黒木 太郎の 愛と 冒険』 にならぬ ように 祈り ましよ 
ラ 0 

教員 上がりの 赤 星が、 良い 意味での 大学の 漫研の 臭気を 売り物と 
するなら、 山 口 花 子は 土着の 香り 消え やらぬ、 集団就職 派の 屈折し 
た 心情を 漂わせて います。 絵の 線 自体は よく 見れば シャ ー プ なので 
すが、 全体 的な 印象は かなり ドロ ドロした もの。 これは 一般に 女流 
エロ 劇画 家が 苦手な 面と 言われ、 赤 星 や 深 倉 街 子、 沢 木 あかね、 古 
株の さがみ ゆきら に比べても 傑出して います。 

ドロつ いてる のは 絵柄 だけではありません 。スト ーリ— が これ ま 
たグ チャ グ チャで、 湿気 度 100%。 ドロつ いた 絵柄と、 ねばっ こ 
い 陰気な ストー リ ー が 納豆 状に なって いるので すから、 胃弱な 人は 
読む 前から ゲップ 。この 陰湿な 粘り気は、 一体 どこから わいて 来る 
のでし よう？ 

超 寡作な 山 n ですから、 作品は お A にか かる だけで 大変。 しかし 
"在野の エロ 漫画 研究家" を ^1 称する 筆者は、 意地に なって デビ ユ 
— した 『漫画 オリンピア』 から、 連載 中の 『漫画 娯楽 館』 まで、 作 
品を 追い求めました ◦読み終え た 時、 一曲の ナツメ ロが 口を ついて 
いました。 "花よ キ レィと おだてられ〜 f  咲いて 見せれば〜 5 " 

怨念… 懐かしい 言葉。 この Q 半 代 初頭の 心情が、 彼女の 描く 女達 
が 男に 抱く 思いの、 基調と なって いるよう なのです。 ヵラ リと 嫌な 
ことは 忘れる 気質が 尊ばれる この 国では、 エロ 劇画 さえ 臭い 落ちと 
共に 見事に 完結し がち。 最終べー ジを 読み終え た 後 も、 粘液質の 分 
泌 物が 脳に 糸を 引く 山 口 花 子の しつこ さは、 落日の エロ 劇画 界に力 
ツを 入れる 凄味が あります。  (『ぺあ』阳.6) 

ー エロ 漫画 界裏 通り ① 
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〃ヒン シュク 売ります。 ケン カ 買います。 闇夜の 道は 気をつけます" 
(B 立 市 •水 原 一城 作) の モット ーで 有名な、〃 亜流 誌の 本格派， 
『ロリ タッチ』 (毎月 7 日 発売 .500 円) の フアンの 皆様 コン ニ チ 
ハ。塩山でございます。『ロリポップ』(每月 0 :1:発売.500 1] ) 
の 沖 田 翔 ニ クンと、 左足で 遊ぶ の も 飽きち やった 所へ、 本誌から お 
座敷が かかりました。 アチ コチに 顔を 出す と、〃 だるま 編集者" なん 
て 言われ そうだと 少し 心配し ましたが、 本誌の 編集長、 松 本 博に も 
若干の 義理が あるた め、 引き受け ざるを 得ませんでした。 OK した 
からには、 每月 絶対" ヒン シュク 売ります / "。 

事情を 知らない 読者の 中には、 なぜ 『ロリ タッチ』 がそれ ほどの 
ヒン シュク 誌な のか、 分からない 方 も 多い と 思います。 書店で 両誌 
と 見比べて もら うのが 一番 いんです が、 念のため 表紙の 写真を 掲載 
します。 良く 似て ますね ヱ。 判 型、 ロゴ、 レィアゥト、 マスコット 
キャ ラ (ポップち やん に対して タッチち やん)、 背の 処理、 おまけ 
に 台 割 順序まで ソ ックリ 。こんな 極惡 非道 雑誌 見た ことね H と'  早 
速 分身の 術で 肉体との 離脱を はかった 僕は、 第三者の 立場から 塩 山 
編集者に ィンタビュ ー 開始。 

「ええ P 何ィ その 『ロリ ポップ』 って工 ？  俺 全然 知らないよ。 
多分 『ロリ タッチ』 が 売れて るんで 急遽つ くった、 真似っ コ 雑誌 だ 
と 思うよ。 多 いんだよ この 業界。 という か、 日本人の 宿命 だね。 そ 
も そ も 日本 文化なん て 本質的に 猿真似で…」 

分身、 本体へ 再び 合体/. という わけで、 自分で 言う の も 何です 
が、 この 業界の 人間の 図々 しさが、 良く 分かって もらえた と 思い ま 
す。 「真似され た 真似され た/」 とピ ィピィ 騒いで いる 『ロリ ポッ 
プ』 編集長に しても、 所詮は 『レモン ピ ー プル』 や 『漫画 ブ リツコ』 
の 亜流の 輩な のです から、 問題は 複雑と いうか、 馬鹿らしい 限り。 

そんな 折りに 思い出す のが、 かつて 隆盛を 誇った エロ 劇画 誌、 
『漫画 ラ ブト ピア』 の 宫本正 生 編集長 (今 出て る 『漫画 ラ ブト ピア 


スペシャル』 は、 似ても 似つ かぬ クズ 雑誌)。 もう 5 〜 6 年 前にな 
ると 思います が、 300円 エ ロ 劇画 誌が 全体に 落ち込んだ 時、 同誌 
のみ かなりの 売り上げを 維持し ました。 で、 早速 僕は 例の 調子で、 
亜流 誌づ くりを 始めた のです。 

漫画家 陣 に関しては 予算上 対抗 出来ぬ ので、 やっ ぱ 表紙 オンリー。 
扭 当して いる 『漫画 バンプ J の ロゴの 中 も、 天から 螢光 ピンク、 地 
から アイの 各 グラデ ー ショ ン 。作品 題名 も 従来の 書体、 ナ ー ル D か 
ら 、淡 古 印 や曽蘭 へ フル モデルチェンジ。 校正が 上がって 来た 時は、 
我ながら 顔が 赤らむ (『ロリ ポップ』 の 編集長 も、 きっと 似た 思い 
だっ たのだろう)。 

これを 『バンプ』 だけでなく、 g 遠山 企画で 引き受け ていた 数 誌 
で 同時に 行なった。 『ロリ タッチ』 を 3 〜 4 誌 同時に、 あちこちの 
社で デ ッチ 上げた と 思えば 間違いありません。 沖 田の 翔 ニ クン あた 
り だと、 アワ 吹いて ブッ 倒れる ことで しょう。 

これに 対して、 宮本 編集長が こう 語っ たと 人づ てに 聞きました。 
「真似され るよう になつ て 光栄 だ / 」 負けた と 思いました。 そこで、 
■層 念入りに 真似しました。 そうこうす るう ちに、 『ラ ブト ピア』 
は 売れて た にもかかわらず、 天下の 惡法都 条例に 引っ掛かり 廃刊に。 
螢光 ピンと アイの グ ラの ロゴは、 今や 『バンプ』 が 元祖み たいな 顔 
してます が、 これが 真相です。  (『漫画 スキ ャン テイ J 拟 .3) 

| エロ 漫画 界裏 通り ② 

"真似され るよう になって 光栄 だ/., とまで 言い切っ た、 太っ腹 編 
集 長 宫本正 生 氏です が、 『漫画 ラ ブト ピア』 廃刊 後に 辰 巳 出版を 退 
社し、 編集 プロダクション、 コミック ハウスを 設立。 現在は 『漫画 

スー パー エロス』、 『ペンギン クラブ』、 『ココ ナツ パイ』 等を 各社よ 

り 請け負う、 青年 実業家と して 大活 躍。 
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I 方 我が〃 個性的な 亜流 誌" 『ロリ タッチ』 (毎月 27 日 発売*  5 
〇〇 円) に 対し、 普段 認められた ことのない 善良な 馬鹿 特有の 舞い 
上がり 根性から、 グダ グダ 泣き ごとを 腐れ 業界 誌、 『COMIC 
Box』 に 書き連ね ていた 川瀬 某 こと 沖 田 翔 ニ クンです が、 相 も 変 
わらぬ トリック スタ ー 振りで、 ロリコン 漫画 界に 活気を 与えて いま 

す。 

この 男が セ コィのは 昔から 分かって ました。 我が 亜流 誌の フルネ 
1 ムも 書かない。 『ロリ 〇 ッチ』 と 来る。 宣伝に なると 思っ ち ゃぅ 
らしい。 そのせ いか、 自らの 『ロリ ポップ』 (毎月 2 口 発売* 笠 倉 
出版 .500円) で 充分 反論が 可能な のに、 よりによって 腐れ 業界 
誌 『COMIC  Box』 あたりに 泣きつ く。 

この 腐れ 業界 誌 もまた 問題。 一方の 主張を 勝手に、 何の 取材 もせ 
ぬま ま掲戰 しといて、〃 反論 スぺ ー スを あける" と 来た。 アホ かこの 
脳天 カス"： 良心的な ツ ラして 漫画家を 搾取して る、 ド 腐れ 雑誌ら 
しい 図々 しさ。 

そもそも'  この 世の中 何が 楽しい と fill 口っても、 仙人 様の 不幸と ケ 
ン カに 勝る もんはありません。 読者に すれば〜 マニア 意識が 強い 口 
リコ ン漫画 誌の 読者なら なおさら〜、 同業者 間の ケン カは" 江戸の 
花％ つまり 商売になる。 その ネタ を'  誰が タ ダで ダニ 共に 荖し 出し 
ましよ ラ。 

腐れ 業界 誌、 沖 田 クンの 文章を 一回： m はち ゃん と 記事と して 掲載 
したのに、 以降は 『ロリ ポップ』 (毎月 2 日 発売 •笠 倉 出版*  50 
〇 円) の PR 欄だった り、 他社の 広告の 空いた ス ぺース だっ たりで 
ム チャ クチャ。 将来、 僕と この 腐れ 業界 誌が ことを 構える 事態に な 
つた 時、 ダニ 共は 「あれは 広告の 一種 だ」 と、 逃げを 打つつ もりな 
のでし ようか？ 

再び 僕らの 愛しい 沖 田 クンの トリック スタ ー 振りに、 話を 戻し ま 
す。 最近、 緑 沢み ゆきが 『ツイン アップル』 という 単行本を 日本 出 


版 社 (850 円) から 出しました。 ほとんどが 同社の 『ぺパ ー ミン g 
卜』 に 掲載され た 原稿です が、 少し 分量が 足りない ため'  作者の 了 
解を 取った 担当 編集者が、 沖 田 クンに 『ロリ ポップ』 (毎月 2 日 発 
売. 笠 倉 出版*  500円 ) に 描いた 何 本 かを 出して くれと、 連絡を 
取ろう としたら しい。 

ところが、 いつ 電話を しても 留守。 遂には 緑 沢 本人の 委任状を、 
ファクシミリで 仕事場の 笠 倉 出版に 送った のに、 ナシ のつ ぶて。 結 
局 発売に 間に合いそう もない ので、 作者が 偶然 コピ ー を 取っ ておい 
たものを 使用した というから、 開いた 口が ふさがりません。 むろん 
原稿の 著作権は 漫画家の もの。 出版社は、 一回の 掲戦 権の ために 稿 
料を 払う にす ぎません。 何 考え てんでし よう？ 

さらに 笑っ たのは、 この" 下請け 編集者の ツラ 汚し 野郎" は、 
『ロリ ポップ』 (毎月 9 日 発売 •笠 倉 出版 •  500 円) の 使用 原稿を、 
仕事場の 笠 倉 出版社の ビルから、 わざわざ 自宅に 毎月 持ち帰っ てる 
こと。 漫画家の 財産を、 これほど 大切に 扱っ てる 編集者は、 きっと 
沖 ™ クン だけで しよう。  (『漫画 スキ ャン ティ』 oy .  4) 

I エロ 漫画 界 裏通り ③ 

今 M 間で 急増 中な のが、 さほど 女性 経験 もね えく せに、 勝手に エ 
ィズノ ィロ ー ゼ になって 悩んで る 馬鹿野郎と、 女流 エロ 漫画家の 数。 
恥ずかしながら、 僕は エロ 漫画 界に 身を 沈めて Q 年になります が、 
かつて 女流 エロ 漫画家と いえば 2 人 だけ。 

まず、 さがみ ゆきお ばさん。 おばさんと 言っ ては 失礼で しようが、 
いつか 原稿が 遅れて、 「娘が ネ ー ムを 持って行 くので、 駅まで 迎え 
に…」 との 電話が あった。 さがさん は ひばり 書房 等で 活躍な された 
ベテラン。 娘さん も 小学 ^ くらいに はなる はずと、 改札口で ゥ ロゥ 
口して ると 背中を ポン 。ス ラリと した 美少女は もう 高校生。 おば さ 
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んで 充分。 

深 倉 街 子 女史は、 今 も芳文 社な どで 活躍 中です が、 やっぱり" お 
ばさん グルー プ' おばさん だから 女流 じ やない と言ぅ 気は ありませ 
ん が、 御 両人ら より グッと 世代、 センス 共に 若返っ た、 赤 星 ジュン 
が 引退 しちやっ たり、 沢 木 あかねが 余り 顔を HI せ なくなっ たのは、 
残念 至極。 

と 思つ てたら この 一 〜 2 年、 計り 売りした くなる ほど 大量に、 女 
流 漫画家が 業界を バッ コ し 始めました。 ロリコン 漫画 ブ ー ムが火 を 
つけたのは いなめません が、 その 前段 階で 一つの 動きが あったので 

まだ 赤 星 や 沢 木が、 現役で バリ バリ 活躍な さって た 頃、 『漫画 娯 
楽 館』 (今の 『漫画 スマック』) に 描き 始めて もらっ たのが、 山 口 花 
子女史。喑〜い、懐かしの〃女の怨念，が渦卷くエロ劇画を得意と 
して、 一部の 通に 人気の 花 子さん です が (なぜか ギャグ 派の 阿宮 美 
亜 や、 中 森 ばぎ なが 彼女の 熱烈な ファン)'  かなりの 変人。 

電話が あるのに 絶対に 出ない のは まだ 分かる として、 心底 寒い 2 
月 初旬の 雪の 降る 日に、 素足に サンダル ばき で 編集部に 原稿 持って 
来た 時に や ビック リ 。徹夜 明けで ノー メィクの せいか、 かなり 顔に 
凄味 も。 さらに 驚いた ことに、 原稿を 例の 黒い ゴミ 袋に 入れて 胸に 
抱えて いる。 「そ… それに 入れて らしたん です か？」 「原稿 濡れる と 
困ります か ら…」 

当時 編集部が あったのは お茶の水。 花 子さん は 中央線の 奥また 奥 
の 日 野。 雪の 円の 中央線の 車内で、 黒い ゴミ 袋を 抱えた サンダル ば 
きの 花 子さん が、 どの 程度の 注目を 浴びて いたの かは、 想像す る だ 
けで 震えが。 

「山 □さんの 漫画です けど、 いつつ も 女性が レイプされ てて、 誰か 
見て るのに 助けて もらえな いつて モ チー フ ばっかり。 あんだけ 執着 
してる 所を 見る と、 暗い 幼児 体験が あつたの かな？」 と'  自ら 陰気 


な 視線を 祌 棚に k げて 弁ずる のが、 今や 人気 絶頂の 阿宮 美 亜', 技術 
的には、 花 子さん に比べて 稚拙 極まりない 美亚 嬢、 ギャ グ感党 が 時 
流に 受け、 今や 女 成金への 道を 着実に 歩みつつ あります。 ついこの 
間までは、： _ の 降る 日の 野良犬の ように、 ゴミ 箱の 残飯を 漁って い 
たのです が。 僕に 骨つ きの 肉を もらった 恩 も 忘れ、 本誌 3 月 号に と 
ん でもない 漫画を 描いて ましたが、 いつか 天誅が 下る でしよう。 

〃漫画家は 虫 かすな 殺すな"。 これが 僕の かつての 編集 哲学でした。 
しかし、 女流 エロ 漫画家 急増の 今は、〃 女流 エロ 漫画家は 古 女房と 思 
え。 丁度 tf い 顔を 見せたら、 一生し やぶられる" に 衣替えして いま 
す。 その 契機に なった のが'  前 出の 阿宮 美 亜の 太々 しさ。 次号では、 
美 •亜 嬢の 赤裸々 な 姿を 暴く 予定。 ボ ッキして 待て〃： 

(『漫画 スキャン ティ』 W  . 5 

1 エロ 漫画 界 裏通り ④ 

本欄の ヵットを 描いて もらっ てる 中 森 ばぎ な 嬢は、 僕の 編集して 
いる 『ロリ タッチ』 (毎月 7 日 発売 •東京 三世 社.  500 円) の 連 
載 メンバ ー です が、 本誌 編集長の 松本睜 によれば、 「3 歳の バ ー ジ 
ン」 でも あるそう な。 「エロ 漫画 描く ような 女が…」 と、 読者は 信 
じられ ないか もしれ ません が、 こういう 例は 結構 ある。 同じ 『ロリ 
タッチ』 の 連載 陣で 、初の 単行本 rDATE  OF  THE  DE 
AD』 (東京 三世 社 ，700 円) を 出した ばかりの 樽 本 j セン セは' 
3 歳の〃 童貞 エロ 漫画家， として 全国的に 有名。 

2 人は 本誌 や 低 部数 エロ 劇画 誌、 『漫画 ギャル ト ピア』 でも 仕事 
をして います。 ある 日 2 人は 光彩 書房 (一水 社) で 遭遇、 一緒の 電 
車で 帰る はめに。 両名に 取材した 所、 次の ような 会話が 交わされた 
様子。 

樽 本 「あ… あの ばぎ なさん、 僕の 漫画 読んだ ことあります か？」 ばぎ 
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な 「全部は 読んで ない けど、 だいたいね」 樽 本 「うれしい な ァ…。 
そ… それで 質問が 一つ あんです けど、 いいです か？」 ばぎ な 「いい 
よ」 樽 本 「あ… あのです ね、 僕の 描い てる女 性の ォ マン コ って、 正 
確です？  間違っ てません か、 構造と かが。 僕って 本物 見た ことな 
いもんで すから、 不安で 不安で…。 遊び 慣れて る 読者 や 漫画家が、 
僕の こと 陰で 笑っ てるん じ やない かと 思う と'  ノ ィロ ー ゼ になり そ 

うなんで す」 ばぎ な 「 . 」 

男 顔負けの 気丈な ばぎ な 嬢が、 沈黙して しまった のには 訳が。 2 
人が 乗っ てた 山手 線は、 有 楽 町を 過ぎた ばかり。 時刻は 夕方の 6 時。 
帰宅 ラッシュで 超満員だった のです。 柄に もな く 赤面した ばぎ な 嬢 
が、 口を 開いた のは 東京 駅の ホ ー ム。 2 人と も 中央線 沿線 住まいの 
ため、 乗り換えで 満員の 山手 線から 降りた ばかり。 算数の 問題を 女 
教師に 問う、 小学生の ような 純な 0 をした 樽 本 セン セに、 ばぎ な 嬢 
は 高層ビル 街の 夜景を 眺めつつ、 こう 答えた そうです。 「ああい う 
シ ー ンて 、一 m 本と 違つ て カン ジンな 所は 修整され ち やうで しよ。 少 
しくら い 間遠っ てても、 気にする ことない よ」 

樽 本 セン セが どう 答えた かは 聞き漏らし ましたが、 両雄 相 まみえ 
る 歴史的 シ ー ンに 、立ち会えなかった のが 実に 残念。 

先日 筆者は、 その〃 処女 女流 漫画家" ばぎ な 嬢と、 新 宿で 飲む 機 
会が ありました (本当は、 「俺と 飲みに 行かね えと、 連載 打ち切り 
だ"：」 と 脅した のです が)。 安 飲み屋の カゥンタ ー に 腰を 降ろす と、 
早速 ジロ ジロと 観察 開始。 むろん、 額に" 処女， と ハンコが 押して 
ある わけで なし、 徒労に 終わる のかと 思っ てると、 グッド タィ ミン 
グな ことに、 隣席の カップルが 悪酔い、 へビ ー キッスを おっ 始めた。 

無視し ようとす る ばぎ な 嬢を (彼女の 隣席が カップルの 女の コ)、 
「見ろ 見ろ / 」 とけし かける 僕。 他人の 目に 興奮、 余計に ひっつく 
淫乱 カップル。 遂には ばぎ な 嬢の 視線 も、 ライフル銃 のように 2 人 
に 据えられました。 ヒク つく 鼻の 穴。 すぐ 下の 唇を 時々 チロ チロ® 


める 赤い 舌。 意味 もな く 組み替えられる 脚。 興奮が 頂点に 達したら 
しいのを 確認す ると、 ズバリ 尋ねました。 この 質問に 口ごもるなら、 
ニ セ 処女で あると 確信しつつ。 

「ばぎ な チャンて 処女？」 「うん / 」 「う - 」 想定し ない 反応に、 

口ごもっ たのは 僕の 方。 しかし 僕は 見ました。 彼女の 襟足に 密生し 
た、 銀色のう ぶ 毛を。 「ばぎ なは 処女で ある // 」 (今月は 阿宮 美 亜の 
生態を 暴く 予定で したが、 都合に より 来月に 延期し ました) 

(『漫画スキャンティ』阶.6) 

| エロ 漫画 界 裏通り ⑤ 

ようやく 阿宮 美 亜であります。 信 州 大学 中退の、〃 ィンテリ 女流 エ 
口 漫画家， を 自称して ますが、 何の ことは ない、 エロ 漫画を 描かな 
ければ、〃 上目使いの 陰気な タダの ブス" である ことは、 『ロ リ タッ 

チ』 (毎月 y 日 発売 •東京 三世 社.  500円 ) の 読者なら、 既に 御 
存知の 通り。 

彼女の デビ ユーに まつわる 裏話は、 2 冊 E の 単行本 『危険 フレン 
ド』 (舂番 館 書房 .480 円) の 僕の 解説を 参考に していた だくと 
して、 美亚 嬢には、 実は 記事 原稿 も 依頼して いるので す。 『漫 両エ 
キサ ィト 号』 (毎月 5 日 発売. 平和 出版 •  300 円 •ファミリー マ 
1 卜 系で 発売中) 読者欄の、 「阿宫 美 亜の 諏訪 日記」 です。 以前は 
「阿宮 美 亜の 松 本日 記」 だった のです が、 彼女の 引っ越しに 伴ない、 
題名 変更に。 

記事は わずか 数十 行の ため、 以前は 美亚 嬢が 電話で 送って 来る の 
を、 僕が 筆記して いました。 ところが 多忙の 身に なった 今では、 エ 
ラソ I に アシスタントの 西 川 潤が 読み上げる のです。 ヶッ // 

確かに 阿宮の 女は、 中学 時代 クラスに 必ず 一人 や 二人いた、 頭の 
切れる 陰気な ブスで しかありません。 彼女ら の 特徴は、 思いやりが 
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ある こと 僕な ど ，人間は 外 gl だ" という 確固たる 哲 ^: が ありまし 
たから、 この 手の ブス 連中は 常にない がしろ にし、 低能で 美人の コ 
に ばかり コビを 売つ てました。 

しかし 低能な 美女は、 低能な 不良と すぐく っつく 傾向が あり、 よ 
くホゾ を嚙ん だもの。 こんな 時に® しく 近寄り' 「塩 山 クン、 最近 
あんまり 図書館から、 本 借りて ねんじ ゃねん。 やっぱり 本て いんな 
あ。 この 前、 川端 康 成の 『眠れる 美女』 っつん 読んだ けど、 テン ゴ 
— なくれ 面白ん な ぁ」 となぐ さめて くれる のが、 頭の 切れる 陰気な 
ブス、 通称" ィンテリ ブス" です。 

話が 脱線し ましたが、 いくら ィンテリ ブスとは いえ、 普通 電話は 
相手の ツ ラが 見えません から、 美 亜 嬢と 話して る 時 も、 「相手は 美 
女なん だ」 と 自分に 览示を かけ、 吐き気を 押さえて ました。 しかし 
西 川 潤は レ ッキと した 男。 しかも、 漫画家と しては 美 亜 嬢より 半年 
早く デビ ユー しながら、 偶然 当時 彼の アシスタントを していた、 美 
亚嬢の 原稿を 担当 編集者に 見せた ため'  即連 載を 奪われ、 その 日 か 

ら咋 日までの アシスタントの アシスタントを 務める ハメ になつ た、 

薄幸な 男 (担当 編集者と いうのは 僕です)。 

不幸な 過去の ため か 陰気 極まりない 男で、 電話で 読み上げる 文を 
筆記す るの も ウン ザリ 。ろくに 飯 も 喰つ てない らしく、 「ハー ハ I」 
と 息切れが 激しくて 気色 悪い ったらない。 ある 日、 彼の 生活 実態を 
聞いて 納得し ました。 

彼は 美 亜 嬢の 仕事場に 同居、 セン セは 近くの 実家から 通っ てる そ 
うです が、 何と 給料は ゼロ。 むろん 食料は 週 二回 セン セから 小遣い 
を もらい、 近所の マー ケットで 買い出しを してます が、 他に 現金 支 
給は 一切な し。 逆に、 「ここの 家賃、 今度 半分 出して よ」 と 脅され 
たと か (現金収入 ゼロの 彼に、 払える はずがない)。 

それば かり か、 月に 2 〜 3 度、 美 亜 セン セの 夜の 相手まで させら 
れ るの だと か。 本人は、 「人権 ジュ^  — リンです I と 言つ てます が、 


まんざらでもない 様子。 しかし 驚いた もの。 男性 漫画家が 女性 アシ 
ス タントに 手を 出し、 嫁さん や 愛人に する のはよ く ある こと。 しか 
し、 男に 手を 出して タダ 働きさせる 女流 エロ 漫画家は、 多分 彼女が 
初めて。 

西 川 セン セに も 心配が 一つ。 「近頃 売れっ コ でしょ。 よく 上京し 
てるけ ど、 浮気し てんじ ゃない かと 不安で…」 家庭を 守る 主 夫の 立 
場 も、 なかなか 楽では なさそぅ。  (『漫画スキャンテイ』阶.7) 

| エロ 漫画 界裏 通り ⑥ 

『ロリ タッチ』 (毎月 7 日 発売. 東京 三 I 社*  500 円) を も 上回 
る〃 亜流 感覚" で、 本家の 『ホット ミルク』 (毎月 3 日 発売. 白夜 
書房 .480 円) を あきれさせ ている、 超低価格 ロリコン 漫画 誌 
『キャン デイ コミック』 (隔月 Q 日 発売 .：ZI 本 出版社.  350 円) で 
すが、 編集長の 吉田嬢 (別名 力 I マスー トラ 吉 田) は、 g 遠山 企画 
入 社歴 8 年を 誇る だけに、 とんでもない 女です。 

その 1。 3 年 ほど 前、 彼女が 何の 連絡 もな く 出社して 来ない 日が。 
自宅に 電話しても 誰も 出ません。 けど 暇な時 期でした し、 「インド 
旅行で 3 キロ 太った 玉 だ ぜ 。死に ゃ あしね えよ、 殺されても」 とい 
ぅ 皆の、 いや、 僕の 意見で 放っ とくこと に。 

2 日 回の 朝、 出社す ると 小 汚ない ソファに、 小 汚ない 女が 引っ 繰り 
返え って 高 イビ キ 。汗と ホコリに まみれた 色黒で 不細工な ツ ラは、 
確かに 吉田 嬢です が、 かつて 見た ことのない 疲労感が、 だらしなく 
開かれ、 ョ ダレを 垂れ流し てる n 元から 漂っ てます。 どどめ 色の 歯 
グキや 出張った 黄色い 歯にまで、 疲労 コンパイの 跡は ありあり で、 
口から 亀の子 ダ ワシを 噴いて るの かと 錯覚した ほど。 

後に 判明した ことです が、 吉田 嬢は 一昨日の 夜、 池 袋で 劇画 家の 
いかづち 悠 セン セと 打ち合わせ 後に 酒を 飲み、 つい 朝まで 软み脔 っ 
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たという のです。 ここまでは 彼女に とって 日常茶飯事。 ところが 2 
人と も 朝に なっても、 「まだ 飲み 足りない ネ」 と、 早朝から やって 
る 飲み屋、 中華 屋 、そば 犀を はしご。 ふと 気づけば もう 夕方。 「つ 
いで だから…」 と 再び 本格的に 飲み 始め'  遂に 2 日 固 の 朝を 迎えた 
が、 家に 帰る の もメン ドな ので、 池 袋からより 近い 事務所で、 ョダ 
レを 垂れ流して たの だと か…。 

その 2。 一昨年の 夏、 新 宿で 阿宮 美亚 と吉田 嬢、 そして 僕の 3 人 
で 酒を くらった 時の こと。 4 〜 5 軒 ハシゴ した 後で 吉 l:l 嬢が、 タク 
シーで 中 野まで 帰る ことに。 しかし なかなか 車が 停まりません。 不 
機嫌に なり だした 吉田 嬢。 「ったく ブスの 酔っ ばらい くれえ、 手に 
負えん もんは ない ぜ」 と 僕 ◦「ホン ト にそうで すね」 と、 自ら 陰気 
な ブス 振りを 棚に 上げて、 相槌を打つ 骨太 阿宫 。その 時でした。 向 
こうから 来た アベックを、 吉田嬢 がから かい 始めた のです。 

「てめ えら こんな 狭い 道、 イチ ャイ チャしながら 歩 くんじ やねえ よ」 
見れば 女の コは 色白で ス レン ダー。 どっか 知的で、 吉 田 嬢が 一番 毛 
嫌いす る タイプ-」 しかし、 相 77 の 男を 見て 自分の a 色が ^ わるの が 
分かりました。 パンチ パ ー マ、 上下 クリ ー ム 色の ス—ツ 、白い メッ 
シユの 靴…。 阿宮を 見る と、 これ また 青い 顔を して 僕を 見ます" 

その 瞬間でした。 「バ チッ" ：」 という 音と 共に、 吉田嬢 が 路上に 
引っ 繰り返り ました。 余りに しつこい 彼女の ヵラミに (素人で も 怒 
ったで しょう)、 ヤ っち やん も ヵン ニン 袋の 緒を 切っ たの だ。 既に 
人垣が 出来て ます。 「やり やが ったな // 」 懲り もせずに 立ち上がり、 
殴り かかろう とする 吉田嬢 。その 時です。 阿宮が 突風の ように 背後 
に 回り、 骨太な 両腕で 羽交い 締めを かけ、 事 無き を 得た のです (阿 
宫の 単行本 『感じる としごろ』 に、 本 事件を 素材に した 作品が 収録 
されて います)。 

その 時 僕は 何して たかって？  人垣のは るか 後ろの 電柱の 陰で、 
どうやつ て 自分 だけ 逃げようかと、 震えて ました。 ブスが 2 人 ばか 


り 殺されよ うが、 日本の 将来には 無縁と 念じつつ。 その 骨太 阿宮 美 72 
亜の 増刊号、 『恋 色 マドンナ』 ( B 5 判’ 170 F _  300 円) も 只 
今 発売中で すし、 ヵ ー マス ー ト ラ吉田 も、 三十路を 超えて ますます 
元気 モリ モリ。 皆さん も 2 人の パヮ！ を 見習って、 夏 パテなん かし 
ないで 下さいね。  (『漫画 スキ ャン ティ』 ey *  8) 

1 エロ 漫画 界 裏通り ⑦ 

皆さん 今 口は/  自らの 性的 コンプレックスを パネに、 弱者との 
みの ケン ヵで 日々 うさを 晴らしつつ、 それなりに 人生を 楽しんで る 
塩 山です。 『ロリ タッチ』 u 母 月 y 日 発売.  500 円) の 9 月 号、 そ 
う 今月は" 創刊 阪神 号" っつんだ けど'  もう 読んでくれ た P チェ 
ッ /  また 宣伝し ちまった ぜ 。やだね、 下請け 編集者の サガ って。 
こんな ことした つて、 安い 下請け 料に、 ビター 文 笆 がつ くわけ じ や 
ねえのに よ。 あ 〜 、や だ や だ / 

グ チは ともかく 、『ロリ タッチ』 8 月 号の バック ナンパ ー 販売べ 
1 ジ に、" 某 女流 漫画家" との キャプション つきで、 ある 女流 漫画家 
の 写真を 載せたん だよ ね。 そしたら いっぱい 来たね。 〇 X だろうと 
の 予想の 手紙が。 その 前に お断わりして おくと (余り 業界 通で ない 
読者の ために)、" 信用 ある エロ 漫画 誌づ くり" で 業界に 確固たる 地 
位を 築いて いる、 吹けば 飛ぶ よな 下請け 編集 プロダクション、 @ 遠 
山 企画と、 肉：^ 関係を 結んで る 女流 漫画家 さんは 以下の通り。 

中 森 ばぎ な、 中 総 もも、 若 堂 まりあ (以上 『ロリ タッチ』 関係)' 
阿宮 美 亜、 山 口 花 子、 森 橋 結実、 萩原 リエ (以上 エロ 劇画 誌 関係)。 
全部で 出入りし てる エロ 漫画家 さんは A 人 くらいだ から、 だいたい 
一割が 女流。 けど、" ブ男と ブスが 描いて ブ男が 編集、 ブ男と ブスが 
読む， と言われる エロ 漫画 業界 だけに、 例外な く 女流は 破壊され た 
女 揃い。 
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予想で 一番 多かった のは、 本欄 ヵット 担^ 一の 中 森 ばぎ な セン セ。 
条件反射で、 つまり パブロフの 犬に なって、 「ひざ 小僧 も 小 汚ない 
ばぎ な だ // 」 つて ことにな ったら しい。 次が、 編集の 中年 男を'  本 
当に 泣かせる ので 有名な 阿宮 美 亜。 闫 つきが 喑く '見上げる ように 
写っ てた ため、 「暗い ロー アングルな 視線と いえば…」 てこと で、 

『危険 フレンド』 (舂番 館 書房 .480 円) の 僕の 解説 読んで る 読者 
あたりが 投稿して 来たらし い。 

〔お詫び* 前号の 阿宮 jl 亜 羽交い じめ 事件を 素材に した 漫画は、 『感 
じる としごろ』 (辰； U 出版.  500 円) にでは なく、 『危険 フレンド』 
の 方に 収録され てます。 すみません。 傑作 『気分は 少女 色』 (一水 
社‘  500 円) も お忘れな く〕 

でも 結論から 言う と、 全員 ハズ レ。 実は 今度 初の 単行本、 『聖 L 
I Y 学園』 (東京 三 K 社.  7  0  0円 ) が苑 売に なった ばかりの、 
若 堂 まりあ 女史なん だよ ね。 

この コも いいかげんな デビ ユー して'  ドサ クサで 単行本まで 出ち 
まった、 ハ ッピー ブスなん だ。 何せ 前歴が、 g 遠山 企画の アル バイ 
卜。 しかも'  半年 以上 勤まる 奴は 狂人 だと 噂され る、 かの 塩 山の 助 
手を、 一年 半 もして たんだ ぜ 。咋年 夏の 『ロリ タッチ』 発刊の 折り" 
ネー厶 用の 合成 ノリの ヵンに してた 落書きを、 塩 山、 つまり 僕が 発 
見、 「メンバ— 足ん ねから、 一発 描いて みろ/」 てんで デビ ユーし 
たつ つんだから、 あきれち やい ます。 

ブスに 事欠かぬ g 遠山 企画な ので、 今後は 束に して 売り だそうと 
の 計画 も あんだよ ね。 ほら、 全盛時代の 日活 が、 石 原裕次 郎 、小 林 
旭、 赤 木 圭 一郎、 和 田浩 治の 4 人を、" 日活 ダイヤモンド ライン" と 
して 売り出して たでし よ。 あれに 倣い、 名 づけて" g 遠山 企画の ゴ 
—ル デン ブス ダイヤモンド ライン"。 精選され た メンバ ーだ けど、 
まず 裕次郎 代わりに 阿宫美 亜、 旭 代わりに 中 森 ばき な、 トニ ー 代わ 
りに 山 口 花 子、 和田浩 治には 若 堂 まりあで どう P (選ばれな かつた 


連中の シットが 怖い な)  (『漫画スキャンティ』 0,7 .9) 

| エロ 漫画 界 裏通り ⑧ 

や あ、 今月 も お会いし ましたね。 街を 行く ノース リーブ 姿の 女性 
の、 汗ばんだ 腋の 下に 眩感 され、 その 日 見た 一番の くぼみを 思い出 
しては 家で オナ ニー こいて る、" 資本家の アィドル" 塩 山です。 『口 

リタッチ』 (毎月 7 日 発売*  500 j ) Q 月 号、 もう 読んでくれ 
た？ 今 月は"創刊，！！夜号"っつって、タタキが、"文化的亚流誌" 
なんだ けど、" 白夜 号" だからっ て ラリっ て、 『パンプキン』 なんて 

買わんで ね。 せめて 『ホット ミルク』 (苺 月 3 日 発売‘  480 円) 

にしと いてよ。 

今月は 投稿 ハガキ について。 『ロリ タッチ』 には 「ヤ ケク ソジョ 
ッキ ー」 って コ— ナーが あって、 毎月 loo 通 以上 投稿が 来る けど、 
編集が 編集 だけに、 相当い かれた 常連が 多い。 本欄 も 毎回 欠かさず 
読んで るら しい、 市役所 職員で〃 エロ 本 評論家， の 小 倉智充 をは じ 
め、 以 T のよう な 連中が 常連みたい。 水 原 一城、 立 川 真、 卯月 恵、 
渋 井元 偉、 佐々 木 政 美'  二之宮 文典、 浜 谷 正 人、 片桐忍 、須 崎政晴 、 
浅 松 一、 菊 正宗 精子 郎、 DDT。 女性軍では、 TOMO ちん'  ひの 
せ* りゅう、 笙明 凛、 あきほ、 浜 崎昭子 (以上 敬称 略)。 

以前 本欄で、〃 女流 漫画家は 古 女房で ある。 おだてれば 付け上がり、 
けなせば ふて腐れる" と、 阿 宫美亚 を 例に 書いた けど'  常連 投稿者 
も 全く 同じ。 割と オモ ロィと 思って、 続けて 2 回く らい 採用す るで 
しょ。 すると' 「俺って やっ ぱ 編集の 心理、 ズ バリ 読み切って るよ 
才」 てな 気になる らしく、 ワン パ ターン なの 書いて くんだ よ。 その 
手は 絶対に ボツ 。でも、 昔の 夢が 忘れられない らしく、 しつこく 投 
稿して 来る。 立 川 真、 卯月 恵、 渋 井元 偉、 佐々 木 政 美ら で'  編集部 
では〃 ひや 飯 組" と 呼んで ます。 
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次に 多い のが、 全部の ロリコン 漫画 誌への 常連 投稿者。 趣味は 個 
人の 自由とは いえ、 もちっ と マシな 趣味が 持てん のかい のう (小 倉、 

おめ えが 一番 重症 だよ 才 / )。 小 倉の 他、 浜 谷 正 人'  佐々 木 政 美、 
菊 正宗 精子郎 、あきほ、 浜崎昭 子ら が 有名 (もっと 軽薄な の もい る 
が、 その 手は ハナっ から 相手に せず)。 筆者は 他 誌の 読者欄、 コジ 
ユート 根性 出して マメに 読ん どるが、 色々 と 発見が 多い。 例えば か 
つての 水 原 一城。 『ロリ タッチ』 と 『ロリ ポップ』 (毎月 2 日 発売* 
500 円) の 両方に 投稿して たという、 無節操 派。 それを ネタ にい 

たぶって やったら、 近頃では 身心と もに 成長した。 『ロリ タッチ』 
以外で も' 『レモン ピ^ ~ プル i 、 | プチ パンドラ』 『ホット ミルク』 

程度なら、 まあ 許せます。 が、 浜 谷 正 人。 かつて、〃 弱く とも 野球は 
阪神。 ロリ タッチで も 商業 誌" なる 名コピ ー を 送って 来たので、 採 
用。 プレゼント も 当選 させた 直後、 『ロ リッコ クラブ』 で 名前 発見。 

即 、〃ひゃ 飯 組， へ。 

その 点 あきほ 女史は ム チャ クチャな テリ トリ ー で、 『ペンギン ク 
ラブ』 なる 糞 雑誌では、 漫画 も 描いて ましたな。 本来 ボツ組 だけど、 
2 度 ほど 採用 後、 3 度 以上 ボツ にしても まだ 投稿して くんの ね。 
「さすが プロ…」 てんで、 『ペンギン クラブ』 派な のに 未だ 常連 組。 
さらに To MO ちん。 この コ には'  プレゼントを 3 回 連続 当選 させ 
た。 理由は、 たった 一枚の ハ ガキに 常に 全身全霊を 傾け てるような 
凄みが ある こと。 笙明 凛。 絶対 毎月よ こさず、 隔月と いう 常連 者に 
見られぬ、 禁欲 性を 評価。 男では 片桐忍 。若い のに シャ レが 分かっ 
てる。 

てんで、 常連 組 エリ I トコ ー ス は、 TOMO ちん、 笙明 凛、 片桐 
忍の 3 人と、 現時点では 認定して ます。 他 誌に も 投稿して てる 方々 
かもしれ ません が、 この 人達なら 『ココ ナツ パィ』 に 投稿し てても、 
軽く 許せる〃 芸 "があります。  (『漫画 スキ ャン ティ』 阶 .忉) 


| エロ 漫画 界裏 通り ⑨ 

長女 以上の 不細工と はいえ'  何とか 無事に 次女 も 生まれ、 一安心 
してる" ブス 女流 漫画家 殺し" の 塩 山です。 それは いんだけ ど、 2 
〜 3 日 前、 マキノ雅弘 監督の 映画を 観に 行った、 「大井 武蔵野 館」 
の 明る〜 い トイレで 小便して たら、 余りに 我が 粗 チンが キ レイな ヒ 
ンク 色して るんで ビック リ 。長期 間 SEX していな いと、 いわゆる 
淫水 焼けの 色が あせる つてのは 本当 だね。 

愚 裘の妊 娠が 分かっ たのが 正月。 それ以来、 丸 9 力鬥問 一度 も 致 
してない もんね。 浮気の チ ャンス もなかつ たし。 みじめな 僕、 シク 
シク。 風俗 関係は 性格 的に 嫌いだし、 毎 ロー  応 "編集 芸の こやし" 
にと" オナニ ー には 励んで るけ ど、 これ じ ゃ 色までは ね。 今度 団地 
の 屋上で、 チンボ だけ 出して 日光浴し ようかな。 現在の 我が 粗 チン 
は、 愚妻 や 中 森 ばぎ なさん のナ ニよりは、 少なくとも 焚し い ピンク 
色して います (アイドル 漫画家の 中 森さん。 夏に くらむ ぼんの ヤロ 
1 と 新 宿の 「三 平 酒 寮」 で 飲んだ 時、 「俺を 落と すん なら 今 だ ぜ」 
と、 股間を トム. ジョ ーンズ のように 振り回し たこと、 深く 反省し 
てます)。 

常に 本題より 面白い と言われつつ、 長くなる のが 弱点の 前置き も 
終わり、 ようやく 今月の 本題。 題して、" あの エロ 漫画家は 今？，。 
『アサ ヒ 芸能』 あたりが よくやる、 レトロ 物 企画の 一 極。 僕 もこの 
業界に 入り Q 年ち よいなん です が、 色んな 漫画家 さんの 浮き沈みを、 
目の あたりに して 来ました。 

担当した 順に、 まずは 岩 越 国 雄 セン セ。 セン セは 「ビッグ コミッ 
ク 新人賞」 に 輝きながら、 この 業界に 漂着。 小 n:] 急 線の、 小 田 原が 
間近の 渋 沢 住まい。 でも A 年 前の 全盛期は、 編集が 日参した。 お 嬢 
様つ ずい キャ ラ クター と、 ちよつ と" ひばり 書房" つぼい タッチが 
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魅力で したが、 ワン バター ンが 飽きられ、 今は ハタ ノエミなる 名；！ 刖 
で 細々 と 描いて いるの み。 「稿料は いくらでも いい j と 売り込みを 
してる そうです が、 いい 方だった だけに 心が 痛みます。 

岩 越 セン セ 同様、 当時 『漫画 ダン ディ』 (今の 『漫画 バンプ』) で 
描いて もらっ てた のが、 佐 藤史朗 セン セ。 ジョー ハツ、 原稿 落とし 
の 名人。 後に 『映画 ファン』 でも 描いて たが、 結局は それが 原因で 
消える。 性格 もどう にもな らん ヤロー でした。 虚言 癖が ある 上に マ 
ザ コン。 しかも 女房まで グルにな って ゥソ をつ くと いう、 煮ても 焼 
いても メンチに しても 喰えぬ 一家。 結局は 離婚。 佐 藤 セン セ、 以前 
なさっ てた 理容師に 戻っ たと か。 

次は、 『漫画 モン ロ I』 という 雑誌に 描いて もらって た、 范 .て 
つじ セン セ。 この 人は 後に、 はし もとて つじと 改名、 『GOROJ! 
や 『ビッグ コミック』 で 活躍し ました。 エロ 劇画 家 時代は、 スクリ 
1 ントー ンのメ カタが ヒシヒ シ 感じられる、 超 リアル 派。 宫谷  '彦 
を 俗化した ような 画風で、 一部に 大人気でした。 その後 メジャ ー 化 
したので 喜んで ましたが、 またたく 間に 転落。 今は 消息 不明と か。 
絵に 描いた ような、 浮き沈み 漫画家 人生を 歩んだ 方です。 

3 〜 4 年 前まで、 『漫画 娯楽 館』 (今の 『漫画 スマック』) に 描い 
て もらっ てた のが、 段 •玲 I 儿 セン セ。 SM 物を 得意と した ナイ ー ブ 

な 美 青年で、 年齢 不詳。 

「銀座の、 -: 島 由紀 夫の" 禁 色" に 出て くる ゲイ バ ー に 勤めて たこ 
とも あんです よ。 当時は ベトナム戦争 末期で、 アメリカ 兵の お 客 さ 
ん 多かった なア 。よく 持てた けど、 体までは 売りませんで したよ。 
アッ ハッ ハ…」 語り口 も 絶妙。 締め切り も 良く 守る 人格者で したが' 
仕事 上の スランプ のた めか 現在 ジョー ハツ 中。" あの 阿宮 美 亜、 今は 
飯場の飯たき女に， "中森ばぎな、 ばぎなを駆使して浅^^ソープのナ 
ンパー ワンに" てな 記事が 出る の も、 そう 遠い 日の ことでは ないで 
しよう。  (『漫画スキャンティ』阶. ) 


| エロ 漫画 界 裏通り ⑩ 

レ デ イス & ジェントルマン、 毎度 今月 も おおきにで オ コン バン ハ。 
〃日本人の 皮を かぶった ソ連 人， の 塩 山 ざん す。 それだけ じ やない 
ザ マス。 祖父は 朝鮮人と 韓国人の 混合 ダブ ルス。 おまけに 祖 々母は 
フイ リピン 人なん す ヨウ。 この フィ リピン 人の 祖 々母は、 若い 頃ア 
イヌの 恋人を 持っ てたら しんべ ッ チョ。 OK、 " 友情で 商売す る 亜流 
誌" 『ロリ タッチ』 (毎月 y 日 発売 .500 円) の 体質は、 こういっ 
た 非国民 的 血統に あるら しいの モモ リン チョ。 チョンべ チョンベで、 
ようやく 本論に イン ザー トする へッぺ 。おっと、 ツバ 塗る の 忘れて 
チョ ビ レの、 ツビ ツビで ボボ ボボ。 とはいえ やっぱり、 マラ マラと 

イタ リヤ コンマ。 

馬鹿 やって るう ちに、 『ロリ タッチ』 も 2 月 号で 0 号 目。" 創刊 社 
長 号， っつんだ けど、 もう 読んで くれた？  い〜 のい〜 の、 まだの 
人は 別に。 君達 ビン ボ 人が、 何人 かこの 記事 読んで 本 買って くれよ 
うが、 下請け 料が 増える わき やない し。 テ メーの サイフに 銭が 舞い 
込む 以外の 努力は、 一切せ ぬのが 私の 哲学 (今月は 『漫画 ホット パ 
ンツ』 なる 増刊号 も デ ッチ 上げた。 B5 判の 300 1 。 これ も 発売 
中 ザ マス。 『キャン ディ コミック』 に 続く 『ホット ミルク』 の 亜流 
誌 第 2 弾と して'  大いに 業界の ヒ ンシユ クを 買う ことで ゲ ショ。 多 
田 在 良 〔多 田 正 良 改め〕 セン セに 次いで、 斎 藤 〇 子 女史に もこれ で 
絶交 されん のかと 思う と、 嬉しくて ペニスが コチ コチの アラ リンチ 

ヨ)。 

この 手の ロリコン 系 エロ 漫画を 主力 商品と してる のが、 いわゆる 

漫画 専門店。 神 田の 「書 泉 ブック マート J とか、 池 袋の 「芳林 堂」 
のように、 ある フロアー を 漫画 専門に している 所と、 「高 岡 書店」 
(神 田) や 「まんがの 森」 {新 宿)、 「まんが 書店」 (渋 谷) のように 
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丸っきり 漫両 ばっ かって 所と が ある。 その 中間に、 「文苑 堂」 (神 田) 
なんての もあります な。 

実を言えば 今冋 '"漫画 専門店 ランキング" を、 ブヮ ーッと 発表し 
ようと 思った のです が、 考えて みり や 光彩 書房 も、 いえいえ この 私 
も、 日頃 お世話にな ってる 身の上。 恨まれで もしよう なら、 即 会社 
を 首で 困りん チョ。 で'  考えた のが、 政府 広報 番組 スタイル。 出席 

なされた 大臣に、 ただただ ゴ マを する、 アレです よ アレ ハレ ハ。 
「まんがの 森」- 従業員 教育は ピヵ イチ。 立ち読みの 注意の 仕方 も 

心得て いる。 かつて 「セルフの 店」 なる、 大人の オモ チャ 屋だ った 
場所から も 分かる ように、 ここは 白夜 書房の 直営 店。 なのに 実に 客 
観 的な 月間 コミック 売り上げ ランキングを 発表、 全国の 書店の 漫画 
担当者を 喜ばせて る。 

「まんが 書店」— 従業員 だけでなく、 客の 教育まで して くれる あり 
がたい お 店。 「立ち読み すると お金を とる」 とか、 「片手で パラパラ 
めくるな」 との、 祌 経の 行き届いた 貼り紙が うれしい。 筆者の よう 
な 礼儀を 知らぬ 隠れ ソ速 人は、 U に 一 度は 行きたい 店 だ。 

「高 岡 書店」 i シェイプアップしたい 人は、 日に 3 度 出かけよう。 
「立ち読みは しないで 下さい。 本は 選ぶ だけにして 下さい」 との、 
従業員の 天の 声に 従ってる と、 「台車が 通り ま〜 す」 と、 本を 山積 
みの 台車が 店内を ビ ユン ビ ユン。 よける だけで 運動になります。 
図々 しい 立ち読み 蒋が 多く、 従業 S の 方 も 汗 だく。 「御苦労様 / 」 
と、 声をかけ たくなる のが 人情です。 

続いて、 「書 泉 ブック マー ト」 、「文苑 堂」、 「芳林 堂」 と 続けよう 
と 思っ たのです が、 もう 行数が 足りません。 今度の 機会に 譲る とし 
て、 最後に 一言。 一部 赤色 メディアでは、 「漫画 専門店は 感じが 惡 
い」 との 声が 聞かれ ますが、 言語道断。 惡 いのは、 全部 客の 側に 原 
因が あるので す。 この辺の 事情を、 高 松 在住の" 工員 エロ 漫画家の 
星" くらむ、' H ん 氏が、 『ロリ タッチ』 1 月 号で 漫画 化する とのこと。 


こいつ あ 楽しみで マラが コチ コチの ネ チョ リンコ。 

(『漫画 スキャン ティ j  W  . 2 ) 

| エロ 漫画 界 裏通り ⑪ 

あ〜 あ、 も才銭 なん ぞいら ねえから、 インポ も 治す K 八 名人の 才 
ナゴ と、 熱 海 さで も 行つ て、 ゆ〜 つくら お湯つ こさつ かつてて えな 
あと 思っ てる、 オラが" 業界の 村八分 者， の 塩 山 だ あ。 何で オラが 
村八分 さなつ ただと？ そげな こと 言わね えで も 分かる ベな。" 尻の 
穴 さ 小さえ〃 こと さ 国の 誇りに してんの が、 ニ ツボン 人 さゆうべ さ。 
じ ゃけんの 一、 オラみ たく いんた あなしよ なるな 心さ 持つ た 国際人 
はな、 いつ ぺえ惡 さされ るんだ が や。 

じ ゃけん どものう、 やつ ぱ各出 版 社の 社長さん は、 えれ一 のう。 
〃頭の 色 さ 何 色で も、 ネズミ さいっ ベえ 獲る 描が えれ 一 猫 だ" つち 
ゅうこと わざが 中国に あるら しい けん ども、" どんな 村八分 者で も、 
米 さいっ ベえ 出荷す る 百姓が えれ一  •向 姓 だ， と 思っ てるんだ ん ベな 
あ：. 南 遠山 企画なん つう、 オラが 土地 さ ^ りて る 小せ え 地主さん と 
こに、 いつべ え 仕事 さくれ るんだ。 

『漫画 バンプ』、 『漫画 エキサイト 号』、 『漫画 スマック』、 『ロリ タッ 
チ』 (今月は〃 創刊 百姓 号" っつんだ よ〜 ん) の 定期 物 4 誌の 他に、 
今月 あ 単行本 さ 二 11 も デ ッチ 上げたん さあ。 1 11 因は 本誌 読者に も 
おなじみ だべよ。 もりを 舞 セン セの 『幸せの 青い鳥 J  (辰 巳 出版. 
700 円)。 もう 一册 は、 恐怖の ゥン コロリ コン 誌 『漫画 ビタミン』 
の 表紙 も 描いて る'  おおぬ ま. ひろし セン セの 『ボディ ハンタ ー』 

(辰 巳 出版 •  700 円) だ あ。 闩 に 6 点 も 本 さ ひり 出す と、 尻の 穴 

が ボロボ ロになん な あ。 やっ ぱ 銭より、 人間は 体が デー ジだ あ。 理 
屈は 分かっ てんだ ども、" H 本人の 皮を かぶつた ソ連 人， や〃 業界の 
村八分 者， にゃ、 銭 だけが 頼り だしのう。 結局は 仕方 あんめと、 今 
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日 も 尻の 穴 さで 夜なべ 仕事し てんだ あ。 

けん どよ、 この 前 テレビ朝日で、 新人 少女 漫画家の 海 n っつん さ 
見たん だ ども、 やっぱり 火 地主っつ うか、 U 手の 出版社は やる こと 
が 違わい な あ。 一本の 漫画 さ 描かせん のに、 ネ ー ム— 絵コンテ 1 ぺ 
ン 入れっつ う 三 段階が あんのは オラ 達と 同じ だ ども、 ネーム ん時だ 
けで、 何遍も やりなおし さあっ て、 そのたん びに オナゴ が 出版社 さ 
出かけ るん さ。 オ カジ ョーキ の銭だ けで も 大変 ずら。 

そこいら、 オラ 達の 業界は 簡単 だっ ぺ さ。 ネ ー ム段階 さあ、 そ も 
そ も 何にもし ねえ。 電話で 簡単に 話の 筋 さ 聞く だけ だ 。で、的％が 
「それでい いべよ」。 次の 絵コンテん 時に や、 ネ ー 厶とか 筋なん か、 
pi てる 振りして る だけ だ.'  エロ シ^  — ンが 报低 半分く れ えは あるかを、 
チェック さする だけ r. これでし まいだ ベ。 簡単 ずらよ。 大地 主の 下 
で 苦労して る 漫画家さん も、 皆 オラ 達の 業界 さ 来り や あいん のにな 
あ。 そんだ け じ やねえ。 今まで ゆっ たんは、 『ロリ タッチ』 なんか 
の ロリコン 渴画に ついて なんだ。 昔から ある エロ 劇画は、 もっ とも 
っと 簡単 じゃあ。 「塩 山 だ ども。 次の 『エキサイト 号』、 活版 Q ぺ 一 
ジで 頼む ずら」 「はいはい」 「 ネーム は 1 月 Q 日 着。 速達 か ファクス 
が 助からい な あ」 「はいはい」 「最近 また 都 条例が 結構 来て る けん、 
s  M 残酷 以外の 内容なら 何でもい いずら よ。 この 前 女子大生 物 だっ 
たし、 こんだ あ 女子高生 物で いくか や？」 「はいはい。 今月は 何 か 
いい アイデアないです か？」 「んだ な あ。 恒例の インポ 物で 行っ 
か？」 「また 自伝です か？」 「放っとけ。 インポの くせに、 舐め ヮザ 
がすん げ えうまく ってよ'  持て まくって る 高校生の 話さ どう だ。 チ 
ンポ 入れられ るより 気色い いっつんで、 女子高 h に 大人気。 態度 も 
でけ えの ◦題名が" 誇り 高き インポ"。 締切りが 1 月以日 」 「はいは 

い」 

相手は 小 森 達 セン セ。 セン セ さ アイデア さ 欲しがる から 打ち合わ 
せ さ 長くな つた ども、 普通は、 「XHX 日までに、 人妻 物 Q ぺ ー ジ」 


で 終わり だ。 合理的な 世界 だべょ。 エロ 漫画 誌の 編集は、 302 やっ 
たら 辞めらん ねえつ うだ ども、 ホン トだ いな あと 心底 思う、 オラの 
今 □：! この頃 だ (小 森 達 セン セの 「誇り 高き インポ」 は、 2 月 5 日 発 
売の 『漫画 エキサイト 号』 1 月 号に 掲載され るが や。 てん ご一 な 打 
ち 合わせの 結果が どうな ってん のか 知りて え 奴は、 立ち読み さして 
みん の もい いべな)。  (『漫画 スキ ャン ティ』 Q Q . 1 

11 ー  エロ 漫画 界 裏通り ⑫ 

I 力 月の 御無沙汰 どした な あ。 オラが 噂の シオ ヤマだ や。 今月は 
"創刊 短足！ 11 T% っつんだ ども、 『ロリ タッチ』 の 2 月 号 読んでくれ 
たかや P なぬ？ そんな 雑誌の 名前は 初めて. n_ にす るって か。 じ 
ゃ あ オラの 名 も 知る わけね えな。 だ ども、 今度 本屋で 見かけたら' 
一度 立ち読みして くんろ (パチンコ 代ケ チっ てまで 買う こたね え。 
おめ え さんら が 買っ て くれても、 下請け 編集して る オラの 勤める 社 
に、 ビター 文 余分に 銭つ コが へえる わけ じ ゃねえ しな)。 

『ロ リタッチ』 (毎月 Y 日 発売 •  500 円) は、 一応 ロ リコ ン漫画 
誌つつ うこと になつ とる だ ども、 内容は、 エロ 劇両的 要素 も ミック 
ス すた'" 単なる エロ 漫画 誌， だ。 じ やけん 漫画 じ やい つべ え セン ズ 
れる っつんで 人気 あっけ ど、 読者欄 等の 記事 欄は、 態度で っけっつ 
んで 評判 わりんだ。 「亜流 誌の 内藉 J っつ 所 じ ゃ、 地方 ブン ヵエ ロ 
青年に 人気の ある、 白夜 書房の 事実に 基づいた 惡口 毎月 書いて るし、 
「ヤ ヶクソ ジョッキ ー」 つう 読者欄 じ ゃ、 常連 投稿者を" ァ ホ， 呼 
ば わりす るつ つんで、 ヒン シユク 買つ てる ずら。 けど、 真の ジャ ー 
ナ リストは'  いつん 阯の 中で も、 馬鹿な 世間の 無理解 さあう だと 思 
つて、 家 さ 帰る と、 生後 4 力 月の 娘と ジャレて る だ。 娘の 笑顔 さ 見 
てると、 浮世の つれえ ことなん ざ、 み〜 ん なぶつ 飛ぶ から 不思議 だ 
いな あ。 
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f  ロリ タッチ』 の 連載 陣の 単行本が、 続々 と 版元の 東京 一： 一世 社から 
出と るけ ど、 1 月 初旬に 本欄 カッ ト 執筆者の 中 森 ばぎ な セン セの、 
『極東 ジャンク ガー ル』 も 発売され るぞな もし。 早速 2 月 2 日に' 
新 宿の 「三 平 酒 寮」 で 宴会が あってのう。 A 人 くれぇ のさ さやかな 
宴だった ども'  漫画から だけ じ ゃ 想像 出来ね 各 セン セ 方の 個性が う 
かがぇ、 大変 勉強に なりやすた。 

まずは 芳賀 露天 セン セ。 『ホット ミルク』 や 『キャン デ ィコ ミッ 
ク』 で 活躍して る、 自称 アナ ー キ スト でんが、 「中 森 ばぎ な ファン 
クラブ」 の 会長 だけに、 その 夜の 準 主役 だ。 恐れ多く も オラの こと 
を" オッ サン" 呼ばわりす るは、 ばぎ な 嬢の ファッション 感覚の 惡 
さを あざ笑う はの 仕放題。 オラは 出席し なかっ たが'  二次会で はば 
ぎな 嬢の 膝枕で 高 ィビ ヰを かいてた っち ゅうしの 才 。全国の ばぎ な 
ファンは、 ファン クラブ 会長の こったら 公私 混同を、 村の 常会で 追 
求す る 必要が あんべな。 

ファン さ 先が け、 てんごう な 景色 さ 苦々 しく 見て たんが、 樽 本 一 
セン セ だ。 ゆうまで もな く、" 処女 漫画， のばぎ な 嬢に 対抗で ける、 
業界 唯 |の {?)、 〃童貞 漫画家" サマ だ。 けん ど セン セ 酒は めっ 
ぼう 弱く、 ビ I ル コップ ー杯で、 「僕ァ エロ 漫画 だけで 満足し ない 
ぞ才 J と、 メジャ ー 進出 宣言す るの が 関の山。 九州 男児ら しい 迫力 
が、 酒席で も 望まれる とこです たい。 

描く 漫画と 裏腹に、 顔面 ヒゲだ ら けの 小 錦 並の 巨漢が、 DONK 
EY セン セ だ。 一見 温厚 だ ども、 毒舌 家 だ。 それ も オラみ てな 主導 
権を 取る 主犯 格と 違っての、 横から 合の手を 入れ、 主犯に 死刑 級の 
罪を 犯させる 知能犯なん さ (自分は いつも 執行猶予つ き)。" ヒゲゾ 
ラの 悪魔" と 呼ばれ るん も、 そう 遠 1 日 じ やなかん ベな。 

〃ロリコン エロ 漫画 界の竹 下 登， と 呼ばれて るん が、 同人 誌界に 顔の 
広い、 まいな あぼ おい セン セ だ。 一晩で Q ぺ ー ジア ップの 手抜き 漫 
画家の ドンと して 有名 だ ども、 酒席では" 気配り， ベ I が 目につき' 


案外 ジーョ シキの 人で ありんす。 良く も惡 くも、 この辺が セン セの JP 
限界なん ずらよ。 

主役の 中 森 セン セは 全くの 下戸。 酒席の 雰囲気は 好きら しく、 下 
品な 高笑いで 花を 添えと ったいな あ。 最後に オラ。 実を 言う と、 中 
森 嬢 同様に 下戸。 つまらね え 男で ごぜえ ます。 けん ど 本欄の 数ぺ一 
ジ 後の、 池本浩 一と かいう、 川 崎 ぶら 並の〃 善良な ゴミ "の 駄文よ 
り、 ちった あ 面白い 文書く 男 かなと、 謙虚に 思う この頃で すたい。 

(『漫画スキャンティ』糊.2) 

I エロ 漫画 界 裏通り ⑬ 

一力 月の ごぶさた どした。 子 ぼんのう 編集者の 塩 山です ダ。 いや 
あ、 もう 生後 5 力 月 近くに な るんだ けど、 2 番目の 子供っ つんは 可 
愛い もんだいね。 確かに 不細工で '思春期に なって からが 案じられ 
て 仕方ね えだ ども、 今は ヘラへ ラ 笑っ てる だけ だしの。 めんこい こ 
とめん こい こと… なんつ うのは、 本誌 読者に や 関係 さねえ こと だっ 
たいな。 許して くんろ。 

で だ、 今月は 同業者の 電話での 問い合わせに ついて、 実名 入りで 
論評して みべ えと 思っ てるん よ。 『ロリ タッチ』 (毎月 7 日 発売 *5 
00円 ) の 定期 購読者なら 御存知と 思う けど、 g 遠山 企画 じ ゃ' 
「すいません。 こちら 〇 X 出版と 申します けど、 『ロリ タッチ』 にお 
描きに なって る、 本番 女流 エロ 漫画家の、 中 森 ばぎ なさん の 電話 番 
号、 お教え 願えない でしょう か？」 といった 類の 問い合わせ につい 
ち や、 例え 相手が 講談社だろう が 一 水 社だろう が、 こう 答える こと 
にして るん よ。 「かまいません。 けど 一つ 前提条件が あります。 今 
後う ちが、 お宅の 出して る 雑誌に 執筆して る 漫画家 さんの 連絡先を 
知りた くな った 場合 も、 教えて 下さいね J 

五分と 五分、 考えな くと も 当然の こと 言っ てんだ けど、 面白い も 
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ん 。社に よって 色んな 反応を 示す もんだいな あ。 昨年、 あきすぐ り 
という エロ 劇画 家を 知りたい っつんで 電話よ こした のが、 朝日 ソノ 
ラマ 編集部。 前 出の ように 応じてる と、 こうのた まった もんだ。 
「それは うちの バ I ィ、 ヶース バィ ヶ—ス で…」 相手の 名前は 聞き 
忘れた が、 いい 度胸した ガキ 。むろんう ち も、 「ケ ー スバ ィケ ー ス」 
の 一つと して、 教えて やらな かった。 

大手で なくと も、 ふざけた 野郎は いる。 先 R、 単行本でお世話に 
なって る、 辰 巳 出版の 営業部の 人から 電話が。 同社で 出して る 『漫 
画 オリンピア J 編集部の 何とかい う 幾ガキ が' 『漫画 セク シャル』 
で 描いて る 杏 咲 もらる を 使いたい。 ついては、 担当の カ ー マスー ト 
ラ吉 田に、 杏 咲が 描く ように 説得して くれない かと 言って いるが… 
との 話。 

俺と 吉田嬢 、一瞬 耳を 疑っ たね。 しばらくして、 力なく 俺は 彼女 
につぶ やいた。 「俺達は 確かに、 辰 巳 出版の 単行 木部 門の 方に ゃ大 
変 11 話に なって る。 けどよ'  縁 も ゆかり もね え エロ 劇画 誌 部門の 力 
ス 野郎の 下請けを、 しかも タ ダで、 何で 俺ら が やらに ゃならん の？ 
「それ どころ か、 あの 雑誌の 人に ゃ 私、 漫画家 教えて もらえな かっ 
たことまでいっぱいあんですよし ^ ス手塩にかけて育ててますっ 
て 理由で だろう。 辰 巳の アホ 社員 編集の 得意の 弁。 誰 だって 新人は 
手塩に かけて 育て てんだ、 馬鹿野郎。 自分に 都合の いい 時 だけ、 し 
かも 手前の 頭 も 下げずに、 他人の フン ドシで 相撲と ろうた あどう い 
う神経してんだ / 」「ぶっ殺したろかヮ」 

その 日は もう 一本 ふざけた 電話が 入った。 カ ー マス ー トラ 吉 田が' 

俺の 編集して る 『漫画 エキサィト 号』 (毎月 5 日 発売.  300 円) 
に 描いて る、 皆さん 御存知の もりを 舞の 電話を 教えて くれと いう。 
「南 日 れんさん が 知りたい らしくて」 と、 彼女の 編集して る 『ス ー 
パー コミック』 (毎月 2 日 発売 *300 円) の 連載 劇画 家の 名を 挙 
げる 。「へえ〜、 あいつら 忘年会で 気で も 合った のかな」 と 思つ て 


教えて やる。 それに しちゃ、 カー マス ー トラの 様子が 変。 聞けは こ 
うだ。 

南 日は、 『漫画 エ ロト ピア』 の イト ー という 編集に、 遠山 企画に 
こっ そり 聞いて くれと 頼まれ、 わざわざ 電話を よこした の だと か" 
この イト f なる 男、 僕 も 知っ てるし、 過去 何人も 漫画家の 連絡先を 
教えて る。 あまり 度重なる のと、" 大 『漫画 エロ ト ピア』 の 誇り〃 
が、 遠山 企画に 頭を 下げさせない のなら、 「お前の 尻の 穴は、 それ 
でよ く 糞が ひり 出せるな P 」 と、 亜流 誌 編集者と して ここに 一言 記 
して おく。  (『漫画 スキ ャン テイ』 Q . 3 

| エロ 漫画 界 裏通り ⑭ 

皆さん 今日は/  今 M 番 サイヶな 編集者" の 塩 山 だっす。 で、 
今月は" 創 [[ 念仏 号” っつんだ けど、 『ロリ タッチ』 (毎月 7 日 発 
売-〇^〇〇円一立ち読みしてくれたかな -) :  えっ、 買っ ち ゃった っ 
て / 何て ドジな 人なん でっ しゃろ。 3 力 月 もたち ゃ、 古本屋に 出 
回ん のにのう。 無駄遣いした もんじ ゃ。 少しは お父さん お母さんの 
苦労を 考えなさい。 あったら H 口 本で マス かかせる ために、 御両親 
は 夜な夜な 交わっ て、 君ら を この f に 授けた わけ じ ゃな かど。 

てな 説教 グ セが 抜けずに 困っ てるんで すが、 エロ 漫画の 編集して 
て 一番 困る ことの 一つが、 売れ なくなった 漫画家 さんの 連載を、 ど 
うやって 打ち切る かって こと。 「あんた の 絵 人気ね えから、 もう 今 
回で 終わり。 ガ チャン」 と、 電話 一本で 素人目には すみそう。 とこ 
ろが、 編集者と 漫画家との 間には、 それまでの 長いつ きあいが ある 
んで すよ。 

小心な 編集に なると、 上役に 命を 受けた のに、 漫画家に 打ち切り 
の 通告が 出来ず、 自分の 方が 退社 しちゃう ことまで ある。 なぜ それ 
程までに 苦労す るかと いえば、 不思議と 絵が アナクロに なって 消え 
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て 行く 漫画家には、" 善人" が 多い から。 

i 番 多い パ タ ー ン はこう だ。 出版社に 入社す ると、 何人 かの 漫画 
家を 担当 させられる。. こんな 場合 編集長は'  阿 か ド ジられ ると. 木 一る 
ので、 気 むずかしい 大御所 速 中より、 性格の いい 脇役 的 漫画家を 当 
てが う。 この 手の 人々 は、 Q 年 近い キヤ リアを 積んだ ベテランが 多 
いので、 新人 編集者に 何かと 親 m だ。 彼らの 心の 一 部に、 この 人が 
将来 偉くな った 場合は… という J 算も あるか も。 

とはいえ、 右 も 左 も 分からぬ 新米 編集 有に すれば、 売れっ コ漫画 
家を クン 呼ばわり する、 コケの 生え かけた 彼らは 心強い。 飲み屋に 
行く と 「入社 祝いです ヨ」 と、 酒まで 奢って くれる。 こんな 時、 
「絶対に g 画家に、 タダ酒 飲まして もら うんじ ゃねえ / 」 との 編集 
長の 言葉が、 頭を かすめる の も 事実 だが、 上役 ほどい い 給料 もらっ 
てない 平に すれば、 小学校の 朝礼での 校長の 訓示 程度の 効果し かな 
い。 「入社 祝い」 が、 原稿を 取りに 行く 度に 開かれる ことになるの 
もす く 

住んで るの が 同じ 沿線だった りする と、 余訃 に惡 い。 :| 舎 出の 編 
集は 漫画家 殿の 家に 招かれ、 奥方 様の 手料理で あ〜 コリ ヤコ リヤ。 
しばらくして 結婚、 出産。 その 度に 漫画家から お祝いまで いただく 
始末。 遂には 女房 同士 も 友達に なんて 時に、 いきなり 上役から こう 
だ。 

「だめ だ コ ィツ。 もう 完全な ポン コツだ な。 それだけ じ ゃねえ。 木 
人 も 昔は 自分の 絵が 古いっ てんで、 背景 いっぱい 入れたり 努力して 
たけ ど、 最近は 何 だ？  コピー ばっ かの 背景に、 ィモな キヤ ラ クタ 
1 が アップ アップし てる だけ だ。 今月で 打ち切り だ / 」 「あ… あ 
の、 XX さん、 上の 男の コが 来年 小学校に 上がん ので'  色々 大変な 
んで すが…」 「馬鹿野郎/ 手前は 編集だろう。 漫画家の 将来より、 
自分の 生活 考えろ 才 。漫画家 一人 クビに 出来ん のなら、 手前が 辞め 

ん かい、 この ボケ エツ"：」 


てな 具合。 私の場合 どうしてる かって？  冒頭で 紹介した、 「あ 
ん たの 絵 人気ね えから、 もう 今㈣で 終わり。 ガチャ ン」 を 実践して 
る、 数 少ない 編集の 一 人 でんが な。 そやから 落ち目の 漫画家からは、 
色々 と 恨まれて まっせ。 「アイッは 利用す る 時 だけ 利 n する 鬼 だ」 
なんてね。 無芸 無能な エロ 漫画家に 鬼 呼ばわりされ ると、 うれしく 
て 烏 肌が 立っ ち やい ますね..'  ゥッ フン M 
そのうち、 くらむ ぼん や阿宫 美 亜、 中 森 ばぎ なにも、 打ち m り電 
話を かける のかと 思う と、 うれし さで キン タマが ボ ッキして くる 自 
分が、 非常にい とおしい 今日 この頃。 (『漫画 スキ ャン テイ』 Q •  4) 

ー エロ 漫画 界 裏通り ⑮ 

おばんで やす/ 豪放な 風を 装いつつ、 実は 小心 かつ 計算高い の 
で 有名な、 サイヶ 編集者の 塩 山 ざん す。 く ぉら/  川 崎 市の 会社員、 
増田新 ]| ( 0 歳)。いい平こいて、『ロリタッチ』(毎月 7 =:発売.5〇 
〇 円) ばかり か、 『漫両 スキャン テイ』 なんつ う、 オイ ラの コラム 
しか 読む とこね え、 低 部数 落ち目 エロ 劇画 誌まで 読ん でんじ やねえ 
っつ 一 の才 。なぬ？ 乎 前の 文 読む ために 買っ てんじ やねえ。 中 森 
ばぎ なさん が 闫 的 だと… ゥ〜ム 、もっと 許せね えずら" ブス 女は 手 
前の 彼女 だけにし ろっつ 一 の。 セン ズリの 素まで ブス 漬け じ や、 チ 
ンポが 腐つ てし まう がな もし、 もしもし かめよ 〜 f かめさん よ〜 ^ 
てな 御節介は こっち 置い といて、 今月は 漫画家の 原稿料の お 話。 
ピンから キリまで あんだけ ど、 デビ ユ ー したての 新人さん は、 どこ 
でも だいたい ぺ ー ジ 4  O  O  o :j ( 一部の むごい 出版社、 例えば 白夜 
書房 あたり だと、 3500円 なんての も ゴロ ゴロと か。 さらに、 一 
割 源泉を 差っ 引かれん のはいた しかたない として、 500円 程度の 
振り込み 手数料まで 取る ってんだ から、" 文化的 エロ 本屋， も お 里が 
知れる)。 
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6000円 前後の 中堅が 人数 的には 一番 多く、 8000円 を 越す 
あたりから、 いわゆる" 巨匠" となる わけ、 あつしら の 世界 じ や。 
最高 ランクで、 1 万 2 千円く らい。 この ゾ ー ンに 入つ てると 思われ 

る、 漫画家の 名前を 挙げてみ よう。 間宫青 児、 三 条友 美'  富 田 茂、 
青山 一 海、 いかづち 悠 、城 野 晃、 a 真 澄 あたり。 むろん 一人の 漫画 
家の 稿料に、 定価が ある わけじゃありません。 デビ ユー した 雑誌に 
ゃ 比較的 安く 描き、 新規に 仕事を 始めた 所から 高原 稿料を いただく、 
てな 方が 多い。 

彼らは 当然 年収 ン 千万です が、 悲惨な のは デビ ユ ー したての 新人。 
一人 じ ゃ 月に n ぺ ー ジが 限界の W 界だ けに、 5000円 以下 だと 親 
がかり や 借金、 副業して ない と 喰えません。 6000円 台で やっと 
食べられ、 7000円 前後の 稿料で、 ようやく サ ラリ ー マン 並 (単 
行 本 ブーム の ロリコン 系 漫画家は、 この 生活 ランクが 各 1000円 
ほど 下がる).；. 

ですから、 稿料 アップは 漫画家に とって 死活問題。 その 交渉 振り 
を タイプ 別に 分け、 g 遠山 企画 社員の オイ ラが、 どう 応じる か 公開 
しよう。 

①  哀願 型/一番多い。 生活が 苦しい からと、 グ チを 並べる。 それ も 
当然。 能な し 漫画し か 描けない から、 他社から 注文 も 来ない。 「ア 
ンタ 、この：^ 事 向かな いんだよ」 と、 冷たく 引導を 渡す 埸 合が ほと 
ん ど。 

②  キョ— カツ 型/最も 陰険な タイプ。 原稿を メ チャ クチャ 遅らせと 
いて、 落ちる 寸前に、 いきなり 「稿料を アップして くれ」。 原稿が 
落ちる と 困る から、 その 回 だけは アップし 次号より 打ち切る。 かつ 
て 西 江 ひろあきに これを やられ、 ブチ殺して やろうかと 思つ た。 こ 
の 手 合は どの 社で も 似た ような ことを すん ので'  大成し ない。 

③  休暇願い タイプ/ 「一度 だけ 休ませて くれ」 と言う。 ¢1 分の 所の 
稿料が、 他社が アップした 結果、 最低に なつた の だな と ピンと 来る。 


優しい 漫画家は、 なかなか 銭の ことを 言い出せな いので、 こういう 
方法を 取る。 有望株が 多い ので、 500円 程度は アップして やる。 
④ 沈黙 型/何年 描い てても 何も 言って 来ない。 無気味な ので、 時々 
上げて やる。 超 ベテラン や 4 コマ 漫画家、 阿宮 美 亜と かくら む ぼん 
のように、 ドア ホな 連中に まま 見られる 症状。 

が、 中には 数 社の 編集を ぺ テンに かけて、 白ら の 稿料 アップを 図 
らんと いう、 不逞の 輩と いうか、 国賊 もい る。 その 代表 もりを 舞の、 
"稿料 アップ 未遂 サギ 事件， について、 次号で 詳しく 触れて みたい。 

{『漫画 スキャン テイ』 go . 5 

| エロ 漫画 界 裏通り ⑯ 

栄枯盛衰は 世の常と はいえ、 昨今の やまだ のらの ボン コツ 振りは 
M を 覆わん ばかり。 もっ と 情けない のは、 ンな中 占 品 使わに や メン 
バーの 埋まらぬ、 咋 今の 『漫画 スキ ャン テイ』 の 凋落 振り… てな こ 
と 書く と、 連載 打ち n られち やうので 話題を 変え、 「一力 H の ごぶ 
さたでした.。 資本家の アイドルで サイケ 編集者の 塩 山 ざん す」 と 某 
編集長に コビる 私です が、 既に 奴の 眼は 座って いるので モーコ ハン、 

いや、 ハ ー コ ヮイ。 

今月は" 超 手抜き エロ漫 一; 家の 星〃、 あるいは" 不逞の 輩" とし 
て 有名な、 もりを 舞 セン セの 惡辣 振りに ついて 書く 予定で したが、 
関係 各方 面から 前号 発売 直後より、 厳重な 抗議が 一切 殺到し なかっ 
たので、 予定通り 実行し ます。 前号を 読んで る 読者は 御存知の よう 
に、 もりを セン セが〃 不逞の 輩" と言われる ようになっ たのは、 原 
稿料 アップに 関する ある 事件から。 事件の 伏線は、 既に 本欄で 暴露 
してんで すね、 僕が。 順を 追って 説明し よう。 何 力 月 か 前に 本欄で、 
g 遠山 企画に 南 n れんて 劇画 家さん から、 もりを 舞の 連絡先を 教え 

てく れつて 電話が あつたつ て 書いた。 「どして？」 って 尋ねたら、 
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大 『漫 画エ ロト ピア』 の 編集に、 コ ッソリ 聞いて くれって 頼まれた 
っつう のよ。 だ もんで 僕が アッ タマ 来て、 「バカ ヤロ — / 知りた 
けり やち やん と、 自分で 頭 下げて 聞いて 来い、 イト ー 君よ。 いつま 
で 『漫画 エ ロト ピア』 の 看板し ょって、 カッコつ け てんだ、 ボケ ナ 
ス〃： 」 てな ことを 書いた (実は、 もつ と ヒドイ こと 書いて るが)。 

その 原稿を 一水 社に 渡した 数 H 後、 出社す ると 多 田 在 良から 電話。 
「お前ん とこ、 もりを に 稿料 △千円 出して るつ て ホン ト？」 「朝から 
酔っ 払っ てんじ やねえ よ。 あんな ヤロー に X 千円 以上 ビター 义 出す 
かってんだ。 奴の 稿料なん か〇 千円が いいと こ。 なのに 社会福祉 法 
人み てえ に、 手前ん 所が X 千円 も 出す から、 俺もイ ヤイ ヤ 合わせて 
る だけ だ。 ラリつ てんの か？」 「だよ な。 身銭 どころ か、 スポンサ 
1 の 金にまで 守銭奴の お前が'  ンな 稿料 出す わき やねえ よな」 「も 
りを のガキ がそう 言っ たの か？」 「うん、 まあ…」 「分かっ た  < .『エ 
ロト ピア』 のせいだ よ。 アソコ が △千円 出したん だよ。 で'  もりを 
がない 頭 働かせて さ、 俺ん とこ も 上げた って お前に ゥソ ついて、 稿 
料 アップを 図っ たんだよ。 太ぇ ガキだ / お前、 俺の 原稿 読んで な 
かった の？」 「う… うん。 ほら、 最近は、 棒 君に 全部 任せて るから 
… 。また いじめられた のか」 

阿 宫美亚 に 去られた 後の、 『漫画 スキ ャン テイ』 を 支える 数 少な 
い 漫画家 だけに、 サギ 未遂の 被害者の 割に 多 田が 控え目な のが、 涙 
という か 笑いを 誘つ た。 阿宮と いい もりを といい、 何とも ムゴイ 性 
格を した 輩 (阿宮、 もりを の両 セン セは、 私生活で も 密着した 関係 
な ことは、 『ロリ タッチ』 〔毎月 7 日 発売.  500円 〕 の 読者なら 御 
存知のは ず)。 

数 時間 後。 『漫画 エキサイト 号』 (毎月 5 日 発売 .300 円) のネ 

—ム 請求の ため、 もりを 宅に 電話。 「はい」 いかにも サギ 常習犯ら 
しい、 上辺は 誠実ら しい 声。 「わし じ やい。 早え とこ ネーム 送らん 
かい」 「忙 しゆうて のう」 「豊田 商事 もどき の、 稿料 アップ 大作 戦で 


かいのう？」「グゲッ"： ど：どこでそれを |^ 」「われい、うちや 
『エ ロト ピア』 ん こつ ド 腐れ 雑誌で も、 多 田ん とこ ほどの アホ でも 
なか。 この ことを バラされ たく なきや、 締め切り 守らん かい」 「は 
… はい」 むろん その後'  この 件は 一切 口外して ない ので、 安心して 
下さい もりを さん。  (『漫画スキヤンティ』糊*6) 

| エロ 漫画 界裏 通り ⑰ 

あ 〜 あ.、 まンだ 背！ 3W が 痛 えぞな もし。 実はの、 ゴ^ ~ ル デン ウィ ー 
クに田 舎 さ 帰って、 野良仕事し たんだ。 ラジオで 阪祌対 巨人 戦を 聴き 
ながら、 コン ニヤ クィ モさ 植えて たんだ ども、 阪神が えらく 調子よ 
くての、 野良 tt 事 もは かどった もんじ や。 けん ど、 下請け エロ 漫画 
編集者なん つう 浮 草 稼業して っと、 体中が 退化して らいな あ。 痛て て 
て… また 腰が…。 こんでも 小せ え 頃は、 村で も 評判の 孝行 息子 だな 
んつ われた もんじ やが の。 

こげな こつ、 読者の 皆様に や 全然 関係なかった ばいね。 かんにん 
かんにん。 かんにんで 思い出した けど、 編集 茜が 一番かん にんして 
欲し いんが、 前号と 前々 号で 触れた 漫画家の 原稿料 アップと、 もう 
一つが" 落とす， っつ うんだ けど、 原稿の 穴を あけられる こと。 

本人が 病気 や 事故で 死ん じ やったん なら、 少 々気の毒と はいえ あ 
きらめ もつ く。 死なんでも 重傷なん つうの じ や、 「あの ドジ野 郎 / 
うちの 原稿 仕上げ てっから 車に ひかれん かい / 」 てな 捨て ゼリフ で 
も 吐いて、 泣き寝入り する。 一番 問題な のが" 仮病，。 肺炎で 寝込 
ん でる はずの 奴の 新 原稿 (普通 落ちる と、 同じ 作者の 旧 原稿を 再録 
する) が、 同時 期に 発売の 競合 誌に 載って たの 見た 日に ゃ、 怒りで 
ボ ツキした まつ毛が ワナ ワナと 震える。 

競合 誌の 編集の 方が'  一枚 も 二 枚 も 上手だった の だ。 漫画家を 恨 

ん であち こちで、 「あの ド 腐れ 落とし オヵ マエロ 漫画家め、 いつか 
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♦第 3 章 • エロ 漫画 界 裏通り ♦ 


ブチ殺して やる // 」 などと 吹聴せ ずに、 有能 編集者の 爪の アヵ でも 
飲んで り ゃい いのです が、 そこは 生身の 人間。 修身の 教科書の よう 
には 参りません。 

落とされた 編集者の 心の中には、 犯人への 怒りが 日々 沈澱して 行 
きます。 5 年 経過。 漫画家の 原稿 落としは、 別名" a の ガキの セン 
ズリ ，と言うく らいで、 | 度 味わう と 中毒に。 その 漫画家は あち こ 
ちで 落とし まくった あげく、 遂には ニ セ 肺炎で 大 恥を かかせた 編集 
部にまで、 オメ オメと 原稿を 持ち込みに 来ざる を 得ない 惨状に。 苦 
節 5 年 / この 仕事を やって て 良かった と、 心底 思う 瞬間です。 

「われい'  どの つら- 卜げ てこ こに 来よ った？  顔色 悪い がどうし 
た？ また 肺炎 かいのう。 オラ オラ オラ オラ オラ オラ オラ"：」 とは、 
決して プロ 下請け エロ 漫画 編集者は 申しません。 「あ、 お 久し振り。 
わざわざ 來 ていた だいて 恐縮です」 「い… いえ、 こちら こそ…。 い 
つぞ やは 大変 御迷惑を…。 とても うかがえる 立場 じ ゃな いんです が、 
最近 どうも スランプで… 。心機 一軺 しようと、 思い切っ て 絵柄 も 変 
えてみ ました。 よろしく お願いします」 「いえいえ、 こちら こそ 助 
かります。 では样 =I させて いただきます。 ゥ〜ム 、さすがです な〃： 
(心底 感動した 表情)」 「じ ゃ… じ ゃ… 使って もらえ るんで すね。 い 
や〜 良かった。 上の 娘が 高校に 進学 すん ので、 どうしようかと 思っ 
てたん です。 家の 方は ロ ーンが 払えず、 3 年 前に 手放して ますし。 
いや〜 良かった。 塩 山 先生、 ありがとう ございます / 」 

相手の 感が 極まった 所を 確認す ると、 クー ルに 一言。 「さすがで 
すが、 さすが さが Q 年 占かったです ね」 この 後の ことは 勝手に 想像 
して 下され。 悲観した アナクロ エロ 漫画家が、 電車に 飛び込 もうが、 
首を 吊ろう が、 一家で ガス 心屮 しようが、 一 下請け エロ 漫画 編集者 
には、 一切の 法的 貴 任は ない つち ゆうわけ です たい (H  口 漫画家の 
皆様、 今月の 本欄は 3 度は 繰り返して 読み ませう)。 

『ロリ タッチ』 の くらむ ぼんが 今月は 足を 骨折、 原稿が 大幅に 遅れ 


た。 奴の 事故を 告げる 電話を 聞くな り、 「命はなくて も、 利き腕は 
無事で あれ」 と、 つい 神様に 祈っ てし まう 自分が、 ちょっ と 恥ず か 
しいよう な 今日 この頃。  (『漫画スキャンティ』別_7) 

11 エロ 漫画 界 裏通り ⑱ 

いん や あ、 毎日 あぢ てのう。 けん どよ、 わし ゃ あこの シーズ ンと 
いうか、 6 月の ジ メジ メ した 時分が 大好きで のう。 ちゆうの もこの 
時期 さなる と、 オナゴ 衆が いきなり ノ ー スリ ー ブ 姿になる ベよ。 腋 
の F フエ チの オラと しちゃ、 毎日の 満員 電車の 中 も 天国 だな や あ。 

そり ゃ あ、 夏の 真っ盛り さなり ゃ、 余計に ノース リーブ 姿 さ 増え 
る。 けん どよ、 そん 頃ん なると、 オナゴ 衆の 柔肌 さ、 コン ガリ 馬 翼 
色に 日焼けし てるべ っちょ。 おら あ、 日焼けした 女の 肌 さ、 漫画家 
の 原稿料を 図書券で しか 払わね えく せして、 手前ら じ ゃ 著作権法 遠 
反の 漫画本 さ 出したり、 反 原発 & 反戦 ポ ー ズ取 ったり しちゃ、 あこ 
ぎに 銭っ こさ 儲けて いる、 腐れ ゴロ ツキ 業界 誌、 『COMIC  B 
ox』 同様に デ ー 嫌いなん さ。 

あれえ？  オラ 何の 話さして たんだっ け？ そ 一 だ そ 一 だ、 オナ 
ゴ 衆の 肌の 色 さの 話だった な あ。 だってよ、 日焼けした 肌なん て、 
皮が むけたり してよう、 小 汚ね えだけ じ ゃん かよ。 そったら 肌っ こ 
さに 比べたら に、 6 月の 肌は 長い 冬と 春の、 暴力 的な まんでの 長い 
ソデの 庇護から 解放され た 直後 じ ゃけん、 銀色 さ 光って、 それは そ 
れは たまらん ばいね。 

まだ ノ ースリ ー ブさ 慣れて ねえせ 一 か、 時々 敝 毛を 制り 忘れと る 
コが多 いのも この 時分よ。 ンなコ が 座っ てる オラの 前で、 吊り 皮 さ 
握っ てんの 発見した 時に ゃおめ え、 地球の 引力 さめっ けた ニユ ー ト 
ンの 気持ち さ、 よ〜 く 分かる もんだいな あ。 

ンで だ、 今月は 河の 話す るんだ ったっ け か？ あっ、 そんだ そん 
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だ、 今 出と る ロ リ コン 漫画 誌は、 どれが 一番 オモ ロィ かっつ う 話さ 
すんだ った。 ワ リワ リ 、近頃は 物忘れが 激し ゅうての う。 普通 こ一 
ゆ— 話は、 編集に たずさわっ とる 人間は 余りした がらんの。 フェア 
じ ゃねえ っつ— ことら しい。 人間的に 未熟な 場合は 確かに そうじ ゃ 
ろ。 じ ゃが オラの ように、 物事を 客観的に P4 渡し 得る 中年は、 その 
種の サ サィな ことに ゃ こだわらん のよ。 

►第 2 位 ▲『ハ ーフリ ータ』 

(毎月 2 日 発売. 松 文 館.  500 円) …去 年までは、 「同人 誌より 
下手 奠な 漫画家 ばっ か」 と言われた ゴミ 雑誌 じ ゃった が、 今年 前半 
より 急速に 充実。" セン ズリ 本， に 徹した という か、 徹せざる を 得な 
いという か、 志の 低 さに も 好感が 持てる。 戯遊 群、 蘭 宫涼 、三月う 
さぎ、 森、 水 水 基ら が 良い。 

▼第 3 位 ▲『ホット ミルク』 

(梅 月 3 日 発売. 白夜 書房 .480 円)… 『ハ ーフリ ー タ』 に 反比 
例、 ここ 半年 急速に つまらなく なった。 ともかく セン ズれ ない。 も 
り やね こがい なくなっ たら、 何の 本 だか 分からなくなる。 記事 関係 
の 趣味の 惡 さも ひどい。 常連 投稿者の 頭の 惡 さも、 編集部の それに 
比例して 低下の 一方。 けど 3 位な のは、 去年までの 余熱の せい。 3 
力 月 後には、 このまま いけば 当然 ワー スト グル ー プ。 

▼第 4 位  <一 『ペンギン クラブ』 

(毎月 比：：： 発売 •辰 巳 出版 •  300 円)… 執筆 メンバ ーにロ クな者 
はいない が、 エロ 描写の 過激 さに 脱帽。 その 筋に 見過ごされ てるせ 
いだろう が、 たとえそう だろうと'  筆者に ゃ ここまで 実践す る 勇気 
がない。 ただ その 種の 輿 気は 半分く らいに して、 漫画 自体の 企画、 
記事 欄 等、 もちつ と頭ア 使えね えの？  {ない のを 知つ てて 言う 僕つ 
て、 とても 悪い コね) 。 

第 5 位は つてんで 考えた けど、 後は ロクな もんない "『アット ー 
テキ』 (一水 社 .480 円) なんつ うのは 半年で つぶれんだ ろうし、 


『キャン デイ コミック』 {日本 出版社.  350 円) は 安いだ けの 退屈 
本。 『漫画 ホットパンツ』 (東京 三 m- 社.  300 円) は 便所 紙に もな 
らんし、 見所の あった 『チ ユー リップ』 (大陸 書房 .850 円) は 
廃刊 だしの。 で'  第 1 位は 何 だって？ ヤボな こと 聞くな よ。 

(『漫画 スキャン テイ』 糊*  8) 

一一 新体操 会社 

冒頭から お詫び 文です。 前々 号では 特別に 4 ぺージ いただき、 好 
き 勝手 書かして もらっ たのに、 とんでもない ミスを 犯しました。 即 
余 誌 ある エロ 劇画 誌の 中で、 数 少ない 推薦 誌の 一つと して 挙げた 
『漫画 ハン ター』 は、 昨年 末、 つまり 3 力 月 以上 前に、 廃刊に なっ 
てた のです。 ごめんなさい / 

まだ 出て る 雑誌を 廃刊 扱いす るよりは マシ だよ と、 内心で 居 a り 
つつ、 今月は 天才、 新体操 会社に 触れて みたい。 最近 処女 単行 木、 
『思考 錯誤』 (一水 社.  860 円) も 出て、 一部では 知る 人ぞ 知る存 
在です が、 まだ l 間では 無名の 部類。 しかし、 マ イナ ー 系の 漫画家、 
という か 創作者は 全般に、 無名の うちこ そが 愈べ 頃な のは 御存知の 
通り。 

彼の 発表 雑誌は、〃 雑誌 コ ー ドつ き 同人 誌"、 あるいは〃 雑誌 コー 
ドつ き 裏 本， とも 呼ばれて いる、 『プチ パンドラ』 や、 『漫画 ス キャ 
ン テイ』。 けれど、 『スキ ャン テイ』 誌 発表 分は、 極端な 手抜きが 多 
いので、 今回は 『プチ パンドラ』 1 号に 発表され た、 「ボルシチ 回 
路」 を 中心に 論じます。 

扉から して 意表を 突かれます。 一番 前に 機関銃を 持った 少女。 そ 
の 後ろの 丘から、 兵隊 やサ ラリ ー マンが 無数に 駆け 降りて 来ます。 
吐の てっぺんに 手を かけ、 徐 々に 頭を 出しつつ ある、 坊主頭の 巨大 
な 男。 どう 見ても 東 条英機 です。 
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スト I リー はない も 同然。 その 人な りの 感覚で 解釈 すれば 良い の 
です が、 ヤボを 承知の 荒 筋 紹介 (行数 埋めに もなる し)。 生理 不順 
の 少女に 赤紙が 来ます。 「へ？」 ここまで が 扉 込みの 3 ぺージ 。 4 

ぺージ 目からは 、ハッ キリ 言って 戦場 ミユ ー ジ ヵル。 

「赤紙 ひとつで 呼ばれた からに や A それが 私の {ご主人 様よ 才〜 
月」 といつ た 楽譜 風ナレ ー シ ョンが'  ヮ I プしつ 放しの 絵と なぜか 
納豆の ように 絡み あい、 異様な スピ ー ド 感覚で 読む 者の 胸グ ラを 握 
みます" 後は もう こづかれ 放題。 「エィズ os{」 「チャ チャ^,」 あ 

つそう // 

欠点は、 彼の オ ー ケス トラ 指撣 者と しての 姿が、 まだ 垣間見え る 
点。 読者への 滅私奉公 振りが より 徹底され る 日を 期待して、 ペンを 
置きます。  (『ぺあ』抓.6) 

| 雨宮じ ゅん 

売れっ コ漫 画家が 手抜き 原稿を 描く のは、 中学生 売春 や 警官の 犯 
罪 同様、 昔から 珍しい ことではありません。 筆者が 幼少の 頃、 叔父 
さんの 買って 来た 『漫画 アクション』 を 盗み読みしたら、 上 村 一夫 
の 「同棲 時代」 の 見開きべー ジ には、 桜の 花びらが 何枚 か 描いて あ 
る だけでした。 他は 真つ 白。 「こんなの 僕に だつ て 描けら い / 」 ま 
だツボ ミの ようだった 唇を すぼめて、 小さな 胸を 怒りで 満たした の 
が 昨日の ことのよ うに 思い出されます (本当は 高校生だった 自分 
が 買っ た)。 

ヵットを 御覧 下さい。 『漫画 ピラニア』 1 月 号の、 雨宫 じゅんの 
「変態 女 教師/北 原 エミの 逆襲 H」 の 一部です。 題名の ネ ー ミン グ 
センスが 惡い 等の ことは、 今回は あつちに 置い ときます。 問題な の 
はこの ぺ ー ジが 、手抜き 漫画と して 実に 典型的で ある 点。 

第 1 にこの 程度の 構図で、 1 ぺージ 丸々 埋める のが おこがましい。 


第 2 に、 バックく らいは 入れよ。 小 汚ない 線を アシに 引っ 張らせて ゴ 
マ かして ますが、 線 引いて 商売になる のは、 株屋 か 気象庁の 小役人 
だけ。 それに 上着。 拾って 来た マジックで でもつ ぶして るんで しょ 
うが、 スクリ ー ント ー ン くれ 貼れっつ うの。 第 3 に、 手抜きし とい 
て自分で照れるんじゃない。「ばあ〜ん / 」という擬音が3つも描 
いて あるが'  そう 叫びたい のは 読者、 ないし、 この 原稿を もらった 
編集者。僕なら雨宫の頰を、「ばあ〜ん / 」と2〜3発殴りつけて 
やります。 

第 4 に {実は これが 一番 言いたかった)、 この 雨宮 とかいう 糞ガ 
キが 、エロ 漫画を 完全に 舐めき ってい る 点。 「いいんだ よ。 俺に ゃ 
『スコラ』 が あんの。 『ピラニア』、 ふん / ィン キンが うずく よ。 
描い てんじ ゃない の。 描いて やっ てんの」 との 成金 ガキ 特有の 奢り 
が、 漫画 全体にたち こめて いる。 

第 5 には (実は これが 2 番目に 言いた かった)、 この 程度の 落 書 

き 原稿を もらいながら、 編集者が 結構 うれしが ってる らしい 点。 貧 

すれば 鈍す と 言います が、 この 手の 奴は 貧す る 前から 鈍な のでし ょ 
ラ 0 

とはいぇ 内容は 面囪 い。 女装、 喰い 込み、 マゾ 男… 全部 筆者の 趣 
味。 頑張れ、 手抜きの じゅん"：  (『ぺあ』 0 .2) 

三月う さぎ 

戯遊 群は 銭っ コが タップ リ 残ったせ いか、 最近 全然 面白く ありま 
せんが'  それに 反比例して ボッ キカ 急増 中な のが、 三月う さぎ。 あ 
っ、 すいません。 今 一 番 安くて 一番 抜ける と言われ てる、 『ハ ーフ 
リ ー タ』 (毎月 2 日 発売* 松 文 館.  380 円) について なんです、 
今回は。 「® 研の 越 中 くん」 の キャラクタ ー が、 個人的に 好み じ ゃ 
ないせい もあります が、 濡れ場が いつも 集団 的す ぎる の も、 戯遊群 


225 


に イマ イチ 筆者が 乗れない 理由。 その 点、 11 月 号の 三月う さぎの、 
「勝手に すれば ぁ」 は 実に 無駄が なく、 エロ 漫画の 見本です。 

生意気な 美人 家庭教師を、 悪友と レイプ しちゃう スト ー リ ー です 
が、 構成が 合理的で 憎い。 全 2 ぺ ー ジの 作品な のに、 扉を めくった 
後の 見開き 2 ぺ ー ジで 、家庭教師の 美貌と 勝 気な 性格、 男 共の キャ 
ラ クタ ー、 どうして 小屋に 彼女を 連れ込んだ かを、 全部 説明して し 
まう。 残りの 9 ぺ ー ジ は、 ゼ〜ン ぶ 濡れ場。 

作者の 三月う さぎは、 相当 頭が 切れる と 見た。 普通なら 景色、 家 
庭 教師との 勉強 シーン 、ヶ ーキを 持って来る 母親 等を つい 描いて し 
まう。 しかし、 彼 (彼女？) は 最初の 見開きの トップの コマで、 バ 
スト ショットの 家庭教師に、 こう 叫ばせて ジ •エンド。 「勉強中に 
何を 考えて いるの 孝 二君 / そんなんだ からい くら やっても 身に つ 
かないの よ / :」 「今 学期の テストでは せめて 平均点ぐ らい 取っても 
ら わない と 私立 場がない のよ〃： 孝 二君 / 」 

いよいよ 濡れ場。 もう 家庭教師は 両足を ロ ー プで縛 られ 、大股 開 
き。 いちいち 展開に 無駄がない (もっとも '  SM シーン を 順に 追っ 
て 描ける 程の 技術を 持った 者は、 劇画 系 も 含めて、 ほとんど おり ま 
せんが)。 さらにう まいと 思っ たのは、 いかにも 手が 早そう な 2 枚 
目の 共犯者に ではなく、 ねぼけまなこの 家庭教師の 教え子の 方に、 
まず 犯させる こと。 

コ イツが ズッ コン 行為 中に、 家庭教師の 反応を いちいち ダ チに 報 
告す るの も 笑わせる。 これを 読んで る 多くの 若い 読者には、 笑わせ 
る どころ か、 あらゆる 意味で 非常に 役立つ ネーム でしよう。 戯遊群 
が 小さく 見える 鬼才です。  (『ぺ あ』 Qg . 2 

おが ともよし 

アクが 強いた め 筆者は 余り 評価して ません が、 知り合いの ひねた 


エロ 漫画 好事家の 間で、 密かに 人気を 呼んで るの が、 『漫画 スマ ッ 
ク』 で 連載 中の おが ともよし。 同誌は、 隔月で 描いて る 阿宮 美 亜の 
載る 号の み、 ジ ックリ 立ち読みして ましたが、 阿宮な きは ざ かい 期 
の 号を 手に 取り、 初めて しみじみと おがを 味わう。 

1 月 号の 作品は 「陰毛の 放課後」 なる、 いじめっ 子 コンビと 可衷 
想な 少女の 話。 放課後の 掃除の 時に、 悪ガキ 2 人が 姦っ ちゃうと い 
う、 実によ く ある スト ー リー です が、 男の子の コンビに 味が ある。 

ボス 格は 平凡な 顔した 刈り上げ 野郎です が、 笑わせる のは 子分の、 
やたらに 唇が 厚い グロい ッ ラの 奴。 こいつ どうやら、 刈り上げ 野郎 
に ホモ 的 感情を 抱いて るら しく、 「おい 章 二 なんか 新しい ブッね 
え か」 と、 新しい 裏 ビデオを ねだられ ると' 「そうっ スね 最近 
買いに 行っ てない んス よ」 なんて 言いつつ も、 さらに 「なんとかよ 
犬と やっ てんの 手に入れて くれよ」 と 畳み込まれ ると、 「ひゃは 
はは 峰さん にたの まれち や しようが ねえな」 と、 ニ タニ タ うれ 
しがる 始末。 

ところが、 別り 上け 野郎が 少女を 本格的に いたぶ り 始める と、 唇 
男ジッ とし てられ なくなり、 「ねえ // :  ぼくと 悦子 とどっ ちが 好 
きな の"：」 と 絶叫 開始。 この 漫画が、 急に 面白くなる 瞬間です。 惚 
れられ てる ) {II り 上げ クンは、 むろん 唇 男に 気があろ うはず もな く、 
ズタ ズタ にぶち のめす」 「ああ〜 ん 僕の 方が 好きって 言って よ 〜 
〜ん」 と 泣き叫ぶ 唇 男を 見下ろす、 刈り上げ クンの 冷酷な 視線が 素 
敵。 

唇 男が 去っ た 間に、 当然 刈り上げ クンは 少女を ごっつ ぁんしち ゃ 
う。 それ も 知らずに やっと 手に入れた 獣姦 物 ビデオで、 彼の 歓心を 
買おうと する 唇 男が、 何ともけ なげで 気色 惡 い。 

エンデ ィングには、 少女が 刈り上げと 出来た せいか、 唇 男を 急に 
馬鹿にし 始める という オマヶ も。 ク セが 強いた め、 読む 前に 飛ばし 
ち ゃう 人 も 多いだろう けど、 より 細分 化されつつ ある エロ 漫画の、 
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明日が 見えて くる 人な のか も。  (『ベ あ』 別 _ 1) 

1 真 弓大介 

妙に 百姓 臭いと いうか、 編集者の 平凡 さが スパ ー ク している、 近 
頃 流行の B  5 判 ロリコン 誌の 一つ、 『コットン クラブ』 をめ くって 
いたら、 噂の み 聞いて いた 真弓大 介を 見つけた。 逸材で ある。 かな 
りの テクニシャン でも あるが、 文字通り スパ^  — ク する 途切れ 知らず 
の ギャグ センスの さえに 比べれば 、取って 付けた ような もの (それ 
でも、 エロ 漫画 業界の 水準から すれば トップクラス)。 

やはり 技術な どと いう ものは、 石の 上に 3 年 も いれば、 誰でも あ 
る 程度は 身に 付く の だな あと 思いつつ、 彼の 2 冊の コミックス、 
『ナィト エレ メン ツ』 と 『裏表 0 番地』 を 読了。 最新 作が 読みたい 
と 思っ ていたら、 知人から 『ロリ タッチ』 という、 縁日の 夜店が よ 
く 似合う' 実に いかがわしい 雑誌を 勧められ、 いやいや 読む。 4 月 号 
の 作品は 「愛の 家庭教師」。 ネ— ミン グ センス も 悪くない。 一気に 
読了。 『コットン クラブ』 掲載 作に 比べ 数 段 上。 コマ割りの 呼吸の 
良さは'  斎 藤 寅 次 郎_ の、 戦前の サィレント 喜劇映画を ホー フツ 
とさせる。 

こんな 才人が どうして、 エロ 漫画 業界で くすぶっ てるの かと 首を 
ひねって たら、 何かと 評判の 良くない 『COMIC  Box』 に、 
彼に ついて 触れた コラムが。 この 本、 反 原発 特集なん か 組んで て、 
意外と 硬派なん だと 思っ ていたら、 真 弓に 惹 かれて 買った 『ロ リタ 
ッチ』 の バック ナンパー によれば、 同人 誌 作家に 稿料 払わず 図書券 
で ごまかしたり、 著作権法 違反 本を バ カスカ 出して 大 儲けしたり、 
一方で よそ 様を 図々 しく 著作権侵害で 訴えたり する、 表 ゾラとは 打 

つて 変わつ た ゴロ ツキ 本な の だと か。 こんだ け パトー されて 1 言 も 
反論し ない 所を 見る と、 その 通りな のでし よう。 


むろん'  真 弓に 触れた コラム も 退屈 至極で したが、 笑わせた のは、 
真 弓の カットを 引用した 下につ いていた© マーク 。ここが 無 許可 
で© マ ークを 付けて るのは 有名。 ただの 無 許 jr 引用より 数段惡 質。 
『ロリ タッチ』 編集部は まだ 知らないよう だから、 早速 投書して 知 
ら せて やろう (本誌の カットは、© なしの 無断 引用です。 すいま 
せん)。  (『ベ あ』 Q . 5 

| わたな ベ わたる 

".エロ 漫画の 割には スト ーリ ー がしっ かりして いる；；'  という 一一 一ー ロい 

方が あります。 ホメ 言葉です。 けれど、 情けない 賛辞です。 言う 方 
にも 言われる 方に も、 むなし さがつ きまとう。 窓際の 妻帯 中年 サラ 
リ ー マンが、 自らの 出 腹 色黒 女房を、 ジョイ ナ— に似てい ると 思い 
込む のと 同様な。 

逆に、" 下らね え スト ーリ ー だけど'  よく チンボを 立たせて くれる 
エロ 漫画 だ， との 賛辞は、 弁明め かしてない 上、 描く 側 読む 側と も 
に、 自らの 器を 悟り 切った 孤高の 精神が 感じられ、 「イカす じ ゃね 
え か // 」 と、 ト レン チコ ー トの 襟を 立て、 石 原 裕次郎 を 気取りた く 
なります。 

その 代表格は、 『キ ャン デイ ー タイム』 の わたな ベ わたる や、 『レ 
モンク ラブ』 の かおるで しようが、 かおるは 構成に 難点が あるので、 
やはり わたな ベが 王様。 

同誌 7 月 号の 「アイドル ド ッキ リ⑱ レポ ー ト" こも、 "おめ え 
へソ ねえ じ ゃねえ か"：" いや、" おめ え 脳ミソ ねえ じ ゃねえ か〃：" と、 
思わず 凡人なら 叫びた くなる 下らな さ。 けれど、 それは サ ラリと 軽 
く 読み 通した 時 だけの、 表面的な 感想だった の だな と、 W 読す ると 
思わざる を 得ません (濡れ場 以外の シ ー ン まで、 この 人の 作品を 読 
み 返す 人は、 まずい ないで しようが)。 
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控え室で 仮眠して いる アイドル タレン ト。 その 部屋に 必然的に 迷 
い 込んだ 中年 プロ デュ ーサ ー。 アイドルが ゴ ロリと 寝返りを。 する 
と、 御 自慢の D カップを 包む 衣裳の ボタンが、" プチ ッ 、プリ ッ 〃と 
いう 音と 共に 飛び散り、 ムチ厶 チオッ パイが プルルン コ。 

この 人の 漫画を 読み 慣れて る 者には、 何でもない シーン です。 特 
に、 ティッシュ 片手に 一人で 読んで ると、 何の 印象 も 残らぬ でしよ 
う。 けれど、 これを 不特定の 人々 が 集まる 白昼の 場で、 つまり、 理 
性が オナニ ー 以外に も 向いて いる 所で、 落ち着いて 読んで みて 下さ 
い。 その 傑出した 漫画 的 技巧に、 ゥ〜ン と 唸らざる を 得ない はず。 

その 点、 『ペンギン クラブ 山賊 版』 に、 「サッキ ュバ シィ絵 夢」 を 
描いて る 紺屋た かしは、 相当の 大物と 見ました が、 まだまだ 悟り 切 
れ てない のは 惜しい。  (『ベ あ』 og *  8 ) 

一一 南極い ちご 

別に 筆者は 宫崎勤 容疑者の 親類で も、 ホラ ー ビデオ、 あるいは 口 
リ コン 漫画で 生計を 立てて る 人間で もありません が、 彼が 逮捕され 
て 後の、 マスコミの 集団 ヒス テリ I には 開いた 口が ふさがりません。 

昨 HZ までは レンタルビデオと 異なり、 5 歳の 子供で も 自由に 観ら 
れる テレビで、 スプラ ッタ ー をバ カスカ 放映して た 連中が、 「なぜ 
当局は もっと 取り締まらない / 」。 ア然を 通り越し、 ボー然 。例え 
ば、 ポルノ ビデオで 大 儲けして いる 奴が、 こう 発言したら 多くの 人 
は 立腹す るで しよう。 

「私の 仕事は、 教育産業の ような もの だ。 なぜなら 強姦した いと 思 
つた 男が、 うちの ビデオを 観て、 オナニ ー して 犯, を 思いとどまる 
からだ。 国は 私に、 勲章を 授けるべき だ」 

今の マスコミ、 特に モー ニン グ シヨー 関係の 馬鹿野郎 共が やつて 
る ことは、 構造 的には この 発言と 全く 同じ。 人間を パブロフの 犬 並 


に 扱つ ている 点で も、 ピッ タリ /- J- 合します。 この 論理が まかり 通る 2§ 
と、 学校の 図書館から 一冊 残らず、 シャー ロック. ホ ー ムズ 本を 撒 
去せ ねばならなくなる。 

わけの 分かん ない 新人が 登場し ました。 『マンモス クラブ』 の 南 
極い ちごです。 9 月 号に 載っ てる 「君の 瞳に フリ^ — 夕、 — 」 なる 作品 
も、 プ ッツン どころ か' 静脈 も 動脈 もブッ 切れて る 感じ。 小 汚ない ア 
パ ートに 住んで いる フリ ー タ ー が、 人妻 やノ ィロ ー ゼ っぽい 女子大 
生と、 ワン サカ ワン サカ やる だけの 話です が、 その 描写が 分泌物 過 
剰と いうか、 とにかく 汚ない〃： 

絵が 下手糞 だから 当然そう 見える のです が、 多分もう S 年 修行し 
て もこれ 以上には ならぬ だろう ピュアな 下手 振りの せいで、 見た 通 
りの 腐 臭 生 ゴミ漫 画の 割に、 妙に 明るい 救いが ぁったり も。 

けれど、 前回 取り上げた Y  .  Y  .  Z の 時に も 思っ たのです が、 こ 
ういう ド 汚ない エロ 漫画で オナる 奴っ て どんな 方？ 羊水 状態への 
回帰 だなん て'  バカな 評論家なら 説明す るんで しょうが、 私には 読 
者 像が 具体的に 想像 出来ない。  (『ベ ぁ』 gg . 0 

I 杏 咲 モラル 

最後の エロ 劇画 界の 新人と 言われつ つも'  低迷して いた 杏 咲 モラ 
ルが、 ここに 来て-皮 も 二 皮 もむ ける 成長 振りを 示して います。 多 
作の 人では なく、 『ス ーパー コミック』 や、 『漫画 スマック』 でし か、 
レギ ユラ ーの 仕事は こなして ません が、 『ス ー パ ー コミック』 連戦 
中の 「娼婦の 妖 虫」 なる シリ ー ズは 、ロリコン 漫画に レィプされ た、 

エロ 劇画の 生き残りの 方向 も 示唆して おり'  読ませます。 

主人公の 少女は、 ネ^ ~ ム では 特定され ていません が、 どう 見ても 
小学生 (多分、 編集部が ビビ ッて 検閲して るので しょう)。 名前は 
美眹 。この 少女、 自分が 好きに なった 同級生の 男の子が、 女子大生 
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に 憧れて いて 振られた のを 根に持ち、 女子大生の 彼氏に 接近 (ここ 
らの 早熟な 小学生の 心理描写は、 杏 咲の 最も 得意と する 所)。 何と 
か 親しくな るのに 成功し ますが、 美 咲が 余りに 幼い せいか、 あるい 
は 時節柄 か (？)、 なかなか 手を 出して くれません。 

そこで 少女は、 ロリコン おたくを 公園で 逆 ナンパ。 少 々お 遊戯の 
相手をし ますが、 いざ 本番に なると 冷酷に も 彼を" ロリコン ブタ" 
扱い。 傷ついた おたく 野郎が 尾行して みると、 例の 愛しの 大学生の 
部屋に 柙 しかけて 半裸に なり、 「今日 ここに 来る 途中ね 変な おじ 
さんに ここを いたずらされ たの…」 とブ リッコし ている。 モル モッ 
卜 にされ たと 気づいた おたくが 逆上、 その 大学生を 警察に 密告す る 
所で 1 月 号は 終わって いますが、 近頃の エロ 劇画 誌で これ だけ 凝っ 
た ストー リーに 挑んで るのは、 杏 V の 他には 三条友 美く らい。 

ただ 三 条 は、 各 キャラクタ j の 心理描写は 近年は 苦手で、 その 分 
ハッ タリの ある 絵柄を 生かし'  浣腸、 刺青、 緊縛 等の、 視覚 的 展開 
で 人気を 得て 来ました が、 どぅも 最近は 袋小路に 入っ てる 感 が。 こ 
んな屮 '絵は やや チマチ マして る ものの、 ジ ックリ 読ませ、 キヤ ラ 
は 限りなく ロリコン 漫画に 近い 杏 咲は、 ポスト 三 条の最 有力 候補。 
少年の 感覚 描写 も 抜群で、 矢 島み のる (細 馬 信 一) の エロ 劇画 家 時 
代を 思い起こさせます。  (『ベ あ』 i. 2 

|  E  E くん 

ラブホテルに 入って 抱きつく なり、 「何も しないって 言っ たじ ゃ 
ない / 」 と、 わざとら しい 言い訳を する 女性は 多い よぅです が、 
種の 前戯と 考えるなら それなりの 風情が。 が、 ベッドに 入つ て、 こ 
ちとら が ガラパン ー枚に なつて るのに、 まだ ンな 寝言を 言い張る 女 
性に 出会う と、 多くの 男性は 大魔 人の 心境になる (しつこく 柢抗す 
る 女性に 限り、 なぜか 顔 も 大魔人 級な のが 多い)。 


エロ 漫画家に も 似た ような タイプが いて、 ギン ギンに なった ポコ 
チンと ティッシュ 片手の 自分が、 ドア ホに 思えち やう 場合 も。 『キ 
ヤン ディ ー タイム』 の MEE  くんは、 その 筆頭。 僕 も ファンな ので、 
同誌 速 載の 「ひろみち やん 奮戦 記」 は 欠かさずに 読ん どるので すが、 
咋 今は 「いつにな ったら 抜かして くれ るん じ やい / :」 と、 絶叫した 
くなる ばかり。 

元々 画 力の ある 漫画家です。 シヤ ー プな 線を 見て いる だけで、 惚 
れ 惚れす る ほど。 だから こそ、 Q 〜 Q 年代の ポルノ 映画み たいに、 
ろくに 男女の 重なり もない、 単 品 ヌード 程度で お茶を にごされ ると、 
怒りは 一層つ のる。 

「われい、 いつまで 乳首 チ ラリ や、 お尻 プル ン くれえ のこと ばっ かや 
つ とんじ やい。 ンな ことじ や あ、 深夜 TV にも 対 杭で け へんで っ / 」 
と、 北 関東 生まれの 筆者に して、 訳の 分からかん 関西弁で タン カを 
切りた くなる ほど。 

この 人、 『漫画 エ ロト ピア』 等の 二流 雑誌で 活躍して るので、 辰 
巳 クラスの エロ 漫画 誌に グ チヤ グ チヤ エロ シーン を 描く のは、 抵抗 
が あるの かも。 けん ど 兄さん、 そり や あ アサ ハカな 考えで っせ。 二 
流だろう が 三流だろう が、" セン ズル読 者， に 階級の 差なん て あり や 
あせんの じ やっ / (連載の 初期は、 もちっ と ごつ い シーン が あった) 

同誌には 似た ような タイプが もう 一人。 女流の 谷 内 和 生です。 M 
EE くんに 比べる と、 かなり 画 力が 落ちます。 多分 人間の 重なり も、 
描きた くても 描けない のでし ょう。 ならば 前戯 シーン 等で'  もちっ 
とサ ー ビスして 下され。 ティッシュ 片手の 僕達を、 ン なに いじめな 
いで / (『ぺあ』训*3) 

| 町 野 変 丸 

よく 分かん ないし、 分かろうと 努力す る 程の タマで もない のに 
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(矛盾して る。 努力せ ねば 分からね えよう な 奴は、 ハナっ から 大し 
た タマ じ やねえ)、 それなりに 発情 ガキ には 人気 あんだろう なつて 
のが、 『アットー テキ』 の 町 野 変 丸。 

初の 単行本 『ヌルえ もん』 (一水 社*  830 円) は、 筆者の 身辺 
にも 2  i  3  持つ てる 者が おり、 「読んで ると 気持ち 良くなる」 とか、 
「この 業界と しちや、 いがらし みきお 以来の 逸材では」 との、 やや 
興奮した 声 も 聞かれ ますが (この 手の マ イナー 系 雑誌の 読者の、 初 
物 買いへの 興奮を 語る 姿は、 その 説得力の ない ナルシズム ゆえ、 自 
ら 肛門の 臭気を 語る 以上に 見 苦… いや、 嗅ぎ 苦しい)、 ど 一 も アッ 
シにや 好きに なれ ねんです ヨ 、旦那。 ポン / (キ セルの 灰を 落とす 
音) 

要は 筆者の 個人的 好みで (幼女に 全く 興味がない。 その 傾向は、 
自分の 娘が 成長す るに 連れて 余計に 強まっ た)、 彼の 魅力が 理解 出 
来ない のです。 で、 こういう 時に 無理に 理解し ようとす る、 中年の 
脂ぎった ヤロ ー 共の 顔つきが、 マ イナー 系 雑誌の 初物 買い 趣味 読者 
と； 一様に、 気色 悪くて 大嫌い。 と、 色々 とグ チっ てるけ ど、 正直な 
一^を 告白 すれば、 コイ ツの漫 画は パラパラ めくる だけで、 ジ ックリ 
読んだ ことな かつた r コ メンゴ メン) 。 

で、 同誌 6 月 号の 「ヌルえ もん」 第 9 話、 "白い 巨 塔" ってのを、 
ボン / (例の 音)、 あっし も 恥ずかしながら、 隅から隅まで、 ズズ 
ズ イーッ とばつ かし、 いい 年 こき や あがつ て、 読まして もらつ たと 

考えね え、 よ才 、旦那。 てんごう な 漫画で な。 一昔前なら、 全員 獄 
門 ハ リツ ケ はまちげ えね え。 ポン〃 ： 

とは ゆうもんの、 役立た なくなつ てえ らくた つのに、 ナ ニが ピク 
ンと 来たから、 人間て な あ 罪な 生き物 だね ヱ。 変 丸と やらの 漫画、 
懐かしの" お医者さん ゴッコ "の 匂いが プンプン する ずら ヨ 。それ 
が オメ ー、 てんでた まんねん サ 。この ヤ ロの ケツの 穴 趣味は、 ハン 
パ じ やねえず らヨ 。おんな じ 号に 載つ てる緒 図 乃 真 明つ つん も、 昔 


はンな 魅力が あった ども、 上手くな りすぎ て 今は ダメじ やて。 変 丸 
よ、 上手く ならず、 お ffil 者さん ゴ ッコに 専念す る ずらよ、 ポン // 

(『ぺ あ』 Q . 5 

11 上 総 志 摩 

古い 人です が、 ちっとも 上手に なりません。 「ひよ として、 これ 
が 彼の 個性な の？」 とまで 言われて しまう のが、 上 総 志 摩。 ロ リコ 
ン 漫画家と しては 完全に 長老 格。 同時 期に 活躍した、 内 山 亜紀、 島 
崎れ む、 番外 地 貢ら は 名前を 見なくな りました が、 「ド 手 だ / ゴ 
ミ だ/  ヵス だ/  権力の 手先 だ/」 等々 の惡 口の シャ ワーの 中で、 
しぶとく 生き残っ ている 上 総を 見る と、 峠を越え た 自らの 人生に も、 
やや 希 5 F を 見出した りする から 不思議。 

確かに ヵットを 見れば 分かる ように、 絵は 稚拙。 ワン タンみたい 
な 描 線に も、 全然 色気を 感じません。 喰わず 嫌いな 人 も 多い。 が、 
スト ー リ ー は、 ジ ックリ 読む と 結構 面白い。 面白い と 言っても、 構 
成が しっ かりして ると か、 ネ I ムが フィ リップ •マ^  —  口  j してる と 
かの 次元 じ やない。 要するに デ タラ メ。 

「エロ 漫画なん ちゆうのは、 どれ もこれ も デ タラ メに 決まっ とろう 
が」 との、 お叱りを 受けそう です。 確かに そういう 傾向が 強いのは、 
僕 も 否定し ません。 が、 一応は、 「いや だい や だと 言いながら、 下 
の 口は グ チョ グ チョ じ やねえ か」 的 作品に も、 3 ぺージ 読めば 割れ 
るとは いえ、〃 落ち" も ある もの (電車の 中で 痴漢に 遭い、 ツラ 見た 
ら 亭主だった… とかの)。 

上 総の 作品は、 そういった 通俗的 配慮は I 切なされ てません。 な 
らば、 ただ 蒸り まくって る だけ かと 思いき や、 そうで もない。 この 
種の 漫画と しては 登場人物 も 多い し、 場而 転換 も 頻繁。 でも 笑って 
しまう。 なぜかと いえば、 最初の 伏線を 途中で 捨てち やうの なんか 
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朝飯前 だし、 キャ ラが 描き 分けられて ないから、 話が 全然 理解 出来 
なかつ たりと ム チャ クチャ。 しかも、 なぜか 復警を 誓う ヒロインは、 
いつも 逆襲され 犯されっ 放しで THE  END。 とんでもない 極悪 
漫画。 

勧善懲悪 ならぬ、 ルイス •ブニュエル 風〃 勧惡懲 善 エロ 漫画家" 
とで も 申し ましよう か。 エロ 劇画 誌等での 活躍 も 多い ようです が、 
決して 上手に ならずに、 その 道を 極めて 下さい。 (『ぺあ』训.7) 

一ち やた ろ 一 

劇画 系、 ロリコン 系を 問わず、 一番 退屈な エロ 漫画は、 SE Y 描 
写が スポ^ ~ ツ 化しち やって る もの。 D カップ エロ 漫画家と して 一部 
に 人気が ある、 ぼいんと ☆たかしは その 典型で、 「おめ え 何も 分か 
つち やい ねえな」 と、 ちつと も 硬度を 増さない チンボを 片手に、 説 
教 したくなります (筆者の それが いつも ふに やついて るのは、 ぼい 
んと ☆たかし だけの せいでは ない が)。 『キャン デイ ー タイム』 等で 
活躍 中の'  ち やた ろ ー セン セ も その 一人。 むろん、 キャ ラ クタ ー の 
商品 価値、 スク リ—ン ト— ンの 処理 技術に おいては 、ぼいんと など 
足元に も 及ぶ 存在ではありません が、 こんだ けの 技量を 持ちながら、 
何で スポ ー ツ マン 精神の み 溢れる、 非 刺激的 エロ 描写し か出来ん の 
だろうと、 いつも 不思議に 思って ます (担当 編集者の 頭が悪いでの 
でしよう)。 

具体的に 言えば、 余りに 女の コを 簡単に 脱衣 させす ぎる。 確かに 
現実の 女の コは 、「服が シワになる から…」 とおっ しやっ たりして、 
男に 脱がす 楽しみを 満喫 させません が、 これは 漫画なん です。 「い 
やつ、 もうこれ 以上は…」 とかのた まわせつつ、 擬似 ストリップを 
演じさせて 下さい。 

パンテ イー 枚の 状態に なりましたら、 それを クルリと 脱がせる 前 


の、 見たり、 嗅いだり、 突いたり、 つまんだり、 しやぶ つたり のシ 

—ン に、 最低 3 ベ— ジは 費して よね。 おねげ えします だ / (筆者は 
中年で やや 脂ぎ り 過ぎて るか もしれ ない が、 主たる 読者層の 童貞 中 
高 生 も、 似た ような 心境では？) 

前段の ヵッコ 内の、 多くの 童貞 中高 虫の 代弁を すれば、 そもそも 
彼らは、 SEX なんかした ことがない の だ / この 点を、 決して エ 
口 漫画家は 忘れて はいけ ない。 つまり、 イン サ ー トシ ーンは 確かに 
ない とまず いが、 あまり 早い 段階で それを され、 「ほ 〜 、中が ヒク 
ヒク して 良く 締まる じ やねえ か。 まるで タコ ツボだ ぜ 。おつ おつ お 
つ…」 とおつ し やられても、 読む 方は チン プン ヵンプ ン。 

つまり〃 前戯 描写， こそが、 エロ 漫画の 本質 (他の ポルノ メディ 
アも 同様)。 その 点の 努力と、 コマ割り をもう 少し 工夫 すれば、 こ 
の 人は ボッキ 派の 巨匠です。  (『ぺぁ』训.9) 

一伊 魔 崎 斎 

他人 様が どんな エロ 漫画を ネタに オナニ ー に ふけろうと、 第三者 
がと やかく 言う 問題 じ やないで しようが'  それに あえて ゴ タクを 並 
べるのが 筆者の 仕事。 

で、 取り上げ たのが、 昔から イモだ ゴミだ チリ だと 言われつつ、 
なぜか 発行され 続けて いる、 『ヤング ビタミン』 (辰 巳 出版 .320 
円)。 明 B 香 のぞみ、 白 井薰範 、みづ の 剣士、 並木み どり、 弾丸 三 
四郎 、伊 魔 崎 斎… ゥ〜ム 。確かに 読者に コビ ない、 編集者が 進取の 
気性に 富む、 今時 珍しい スピリッツに 満ちた 雑誌 (高潔な 編集者 諸 
氏の、 売れ行きを 無視しての お 仕事、 御苦労様。 〃こうすれば 売れ 
ない， との サンプル 雑誌 も、 一誌は なけり ゃ)。 

どれ もこれ も、 ニ ラレ パイ タメと ギョ ー ザを 食べて 吐いた 奴の ゲ 
口を、 秘伝の ク サヤの タレで q 日は 漬け込んだ ような'  ク ッサ ー イ M 


臭気に 満ちた 作品 ばかり。 中で も 異彩を 放っ ている のが' 「ゥィ ザ 
1 ドフォ —ス」 なる、 カツコい い 題名の 作品を お描きに なって いる、 

伊 魔 崎 斎大 セン セ。 

古い 人です。 この 人が 好きな のは、 その 長 〜 い キャリア にも かか 
わらず、 ち〜 っと も、 それ こそ 古 女房の 処女膜の 残り カス 並に (ホ 
ントは カス も 残っ てない が)、 進歩がない って こと。 ただ、 心意気 
だけは 並の 漫画家の 比 倍は あるよう で、 色々 と チャ レンジな さる。 
テクは 例によって なので、 結果は 必ず 大 失敗。 僕は その ギャップを 
ギャグと して 楽しんで るけ ど、 銭 出して 買う 読者は たまっ たもん じ 
ゃない よね。 

どういう 連戦なん だっ て？ 事な ので ^ 方な く、 吐き気を 押さ 
えながら 読んで みたけ ど、 ち〜 っと も 分かん ない。. オメ コシ ーンら 
しき ゲロ描 写の 間に、 時々 男女が 怒 l ってる 大ゴ マが 入っ てるって 
以外は® 情けない ことに 最終 ぺ^ ~ ジに 、「みんな 手紙 くれよ^ ~ 0 は 

きっと 意味の ない 大ゴ マでの 登場人物の 絶叫は'  作者の 自ら 稚拙 
さへの 怒りな のでし ょう。 エロ 漫画家 志望の 読者の 中には、 他 | の 
石と すべき 方 も 多い のでは？  (『ぺ あ j QQ * 1 ) 

11 かたせ 湘 

予想通り、 関西の 主婦の 方々 が 果敢に も 実行な された、〃 反 H 漫画 
キャ ンぺ ーン "は' 『ヤング サン デ I』 や 『ヤング ジャンプ』 の 総 
ザンゲ により (ずいぶん 今までの エロ 路線で 儲けたん だろう ね、 小 
学 館と 集英社は)、 結局 その シワ 寄せを 中小の H  口 本 jf 版 社が 一 身 
に 受ける 雲行きに。 『小学 I 年生』 や 『週刊 明星』 に、 路線 転換し 
たくと も 出来ない H  口 本 出版社の 中には、 屋台骨が 傾く 所 も 出て 来 
るか も。 


反 公害 や 自然保護 運動は、 幾多の 人間が 息 長く 展開しても、 相 変 
わらず 苦難の 道が 続いて いますが、" お 上 受けの いい， 管理 強化 キャ 
ン ぺーン は、 この 通りの 大 成果。〃 弱い者い じめ 国家 日本" の 典型的 
光景です が、 一方で 酒 や タバコの 自販機、 スピー ヵ ー 騒音 等は 野 放 
し" 火した 大国と やら も あ つた もの。 

.てな こと 考えながら、 路地 裏の 小さな、 それ こそ 『少年 ジャンプ』 
やべ スト セラ ー 書籍な どまず 配本され そうにない、 親父 一人で 深夜 
まで 営業して る 書店で、 立ち読み してて 見つけた のが かたせ 湘 (エ 
口 本と エロ ビデオで 成り立っ てるこの JI の 零細 書店 も、 これから 大 
変で しょう)。 

『コットン コミック』 や 『ドルフ イン』 で 見かける この 漫画家、 か 
なりの ブルマ^ ^ フエ チ。 濡れ場に なっても ブルマ^ ^ を'  なかなか 脱 
がせません。 ブルマ ー 越しの 性器を、 種々 の スクリ ー ントー ンと削 
りの テクを 駆使、 微妙な 形に 浮き上がらせ ては 悦に入っ てる 様子が 
ありあり。 いいです ね、 こ 一ゅ誠 実な 人の 漫画って。 

が、" 視姦 ，方面に 力が 入り 過ぎて いるた めか、 フィニッシュの 性 
交 シーン が やや おざなり。 一 応は 発射 させと かないと、 読者に 対し 
て不 親 MJ だから — てな 調子な ので、 ド 手す ると 見落とし、 この種の 
漫画と しては ドヶ チな、 前戯 シーン のみの 作品と 誤解され かね ませ 
ん 。もう 少し 固 分の 楽しみを 仰 制し、 濡れ場 シーン と 対決す べきで 
しよ ラ。 

サッ パリした 男性 キャ ラが 上手な の もこの 人の 特徴。 劇画 系は と 
も かく、 ロリコン 系 も 男と なると、 脂ぎ つた ギトギ トフ エイ ス しか 
描けない 漫画家が 多いです から。 厳しい H 漫画 環境の 中で、 めげ ず 
に 頑張って 欲しい 新人です。  (『ぺあ』別.2) 

一中 山たろう 
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最近 若づ くりを 心がけて いる 『EROTOPIA』 (旧 『漫画 エ 
口 ト ピア』) です が、 やはり お 里は 争えない らしく、 懐かしの〃 ド 
エロ 劇画." の 血が 断ち切れず、 フランス 料理店で 煮込み 定食を かっ 
込む ような、 居心地の 惡 さがつ きまとう。 

前 田 俊 夫から 真 弓大介 なら ともかく、 もりやね こまで 一冊に まと 
める つて センスが アナクロ もい いとこ。 こういった 過去の 栄光を 捨 

て 切れない 因業 雑誌は、 時々 漫画家に 犠牲者を 生み出す (ンな 程度 
の エロ 漫画 誌の 編集の 口車に、 乗せられる 方もア ホなん です が)。 
「怪盗 エンゼル ス」 という 速 載を 開始した、 中 山たろう は その 筆頭。 
知っての 通り 彼は、 かつて 『ホット ミルク』 等で 活躍した、 作風は 
やや 暗い ものの、 テクは 十分の 実力 派。 が、 今の 彼と きたら 何 ト チ 
狂っ たの か、 ギン ギラの 劇画 家に なっち まって る。 

この 連載は 天オ ギタリスト、 瀨川京 介 クンが 主人公で すが、 扉の 
タ タキから して、". いつた だき ま〜 す H 聖夜を 濡らす •大 オギ タリ 
ストの 官能 ビート てな シロ モノ。 編集者の モ ー ロク 振りが、 ス 
トレ— 卜に 表われて ます。 

それは ともかく、 中 山 自身は 非常に 努力して います。 テクに 一層 
磨きが かかって るの も 確か。 同ー コマに キャ ラが 5 〜 6 人 異なる 位 
置に おりながら、 遠近感 、デッサンが n: ってい ない 漫画家 なんて、 
♦ そうはい ません (デフォルメ された キヤ ラなら ともかく、 今の 彼は 
②超 リアリズム 派です から)。 

g  が、 中身は 全然 面白くない。 元々 影と 固さの ある 中 山に、 音楽 畑 
1 一の 素材を 描かせる のが ミスキャストな のです が、 絵の 上手 さに 比べ 
P: て、 この 退屈 さは 尋常ではありません。 あたかも 落ちぶれた エロ 劇 

章い るよう な。 

^  ここまで 書いて 気づい たんです が、 中 山は その 逆を やらされ てる 
♦ん です ね。 本来は 良い 物が あるのに、 アナクロ 雑誌の センスに 迎合 


させられ 懐 メロを 唄っ ている。 これ もまた 人生では あります が^—。 

(『ぺぁ』 01 *3) 

1 悠理愛 

しばらく 前に 見た 時、 ハシ にも 棒に も かからぬ 駄 本だった ので、 
もう 廃刊に なった と 思っ ていたら、 まだ 出て たんです ね、 『漫画 ホ 

ット パンツ』 つて。 

パラパラ とめく ると 約 1 年 半の 間に、 かなり カルトな 漫画 誌に な 

ってる のを 発見、 思わず 「ホ - ッ」 と、 擬音 入りで 驚く。 メン 

バーは 中 総 もも、 さかした R、 谷 内 和 生、 ふとが ね裕 美、 悠理 愛と、 
原稿料の 安そう な 新人が メィンで すが、 注目した いのが 悠理愛 。 

これは もう、 {元 全に 来て ると いうか、 行っ ている という か、 独自 
の 世界に 生息な さって る 方々 の 世界。 大昔、 プ ッツン というは やり 
言葉が ありまし たが、 四六時中、 プ ッツン ing なされて いる 高貴 
な 方々 の、 香し くて 気色い い、 世 迷い 言 漫画と でも :l しまし ょうか。 

スト ー リ ー はよ く 分かりません .，.これは 何も、 迪載だ からぱ 力り 
でもない 様子。 多分 一册に まとめられた 物を 読んでも、 表面的な 粗 
筋は ともかく、 作者の 言わん とする スト ー リー 、いや 物語は、 理解 
できない のでは。 

だっ てこの 方の 漫画って、 ー コマー コマで それぞれ 完結 しちゃっ 

てる。 カットに 用いた 4 月 号の 作品の 扉を 見て 下さい。 分かり ま 
す？ もう 完全に 一度 来て、 タッチした 後で 行き まくって る 絵です 
よ (書いて る 自分 もよ く 分からな いが、 この 人の 漫画は どの ー コマ 
を 見ても、 読む 側が 気持ち 良くなる ことは もちろん、 描かれた キャ 
ラの 側は、 その 数 A 倍の エ クス タシー を 感じて いるよう なの だ/ 
下吡 話な 言い方を すれば、 ー コマ ごとに 発射され た 精液の 香りが す 
る)。 


233 


普通 この種の 自己 陶酔は、 例えば 能 篠純一 、かわぐち かいじ、 石 
井隆 、大 友克洋 、藤 原 ヵムイ、 近 藤よう 子ら に 典型的な ように、 聡 
明な 人間には バケツ ー杯の ゲ ロを 催させ ますが'  この 無名 ロリコン 
漫画家の 作風には それが 一切ない。 

きっと 大成す る 人で しょうが'  B 5 判 ロリ n ン漫画 誌が 主流に な 
った 今、 この 52  0円 もす る A 5 判 雑誌が いつまで 持ち こたえられ 
るか。 雑誌の 運命な どは ともかく、 この 超 ナルシストの 未来は 気に 
なります。  (『ぺあ』 1 .6) 

| りえち ゃん M 歳 

よく そこまで 虫の いい 発想が 出来る もの… てな 設定の エロ 漫画 
が、 男性 読者の 人気を 得る ようにな って 大分た つ。 何年く らい 前 か 
ら なのかは 不明です が、 エロ 劇画の 调 落と'  ほぼ 軌を一にし ていた 
のは 確か。 

『SM セレクト』 や、 谷 ナオミ 主演の SM ポルノが 持て はやされた 
の も、 ついこの 間の 気 もします が、 今や ああ いった" 攻擊的 s  E  X" 
を 主に 据えた 世界は、 エロ 漫画 類に 限らず、 全ての ポルノ メディア 
で 不人気と か { Q 年代 後半には、" レイプ ブ ー ム" てな の も あり、 漫 
画界 でも 山崎亨 という 方が' 双葉 社で 強姦を 素材に した 作品を 連打、 

〃レイプ 漫画の 鬼， と言われて ました。 『レイプ マン』 の 元祖です)。 
『ホット ミルク』 誌上で 時た ま 見かける りえち ゃん 3 歳 (時節柄、 
この 過激な ペンネ ー 厶には 感動) は、 深さを 人一倍 感じさせる'  透 
明 感溢れ る 画風で 将来が 楽しみで すが、 同誌 7 月 号で、 そんな 虫の 
いい 軟弱 読者が、 泣いて 喜びそう な 作品を 描いて ます。 

「ラブ ゲ ー ム」 と 題され た 作品の 主人公は、 女子 中学生。 年上の 彼 
と デ I 卜 をし ますが、 彼は カラオケ Box で 悪酔い。 とまどつ てい 
る 少女に、 失恋した と 打ち明ける 始末 (ふざけた ヤロ ー だ / )。 中 


学生の 主人公 なんて、 恋# の 対象外だった のです。 

酔いつ ぶれた 彼を、 タク シーで 中学生が アパ ー トへ 送って 行き ま 
す。 すると この ヤロ ー、 スース I。 ここから 少女の 活躍 開始。 粗筋 
を 読めば 分かる ように、 エロ 劇画で あれば、 完全に 男 女の 設定が 人 
れ 替わって いて 当り前。 が、 今の 発情 オガキ 様の 間では、 〃強 チン 
願望， こそ 保守 本流。 

わたな ベ よしまさ や、 かおると いった 連中が この 手の 素材を 扱う 
と、 「また かよ 才」 と ゲップ が。 が、 りえち ゃん の 流麗な コマ 運び 
や、 カマ トト ぶった ネー厶 のユー モアは はじけて おり、" やりそう で 
やらない， 「君の 名は」 的な 設定 も、 NHK の ドラマと 違い、 もう 
3 年く らいは ダラ ダラ 続けても 大丈夫。 虫の いい 発情 オガキ 様 方は、 
ティッシュを 振り 振り 応援して くれる でしょう。 (『ぺあ』 1 .8) 

11 井上 英樹 

お昼 時の 花火、 あるいは 浮気す ると インポの くせに、 古 女房の 前 
じ ゃ ギン ギンの ペニス、 または 私服の 婦 S へ 挑んだ 痴漢と でも 言 お 
うか、 間の 惡いオ マヌヶ 野郎は どこに もい ます。 

エロ 漫画 界 とて 同じ。 今時、 新しい エロ 劇画 誌を 出す 版元が ある 
んだ から ビック リ 。その 名 も 『漫画 スト レ ー ト』 (雄 出版)。 文字 通 
り 3 号で、 『ス —パー コミック スペシャル J や 『漫画 パラダイス』 
同様に 廃刊 だと 思つ てました が、 まだ ヨ タヨ タ 続いて る 様子。 化石 
と 化した メディアに いくら 水 や 肥料 やろうと も、 芽を 出す とは 思え 
ない のです が。 

一番 驚い ちまっ たのが、 あの 懐かしの エロ 劇画 家、 井上 英樹 セン 
セが、 久 々に その 健筆を 奮ってい たこと。 古い 人です。 亀 和 田武セ 
ンセ や、 高 取 英 セン セが 御 活躍 あそばした、 懐かしの" 三流 エロ 劇 
画 ブーム ，とやら の 頃には、 共産 同 赤軍 派の 塩 見 孝 也 議長が" 日本 
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の レ ー ニン" と 呼ばれた のと 同様に、" エロ 劇画 界の バタ ィユ "と 呼 
ばれて たらしい。 恥ずかし さの 余り、 自分の 肛門を おっび ろげ て 隠 
れて しまいた くなります ね。 

昔から 下手糞でした。 熱意 だけは、 C 〜祕の マスヵ キ 少年の ザ ー 
メン 以上に 豊富な のです が、 何せ テクが ついて かない。 だから、 抽 
象的ネ ー ムや コマ割りで 、ハッ タリを かまして 逃げる (德田 正浩の 
映画を 連想させる)。 加えて、 真 崎 守 以上に 魅力の ない 女性 キャ ラ。 
当然、 彼の 執筆した 劇画 誌は 次々 と 廃刊に (村祖 俊 一とよ く ガン 首 
を 並べて た)。 

その バタ ィユ が、 季節は ずれの オ マヌヶ エロ 劇画 誌で 描いて いた 
のが、 『漫画 ロー レンス』 張りの 人妻 浮気 エロ 漫画。 彼の キャラ じ 
や、 少女は 無理で しようし ね。 読んで みると、 相変わらず テクは 未 
熟 だし、 コマ割り も 古臭い のです が、 妙に エロい 臭気に 満ちて るの 
で 驚きました。 かつての 彼には 全然な かった もの。 

苦労した のでし よう。 噂では 劇画 家を 廃業 後、 ピンク 映画 関係に 
身を投じ てた とか。 落日の 業界を 軺 々とするとは、 オマヌ ケな奴 。 
ともぁれ、 エロ 劇画 界は 文字通りの 斬 人は 皆無で、 彼のよう な 舞い 
戻り 型が 時々 現われる のみと か。 わびしい けど 再生 上手で、 エコ ロ 
ジックな業界じやぁりませんかド  (『ぺぁ』饥. 1 ) 

1 時 坂夢戯 

かつての ドエ ロ 劇画 誌の 雄、 『漫画 エロ ト ピア』 が、 『EROTO 
p  I  A』 と リニュ— ア ルを 図 って 何年た つの かは 忘れ ましたが (興 
味 もなかつ た)" ようやく" セブンイレブン でも 売つ てる 数 少ない 
B5 判 ロリコン 漫画 誌" としての、 体裁が 整いつつ あるよう です。 

執筆 メンバ ー も、 和気 一作なん つう 『漫画 ラ ブト ピア』 全盛 時の 
残り カス、 もとい、 残党を 除けば、 真 弓大介 、海 野 幸、 谷 内 和 生、 


水 谷 零 G  (コ ィツは 下手糞)、 時 坂夢戯 、佐 藤 丸 美、 ね ぐら ☆なお 
と'  決つ して 豪華と までは 言えな いまでも、 Q 世紀末の オナニ スト 
達の 心を なごまし 得る 連中 かと 思われます。 

初の 長編 成功 作に なりそう な、 「ラィオン MAN」 の 連載を 開始 
した 真弓大 介に 関しては、 かつて 本欄で も 触れた ので アッ チに 置い 
とくと して'  今回は 「DRAGON  ERASER」 を 断続的 (入 
稿が よっぽど 遅 いんだろ うね) に 連載して いる 時 坂 夢戯。 

一読と いうか、 一見して 感じる のが、 恐るべき ス クリ^ ~ ン ト^ ~ ン 
の 量。" ここの 世界とは 違う， 所から 来た、 このみなる 少女を 守る 白 
都 クンの お 話です が、 「ゥッ ヒョ ーッ /  すん げえト ーンの 量。 お 
まけに 細け え 削り。 こり やべ ー ジ ー 万 以下の 稿料 じ や 完全に 赤字 だ 
ナ」 てな 邪念が 入り、 なかなか スト ー リ I が 頭に 入って 来ない。 

が、 ジッ クリと 読む と、 これが 新手の 格闘技 漫画 だとい うこと が 
分かって 来ます。 白 都 クンは 探偵 事務所の 調査員で すが、〃 窀 族が 
支配す る 世界 •ファン タリ ズン "の 化け物を 相手に、 捨て身の 大活 
躍。 むろん、 ボロボ ロにされち やうので すが、 鋭利で 青 竜 刀みたい 
な 画風を 身上と する この 人は、" 痛み， の 表現が なかなか 巧み。 この 
みち やん じ やなく っても、 思わず 涙ぐん じ やい そ。 

メタリックな 時 坂の 画風 だと、 従来の 格闘技 漫画の ような 汗臭 さ 
は 感じられません が、 そこが 逆に 今風です。 素速い コマ 落とし も、 
時には セル 画の 枚数を ヶチッ た、 安手の TV アニメの ように 思えな 
くもありませんが、 スピー ド感を 多くの場合に 与えて る。〃 メタ リッ 
ク 格闘技 漫画， の 原 藏 落ちがない ように'  陰ながら お祈り させても 
らいます。  (『ベ あ』 55  . 2 

1 中 ノ尾亩 心 

蛭 児 神 建と いう、 いかがわ しさの 北極星み たいな 兄 チャンが 編集 
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していた、 アヴ ァン ギャ ルド ロリコン 漫画 誌 『プチ パンドラ』 の 時 

代から、 一水 社と いう 新橋の 場末の 零細 出版社は、 デタ ラメ 雑誌を 
出して 好事家を 喜ばせて います。 

また やって くれました。 『LOVE ゆり 組』 (A5 判. 平と じ .5 
20 円) だって サ 。松原 香 織なん つ 一、 それ こそ 蛭 児 神の ゲップ の 
臭気に 満ちた'  古〜 いォッ サン 漫画家の 表紙は (松原が 女 だなん て 
思っ てる ャ ロは、 まさかもう いないょ ネ？ 単なる 脂ぎった 中年 男)、 
色盲の 気の ぁる 編集が 色 指定を したら しく、 作品 名、 漫画家 名 も ほ 
とん ど 読めません。 

どうせ エロ 漫画本ょ、 結局は… てな 身 も 蓋 もない こと 思いつつ、 
ペラリ ペラリ。 そうめ ぐみ なんつ 一 、ヶロ ヨンみ てえ な キャ ラし か 
描けん ゴ ミは 飛ばし、 さて 次は と晁れ ば、 近頃 すっかり ご ひいきの、 
中ノ尾 恵の 登場。 題して 「微熱、 DIARY」。 

いきなり トイレの シ I ン 。いい ソ v もれち ゃい そうな が ドア 
を 開く と、 ヵヮ ユイ 少女が ぐ； ンョボ ジョボ "と 放尿の 真っ 最中。 

「いや ぁツ / 川地 さんっ！ m 几ないで ェ ー っ / 」 ゥツ シツシ 、ます ま 

すええ ゾイ / 見られち ゃった この 少女、 「許せない っ / 」 とか 言 
いいながら、 見た 男に も 眼の 前で 放尿し ろと 貴め 立てます。 すると 
この ャロ 、何と 女みたい な 格好で 放尿。 「ぁ… 何 だろ…？  何 か 興 
奮して しまった… 見られながら オ シツコす るっ て 変な 気持ち…」 と 
独白しつつ、 興奮した おももちで 少女と 向かい合い、 「み… 見た？」 
「見た わ…」 とかの 会話を 交す。 こり ゃ 立ち読みで すます わけには 
いかぬ、 ナイスな 変態 コミック 誌 じ ゃわい と 胸を 踊らせ、 即 レジで 

チ 〜 ン I 

一番 オイ シイ 所は、 自分の 部屋で コ ッソリ と… ルン ルン。 こんな 
時の 帰り道は 最高。 新しい ティッシュの 箱まで 用意して、 息を 荒げ 
ながら 読み進む と、 ガ チヨ〜 ン 。何と 仲 尾さん て、 男 じ やなくて 女 
だつ たん スよ 。しかも この 本、 この 中ノ 尾の だけ じ やなく' ゼ〜ン 


ぶが レズ 漫画" 

ぼやけた 表紙を よく 見れば、 ち ゃ あ〜 んと〃 愛が ある… 女 同士" 
との コピ ー も。 が、 多くの 凡 愛に ふける 凡人に、 この 雑誌は 果たし 
て 役立つ のか しらね？ 不安 ざま ス。  (『ぺ あ』 1 * 1 

| しの ざき 嶺 

突出した、〃 反社会的 ネタ ，同人 誌 制作で 知られる しの ざき 嶺 は、 
実につ まらぬ 絵を 描く 漫画家と しても 有名。 淡泊な 描 線は 二 昔 前の 
少年 誌 まがいで すし、 男女を 問わずに 魅力の ない ィモ キャ ラには、 
既婚者なら 色黒な 愚妻を'  独身者なら 押し入れに 隠して ある、 南極 
Z 号を 思い出さぬ わけには いかないで しょう。 当然、 彼の 通った 後 
には 廃刊 誌の 山が。 

今 彼が、 「もう 誰も 愛せない」 なる 作品を 連載して いる 『ドルフ 
ィン』 が、 その 山の にぎわいに 花を 添える 運命な のかは 不明です が 
(彼を 巻末で 起用して いる 点に、 やや 救いを 感じる) 、例によっての 
退屈 極まりない 絵柄ながら、 相変わらず スト ー リーは 抜群の 面白さ 
(だから こそ、 マ ヌヶな 編集が 懲りずに 次々 と 依頼、 のめり込んで 
は 巻頭 ヵラー まで 任せ、 雑誌を 廃刊に 追い込む)。 

いつもの 少年の 女への 変身 願望を しつこく 追求した、 超 マンネリ 
ネタと 言って しまえば 身 も 蓋 もない のです が、 同 傾向の 他の 漫画家 
の 作品に ない、 臨場感と いうか、 ウ ォルタ ー •ベン ヤ ミンが 言う 所 
の、 アウラの ような ものを 感じさせます (年が バレます ね)。 

淫乱な 姉が、 女装して 手を 縛られた 弟の 前で、 中年 男との SEX 
を 見せつ ける という 2 月 号の ネタ も、 やはり 読ませます。 姉 達が 外 
出した 後で 少年は、 責められる 姉に 同化 せんと、 バック 貴め での 姉 
と 同体 位を 取り、 ビー ルビンを ペロペロ。 で、 アヌスに ズブリ 。姉 
と同じように、 「ああっ 突いても っと 突いて エ"： 」 と絶 叫す るので 
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すが、 下手な 絵 ゆえの 緊迫 感 が、 妙に 読む 者の 心を 打つ。 

そう'  彼の アゥラとは、 常に その 稚拙な 技術と 同居して いる。 ょ 

り 流麗な 線を 引ける ょうにな った 時は (あり 得ない が)、 彼の 作品 

の 臨場感 も 消えて るで しょう。 ただ 将来を 考えた 場合、 彼の 今の ス 

トーリ I 性で 傑出し、 絵は 三流と いう 立場は、 一考を 要する ので 
よ ？ 

下手に 商業 的に 妥協して 二流を EH 指す ょりは、 〃芸術的 女性 崇拝 
エロ 漫画， に 徹し、 孤高の 存在を 目 ざすべき です。 今の まま じ ゃ、 
色物 扱いの 果てに 消える しかありません。  (『ぺあ』呢，3) 

1 雲 暁 

久保 書店 発行の 単行本 形式の 雑誌 や (誌 名は しょ っちゅう 変わる 
ので 覚えて ない)、 『花い ちもんめ』、 『レモン クラブ』 などで 見かけ 
る 美 衣 暁は、 中堅の 部類に 入る 作家です。 が、 流麗な 描 線は 依然と 
して エロく 濡れて おり、 ょほど 不幸な 性生活を 営んで いるの だろう 
と、 余計な 世話を やきた くなります。 

その ス カした 作風 や、 自己 陶酔の 過ぎる 各 キャ ラの アングルを 見 
ると、 「チッ /  粋がってんじゃあねえょ。お里が知れるぜ / 」と 
憎まれ口の 一つ も 叩きた くなります が、 これ も 一つの 個性と あきら 
めて ジッ クリ読 むと、 どの 作品で あれ 傑作と までは 言えな いまでも、 
エロ 描写の みに 流れる ことなく、 それなりの 話づ くりに 成功して い 

ます 

話の 中身は 画風と 異なり、 案外 泥臭い ものが 多く  (その アン バラ 
ンス さが、 読む 者の エロ 心を くすぐる)、 TV ドラマで 言えば、 一 
昔 前の 傑作 『特捜 最前線』 を 思い出した りします が'  彼の 今の所の 
代表的 単行本、 『言霊』 (日本 出版社) の 解説を 読んで いたら、 少し 

引つ かかる 部分が。 


彼は こう 記して います。〃… 単一 民族で ある 日本人が 一神教で な 
く 多神教で あるのは 日本語 (言霊) を 以て 宗教と している からで あ 
る、 と言う ことを 聞いた ことがある。 果たして 言葉は 面白い" 美 衣 
自身が 石 原 慎 太郎ば りに、 アナクロな 「日本人 単一 民族 説」 を 主張 
している わけでは ない のです が、 言葉への こだわり からなる 作品 集 
の 後記で、 彼 自身が こういう 愚論に 対し、 曖昧な 態度を 取っ ている 
のは 惜しい。 

最近、 彼の B5 判の 特集 本が 出ました 。『キャン デイ クラブ』 8 
月 号で、 懐かしの 『 ロリ タッチ』 時代の、〃 リ リス シリ ー ズ ，が 6 本 
収録され ています。 確か この シリー ズは S 本 程 あった はずで'  中途 
半端な 刊行です が、 依然として 新規 単行本が 少ない 今、 こんな 物で 
も 貴重 だからと 一 冊 購入。 

で、 思いました。 この 人は、 昔から 同じ 曲し か 唄わぬ 人な の だな 
あと。 しかし、 何 曲 もの 持ち歌が あるかの ように 思わせる 彼の テク 

は、 やはり 並では ない のです。  (『ぺあ』 02 .9) 

一九 紋竜 

大昔に、 本欄で も 取り 上け たことの ある ケン 月影は、 『漫 両ロ ー 
レンス』 等の エロ 劇画 誌 ばかりでなく、 『日刊 ゲン ダイ J あたりで 
も大 活躍です が、 似た タイプの 絵の 九紋 竜は、 最近 めったに 見る こ 
ともなく 寂しい 限り。 

だいたい、 彼の 描く 雑誌って すぐ 廃刊に なっち やう。 『劇画 ジャ 
ック』 、『漫画 ブッチ ャ —J、 『漫画 ゴリ ゴリ』 。九紋 自身は エロを 描 
き 惜しみす る 人 じ やない ので、 廃刊の 理由は 他に あると 思う のです 
が (廃刊 誌の 常連 漫画家は、 昔なら 井上 英樹 、村祖 俊 一、 諸 川拓、 

小 鈴 ひろみ。 今 だとし の ざき 嶺 、綾 坂み つね、 白 井 薰範 、後藤 寿庵ァ 
らが 代表格)。 J 


一見して 分かる ように、 本来は 時代劇の 人。 女性は 人妻く らいの 
キャ ラを 描いて る 限りは： H3 立ちません が、 男の 顔は どうしても'  戦 
国 時代の 若武者 っぽくなる。 今の 読者なら 古臭 さを 感じる の も 当然。 
多くの 時代物 エロ 劇画 家が 消ぇた ので、 彼 も 必死で 努力して います 
が、 今の 路線に なって Q 年 近いのに、 まだ 男の 腰に 刀が ちらつく。 

ケン 月影は 違いました。 一時、 現代 物に も 手を 染めて たのです が、 
やっぱり 柄では ない と 悟った のでし よう。 従来 通り 時代物 エロ 劇画 
オンリ ー に。 で、 その 頃になる と、 時代物を 描く のは ケン ー人と な 
り、 逆に 商品 価値は グンと 高まっ たのです。 

ケンは 昔から 業界で も 有名な〃 商人 漫画家" でした から、 計算 も 
していた のでし ようが、 九紋 とその 後の 漫画家 人生を 比較す ると、 
文字通り〃 天と地'  が、 そういう 差が 生じた のは、 商人 性の 有無 
が 全てではありません。 やはり、 九紋は エロ 漫画家と して 三流な の 
です。 

彼の 漫画は 男女が 出て くると、 いつも、 いきなりべ 口べ 口  (フエ 
ラ チオ) 、ズ ボッ (本番)、 ド ピュッ (射精) の 馬鹿の 一つ觉 ぇ。 ケ 
ンの漫 画を 思い出して 下さい。 武家の 奥方は いきなり 尻から 登場。 

〃クィック ィッ" との 尻の 動きを 2 ぺ ー ジは見 せた 後、 やっと ドス 
ケべ かご かきの 登場と なる。 これ こそが エロの 基本な のです。 入れ 
る だけの エロ 漫画で 抜ける のは、 n の ガキ共 だけ。 

(『ぺ ぁ J n} 

一 ふあんと む 

近頃は あまり 見かけません が、 一時 大量生産し ていたね ぐら ☆な 
おは、〃 和姦 漫画の 王様" と言われて ました。 僕は 脳天 気な その 路線 
は 嫌いじゃなかった のです が、 漫画家 自身が 飽きち やった 様子で、 
シリアス っぽい の や、 ギャンブル ネタ にまで 手を 出し、 結局は 人気 


を 落としました。 

漫画に 限らず、 どの メディア でもよ く ある ことです。 「これでい 
いっちゅ一のにィ / 」と客が絶叫してんのに、「本当の俺は、もっ 
と 色んな 分野に チャ レンジ 出来る 奴な の だ」 と、 勝手に 作家の 側が 
思い込んで しまう。 

今回の ふぁんと む も、 何とも 脳天 気な 白痴 エロ 漫画を 描く シロ モ 
ノ です。 廃刊に なった 『マンモス クラブ』 でう ろち ょろして いた 漫 
画家です が、 当時は 『フ ラミン ゴ』 っぽい と言う か、 臭い、 ギ トギ 
卜 した エロ 漫画し か 描けない、 ヤボ テン 作家でした。 

『レモン クラブ』 に 移つ てから、 急速に 女の コの キャ ラを ライトで 
今風の 馬鹿 姉ち やん に 変えた のを 見て、 「へえ〜」 と 思わされた 
(男性 キャ ラは 今でも 相当に 泥 奥い)。 馬鹿 度を 増した のが ストー リ 
1 面。" 馬鹿の 居直り" とで も 言う のでし ょうか、 「エ へへ。 私 馬鹿 
なんだ もん、 しょうがない でしょ。 エッへ へ」 的な 馬 g 姉ち やん を 
主役に 据えた、 吸血鬼 物 や エス パー 物の 馬鹿 祭り 振りには、 あきれ 
ると いうよりか、 興奮して しまいました ( P )。 

もう. つ 彼には 売りが ありました "ギャグ センスです。 元々 『レ 
モンク ラブ』 は、 業界の お笑い 雑誌と して 有名だった ので、 水が 合 
ったので しょう {同誌の 3 大スタ I と言われる 他の 2 名の、 妖 華や 
真 弓大介 にしろ、 ギャグ センスを 抜いたら 何が 残る というの でしょ 
う？)。 

後は もう" 業界の 藤 山 寛 美， として、 徹底した ノー タリン 路線を 
歩む 道し か、 彼には 残されて おりません。 一昔前の〗 吾 劇 役者みたい 
に、 ちょい と 売れる と 「シリアスな 役を」 なんて 言い出したら、 す 
ぐに ね ぐら ☆なおです。 それに、 「これでい いっち ゅ 一 のに ィ"： j 
との 客の 声は、 「お前に ゃ この 程度し き ゃ 出来ん よ」 という 意味 も 
含まれて いる ことを、 漫画家は 胸に 刻むべき でしょう。 

(『ぺ あ』 q . 
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11 魔 北 t 癸 

業界 通に よれば 魔 北 葵は、〃 下手で ビン ボな 割に 大口を 叩く バヵ 
野郎" として 有名なん だそう です。 何でも 一 年 程 前の、 『Beat』 
という 雑誌の コラムでの 放言が、 その 噂の 原因と か。 

いい じ ゃないで すか、〃 下手で ビン ボ ，な 野郎の 大口く らい。 確か 
に〃 達者で 金持ち" の 野郎の 大口には、 筆者と てむかっ 腹を 立てる 
でしよう が、 革命が そんな 連中に しか 出来ない ように" 下手で 無名 
で ビン ボな 若者， にと って、 大口は 中学生が ガ クラン 姿で これ 見よ 
がしに 吹かす タバコの ように、 ヤボ です が 可愛い ファッションの 一 
つで^ 0\。 

とはいえ、 僕は コ ィツの 絵が 生理的に 大嫌い。 妙に チマチ マして 
る 割に 描き 込む ので、 読みず らくて スッと 入って 行けない のがまず 
第一。 それと 男女の キャ ラの 人形み たいな マユ。 御 公家 様 じ ゃ あり 
ますまい し、 もちっ と 何とかして ちよう だい / で、 不人気な 割に 
長期 連載を 誇る 本欄では、 当然 取り上げて しかるべき 漫画家だった 
のに、 まだ パ ー ジン だっ たんです ねえ (つい 淀 長 風に)。 

初めて ジ ヮクリと 読んで みたの が、 『DAISUKIJ 2 月 号の、 
「その 名は ラ ッキ 1/」 なる 惡 魔ネタ 物。 スト ー リ ー 自体は'" 例え 
どんな 形に なっても 良ければ 契約は 成立… 汝の 望みは 速やかに 叶う 
であろう" (ネ ー ム より) という、 良く ある バタ— ンで すが、 その 
"形， というの が 魔 北ら しい。 

主人公の 少女が 片想いし ている 少年が、 不良 グル ー プに含 庫へ 連 
れ 込まれます。 つけて 行って 覗く と、 少年が ボス 格の 不良に フェラ 
チオを 強制 させられて、 「たまん ねえ ぜ 女みたい な 肌し やが つて 
よ お」。 「かりつ」 と 耳た ぶまで 嚙 まれて 悶えて る。 

これを 見て オナ つてた 少女は 仲間に 見つかり、 散々 なぶられ てし 


まう のです が、 つまらない 設定。 この 手は、 中ノ尾 恵で うんざりし 
てんです よね。 それに 中ノ 尾の 方が 線が きれいで、 アップ ゴ マの 用 
い 方 も 数 段 上手くて 迫力が ある。 基本的に アクション 漫画の 線の 魔 
北では、 三 船 敏郎が 文芸 映画の 主役を 張って るよう な 違和感が、 終 
始 ぬぐえません。 

いっそ、 昔の 本宫 ひろ志 風の'  アクション ホモ エロ 漫画を 目指し 
たら？  (『ぺあ』 0 .2) 

DONKEY 

とにかく 古い ロリコン 漫画家です。 今回 取り上げる DONKEY 
{よく DONKY と 誤植され てます が) は、 デビ ユー してもう Q 年 
近いは ず。 もっと 古い 漫画家 もい ますが、 未だ 現役で あるとの 前提 
をつ ければ、 問 遠い なく 最古 参の 一人。 

が、 どうも パッ としない。 どんな 漫画家で も、 一度は チヤ ホヤ さ 
れる時 期が ある ものです が、 彼には 無縁。 それ どころ か、 一時は 疫 
病 神 扱い。 彼の 執筆した 漫画 誌が、 次々 と 廃刊に なった ためです。 

『ペリカン ハウス』、 『ロ リツコ クラブ』、 『ピ . ~ チ パイ』… パ ツと思 

い 浮かべた だけで これです から、 他に 何 誌 ある こと やら。 

しかし、 これは 完全な 冤罪で しよう。 彼の 漫画 自体が そう 個性的 
ではない ため、 良く も 悪く も、 一つの 雑誌の 命運を 決する ような パ 
ヮー は、 最初から 秘めて いない からです (むしろ、 その 程度の 漫画 
家し か 看板に 出来なかった、 編集者 こそ 貴め られ るべき。 どんな 注 
文 も ホイ ホイ 引き受けて しまう、 DONKEY の 軽薄 さに も、 問題 
は あるで しようが)。 

見ての 通り'  特に 可愛い わけではありません が、 キャラ 自体は 水 
準に 達して います。 確かに 背景が 少なく 白 っぽ 過ぎる 絵です が、 も 
っと 手抜きの 絵で 売れっ コの 漫画家は、 腐る ほどい ますから 。スト 
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I リ—も 決して 新鮮ではありません が、 一応は あります (わたな ベ 
よしまさ や悠 宇樹よりは、 凝っ てるような 気 も)。 

これは 裏を 返せば、 全ての 面で ほどほどの、〃 あっても なくても い 
い 漫画， という ことに。 例えは 悪い のです が、 刺身の ツマの 大根の 
千切りと でも =) しまし ようか。 けれど、 それ 故の 長寿だった (まだ 
過去形に しちゃ 惡 いか) とも 言えます。 世の中には、 養殖は まち や 
水銀 まぐろより、 大根の あっさり した 味の 方が 好きだ なんて 人 も、 
結構い ますから。 

本人に して みれば、 天然ぶ り や 高級 ふぐは ともかく、 近海物の、 
いわしの 刺身く らいには なりたかつ たでし よう。 が、 いわし も あれ 
で、 安いけ どこく が ある もの。 いわしの 刺身の 隣で、" 生涯 一大 根の 
千切り 漫画家， というの も'  世紀末 的 風流 さに 満ちて ると、 僕には 
思えて なりません。  (『ぺあ』 00 *5) 

I 中 総 もも 

結構 ペンが 早い らしくて、 あちこちに 執筆して るのに、 どの 作品 
でも 必ず 抜ける*; 重な 漫画家が。 急増 中の 女性 漫画家の 一人、 中 総 
ももです 。デビュ^  — して 6 〜 7 年は たつよう です が、 相変わらず コ 
ッ テリした 色っぽ さで、〃 使える エロ 漫画， の 第一人者の 地位を 確 
保して います。 

今でも その 傾向は 残って いますが、 デビ ュ ー 当時は もっと 陰気で、 
SM っぽ さを 売りに していました。 本人 も その 方面の 造形は 深いら 
しく、 当時 人気の 高かった かおるな どと 共に、 地下室の 湿った 色気 
に 満ちた 作品を 連発して いた もの。 

その後、 美少女 系の 各 漫画 誌に も 都 条例の 悪書 指定が 相次いだ た 
め、 各 誌と も SM チックな 作品を 締め出す ようになります。 不器用 
な 漫画家 だと、 編集者の こういう 身勝手な 変身に ついていけず、 廃 


業に 追い込まれ たりす るので すが (エロ 劇画 系の、 富 田 茂 や 早見 純 
は それに 近い)、 この 人は 器用に 路線 転換を しました。 

D カップが 流行 すれば すぐ 取り入れ、 明るい 話が 受けそう だと、 
すぐに" キャ ピ キャ ピム . ~ ド" をげ すと いった 身 変わりの 早 さで、 
業界を 泳いで 来たので す (噂では ホラ ー 物まで、 ペンネ ー ムを 変え 
て 描いて いたと か)。 

ただ、 この 人の 根本的な 魅力は 昔から 変わっ てません。 中 総 エロ 
スの 本質は、" シーツ の 黄ばんだ シミ， です。 昔から 若い 連中は、 
「独立 プロの ピンクは 暗い から、 にっかつ ロマン ポルノで J、 「大洋 
図書の エロ グラフ 誌は 喑い から、 英知 出版の 『Be  p  pi  nj で」、 
「辰 巳 出版の エロ 劇画 誌は 喑 いので、 白夜の 『ホット ミルク』 で」 
といった 調子で、" 暗 さ" を 理由に 旧 世代の ズリ ネタを コケに して 
は、 粋がっ て 来ました。 

しかし 加 歳を 過ぎる と、 急に そばや おしんこが うまくな るのと 同 
じで、 この種の 新しが り 意識 ほど、 はかない ものは ない と 気づく の 
です。 所詮は 畳の 上が 一番 落ち着く 人々 ですから、 どうしても" 明 
るい ズリ ネタ "で 洋室で 抜いて ると、 腰が 疲れて しまう。 久 々に 畳 
の 上に ド ッカと 座り、 「さて ひと 抜き…」 と 思った 時、 中 総 ももは 
いきなり 我々 の 前に、 ドー ン とそび え 立つ のです。 確かに 蘭 宮涼も 
いい。 が、 5 歳 過ぎる と 疲れます よ、 正直 言って。 

(『ぺ あ』 qo . 7 

1 まいな あぼ ぉい 

初恋の 味ら しい カルピスは、 筆者には〃 歯痛の 味" の 記憶し かな 
いのです が、 今 Q 代 半ば過ぎの 男 達に とって、 内 山 亜紀、 そして 今 
回 取り上げる まいな あぼ ぉいは、 〃わびしい オナ ニーの おかず" と 
して、 永遠に 記憶され るだろう、 美少女 漫画家の 化石、 いや、 先走 
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り 液の ような 存在です。 

一時は 『少年 チャンピオン』 でも、 オシ ャ カ仕事を していた 内 山 
は ともかく、 まいな あぼ おいは 一般的には 知られて ません が、 美少 
女 漫画に 一時で も のめり込んだ 者なら、 必ずや 彼の 漫画を 何 本 かは 
読まざる を 得な かった はず。 今で こそ、 『ペンギン クラブ』、 『レモ 
ン クラブ』、 『SHAKE』 でし か 見かけません が、 314 年 前まで 
は、 流通して いる 雑誌の 半分 以上に 執筆して いたと、 錯覚を 起こす 
ほどでした。 

その 彼 も 中年に さしかかり、 让宰量 も 一時 ぼ どでは なくなっ たば 
かり か、 内容 面で も 生彩を 欠き 始めた 様子。 昔から 彼は 連載 仕事が 
メインで、 過 刺な ネ ー 厶 (特に ナレ ー シ ョン)、 この 世界と しては 
よく 入って る 背景の せい も あって か、 NHK の 大河 ドラマ 風 Q 話完 
結 シリ ー ズを 得意に して 来たので すが (なぜ Q 話で 完結す るの かと 
言えば、 0 ぺージ X Q 話'  つまり 160 ぺ ー ジが '一番 単行本に し 
やすいと いう 業界 事情に よる)、 その スタイル 自体が、 読者から 見 
離され 始めた ような のです。 

読者は この 手の 漫画に'  昔から スト ー リ ー など 求めて いないので 
すが、 かつての 彼は、 逆に この 世界では 貴重で 数 少ない 語り部と し 
て 遇されて 来たので す。 が、 咋 今の 読者は そんな 余裕 もない らしく、 
「おっさん、 うざっ てんだ m / 」 と、 使用済み ティッシュを 投げ 付 
けられん ばかりに 不評な の だと か。 ある 編集者が 語って くれました。 

「要するに まいな あの世 代は、 にっかつ ロマン ポルノな のよ。 ドラ 
マ 性の ある エロ 漫画。 けど 今は、 読者の 頭の 中に 早送り 機能が つい 
てて、 そ 一 ゆの 棑除 しちゃう。 結局は キヤ ラの カワ ユサ だけが 残っ 
ちゃう。 エロ ビデオ 風 エロ 漫画と でも 言う か…」 

が'  その 手の 漫画に も、 新しい ドラマ 性が 潜んで いるから こそ' 
若者に 受ける のでは ないか？  (『ぺあ』§?.9) 


11 法屋 

数 力 月 前に 取り上げ たまいな あぼ ぉい 同様に、 法 田 恵 も 古い 漫画 
家です。 例の赔 児 神 建の 責任 編集で 知られた、〃 超 サィヶデリック 美 
少女 漫画 誌" 『プチ パンドラ』 の、 常連 執筆者の 一人だった のです か 
ら (この 2 人と か、 今でも 『EROTOPIAJ で 看板を 張る ねぐ 
ら ☆なおを 見る と、 つい 青春の 思い出が 甦っ てし まぅ、 子持ちの 元 
美少女 漫画 マニアの ォッ ツァン も 多い のでは)。 

『プチ パンドラ』 の 執筆 漫画家は、 編集長の 個人的 趣味 も あって か、 
アクの 強い 絵柄の 持ち主が 多く、 以降 も 商業 的 成功を 収めた 者は 少 
なく、 松原 香 織 や 新体操 会社を 除けば、 ほとんど 名前 も 見かけな く 
なりました が、 法 田 恵 だけは 依然 健在です。 

特に キャラクタ I が 可愛い わけで もない のにと、 彼の 特集を して 
いた 『オレンジ クラブ』 なる 雑誌を 買い、 初めて ジ ックリ 読んで み 
ました。 一言で いえば、 よく ある エロ 漫画。 ただ、 濡れ場の 描写が 
非常にね ちっこい。 ここらで しよぅ、 読者に 飽きられない 一番の 秘 
訣は (キャラより H 描写の 執拗 さが 売りの 漫画家は、 女流の 中 総 も 
もも 有名)。 

個人的に はこの 人は、〃 投稿 漫画家" としての 印象が 強い。 投稿と 
言っても、 彼 自身が 美少女 漫画 誌の 読者欄に ィラストを 投稿して た 
のじ ゃなく、" H 漫画家 •法 田 恵， が、 その 名前で 『毎日 新聞』 の 読 
者 欄に 投稿して たのを 見た のです。 例の" H 漫画 弾 nr 運動， 華やか 

上で、〃 エロ 漫画への 弾圧は 言論 弾圧への 第 I 歩〃 といった 正論を、 

堂々 と 展開して おりました。 

正直に 言って 僕は それを 読んだ 時'  感動し ました。 むろん 他で も 
聞き慣れた 彼の 発言 趣旨へ ではなく、 森 山 塔 やい しか わじ ゅんでは ^ 


なく、" 平民 エロ 漫画家 •法 田 恵， という 看板を しょ っての 発言に 対 
してです。 「ここまで 成熟した エロ 漫画 界は 、そう 簡単には 滅びぬ 
だろう」 という、 確信 さえ 抱きました。 『創』 を 中心とする" 反 〇 
漫画 弾圧 運動， がう さん 臭いのは、 法 田の ような〃 平民の 声" が 聞 
かれぬ から。 文化を 床の間に 戴いた 運動は、 そこに 立ち小便 ひっか 
ければ、 一発で〃 シュン〃 と 消えそう です。  (『ベ あ』 QO . 1 

| いろつ きさ かり 

十六 女 十八 女と 書いて、〃 いろつ きさ かり" と 読む の だそう です" 
が、 この 人の 漫画を 読む 度に、 実力を 伴な わぬ 漫画家が 妙に 凝った 
ペンネ ー ムを付 ける のは、 悲劇と いうより 喜劇 だと 思わざる を 得 ま 
せん。 

デビ ュ ー して 3 〜 4 年になります。 執筆 誌は、 遠山 企画 系 (現在 

は 漫画 屋) 雑誌の、 『ロリ タッチ』 (現 『Beat』)、 『レモン クラ 
ブ』' 『Mate』 等です が、 はっきり 言って こんだ け 進歩の ない 漫 
画家さん もまれ。 

粗雑な 線は 相変わらずで すし、 キャ ラ も 一向に ア カ抜けません。 
ついでで 充分な この 業界 レベルの スト ー リー も、 よく 同一 雑誌に 掲 
載され ている、 すてい る g とどっ こい。 ダラ ダラ 起用して いる 編集 
者に も 問題は あります が、 飽きずに 愚作を 発表し 続けて いる 作者の 
心臓の 強さに も、 驚愕を 禁じ 得ません。 

ごくた まに、 「この 人 もこ 一ゆ 一 素材を 描く と」 と 関心す る こと 
も。 精神的 SM 漫画と でも 言い ましょう か、" いじめ H 漫画" を 描 
く 時です。 都 条例の 悪書 指定を 恐れて か、 縄やム チと いつた 器具は 
出て こない のです が、 主人公を いじめる 女の 先輩の 理不尽 さに、 胸 
の 悪くなる ような リアリティを 感じる ことが (器具が 出て こない な 
からこ そ、 逆に 生々 しさを 感じる のか も)。 


H 漫画家さん には'  かつての いじめられっ 子が 多い との 噂を 聞い 
た ことがあ るので、 彼 も その 一人 かと 思つ ていたら、 しばらくして 
執筆 誌の コラムで、 彼が 在日 朝鮮人 だと 知り、 「なるほど」 と 妙に 
納得したり しました。 また 彼は、 国立大学を 卒業しながら、 希望の 
職種に 容易に 就けぬ ので H 漫画を 描いて ると も 知り、" 何て 志の 低い 
奴， と、 一種の 感動を 覚えた もの。 

ただ、 いくら" 国立 大 出の 在日 朝鮮人， だとしても、 漫画家と し 
ては 三流です ね、 どっから 見ても。 それを 一番 感ずる のは、 稚拙な 
漫画の 背景に 時々 見受けられる、 「俺は 本当は ィンテリ なんだ ョ」 
と 言わんばかりの 落書き やネ ー ム 。「バカ ヤ ローッ /  ンな ことは、 
絵 や コマ割り 自体で 表現し ろ / 」 と言う 他ありません が、 やっぱり 
H 漫画家と いう 肉体労働者に、 学歴 や 国籍は、 盲腸 以上で も 以下で 
もない ようです。  (『ぺあ』 02 . 2 ) 

1 悠 i 

世間の 不景気 も 底を ついた のでは？… と. いう 希望的観測と 願望が 
入り混じ った 新聞記事を'  チラ ホラ 見かける 咋 今です が、 逆に 不景 
気に 突入して 喑中 模索 中な のが H 漫画 業界。 咋 秋からの 落ち込みに 
一向の 回復が 見られず、 各社と も 「弱った」 「困った」 を 連発す る 
ばかりと か。 

最大の 要因は、 雑誌、 単行本 共に 乱発し 過ぎた 結果です が (新規 
の 物 ほど 目の 当てられない 返品を くらっ てて、 雄 出版の 『ラビット 
クラブ』 は 6 号に て 廃刊)、 もう 一つ、 大手の 雑誌 も エロに 再び 力 
を 注ぎ 始めた という 点 も 見逃せない。 質的に も 量的に も ピカ ィチを 
誇る、 コミック ハゥス 系列の 雑誌 も 同様の 事態を 迎えて いる 様子な 
ので、 その他は 推して 知るべし。 少なくとももう 5 〜 6 誌は 廃刊 雑 
誌が 出ない と、 復調の 兆しはないだろう との 噂。 
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その CH 系 雑誌の ひとつ 『キャン デイ ー タイム』 (富 士美 出版) 
で、 悠 宇樹が 新 連載を 開始した ので、 「おや？」 と 思いました。 辰 
巳 系列の 富士 美は、 CH の 古くからの 大 スポンサー です が、 茜 新 社 
という 出版社を 買収して からの CH は、 どちら かとい うと フランス 
書院 (『パピ ポ』) や、 英知 系の メディア ッ クス (『花い ちもんめ』) 
に 売れ 筋 漫画家を 重点的に 配置、 辰 巳より どう 見ても 卜— シロ 揃い 
の両 社の 目を 巧みに くぐり、 売れ 筋は 茜 新 社で ドンド コ 単行本に し 
ちまう という、 ボロい 商売を して 来たから です。 

蘭宫 涼ゃ悠 宇樹は その 筆頭だった のです が、 ぁえて その 中の 一人 
を 古巣に 舞い戻ら せざるを得ないと ころに、 現在の この 業界の シビ 
ア さが 感じられます。 悠 宇樹の この 新 連載、 文字通りの 大サー ビス 
企画で、 感心す る と言うより 口を アングリ。 

まず 主人公が、 高校生な のに 親父の 経営す るソ ー プの 支配人。 出 
社 途中で 見た 美人が、 偶然 (？) お 店に 面接に 来て、 当然 SEX 面 
談 。翌日 学校に 行く と、 その コが 転校生と して 主人公の クラスに 姿 
を 現わした の だ // (ハ 〜 ア…) で、 以下 次号と な るんで すが、 ここ 
まで 実用に 徹 しられる と、 アングリと 開いた 口の 奥の ノド チン コま 
で、 やや 硬度を 増して くると いう もの。 上昇 志向を ここまで 捨て去 
ると、 ハッ キリ 言って 怖い のは 税金 だけ。 立派です。 

(『ぺ ぁ』 Q4 . 5 

I アップルトン 

ちょっ と 目を離し てる 間に'  這いずり 回っ ていた 赤ん坊が、 オナ 
ニ ー 盛りの ニ キビ ゾラ 青小ノ 年に 急成長し ていた、 といった 感の ある 
のが 『漫画ばん がいち』。 

6 月 号 も、 猫賀じ ゆん 自身の 鳥 ガラヌ ー ドに や ウゲゲ でした が、 
千 葉治郎 、尾畸 未来、 まつい もとき、 SHIZUKA、 アップル ト 


ン 、ひ ぽぽ たます と'  強力な 布陣。 が、 この 雑誌、 編集が 頑張って 
いる 割には'  売れ行き はもう ひとつな のでは。 編集者の 絵柄の 好み 
が モロに 出す ぎている せいか、 主要 漫画家の カラ— が ほぼ 同じで、 
互いの 魅力を 相殺し 合っ ており、 雑誌 全体の イメ ー ジが 、薄っぺら 
で平板になってるからです(バカ売れしてんなら、御免_)。 

で、 アップルトン。 6 月 号では、 「ふえ あり 一 て 一 る」 という レ 
ズ 物を 描いて ます。 絵柄は、 千 之 ナイフが Q 年 ばかり 若返った 雰囲 
気です が、 ベタが 多く、 オヤ ジ世 代に も 読み 易い のは ホッ 。が、 似 
ている のは ベタが 多い 所 だけでなく' レズ、 惡 魔、 鏡、 パイブ、 宝 
石 箱と いった、" ゥン ザリ ゲップ 369 回" 級の 小道具 までが ぞっ 
ろぞ ろ。 もっ とこう、 生活に 根ざした という か、 みそ 汁の 香りが 漂 
う エロ 漫画が 描けん もんな の？ (そうい や 浮 離れした エロ 漫画 揃 
いなの も 同誌の 特色。 あ、 まぢ い / これ 白夜 書房 のんだ った。 こ 
れ 以上 悪口 言う のは やめよ っと ぉ M ) 

とはいえ、 アップルトン セン セの キャ ラは 上々。 顔面の 作りは む 
ろん、 女の コの 尻の ラインが お 上手で そそります。 が、 その 1 g の 魅 
力を 強調す る 努力を 怠つ てるのは、 いただけない。 脱衣 シ I ンを省 
いちゃっ てるの も 許せない。 ぺ ー ジが少 ないから だっ てえ？  て や 
んで 1/  笑えん ギャ グゴ マは いっぱい あるじ ゃん / (いくら 白夜 
の 物 だからと いえ、 もう 一つ 言う。 異化 効果 〔 P 〕 を 狙っ てんの か 
もし れんが、 下らぬ ギャ グゴ マを、 各 漫画家に 余り 散り ばめんよう 
に 注意し といて ね。 こち とら 真摯な 気持ちで 抜こうと してる のに、 
あちこちの 漫画で その 手の 真似され っと、 馬鹿にされた 気分に なり 
萎える。 確かに 馬鹿な ことを してんです けど、 それを 読者に 気づか 
せち ゃ、 ギャグには ならな いんじ ゃ？)  (『ベ あ』 呢 .7) 

11 安世 夢 
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今 一番 抜ける エロ 漫画家は 誰か？ と 問われて、 真っ 先に 名前を 
挙げたい のが 安世 夢です。 コミック ハウス 系の 雑誌で 活躍して いる 
中堅です が (初の 举行本 、『当たりが 出たら』 はお 買い 得。 辰 巳 出 
版^: で 800 円)、 抜き 所を 逃さない だけでは なく、 スト ー リ ー 作 
りが ふざけて いて、 一 本 読む とやみ つき。 

売れて ない と 評 利 の 『カィ ザ ー ペンギン』 8 月 号で も' 「堕ちて 
…」 なる、 Q ぺ j ジ 物の怪 作を 描いて ます (なお 同誌は テコ 入れ 中 
のた めか、 執筆 陣は コミック ハウス 系では 一番 充実して て 必読)。 

5 年 振りで 帰省した OL が、 女友達の 家の 前で、 高校 時代の" 異 
常体 験" を 回想 するとい うのが だいたいの スト ー リ ー。 この 人の 話 
の 展開の 一番の 面白さは、 その" もっ ともらし さ，。 本 作 も、 5 年 前 
に その 女の コの 家に 遊びに 行ったら、 近親相姦 関係に ある 弟との 3 
P に 巻き込まれた という、 良く ある 都合の いい 馬鹿話。 が、 本人が 
少しも 照れる ことなく  (現実には 大照れ であろうが)、 「今年の 七月 
会社の 休みを 利用し 帰省す る ことにした 私は あの 家の 前で 忘 
れ 得ぬ 友人に 出会った のです…」 ってな、 二 昔 前の 昼 メロの ナレ ー 
シ ョン タッチで 始める 導入部 も、 今では 逆に 新鮮。 

画 力 も 結構 あり、 近頃の H 漫画では めったに お！：！ にか かれぬ 俯瞰 
ゴマも あったり で、 将来は 他 分野で も 活躍す るので は (しかしよ く 
兇る と、 遠近 感が狂 ってたり する のが 御 愛嬌)。 濡れ場に 至る コマ 
割り も'  大映 テレビ 並の 臭い アングル、 ネ ー ム、 人物 処理 (ベタの 
用い 方が なかなか) で、 とどこおりありません。 特に この 世代が や 
たら 入れたがる、 ギヤ グゴ マが 一切ない 点に、 作者の 知性が 感じら 
れ ます。 

いよいよ 濡れ場。 立派な のが、 アップ シーン と ロングショットの 
部分。 平凡な 漫画家は、 いざ 服を 脱がせて からは、 楽な アップ ゴマ 
でべ ー ジ 数を 稼ぐ のです が、 この 人の 場合、 1 ぺージ に 必ず 2 〜 3 
カットは ロングショットの 男女を 入れます。 力— テン 等の 背景 も 欠 


かさず、〃 抜く 者の 想像力" に 具体性を 与える 努力を 忘れません。 
ハマった (チンボと マン コ が) 後の 構図は 親切心の 余り か、 やや 類 
型 的な ものの、 // 貝い， な 漫画家な のは 保証し ます。 

(『ベ ぁ』 拠* 0 

一， プロトン ザゥルス 

秋 葉 原に 出来た エロ 漫画 専門店 「虎の 穴」 は、 その 店 名の エグさ 
で またたく 間に 好き者の 間に 評判が 広がっ ています。 多くの この 手 
の 店が 世間体を 考え、 一応は 漫画# 門 店ら しさを 装って いるのに 対 
し、 あくまで〃 エロ" に 徹して る 姿勢には、 関西 商人 的 さわやか さ 
が 感じられます。" 漫画 文化が ど一 のこ 一 の， といった 寝言を ほざ 
き 出す 馬鹿 店員が 出る 心配 も、 今のところは なさそう なので ホッ 
(とはいえ、 海賊 同人 誌を あからさまに 販売して るので、 同人 誌 関 
係 者は ムヵッ 腹を 立てて るら しい。 大量に 万引きで もして 愎 豐 する 
か ? 。 

同店は この 手の畫 店と しては 珍しく、 出版社 ごとに ではなく、 作 
家 別の 品揃えを していて 便利。 中で も 一番 目立つ 所で、 大量に 各種 
の 単行本が 平 積みされ ている のが、 プロトン ザゥルス。 唯 登 詩 樹や 
悠 宇樹 ほどの ハ デ さはない ものの、 単行本は 一点 あたり、 8 万 部 前 
後は はける というから 大した もの (今のところ 彼の 単行本は、 一水 
社の 独占 状態。 これが もう 少し 規模の 大きい 富 士美出 版 あたりから 
出て いたら、 軒並 Q 万 部 以上は 行けて たろうと の 噂)。 

上 総 志 摩 ほどでは ない ものの、 「プロトンが 何で あんなに 売れん 
のか 分からん」 との 声は、 業界 人の 中に も 少なくない。 結論と して' 
「線が きれいだ し、 エロ シーン 以外の 無駄 ぺージ がない から 使い易 
いんだろう」 てな 所に 落ち着く のです が、 そういう 漫画家は 腐る ほ 
どい るのに、 それほど 単行本が はけた なんて 話は 聞きません。 
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で、 『アット ー テキ』 s 月 号の、 「九月の 空 」 という 新作を ジック 
リ 読んで みました (と 言っても たった の 0 ぺ ージ) 。前 評判 通りの 
漫画なん です ね。 ホン ト 、エロで ない のは 扉べ ー ジだ け。 当然、 ス 
卜—リ ー 如き もん も 皆無。 ね ちっこい 前戯から 始まっ て、 しや ぶら 
せ、 入れて、 出して、 またし やぶらせて、 ジ •エンド。 う〜 む。 考 
えてみ るに、 これは ひよ っと すると 凄い ことか も。 こんだ け芸 のな 
い 設定な のに'  一応は 飽きさせずに 読ませち やうんだ から。 

再読して 納得。 表情の 変化の 描写が、 彼は 抜群な のです。 同じ フ 
ェラ チ オシ— ンを描 かせても、 他の 漫画家とは" 使用 感 ，が 違い ま 
す。 8 万 部は  一 EH にして 成らず。  (『ベ あ』 制 . 1 

I 田 中 ユタカ 

女の コの キャラクター 面に おいては、 割と 水準 以上の 漫画家を 揃 
えてい る、 富 士美 出版の B  5 判 誌 『ファン タジ ィカ クテル』 です が' 
その ライト 過ぎる エロ 描写と、 一 本 あたりの ぺ ー ジ 数が 短か 過ぎる 
あたりが、 どうも オヤ ジ 世代た る 筆者には、 薄め 過ぎた ワタナベの 
粉末 ジュ ースを 飲む ようで 不満が 残る のです が、 中に 一 人ね ちっこ 
〜 いのが いて ホッ。 

田 中 ユタカと いう 新人です。 同誌 3 月 号に 描いて る 「ふたりの 卜 
レイン」 という 作品は'  例によって この 業界 特有の デ タラ メ話 。顔 
は 知っ てる ものの、 口を きくのは 初めての 高校 3 年生の 男女が、 満 
員 電車の 中で 急 接近、 他の 乗客が 呆然と する 前で、 立ち マンまで 致 
してし まう。 

田 中の どこが 良い かと 言えば、 一に も 二に も、 その 描 線の ぐし よ 
濡れぶ り。 前に も 書きました が、 同誌は キヤ ラ クター 的には ハイ レ 
ベルな 漫画家を 揃えて います。 ただ、 キャラクタ ー さえ 可愛ければ 
即 抜ける かとい うと、 そう ±Q  くは ない。 


たとえば 田 中の 前に 載っ てる 夜 魔 猫 ミルク も、 それなりの 絵を 描 
いています。 が、 濡れ場に なると 全然 ペケ。 裸の 女が 一人で オナっ 
てるのを 見て 抜ける のは、 小学 3 年生く らいまでの ガキだ け。 衣服、 
下着 等への フヱチ 精神が 皆無な の も 致命的。 加えて 竹 ペンタッチと 
でも 言うべき ドライな 描 線と 来て は、 エロ 漫画に 一番 不向きな 漫画 
家さん と言うし かない。 

再び 田 中です。 まず 扉が いい。 中身とは まつた く 無関係な スク ー 
ル 水着 姿です が、 濡れて 肌に 貼り付い てる 状態の トーン 描写が 超エ 
口で、 通人は これ だけで 一回は 抜く でしょう。 電車の 中。 主人公の 
姉ち ゃん は、 この 寒い のに 汗だくで 目が トロン。 ますます 混む 電車。 
ひっつく  2 人。 「オッ パイ 大き いんだね J 「や… エッチ…」 ええ かげ 
ん にせい。 

オッ パイ モロ 出しにして、 パン テイまで 降ろして マン コ るので す 
が、 その 間の アングルが、 漫画の コマ割り 上の 必然性より、 センズ 
リ的 必然性に 従って 構成され ている の も 見事。 2 ベー ジ ほどの 駄ぺ 
1 ジは ある ものの、 マン コ した 後、 冬枯れの 公園の 中での 初々 しい 
シーン で 終わる の も 粋。 使える 新人です。  (『ベ あ』 吼 ，4) 

1 麵奈 

一に キャラ、 二に キャ ラ、 三に キャラ、 四、 五がなくて 六に 筋。 
こうまで 極言す る 編集者が いるく らい、 美少女 漫画 界は女 主人公の 
容姿の みが 重要視され ます。 背景の リアリティ や、 共演す る 男の す 
ね 毛に 興奮を 覚える 読者 も、 皆無とは 思えない のです が、 ほとんど 
顧みられません。 最後に 挙げた 筋に しろ、 いわゆる 起承転結 的な 意 
味では なく、 より 刺激的な ネ ー ム作 りと いつた 程度の こと だと か。 

そういつ た 意味では、 フランス 書院 こと 三 笠 書房から 発行され て 
いて、 コミック ハゥスが 下請け 編集して いる 『パピ ポ』 は、 ほぼ 完 
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璧な漫 画家 揃えを しています。 5 月 号を 例に とっても'  山 文 京 伝、 
きみおた まこ、 縛霞奈 、富 士参號 、山 本 賢 治、 平野 耕 太、 佐 野 タカ 
シ 、海月 未 夢、 てるひさ お、 みずす み 俊 明と、 豪華絢爛。 誰が カラ 
—ぺ ー ジを 担当しても 通用し ます (富 士美 出版 やメ ディ アッ クスに 
比べて、 フランス 書院は 下請け 料が 破格な のか？)。 

これで 320円 た ぁ 安いと、 早速 | 冊 買っ て 来ました。 まずは む 
っちり キヤ ラの お姉さんが 食指を そそる、 縛 霞奈 セン セの、 「本当 
はけっ こう 悩んで いるの よ / 」 に 目を通す。 即売会に 参加した カッ 
プルの 女の コが 、露出 過剰な コスプレで 来たので、 男は 嫉妬で 疑心 
喑 鬼に。 浮気まで しそうになる ものの、 結局は 踏みと どまり、 最後 
に マン コ して 終わる という 心暖まる お 話。 

筋は ぁり ふれて いるものの、 3 人 登場す る 各 キャラの 心理描写は 
なかなかて いねいで、 この 業界に おける Q ぺージ 漫画と しては 上質 
な 部類。 が、 悲しい かな、 実用的 じ ゃない。 濡れ場は 6 ぺ ー ジと、 
特に 少ない わけで もない のに、 いまひとつ 抜き 所がない。 妙な 話。 

ところが これは、 縛 だけの 問題では なく、 富 士参號 、みずす み 俊 
明の 各 作品に も 言える のです。 一応 エロ 描写は それぞれ がち ゃん と 
している のです が、 いずれも 急に 背景が 消えて 抽象的に なったり、 
重なり 描写が 少ないた め、 読者は つい チンボを 握っ たま ま逡 巡して 
しまう。 

これは 各 漫画家の、 「俺は 本来 エロ 漫画 描い てるような 器では な 
い / 」 との 自負が 放つ、 オ ー ラな のでは ないで しよう か。 おかげ 
で他社の低レべル雑誌も、一息ついているのです。(『ぺぁ』邠*6) 

一 伊集院  8  0  8 

ふざけた ペンネ f ム 。伊集院 808 と 来ます。 内容 も かなりの も 
の。 列えば 『レモン クラブ』 6 月 号の 「ドラマ」 なる 作品。 居残り 


で、 忘れた 宿題を やらされ ている 男子 生徒の 所に、 同級生の 女の コ 
が 現われ、 単刀直入な 台詞を ポンポン。 「ぶっち ゃけた 話 星 崎 君 
私の こと 好きで しょ / 」 「でも それを 伝える 勇気は ない」 「気づいた 
ときには 青春 も 季節は ずれ…」。 遂には 「私の 身体 全部 あげる」。 

いくら 実用 第一が エロ 漫画の 使命とは いえ、 もう 少し 情緒が 欲し 
い 気 もす るので すが、 伊集院 セン セ、 そんな 要求は  一 JJ 却下。 以下 
の 如く、 書き 移す の も はばかれる 台詞を 連打。 「もっと 奥まで 来て 
ぇね っ ねっ ほら ここ 気持ちいい でしよ P 」 「ヵリが ひっかかって 
ん もう 最高っ〜 っ」 . 。 

読み進む に 速れ、 この ダイレクトな 台詞 展開が、 独自の ユ ー モア 
を釀し 出して いる ことに 気づきます。 デッサンの 狂っ た 稚拙 極まり 
ない 絵の 女の コが 'もっ ともらし い 台詞を 吐く ことへの 落差の みと 
も 言えない、 ヤ ケクソ じみた 隠し味と でも 申し ましよう か。 

特に 最終 ゴマで の、 ア ー パー 姉ち ゃん の大 演説には 思わず 吹き出 
す ◦「先生 だの 親 だの 学校 家庭 会社 ど一 でもい いじ ゃない ほら こ 
んな 学校 やめて どっか 行こう よ / ねっ 連れてっ て // 私を 連れて 
どこか 逃げて / それが イヤ ならこの 場で 私を 刺し殺しても かま 
わなくて よ」 

前述した ように、 伊集院 セン セの 画 力は 素人 以下。 一人し か 出て 
来ない 女の コの 顔が、 コマに よって 別人と しか 思えない 場合 もしょ 
っち ゅうです し、 パ ーツの 狂った 教室の 机は、 ダリ も 臭っ 青。 

そのく せ 一べ ー ジ読 むごと に、 肩凝りが 少しずつ いやされ るよう 
な、 妙な" 治療効果" を 感じさせずに はおき ません。 伊集院 セン セ 
は、 好んで ヒロインの 相手役の 男に、 いじめられっ 子を 配し ます。 
友人 や 教師に よる 暴力 描写は、 下手な 所が 逆に リアル。 以下は 筆者 
の 想像です が、 作者は いじめられっ 子だった のでは。 H 口 漫画を 描 
くこと で 傷を いやして いるの かも。 肩凝りに 効く エロ 漫画なん て、 
ちよつ と イカして ますよ。  (『ぺあ』 ^ .7) 
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一一 大暮 維人 

編集長が 交代した とかで、 一時は 行く末が 案じられた 『ホット ミ 
ルク』 です が、 最近では A5 判 誌の みならず、 B5 判 誌を 視野に 入 
れた としても、 その レベルは 独走 的な までの 充実 振りで、 「さすが 
は 老舗 / 」 と 素直に ほめて 上げた くなります (前 編集長は、 白 井薰 
範 等、 奧さ 過ぎる メンバ I を 必ず 1 〜 2 名 使う という 惡癖が あった 
が、 現在は 徹底した 売れ 筋 路線を 取って おり、 その 非情 さは 若い の 
に 立派)。 

中で も、 大暮 維人は ピヵ イチ。〃 キユ I 卜で ハ ー ドな シリ ー ズ 0 
と 謳われて いる 連載、 rs  e  pt  e  mb  e  r  Ki  s s は" 業界 
でも 屈指の 抜き 所に 満ちた 傑作 (コミック 化された 暁には、 最低で 
も 5 万 部は はける と 思われます。 遅筆そう な タッチな ので 担当は 大 
変で しょうが、 もう 一息 / )。 

この 人の 絵の 一番 いい 所は、 人物の ライン。 太から ず 細からず で、 
やや 筆圧が 低す ぎる のでは と 内心 案じつつ 追って 行く と、 いつの 間 
にか エロ〜 いオッ パイ 仕上げち ゃうんだ から、 憎い ね (特に 7 月 号 
の 扉絵の、" 濡れた ノ ースリ ー ブの T シャツ， の 描写には、 思わず 息 
を 荒げ る。 ノース リーブ であると いう 点に、 作者の 聡明 さが 爆発し 
てます)。 

女の コの 表情 も リアル。 中で も" ずるがしこい 少女の 描写" は 傑 
出して おり、" 日本 男子 総 マゾ 化" ( P ) の 昨今、 その実 用 性は いや 
が 上に も 高まります。 この 連作、 かなり SM 的 描写 も 多い のです が、 
器具が 出て 来る 前段 階で'  筆者な どす でに 「ゾ クッ 零」。 これ も ひ 
とえに、 表情 描写の 巧み さの なせる 業 (個人的な 性癖を、 スト レ ー 
卜に 出して すいません)。 

男の 存在 感が 稀薄な の も、 エロ 漫画と しては 理想的。 ここまで だ 


と 本欄ら しからぬ、" ベタ ボメ コラム， になつ て 気色 悪い ので、 少し 
だけ 欠点を。 コマ割りが 見ず らい。 断ち切り も 多過ぎる。 全体の 構 
成は もっと 古臭い 方が、 作者の 才能が 前に 出ます (俯瞰 ゴ マを 要所 

要所に 入れて ある あたりは、 カッコ 良くて いい)。 

特に 根性 悪の 山口理 香は、" 女 成 田 三樹 夫， みたいで、 すっかり フ 
ァンに。 後は 二流 メジャ I 誌 ( P ) に 引つ こ 抜かれぬ のを 祈る のみ。 

(『ぺ ぁ』 QC . 8 

一久 我 山 リヵコ 

超 豪華 ラインナップとの 謳い文句が ピッタ リの 『快楽} K』 は、 営 
業 的な 面で 色々 と 損を している 漫画 誌です。 まず 表紙。 村 田 蓮 雨の 
イラスト からなる それは、 個性的を 通り過ぎ ス カし 過ぎ。 中身は 単 
なる" セン ズリ エロ 漫画" なのです から、 もう 少し 分を わきまえ ま 
しよう。 そして 各 漫画家の エロ 描写。 どうも ダイレクト 過ぎる。 そ 
の 上に 総量 も 少ない から、 ギッ タン バッ コン 即ド ッピュ / 脱衣 描 
写 等を 増やし、 もう 少し ネチネ チと まぐ わっ て 欲しい。. また、 技量 
ある 漫画家 陣を搁 え ている のには 敬意を 表する ものの、 ちと グロ 趣 
味 過剰。 もちっ とお だ やかな キャ ラで 抜きたい と'  心臓の 弱い 筆者 
は 思つ てし まいます。 

ンな 中では 割と とっつ き 易い 久我山 リカコの、 「純愛 ^) ら ぶ そで 
ぃ， | から チン 立ち 度を 検証 (けど、 扉の 作者 名 上の" 本誌 胸 キュン 
初 登場"：" なる キャプションは、 恥ずかし すぎね え か p n 世紀 ま 
でもう 4 年 だ ぜ) 。水泳 部の 女 マネー ジャー が、 憧れの 先輩の 汚れ 
た プリ ー フで オナニ ー してた 所を 当人に 見つかり、 マン コ 舐められ 
チンボ 入れられ、 「おう おつ …… 」 との お 粗末の | 席。 この間の 総 
ベ ー ジ 数が Q 頁。 濡れ場の 連続 描写は、 好意的に 数えて 6 ぺ ー ジと 
3 分の 1。 しかも 久我山 だけでなく、 『快楽 天』 の 作家は 大ゴ マの 
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割合が 多い ので 大味 {太 ゴ マで ハッ タリを つける の もい いが、 読者 

は 2 度 0、 3 度 目には だまされない)。 

エロ シーン の 総量が 少ない 上に (総 ぺージ の 半分は 欲しい)、 小 
ゴ マで 微に 入り 細に 入り 女体を 紙め 回す ような、 オナニ ストに とっ 
ての〃 親切 描写， が 少ない から、 店頭で パラパラと めくった 時のと 
きめき が 踏みに じられ るかの ようで、 読後に チンボは 立たずに 腹が 
立っ ちまう。 

つまりで すね、 ンだ けの 豪華な メンバ ー を 揃え てんです から、 編 
集は もちっ と 絵 コン テ 段階で 指導 竹を 発 I し ろっ てんです。 これが 
コミック ハウスの 『パピ ポ』 みたい に、 エロを 排 した フアン タジィ 
っぽ さを、 腐れ オタク 編集が 狙っ て 出し てるのなら 何の 文句 もつ け 
ません。 が、 『快楽 天』 は 何度も 言うよう に、 単なる" セン ズ リエ 
口 漫画 誌， なのです。 唇 だけは 許さない みたい な 笑止な 誇りは、 一 
□I も 早く 捨てなさい。  ( r ぺぁ一 Q0 *  2) 

「グレイス 石 川 

忘れた 頃に ヒッ ソリと 発売になる 『アリスの 城』 (『 ホット ミルク』 
増刊号. コア マガジン 社) は、 独自の 臭気を 帯びた 漫画 誌です。 鬼 
畜な ロリコン ビデオの PR が、 延 々と戰 ってい る 点に 示されて るよ 
うに、 今や" 美少女 漫画， との もっ ともらし いネー ミン グに移 行し 
た、 かつての" ロリコン 漫画， の エキスが、 今でも 誌面 全体に 横溢 
している からです。 

エース のりえち ゃん J 歳を はじめ、 きお 誠 児、 知恵袋 一番 、ヵマ 
ヤンと、 なかなかの 人非人 ラインナップ (「超 級 デジ コミ通 信」 な 
る コラム 書いて る 永山薰 って ヤ ロ も、 この種の 俗悪 雑誌の 必携 アイ 
テムに なつて る感が あるが、 もつ と ピチピ チした ライタ^ ~ めつ けろ 
よな)。 


一番 目を 引いた のが、 「雲のう え ふわ ふわ」 なる 作品を 描いて る、 
グレィス 石 川。 ドッジ ボ ー ルみたい な、 まん 丸顔の 女の n を 描く 漫 
画家さん です。 と 書く と、 どこか ユ ー モ ラスな 絵柄を 速 想させます 
が、 なぜか 薄幸そう な キャ ラなん だな。 絵 全体の 処理の 仕方 も 妙に 
寒々 としていて、" ^ はる〜 か 〜 はる〜 か 〜 彼方に ゃ 〜 オホ 〜 ツ 〜 
ク〜 {，とつい 口ずさみ たくなる ほど (注* これは 高 倉 健 主演の 東 
映 映画、 『網 走 番外 地』 シリ ー ズの 主題歌です)。 

てな 特徴を 列記す ると、 「不感症 H 漫画な の？」 との 声 も 出そう 
です が、 逆で 刺激的と いうか、" 使える" の だ。 グレィスは ドッジ ボ 
1 ルの 少女の 瞒の 光りを、 ボンと 1 力 所し か 輝かせません。 2 〜 3 
力 所 光らせる のは ざら です し、 斜めに 夕陽 如き 物まで 弟し 込ませる 
漫画家 もい るのに、 謙虚な こって す。 これが 薄幸 さに つながっ てる。 

その 少女の 小#、 そして 唇の 描写 も、 妙に あっけ らかんと してい 
る。 中で も 唇は 名人の 作った 釣針と いった 趣 さえ あり、 一度 喰らい 
ついたら 離さないだろう な あとい う、 完成 度が うかがえます ("喰 
らいつ いたら 離さない 薄幸の 美少女"… もう 多くを 語る 必要は あり 
ません ね、 ウン/)。 

つまり、 電気 掃除器み たいな 唇を した 少女と いう わけ。 扉 だけで 
2 回は 抜けます。 となると、 中# を 使えば 0 回は と 思う のです が、 
意外に これが ペケ。 どうやら モデル 業界 出身ら しく、 しゃべ ると 大 
根 女優なん です よ、 この 薄幸 少女は"：  (『ぺあ』邠.3) 

11 『闘 姫』 と 都 条例。 

それが 廃刊に なった と 聞いても、 余程の エロ 漫画 通で もない 限り 
(例えば 永 山 蒸 や 小 倉 智充) 、「えっ、 まだ 出て たの？」 との 反応し 
か 示さない であろう エロ 漫画 誌が、 3 月 号で ひっ そりと 廃刊に なり 
ました。 『SHAKE』 (A5 判 平と じ. 朿京三 f 社.  520 円) で 
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古 2 定価の A 5 判 誌は、 | ホット ミルク』 や | 闘 _姬』 (これ も 都 条例 
の 連続 3 回の 悪書 指定で お 先 真っ暗)、 『アット ー テキ』 を 除けば、 
ほとんど 青息吐息 なので、 その キリの 部類の 同誌が 消える のは 何ら 
不思議は ない のです が、 それにしても 終刊号の メンバ ー は 凄まじい。 
S 熊 進、 馬 波 平'  六条 麦、 永 井道紀 'さえわたる、 勇気ち ゃん'  北 
条 ミチル、 乃 崎せ り、 n —KIDS … すぐに 3 人 以上の 絵柄が 浮か 
ぶ 人は、 これ また 前 出の 2 名 以外には まずい ないで しよう (ひよ っ 

とすると、 同誌 編集長 -j 身 も)。 

これが 終刊号 だけでなく、 普段からの レベルで あったと いう 点に、 
この 業界の 底辺の 深さを 感じざる を 得ません。 『闘 姫』 のように、 
多くの 業界 人の 嫉妬に 満ちた 视 線を 受け、 「 Q 歳 未満の 人には 販売 
出来ません」 との 腰巻を する ハメ にな つても、 「ざま あ 見ろ」 とい 
った 感じの、 栄光に 満ちた 退路を m 意され た 雑誌に ではなく、 あえ 
てこの 11 の" ゴミエ ロ 灌画 誌" に ィチべ ツを加 える の も、 本棚ら し 
いと 一人 悦に入っ てた 所に、 とんでもない 情報が。 

『闘 姫』 のように、 都 条例では 年に 速 続で 311 、バラで も 5 回の 指 
定を 受ける と、 改題す るか 例の 腰巻を 3 号 続けて 巻いて 販売せ ねば 
ならぬ と言う、" 内規" があります。 この 内規の 回数を、 警視庁と 都 
庁の 強い 耍翅 で、 半に バラで も 3 PI にしよう という、 超 反動的 策動 
が 功を 奏しつつ あり、 下手を すると この 春に も 実現し そうだと いう 
の だ。 

あきれ 果てました。 警視庁 や 都庁の 連中に ではありません。 速 中 
は 大蔵省の 役人 同様、 そう やって 灭下り 先を 物色して るコ ジキ 1 な 
ん です、 昔から 。そうでは なく、 その 条例の 指定を する 審議会には、 
取次、 版元 代表ら が 参加して いるのに、 それに 表立って 異議を とな 
えてい る 節が 全然ない からです。 自殺 志願者が 首吊りの 縄を 編む か 
のよう な 彼ら もまた'  出版 人とは / 孤独な 人間の ための 娯楽 産業 


に 従事す る 者が、 コジキ 役人を 前に 卑屈になる 必要は 毛頭 ありませ 
ん。  (『ぺぁ』邮.4) 

1 柏樹玲 

何で そこまで  ?*  *  *  *  1C  、材料 代を こちらで 負担して いる わけで もな 
いのに、 思わず 問いた だした くなる 緻密な ト ー ン 処理を する 漫画家 
が、 稿料の 安 さで 定評の ある エロ 漫画 界にも 時た まいます。 一時は 
抜群の 単行本 セー ルスを 記録した、 悠 宇樹は その 筆頭で しよう。 経 
済 的に 引き合わない のか どうか、 以来 その 流れは 途絶えて いたと 思 
つていたら、 心強い ( P ) 後継者が 登場し ました。 SM 漫画 専門 誌 
と 銘打つ、 『Mate』 に 隔月の ぺ—ス で 描いて いる、 柏 樹玲 です。 

同誌 4 月 号 掲載の 作品、 「パラダイス」 の スクリ ー ント ー ン のめ 
かた も 半端じゃありません" その 証拠に、 掲載 誌の 断 載 部分が、 柏 
木の 作品 部分の み 真つ 黒。 ノンブルの 人らない、 断ち切り ぺ—ジ が 
ダントツに 多い のです。 ト ー ンの めかた だけでなく、 執筆 面積 も 人 
一倍 多い この 人、 いつたい どんだ け 原稿料を もらつ てい るんで しよ 
う.？  デビュ^ — が 1 枚 5 千円で、 6 千〜 8 千円 クラスが 一番多いと 
言われる この 業界です が、 柏木の 場合 最低で も 一 万円は もらわない 
と ペイし ないで しよう。 

「パラダイス」 は、 仲良し 少女？ 一人 組が 闇の 組織に 誘拐され、 香港 
らしき 所で 性の 玩具と して 弄 ばれる という、 古臭い 設定ながら、" で 
も 許せる， 抜き 所の 多い 作品。 ト ー ンの めかたの 多い 絵は、 えてし 
て 作品 全体に 重苦しい 雰囲気を 漂わせる 傾向が あります が、 本 作の 
場合、 事前に キャ ラが" 賢明な 子" と〃 ドジな 子" に 描き 分けられ 
ていて、 ォ ムツ 姿での SM パイブ 責め シ！ ンで は、 鬼畜 読者 も 思わ 

ず大 爆笑。 

「ご主人 様 茜ち やん にはもう 何もし ないで 下さい 親友な の だ 
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から あっ いやっ」 「ごめんね 真 由 私が わがまま 言っ たから こん 
な ことに 許して うう っ」 「う うん… 遠うよ 茜ち やん のせい じ 
やない 私が のろま だっ たから 本当に ごめんなさい 覚えて る 小 
学校の 頃 さあ イジ メられ た 私を かばって くれたよ ね 嬉し かった 
あ…」 ま、 一晚中 やつて なさい。 

が、 この ト ー ンの 量は やっ ぱ 異常。" どんな 小さな コマで も白バ 
ックは 許す まじ" という、 脅迫 観念に 追い まくられて いるかの よう。 
こんな 調子 じ ゃ、 2 冊 目の コミックスが 出る前に、 発狂 しちや うん 
じ やない？  {『ぺあ』 0 *5) 

1 素 和 

忘れた 頃に 発売になる 『漫画 クリス ティ』 (一 水 社‘  720 円) 
は、 今時 珍しい 荸 刊 誌。 A5 判の 平と じ 雑誌で、 この 高 定価に も か 
かわらず 細々 と 続いて いるのは、 数 少ない" SM 専門 漫画 誌， だか 
ら でしょう。 都 条例に よる 惡書 指定 対策の ため か、 成年 コミック マ 
1 ク まで 付いて ます。 単行本 や、 単行本 形式の 雑誌 以外で この マ ー 
クを 付けて いるのは、 僕の 知る 限りでは 本誌の み (コンビニに 頼ら 
ぬ、 低 部数 高 定価 漫画 誌 だから こそ 出来る、〃 奇策〃 でしょう)。 

友 永 和'  王 置 勉強、 プロトン ザゥルスら が メインを 張っ てます が、 
春 号では やはり 友 永が 他を 圧倒して います。 「MOMONE」 なる 
作品の 主人公は 女 教師。 普通は ショ ー もない 通学と か 授業 シ ー ンが 
出て 来て ムヵ つくんで すが、 いきなり 口 挪を かまされて 縛り 上 けら 
れた女 教師が、 屋上の 階段に 手錠で 吊るされ ている サ ー ビスぶ り 
(しかも、 「私は、 マゾの 変態 教師です 。もっと いじめて 9」 と 記さ 
れた 看板を、 中国の 文革 時代の 走資 派よ ろしく、 股間に 掲げられて 

いるの も 心憎い)。 

この〃 巨乳 走 資派女 教師" が、 主人公に さんざん 弄 ばれた あげく 


に、 上着 だけ 着せられ 校内の 片隅に ある、 忘れ去られた 汲み取り 式 
トイレに 閉じ込められます。 わざと 生徒に ティッシュを 借りさせ、 
彼らに l:] かせる とい う 周到 さ。 で、 オナニ — ^オ シッコ— 脱冀と 続 
き、 再び 屋上に 炭る と、" みんなの 先生" だからと 蟲り まくられ るの 
です が、 全 如べ ー ジ 、何とも 無駄の ない エロ 漫画で 感服し ました。 

友 永の キャ ラは、 繊細な ボディ ライン こそた ぶたぶ して 刺激的で 
すが、 奥 村 チョして ると いうか、 眼と 眼が 離れす ぎている 点が 筆者 
の 個人的 趣味に そぐ わない のです が、 "忘れ去られた 汲み取り 式卜 
イレ ，という、 エロ. 心の 故郷 ともいうべき 究極の 情景を 導入す る 
ことで'  個人的 趣味な ど 吹き飛ばして しまう、 興奮の 嵐を 巻き起こ 
している のです。 

『パピ ポ』 や 『ペンギン クラブ j 等の コミック ハウス 系 雑誌、 ある 
いは 『快楽 天』 などに 決定的に 欠如して いるのは、 この 部分な ので 
す。 むろん、 毛穴まで 照らし 出しそう な 明るさに 満ちた、 コンビニ 
を 主と した 大部 数 雑誌と、 この種の マニアック 誌を 一緒にしようと 
は 思いません。 しかし、 きれいで 明るい コンビニ も'  裘へ 回れば 木 
造 民家を、 表 だけ 改造した 場合が 多い もの。 ヵッ n つけた 君の 黄ば 
んだ パンツが、 ヶラヶ ラ 笑って ません か？  (『ぺあ』邮-6) 

11 『コンボ』 と 『阿 呍』 

エロ 本 出版社は 昔から、 地方の 人口 5 万人く らいの 市の 指名 土 建 
業者 程度の ちっぽけな ビルを 建てたり、 ハシ にも 棒に も かからぬ 薄 
らバヵ 息子が 二 代 目 社長になる あたりから、 だいたいが ミエを 張っ 
て 脱 エロ 志向を 出して、 倒産したり、 傾いて 経営者が 代わっ たり、 
そこまで 行かな くと も、 萎えた チン ポコ 並の わびしい 姿を さらす の 
が 常。 

そういった 意味で、〃 未だ 自社 ビルを 持たない 版元の 雄" を 挙げ 
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ると すれば、 一水 社 (光彩 書房 も 含む) と 桜：^ 書房 (オ ー クラ 出版、 
ヒット 出版を 含む) でしょぅ。 両社 ともに 美少女 & やおい 漫画の 巣 
窟 といっ た感 があります が、 これに ひかり 出版を 加えた 3 社を、〃 三 
大 やおい 版元" と 名付ける こと も 可能。 

桜桃 書房です が、 中高 年 世代に とっては 懐かしい 社です。 スヶパ 
ン ヘアが 嵐を 呼んだ、 ビニ 本屋が スタ ー ト 。奥 付に 目 黒 区の 住所が 
記されて いるのは、 ほとんどが この 社の 物でした。" 0 黒の さんま， 
ならぬ〃 目 黒の ビニ 本屋， です。 群雄 社 だと か グリ ー ン 企画 (後の 
白夜 書房) だの 種々 のビニ 本屋さん が ありまし たが、 生き残っ ただ 
けで なく、 これ だけの 元気 パワ ー を 保持し 続けて いるのは 大した も 
の (とはいえ、 漫画に 手を 出した ての 頃は、 なかなか 取次 コ ー ドが 
取れな かったら しく' 同社の 営業マンは 車で、 「書 泉 グランデ」 や 
「書 泉 ブック マ ー ト」 に 直接 本を 運び込んで いて、 涙を 誘った もの)。 

その 桜桃 系の 『コミック コンボ』 と 『コミック 阿呍』 に、 勢い 
があります。 前者が A5 判 中と じ、 後者が B5 判 平と じと 形態は 異 
なります が、 コミック ハゥス 系の、 「こんだ けの キャ ラ 描ける 漫画 
家さん が エロ も 描いて やっ てんだ ぜ」 、あるいは 漫画 屋 系の、 「要す 
るに 抜けり ゃいん だべ？」 といった 雰囲気とは'  全く 別の 疾走 感に 
溢れて います。 

が、 前者は さつ そく 都 条例の 悪書 指定を 喰らっ たらしく、 いきな 
り エロ 度が 激 ダゥン。 後 教も 本欄で も 取り 上け た'  同じく 都 条例で 
廃刊に 追い込まれた 『闘 姫』 の 後釜 だけに、 どぅも 腰が 引けち まっ 
ている のは 残念。 とはいえ、 数 ある ロリコン 系 エロ 漫画 誌です が' 
この 2 誌 や 『快楽 天』 には、 それぞれの 編集者の 臭気が、 好き嫌い 
は 別に ちゃんと 漂って いて、 立派です。  (『ベ あ』 g .  7) 

1 矢 間 野 狐 


裏表紙まで 入れる と 全部で 240 ぺージ も あるのに、 わずか 定価 
320円 。数 ある B5 判 中と じ 美少女 漫両 誌の 中で、 『漫画ばん が 
いち』 は 一番 お得 用 (その 逆が 『Mate』。 200 ぺ ー ジし かな 
いのに 定価 380円 )。 

トイレット ベ ー パ ー じ ゃな いんだから、 紙の 量が 多ければ いいっ 
て もんじ ゃありません。 そこは 『ばんがいち』 、ちゃんと J  •さい 

ろ 一、 矢 間 野 狐、 尾 崎 未来、 アップルトン、 智沢渚 優'  河 野 慎 太郎、 
谷 内 和 生と、 数多くの 有望 新人から、 一部の ロ ー トル ポン コツ まで、 
漏れな く椾 えてい るのは さすが。 

今回の 主役は 矢 間 野 狐。 8 月 号の 作品 名は 「ミックス M ベジ タブ 
ル」。 これ 連載な の、 単発な の？ どっちで もい いが、 連載なら PJ 
数く らいは 入れて 欲しい。 優秀な 女子高の 生徒会 長さん と、〃 頭の 惡 
い 中 坊のガ キ ，との、 キッチンでの オ マン コお 粗末の 一席。 

この 人の 絵は、 見ての 通り デッサン カの 欠如から、 人間の 座りが 
悪い のが 特徴。 そこが エロ 漫画の 埸合 、逆に 女体を コロコロ とさせ 
る ばかり か、 3D っぽく 見せる という メリットが 生じます (逆に 言 
え ば、 傑作した 画 力を 持つ 漫画家の 濡れ場は、〃 理屈が 通り過ぎ てい 
て/使う 側の" エロイ マジ ネ ー シ ョン" の 飛躍を、 時に 妨げ かね 
なぃ)。 

しょう もない 話なん だよ ね。 エプロン ー枚に させた 生徒会 長さん 
を、 彼女の 買っ てきた ニン ジンで 散々 いたぶ った 後で、 オ マン コに 
は キン タマを、 お 口には ニン ジンを ぶち 込んで、 ハメ にハメ まくる 

という 安易な 設定。 

が、 それが いんです ね。 絵の 下手糞な 漫画家が ありふれた 設定に、 
あえてで はなく 安易に 挑 むって あたりが、 実は エロ 漫画の 命。 漫画 
家の 漫画への 個人的 野望 等は、 ビデオの モザイク 以上に 邪魔な もの。 
しかし、 そういう 漫画 ばっ か 載せて る 雑誌は、 なぜか 長期的には 売 
れ なくなる。 ホン ト 、セン ズ リロ ー ドを ひた 走る ガキ 共の 心理 くら 
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い、 複雑怪奇な もんはありません。 

むろん'  同誌は そんな 点 も 当然 わきまえ てるら しく、 頼もしい 限 
り。 が、 量的には 多い 記事べ— ジ 'よく あんだけ 全部 退屈に 出来 ま 
すね？  (『ぺあ』 〇0 .9) 

きみおた まこ 

相変わらず ハィレベルな 漫画家を 揃えて いる 『パピ ポ』 (フラン 
ス書院 こと 三 笠 書房) は、 兄弟 誌 ともいうべき 『z  i  P』 ほどは" F 
描き 漫画〃 の 載る 頻度 も 少なく、 編集 も 頑張っ てると 思って いたら、 
偶然 買った 9 月 号で 李 Kp  A が'： idL げのト ー ン貼り 一切 無しの、 
水墨画 風 エロ 漫画を 掲載し とりました。 この 人、 元々 こういう 絵柄 
だなん てこたない っす よね？  筆者 も 毎号 隅々 まで 読んで ない の 
で、 正直な ところ 分かりません。 

Q 歳を 過ぎた 世代から 見る と、 同誌の コミック ハゥスの 先端的 部 
分の jlj 風に 満ちた 感覚は、 I 店で パラパラ する 分には 「おおっ… / 」 
と 思わせられ るので すが、 深夜 自室で 一人、 _ 子に 隠れての オナニ 
1 の おかずに しようと すると' 「ど 〜 もこり やまた」 なんす よ。 Q 
過ぎの 妻帯者の、 濃密な 夜に ゃどう も 薄 過ぎる のですな (白昼の 書 
店の 店頭では、 あれほど 輝いて いるのに ね。 ここ いらの ギャップ、 
独身者は 感じない の？)。 

が、 一本 だけ、〃 Q 男の 濃密な 夜， にも 通用す る 作品が。 きみお 
たまこの、 「未来 予想 図」 (後編) です。 絵柄は、 蘭宫 涼のは とこと 
いった 雰囲気で すが、 オ マン コ 中のネ ー ムが 渋い。 「やぅう っ そ 
こ. ：… ちが おしりの 穴 だよ お さつ さわつ ち や だめえ つつ …… 」 
「ぜっ 全部 入った お… おいっち ょっ と 力抜けっ… きつっ…」 「お 
ちんちんが 出たり 入ったり . ああつ . ん あつ」 

さすがは、" コミック だけでは 描けない エッチと コー フンの 連続 


パンチ" の、 ナポレオン 文庫を 擁する フランス 書院の 漫画 誌と 唸り 
ました"‘ ネ ー ムを 部分的に 引用す ると、 安手の エロ 小説の デイ テ I 
ルに 過ぎません。 が、 それなりの キヤ ラを 物にして いる 漫画家が、 
ネ ー ム化 する 必要ない〃 SE V 進行状況 解説 ネー厶 ，を、 意識的に 
読者 サ ー ビスと して 作品 中に ぶち 込んで いる 例は、 かたせ 湘を はじ 
め 多い のです が、 これ だけの 成功 例は 少ない。 

絵 かネ' ~ ム のどっ ちかが 突出して' i-j ける 例が ほとんど。 その 点 
きみおた まこは かなりの レベルで すが、 女の子の ボディが 貧弱す ぎ 
るの が 弱点。 猫 賀じ ゅん 的す ぎる と 売れない っす よ。 

(『ぺぁ』 ^6 0 

| 清水 清と T  A  R  〇 

B  5 判 平と じ 形式の、 つまり 少年 誌 風の 美少女 漫画 誌と いえば、 

しばらくの 間は 『カラフル Be e (青磁 ビブロス) のみでし たが、 
『阿 吃』 (桜桃 書房 系の ヒット 出版刊 。オ ー クラ 出版 も 同系 列) の 
登場 以来、 市場に 活気が 出た のは 御 同慶の 至り。 第 2、 第 3 の 類似 
誌の 登場 も 近い… と 思いき や、 なかなかそう も 行かない とか。 

コス ト而が ネックら しい。 例えば 『カラフル Be  ej は 364 ぺ 

—ジで 550円 〇  一方の 『阿 呍』 は 340 ぺ ー ジで 500円 。こ 
れ では 返本 率が 2 割 5 分を オ ー バ ー すると、 ほとんど 儲からな いの 
では？ (刷り 部数に よって、 数字は 変動す るで しょうが) 

2 誌を 見比べる と、 やはり 後発の 『阿 呍』 に 勢いが あります。 
2 流 出版社" 青磁 ビブロス" の 看板を 背負った 『カラフル B  e e 
と、 ついこの 前までは 雑誌 & 書籍 コード も 無く、 柄の 惡い 営業マン 
が 車で 神 田の 「書 泉 ブック マ ー ト」 や 「書 泉 グランデ」 に、 大量に 
エロ 漫画を 直に 搬入して いた、" 目 黒の ビー ー本 屋上が りの 桜桃 書房 
の 無頼の 血の なかる ヮ ザ〃 の 差と 言っても いいで しょう (書 泉 や 高 
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岡は 無 修整 エロ 同人 誌の 販売で'  警視庁 保安 課の 摘発を 受ける 以前 
は、 同人 誌と 今の 成年 コミック 類を 大 々的に 販売して いた。 事件 後 
のこれら の 書店の、 長期に 渡る 卑屈な までの 自嫩 が、〃 エロ 漫画の 
メッカ， の 看板を、 秋 葉 原に 奪われる 最大の 要因に なった)。 

で、" 臭い 飯の 2 度 や 3 度、 エロ 本屋なら 喰らっ たって しゃ 一 ね一 
だろ ^ * 、てな無修整ぶりが心強い『阿呍』で、一番抜けたのがキャ 
ラ 面では 「清澄 通りに 死す」 の 清水 清。 女の 下半身を ザッパ リ描写 
しないと いう 決定的 欠陥を 差し引いても、 そそる キャ ラです。 もつ 
とも 原稿 落ちで もした のか、 再録ら しい。 構図 面では TARO の 
「ちよっ とだけ s  〇  r  r  y M 」。 キャ ラは ク セが 強くて 半 立ちく らい 
です が、" 舐め ハメ 構図の 無 修整 振り" は、 「やっ ばし サン マは 闬 黒、 
おっと エロ 漫画は 闫 黒に 限る ねえ」 と、 意せ ずして つぶやく ほど。 

I 方の 『カラフル Be e は'  たかが ポスタ 1 枚 描いた 田 沼 雄 一 
郎如 きを、 表紙に ハ デに 謳っ たりして 、パッカ じ ゃなかろう か。 目 
黒の サン マ も、 いつか こうして ひものと 化すので しよう か？ 

(『ぺぁ』 96 2 ) 

ー ユナ ィト 双 児 

表紙の ロゴの 上に、 "筛宅 途中の 車内で コラムを、 家に 帰って コ 
ミックを， と ある 『漫画ばん がいち』 9 月 号です が、 漫画家 陣は例 
によって 充実して いるものの、 コラムに ゃ 何一つ 面白い もんがない 
のは なぜ？ 

表紙に 他の 速 中より 一回り デヶ ー 写植で、 ぐ ドン / , と 名前の 謳っ 
て ある 4 大 H 漫画家は、 表 ■紙 キヤ ラを 中心に、 右に 昇り 坂の 平 木 直 
利、 ユナ イト双 児を 配した のに 対し、 左側には すつ かり 落ち 回の 河 
野 慎太郎 、アップルトンと いうのは、 ちと 露骨す ぎません かの？ 
(編集なん て どの 社で も、 この 程度の 軽薄 さ) 


さて ユナ イト 双 児。 この 人の 絵って、 新し いんだ か 古いんだ か、 
ちよっ と判靳 に 迷っ ち やうと こあります ね。 確かに 姉ち やん の キヤ 
ラは 惡 くないけ ど、 人物の ラインは 決して 流麗とは 言えない し、 エ 
口 劇画 っぽい 雰囲気 さえ ある (妙に 存在 感の ある 野郎 キャ ラ もムヵ 

っく)。 

2 月 号 掲載の 「デリシャス LIFE」 (前編) を 見ても 分かる よ 
うに、〃 見せ場" 作りは 非常に 上手。 彼女に 学 ラン 着せて 学校の 校庭 
で 立ち マン 致す なんて、 男の ロマン そのもの。 縦長の コマ割り とべ 
夕 使いの 巧み さが、 素材に 非常に フィット (ここで も 野郎の ツ ラが 
気色 惡い 。顔を ヵットす るな り、 吹き出しの 陰に 隠すな りの 読者 配 
慮を)。 

後半は 急激に 退屈に。 クラスの 連中に 彼女の 下着を 売っ たり、 一 
発 決める のを 見物させる のです が、 急に アングルが 単調に なったり、 
アップ ゴ マが 増えたり と メタ メタ。 時間が なくなつ たの かもしれ ま 
せんが、 ここまで 俺の キン タマを おつ 立てと いて、 これは ねえで し 
よ？ (次号に 勝手に 続かれて は、 あまりに も 息子が 不憫) 

それと、 姉ち やん の アクメ 時の 大口、 どうにかな りません か？ 
と 不満の ある ユナ イト セン セです が、 ス レス レの 所で〃 今の H 漫画， 
になっ てるのは 事実。 一歩 間違えれば、 その 名前を 思い出した だけ 
でも チンボが 萎える。 大 噴火 E 郎 になっ ち やうんで すが、 ギリ ギリ 
の 所で 刑務所の 壁の 外側に 落ちて る。 H 漫画 界 の中曽 根康弘 なの 
か？  {『ぺあ』从*1) 

11 村 野犬 S 

"革命的 アダルト 耽美 コミック" という キャ ッチ コピー は 激ゲロ 物 
です が、 『麗人』 (竹 書房) は 数 ある やおい 漫画 誌の 中で も、 屈指の 
水準を 誇っ ています 。が、 ナルシズム 過剰な レイアゥト のせい も あ 
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り'  エロ 本と しては 非 実用的。 

漫画家は いずれも 技量は あるけれ ど、 耽美 過剩 という か、 各 キャ 
ラの 藤 田 まこと 顔、 いや 馬 ゾラが'  今時の チン ポや マン コを 、刺激 
し 切れて ません。 さらに、 笠 井 あゆみを 筆頭に、 どうも 漫画家 自身 
が、 読者より をに 行って しまって レ 自己 陶酔 派 揃いな のは、" セン 
ズリ 本" (あるいは" マンズ リ本" ) として 致命的。 

そんな 中、 営業 面を 一手に I き 受け てるのが 村 野犬 彦。 2 月 号の 
「裏通りの 記憶」 は、 警官 ホモ 漫画。 世の中 も 変わりました。 数年 
前までは 、エロ 本 じ ゃ 婦警 や 警官は 御法度だった のです が。 警官の 
コスプレして 楽しんで いた ホモ カップルの 片割れが、 モノ ホンの 警 
官と 遭遇、 公園の トィレで いたしち ゃうと いう 渋い 設定。 

筆者が いい 年の せいか'  全 誌面を 通じ 抜けそう なのは これ だけで 
した。 続く 笠 井 あゆみは 論外と して、 g ぺージ も 描いて いる 木 仁 戻 
なんて 奴に 至っ ては、 能條 純一が 左手で ペン 持って 描い てるような 
絵で、 ゥ ゲゥゲ 。編集者は なぜ こんな 安っぽい、 『エマ ニエル 夫人』 
風の 濡れ場っ き ゃ 描けん 連中 ばかり 起用した がるの？ (地獄の リス 
ト ラ 旋風が 吹き荒れる、 竹 書房の 薄給 社員 編集者が、 心の 安らぎを 
仕事に 求める 気持ちは 分かる が、〃 お客様 第 U の 精神は 忘れて 欲し 
くない) 

再び 村 野犬 彦に 戻れば、 この 人は 濡れ場を、 常に 読む 側 (抜く 側) 
の アングルで 描いて いるの が 素晴らしい。 ンな こた エロ 漫画の いろ 
はの〃 い" なの だが、 『麗人』 では 一 r 倒 的に nn 立って しまう。 言う 
まで もな く、 SEX は 異性 間、 同性 間に 関係な く、 身 も 蓋 もない 力 
ッコ してやる もん。 その カッコを どれ だけ 露骨に 描く かで、 ポルノ 
としての 商品 価値は 決まる。 当然" 本当の 美， など、" 露骨の ぬか 
るみ" から 回帰した 地点から 芽 ばえ るの が 常識と、 筆者は 昔から 思 
ってい ますが。  (『ぺあ』阶.2) 


1 矢 萩 貴 子 

"満を 持して" という 言葉が あります が、 サン 出版 系列の マガジン‘ 
マガジンから 出た、〃 女性 向け ホモ 漫画 誌， 『ピアス』 は、 編集者 
の そんな 気負いが 誌面の 隅々 から、 「どう だ、 どう だ、 凄いだ ろ 
う？」 とば かりに 迫って くる噩 量 級 雑誌です。 

確かに メンバ ー は 豪華。 小 野 塚 カホリ、 矢 萩 貴 子、 藤本 ミツ ロゥ 
御茶 柱 さむ、 神 籠石亮 と、 やおい 畑から レ デ イコ ミに 至る まで、〃 金 
に 飽かせて 豪 腕 メンバ 11 狩り集めた" 風格に 溢れて います。 さす 
がは" 巨大 部数 SM レ デ イコ ミ，、 『アム ール』 の 版元。 傾向の 似て 
いる 『麗人』 なんか、 かなりの ダ メージ 受け るん じ ゃと、 表紙を 見 
た 時は 僕 も 思いました。 

が、 買い込んで じっくり 読んで るう ちに、 逆に 「こり ゃ あ 失敗す 
るん じ ゃねえ の？」 と 思い 始めた のです。 というの も、 余りに レ デ 
イコ ミ 的と 言う か、" 劇画 的 臭気" が 強烈。 知っての 通り、 劇画 テイ 
ストが 一番 残って いた 分野が レ デ イコ ミだった のです が、 ホモ 漫画 
誌の 主な 読者の Q 代〜 Q 代の 女の子た ちは、 一番 ここらの" 胸 やけ 
のす るよう な 脂っ こさ， に 拒否反応を 示す。 

サン 出版 関係の 編集者が 得意の、" カッコい い 写植 芸者 振り， は 
例によって 決まって ますが、 そんな デザイン 感覚の みでは、 この 脂 
っ こさは とても 消せない。 たとえば 1 ぺ ー ジン 万と 言われる、 レ デ 
イコ ミ界の スタ ー 矢 萩 貴 子は、 その 稿料に 似合わぬ 背景 ス カスカの、 
「地獄へ ようこそ」 なる 手抜き 作品を 描い とります が、 それでも 濃 
すぎる。 正直な 所、 4 〜 5 ぺージ 読んだ だけで 気持ち 悪くな った。 
加えて、 この 人 特有の ナルシズムが あさっての 方向に 炸裂、 「そん 
な トコい くら 舐められても、 俺は ちっと も 感じね えョ J と、 思わず 
つぶやく ありさま。 
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この 感想は 本 業界の 女性 読者の 多くが 抱く、 『ピアス』 への 思い 
では？ 確かに 『アム ー ル』 を 読んで いた、 従来の ホモ 漫画の 読者 
層より やや 上の、 人妻 や O が ドド ッと なだれを 打って 喷 らいつ い 
て くれれば、 前途は 洋 々でしよう。 実は 陰ながら、 そうなる ように 
筆者 も 祈っ ています 。だって、 こんだ け 銭と 手間暇 かけて 作った 雑 
誌が 売れない と、 死にた くな っち ゃい ますから ねえ'  編集者は。 

(『ベ ぁ  j 97 5 

一大 阪ぴ え郎 

新橋に ある 出版社と いえば、 実質的に 住友銀行の 管理 会社と 化し 
た、〃 エロ 『アサ ヒ 芸能』， と 宫崎駿 で 有名な、 徳間 書店く らいし か 
一般には 知られて ません が、 もう 一社〃 忘れち ゃい けね え" 版元が。 
〃ホモ 漫画の 殿堂， 一水 社 (光彩 書房) です。 『モ ー リス』 (最初は 
『カノン』) から 始まり、 『純一』、 『カレス』、 『少年 天使』、 『半熟 天 
使 j  (以上 雑誌 形式)、？ ャニ丄 、『ロミオ』、 『秘密 少年』 (以上 単 
行 本 形式) と、 とどまる 所を 知らず、 その 安易な 姿勢は 約 Q 年 前の、 
エロ 劇画 誌 全盛期に おける 辰 巳 出版 グル ー プ (蒼 竜 社、 綜合 図書、 
富士美 出版) の、 キャ ラメル 商法を 連想させます。 

中で も | 番の 売れ行きで、 部数 も 5 万 部を うかがう と言われる 
{定価 700円 で これ だと ポロい)、 『純一 j  4 月 号を 手に 取って 見 
る (この 分野は すべて 隔月 誌。 月刊に すると 売れ行きが 急落す るの 
だと か。 まだまだ 市場は 狭い らしい) 。巻頭 4 色の 担当は、 大阪ぴ 
え郎の 「ユア •ザ， オンリー」。 タタ キ に〃 総 天然色 青 肉 カラー 巻 
頭 Q ぺ ー ジ〃 と あり、" 青 肉〃 の 左右に、 ヤ オイ & キチ クの ルビが。 
編集 ポリシ ーが 百％ 示された、 ナイスな タ タキと 申せ ましよう。 

確かに その タ タキに 恥ない 中身に なつて います。 黒髪の 長髪 兄ち 
やん が、 公園で 昼寝を している 空腹の 茶髪の 兄ち やん を 拾って 来 ま 


す。 この 茶髪 兄ち ゃん'  言葉 も しゃべれず、 字 も 書けない。 そのく 
せ エロ 本 読んで チン ポ おっ 立て、 毛の 生え 撤 わない 一物を 見せて 主 
人 公を 誘惑す るので、 つい… といった 調子。 

とんでもない 内容です が、 〃いかにも 新橋の エロ 本屋に ふさ卜 し 
い 路線" という 見方 も 出来ます (各 キャ ラが 今風な ファッションで 
決めて いる にもかかわらず、 新橋 闇市 マ ー ケットの 煮込みの 臭気を 
放って いる)。 描写 も 過激で、 今が 旬の ホモ 漫画 界 といった 所です 
が (必ずや" 「有害 ホモ 漫画」 から 青少年を 守れ / :" との 運動が 起き 
るで しょう)、 一番 興味深かった のが、 某 編集者に 聞いた エ ピソー 

OP  0 

「読者の 9 割は A 代の 女の子。 ホモ 好きを 自称して いるのに、 彼女 
たちは すね 毛、 腋毛、 陰毛は 絶対 ダメ 。ロリコン 漫画 風の 絵で ろ 過 
されて ない と、 オ カズに なんな いんだつ て」 

昨今の 発情 野郎と 全く 同じ 趣味。 これが □本 だ 僕らの 国 だ。 

(『ぺぁ』呢*6) 

- 平 木 直 利 

下請け 編集 プロダクションの 請け負っ ている 漫画 誌は、 ハン グリ 
I 精神が あって ワィルドな 反面、 ケチ 臭い 営業 方針の せいで、 露骨 
な 手抜き もま ま 行なわれます。 例えば、 最大 手 コミック ハゥスの 手 
になる 『ペンギン クラブ j は、 部数 Q 万 部と 言われて ダントツな シ 
エアを 誇ります が、 内容が P2 — トル 揃いな のは 御存知の 通り。 

それなりに 売れて いる 物ょり、 改題 や 創刊 直後で 苦労の 絶えない、 

『コ ーヒ ー ブレィク j や 『zetuManj に 力を 注ごうと いう わ 
け。 これは 下請けの 意向で どうに でもなる ことなので、 新規の スポ 
ンサ ー ( 出版社) の 新 雑誌 ほど、 その 時点での 売れっ コ 漫画家が 集 
中 的に 導 人され ます。 むろん 手を抜き 過ぎる と 既存の 物が 傾く わけ 255 


で、 ここらの サジ 加減が 編集の 腕の 見せ所。 

一方、 コア マガジン こと 白夜 書房は、 昔から 下請けに 頼らず、 社員 
編集者の 育成を 怠らぬ 版元。 雑誌 コ ー ド だけ 死守、 取次への こびへ 
つらい と 再販 制に 守られて のみ 存続して る、" 空洞 化した 出版社， 
が 多い 中では、 立派と 言わねば なりません。 本腦 にもた びた び 登場 
する r 漫画ばん がいち』 は、 下請けの セコい 編集者なら 即 分割し、 
月刊 2 誌を でっ ち 上げる であろう 豪華 メンバ ー 揃い。 

6 月 号に、 「愛されたい の D」 なる 作品を 描いて いる 平 木 直 利は、 
長編が 描けそう にない 弱点は あります が、 なかなか そそる キャ ラを 
物にして います。 0 ぺ ー ジで連 載と いう 所を 見る と、 かなりの 遅筆 
と 思われ ますが、 ベタの 多い 作風は 非常に 読み 易く、 くっき りした 
描 線は 同誌の ユナ イト 双 J とは 異なり、 妄想への 案内 役と して、 よ 
り 不特定多数の 読者の 支持を 得る でしょう。 

今回の =1 せ 場は、 女子 トイレが 故障 中と かで、 男沪 トイレで 用 足 
しして いる 主人公 あゆみが、 男の子に 発見され、 ドア 越しに オナニ 
j を 強制され る 下り。 読者の サ ー ビスの ため か、 叔父との 結合 シ ー 
ンを 想像して オナ ると いう おまけ 付き。 さすが プロ。 

ただ、 ドアの 外の" 脅迫者， に関しては〃 いかにも， な 落ちが W 
くので ガ ックリ (女友達が 変 声 器を 使っ ていたず らして たんだっ 
て)。 一 話の みを 読んだ だけでは'  この 人の ね ちっこい エロは 理解 
出来ないで しょうが ね。 また 今の 編集者が 一般的に 嫌がる、 連載 物 
が 多 いのも この 雑誌の 良い 面です。  (『ぺあ』哪，7) 

一一 消費税と エロ 漫画 誌。 

知っての 通り、 消費税は 4 月 1 日から 5% に 引き上げられ、 直前 
の 3 .月 一杯までは 値上げ 前の 駆け込み 需要で、 百貨店、 マ ー ケット 
等が 久 々の 活況を 呈 したそう です。 もっとも 4 月 以降は その 反動で 


売り上げが 大幅に ダゥン'  なかなか 以前の 状態に 回復して いない 様 兄 
子。  2 

後遗 症が 残ったとは いえ、 駆け込み 需毁が あった 業界は まだ 救わ 
れ ます。 悲慘 なのが エロ 本 業界。 中で も 今や その メィンを 占める、 

各 エロ 漫画雑誌の 売り上げは 地獄と か。 2 月頃から 4 〜 5% 返品が 
増加した と 思っ ていたら'  3 月 売りは さらに 4 〜 5% の 返品 増加。 
つまり、 計 1 割 も 返品が 増えた 結果、 3 月 売りの 4 月 号は、 各 誌と 
も 4 割前 後の 返品を くらっ てる 様子 (つまり 0 万 部 刷っ てたなら、 

4 万 部が 返品され、 古紙と して 処分され る 運命に)。 

一番の 要因は、 4 月からの 消費税 アップに 備え、 計算が 繁雑に な 
る 旧 定価の 雑誌は 早めに 返品して しまえと いう、 書店 や コンビニの 
事情に あったら しいので すが、 それに II え 消費者側、 つまり" オナ 
ニ ー する 側" の'  偽らざる 本音 も 存在した と 思う のです。 

つまり、 ィンスタント コ^ ~ ヒ^ ~ やフ ァクス 用紙 同様 、 値上 け 前に 
おかず 用の エロ 本を 備蓄す る 気になる か 否と いう こと 。確かに エロ 
本は 生物では ないし、 腐る 心配はありません から、 いくらでも 買い 
置き 可能な 商品です。 

にもかかわらず サッ パリ 駆け込み 需要がなかった のは、 結局〃 才 
ナニ ー のヵト だめは 出来ない し 健康 r も 悪い" という、 意外な まで 
に 健全な、 現代の 青少年 達の 常識が 存在した からでし ょう。 「そん 
なの 当然 じ ゃん か/」 との 声が 上がり そうです が'  実を言えば 僕、 
彼らは もっと 駆け込み 需要に 走る のでは と、 内心 予想して いたので 

家庭 や 学校で 子供の 頃から 管理され て 来た 彼らは、 0 〜 A a のエ 
口 漫画 誌を 3 月 中に 買い占める や、 4 月になる と 1 冊ず つ" 押し入 
れから 取り出して 使用す ると 考えた から。 筆者み たいな オヤ ジ阯代 
には とても そんな 忍耐 心は なく、 Q 〜 0 册 の 内から 一番 いいのを 選 
び 出して 使う と、 他は 全部 捨てて しまった でしょう。 が、 彼等には 


籲 巨額の 血税を 投入し 
た 東京都 庁 (上） と、 切 
って も 切れない 関係の 
エロ 漫画 群。 


ァァ ン // 
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評伝 

「迫害に 耐えて B 年」 


塩 山さん は 態度が 悪い。 

そして、 恐ろしい。 

ま'  これは 塩 山さん とつき あいの ある 人なら 誰もが 一度は 感じた 
ことがある のでは ないか？ 

一言で 言うなら、 ヤク ザみたい な 人で ある。 

ただし、 女を 転がしたり している のでは ない。 ひよ っと したら 女 
を 転 力して る 一面 も あったり する のか もしれ ない が、 そ^ ~ ゆ ~ ■面を 
人に 見せる ことは モーロ ク すれば 話は 別 だが、 まずない と 断言で き 
る。 その あたりに ヤク ザは ヤク ザで も 俺の よ 一 な 東 映 派では なく、 
日 活 派の 片鱗は 見える。 おそらく 渡哲也 演じる 人斬り 五郎の 気分な 
のだろう。 ただ、 松原 智恵 子が 泣きながら 走って 追い かけて きてい 
るか どうかの 違いで ある。 いや、 ひよ っと したら 追い かけて きてい 
る 女 もい るの かもしれ ない。 だが、 そ 一 ゆ一 面を 人に 見せる ことは 
モ ーロク すれば 話は 別 だが、 まずない と 新 a できる。 
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杉 作 J 太郎 


非常につ らいと ころで ある。 

だが、 男は つらい ョ といいながら 車 寅 次郎が 彷徨を 続けた ょうに、 
つら さと 楽し さは 表裏 だつ たりす る。 

実際には それほど つらい ことで もない の だ。 

きっと、 上機嫌な のでは ないか？ 

だから 見て いて かわいそう だな と 思つ たりす る ことは ない。 
本人が 気持ちい いの だから それでい いの だ。 

しかし、 怒鳴られたり、 蹴り 飛ばされたり してる 側に して みれば 
これは まつた く 面白くない。 

本書を 読んで、 この 著者は 自分を ことさら 悪く 書く タィプ だと 思 
ったら 大間違い である。 

「てめ ぇ、 ど 一 なって やがん だ" バヵ / てめ えに その 仕事 紹介し 
たのは 俺 だけど ョ 、うちん とこの 仕事に 穴 あけて いいと 思っ てんの 
かょ/  今す ぐ 描いて 持つ てこい、 ガ チャン/.」 


♦評伝 ♦ 


最後の ガチャ ン というのは 受話器よ 壊れん とば かりに 電話を 叩き 
置いた 音で ある。 今まで 何 台ぐ らいの 電話を 塩 山さん が 壊した かを 
俺は 知らないが、 そばで その 姿を 見た 人の 脳裏から、 その あまりに 
もぶ つそう な 態度が 消える ことはないだろう。 

ちなみに、 A ス この 文章、 尺が まだまだ あるので 少し ばかり 調整 
する 意味で も 俺の 思い出話を 書かせても らおう。 

0 歳で 漫画家 デビ ュ ー した 俺に、 一番 最初に 原稿 依頼して くれた 
のが 塩 山さん だった。 その 時、 俺は 原稿を 持ち込んで 採用され た 出 
版 社 や 編集 プロダクションに 漫画を 納品して いたが、 ある 日 突然 見 
知らぬ 人から、 

「キミ、 『漫画 カルメン』 に 描いて たでし よ。 あの さ'  うちで も 描 
いて もらえる？」 

と 電話が かかっ てきた のは 塩 山さん が 最初だった。 今から n 年 も 

i 刖の 話で あるが、 その 時の うれし さは やはり 忘れて いない . とい 

うのは 実際のと ころ 正確では ない。 うれし かった はず だと 思う の だ。 
きっと うれし かった だろう。 汚い 木造 アバ ー トの 2 階で、 ゥヒ ョゥ 
ヒョ 跳び跳ねた かもしれ ない。 いや、 きっと 跳び跳ね たはず だ。 

が、 その 記憶がない。 

ありがた かった 記憶がない。 

なぜなら、 その後、 俺 も ご 他聞に 漏れず、 前述した よ 一 な ひどい 
目に 遭っ たからで ある。 

あがった 原稿を 持っ ていく と、 

「フン/」 

鼻で 笑い もせずに クズ カゴに 放り込んだ" 

または 風邪で 熱が 0 度 あった。 

「バカ 野郎、 ヤ レ/」 

なんとかかんとか 仕上げた 時には フ ラフラに なつて 立つ 元気 もな 
かつた。 


「塩 山さん . すみません けど、 今回 だけ、 原稿を 取りに きていた 

だけません でしょう か…… 近くの 駅までで もい いんです けど」 

すると 塩 山さん は 即座に 怒鳴っ た。  . 

「いらね え / 」 

「え？」 

「いらね 一 えんだ よ、 それなら。 どっ ちなん ダ。 持って くるの か、 
こねえ のか、 ハッ キリし ろ」 

「も . .持って行きます」 

「早くし ろ、 バカ / ガ チヤン」 

で、 持って行けば、 また 鼻で 笑い もせずに、 

「フン / 」 

クズ カゴ 行きで ある ◦ま、 それでも キッ チリ 本に 掲載され るの だ 
から、 そのまま 捨てつ ぱ なしでは なく、 ま、 こちら もま さか ホン ト 
に 捨てて る わけでは あるまい とは 思って いるの だが、 腹は 立つ。 

ク ソ〜ッ …… •今に 見て おれ/ 

帰りの エレべ ータ ー の 中で、 何度 e を嚼ん だ ことか。 

でも、 あれから C 年。 ただの 一度 も 原稿を 取りに きて くれた こと 
はないです。 

「捨てべ ー ジ なんだから ョ、 てめ えの 漫画は。 真っ白で なきゃなん 
でもい いん ダ / 」 

通算 百 回 以上 聞いた ね、 この 言葉。 

で、 さらには 漫画を 依頼して おきながら、 

「てめ えに ゃ 女を 描く のは ムリ だ。 漫画に 女を 出すな。 出したら し 
ょうちし ね^ ^ ^ そ てめ え / j 

そう 言っ たの も 塩 山さん だ。 だが、 当時、 俺が 描いて いたのは い 
わ ゆる ハダ カの 女が 登場す る エロ 漫両 。女が 出て こなければ エロ 漫 
画に ならない ではない か…… と 思っても 口に 出せる わけでは ない 
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暴 『嫌われ 者の 記』 出版 記念 パーティ ーにて。 
やす 〇（ 右）、 杉 作」 太郎 (下）。 
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ここで 念の為 言って おく。 俺 も 杉 作と いや ぁ 四国に いた 頃は 「二 
ィ さん」 と 呼ばれた、 ちった ァ 知られた 男です よ。 そんじよ そこい 
らの ひよわな 野郎とは ひと 味 も ふた 味 も 違う。 自分で いうの も ナン 
だが、 ハッ キリい って コヮ モテ だ。 世が 世なら 間遠い なく ヤク ザに 
なって るね、 俺は。 そんな 俺で も 塩 山さん の 無軌道な 暴走っ ぶりの 
前では 対応策が 見当たらな かった。 だから、 この 時 も シブ シブ 女を 
描く のは やめた。 かくして エロ 漫画雑誌に 女の 出て 来ない、 ただの 
野球 漫画 や プロレス 漫画が A ぺ ー ジ、 載る 事態と なった。 

そして C 年。 

「俺ァ 、いなかに 帰って 農業で もやる のョ」 

うそぶい ていた 塩 山さん も、 これで 2 冊 目の 著書と なる。 

前 作に も 負けぬ ほど、 絶対に 而 白い 本で ある ことを 断言で きる。 

そして、 心の底から、 おめでとう ございま したと 俺は 言いたい。 

そんなに ひどい 男な のに？ 

ム チャ クチャな 男な のに？ 

ニィさん…… ヤボは よそうや。 

そんな 男が ホン トに ひどい 男な わけないだ ろ？ 

ホン トに ひどい 男と いうのは ほかにい る。 ふだんは オッ にす まし 
て 気取つ たりす かしたり しながら チヤ ホヤされ るた めに チヤ ホヤ さ 
れ るよ^ — な 態度を 見せ まくって る 野郎たち だ。 いる だろ そこいら 
のす ました 雑誌を ペラ ペラめ くつたら そんな 野郎が いくらでも。 わ 
かつてる だろ、 そんな こた ァ / 

塩 山さん が 実際 どんな 男な のか？ 

ヤボ になる から 書かない が、 まァ とにかく 態度が 悪くて、 恐ろし 
い、 ヤク ザの 上前を はねる よ 一 な 男で ある。 

たぶん この 原稿を 見ても 言う ね。 

「改行 だらけ じ ゃね 一 か/  ゼニ はらわね 一 ぞ 、てめ え/  ■ 

慣れたよ。 


おまけに 話は  / 
三条友 美と いがらし 
みきおの バクリ 
ばつ か だし 
// : 


低 脳 ブスは 
才 〇コ シ ーンだ け 
描いて り やい いんだよ // : 


20 ぺ—ジ 中 
たつた 7 ベ 
ざけ / I じ や 


山 


4 售、、 


おこん ばん わ。 ワシントン 条約で 保護しても らいたい 稀少 励 物 
「エロ 漫画 評論家」 の 永 山薰だ 。 

さて、塩山芳明の二册因。内容は例によって塩山のオヤジが「い 
つか 単行本に…」 と セ コセコ 保存して おいた 雑文 集。 十 年 前の 雑文 
なんか 普通は だれも 取って おかねぇ ってば。 これが 文学青年 崩れの 
ナルシズム なのか'  単に 「捨てる の も ナン だし…」 という 北 関東 的 
貧乏性 故な のかは 判らない が'  こうして  一 m に まとまつ てみ ると、 
まるで 因業 オヤ ジが 爪に 火を 灯して 小銭を 貯め 込んだ 郵便貯金 通帳 
を 見る ような、 一種 爽やかな 感動が あります ね。 

ここには エロ 漫画 評論家の 俺で すら 知らな かった 驚愕の 事実、 忘 
れ てた 瑣末な 諸々 が 山 ほど ある。 前著 「嫌われ 者の 記」 と 併せて エ 
口 漫画 史を 語る 上での 根本 資料になる ことは 百％ 間違いない。 一文 
一 文 舐める ように 読み込めば、 あなた ももう いっぱしの エロ 漫画 通 
だ。 まあ、 誰も ホ メちや あくん ない けどな。 

ただし、 ここには 公正な 視線な どと いう 「無能な 凡人」 向きの フ 


レー ズ はない。 文字通り、 エロ 本 下請け 編 プロの 中年 オヤ ジが 偏見 
誤解 嫉妬晶 貭 劣等感 優越感を モロ 出しにした 悪口雑言 誹謗 中傷 罵詈 
■謗の 集大成で ある。 俺から 見ても 「これは アン マリ だろ が」 とい 
う 表現 も 随所に ある くらいだ から 胃が 弱い 人は パンシ ロンで も 飲ん 
でから 読んだ 方が 身の ためだ。 もう 一つは 塩 山は 相手を 見て 叩く と 
いう こと も 計算に 入れて 読む こと。 俺に 対する 扱いが 今と 昔では 大 
違いなのを 見て それは よく 判る。 互いに ッラも 知らない 間柄の 時は 
糞味噌だった が 俺に 仕事を 廻す ようになっ てからは 揶揄の 中に も 
「締切 直前に ヶッ まくられ ると ヤ バィ」 という 計算が 透けて 見えて 
微笑ましい。 ただ、 塩 山の 眼力は バカに できない。 こないだ も 「ア 
ンタ 、評論は 下手 だよ ね。 小説は 面白い のに」 といきな り 急所を 衝 
かれて しまつた。 そうなん だよ。 俺は 別名で やつて る 全然 売れね え 
作家 業の 方が 本職 だと 思っ てんだ よ。 惡 かった なッ / 

本書の 白眉と 云えば やはり 第 3 章。 漫画家 評と 業界 情報が テン コ 
盛りに なって て、 エロ 漫画 通には たまらん 内容 だ。 Q 年代 前半 あた 
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♦解説 ♦ 


りの 文章には 今や 完全な 死語に なった 「ロリコン 劇画」 が 頻出し、 
時代を 感じさせる。 当時で も ロリコン 漫画と いう 呼称が 一般的で 劇 
画とは 別の ものと して 認識され ていた。 この あたりを ザッと 「解説」 
すっと 以下の ようになる。 Q 年代 初頭の ロリコン 漫画 ブーム は S 
F& アニメ フアン やかな り インテリ 入った 同人 連中が 吐 掛けた もの 
で、 最初 期には 「アニメ 絵の エロなん て」 と 団塊 オヤ ジ 編集者に 相 
手に されなかったら しいんだ が、 吾妻 ひでお、 内 山 亜紀を 核弾頭に 
して エロ 劇画 誌に 橋頭堡を 築き、 後は 一気に 全面 展開。 ロリコン 色 
が 次第に 薄まり、 エロ 劇画に 引導を 渡し、 ネタも 一般化し、 現在の 
「美少女 漫画」 隆盛に 至る というわけだ。 この 流れの 中で、 塩山芳 
明は エロ 劇画、 美少女 漫画、 やおい 漫画 (女の子 向けの ホモ 漫画) 
へと 転身して きたの だが、 面白い ことに 過去を 振り捨てずに 現在で 
も それぞれの ジャンルの 雑誌 や 単行本を 並行して 編集して いる。 ど 
れが 壊滅しても いいように である。 まるで 自分の 子孫を 日本、 ヵナ 
ダ、 オ ー スト ラ リア、 アメリヵに 移住させる 華僑の ような 商売 感覚 
には 頭が 下がる。 第 3 章に 登場す る 劇画 家 や 漫画家には 専門家で あ 
るは ずの 俺が 知らない 人 も 結構い る。 特に フィ ー ルド 外で ある 劇画 
家は 取りこぼしが 多く、 山 口 花 子なん て 自殺した 山 m 花 子の 誤植 か 
と 思った ほど だ。 ただ、 初出が Q 年 以上 前の 文章 も 多く、 彼ら (彼 
女ら) の 現状に ついては 定かでは ない。 この あたりは 注記で も 入れ 
て 欲しかった が、 追跡調査し 始める と 何年 も かかって しまう ので、 
今回は 俺が 判る 範囲で 軽く フォロ ー して おこう。 

•前 田 俊 夫： コ ミケで 旧作 原画を 叩き 売っ たのは 有名な 話。 ただし 
並んだ のは 全員 古本屋。 現在は アニメの プロ デュ ース等 も 行って い 
るら しい。 前 田 俊 夫 原作の エロ アニメは 海外で も 人気。 

•三条 友 美： 現在 ミリオン 出版から 全集が 刊行 中。 

•富 田 茂： 現在 も 相変わらず 美少女 SM。 最新の 単行本は y 年。 
•杉 作 J 太郎： 絵は ちつと も 上手く なんない が 文章が 素晴らしく、 


カルト 人気は いっこうに 衰えない。 

•早見 純： 現在は 編集者。 復刻の 動き も あったら しい。 今でも 獵奇 
事件が 起こる と 東スポ あたりから コメントを 取りに くると か。 今時 
の キチ ク 系の 先駆者。 

籲ダ ー テイ 松 本： y 年に エロ 劇画 生活 C 周年 も 迎えた。 萩原 一至に 
誘われて コ ミヶに 参加す る わ、 絵柄を 美少女 漫画 風に 変える わ、 流 
行の ショ タやア ニ パロに も 手を 出す わと 一向に 枯れる 気配な し。 
•ヶン 月影： 画 力は トップクラス。 劇画が イマ イチな 俺で も あの 豊 
満な 女体には つい ムラ ムラ。 

參福 原秀美 (豪 見)： 最近、 あの バカバカしい ノリが 一部の 物好き 
の 間で 再評価され ている。 

暴 九 紋 竜： エロ 劇画 だけでは なく 時代劇 画 も 描いて いるら しい。 
•樽 本 一： 超 危険な SM ネタを 得意と する。 エロ 漫画 大弾圧 期には 
ガスまで 止められる 極貧 生活を 送っ たという 噂。 

•_宮 涼： うたたね ひろゆきと 結婚。 

•雨宫 じゅん (淳) ： 大手 系で 活躍。 

參 わたな ベ わたる： 全く 変わらない ゴム マリ 巨乳。 

•  MEE くん： 今や アニメ 化 作品 も ありの 人気作家。 

•町 野 変 丸： いし かわじ ゅん (そ 一 いえば この 人 も エロ 劇画 雑誌 出 
身) や江 口寿史 (変 丸の 絵は この 人の コピ彳 から 始まる) にも 評価 
され、 多方面から 注目され ている が スタンスは 変わらず。 

•ち やた ろ 一 : 塩 山に かかれば ポロ クソだ が 俺は 評価して る。 この 
人 も 元 イジ メ られっ 子。 

•伊 魔 崎 斎： 本業の アニメ 作監が 忙しい せいか 漫画は ほとんど 見 か 
けない。 最近では ダ ー テイ 松 本の 同人 誌に イラストを 描いて いた。 
•美 衣 暁： エロ 以外 も 描いて いるが やはり 本文に あるよう に 「同じ 
曲」 を 唄っ ている。 ただし それで 読ませる のは 見事。 

♦魔 北 葵：  3 E の本宫 ひろし 風の アクション ホモ エロ 漫画」 ではな 
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だから 塩 山は 怒りは 買っても 恨みを 買っ ていない… と 思ぅ。 

塩 山の オヤ ジ も、 は あ、 自分が 消えん よぅに、 行ける トコまで い 
くべ しだな や。 全山の 紅葉は 麓から しか 見 れんよ— に 底辺から だけ 
見える 乙な 景色 も あるつつ 一 こつた よ。  (平成 九 年 十一月 吉日) 


いが ホモ ネタは 好きで よく 描く。 永 山 薫とは 長 電話 友達。 

•  DONKEY: 最近では ショ タ ホモ (少年 愛) にも 進出。 あっさ 
りした 線と 可愛い キャ ラが ロリよりも 生きる。 

•まいな あぼ ぉい： SM 小説を 原作に した 大 長編 シリー ズが 人気。 
•十六 女 十八 女： 現在では 本文 中で 「ごくた まに」 だった イジ メ  S 

M が メインに なつて いる。 

•アップルトン： 昇り 調子だった％ 年 1 月 o 日に 急逝。 明朗な 作風。 
ド テ 高な 股間 描写が H だった。 

籲 まつい もとき： 现 在は 別の ペンネ ー ムで 週刊 少年 誌で 活躍 中。 

•  SHIZUKA  : 本文 当時は アイ ディ アコ メディ。 現在は SM。 
•プロトン ザゥルス ： | 水 社の 看板 作家。 ドラマ CD、 アニメな ど 
も ある。 ちなみに 本文 中に 出て くる アキバの 「虎の 穴」 は 拡張を 続 
け、 現在、 一般、 アダルト、 同人 誌と フロアが 分かれて いる。 

•田 中 ユタカ： 批評家に イマ イチ 受けない が、 読者 人気が すごい。 
•大暮 維人： 本文に 「二流 メジャ j 誌 (P0 に 引っ こ拔 かれぬ のを 
折る のみ」 と あるが、 沂 りは 通ぜ ず、 徳 間で 大手 デビ ュー 後、 集英 
社で 連載 開始。 エロ もやめ たヮヶ ではない。 

•久我 山 リカコ： この 人 も エロと 大手の 二 足の 草鞋 組。 集英社から 
も 単行本を 出して いる。 

參 グレイス 石 川： 仕事量は ピカ イチ。 Q 年には 3 ml くらい 単行本が 
出る 予定。 業界の 噂に 強い。 

•カマ ヤン (鎌 ヤン) ：オゥ ムの頃 トバッ チリで 逮捕されたり とか 
色々 あったが y 年に 初 軍 行 本を 上梓。 漫画家では 数 少ない 理論 派。 

この 仙に も 現役の 漫画家は 多い が、 紙幅が いくら あっても 足らん 
ので パス。 もちろん 消えた 作家 もい る。 その 中に 塩 山に 消された 漫 
画家が いるの かどう かは 謎。 まあ 塩 山 如きに 消される ようじ や 遅 か 
れ早 かれ 消えて たでし ようが…。 メジ ャー に比べり や大 甘な エロ 漫 

画 業界 だけど 資本主義は 資本主義。 売れ なきや 消える のが 大前提。 
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スした いんだ 

… いい？ 


$ 後書きに 代えて〜 

「裏 瓶 • 級 われ 者の 記」 


8 月 X 日… 自宅 裹を 流れる、 丹 生 川での 鯉 釣りには まって しまった。 
釣れる 数は M の 方が 多い が、 時た ま Q 〜 Q センチ 大の 鯉を 釣り上げ 
ると、 その 感触が 忘れられなくなる。 この 不況 時代に、 釣り ほど 安 
くて 安全な 趣味は ない が、 問題は えさの みみず。 昔と 違って、 牛な 
ど どこの 家で も 飼っ ていない ため、 堆肥 場がない。 5 〜 6 四の みみ 
ずを 見つける のに、 Q 分 以上 も かかっ たりす る。 サォを 持つ 前に、 
蚊に あちこちを 喰われて グッ タリ。 やっと こさえ さを 確呆、 2 糸 
を 垂れて ポヶッ としてる と (最高に 心が なごむ 時 / )、 夕方 6 時の 
〃今 井清 二郎式 気違い 防災 無線" が、 胸の 悪くなる ょぅな 童謡 ノィ 
ズを付 近 一帯に ばらまき 始める。 昔、 ピアノ 騒音を めぐる 殺人事件 
が あった。 許されざる 行為とは いえ、 犯人の 気持ちは ょく 分かる。 
しかし ピアノは その 人 (殺された 被害者) が 身銭を 切った 物。 だが、 
防災 無線は 俺達の 血税で 建てられた。 今 井清 二郎 、高 間栄 、細 山昂 
三と いった レベルの" 公 II. , が、 それを 悪用して 偉そぅ に 説教を 垂 
れ るとは、 盗っ 人猛 々しいに も 程が ある。 

9 月 X 日… その 今 井清 二 郎君の 親分 格の、 岩 井 賢太郎 県議が 理事長 
をして いる 「富 岡 スイ ミン グス クー ル」 で、 俺が 富 岡 高校 時代に ハ 
ン ドボ— ル 部の 監督を 務めて いた、 小 林 進 氏を 時た ま 見かける。 相 
変わらず いい 体格で、 重厚 かつ 礼儀正しい 方で あるが、 富 岡 高校 時 


代は 極め付きの 暴力 教亂 であった。 高 3 の 時 ( l 年)、 友人の A 君 
が 同 教諭が クラ スメ ー トに鑛 力を 振る ったのを 止めた 所、 足払いを 
かけられた 上に 殴られ 放題。 しかも 職員室まで 引きずって 行かれ、 
〃反省" (？) を 迫られた。 新 間 記事に もな り (まだ スクラップ も 
保存 中)、 高教 組が 調査団を 出したり、 俺達 も 抗議の ビラを あち こ 
ちに 貼り まくった。 当然そう いう 経歴 だから、 平教員の まま 退職し 
たかと 思いき や、 上 信 電車の 中で 再会した 高校 時代の 知人に よれば、 
某高校の 校長にまで 出世した とか。 さすがは 国定 忠 治を 生んだ 上 州 
と 言いたい が、 忠治 親分は 強き をく じき、 弱き を 助けた 俠客 。プロ 
レス ラー まがいの 体格を した 運動 部の 教師の 暴力に、 果敢に も 抗議 
した A 君 こそが、 忠 治に 擬 せられるべき 。当時の 校長は 上 島 大作 氏 
だった が、 氏には 少 々気の毒であった。 というの も、 富 岡 高校の 運動 
部の 教師を 中心とした 暴力 的 体質は、 前 校長の 藤 生宣明 氏の 時代に 
形成され たもの だから だ。 小 林 氏を 筆頭に、 宇佐見 某、 木 村 某、 三 
木 某、 黒 岩 某ら が、 しない 片手に 校内を 闊歩して いた (『男 組』 だ 
よ、 これ じ や/)。 A 君の 事件を 報じる 当時の 新聞に、 「再び このよ 
うな ことを 起こさな いように 注意す る」 と コメントを 寄せた 上 島 氏 
とは、 一度 市内の 「横 山 書店」 で 会った。 「塩 山 君、 君達に 今人 気 
ある 作家は 誰です か？」 と言うので、 高 橋 和 巳の 『わが 解体』 を 勧 
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めた斫 、「ほう。 業ら の 若い 頃の、 倉 田 百 三みたい な もんです かね」 
と 言いながら、 早速 買っ ていた。 同書 店では、 大学 入学 後に、 前 出 
の 黒 岩 某なる ド チン ヶな 暴力 教師の 一人に も 遭遇した。 驚いた のは、 
3 年間 反面教師 として お世話になっ たので、 あいさつ しようと 近寄 
った 所、 文字通り 脱兎の ように 逃げ出し たこと。 小 林 氏 や 宇佐見 氏 
の 金魚の 糞ら しい 情けない 姿だった が、 群馬県 教育界の こと、 この 
手の 輩は 大 出世した のでし よう。 

A 月 X 日… 漫画 好きの 上の 娘が、 「これ、 お 婆ち ゃん ちから 借りて 
来たんだ けど、 あんまし 面白くな いよ。 有名な 漫画家な のにね え」。 
見れば、 富 岡 市が 咋年 発行して 全戸 配布した、 『漫画 絵巻* 富 岡の 
歴史』 (松 本 零士) である。 ハード ヵバ ー で 250 余べ ー ジの 豪華 
本。 編集は 富 岡 市 総務部 秘書課。 印刷は 当然の ように、 糞 役人 共の 
尻を甜 める のが 趣味の、 上 毛 新聞社。 松 本 零士& 『上 毛 新 間 一とい 
え ば、 本書で も おなじみ。 原発 推進 漫画家と 三流 赤新聞の こまめな 
銭 儲けには、 ただ 脱帽す る ばかり。 『上 毛 新聞』 の 厚顔無恥 振りを、 
よく 示した 記事を 紹介し よう。 y 年 7 月 Q 日付け。" 軽 井沢 浅 間 プリ 
ンス ホテルが 才 —プン \ 「自然と 調和」 を 強調〃— 以降、 超自然 破 
壊 企業、 コク ドの 税金を 利闲 した 惡辣 商法への、" キン タマ シャ プリ 
シ ャブリ 記事" が 続く ので あるが、 こいつら と、" 海の 家. うらし 
ま" に 大金を ぶち 込んで いた、 東芝、 日立、 大日 本 印刷、 そして そ 
れを 受け取っ ていた 総会屋 連中との 間には、 どんな 差異が あるの 
か？ とはいえ、 腐っ てるのは 1 1-. 毛 新 問』 やその 記者 連中の みで 
1 はない。 筆者は 『こちら 騒音 富 岡です // 』 を 仕上げた 後、 県内の あ 
えちこち の 役所 や マスコミ 関係に 発送す ると 同時に、 市役所 内の 各部 
代署、 及び 庁 内の 記者 クラブと やらに も 配布した。 記者 クラブには、 
以 午前 9 時 頃に 行つ たが、 記者は 誰 一人 おらず、 掃除の おばさん が一 
書 人で、 ゾウ キンが けを していた。 そこに 『こちら 騒音 富 岡です // 』 
綠 をまい て 来たの だが、 タ ダで 役所の 一角を 特権 的に 用い、 掃除まで 


役所に 頼っ てる 腐れ アゴ アシ 付き 記者 共に、 一体 何が 期待で きよう 
かと、 浅 野 健 一氏 並に 思っ たもの だ。 もっとも そこに 属する 『産 経 
新聞』 の 女性 記者が、 筆者が 留守中に 自宅を 訪れたら しい。 名刺を 
置いて いつたので 電話を したら、 そのうちに 取材した いと 申して ま 
したが、 以降 連絡な し。 昨年 (％ 年) の 末の こと。〃 愛想 取材〃 なん 
て しちゃ ダメ つす よ、 『産 経 新聞』 の ナン ト ヵさん (ち ゃん と 実名 
報道し ようと 思っ たけれ ど、 名釗を 捨てち ゃって た)。 

川 月 X 日… 『お 役人の いじめ 方』 (後藤 雄 一. 徳間 書店 •本体 14 
〇〇 円) を 読む。 いかにも 徳間 らしい、 際物 的 題名の 本で あるが、 

凄い 本。 著者は 「世 田 谷 行革 llos 代表。 後藤 氏が 最近、 都庁 
の 糞 役人 共に よる、 記者 クラブ 記者への 過剰な 接待を 裁 利 所に 告発 
したと 『東京 新聞』 で 知り、 「凄い おつさん や // 」 と 改めて 尊敬し 
た。 コジキ 役人、 ボケ ナス 政治家、 ごっつ ぁん 大 マスコミが 三位 一 
体と なって、 この 国を 破綻へ と 導いて る。 こんな 連中が 「新聞 ■出 
版 物の 再販 制を 守れっ / 」 などと 言って、 反 規制緩和 キャ ンぺ j ン 
を 張る 一方で、 橋 本 アンパンマン 首相の 腰抜け 行革 批判を してる の 
だから、 開いた 口が ふさがらない。 総論 賛成 各論 反対っ てな あ、 テ 
メ  < — (大 マスコミ) ら のために ある 言葉 だよ。 暴力 校長が 朝礼で シ 
ャブ 打ちながら、 生徒に 薬物 追放の 説教を 垂れる に 等しい 笑い話。 

”月 X 日… 本年 初頭からの 出版 不況は、 一向に PI 復の きざしがない。 

エロ 漫画 だけでなく、 全 出版物が 前年 比 一 割 強の ダゥンと か。 そ も 
そ も 書店に 客が 入らない というの だから、 どうしよう もない。 大手 
書店に も、 経営 悪化が 伝ぇられ 始める 始末。 まあ、 家賃が 下がった 
からと いっち ゃ、 先の 見通し もな く 大型 店を ポコ ポコ 出した、 ハ ブ 
ル 書店は 片っ端からつ ぶれれば いい。 が、 このままでは、 その 前に 
自分が 下請け 編集して る エロ 漫画 誌が'  廃刊に 追い込まれ ちまう。 
比較的 健闘して いると 伝えられる、 『ペンギン クラブ』、 『z  e  t  U  7 
M  a 、 『パピ ポ』 、『ヵラフル B  e 、 『夢 雅』 等を、 神 保 町の A 


•水道 橋は 7 セン トラ ルビ ル 時代の (有) 遠山 企画。 


♦⑱も 会員。 岩 井 賢太郎 県議が 理事長 を 勤める、 
富 岡 スイ ミ ング スクール。 


際は、 献本した わけで もない のに、 紹介して いただき ありがとう。 
しかも あんな" 惡口 本， にお ほめの 言葉を いただき、 赤而 のいたり。 
お礼 代わりに 今回は 本書を 贈呈 させて いただこうと 思いました が、 
さもしい 真似は 柄では ない と 中止。 また お買い上げいた だき、 罵倒 
するな り ほめるな り、 勝手にな さつて ド さいね。 

-I 月 X 日… 自分の 本で ありながら、 校正 疲れで 吐きそう。 編集 作業 
が スタ ー トした のは 8 月末 だが、 以来ろ くに 朝立ち もしない。 女房 
に 逃げられそう。 それは ともかく、 土曜 漫画から 出て た囱販 機 本、 
『ギャル ト ピア』 の 編集長だった 北 村窩 夫さん、 酔狂な 連載を して 
くれて ありがとう (同誌は 『漫画 ギヤ ル ト ピア』 とは 全く 別の 雑誌}。 
酔狂と いえば、 未だ 連戦を 続けさせて いただい てる、 『ぺ あ』 の 横 
野 達麼 氏には 言葉 もありません。 そういえ ばもう すぐ 2 月。 今年 も 
そろそろ、 「三 平 酒 寮」 に 忘年会の 予約を しなければ…。 


すずらん 堂 書店」 で 立ち読み。 各 誌と もい い 漫画家を 揃えて いる。 
好調な の も 当然。 ロリコン 漫画 も、 エロ 劇画から 業界の 主役の 座を 
奪って A 余 年。 ここへ 来て 絵が、 へ ビ ー という か、 劇画 っぽくな り 
つつ ある。 その 分野が 袋小路に 追い込まれ ると、 常に 顕著になる 傾 
向で あるが、 ンな 評論家み たいな ことを 言っ てても 让 方ない。 それ 
なりに 対応し なければ。 正直な 所、： 5 にも なって この種の 漫画の 編 
集を 続ける のは、 かなり 疲れる。 とはいえ 娘ら はま だ 義務教育の 最 
中" 金が かかる のは これから。 弱音を 吐いても いられない。 あの 遠 
山 孝 氏は、 yo 歳になる まで 現役を 通した の だから。 ちなみに 同書 店 
は、 『嫌われ 者の 記』 を まだ 置いて くれてい る。 うれしい。 大して 
必要 もなかっ たのに、 『URECCO』 等を 数 ll 買っ てし まう。 

-1 月 X 日… 長 野 新幹線が 開通 以来、 帰りは ともかく、 朝、 高 崎から 
はまず 座れ なくなっ てし まった。 それ も 当然。 JR 束 日本が、 ドーち 
ねえ 商売を している からだ。 筆者は 萵崎 M Q 時 5 分 発の、 あさま 5 
06 号を 利用す る ことが 多い の だが、 何と 全 8 両 のうち、 自由 南が 
3 両 しかない の だ // 上越 新幹線は だいたい 5 両は商 _J 席に してる 
のに。 運賃を 実質的に 大幅 値上げし てるような もの。 沖 電気、 上 毛 新 
聞 社、 コク ド、 大口 本 印刷、 J P 東：：！ 本… ハ ゲタ ヵは 地上に も 無数 
にいる の だな と、 あさま 506 号の 車内で、 f 末枯 .続 末枯 .露 芝』 
(久保 田 万太郎 .岩波 文庫) を 立ち読みしつつ 思う。 永 井 荷 風、 谷 
崎 潤- 郎 、久保 田 万太郎 、三 島 j_-j 紀 夫、 手 塚 治 虫、 横 山 光輝、 楳図 
かずお、 谷 岡 ヤスジ… 読みたい 本は まだまだ ある。 読書 タィムで あ 
る 通勤時間は、 片道 5 時間と 今の 倍に なっても いいが、 この 糞 高い 
料金 (新幹線 定期は 一 力 月 約 Q 万 / ) を 取っ といて、 山手 線 並の 混 
雑を 放置して る JR 東 日本は 許せね え。 

-l 月 X 日… 『アレ / 』、 『SPA / 』、 『噂の 真相』、 『熱烈 投稿』、 『日 
曜 研究家』、 『クィック ジャパン』、 『地獄の ブック レヴ ユ ー』 (書籍)、 
『COMIC  GON / 』 の 関係者の 皆様、 『嫌われ 者の 記』 出 坂の 
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